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　ストラールの街に来て、三年が経たった。

　俺たちの実力も評価も順調に上昇し、今では第四階位、かつてのレオンと同じレベルにまで成長している。

　もっともそのレオンは一足先に第五階位に昇り詰め、実質この地方最強の冒険者の名を欲しいままにしている。

　彼のところは新しい仲間を二人迎え入れており、順調な冒険者生活を送っていると言えよう。




　そんな俺たちの前に、一つの問題が持ち上がっていた。

「フィニア、今週はいくつ？」

「七件です。ミシェルちゃんは？」

「わたし六件。ニコルちゃんはぁ？」

「……………………二十一件」

「さ、さすがですね」

　この件数はこなした依頼の数ではない。そう……告白された回数である。なお、女も含む。

　あれから三年。俺の身長はさらに伸び、百五十センチ程度にまで達している。

　そしてスタイルもマリアに迫るとまでは行かないが、各所が豊満になり、どこに出しても問題がないくらい、女性の身体からだになってしまっていた。

　結果として、その体型と美貌で俺に一ひと目め惚ぼれする者が続出。日に三件はそういう連中に絡まれる羽目になっている。

　フィニアはあまり外見に変化はないが、それでもわずかに豊満さが増し、女性としての色気を見せ始めていた。

　もっともフィニアはこの街に来た時から同じようなペースで告白されているため、あまり環境に変化はないかもしれない。

　ミシェルちゃんに至っては、小型ちびマリアと言ってもいい体型に育っており、彼女の純朴さとあいまって、一部のマニアックなファンまでいる模様。

　いつ騙だまされたり、襲われたりしないか、俺も気を揉もんでいる有様である。

「これはどうにかしないといけないね」

「そうだね、毎日呼び出されるのも億おつ劫くうだし」

「私の生活リズムは、あまり変わりませんけど？」

　ガドルスの宿『大盾の守護』で俺たちは憂鬱な溜ため息いきを吐ついていた。

　事が好意なだけに、乱暴な返しをするわけにもいかず、毎回断るのに四苦八苦している。

　そんな俺たちと違って、気楽な表情で会話に参加するバカ野郎が一人。

「俺も聞いてくれよ。今週二人に告白されたんだぜ」

「死ね」

「辛辣ぅ！」

「そのまま結婚引退してもいいよ？」

「ヤだよ、まだ冒険したいし」

　言うまでもなくクラウドである。

　俺とミシェルちゃんが十五歳になり、同様にクラウドも十七歳へと成長していた。

　彼は半魔人らしく色白な肌にすらりと伸びた体たい躯くを持ち、そこにしっかりと筋肉のついた彫像のようなスタイルに成長している。

　背も高く、百八十センチに届こうかという身長は、遠目にも目立つ。

　冒険者としては決して高い方ではないのだが、その体格のバランスが素晴らしい。そこがまた、俺のジェラシーを掻かき立てる。俺の前世はクラウドよりも背が低く、筋肉もついていなかったからだ。

「イケメン死ね。慈悲はない」

「なんでだよ！　ミシェルも何とか言ってくれよ？」
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「クラウドくんのすけべぇ」

「ひっでぇ！」

　クラウドに話を振られ、テーブルに突っ伏したままぷくっと頬ほおを膨らませて不機嫌を示す彼女は、同性から見ても愛らしい。

　無む垢くな表情とアンバランスな体躯が、さらに小悪魔的な魅力を発散させていた。

「でも、こうまで注目されてしまうと、さすがに身動きが取りにくいよね」

「どこに行くにしても、監視されている気分になってしまいますね」

「なんか視線が胸の辺りに集中してるしぃ」

「それは仕方ない」

　歩くだけでも軽快に弾むそれは、男なら否いや応おうなく視線を誘導されてしまう凶悪な兵器だ。

　こればかりは男の気持ちが理解できる。俺も中身は男だからな……まだ。

「街に馴な染じんだのはいいけど、こうも目立っちゃうのは問題だよね」

「そーだねー」

「もういっそラウムに戻りますか？」

「……むぅ」

　ラウムを旅立ってから三年。そろそろマクスウェルの言っていた『ほとぼり』が冷めた頃合いと見ても問題はないはず。

　問題は、向こうの状況がどうなっているかだ。

　俺も月に一回はコルティナの元に顔を出しているため、状況はそれなりに理解している。

　腐敗貴族たちの首しゆ魁かいであるリッテンバーグの首は獲とったが、奴やつが派閥のすべてというわけではない。

　奴の後釜を狙うべく、権力欲に駆られた貴族たちが争い始めている状況でもあった。

　マクスウェルはその騒動を収めるべく奔走していたが、あまり芳かんばしい結果は出ていない。

「もう少し、かかるかなぁ？」

　事はミシェルちゃんの身の安全にかかわる。いや、彼女だけではない。彼女の家族にまでその被害は及ぶ。

　慎重に行動しなければ、今度は俺の救出が間に合わない可能性だってある。

　そんな慎重論を唱える俺の答えに、ミシェルちゃんは落胆の声を上げた。

「だめかぁ……」

　考えてみれば、俺は月に一度はマクスウェルの協力でラウムに顔を出しているが、ミシェルちゃんは手紙でのやり取りだけしか行っていなかった。

　三年も会っていなければ、両親が恋しくなるのも当然のことだ。

「んー、でも詳しいことはマクスウェルに聞かないとわからないし……いっそこっちにご両親を呼び寄せれば？」

「それはぁ、できなくもないけどぉ……」

　いつもと違い、歯切れの悪い彼女の声。

　ミシェルちゃんの一家はすでに一度北部からラウムへと引っ越している。

　何度も住すみ処かを変えるというのは、資金的な問題だけでなく精神的な負担になる。

　ラウムに越して八年でまた他所よそに引っ越すことに、彼女は懸念を表明しているのである。

「さすがにわたしのせいで引っ越してって言うのはね」

「そっか。とにかく今度戻った時に様子を見てくるよ」

「うん、お願いね」

「ついでに孤児院の様子もお願い」

「クラウドの頼みは聞きたくないけど、孤児院は気になるから見てくる」

「素直じゃないなぁ」

「あぁん？」

　余裕ぶったクラウドの態度が気に入らなかったので、俺は念入りに奴のこめかみを拳で抉えぐっておいた。

　この気安い態度が、俺と奴の関係を疑われる元になっているとわかっていても、やめられないのである。

　とにもかくにも、まずは俺たちに向かう注目をどうにかする必要がある。

　ぶっちゃけると、要は顔が良い事が問題なので、傷でもつけてしまえばいいかとも思わなくもない。

　しかしそんな真似まねをすれば、周囲の人間が悲嘆に暮れる。

　フィニアは元より、ライエルにマリア、コルティナ、ミシェルちゃんに至るまで、ほぼすべての人間が、だ。

　それに俺だけならともかく、フィニアやミシェルちゃんにまで傷を残すのは、俺の本意ではなかった。




「なあ、コルティナ。言い寄る異性を追い払う方法って知ってるか？」

「ん、なによ。ちょっと、ひょっとして浮気しているんじゃ──！」

　コルティナとの逢おう瀬せで、俺は現状の問題を解決すべく質問してみた。しかし彼女は、その質問を斜め上の方向に受け取ったようだ。

　残念ながら、ニコルの姿の時に言い寄ってくる女は……いや、結構いるな？

　しかしそれはきっぱりと断っているので別問題として、それ以外ではフィニアとかミシェルちゃんとか最近やたらべたべたとまとわりついてくる気がするが、あれは浮気じゃないはず。

「俺がモテないのはお前も知っているだろう……いや、最近はそれも勘違いと気付いたが、それでも近寄ってくる奴はいないんだよな。なんでだ？」

「知らないわよ！」

　瞬時に膨れっ面になって、プイッと顔を背けるコルティナ。

　浮気と勘違いした照れ隠しだろうが、そういう態度も可愛かわいい限りだ。

　今、俺たちはラウムの通りの外れにある茶店に立ち寄っていた。店の中ではなく外に席を配置して、開放的な雰囲気で楽しめるようになっている。

　通りの外れにあるのは──馬車や馬が巻き起こす砂すな埃ぼこりを避さけるためだそうだ。

「いや、向こうの知り合いがそういう問題を抱えていてな」

「向こう？　そういえばレイド、今は北部三か国連合にいるんだっけ」

「あ、ああ……そうだな」

　正確にはその一歩手前のストラ領だが、距離としてはそう変わりはないし、否定するまでもないだろう。

　コルティナは俺の言葉を疑いもせず鵜う呑のみにする。少々心が痛い。

　本来なら他者の言葉を無条件で信じることなんてしない女なのだが、同じ六英雄の言葉に関しては例外だ。

　そんな信頼を裏切る嘘うそを吐いている自分に、自己嫌悪の念が巻き起こる。

　だからといって、すべてを打ち明けるわけにはいかないのだが。

「近くにニコルちゃんっていう、ライエルの娘がいるのよ。アンタまだ会ったことないでしょ」

「そう、だな」

　いや、毎日会ってる。鏡越しに。

「さっきの話で思い出したんだけど、すっごい綺き麗れいな子だから、同じように困ってるかもしれないわ。よかったら手を貸してやってくれない？」

「き、機会があればな」

「それで……寄ってくる異性の追い払い方だったわね。私の経験だと、すっごくだらしない格好を見せると幻滅して寄ってこなくなるわよ」

「だらしない？」

　経験というからには、コルティナもそういう真似をしたのだろうか？

　自宅でのコルティナは確かにだらしない格好をすることが多かったが、むしろそこが日頃のキリッとした印象とのギャップを生み、魅力的に見えていたのだが。

　それに、俺がだらしない格好をすると……むしろ喜ばれそうな気がする。

　ニコルの姿で胸元を開き、谷間を見せつけ、腿ももまでスカートをまくり上げて食事をとる。確実に昇天する冒険者が出るな。

「うーむ……残念だが、それは効果が薄いかもなぁ」

「そう？　まあ、女と男じゃ、違いはあるかもね」

「いや、むしろ女だから問題だろう？　俺はお前のだらしない格好なんて見たら、その場で押し倒す自信がある」

「ちょ、ちょっと、やめてよ！　こんなところで……」

　顔を真っ赤にしてあたふたと手を振るコルティナ。周囲に視線を飛ばして様子を探っているが、周りの男女も似たような会話をしているので、誰もこちらを注視していない。

　いや、注目はされている。コルティナは世に名を轟とどろかせた英雄だから。

　それが胡う散さん臭くさい男と一緒にお茶を飲んでいるのだから、注目されないわけがない。

　問題は、それが俺ということである。

　見るからに剣けん呑のんな雰囲気を漂わせている俺と、軍師コルティナ。この組み合わせで茶を飲んでいるとなると、何か企たくらんでいると取られてもおかしくない。

　だから誰も近寄ろうとしないのだ。俺に近付いてくる人間なんて、空気を読まない子供くらいだから。

「いや、待てよ……」

　今俺たちの周囲には人がいない。コルティナは言うまでもなく、美女である。

　表立っては俺たちが付き合っていることは、あまり知られていない。ならばコルティナの周囲に人だかりができていても、おかしくないはず。

　現に学院では彼女の周りには人だかりがよくできていた。

　それなのに今は、誰もいない。これは横にいる俺が剣呑な雰囲気を放っているからだ。

「つまり、不機嫌そうな雰囲気を出しておけば、誰も寄ってこない？」

「あー、そういえば昔の私も、不機嫌そうな感じを出していたかも」

「どうやら間違いないようだな。よし、その手で行ってみよう」

「アンタはするんじゃないわよ？　ただでさえ周囲を威嚇して回ってるんだから」

「お、おう。自重する」

　その後俺は、自分でも恥ずかしくなるような甘い時間を過ごしてから、別れを惜しみながらマクスウェルの元に向かった。

　俺には時間が限られており、さらにこの姿でフィニアにも会っておく必要があるからだ。

「それじゃ、またね」

「ああ、また一か月後に」

　軽く口づけを交わしてから、マクスウェルの屋敷に入ったのだった。




　屋敷ではマクスウェルがすでに待ち受けており、ニヤニヤしたいやらしい笑みを浮かべていた。

「なんだよ？」

「なに、ワシにも人目というモノがあるので屋敷の前で不ふ埒らちな真似はせんでほしいと思ってのぅ」

「見てたのかよ」

「使い魔を外で待たせておっただけじゃよ。お主がいつ来るかわからんかったでな」

「くそ、人が悪いな」

「それは生来の性格じゃて、大目に見てもらわんとなぁ」

　あからさまにこちらをからかおうという意図が透けて見える。こういう時にまともに相手しても、勝ち目はない。

「それより、そっちの状態はどうなんだよ」

　マクスウェルには、いくつか話を聞いておかねばならない。

　その一つが腐敗貴族たちの動向であり、もう一つがミシェルちゃんの両親の様子だ。

「うむ、まだしばらく時間はかかりそうじゃ。ラウムに戻りたがる気持ちはわかるが、お勧めはせんよ」

「そうか……おじさんたちは？」

「そっちは今のところ、つつがなくやっておるよ。コルティナも気を配っておるので、迂う闊かつに手は出せんと言ったところか。それとお主の暗殺も効果を発揮しておるようじゃ」

「リッテンバーグの首を獲ったのも、無駄じゃなかったか」

「うむ、充分な威嚇効果を発揮しておるな。じゃからといって、奴らの獲物を目の前に連れ戻すのは、やはり無理がある」

「ミシェルちゃんが戻ってくることで、変に刺激してしまうってことか」

「そうじゃな。まだ少し時間をおいてくれる方が好ましいわい」

　こちらの状況は把握したが、それではミシェルちゃんが可哀かわい想そうではある。

　その辺りをマクスウェルに相談してみると、ヒゲをしごきながら事も無げに答えを出した。

「ふむ、やはり寂しがっておるか。なら仕方ないな」

「解決策があるのか？」

「ミシェル嬢が戻ってこられないのなら、こっちから出向けばよかろう？　夫妻はワシがストラールに連れて行ってやるわい」

「本当か！」

　確かにマクスウェルならば、それくらいは容易たやすいはずだ。

　しかし、マクスウェルはそこでもう一つの解決策も提示してきた。

「それにお主もそろそろ転移テレポートの魔法くらいは使える頃合いじゃ。なんなら教えてやろうか？」

「おお、ようやくそのレベルに達したか！」

「ようやくと言っておるが、十五でこの魔法を使えるなど、通常では天才の域じゃからな？」

　転移テレポートは個人の位置情報に干渉して移動を行う、干渉系の上級魔法である。

　確かに経験を積んだ今の俺ならば、使える頃合いだろう。

　しかしマクスウェルが言うように、この魔法を習得するには、普通なら数十年は修練が必要になる。

　これは俺の祝福ギフトのおかげと言わざるを得ない。そこはあの白い神に感謝をささげるとしよう。

　こうして俺は、帰還を前に新しい魔法を習得することにした。

　俺たちがストラールに移動してからも、月に一度のペースでマクスウェルには俺を訪ねてもらうことになっていた。

　これはコルティナとの逢瀬のためでもあるが、俺の魔法の修行の続きという側面もある。

　冒険中に実践を繰り返すことで、俺の魔法における各種能力は向上し、それに見合った知識や技術をマクスウェルが授けるという形式だ。

　この三年で、俺は上級に位置する魔法もいくつか使えるようになっていた。

　だがさすがに最上級に位置する魔法には手が届いていない。

「今回教えるのは転移テレポートの魔法じゃ。これは転移門ポータルゲートの一つ手前になる魔法じゃな」

　転移門ポータルゲートは離れた場所にある地点と繋つなぐ門を生成する魔法だ。

　これはその場に存在する位置情報に『干渉』する干渉系魔法である。

　転移テレポートは転移門ポータルゲートと違い、地点ではなく人物の位置情報に干渉する魔法だ。

　物品転送アポート、転移テレポート、そして転移門ポータルゲート。これが位置情報に干渉する一連の魔法系統になる。

「転移系の魔法はたいてい、一度訪れた場所という制限が付く。これは術者の脳内に展開された地形やその場所を強く印象付けるための役割もある」

「一度訪れておくことで、その場所を想起しやすいようにするということか」

「そうじゃな。なにせ人を送りつける魔法じゃ。間違いがあっては大事故につながる。そのために少しでも明確なイメージが必要になる」

「もし失敗したら？」

「そうじゃな、上下にずれて土の中に転移してしまうか、空中高くに放り出されるか……」

「お、おう。今度から慎重に使ってくれ」

　日常的にホイホイ使っているマクスウェルだが、失敗時の話を聞くと簡単に使っていい魔法とはとても思えない。

　マクスウェルは俺の懸念を無視して、さらに説明を続けた。

「さらにこの魔法は物品転送アポートと違って、非常に魔力の消費が大きい。お主の魔力なら数回は問題はないじゃろうし、解放力もかなり成長しておるので大丈夫じゃと思うが、乱用はできんと思っておくがよい」

「ああ。だがそんなに違うのか？」

「物と違って人じゃからな。空間を歪ゆがめてしまう転移門ポータルゲートはさらに消費が激しいぞ」

「そう聞くと心配になってくるな」

「きちんと使いこなせると見極めて教えておるのじゃから、心配するでない」

　そう言うとマクスウェルは魔法陣が描かれた紙を俺に見せる。これは師匠──風神ハスタールも使用していた魔法陣だ。

「描く魔法陣はこれと同じじゃ。各紋様の意味はあとで調べておくがよい。とりあえずは丸覚えして使用するところから始めよう」

「丸覚えなんてお前らしくないな」

「時間が限られておるからな。ここであまり時間を使うと、フィニア嬢に割り振る時間が減ってしまう。そうなればワシが恨まれてしまいかねん」

「フィニアならその程度で恨んだりしないとは思うが……確かに可哀想だな」

　ガドルス経由で、俺が今日会いに行くことは前もって伝えてある。

　ただし、いつ行くとは教えていないので、今も心待ちにしているはずだ。

　彼女との逢おう瀬せはコルティナも公認してくれているので、これも浮気には……あたらない、はず？

「そういえば、彼女たちにはまだ手を出しておらんじゃったな？」

「まあ、なんとなく後ろめたくてな」

「妙な所で律儀な奴やつめ。コルティナの許可もあるというのに」

「こ、コルティナは正妻というわけじゃ……」

「そこで照れるか？　ワシが死ぬまでにお主たちの子も抱いてみたいのじゃが、もう少しかかりそうじゃの」

「お前の余生はまだまだあるだろ！」

　老齢に入ったとはいえ、マクスウェルの寿命はまだまだ残っている。その長さは人の寿命にも匹敵するだろう。

　下手をすれば、俺よりも長生きしかねない。

　だがここでマクスウェルの相手をしている時間が増える分、フィニアと会う時間が減っているわけでもある。

　ここはさっさと術を行使してみるに限る。

「よし、いくぞ……赤あか丹にの一、群青の一、萌もえ葱ぎの三──果ての地へ我が身を運べ、転移テレポート！」

　さすが上級というべきか、魔力消費も射程距離も朱や翡ひ翠すいでは到底賄えない。

　赤丹も萌葱も基礎の二段は上の魔力を示す色だ。

　俺の中からごっそりと魔力が消費され、覚えたての魔法陣に流れ込んでいく。目の前の光景がクシャリと歪み、それが収まった時には、俺の想像通り、ストラールの手前に転移していた。

「なるほど、この消費はヤバいな……これじゃ一日に何度も使えない」

　魔力を急激に失った結果、軽い脱力感を覚えている。

　その消耗具合から一日の使用回数などを推測しつつ、身体からだを休めていた。

　しばらくすると俺の位置を感知したマクスウェルが後を追ってきた。

「どうやら成功したようじゃな。わかっておったが」

「結構きついな、この魔法」

「多人数を運ぶなら転移門ポータルゲートの方が効率はいいんじゃよ。なんにせよ、コツは掴つかんだようじゃな」

「ああ、少なくともここに跳ぶ分には、問題なさそうだ」

「なら、これでワシはお主の送迎から解放されたというわけかの」

「次からは自分で戻って来いってことか」

　消耗具合から判断するに、俺はこの魔法を一日に三回は使えるだろう。無理をすれば何とか四回使えるくらいか。

　ラウムと往復する分には全く問題はない。

　だがこれは、別の使い道もある。

　つまり、これからは毎日のようにフィーナに会いに行くことも可能だということだ。




「ふむ……」

「顔がにやけておるぞ」

「毎日妹に会いに行けるかと思うと、つい、な」

「やれやれ、フィニア嬢もコルティナも報われんな。付き合っておる女よりも妹を重視するか」

「無論そっちも大事だよ。だが変身が月一回と限られている以上、どうしてもそうなるだろ」

「ま、二人に恨まれん程度にしておけ」

「はいはい」

　とにもかくにも、俺は転移テレポートの魔法を習得できた。

　これで行動範囲は大きく広がったはずだ。
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　ストラールの街に来て以降、月に一度はラウムに戻り、週に一度は北部の自宅に戻っている。

　もちろん今までは自力での移動ができなかったので、マクスウェルに送迎してもらう手はずになっていた。

　だが俺が転移テレポートを覚えたため、その気になれば毎日でも北部に戻れるようになった。

　これを活用しない手はないだろう。

「ということで、今日も会いに来たよ、フィーナ！」

「にこねーたん、らしゃー」

　夕方、街中の雑務依頼を済まし、汗を流してすぐに俺は北部の自宅へと向かった。

　さすがに俺以外を転移させるのは魔力的に厳しいため、俺一人での移動だ。

　そんな俺を歓迎するためか、フィーナは両手を上げて万歳のポーズで俺を出迎えてくれる。

　三歳になり、それなりに活発に動けるようになったフィーナは、太陽のようにまぶしい笑顔で俺に駆け寄ってきた。

　やはり前世の記憶を持つ俺に比べて、言葉遣いや言動が歳とし相応というべきか。

　俺がいかに異質な存在だったかを思い知らされる。

　フィーナはライエル似の金髪を持ち、マリアに似た赤い瞳と顔立ちをしている。

　その容姿はまさに太陽の化身といっても、過言ではない。

「いらっしゃい、ニコル。最近よく来てくれるからママも嬉うれしいわ」

「うん、母さんも元気そうね」

　さすがに十五歳になってママはないかと思い、最近は母さんと呼んでいる。

　前世でそんな存在を持たなかったので、呼ぶたびに背中がむず痒がゆくなる思いがするが、不快なものでは無い。

　フィーナを抱き上げると、彼女は俺の胸に力いっぱいしがみついてくる。

　どうやら彼女はフカフカした感触が好みらしい。

「今夜も食事くらいは食べて行ってくれるのでしょ？」

「うん。ガドルスの料理もおいしいんだけど、油断すると余計なお肉が付いちゃいそうで」

「ふふ、ドワーフの料理だから冒険者受けはいいのだけどね」

　ガドルスが供する料理は、典型的なドワーフ料理というべき物が多い。

　食材を丁寧に下処理し、それを炎と油で一気に仕上げるのが特徴だ。

　味が濃く、ボリュームもあり、運動量の多い冒険者には非常にありがたい料理ではあるが、年頃の女の身体としては、やはり腰回りに来そうな脂っこさが気にかかる。

　その点マリアの料理はフィニアに似てバランスというモノがよく考えられている。

「父さんは？」

「今日は北の森に狩りに出てるわ。最近梟熊オウルベアが棲すみ着いたらしいんですって」

「オウルベアかぁ。お肉が独特の風味で美味おいしいんだよね」

「普通の女の子は怖がるところじゃないかしら……すっかりワイルドになってしまったわね」

「冒険者ですから」

　梟熊オウルベアはその名の通り、梟ふくろうのような翼を持つ巨大な熊だ。

　空を飛べるため、脅威度は非常に高いが、ライエルならば単独でも余裕で倒せるだろう。

　その獣とも鳥とも言えぬ独特の味を持つ肉は、牛や豚よりも好みだという人間も多い。

「お土産、あるかな？」

「討伐に成功したら、持って帰ってくると思うわよ」

「おみやげー」

「うんうん、フィーナも楽しみだよね」

　食事の支度をしていたらしいマリアの後ろについていく。

　厨ちゆう房ぼうに入ったところで俺は頭上から襲撃を受けた。

「きゅー！」

「ふぐぇ!?」

　食器棚の上から俺に襲撃をかけてきたのは、カーバンクルのカッちゃんである。

　以前は子犬サイズだったカッちゃんは、ちょっとした中型犬くらいの大きさにまで育っていた。

　そんな質量が俺の頭に向けて飛び降りてきたら、耐えられるはずもない。

　俺はフィーナを抱いたまま床に押し倒されることになった。

「もぅ、カッちゃん、危ないでしょ！」

「きゅう……」

「かったん、めっ」

　俺とフィーナに揃そろって𠮟られたことで、カッちゃんは珍しく悄しよう然ぜんと頭こうべを垂れた。

　フィーナは『めっ』と𠮟っておきながら、全身で抱き着いている。

　中型犬サイズで肉付きもいいカッちゃんは、彼女のお気に入りの抱き枕になっているようだ。

　俺は厨房に置いてあった椅子に腰かけ、膝の上にフィーナを乗せる。

　そのフィーナの上にカッちゃんが抱かれているのだから、もう何が何だかわからない状態だ。

　マリアはそんな俺たちを見てクスリと微笑ほほえんだ後、料理の続きを始めた。

　手を洗い、野菜をリズムよく刻んでいく。

　その後ろ姿はまさに母を象徴するかのような立ち姿で、思わず見み惚とれてしまうほど心が落ち着くのを感じる。

「にこねーたん、きょーはおふろもいっしょにはいる？」

「ん？　ああ、お風呂かぁ……どうしよ、入ってきたんだけどな」

「フィーナを入れてくれるなら助かるわね」

「そう？　じゃあ一緒に入ろっか？」

「やたー！」

「お湯ならもう沸かしてあるから、先に入ってらっしゃいな」

「用意がいいね」

「ライエルが帰ってきたら入る必要があるでしょう？　だから用意してたのよ」

「じゃあ、そうさせてもらう。ついでにカッちゃんもいらっしゃい。洗ってあげる」

「うっきゅ！」

　フィーナとカッちゃんを連れて、俺は浴室に向かった。

　この屋敷の浴場は結構広い。さらにマッサージなどをする寝台まで用意されているので、かなりくつろげる。

　興奮して大暴れするフィーナをなだめすかしつつ、カッちゃんを洗い上げ、俺は湯船の中で身体を伸ばす。

　フィーナも風呂の中に置いた小さな椅子に腰かけて、肩まで湯に浸つかっていた。

　子供の彼女ではこうしないと溺れてしまうからだ。

「フィーナ、お風呂の中くらいカッちゃんは放してあげたら？」

「やー」

「ま、いいけどねー」

「ねー」

　もはやすっかりフィーナのおもちゃと化しているカッちゃんである。

　しかしその体型は以前にも増してふっくらしているので、ストレスを感じているわけではなさそうだ。

　充分に温まったところで風呂から上がると、屋敷がどうにも騒々しい雰囲気になっていた。

　どうやらライエルが狩りから戻ってきたらしい。

　それも、血まみれの姿で──




　左のこめかみから結構な量の出血をし、流れ出た血が肩口まで濡ぬらしている。

　だがしっかりと自分の足で立っているところを見ると、それほど深い傷というわけでもなさそうだった。

　ライエルはこちらに気付くと、半分血まみれの顔をパッと輝かせた。

　やめろ、その状況で爽やかな笑みを浮かべても怖いだけだ。見ろ、フィーナがドン引きしているじゃないか。

「ニコル！　来ていたのか。フィーナもお出迎えしてくれたのかな？」

　両手を広げ、こちらに迫ってくるライエルだが、俺はフィーナを抱えて素早くバックステップした。

　顔面を血に染めて両手を広げ迫ってくる姿は、どう見てもアンデッドモンスターにしか見えない。

　ギリギリ回避した俺の目の前を、ライエルの腕が通り過ぎていく。危ないところだった。

　渾こん身しんのハグを空振りしたライエルは、情けない顔でこっちを見る。

「悪いけど父さん、お風呂に入ったばかりだから」

「なんてこった。怪け我がをして帰ってきたパパを、慰めようという気はないのか？」

「そんなに元気に動き回る怪我人とかいないでしょ」

　俺に反論されしょんぼりと肩を落とすライエル。ようやく怪我人らしくなってきたな。

「はいはい、でもニコルの言うことも一理あるわよ？　はい、治癒光キユアライト」

　マリアの魔法で、瞬く間にライエルのこめかみの出血が止まる。

　干渉系魔法の治癒光キユアライトは、数ある治癒魔法の中でもダントツで治癒力が低いというのに、この威力である。

　俺の使う魔法とは、やはり桁が違った。

「はい、おしまい。でも血まみれだから先にお風呂に入ってきてね？」

「おう、そしたらニコルをハグできるんだな！」

「それはニコル次第」

「断固として拒否する」

「きょひするー」

「なんてこった……」

　俺とフィーナに無邪気に拒否権を発動され、今度こそ地に腕をつき、うなだれるライエル。

　その背をマリアがポンポンと叩たたいて慰めるのも、いつもの光景だった。




　ライエルが風呂から上がり、俺たちは食堂で夕食を取る。

　今この屋敷には、家族全員と住み込みの家政婦がいるのだが、彼女は今ライエルの服を洗濯してくれている。

　夜だというのにご苦労な話である。

「それで、父さん。なにがあったの？」

「それがな、オウルベアと聞いて森に入ったんだが──」

「別の何かがいたと？」

「いや、オウルベア自体はすぐ見つかって討伐はすぐに済んだ。ああ、土産の肉は持ち帰っているから、ミシェルちゃんにも持って行ってあげなさい」

「それはすごく喜ぶと思うよ。でもまさか、オウルベアにその怪我を負わされたわけじゃないよね？　それとも鈍なまった？」

「まさか。怪我一つなく一刀のもとに両断したさ。問題はその後だ」

　マリアの作ったシチューを口に運びながら、不本意そうに顔をしかめる。

　その中には先の話題に出たオウルベアの肉も入っている。新たに具材を追加したらしい。

「森の奥から羽音がするので見に行ってみれば、奥から角を持った一メートルほどの甲かぶと虫むしが飛んできたんだ」

「一メートル……」

　角を持った虫というのはいくつか心当たりがある。だが一メートルとなるとかなりの大きさだ。

　それもライエルにダメージを与えるほどの存在となると……

「針甲虫ニードルビートル、くらいしか思いつかない？」

「そうね、そんなところかしら」

　俺の出した答えに、マリアが太鼓判を押す。

　だがその答えに俺自身は納得ができていない。その理由は一つだ。

「あれって、世界樹の中の迷宮でしか、確認されていなかったんじゃ？」

「そうね。中層の敵って話だったかしら」

「他の場所に出たって話は聞かないんだけど」

「今回が初の目撃情報になるわね」

　世界樹の迷宮は特殊な生態系を持っている。

　ただ内部で繁殖したモンスターだけでなく、世界樹の防御機構として異界から召喚された存在……いわゆる魔神も存在するからだ。

　召喚されたモンスターだけに、他の場所での目撃情報はまったくない。

　それが今回は、ライエルを森で襲撃している。

「なんか変だね」

「そうね。迷宮からモンスターが抜け出したという事例は、今まで聞いたことがないわ」

「それもフォルネリウス聖樹国でなく、この北部で……」

「少し調べた方がいいかもしれないわね」

「そうだな。だがもう日も暮れている。森の中に探索に行くとなると、夜目の利かない俺たちの方が不利だ」

「村に被害が出てないなら、そう急ぐ必要もないわ。明日にしましょう」

「そうだな」

　ライエルとマリアは、翌日の予定に話題を移していた。

　そんな二人を無視して、俺はフィーナの世話をしている。

　彼女は俺の膝の上に乗って、握り拳でスプーンを掴つかんで、シチューを相手に悪戦苦闘していた。

　もちろんスープは飛び散って、周囲は惨さん憺たんたる有様になっている。

　俺も彼女を膝に乗せた時点でこの惨事は予測していたので、別段慌てはしない。

　帰ってから着替えればいいだけの話だ。どうせ今日は、もう戻って寝るだけである。

「にこねーちゃ、あい」

「うん、ありがとうね」

　どうにかスプーンに掬すくい上げた肉をこちらに差し出してくる。その口元は、シチューでべたべたになっていた。

　俺は一口でその肉を飲み込むと、テーブルナプキンを取って、その口元を拭ってやる。

「にゃうぅぅ」

　顔を拭われてむずかる様子は、まるで小動物のように愛らしい。

「あーもう、この子ってば反則ぅ！」

「むぎゃー！」

　俺に背後から抱きすくめられ、フィーナは悲鳴のような声を上げて笑いだした。

　これが俺の、ここ最近の夕食風景だったのだ。




　ライエルの屋敷を辞した後、俺は即座にストラールには戻らず、村の北にある森の中へと向かっていた。

　理由は一つ、針甲虫ニードルビートルの調査である。

　本来存在しない場所に存在した魔神。そして何より……

「その生態、だな」

　ニードルビートルは群れを成して生息する。

　召喚された場面を見た者がいないため、群れで召喚されるのかどうかわからないが、単独ということは考えにくい。

　マリアが森の調査を主張していたのは、このせいでもある。

　俺も魔術学院でモンスターの知識を学んでいたため、その生態については知っていた。

「一匹見かけたら十匹はいると思え、だったかな。いや、違うか？」

　ラウムに引っ越した時、コルティナがそんなことを言っていた気がする。

　あの時はフィニアがいなかったので、結構家の中が荒れていた。自分のことに関しては杜ず撰さんなコルティナらしいとも言える。

　それはともかく、ニードルビートルは群れる性質がある。

　ライエルが一匹を退治したのなら、他にも群れがいるはずだ。

　今回、別に俺が出張る必要はない。明日になればライエルが掃討してくれるので、放っておいても問題はないのだろうが、気になる点がいくつかある。

　それは、ニードルビートルが召喚によって呼び出された異界の存在、すなわち魔神の一種であるということである。

　これはクファルが関わっている可能性がある。それだけで俺には、この問題の正体を見極める必要があると思う。

「ま、自己満足ではあるんだけどな」

　クファルに関してはマクスウェルも調べてくれているし、北部の生いけ贄にえ騒動はエリオット王自らが陣頭指揮を執って解決に踏み出している。

　連中の活動範囲はおそらく急激に狭まっているし、近いうちに行き詰まってしまうことは目に見えていた。

　それでも前世からの縁というモノは、俺の心に棘とげとして刺さったまま残されていた。

「あの時、きっちりくっきり仕留めておけば、こんな問題にはならなかったのだろうけどな。いやいや、さすがに魂までぶっ殺すのは無理か」

　俺が独り言をぶつぶつと言いながら森の中を進んでいると、進行方向からわずかに耳障りな音が響いてきた。

　ブブブブ──と、鼓膜を直接叩くような不快な音。昆虫が飛ひ翔しようする時に立てる独特な音だ。

　そして、これほど距離が離れているのにその音が響いてくるということは、相応の大きさを持つことを意味していた。

「っと、おいでなすったか」

　俺は敵の接近を認識し、同時に愛用の手甲ガントレツトを物品転送アポートで呼び出しておいた。

　転移してきた武装は、そのまま俺の腕に装着され、手を握り込んで具合を確認する。

　いつもと変わらぬ馴な染じんだ重量感に、戦いの前だというのに安あん堵どすら覚える。

　腰には護身用のカタナもあるが、こちらはまだ出番ではない。

「さて、どれほどの……数が……」

　前方の闇の中に、赤く輝く無機質な光。どういう原理かわからないが、連中の眼めが闇の中で光っている。

　その色はあからさまな敵意を発散していた。

　その数が一匹、二匹と増えていき、やがて二十を超える数が俺の前に姿を現した。

「多っ!?」

　せいぜい五匹か、多くても十匹程度と思っていたが、まさかこれほどいたとは予想外だ。

　ライエルなら容赦なく蹂じゆう躙りんできるだろうが、俺では正面からの討伐はさすがに無理がある。

　とはいえ、これを放置しては、調査も進まない。

「ま、まあ、倒せないこともないわけだし……がんばってみるか」

　敵がこちらを警戒している間に、軽く両腕を振るって威嚇する。

　いきなりこちらに襲い掛かってこないのは、野生の勘か……なんにせよ、俺に猶予を与えたのは、明らかな失策だ。

　暗殺者は受け身に回るよりも攻め手に回った方がはるかに強い。

「キャシャシャシャシャ──」

　虫に声帯があるのかは謎だが、金属をこするような音を立てて俺を威嚇するニードルビートル。

　しかしすでに遅い。

　俺が準備を整え、腰のカタナを引き抜いた時、ようやく先頭の虫が俺に突撃をかけてきた。

　その行動を見て、俺はほくそ笑むのを止やめられなかった。

　剣を構えたのはあくまで俺に注目を集めるため。最初に腕を振ったとき、すでに俺の糸は周囲に張り巡らされている。

　森の中という糸を絡める場の多い地形では、この程度のモンスターは敵ではない。

　飛来するニードルビートルは、俺に到達することなく縦に二つに割れて地面に落ちていった。

　奴やつ自身、何をされたのか理解できていなかっただろう。

　俺はこの闇の中、四方八方に糸を張り巡らせ、防御陣地を形成していたのだ。その張り巡らされた糸に、まんまと引っかかったというわけだ。

「森の中、直進だけが取り柄のムシケラが──俺に敵かなうと思うなよ？」

　俺の言葉を理解したわけではないだろうが、一斉に羽音を立てて襲い掛かってくる虫の群れ。

　しかしその半数近くは俺に到達する前に糸によって両断されていた。

　残る半数……といってもそれでも十匹はいるのだが、これもあしらうのは容易たやすいことだ。

　俺は手甲から魔法陣を起動させ強化付与エンチヤントを自らに施す。

　さらに操糸の能力で筋繊維を掌握し、自らの肉体を操り人形のごとく動かしていった。

　この能力は、脳内におけるリミッターが一切かからないため、俺への負担は大きい。

　しかし、そこから生み出される動きの精密性と力強さは、一度味わうと癖になる。

　地を蹴って宙に舞い上がり、そして張り巡らされた糸を足場にさらに舞う。

　飛翔する虫にも負けないほど縦横無尽に飛び回り、すれ違いざまにカタナの一撃を見舞っていく。

　ニードルビートルの甲殻は非常に硬いため、俺では一刀両断とはいかなかったが、次第にその数を減らしていった。

　頑丈なだけのカタナでは甲殻には刃が通らないが、飛翔しているということは甲殻の下にある羽を展開しているということでもある。

　そしてその羽の下は柔らかい腹が剥むき出しだ。

　真上から急襲して刃を立て、地面に叩たたき落とす。同時に俺は敵の身体からだをさらに踏み台にして別方向へ飛ぶ。

　そうやって変幻自在に攻撃を続け、一刻も経たたずに敵は全て地に落ちていた。

「さて……とりあえず話が聞けるような相手でもないし、悪いが死んでもらうぞ」

　地に落ちたと言っても両断された敵と違い生きている個体も複数いる。

　それらに丁寧にとどめを刺して回り、ようやく森は静けさを取り戻したのだった。




　死し屍し累るい々るいたるニードルビートルの群れ。

　その死骸を放置したまま、俺はさらに森の中を調べていく。

　このニードルビートルは召喚によってのみ存在する一種の魔神。迷宮内にいる個体も、世界樹によって召喚された存在だ。ならば今回の群れも、召喚の魔法陣か使役者がそばにいる可能性が高い。

　それから二時間ほど周辺を調べてみたが、召喚の痕跡も不審者の影も見当たらなかった。

「この場には来ていなかったのか？　魔神の運用に関しては、俺もよくわからんからな」

　とりあえず元の場所に戻ってきたが、これ以上の探索は意味がない可能性が高い。それより死骸をどうするか考えておかねばならない。

　ニードルビートルの死骸は甲殻と角が装備の素材として活用できる。硬い殻は鎧よろいとして、鋭い角は武器として利用できるらしい。

　これだけの数を倒しておいてその素材を放置して帰ったとなれば、それはそれで何か不審に思われるかもしれない。

　この群れの存在は、ライエルが帰ってきて初めて伝えられた情報だ。

　知っているのは、その場にいたライエルと狩りに行った数人。そして屋敷にいた俺たちくらいである。

　しかし素材となる部位が剥はぎ取られてたとなれば、通りすがりの冒険者と戦闘になったという建前も構築できるはず。

　俺はそう考えると、さっそく頭部から証拠品として角を頂いていった。

　本当は甲殻も素材として売り物になるのだが、さすがにそっちを回収すると時間がかかりすぎる。

　小一時間かけて角を剥ぎ取り終えた頃には、俺の服は返り血でドロドロになり果てていた。

　これはもう一度風呂に入る必要性があるだろう。

「戻ったらまた入浴か。面倒な……」

　ガドルスの宿は浴場もついているが、夜間は清掃のために湯を抜かれている。

　だが俺が言えば用意してくれるはずだ。特に俺の事情を知り、協力してくれているガドルスなら、断るとは思えない。

　彼の人の良さに付け入るようで気が引けるが、さすがにこの状況で身体を拭くだけというのは、少し気持ち悪い。

　冒険者御ご用よう達たしの小さく折りたためる布袋を広げ、そこに角を詰め込みながら、俺は溜ため息いきを吐ついていたのだった。




「というわけで、ドロドロになった。風呂用意してくれ」

　血まみれの状態でガドルスの宿に戻り、俺は開口一番そう要求した。

　ガドルスは俺の姿を見るなり渋い顔をして、先に事情を話せと言ってきた。

「湯が溜たまるまではしばらくかかる。それまでに事情くらい話さんか、バカモン」

「お、おう」

　とりあえず、ライエルの屋敷であったことを、かいつまんで報告しておく。

　どのみち召喚が関わっている以上、クファルが絡んでいる可能性を捨てきれない。その情報はマクスウェルにも伝えておかねばならないだろう。

「ふむ、確かに俺らでは持て余す情報じゃな。できるならコルティナに知らせておきたいものだが……」

「さすがにそっちはライエルが知らせるだろ？　だが俺たちでは持て余すってなんだよ。まるで俺がバカみたいじゃないか」

「否定はできんじゃろう？」

「なんでだよ」

「考えてもみろ。森の中にはお主独特の糸を使った痕跡が残されておるのに素材が云うん々ぬん考慮する方がおかしい」

「……あ」

　考えてみれば、森の中で罠わなを張り、糸を使って敵を両断しまくっている。

　その負担は罠の起点として使用した森の木々にも伝わっており、糸の痕跡は大量に残っているはずだった。

　冒険者を偽装して角を回収したところで、俺の仕業というのはすぐに察しがつくはず。

「どどどどどうしよう!?」

「その外見でおたおたするな。そんな風に愛あい嬌きようを振りまくから、ひっきりなしに男が寄ってくるんじゃ」

「なんで知ってるんだよ！」

「ここで何人の男がヤケ酒を呑のんだと思っとる？」

「筒抜けかよ、チクショウ！」

　確かに俺たちに告白してくる人間は、ここの客が圧倒的に多い。

　それも街の住人だけでなく、行きずりの旅行者ですら声をかけてくる始末だ。

　街中で最も安全と名高いこの宿で飲んだくれない方がおかしい。

「とにかく、あの生真面目なライエルのことだ。どうせすぐにマクスウェルに連絡を入れているはずじゃ。こちらもマクスウェルに事情を通しておけば、口裏を合わせてくれるだろう」

　言われて気付く。確かにライエルは明日の朝に調査に出向くと言っていたが、報告なら夜中でも可能。

　冒険者ギルドの連絡網を使って、今夜中にマクスウェルと連絡を取っている可能性が高い。

「なるほど！　そうと決まれば、早速ギルドに──」

「せっかく風呂を沸かしたんじゃから、先に入っておけ。報告は俺が行ってやる」

「そ、そうか。じゃあ頼む」

　確かに深夜にドロドロの状態でギルドに押しかけたら、それだけで噂うわさになってしまう。

　ここはガドルスの厚意に甘えさせてもらうとしよう。

　俺はほっと胸をなでおろすと、さっそく浴場へ足を向けたのだった。




　大浴場というにはやや手狭で、しかし一人で入るには大き過ぎるほどに贅ぜい沢たくな湯船。

　街に流れ込んでいる川から直接水を汲くみ上げ、加熱する魔道具で沸かされた湯は、天然温泉とはいかないが、染み入るように身体の疲れを解ほぐしてくれる。

　汚れを落とし、湯船に飛び込んでふわりと浮かんでいると、昼間に受けたコルティナの忠告も脳裏に浮かんできた。

　明日からは言い寄る男たちを冷たくあしらう作業が待っている。

「ああ、めんどくせぇ……」

　もういっそ、誰も知らない秘境にでも隠いん遁とんしたくなってくる。少しハスタール神の気持ちがわかった気がした。

　いや、アレの場合、神様がホイホイ現界するなと言いたい気もしないでもないが。

　手足を伸ばしたまま浮かんでいると、もう考えることすら億おつ劫くうになってくる。

　どうせガドルスが戻ってくれば、俺の様子を覗のぞきに来てくれるだろう。

　そう考えて、俺は目を閉じたのだった。
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　ギルドでマクスウェルと連絡を取ったガドルスが戻ってきた時、ニコルはまだ風呂から出てきていなかった。

　不審に思った彼が浴場を覗くと、湯あたりしたニコルがクラゲのように漂っていたというのは、また別の話である。
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　いつもの酒場、いつものテーブル、いつもの四人。しかし漂う空気だけは、いつもと違っていた。

　その理由は一つしかない。彼らの主導的立場にあるクファルが不機嫌そうにテーブルを指で叩いていたからだ。

　トン、トン、と一定のリズムでテーブルを叩く。だが口はなかなか開かない。

　その外見はいつもとまったく変わらないように見えるだけに、より不機嫌さが際立って見えた。

　実際は不機嫌だったわけではないのだが、同席している他のメンバーには、それがわかろうはずもない。

「……芳かんばしくないね」

「……………………」

「……うむ」

「……そうだな」

　ぼそりと、独り言のように漏れた言葉に、それぞれが重い答えを返す。

「最近の召喚の成功率、六割を切っている」

「ああ。だが質を落としたつもりはないんだ」

「数もそれほど減っていない。エリオット王の取り締まりの強化を考えると、むしろ良くやっていると見ていい」

「以前は八割ほどあったが、そっちの方が異常だったという可能性はないか？」

　クファルの言葉に、堰せきを切ったかのように弁明の言葉を並べ立てる他の三人。

　ここ最近、召喚の成功率が激減してることへの反論だった。

　無論、彼らの手落ちというわけではない。減った分はクファルが秘密裏に捕食しているせいだ。

　だがクファルとしてはそれでも足りない。もっと、もっと力ある存在を食らい、自らの力に取り込みたいと思っている。

　しかしこれ以上の活動は、さすがに目立ってしまう。

　生いけ贄にえとして使う奴隷は、エリオット王の施策によって、その獲得が大幅に減少している。

　それでも通りすがりの冒険者とか、旅の行商人などを捕獲して補ほ填てんしている。

「……足りないのかもしれないな」

「数か？　それは前と変わっていないはずなんだが」

　一応他の客もいる手前、露骨な単語の使用は控えている。クファルの言葉を、生贄の数が足りないのではないかと解釈し、それに異論を唱えてみせた。

　不機嫌そうな相手に反論するなど、肝の冷える行為ではあるが、これ以上の活動の激化は、組織の存続にかかわりかねない。

「いや、違う。足りないのは質の方さ」

「質と言ってもな。これも以前とはあまり変わっていないはずなんだが」

「物質的なモノじゃないさ。精神的なモノだ」

　古来、生贄として子供や処女が貴ばれていた。それは今でも変わらない。

　すべての生贄をそれらで賄うのは不可能に近いが、その比率は以前と変わっていないはずだ。

　だがクファルは、それが違うと言う。

「邪竜の危機が去り、二十年以上が過ぎた」

「ああ、二十五年くらいか？」

「そうだ。その当時は人々も絶望していた。そしてそれは倒された後も、この北部では続いていた」

「それは治安の回復が、この北部では特に遅れていたからだな」

　エリオット王がこの北部に三か国連合を建国するまで、無政府状態が続いていた。

　そして建国した直後も、その治安は行き渡ってはいなかった。

　それを批判することは、あまりにも酷というものだろう。彼は当時、まだ子供だったのだから。

　それも成長するに従い高い統治能力を発揮し始め、各地の治安も落ち着き始めた。

　ようやく人々は安寧な暮らしを手に入れたと言える。

「安寧な暮らし、生活の安定は未来への希望だ。今、民衆は復興の希望で沸いている。絶望が足りない」

「だが、生贄は捕らえられた段階で絶望してはいないか？」

「そう。だけどまだ助けが来るのではという希望も抱いている。そしてそれはぎりぎりまで変わらない。もっと深い絶望が必要じゃないか？」

「深い、と言われてもな？」

「助けなど来ない。万が一助かったとしても、将来の希望などない。そんな深い絶望を持った生贄を用意したい」

　クファルの提案に、他の三人は顎に手を当てて思案する。

　今の状況では、攫さらってきてそのまま生贄に使うという流れになっている。その結果に不満を抱いているのなら、どこかで改善する必要がある。

　しかし彼らには、どうすればより深い絶望を与えられるのか、心当たりはなかった。

「質と言われても、結局すぐには改善できない。ならば数で補うしかないのではないか？」

「回転を速めるということか？　だが仲間にできそうな奴やつを取り込むのには時間がかかるぞ。召喚士や貴重な能力を持つ連中は、できるなら手駒として取り込みたい。我々はやはり数に劣る」

「それにすぐに利用しては、足が付きやすくなってしまうかもしれない」

　口々に反論を述べられては、クファルもこれ以上は主張できなかった。

　彼一人では生贄を用意する効率は落ちる。やはり組織という力はまだ必要だった。

「ふむ、なるほどね。では即席で村を一つ落とすのはどうだろう？」

「どうやって？　最近は締め付けが激しいから、それすら心こころ許もとないのだが」

「それはこの近辺の治安が整ったから、管理できるという面もある。ならそれを乱してしまえばいい」

「乱すとは？」

「そうだな──まずは六英雄の足を止めないといけないな」

　北部の治安の一翼を担う六英雄の一人、ライエル。その戦力を封じることは難しいが、他所よそに移動するのを制限するのは不可能ではない。

「まず、ライエルの村のそばに雑魚を一匹配置しよう。いや、できれば数が多い方がいいんだけど」

「ならばニードルビートルを配置しよう。あれなら群れで行動する」

「よし、ではその方針で。ライエルがこれを討伐し、その原因を調査するのに数日はかかるだろう。その間に別の村を狙う」

「ふむ……だがそれだけ目立つ行動は危険ではないか？」

「もちろん何度も通用する手じゃない。だから一度だけだね。それに、北部だけで動くわけじゃないし」

「というと？」

「そうだね。この件が終わったら、フォルネリウス聖樹国に遠征するのはどうだろう？」

「世界樹教の総本山か……」

　世界樹教は彼ら半魔人族を差別的に扱う総本山でもある。

　そこに遠征するというのは、彼らの本懐とも言えた。そこで暴れまわる自分たちを想像し、一瞬恍こう惚こつとした表情を浮かべてしまう。

「悪く、ないな」

「ああ、連中に一泡吹かせられるのは、悪くない」

「どうやら決定のようだね。では本命の選定に入ろうか」

　ライエルのいる村の近くにニードルビートルを配置するのは決定事項。では本命に狙う村をどこにすべきか。

　そこで使い捨てたニードルビートル以上の魔神を召喚できるだけの生贄を確保できないと、赤字になる。

　そのためには子供や女が多く活気がある村の方が望ましい。

　彼らは先ほどまでの重い空気とはまったく違う明るい表情で、邪悪な計画を練り始めていたのだった。
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　その日、ライエル邸に早朝から客人が訪れた。

　白髪美び髯ぜんの長身の老人。つまりマクスウェルである。

　マリアは旧友の来訪を心から歓迎し、リビングにマクスウェルを通して、茶を振る舞った。

　フィーナがまだ寝ているため、同席はせずそのまま席を外す。

「ライエル、朝早くからスマンな」

「いや。だけど珍しいな。こんな時間に」

「ワシとて早起きくらいはするぞ？」

「それくらいは知ってるさ。それで、何の用だ？　今日は北の森に調査に赴こうと思っているんだが……」

　前日、ニードルビートルの襲撃を受けた森。群れる習性を持つモンスターだけに、他にも森に侵入している可能性がある。

　それを調査するため、村の若い冒険者たちを集め、森に出向く予定だった。

　マクスウェルはそんなライエルの言葉を聞き、我が意を得たりと言わんばかりに膝を叩たたく。

「それじゃ。昨夜ギルドの連絡員から、その連絡を受けてな」

「ああ、ギルドに頼んでおいた伝言がもう届いていたのか」

「うむ。それで昨夜のうちにワシの手の者を調査に向かわせておる」

「手の者……あ、まさか、ハウメアとかいう女か？」

「うむ。まあ、それも仮の名なんじゃがな」

　ライエルにはレイドがニコルに生まれ変わったことは伝えていない。代わりにハウメアという架空の女性の存在を知らせてある。

　いつまでも騙だまし通せるとはマクスウェルも考えていないが、その人物を追っている間はニコルに注意が向くことは無いはずだった。

　もちろんハウメアがレイドの仮の姿であることは、周知の事実である。

「隠おん密みつや戦闘能力はダントツじゃからな。ひとまずそちらは任せておけばよい」

「そうか、中身はレイドだからな。ニードルビートル程度じゃ相手にならんだろう」

「そ、そうかの？」

　過去の美化というべきか。ライエルたち他の仲間の間でレイドの株が上がり続けていることに、マクスウェルは思わず言葉を無くす。

　だが今はそれが問題ではない。事実、すでに森の中にいるニードルビートルはレイドが討伐している。

　調査も済ませているため、ライエルが向かっても無駄足になる可能性が高い。

　そしてなにより、魔神の一種がこの村のそばに迫っていることに、マクスウェルは危機感を覚えていた。

「と、ともかく、そちらはすでに報告を受けておっての。森にニードルビートルの群れを発見し、それは討伐し終わったらしい。じゃがおかしなものは見当たらなかったそうじゃ」

「なにもない？　それは逆におかしくないか？」

「うむ、おかしい。じゃから朝一番に跳んできたんじゃよ」

　転移魔法を使えるマクスウェルは、文字通り『跳んで』くることができる。

　しかもニコルよりもはるかに魔力量も解放力も多いため、こことラウムを往復してもさほど負担にならない。

「魔神であるのなら、召喚陣があるか召喚者がいてしかるべき。なのにそれがいない」

「そう。つまり、召喚した何者かはここから離れた場所で魔神に森、もしくはその先のこの村に向かうように命じた可能性が高い」

「なぜそんな真似まねをするのか、が問題だな」

「うむ。ニードルビートルは群れる魔神じゃ。じゃが、お主なら敵ではあるまい。それを知って差し向けたとなると……」

　レイド……いや、ニコルの状態ですら傷一つ負わずに撃退できる相手だ。全盛期の力を取り戻したライエルならば、まさに一蹴できるだろう。

　そしてそれは六英雄を神格化している他の人間ならば、より理解できるはずだった。

「ニードルビートルの討伐に俺を動かし、その隙に何かを？」

「起こす可能性がある、ということじゃ。あくまで可能性じゃがな」

「そうなるとヘタに動けなくなったな」

　すでに調査隊は編成している。後はライエルの号令一つで森へ出発という段取りだった。

　しかしマクスウェルの予想を聞かされた以上、安易に村を空けるわけにはいかなくなってしまう。

　マリアに留守を頼むという手もあるが、防御と支援一辺倒の彼女では手が回らない可能性があった。

「ワシがここに来た以上、村に戻るのは一瞬で済む。じゃが村を離れると、やはり連絡の齟そ齬ごがな」

「ああ。何か起きた際に、すぐ対処できないのはまずい。出発は一時中止して、しばらく待機ということにしよう」

　マクスウェルの忠告を聞き入れ、ライエルはそう決断した。迎えに来た使いの者に指示を出し、遠征の中止を通達しておく。

　これで遠征隊は待機状態を保つはずだった。

　それからしばらく、互いの近況などを話し合いながら、時間を潰していく。起き出してきたフィーナを見て、マクスウェルは相好を崩して抱き上げる。

　その姿はまるで、ひ孫を可愛かわいがる老人にしか見えない。

「ワシにも孫がおれば、これくらいかの」

「それ以前に娘すらおらんだろ、お前は」

「あら、マクスウェルもまだまだ現役かしら？」

「うむ、そうじゃ。フィーナを養女にくれんか？　何ならニコルでも良いぞ」

「お断りだ。ニコルもフィーナも、俺に勝てる男じゃないと渡す気にならん」

「それはそれで、ヒドイ嫌がらせじゃな。一生独り身になるではないか」

　ライエルに勝てる男など、この世界でも数人しかいまい。彼女たちは一生独身を宣告されたようなものだ。

　呆あきれた声を上げたマクスウェルのボヤキは、だが突然飛び込んできた伝令によって中断された。

「ライエル隊長、た、大変です！」

「どうした、なにがあった？」

「西のタウの村が……モンスターの襲撃を受けているそうです！」

「なに!?」

　ライエルとしては襲撃されるとすれば、この村だと考えていた。だからこそ、別の村が襲われたと聞き、驚きよう愕がくの声を上げていた。

　だがマクスウェルは何か考えるような仕草でヒゲをしごいていた。

「ふむ……ライエルを村から引き離し、それと同時に別の村を襲う。村から離れたライエルに連絡が行くのは遅れ、救援に向かうのがさらに遅れるという段取りか。徹底しておるというべきか？」

「感心している場合か。すぐに救援に向かうぞ！」

「と言われても、ワシはタウの村を知らんぞ。転移系の魔法は使えん」

「く、なら馬を飛ばすしかないか……」

「いや、飛ぼう。飛翔フライトで全力飛行すれば、馬より早く着くじゃろう」

　空を飛べば、街道を無視して一直線に進むことができる。しかもこの魔法の移動速度は、馬のそれに匹敵する。

　理論上は馬よりも早く現地に駆け付けることができる。

　しかしそれでも、転移系よりは遅い。その分、助けられなくなる人間は出てしまうだろう。それがライエルの心残りだった。




　ライエルはマクスウェルの飛翔フライトの魔法で最寄りのタウの村までやってきた。

　しかしすでに村は戦渦に巻き込まれ、一部の建物が焼き払われている状況だった。

　村の惨状を知り、歯は噛がみして激情を押し潰すライエル。その感情そのままに押し殺した声で周囲の者に指示を飛ばす。

「誰か、無事な者はいるか？」

「これは……ライエル様!?」

「この村の衛兵か？　状況はどうなっている？」

「はい、朝方に少数の魔神と半魔人族による襲撃を受けました。村の建造物が数棟焼かれ、現在は西側で破壊活動が行われております」

「避難状況は？」

「一般市民はすでに避難済みです。ですが安否の確認がとれぬ者も数名。特に娘が多く、ひょっとしたら身柄を拉致された可能性も──」

「わかった。西側にいるんだな？　そっちは俺とマクスウェルで片をつける。お前たちは行方不明者の捜索と確認に全力を尽くしてくれ」

「ハ、了解しました！」

　ライエルほどの実力者は、世界的に見ても滅めつ多たに存在しない。近隣の治安維持に力を貸しているため、この村にも頻繁に顔を出していた。

　その知名度もあって、すんなりと彼の指示を受け入れる衛兵。

　そしてマクスウェルを伴ともない、西側の戦闘区域に足を運んだ。

　そこでは衛兵と身長五メートル超えの魔神が戦闘を行っており、ときおり放たれる炎のブレスで、今なお火事が増え続けていた。

「そこまでだ、この放火魔どもめ！」

「フン、またぞろ雑魚が……なに、貴様ライエルか!?」

「何やら小細工を仕掛けてくれたらしいが、その暗躍もここまでだ。大人しく縛につくなら、命までは取らんぞ」

「まさか調査を放り出して、この奇襲に備えていたというのか……おのれ、だがただでは死なんぞ。ソクラム、奴やつを足止めしろ！」

　実際はレイドによって調査が済んでいたため待機していたに過ぎないのだが、その事情は半魔人の男には知るべくもない。

　ともかく、ここで彼がライエルを足止めしておけば、確保した生いけ贄にえを連れ去る時間を作ることができる。この場にライエルが現れたのは計算外だが、それならそれで最大限の戦果を挙げる必要があった。

　ソクラムと呼ばれた魔神は、その手を振りかざしライエルへと迫る。

　五メートルを超える巨体から振り下ろされる拳は、見る者を竦すくませるほどの圧力を持っていた。

　しかしそれは一般人ならの話である。歴戦の猛者であるライエルには通用しない。

「往生際の悪い」

　呆れた声と共に羽虫を払うように、聖剣を引き抜きざまに横よこ薙なぎに振るう。それだけでソクラムの右腕は宙を舞った。

「グギャアアアアアアアアアアァァァァァァァ！」

　怒りの声とも、苦痛の声ともわからぬ絶叫を上げる魔神ソクラム。

　その声すら耳に入らぬと言わんばかりに、ライエルは無造作に剣を振りかぶり、その足元に斬り込んでいく。

　胴体を狙わないのは、あまりにも身長差があり過ぎるせいだ。

　これはとっさに避けた魔神だが、その体勢は大きく崩れ、後方へと退くことになった。

「ばかな、ソクラムの皮膚は鋼並みの強度があるというのに」

「この程度なら邪竜の方が硬かったな」

「くっ、腐っても六英雄の一人ということか！」

「誰が腐ってるんだ、まだまだ現役だよ、俺は！」

　反射的にそう言い返している隙に、今度はマクスウェルが魔法を放つ。

　使った魔法は爆炎槍フアイアジヤベリン。小声で、だが素早く詠唱されたそれは、それこそ鉄すらも焼き溶かす火力を以もつてソクラムを撃ち抜いた。

　胸に大穴をあけて崩れ落ちるソクラムを見て、半魔人の男は絶望的な声を漏らす。

「バカな、炎の属性を持つソクラムが炎の魔法で……ファイアジャイアントにすら匹敵するというのに……」

「なんだ、その程度なら楽勝だな」

「この化け物どもめ！」

「で、どうする？　大人しく捕まるなら、命までは取らずにおいてやる。無論、賠償金は支払ってもらうがな」

「知ったことか！」

　男は一声叫ぶと、短剣を抜き出しライエルへと飛び掛かっていた。

　もちろん男がライエルに敵かなうはずもないことは、この場にいる誰もがよく理解している。

　それでも襲い掛かったのは、自身の口封じの意味も兼ねていたからだ。

　すでに生贄になりそうな数名は拉致している。本当ならばもっと確保しておきたいところだったが、ぎりぎり赤字ではないと考えていた。

　後は逃げ延びるだけなのだが、ライエル以外にもマクスウェルが控えている現状、それは不可能に近い。

　ならば拉致を行った者たちが逃げ延びる時間を、ここで少しでも稼いでおかねばならない。

　そして捕まれば、マクスウェルの多彩な魔法で否いや応おうなく自白させられる可能性もあった。確実に自分の口を塞ぐ必要がある。

　そう判断し、覚悟しての行動だった。

「無駄なあがきを──」

　だが、その考えをライエルが知る由もない。

　魔神を召喚し、従える男を野放しにしては、どんな反撃が待っているかわからない。

　腕を斬り落とそうが、喉を潰そうが、どんな手段で魔神とコミュニケーションを取って命令を下すのか、彼にはその知識が無かった。

　だから確実を期すために、反撃してきた男を問答無用で袈け裟さ懸がけに斬り伏せた。

「ぐはっ！」

「悪いが、魔神使いはどんな奥の手を持っているかわからんからな。とどめを刺させてもらう」

「し、知ったことか……呪われろ、ろく、えい……ゆう、め……」

　口元から真っ赤な泡を吹きながら、怨えん嗟さの声を上げる男。

　その血の色から、肺を傷付けたことが見て取れる。治癒しなければまず助からない状態だ。

　そしてマクスウェルの技術でも、それは間に合わないほど深い傷だった。

　やがてこと切れた男を見て、マクスウェルは深い溜ため息いきを吐ついた。

「手加減なしか。情報源として生かしておいてもよかったじゃろうに」

「生き延びる気が無い奴を生かして捕らえるのは手間がかかる。残念だが今はその時間はない」

　村の中はまだ炎に包まれている。

　戦闘の中心でもあるこの場所では、避難が完了しているとは思えなかった。今も助けを求めている村人がいるかもしれない。

「マクスウェル、生存者を探してくれ。それと逃げた犯人も見つけてくれると助かる」

「魔法といえど万能じゃないんじゃぞ。そうあれこれとできるモノではないわ」

　肩を竦めながらも生命探知ライフサーチを使って、生存者を探し出そうとするマクスウェル。

　それを見てライエルも無言で瓦が礫れきの除去に励んだのだった。
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　クファルは仲間と共にフォルネリウス聖樹国へと向かっていた。

　大陸中央に存在する、この大陸でも最も大きな国であり、折れた世界樹ユグドラシルを擁する世界樹教の総本山。

　そこで不足している生贄を確保し、ついでに魔神を使った騒動を起こし民心に不安を煽あおる。

　その目的のために歩を進めていた。

「しかし予想以上に進まないものだね」

「徒歩の旅だからな。暢のん気きな旅なら風景を楽しむ余裕もあったのだろうが」

「目的があるからね。こうなると干渉系魔法の転移魔法が欲しくなってくるよ」

「あれは一度訪れて、脳内に位置情報を刻み込む必要がある。どのみち一度は歩いて向かう必要がある。それに魔力消費も大きいから、おいそれと使えるものじゃない」

「やれやれ。魔法も万能ではないということか」

　肩を竦めて歩を進めるクファル。そこに町にいたときの不機嫌な様子が無いことに気付き、仲間の男たちはこっそりと胸を撫なで下ろしていたのだった。

　心なしか軽い足取りで進むクファルの後に従い、フォルネリウスを目指す。

　だがそんな彼らに追いすがる、一騎の騎馬の姿があった。

「く、クファル様！　伝令です、お待ちください！」

　先を行く彼らの姿に気付き、そう声をかける騎馬の男。

　クファルたちは彼の顔に見覚えがあった。北部に残してきた同志の一人である。

　歩みを止め、彼が辿たどり着くまで待ってから声をかけた。

「どうした、なにかあったのか？」

「は、はい。タウの村の襲撃が……失敗しました！」

「なに？」

　タウの村の襲撃は、消耗した魔神を補充するための生贄確保に選択した村だ。

　近くにはライエルの住む村もあるが、前もって小物のニードルビートルを配置しておき、その調査に向かった隙に近隣の村を襲撃する予定だった。

　わざわざライエルの村のそばを選んだのは、彼の勢力範囲内でも騒動を起こすことで、民衆の不安を掻かき立てる目的もあった。

　そのため彼の村を狙っているように見せかけ、その近くの森に引っ張り出し、連絡を取りづらくするなどの細工も労していた。

　だというのに、襲撃が失敗したという連絡を受け、クファルは驚きよう愕がくを隠せなかった。

「まさか奴は、ニードルビートルの襲撃に気付かなかったのか？」

「いえ、前日に一匹を発見させ、これを倒させましたので、存在は知っていたはずです」

「なら、村の危険に気付きながら放置したというのか。なぜだ？」

　驚愕から我に返り、今度は疑問に首を傾かしげる。

　そんなクファルに伝令の男は追加で情報を寄よ越こした。

「はい、それが前日の夜には、ニードルビートルの群れは討伐されたと、召喚主は申しておりました」

「村のそばに魔神の一種が現れたんだ、その夜のうちに討伐に出る可能性はもちろんある。だが夜の森で行動するとは、なかなか大胆だな。それに素早い」

「それが、ライエル本人は村から出なかったようです。監視の者によると自警団を待機させただけで、その夜は村から出ておりません」

「なら、誰が？」

　問いを返すクファルに、伝令の男は言いづらそうな様子を見せる。

「どうした？　何か情報があるなら、遠慮せず言えばいい」

「ハ、その……これは推測なのですが、翌朝にマクスウェルが訪れております。これ自体は前日の夜にライエルが連絡しておりますので、おかしい事では無いのですが……」

「つまり、ライエルではなくマクスウェルの手の者がニードルビートルを殲せん滅めつし、森の調査を済ませておいた、と？」

「あくまで私見ですが、その可能性もあるかと」

「なるほど、またか。なんとも疎ましい爺じいさんだ」

　そこでクファルは顎に手を当て、しばし考え込む仕草を見せる。

　十数秒考えたのち、再び伝令の男に問いかけた。

「タウの村での収穫は皆無なのか？」

「いえ、三名ほど確保に成功していますが、予定の量には遠く及ばず……」

「派遣していたのはソクラムだったか？　それはどうした？」

「駆け付けたライエルとマクスウェルに撃破されました」

「またマクスウェルか。自在に各地に現れる分、ライエルよりも厄介だな。それに三名……これではニードルビートルとソクラムを補ほ填てんしたら、それでおしまいになってしまうか」

　クファルの言葉を聞き、仲間の男たちも声を荒らげていた。

「我らの計画をことごとく邪魔してくるな。やはり奴の始末を先にした方がいいのではないか？」

「だが、あれほどの使い手、そう簡単には」

「しかし、このままではあの老いぼれ一人に引っ掻き回されてしまうぞ。下手をしたら、フォルネリウスにも現れるやもしれん」

「いや、ここは無理する場面じゃないな。まずは僕たちが先行することを考えよう。北部はとりあえず、現状維持で頼む」

「いいのか、クファル？」

「ああ。一応騒動は起こしているから連中の眼めは北に向いているはずだ。フォルネリウスにまで現れる可能性は少ない。ならこっちだけでも成功させよう」

「わかりました。生いけ贄にえの方は？」

「所定の手順を済ませた後は、速やかに戦力の補填を行うように」

「了解しました」

　クファルの指示を受けて伝令の男は馬首を巡らせ、駆け戻っていった。

　それを見送るクファルに、仲間の男は不満そうな声をかけていた。

「いいのか、マクスウェルを放置して？」

「今の段階では、何をするにしても戦力不足さ。それに僕も……ね」

「確かに我らではマクスウェルの相手はできんか。切り札になる魔神が必要だな」

「……そういうこと」

　ニタリと、底冷えのする笑みを浮かべ、クファルも踵きびすを返す。

　視線の先には天に向かって伸びる巨大な木の幹。それは雲を貫き、いくばくかの枝を伸ばしたところでポッキリと折れていた。

　神話によると、破戒神が魔王討伐のためにへし折ったとされているが、真偽は不明だ。

　しかし折れたとはいえ、それが信仰の象徴であることは変わりない。

　クファルは鼻を鳴らして不快そうな表情を浮かべると、再び足を進め始めたのだった。
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　その日、ストラールの宿『大盾の守護』の食堂は、緊迫した空気に包まれていた。

　宿に宿泊する名物冒険者の一人である俺が、非常に不機嫌な姿を見せていたからだ。

「つーん」

「いや、口に出されても。どうかしたの、ニコルちゃん？」

「わたしはクールな美女になるのだ。だから愛あい嬌きようを振りまいたりしないんだよ？」

「へぇ……もう遅いと思うけど」

　俺が特に不機嫌ではないと知り、興味なさそうに辛から味み噌そ野菜炒いためセットの攻略に乗り出すミシェルちゃん。

　俺が知る限り、それは三セット目の定食に入っているはずだ。

　そんな俺の前に。一杯のカクテルが差し出された。それを持つ腕は、この宿の主人ガドルスの物だ。

「これ、なに？」

「そっちの男から、お前にだとよ」

「いらない」

「そうは言われても、金を払ってもらったら出さんわけにはいかん。イヤなら口をつけなければいいだろう」

「そうさせてもらう」

　カクテルは横に除よけて、パンとサラダのセットを口に運ぶ。

　そんな俺のそばに、先ほどカクテルを送った男が近付いてきた。

「おや、口をつけてはいただけないのですか、お嬢さん？」

「わたしはお酒は飲まないから」

　魔術学院の初等部に入ったころに、こっそり酒を飲もうとして一口でダウンした記憶がある。

　あれから八年が経過し、俺の身体からだも大人のそれに限りなく近付いている。

　アルコールへの抵抗力もかなり強くなっているはずなのだが、それを確認する勇気は俺にはない。

　下手に人前で正体をなくした時にこの男のような存在がそばにいたら、お持ち帰り待ったなしになってしまうからだ。

「それは失礼した。ではミルクなどはいかがかな？」

「のーさんきゅー。食事の邪魔だからどっか行って」

「……………………」

　俺の素そつ気け無ない態度に、男はたじろいだような表情を見せる。

　この態度は先日コルティナから受けたアドバイスがあったからである。

　変に場を収めようと愛嬌を振りまくより、あからさまに不機嫌な態度で不快を表明し、近付く男を寄せ付けないというモノだ。

　その効果か、今日は俺に絡んでくる男の数は、いつもよりかなり少ない。

　この男はそんな中で勇気を振り絞って声をかけてきた勇敢な男……いや、空気を読めずに声をかけてきたバカな男というべきか？

　だが俺のけんもほろろな態度にちょっかいを出すのを諦め、自分の席へと戻っていった。

「邪魔な男の数は少ないんだけど……視線の数はいつもより多いような？」

「そーかもねー」

「なんでかわかる？」

「わからないこともないけどねー？」

　なんと予想外なことにミシェルちゃんがわかると言ってきた。

　元男の俺より女子力が低いと思っていた彼女の言葉に、俺は驚きを隠せない。

「教えてよ？」

「やだよ。なんだかイラッとしてきたし」

「えぇ!?」

　温厚な彼女がイラッと来るとは、俺の態度はかなり悪いのではないだろうか？

　もともとそういう目的だったとはいえ、あまり度が過ぎるとそれはライエルやガドルスの評判に関わるかもしれない。

　昔の仲間に迷惑をかけるのは俺の本意ではないため、ミシェルちゃんを問い詰めていく。

　だが彼女は答えず、代わりにお代わりを運んできたガドルスが答えてくれた。

「いや、本当にわからんのか、レ──ニコル」

「わかんない」

「ハァ……」

　呆あきれたような溜ため息いきの後、ガドルスは言葉を続けた。

「いいか。お前はヘソを曲げたコルティナを何度も見ておるだろう？」

「うん」

「それを見てお前はどう思った？」

　言われて過去のコルティナの態度を思い浮かべる。

　ヘソを曲げ、やや頬ほおを膨らませて腕を組み、顔を背けてそっぽを向くコルティナの姿。

　それは彼女の若々しい外見とあいまって、俺の嗜し虐ぎやく心しんを非常にそそる姿でもある。

「うん、すっごくかわいかった」

「だろう？　いや俺にはわからんが。つまり今のお前は、そのコルティナと同じように見られておるのだ」

「な、なんだって──」

　バカな、この俺があんな媚こびるような態度に見られているだと？

　絶望に染まり、呆ぼう然ぜんとする俺を見て、ミシェルちゃんは本気で呆れたような顔をしてみせた。

　ガドルスと顔を見合わせ、そろって肩を竦めたポーズを取ってみせる。

　その拍子にたゆんと揺れた何かを俺は見逃さなかった。むしろそっちの方が嫉妬を誘うんだが？

「とはいえ、こうも男に絡まれては仕事にならんというのは、確かにあるな」

「でしょ？」

　俺を置いてガドルスとミシェルちゃんが相談を始める。

　ちなみにフィニアとクラウドは買い出しに行ってもらっている。

　本当は皆で行きたいところなのだが、俺たちが集まると視線の集中具合もハンパない。

　あまり目立つのは俺の主義に合わないので、彼らに任せておいた。なおクラウドを一緒に行かせたのは、重い荷物があるからだ。

「そうだな……少し面白い依頼が入っているから、受けてみるか？」

「面白い依頼？」

「うむ、商人の護衛じゃよ。お主もよく知ってる御仁だ」

「誰？」

　この街に来て三年。俺の知り合いの数もかなり増えている。

　同時に俺たちの力量についても知れ渡っており、一階位から三年で四階位まで昇り詰めた俺たちは、いろんな意味で注目を集めていた。

『よく知る御仁』と言われても、心当たりが多過ぎて思いつかない。

「テムル氏だよ。旅商人のな」

「ああ、あの」

　俺がラウムに向かう時、そしてこの街に来る時に世話になった商人だ。

　あれからも何度か世話になっているので、顔は覚えている。

「テムルさんが、なにか？」

「どうやら今度フォルネリウス聖樹国に向かうらしくてな。その護衛を探しておる」

「レオンさんは？」

「今はラウムにいるらしい。おかげで臨時の護衛が捕まらんとぼやいておった」

　いつもはレオンと組むテムルだが、今回はタイミングが悪かったようだ。そこで新進気鋭の俺たちにガドルスが依頼を流してきたということか。

「だけど……いいのかな？」

「なにが？」

「わたしのこともだけど、クラウドのこと」

「ああ、確かにな。だが現実を知るのには、ちょうどいい頃合いだろう」

　フォルネリウスは世界樹教の総本山でもある。それは同時に、半魔人差別の最も激しい地域でもあった。

　なんだかんだで気の良いラウムの冒険者に囲まれて育ったクラウドにとっては、厳しい旅になるかもしれない。

　ひょっとしたら、その厳しい現実に挫くじけ、冒険者をやめて引き籠ってしまうかもしれない。俺はそれを懸念していた。

「だけど、心が折れたらどうするんだ？」

　思わず男の口調に戻った俺が、ガドルスに問い返す。

　半魔人が受ける差別というのは、本当に厳しい。出会った当初の孤児院での差別とはレベルが違う激しいものだ。

　下手をすると命にかかわる事もあるかもしれない。そんな現実を知って、心が挫けてしまう半魔人の冒険者も多いと聞く。

　だがガドルスは、そんな俺を鼻で笑っていた。

「フン、それくらいで折れるほど柔やわな鍛え方はしておらん。それに……いつかは知らねばならぬことだ」

「あいつには、少し早いんじゃないかって……」

「お前もたいがい仲間に甘いな。いや、前世──前からそうじゃないかと思っておったが」

　ミシェルちゃんがいる手前、ガドルスもある程度言葉を繕ってくれている。

　勘の鈍い彼女は首をひねるばかりで、気付いた様子はないが、それでもガドルスの気遣いはありがたい。

　だが今はそれは置いておく。

　フォルネリウスへの旅──半魔人差別はクラウドにとって、いつか必ずぶち当たる壁だ。

　そのタイミングを今と定められるのは、ある意味幸運なのかもしれない。

　たいていの場合、そういう覚悟を決める前に現実にぶち当たってしまうのだから。

　俺はそう決心し、ガドルスに小さく頷うなずいて返した。




　ガドルスから依頼の話を聞いたのは俺とミシェルちゃんだけなので、念のためフィニアとクラウドにも話を通しておかねばならない。

　仕事の話なのでいつも集まる食堂では話ができない。そこで俺の部屋に全員集まってもらって、そこで今回の依頼について相談することにした。

「というわけで、テムルさんがフォルネリウス聖樹国に向かうって話なんで、その護衛をしないかって依頼が来てる」

「フォルネリウス……かなり遠いですね」




　俺の言葉を聞いて、フィニアは地図を取り出しつつ、まず大きな懸念を述べた。

　フォルネリウス聖樹国までは、ここから片道一か月弱はかかる距離だ。

　その首都ベリトまでを往復するとなれば二か月、余裕を見ても三か月弱はかかる旅路となる。

　俺たちはここまで、そんな長旅をしたことが無いので、慎重なフィニアはまずそこを心配したのだろう。

「うん、かなりの長旅になる。これは初めての経験になるね。でも今後を考えるとやっておいた方がいいかもしれない」

「今後、ですか？」

「そう。わたしたちも冒険者をやっているわけだから、遠征することはもちろんあるでしょ？　でも長距離移動の経験が無いというのはどうにも片手落ちになるし」

「その土地でしか仕事できねーってのは、依頼人の印象も変わってくるよな」

　俺の言葉にクラウドも乗ってくる。奴やつも今回の遠征には賛成の様だ。とりあえず、今の段階では……

「保存食などは、はっきり言って持っていけるかどうか不安ですね」

「現地での狩りが重要になってくるね。それと途中の町での補給。それに合わせた旅の計画も重要」

「今まで以上に慎重に計画を立てないと、行き倒れる……というわけですね」

「そうだね」

　もちろん、俺なら獲物さえ見つければどうにでもして、仕留めてしまえる。

　ミシェルちゃんもいれば、道中の食事はほぼ困らないだろう。彼女の弓の腕は、今では最高速度の荒鷲ヴアルチヤーですら軽々と射抜いてしまえる。

　こことベリトの間には、ラウムの森林地帯と国境付近の山岳地帯、そしてその向こうの草原を抜ける必要があるが、どこも獲物の豊富な地域である。

　食料を獲とることに困るような環境じゃない。

「問題は水……ですね」

「フィニアが浄化ピユーリフアイの魔法を使えるので、泥水だろうと飲むことはできる。でも気分よく旅をしたいなら、やっぱり大量の水は確保したいね」

「馬車を購入しますか？　それなら水みず樽だるを載せることができますけど」

「うーん……？」

　テムルさんも一応馬車を持っている。しかしそこには交易のための商品を積むことになるだろう。

　俺たちの馬車を持つのも、悪いことじゃない。むしろ、今まで持っていなかった方がおかしいかもしれない。それくらいの経験を積んできている。

「たしかに、そろそろ自分たちで使用する馬車を持ってもいい頃合いかな？」

「最近は収入も安定してますからね」

「なら俺も自分用の馬が欲しい！」

「クラウドのくせに生意気な」

「なんでだよぉ!?」

　しかしクラウドの主張も、理に適かなっている。

　重装備のクラウドは、長旅で一番疲労する役回りでもある。そして彼が戦場に駆け付けることで、仲間の安全性も大きく跳ね上がる。

　その機動力を補うために、クラウドが馬に乗るのは悪いアイデアではない。

「そうだね、一理あるか……よし、ここは奮発して二頭立ての馬車を一つと馬を一頭購入しよう」

「やった！」

　馬付きで二頭立ての馬車を買い、クラウド用にもう一頭。

　馬が三頭なら一頭が怪け我がを負ったとしても、予備になるから安全性も増す。

　もちろん生き物を買う以上、その維持費は必要になってくるわけだが、四階位になった今の俺たちの稼ぎなら充分に賄える。

「それよりフィニアとクラウドは、もっと別の方向に注意を向けないといけないね」

「別の？」

「そう。フォルネリウス聖樹国は世界樹教の総本山。つまり半魔人差別が最も激しい」

「あ……」

「そんな場所に向かうんだから、その頭の角を隠す工夫とかも必要になってくるよ」

「……そっか。最近はそんな目で見られてなかったから、気付かなかったよ」

「多分、イヤな目にも遭うと思う。それでもこの依頼、受ける？」

　俺の言葉に、クラウドは深く俯うつむき、ぶつぶつとつぶやいている。

　おそらく過去の経験から、受ける虐待を想像しているのだろう。

　しかし、しばらくして顔を上げた彼の眼めには、決然とした光が宿っていた。

「行くよ。別に行かなくてもいい依頼なのかもしれないけど、そういうのも経験の内だ。それに、そんな悪い人たちばかりじゃないって、ラウムやストラールで学んだし」

「つらい目に遭うかもしれないのに？」

「前もって知っておいた方が、あとで唐突に差別されるより心構えができる……そう考えて俺たちに仕事を振ったんだろ？　ガドルス師匠は」

「そんな感じだったね」

　どうやらクラウドは、ガドルスの思惑も見抜いていたようだ。

「あの、私も注意しないとというのは？」

「フィニアはエルフだから、クラウドみたいな問題にはならない。でも問題はその短剣だよ」

　フィニアの腰に差された短剣は起動言語キーワードによってその真価を発揮する。

　問題はそのキーワードだ。

　フォルネリウス聖樹国は、その名の通り世界樹が国の中心に聳そびえ立つ国だ。

　千年前、その世界樹をへし折ったのが、あの白いの──破戒神ユーリ。当時世界を震しん撼かんさせた魔王を倒すためとはいえ、信仰の中枢たる世界樹を折られ、当時の世界樹教は混乱の坩堝るつぼと化した。

　大混乱の後いくつもの技術が失伝し、魔法体系も大きく変化したくらいである。

　フィニアの持つ短剣の振動機能を起動させるキーワードは、『破戒神を讃たたえよ』。それは破戒神自ら作った魔道具の証明でもある。

　これを起動しないと、非力なフィニアではまともな殺傷力を発揮できない。

　少なくとも革かわ鎧よろいでも、身を守ることはできるくらいに。

「つまり、そんな物を持ち込んで、人に知られてしまったら……」

「うわぁ、クラウドくんよりひどい目に遭いそうです」

「だよね？　だから気を付けようね？」

「はい……」

　悄しよう然ぜんとうなだれ、首肯するフィニア。どうやら全員、今回の依頼には反対しないようだった。

　こうして俺たちは、フォルネリウス聖樹国へ向かうことになったのだ。




　翌日、俺たちはテムルに依頼を受諾したことを告げるため、面会を求めていた。

　彼は旅商人なので、拠点となる商店は持っていない。

　その代わり、宿の一室を拠点として利用しているようだ。俺たちが通されたのはストラールでも有数の高級宿の一室だった。

「お久しぶりです、テムルさん」

　宿の従業員に部屋に案内され、室内に入った俺はまず定型文な挨拶を彼に送る。

　だがテムルはまったく反応せず、ポカンと口を開けたまま硬直していた。

「あの……テムルさん？」

「あ、え、いや……ひょっとしてニコルさんですか？」

「はい。三年振りですね」

「いや、驚きました。まったく見違えましたよ！」

　テムルとはラウムにいた時は何度か顔を合わせていたが、ストラールに来てからは初めて会う。三年の月日は、俺の外見を大きく進化させるに値した時間だ。

　彼がこうなってしまうのも、無理はないだろう。

　再起動した彼はパンと手を打って自身の感動を表現していた。

「三年前も可愛かわいらしかったのですが、今はもう国が傾きかねないほどの美女っぷりですね」

「……わりとよく言われるんですけど、本人にそんな気はないので」

「ハハハ、いやいや。今のあなたなら、エリオット王の王妃になっても納得です」

「その話は無かったことになっているので！」

　かつて変装したハウメアという姿。今の俺はその姿に限りなく近い。

　エリオットを一撃で陥落せしめたその姿に育った俺は、周囲から求婚や交際の申し込みが絶えず、非常に迷惑している。

　フィニアは変わらず可か憐れんな美少女のまま。ミシェルちゃんも腰回りの子供っぽさが抜け、ナイスバディに育っている。

　俺たちはこの街で有名な冒険者になったわけだが、この外見の美麗さが一枚噛かんでいることは否定できない。

　そしてクラウドもすらりと背の高い美青年に育っているため、美男美女のパーティとなり果てていた。

「ガドルスから聞きました。フォルネリウスへの護衛の件、受けたいと思います」

「おお、引き受けてもらえますか！」

「はい。つきましては報酬の方は──」

　俺はテムルに報酬を高めに吹っ掛けてみた。別に悪意があったわけではなく、ここから値引き交渉に入ることを想定しての提案だ。

　しかし彼はそれをほとんど行わず、ほぼこちらの言い値を出すと言い出していた。

「え、いいんですか？」

「もちろん。相場的には確かにやや高いですが、これほどの美男美女に囲まれての旅なんて、そうできるもんじゃありません。その分も込みで考えると、安いくらいですよ」

「いいのかなぁ？　なんか悪い気がしてきた」

「ハハハ、相変わらず変な所で人が良いですね」

「むぅ……」

　生前の俺はあまりそういう面を見せなかったが、元々正義感はそれなりに強い方だった。

　なにかと噛かみ合わせが悪く、暗殺者として大成してしまったが、さすがに面と向かって人が良いと言われると違和感が強い。

　なんだか背筋に虫が入り込んだようなむず痒がゆさを感じる。もぞもぞと身じろぎして姿勢を正していたら、テムルは別の話題を持ち出してきた。

「それと、今回は荷馬車が二台になるので、あなた方だけだと手が足りないかもしれません。そこでもうひと組、冒険者を雇おうと思っているのですが……」

　言葉を切った俺の隙をついて、テムルがそう口にした。

　俺たちが聞いていたのは彼の護衛だけだったので、この話は初耳だ。

「それは、どこの冒険者かわかりますか？　わたしたちは見た目がこれですので、トラブルになるような人じゃないといいんですけど」

「いえ、そちらはまだ決まっていません」

　確かにテムルが言うように、馬車二台を守るなら俺たちだけでは手に余るかもしれない。

　そこで一台につき冒険者をひと組つけるという考えも、まあわかる。

　だが俺たちは、見た目的にかなり派手だ。

　一か月にも及ぶ旅の間、ひたすら声を掛けられ続けるという事態になっては、さすがに気が滅め入いる。ひょっとすると、不ふ埒らちな真似まねに及ぼうとする輩やからもいるかもしれない。

　俺はそれを懸念し、テムルに苦言を呈していた。

「いや、確かにニコルさんの心配もわかります。私としても、あなた方にうつつを抜かして護衛をおろそかにされてしまうのは困りますし。そうですね……ならあなた方が同行してもいいという冒険者はいませんか？」

「わたしたちに選択権をくれるんですか？」

「問題はあなた方ですからね。それにニコルさんなら、下手な冒険者を雇うより信頼できる人を選んでくれそうですし」

「そう言ってくれるのは光栄ですけど」

　確かにテムルとしてはギルドや、その関連の宿から推薦される冒険者を雇えばそれでいい話だ。問題が起こっているのは、俺たちが『目立ち過ぎる』という点である。

　ならば同行者を俺たちが選ぶというのは、一番問題が起きにくい手段かもしれない。

　とはいえ、そんな手段をホイホイ提示するテムルも、たいがい大人物である。自分や荷物の安全を、他者の判断に委ねようというのだから。

「そうですね……この街で一番信頼できるのはガドルスですけど……」

「ガドルス様に護衛してもらえるのなら先ほどの倍額出しても構いませんとも！」

「いや、さすがにそれは無理。宿の仕事もあるし」

「それは残念です」

　本気で肩を落とすテムルだが、ちょっと考えれば無理とわかるだろうに。

　いや、これは俺が変にガドルスにコネを持っているからこそ、先走ったというのもあるか？

「そうですね、さすがにガドルスは無理ですが、マークという冒険者がいます。彼とその仲間なら、わたしたちにあまり言い寄る心配はないかと」

　マークたちも俺たちと同じように切せつ磋さ琢たく磨まし、今では一般的な冒険者と言われる三階位まで成長していた。

　それに歳としがクラウドに近いということもあって、何度か一緒に組むこともあった。

　その影響か、俺たちの美貌にも耐性を持っていて、あまり言い寄るような素振りを見せなくなっていた。

　最初の頃、フィニアにドギマギしていたのが懐かしいくらいだ。

「ほほう、ニコルさんのおすすめとなると、注目株ですね。いいでしょう、その方たちに指名を出してみます」

「本当にいいんですか、わたしの独断で相方を決めて」

「構いませんとも。あの小さな少女たちが今やいっぱしのレディ、いや冒険者として独り立ちしているのを見ると、私も感慨深いものがあります。その推薦となれば、信頼しないわけにはいきませんとも」

「……そうですか、ありがとうございます。信頼してくれて」

「いえいえ。それはこの旅が終わってから仰おつしやってください。それで、他に何かご意見はありますか？」

　テムルは、にこやかな笑みを俺たちに向ける。その顔は孫を見る好こう々こう爺やといった風情があった。

　なら、俺としてはその好感度に便乗させてもらうとしよう。

「そうですね。わたしたちもそろそろ足が欲しいと思っていたので、二頭立ての馬車を一台用立ててくれませんか？　それとクラウドの馬も欲しいです」

「馬三頭に、馬車一台になりますね。結構な出費になりそうですが？」

「それくらいの蓄えはあります。無理にとは言いませんけど」

「いえ、知人の牧場主に話を聞いてみましょう。馬車の方は何とかなると思います」

「ありがとうございます。予算としては──」

　馬車の価格も、高過ぎない……むしろ安過ぎるほどの値段で話をまとめてもらった。

　こうして俺たちは、テムルの依頼を受けることになったのである。
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　それからしばらくして、テムルとストラールの街を出る日がやってきた。

　往復だけで二か月という長旅は初めてなので、かなりの荷物になっているが、馬車のおかげで身軽なままだ。

　出発までにそれぞれが御者の訓練を積んでおり、普通に街道を進ませる程度なら、みんなこなせるようになっている。

「ニコル、今日からまたお願いするよ」

「マークも久しぶり。また大きくなった？」

「さすがにこの歳になって背は伸びないって」

　マークともこの三年で何度も組んだことがあるので、気心が知れている。

　そして俺たちの美貌にも慣れているため、言い寄ってくる心配もない。

　俺としては非常に組みやすい相手と言える。

「私どもで二台、ニコルさんのところで一台という大所帯ですが大丈夫ですかね？」

「車列の前後を守ればいいので、そこは大丈夫だと思いますよ」

　俺たちの馬車の分だけ、隊列が延びたのをテムルさんは危惧していた。

　それをフィニアがなだめながら、出発の準備をしている。

　先頭を俺たちの馬車が、その後ろにテムルさんの乗る馬車。そして最後尾はもう一台の交易品を載せた馬車。

　俺たちの馬車には幌ほろもついているため、風雨を凌しのぐこともできる。

　そしてマークたちの荷物も、一緒に詰め込んでいた。

「やっぱ馬車があるってのは便利だなぁ」

　ジョンとトニーが荷物を積み込みながら、そんなことをぼやいている。

　いまだ三階位にいる彼らは、馬車を持つほどの余裕はない。そこで俺たちの馬車に載せてやることにしたのだ。

「俺たちも馬車欲しいよな」

「その前に四階位だろ。やっと生活に余裕を作れるようになったけど、馬はまだ早い」

　ぼやくジョンをトニーがたしなめている。

　ここで無駄な出費をしてしまうと、せっかくできた生活の余裕がなくなってしまうからだ。

　三階位となると一般的な冒険者として見み做なされる力量だが、それだけに討伐などによる装備の損耗も大きい。

　ベテランや腕利きと見做される四階位になるまでは、割のいい仕事も回ってこないため、生活にまだまだ余裕はないだろう。

「それじゃ、先行するわたしたちの馬車の御者はフィニア。横にはミシェルちゃんが乗っていて。わたしは徒歩。クラウドは騎乗、足並みを揃そろえてね？」

「了解」

「マークたちは最後尾を警戒していて。わたしやミシェルちゃんが見落とすとは思えないけど、後ろから奇襲を受ける可能性もあるから」

「わかった、まかせとけ」

「テムルさんは真ん中を行って、馬車で身を守ることを優先してください。それじゃ出発！」

　俺の号令と共に、フィニアが馬車を動かす。

　その馬車に続いて二台の荷馬車が続き、最後尾をマークたちがついてきた。

　門番に出立を告げ、進路を南へ取る。

　フォルネリウス聖樹国はここから東側にある国だが、ストラールからは街道が繋つながっていない。

　一度ラウムのそばまで戻ってから東に進路を取らないといけなかった。

「わたしが転移門ポータルゲートを使えたら便利だったんだけど」

「ニコル様はまだ二人しか転移テレポートさせられませんから、無理はできませんよ」

「そうそう。それに一度行けば、すぐに戻れるなんて羨ましいよ」

「それは確かに便利だけどね」

　その気になれば、俺だけストラール、いや北部の村にだって戻ることもできる。現に、冒険がない日は毎日行っていた。

　だがその隙にフィニアたちが襲われる危険もあるため、そう簡単にはいかないだろう。

　いずれ成長して、自在に転移魔法を使いこなせるようになれば、そういう『楽な旅』をすることができるようになるはずだ。

　なお、この転移魔法の『一度行ったことがある』という条件、前世で行った場所はカウントされない様子だ。

　まぁ、二十五年以上も行っていないのだから、記憶もあやふやになろうというものである。




　ストラールを出てからはしばらく田園地帯が続くため、見晴らしはいい。

　治安も確保されているため、警戒の必要性も低い。天気もいいので、実にゆったりした気分で馬車を進めている。

「いい天気だね。なんだか眠くなってきたよ」

「じゃあ、ミシェルちゃんが歩く？」

「え、やだ」

「このわがまま娘め！」

「ニコルちゃんも馬車に乗ればいいじゃない。荷台はまだ空いてるよ？」

「それじゃ警戒にならないでしょ」

　さっそく緊張感をなくすミシェルちゃんを𠮟りつつも、俺も欠伸あくびを噛かみ殺していた。

「ん？」

　そこで俺は小さく声を漏らした。

　上空に一羽の鳥が飛んでいるのを発見したからだ。

　地上から見ると小さな点のようだが、その高さを考慮すると、結構大きな鳥に見える。

「んー、多分荒鷲ヴアルチヤーかな？」

「そのようですね」

「え、どこどこ？」

　俺の推測をフィニアが肯定し、ミシェルちゃんがきょろきょろと視線を巡らせる。

　そしてクラウドは大きく肩を落としていた。

「ヴァルチャーかぁ、鳥は盾役の意味が薄いんだよな」

「敵は空飛んでるから、仕方ないね」

「それじゃテムルさんたちを守れないじゃないか」

　クラウドにしては、なかなか神妙な意見である。

　空を飛んでくるモンスターに対して、隊列というモノはあまり意味をなさない。俺たちはあくまで地を行く者である以上、上空という死角は常に存在する。

　それを警戒するのが俺たち、斥候役の役目でもある。

　幸い今の俺たちは、ミシェルちゃんという強力な対空砲台が存在するので、先制攻撃してもらうことにしよう。

「ミシェルちゃん、あれが襲ってきたら面倒だから、先手を取って倒しちゃって」

「うん、わかった。今日は焼き鳥だね！」

「いや、そうではなく……赤あか丹にの一、群青の一、山吹の三、彼の者をさらなる極みへ──超強化オーバーブースト」

　ここからヴァルチャーを射るにはさすがに距離が遠すぎる。

　そこで白銀の大弓サードアイを使用する必要があるため、強化魔法の中でも最高位の超強化オーバーブーストをミシェルちゃんに掛ける。

　この魔法は転移テレポートほどではないが、かなり高度な魔法であるため、俺の魔力消費も結構大きい。

　それでも依頼人を危険に晒さらすよりはマシなので、惜しむことなく使用しておいた。

　ちなみにミシェルちゃんの腕にある魔法のバングルに付与された魔法でも使用することは可能だが、こちらは肉体的な負担が大きいため、極力使用しないことにしている。

「それじゃ、いっくよー！」

　勢いよく白銀の大弓サードアイを引っ張り出し、引き絞る。

　鋼鉄の矢も補充して予備は荷台に積み込んでいるため、そう惜しくはない。

　そして放たれた矢は、狙い過たず上空のヴァルチャーを貫いていた。

　その日の夜は、ミシェルちゃんのリクエスト通り、焼き鳥ということになった。




　その日から二週間、俺たちは順調に旅程を消化していた。

　途中で襲ってくるモンスターもいないことは無いが、俺が接近を察知し、ミシェルちゃんが接敵前に射抜くというコンボによって、ほぼ撃退できていた。

　おかげで旅行中に消費する予定だった保存食が、ほとんど減っていない有様である。

「ほへでにぇそれでね、ほーふふもうすぐひゃうむラウムゃんだふぇどなんだけど」

「ミシェルちゃん、食べるか喋しやべるかどっちかにして？」

「もぐもぐ」

「そこで食べる方を選ぶの？」

「うん」

　もぐもぐと昨夜襲撃してきた大毒蛇ヒユージヴアイパーの一夜干し肉をかじり始めたミシェルちゃんに、俺は呆あきれた声を返す。彼女の食欲は、常にブレが無い。

　彼女がその干し肉を始末し終えたタイミングを見計らって、俺は再び彼女に問う。

「それで、なにかな？」

「うん。もうすぐラウムなんだけど、一泊できないかなぁって思って」

「うーん……」

　彼女の言いたいことは俺も理解できた。

　ラウムには彼女の両親と親友がいる。頻繁にラウムに戻っている俺にとっては、それほど懐かしいわけでもないが、彼女はもう三年も顔を見ていない。

　この機会に会いたいと思うのも、無理はない。

　しかし聞くところによると、ラウムの内政の混乱はまだ収束できておらず、マクスウェルの監視外にいる貴族が力を欲してミシェルちゃんを狙わないとも限らない。

　彼女が大手を振って街中に入るのは危険かもしれない。

「ちょっと街の外で待っててくれる？　マクスウェルに聞いてくる」

「ニコル様、それでしたら、テムルさんに一言入れておきませんと」

「あ、そうだった。クラウド、警戒よろしく」

「おう、まかせろ」

　一応雇われの身である。職場を離れるならば、雇い主に一声かけておくのは常識だろう。

　俺は少し足を止め、二台目の荷馬車に近付いていく。

　歩みを止めた俺に気付いたテムルが、こちらに気付いて話しかけてきた。

「ニコルさん、どうかなさいましたか？」

「いえ、この先のラウムでの話ですが、わたしとミシェルちゃんは少し事情がありまして」

「ふむ、では少し街の外でお待ちしておきますか？　さいわい食料の備蓄もあまり減ってませんので、水の補給くらいで出立できます」

「いえ、その辺を相談したいので、少し持ち場を離れて先行したいのです。いいですか？」

「ニコルさんの警戒がなくなるのは少し不安ですが……この辺りなら治安も維持されてますし、大丈夫でしょう」

「ありがとうございます。ではすぐに戻ってきますので、しばらくはよろしくお願いします」

　少し渋ったようだが、許可をもらったので俺は転移テレポートの魔法を発動させる。

　とはいえ、複雑な魔法陣を描く必要があるので、すぐに発動するわけではない。

　これを戦闘中に発動できるマクスウェルがどれほど異常か、身に染みて理解できた。

　歩きながらというのもあったのだが数分かけて術式を発動させ、俺はラウムのマクスウェルの屋敷へと転移する。

　その直前、テムルの『転移魔法は羨ましいですね……』という声が聞こえた気がした。

　確かに、彼のような歩くしかない旅商人にとって、この魔法は垂すい涎ぜんの的だろう。

　一瞬で目の前の光景が変わり、見慣れたマクスウェルの屋敷のリビングに移動する。

　ここは俺が魔法を学び続けた場所でもあり、最も馴な染じみのある場所の一つである。

　それに転移魔法を覚えてからは、マクスウェルは屋敷の転移妨害をここだけ解除してくれていた。

　屋敷の中で、ここだけが直接跳んでこられる場所となっている。

「おっと、なんじゃニコル嬢ちゃんか。久しぶりだな？」

　俺が転移した先にはマクスウェルではなく、マテウスがいた。大おお雑ざつ把ぱな造りの服にエプロンを身に着けハタキをかけている姿は、とても一流の剣士に見えない。

　だがその動きにぎこちなさが無く、この数年で家政夫が板についたことを表現していた。

「マテウスも久しぶり。無駄に元気そうで残念」

「ひっでぇ挨拶だな。爺じいさんに用事か？」

「うん。いる？」

「いや、今は学院の執務室だ、多分？」

「じゃあ、そっちに行ってくる」

「あぃよ」

　冒険者になって久しいため、曜日という感覚が抜け落ちていたらしい。

　俺はマテウスに雑な挨拶を返した後、そのまま学院へと駆け出した。




　銀髪をなびかせて通りを駆け抜け、学院の門をくぐる。

　途中、すれ違う人の視線がやたらと突き刺さった気がしたが、ここは気にしないことにする。

　どうせ以前変装したハウメアと見間違えた連中が、こちらを見ていたに違いない。

　さすがに学院内では部外者が目立つとまずいので、隠おん密みつのギフトを使って人目を避ける。

　こっそりと足音を忍ばせながら、マクスウェルの理事長室に飛び込んでいった。

「うぉっと!?　なんじゃ、レイドか」

「騒がせて悪いな、マクスウェル」

　俺は予備の椅子を引っ張り出し、マクスウェルの向かいにどっかりと座る。

　足を組んでミシェルちゃんの望みをマクスウェルに告げ、可能かどうか質問した。

　マクスウェルはそんな俺の態度を、眉間にしわを寄せて眺めていた。

「ふむ、ラウムの街に入って大丈夫かどうか、のぅ？」

　俺の話を聞いて、ヒゲに手をやって考え込んでいる。

　しばらく黙考した後、絞り出すように答えを返す。

「数日なら、まあ良いじゃろ。いや、いまだ貴族どもを掌握できんワシが偉そうに言えた義理ではないがの。彼女には申し訳ない限りじゃ」

「まあ、そうだな。どうしても手に負えない奴やつがいたら、俺が始末するよ」

「あまり手当たり次第に暗殺すると、逆に収拾がつかんようになるんじゃ」

「それもそうか」

　貴族といっても何もしていないわけではない。

　その土地の管理に税収の代行、流通に関しても大きな働きを請け負っている。

　そんな貴族が減れば、管理者がいなくなった土地は荒廃し、ひいては国の税収の減少を招く。

　それは国の弱体化に繋つながり、結果的に民衆の生活を脅かす。それを知るからこそ、マクスウェルは過剰な制裁に反対していた。

　いけ好かない貴族がいるのも確かだが、マクスウェルやレティーナの父であるヨーウィ侯爵のように、きちんと仕事をしている貴族も多いのだ。

「困ったもんだな。まあいいさ。どうせ元々水の補給に立ち寄る程度だったわけだし、数日でも逗とう留りゆうできるなら御の字だ」

「ミシェル嬢には謝っておいてくれ」

「ああ、伝えとく」

「それと、コルティナのところに顔を出すのか？」

「そういえば最近は顔を出していなかったな」

　レイドの姿で月に一回会っているせいか、ニコルの姿ではあまり顔を出していないことを思い出した。

　あの人懐っこい彼女のことだ。放置していたことを愚痴られそうな気がする。

　だが会わないわけにもいかないだろう。彼女はこの身体からだでの恩人であり、一時とはいえ保護者でもあった。

　しかしそれも、今すぐとはいかない。

「まあ、正式に街に入ってからだな。今は早く帰らないと。護衛任務中だから」

「そうか。それにしても……」

　そこでマクスウェルは、俺の方を指さす。

「その足の組み方ははしたないから、やめておいた方がよいぞ？」

「ム……？」

　言われて気付く。

　膝の上に踵かかとを乗せる足の組み方は股が大きく開いているため、女性としてはいささか慎みが無いと言わざるを得ない。

　どうもマクスウェルの前では、男の仕草が自然と出てしまう。これはこの街に戻った時はレイドの姿をしていることが多いからなのだろう。

　コルティナの前でもやらかさないように、注意しておかねばなるまい。




　マクスウェルと相談した後、了承の意を伝えるため、俺はテムルの元まで戻ってきた。

　もっとも伝える相手はミシェルちゃんなので、テムルとは挨拶程度しか交わしていない。

　ミシェルちゃんに、街に戻ってもいい旨を告げると、彼女は御者台の上で飛び上がって喜んでいた。

「ホント!?　やったぁ！」

「きゃ、危ないですよ、ミシェルちゃん！」

「あ、ゴメンなさーい」

　急に飛び上がったせいで御者台が大きく揺れ、隣に座っていたフィニアが悲鳴を上げる。

　俺はというと、別の揺れていた物体に目を取られていた。これは男の性さがと許していただきたい。今の俺には男の象徴が付いてないけど。

　だがそれが他の男の目に触れるというのは、いい気がしない。

　俺は無言で同じ方向に視線を向けていたクラウドの脇に拳を打ち込んでおく。馬上にいるやつの脇腹は、俺の頭よりも高い位置にあるため、拳を入れるのに軽くジャンプしなければならない。

「ただし、テムルさんの用事が水の補給だけだから、長くても一泊だけしかできないよ？」

　マクスウェルは数日と言っていたが、言葉通り余裕を持つと逸はやった悪党が何をしでかすかわからない。

　ミシェルちゃんには悪いが、ここは安全第一を貫くべきだ。

　一泊だけなら、悪党も対応する余裕がないはずである。

「うん、それだけでも充分だよ！　そうだ、テムルさんにお礼を言わなきゃ」

「元々立ち寄る予定だったから、別にいいと思うけど……むしろマクスウェルにお礼を言ってあげて」

　彼女が立ち寄ることが前もってわかるとなると、それ相応に根回しや牽けん制せいが必要になるはずだ。

　その労力を考えると、あの爺さんには結構無理を強いている気がする。

「うん、でもテムルさんのお仕事が無かったら、戻ってくることもなかったし」

「そっか、んじゃ行ってきていいよ。見張りはわたしがやっとくから」

「うん、ありがと！」

　ピョンと弾むように御者台から飛び降り、後方へ駆け出していく。

　フィニアがそれを見て、呆れたような目を向けつつも笑みを浮かべていた。

　ミシェルちゃんの言動は、少しわがままな面もあるが、それがまったく憎めないのだから、ズルいというか役得というか……

　彼女の姿が二台目の馬車に近付き何やら話し込んでいるのを見つつ、フィニアが俺に声をかけてきた。

「でも、いいのですか？」

「ん、なにが？」

「まだミシェルちゃんを狙う貴族は多いのでしょう？」

「そりゃ、もちろんね。射撃なんてギフトは強力過ぎるし」

　投射する攻撃の全てに補正のかかる能力だ。投石から弓、果ては破城弓バリスタに至るまで。

　その上、超絶の射程を持つ白銀の大弓サードアイまで持っているとなると、多少の無む茶ちやを通してでも、と考える貴族も多いだろう。

　たとえマクスウェルの保護があったとしても、第二、第三のリッテンバーグが現れないとも限らない。

　この三年で多少はほとぼりも冷めたが、それでもゴブリン襲来の時のインパクトは、いまだ強烈に残されているはずだ。

「まあでも、それを踏まえたうえでマクスウェルがだいじょうぶだって言ってるんだから、いいんじゃないかな？」

「それに俺たちがついてるからな！」

「そうだね、クラウドも目を離さないように注意してね」

「まかせろ」

「ただしノゾキは厳禁」

「ま、まかせろ……」

　まったく任せられそうにない。まぁ、それも仕方ないか。ミシェルちゃんもこの三年で魅力的になっているから。

　俺が溜ため息いきを吐ついて肩を竦めていると、フィニアが前方を指さした。

「ニコル様、ラウムが見えてきましたよ！」

　彼女にとっても、ラウムは久しぶりである。

　月に一回は戻っている俺と違い、ミシェルちゃんやフィニアは用事が無い限りラウムに戻ることができない。

　彼女たちにとっては実に三年ぶりの帰省になる……いや、彼女たちの故郷は北の開拓村なのだが。

「あ、ニコル。俺も少し休みを貰もらっていいか？」

「ん……？　ああ、うん。いいよ」

　俺もミシェルちゃんもテムルの元を離れてしまうので、クラウドには残って欲しかったところだが、こいつも孤児院に顔を出したいだろう。

　その気持ちを察して、俺は許可を出しておく。

　フィニアには悪いが、テムルの護衛は彼女に任せるとしよう。

　次第に大きくなってくるラウムの街。

　特徴ある尖せん塔とうとその向こうに見える王城。

　今では懐かしさすら感じるその風景に感動すら覚えながら、俺たちは街の門をくぐったのだった。




　二週間と数日振りになるコルティナの家。

　しかしニコルの姿では年に一回程度しか顔を出していない。この姿でコルティナに会うのは、実に久しぶりということになる。

　その辺を留意しておかねば、ボロを出してしまうかもしれない。

「コルティナ、ただいま」

　馬車がラウムに到着したのは夕方過ぎ。すでにコルティナも帰宅しているはずなので、俺は挨拶に向かっていた。

　ミシェルちゃんは、待ちきれないとばかりに自分の家に駆けだし、クラウドも孤児院へ向かっている。

　フィニアには悪いが、テムルに同行して護衛をしてもらっていた。

　マークたちもいるので大丈夫だと思うが、少し心配な面はある。

「あー、ニコルちゃんじゃない。久しぶり！」

「うん、一年振りくらいかな？」

「背、伸びたわね。もう私と変わらないくらいあるじゃない」

　パタパタと軽い足音を立てて玄関にやってきたコルティナは、成長した俺の姿に驚きの声を上げる。

　それもそのはずで、成長期の俺の身体はぐんぐんと伸びて、今ではコルティナと同じくらいの高さまで成長している。

　前は見上げていた顔が自分と同じ視線にあるというのも、一種の感慨深さを味わわせてくれた。

「わたしも成長してるからね」

　ふふん、とばかりに胸を張ってみせる。その膨らみは、すでにコルティナを超えている。

　コルティナは微妙に眉間にしわを寄せた表情になり、咳せき払ばらい一つして、反撃してきた。

「それに胸も……これエリオットが見たら、また婚約騒動が起きるわね」

「せっかく鎮火しているんだから、火種を投げ込むのはやめて」

「あはは、わかってるって」

　快活に笑いながら、中へと誘ってくれる。

　フィニアのいなくなったコルティナの家は、多少荒れた感じは出ているが、それも気になるというほどではない。

　俺たちがいつ訪れてもいいように、彼女もこまめに掃除をするようになったようだ。

　彼女もそういう面では成長しているようだった。

　俺を食堂まで招き入れると、コルティナはさっそく食事を振る舞ってくれた。

　といっても彼女の手作りではなく、露店などで買った惣そう菜ざいを盛り直した程度の物だ。

　彼女は今独り暮らしだし、学院の勤め人でもある。

　夕食を手作りする時間的余裕が無くても、仕方ないといえる。

「出来合いで悪いわね。最近はこんなのばっかりよ」

「フィニアがいたら手を加えてもらえたのにね。今は護衛についてもらってるから」

「護衛？　交易商人の護衛かしら？」

「うん。テムルさんがフォルネリウス聖樹国へ行くっていうから」

「フォルネリウス！　それは遠いわね」

　ストラールからここまで二週間、そしてここからさらに二週間ほどかけてフォルネリウス聖樹国の首都のベリトに到着する。

　最近は街道が整備されているが、昔はラウムからベリトの間だけで一か月かかっていた。街道のおかげで、今では二週間程度に短縮されている。

　一直線に繋つながれた街道は、しかし、見晴らしがよくなるという利点と同時に難点にもなっていた。

　見晴らしのいい街道は、盗賊やモンスターにとっても、格好の餌場となるからである。

　都市部の近辺は安全が確保されているが、それがずっと続くわけではない。もしそうなら護衛なんて必要なくなる。

　上空から襲い掛かる荒鷲ヴアルチヤーに隠おん密みつの得意な隠れ犬ストークドツグや高い攻撃力を持つ突撃猪ストライクボアなんてモンスターも増えてくる。

　ここからが本当の冒険となるといっても、過言ではない。

「そっかぁ……んー」

「どうかしたの？」

　俺の行き先を聞き、顎先に指を当てて悩むコルティナ。これは彼女独特の考える仕草だ。

　だが今の会話のどこに悩む要素があったのか、俺には理解できなかった。

「いやぁ、そういえば私ってば結構休みが溜たまってたなぁって。ここいらで一発長い休みを取ってもいいかもって思って？」

「え、それって……」

「うん、私も一緒に行こうかなとか、考えてる」

「へぅ!?」

　コルティナの唐突な申し出に、俺は驚きを隠せなかった。

「レイドが来るまで、二週間くらい空くわけだし、それくらいならサボっちゃってもいいかなって」

「教師の発言じゃないよ！」

　確かに変化の魔法のクールタイムはあと二週間程度残っている。

　しかしそれはたった二週間とも言える。ベリトまでは往復で四週間程度かかるのだから、間に合わないと考えないのだろうか？

「えっと、ほら、例の恋人は？」

　彼女は俺にレイドと付き合っていることも知らせてくれている。そして一か月おきにしか会えないことも。

　だからそれを心配する素振りをしてみせた。俺的にはいつでも会えるこの意見は大歓迎なのだが。

「だって心配じゃない。二週間の長旅は久しぶりなんでしょ？　帰りはマクスウェルでも呼びつけて送らせればいいわ」

「マクスウェル……ご愁傷様」

　なんだか良い様に使われようとしているマクスウェルに、俺は心の中で憐れん憫びんを覚える。

　確かにギルド経由でマクスウェルに連絡を入れれば、即日ラウムに戻ることができるだろう。

　しかしそれだけのために呼び出される彼には、哀れみしか出てこなかった。

　とはいえコルティナの言う通り、俺たちはあまり遠出をしていない。

　二週間という旅はこれで三度目。いや、一度目のラウムへの旅路は守られる側だったので、実質二度目と言っていい。

　もっとも俺に関しては、何度も経験があるので、それほど心配はしていない。

　問題はフィニアやクラウド、ミシェルちゃんはそうではないということ。俺もそういう意味ではコルティナと同様の心配は抱えている。

「そりゃまあ、コルティナが来てくれるのは嬉うれしいかも？」

「でしょでしょ？」

「でも、本当にいいの？」

「いいのいいの。いい加減、マクスウェルへの義理も果たせただろうし、ここいらで長期休みをもらっても悪くないでしょ」

「そーかなぁ？」

　コルティナは俺から離れている間に、どうやら過保護に目覚めてしまったようだ。

　元々彼女の勤務は、心のリハビリめいたところもあったことだし、自分のために自由に行動してもいい頃合いではある。

　それを俺が勝手に決めていいかは別だが、一緒だと何かと助かることに間違いはない。

　俺は同行してくれる感謝を、素直に彼女に告げた。こういった素直さも、転生してから学んだことだ。

「まあ、コルティナが来てくれるなら、わたしもありがたいけど」

「じゃあ決定ね！　さっそくマクスウェルと話をつけてくるわ」

　そう言うとリスのように惣菜を口に詰め込み、頬ほおを膨らませて咀そ嚼しやくする。

　その姿はとても四十年以上を生きてきた女性とは思えない、子供のような仕草だ。

　彼女はいつまでも若々しさを保ったままなので、どこかそういう仕草も似合う。そう見えるのは、俺のひいき目だろうか？

「ごちそうさま。じゃあ行ってくるわね！」

「行ってらっしゃい。でも落ち着いてね？」

「あ、ニコルちゃんはこっそりどっか行っちゃダメだからね？　私が帰ってくるまでちゃんと待ってること」

「ホスト役がいなくなるとか、もうメチャクチャなんだけど？」

「気にしない気にしない」

　からからと笑いながら、玄関に向かって駆けだしていく。

　相変わらず落ち着きのない彼女の様子に、俺は安あん堵どしつつも苦笑を禁じ得なかったのである。




　翌日、水の補給を終えたテムルと合流するべく、街門前の広場へと俺は向かっていた。

　せっかくのラウムなのでレティーナとも会いたかったところだが、向こうも貴族でしかも寮住まいらしい。そういうわけで外出もままならないため、今回は再会を断念することになった。

　いろいろ挨拶したい人も多かったが、今回は諦めて出発の待ち合わせ場所にやってきた。

　隣には一夜にして旅支度を整えたコルティナと……

「なぜいる？」

「いーじゃない、今さら一人増えたって変わらないでしょ？」

「アンタの体力じゃ足手まといだって言ったんだけどね。どうしてもって聞かなくって」

　コルティナが頭を抱えながら言い訳してくる。

　彼女がこうも困惑することは珍しい。それもそのはずで彼女の隣には、トリシア女医がついてきていたのだから。

「病気を治してもらったのは感謝してるけど……本当に大丈夫？」

　かつてノールド山を登った時、彼女はダウン寸前まで疲労していた。

　インドア派を自認する彼女が、今回の長旅についていけるとは思えない。

　しかしそんな俺やコルティナの心配をよそに、気安く手を振って俺の懸念を否定した。

「大丈夫よ。それに今回は馬車もあるんでしょ？　私はずっとそれに乗っておくから」

「トリシア……あなた、完全に物見遊山気分ね？」

「私もアンタ同様、長らく休み取ってなかったのよ。ここいらで消化してもいい頃なの」

「マクスウェルは承知したんでしょうね？」

「朝一で押しかけて承認させたわよ？」

　あのマクスウェルを相手に主導権を握るとは、実は意外と侮れないんじゃないか？

　俺は半眼になりつつも、肩を落として同行を認めた。さいわい、食料や水は存分に備蓄がある。

　多少同行者が増えたところで問題はあるまい。




　広場ではすでに出立の準備を整えたテムルさんとフィニアが待っていた。

　ミシェルちゃんやクラウド、マークたちも準備を終えて待機している。

　どうやら俺たちが最後だったようだ。

「遅れて申し訳ありません、テムルさん」

「いえいえ。それよりそちらの方はひょっとして……？」

「ええ、コルティナも一緒に行きたいと申しまして。大丈夫でしょうか？」

「やはりコルティナ様！　いやお変わりないようで、なによりです。同行していただけるのでしたら、望外の喜びですよ」

　コルティナとテムルさんは面識がある。快く承知してくれたようで、何よりだった。

　もっとも、コルティナの同行を拒否できる商人なんて、この街にはいないのだろうけど。

　こうして二人同行者を増やし、俺たちはラウムを出立した。




　コルティナが参加してから、俺たちの旅路はより順調なモノになった。

　元より俺とミシェルちゃんの警戒網が厳重だったのに、その上コルティナが待ち伏せされそうなポイントを前もって警告してくれるようになったからである。

　動物系のモンスターなどは戦術的な待ち伏せは多用しないが、盗賊や知恵を持つモンスターにとっては、天敵と言っていい。

　待ち伏せしているところを予測され、その場所を使い魔で偵察されてしまっては、先手の取りようがない。

　そして俺たちを相手に先手が取れないということは、ミシェルちゃんの射撃を心行くまで味わってしまうということでもある。

　気が付けば、盗賊の脳天に矢が突き立っているという事態も、頻繁に発生していた。

「わかっていたことだけど、容赦ないね」

「えー、だってニコルちゃんが『やっちゃえ』って言ったじゃない」

「言ったけどもぉ」

　俺たちの進行方向には、揃そろったように眉間を射抜かれたゴブリンの遺体が四体、街道脇に転がっていた。

　すべてミシェルちゃんの仕業である。

　ちなみに『やっちゃえ』と言った三秒後にはこの有様になったところを見ると、彼女の腕はまた一段と上がったようだ。

「やー、私もここまで一方的だとは思わなかったわー。二匹くらいはクラウドくんが止めると思ったんだけどねぇ」

「俺、最近仕事してないんスよ。おかげでますます立場が弱く……」

「美少女ばかりのパーティだから仕方ないよねぇ。で、誰が本命？」

「それを口にしたら命が危ないので、勘弁してください」

　馬に乗ったまま盾と剣を構えていたクラウドが、情けなさそうに肩を落としていた。

　彼もこの二週間、騎乗訓練を繰り返しており、両足だけで馬を操る技術を習得しつつあった。

「クラウドはまだいいぜ。俺たちなんて、最近ついてってるだけになっちまってるからな」

「ほんとだぞ。これで報酬もらっていいのか、遠慮しちまうくらいだ」

　コルティナがゴブリンの伏兵を見抜いたため、最後尾から前にやってきていたマークが、そう愚痴る。

　最近は彼らも、まったくやることがなくなっていた。

　コルティナと俺、それにミシェルちゃんが有能過ぎる結果だ。

　ここにきて、俺は生前にガドルスが言っていた言葉を思い出していた。

　新人と組んだ時、俺が何でもかんでもこなして、新人が何もせずに帰ってきた時の会話だ。その時は『新人の教育にならない』と愚痴られていた。

　まさに今、俺は同じ状況にはまりつつある。

「そうだね。このままだと確かに安全なんだけど、マークたちのためにならないかも？」

「俺たちのため？」

「そう。わたしたちにべったり頼ったままじゃない？　これだとマークたちも気まずいし、経験にならないよ」

「それは、まあ……そうだな」

　こうして長くミシェルちゃんたちと接し、『育てる』という意識に芽生えてみると、なんでも俺がやってしまうというのは悪いことだと実感できるようになっていた。

　そこで少し考えて、配置の変更を考えてみる。

「そうだね……じゃあ、わたしとマークたち三人を前に出して、ミシェルちゃんたちは後ろに下がってみよう？」

　索敵だけは疎おろそかにするわけにはいかない。だが彼らの経験のため、極力口出ししないようにしておくことにする。

　ミシェルちゃんの射程距離なら、車列の最後尾からでも前線を援護することができる。

　それに後ろの警戒も必要なので、彼女を後ろに置くことも、それなりに意味があった。

　荷馬車が最前列になってしまうことが心配点だが、それもまた経験である。

　むしろクラウドを除く俺たち四人という面々が最前列に並んでいることも、盗賊やゴブリンを誘引する一因になっていた可能性がある。

　揃いも揃って美女、美少女揃いパーティが最前線を歩いていたのだから、そりゃ目立つ。そして下世話な欲求を掻かき立ててしまうのも、当然だ。

　それを避ける意味でも、後ろに下がって隠れておくのも悪くないだろう。




　そうやって配置変更して進むことしばし。その日の夕刻に差し掛かったあたりで、俺は待ち伏せる気配を察知した。

　使い魔を使って先行偵察したいところではあるが、俺に使い魔作成フアミリアの魔法は使えない。だが風上から漂ってくる独特の獣臭はコボルドかゴブリンの独特の物だ。

　注視すると、進行方向に不自然な揺れ方をしている草も見つかった。おそらくあの近辺に隠れているのだろう。

　これくらい街から離れていると、モンスターの襲撃も多くなる。だがマークたちは、いまだ気付いた素振りは見せない。

「……ふむ？」

　知らせてもいいのだが、ここで先手を取って行動してしまっていたのが、前世の俺だ。

　教育ということを考えるなら、ここで少し痛い目を見ておくのもいいかもしれない。

　車列はそのまま進み、このまま不意打ちを受けてしまうかというところになって、トニーが敵の伏兵にようやく気付いた。

　手遅れになる前に気付いたという点では、腐っても第三階位というところか。

「止まれ、敵だ！」

「なに！」

　驚きよう愕がくの声を漏らしながらも、剣を抜き構えて周囲を警戒するマークとジョン。

　トニーの声でこちらの警戒に気付き、草むらから飛び出してくるゴブリン。

　露骨に警戒してしまったのはやや減点だが、そこはまあ、さほど問題ではあるまい。

　彼らにとってゴブリンはすでに相手になるような敵ではない。

　不意打ちさえされなければ、余裕を持って倒せる程度の力はある。

　俺の予想通り、ゴブリンたちは瞬く間に駆逐され、事なきを得たのだった。




　ゴブリン襲撃後、マークたちに軽く説教を入れておいたが、どうやら警戒の重要さは身に染みて理解したようなので、適当なところで元の配置に戻しておいた。

　それからは順調に旅は続き、何度かあった襲撃も不意打ちを受けずに撃退していく。

　国境付近に存在する山岳地帯を越えると草原地帯に入るため、見晴らしもよくなって安全度はさらに上がっていった。

　途中でランダ川という難所が存在したが、それも過去の話。今では立派な橋が架けられており、すんなりと渡ることができた。

　そして今──

「ほら、がんばって。レイド、コルティナ！」

「ミシェルちゃん、その名前、やめない？」

　激しく馬車馬に鞭むちを入れて速度を上げさせるミシェルちゃん。現在は隠れ犬ストークドツグの群れから逃げている最中だった。

　ストークドッグは草原に隠れ潜み、無尽蔵に近いスタミナで獲物を追い回し、疲れたところを狙う意外とえげつないモンスターだ。

　そしてその最大の特徴はその数。少なくとも十匹以上の群れで襲い掛かるため、少数の冒険者では手に負えないことが、よくある。

　今回も敵の隠おん密みつは見抜いたものの、その数が三十匹ということで交戦を避け逃げ出したのだが、それを執しつ拗ように追いかけてきたのだ。

　ミシェルちゃんの矢もさすがに三十本は無いので、逃げの一手を打ったのだが、まさかここまでしつこいとは思わなかった。

　そして彼女が𠮟しつ咤たしている名前は……俺ではなく、彼女が馬車馬に付けた名前である。

「えー、だって六英雄様の名前だよ？　縁起いいじゃない」

「それ、片方は死んでるから縁起悪いよ！」

「私もその名前はちょっと遠慮したいかなぁ」

　俺とコルティナ（猫人族）の抗議に、ミシェルちゃんはプゥッと頬ほおを膨らませる。

　そしてフィニアは意外にも、ミシェルちゃんを擁護していた。

「わ、私は良い名前だと思いますよ！」

「今はそれどころじゃねぇってぇ！」

　そう言いながら最後尾を走るのは、クラウドの乗る馬だ。

　本来単騎である彼の馬が一番速度に勝るのだが、今回は敵の追撃を防ぐために最後尾を走っていた。

　いわゆる殿しんがりである。

　背後を睨にらみ据すえ、襲い掛かるストークドッグを大盾で払いのける仕草も堂に入っている。

　この一か月近い旅で、騎乗戦闘もかなりモノにしたようだった。

　だが感心してばかりではいられない。ミシェルちゃんが手綱を持っている以上、弓による攻撃はできないし、矢の数も足りない。

　もちろん荷台の中に予備はあるけど、それを取り出してくる時間的余裕はない。

　コルティナもこのだだっ広い草原では策を弄することも難しく、逃げの一手に徹するしかない状況だ。

「コルティナ、あんた六英雄なんだからあの程度パパッとやっつけちゃいなさいよぉ！」

「無理よ、数が多すぎるわ。マクスウェルならともかく、私じゃあの数は対応できないもの。ミシェルちゃんの矢も心こころ許もとないし、ここは逃げの一手で態勢を立て直さないと」

「やくたたず！」

「なんですってぇ!?」

　荷台ではコルティナとトリシア女医が醜い争いを繰り広げていた。

　それでもコルティナに余裕があるように見えるのは、追いつかれた時のことも想定しているからかもしれない。

　しかし追いつかれるということは、一般人のテムルを巻き込む危険もあるということだ。できるなら距離を取ったまま、対処したい。

「これは仕方ないかな？」

　このままでは逃げ切れない。その時一番に犠牲になるのは、最後尾のクラウドだ。

　さすがに仲間を犠牲にして逃げきろうとは思わない。

　俺は御者台から立ち上がり、荷台を通って背後を望む。

「ミシェルちゃん、あとはよろしくね？」

「ちょ、ニコルちゃん！　まさか飛び降りる気!?」

「それこそまさか。死ぬ気はないよ」

　言いつつ俺は背後に向けて身を躍らせる。

　そこはもちろん馬車の外で、眼下にはすさまじい勢いで流れていく草原が広がっている。

　このまま落下すれば、大おお怪け我がすることは間違いない。

　しかし俺の落下点に新たに滑り込んでくる騎影があった。言うまでもなく、クラウドである。

「どわぁ！　何してんだよ、ニコル！」

「ちょっと後ろ乗せてね」

　まるで舞い降りる鳥のようにクラウドの背後に着地し、そのまま馬にまたがる。背後を振り返ると、すぐそばにはストークドッグの群れ。

　いや、そばどころか稀まれに攻撃を仕掛けてきている。

「うわ、こうやって見るとすごい数」

「しかも連中、まったく疲れた素振りが見えない。このままじゃヤバいぞ」

「うん、わかってる」

　テムルさんの馬車やマークたちが乗り込んだ馬車は、ミシェルちゃんの馬車より先行している。

　俺たちがここで抑えている限り、彼らは安全だ。

　後はどう始末をつけるかだ。現状を維持する限り、俺たちに勝ち目はない。

「せぃ！」

　俺は振り返りざまに、投擲用短剣スローイングナイフを飛ばしていく。

　その短剣は狙い過たず、先頭を走るストークドッグの足を斬り裂き、転倒させた。

　さらに後続のストークドッグも、倒れた仲間に巻き込まれ倒れていく。

　何度か短剣を飛ばすことで、十匹程度の数を減らすことに成功していた。

　馬車もストークドッグもかなりの勢いで走っているので、転倒した敵が追い付くことは不可能に近いだろう。

「あんまり減った気がしないな」

「あの、あんまり後ろでゴソゴソしないでくれる？　動くたびになんか柔らかいむにゅむにゅが当たって……」

「今はそれどころじゃないだろ！」

　スパンとクラウドの後頭部を叩たたいてから、攻撃を続ける。

　その後十分程度をかけて、さらに十匹程度を仕留めていた。

　俺の短剣はミシェルちゃんほどの殺傷力はないが、以前の有用性から十本程度を持ち歩くようにしている。

　そして投げた短剣に糸を結び付けておけば、後で回収することもできる。

　馬車のコルティナからは、無限に短剣を取り出し、投げつけているように見えるだろう。

　残念ながら、彼女がいる状況では、目に見える形で糸を使うわけにはいかない。

　こうしてクラウドの背後にへばりついて、襲い掛かる敵を倒し続けていけば、いずれは向こうの数の方が先に尽きる。

　ましてや相手はほとんど全力疾走に近いため、俺の短剣を躱かわすような余裕はない。

　俺は小細工を弄する必要もなく、淡々と敵を倒していった。

　そうして残り十匹程度になったころ、ようやくストークドッグは追跡をやめた。

　こちらの馬も口元に泡を吹いており、ぎりぎり振り切ったというところだ。

「よし、この時間を活いかすわよ！　ミシェルちゃん、積み荷から矢を用意して。クラウドくん、マークくん、トニーくん、ジョンくん、壁になって馬車を守って！」

　こちらの馬も限界なため、これ以上の逃亡はできない。

　しかし、ストークドッグもいずれは追いついてくる。あのモンスターのしつこさは非常に有名だ。

　だからこそ、このわずかな時間でコルティナは迎撃の態勢を取ることを宣言した。

「馬車を並べて防壁の代わりに。テムルさんと御者さん、それと馬を防壁の内側へ。ミシェルちゃんは馬車の上から狙撃」

「はい！」

「わかった！」

「隙間から抜けてくることがあったら、フィニアちゃんがお願いね」

「了解です！」

　コルティナの指示に従い、陣形を整える。

　馬車の上に登ったミシェルちゃんは、積み荷の中から予備の矢筒も引っ張り出していた。これで矢が尽きることは無いだろう。

「私が先制で最大光量の光明ライトを撃ち込んで目くらましをかけるから、巻き込まれないでね」

　魔法で壁を作り、目潰しを敢行する策を口にしてミシェルちゃんの横によじ登るコルティナ。

　さらに陥穽トンネルの魔法で落とし穴を作り出しておく辺り、抜け目ない。

　そうしてこちらの準備が整った頃、ストークドッグが再び襲撃してきた。

　しかし完全に態勢を整えて待ち受けていた俺たちに、あっさりと撃退されたのは言うまでもないだろう。

　こうして俺はフォルネリウス聖樹国で最初の洗礼を受け、ようやく首都ベリトに到着したのだった。




　ストークドッグの襲撃を撃退した俺たちは、ようやく首都ベリトへ到着した。

　時刻は夕刻に差し掛かった頃であり、夜間の閉門前に都市内に入ろうとかなり長い行列ができていた。

　この街は世界樹教の総本山でもあるため、巡礼者や冒険者が多数流入しており、人の出入りはラウムとは比較にならない。

　そして門番も、そんな旅人を見極める必要があるため、かなり厳しい検問が敷かれていた。

　カメの歩みのように行列は進み、日も暮れるギリギリという時間になって、ようやく俺たちの番が回ってきた。

　テムルが商人ギルドの身分証を提示し、俺たちが護衛であることを証言してくれる。

　だがそれだけで信用するわけにもいかないので、護衛の俺たちも冒険者証を提示することになった。

　俺とミシェルちゃん、フィニアが提示し、クラウドの番になって門番は露骨に眉をひそめていた。

「ん、種族が──」

「え、何か問題があった？」

「お前、少しそのフードを取ってみろ」

　言うが早いか、門番はクラウドが自発的にフードを取るのを待たず、はたくようにして剥はぎ取った。

　その行為に、半魔人という種に対する嫌悪がにじみ出ている。

　世界樹教は世界樹をご神体として祀まつっており、世界樹によって魂は浄化され、生まれ変わり、世界を輪転させるという教義を持つ。

　もちろん他にもいろいろと教義はあるが、この辺りが最も有名なところだ。

　そして、半魔人族はその世界樹の作る輪りん廻ねの外から異界の『何か』が魂に流れ込み、不純物を抱えて生まれてきた者とされている。

　だから世界樹教では半魔人族は嫌悪の対象となっていた。

　そんな宗教の総本山でもあるわけだから、クラウドにはこの街に近付く前にフードをかぶって額の角を隠すように指示していた。

　しかし冒険者証には、種族がはっきりと明記されている。だから門番がクラウドの種族に気付いてしまったようだ。

「ちっ、混じり物か」

「なっ!?」

　クラウドの角を見て、吐き捨てるように毒づく門番。その眼めには嫌悪と同時に殺意すら浮かんで見える。

　よほど敬けい虔けんな教徒らしい。敬虔という点ではマリアもかなりの物だが、彼女の場合は俺という存在を知っているため、その辺りの嫌悪感はかなり緩和されていた。

　だがこの門番はそうではないし、クラウドもこういう経験は初めてだった。

　今も、いきなり叩きつけられた悪意に、我を忘れて声を漏らすクラウド。俺はその腕に軽く手を添え、彼を正気に戻した。

「お前らのような混じり物ですら存在を許すんだから、今代の教皇様も寛大なものだな」

「…………」

　嫌悪を隠そうとしない門番に、クラウドは拳を握りしめて耐えている。

　俺が前もってそういう地域もあるということを伝えていたので、かろうじて耐えることができていた。

　おそらく前情報無くこの悪意を浴びていたら、ひと悶もん着ちやく起こしていたことだろう。

　この悪意を知ること。それが今回の遠征のクラウドの課題でもあった。

　それを知るからこそ、彼は耐えられていたのだ。

　しかし、耐えられない者もいる。すでに身分証を提示していたミシェルちゃんだ。

　彼女はいつもからは信じられないほど冷酷な、まるで虫でも見るかのような目で門番を見据え、その表情を変えることなく、手を背の白銀の大弓サードアイに伸ばしていた。

「ストップ、ストップ！　ミシェルちゃん、何しようとしてるの!?」

「え、ちょっと撃つだけだよ？　だってヒドイじゃない」

「いいから、ここはこらえて。ここで手を出したら、わたしたちの方が指名手配だよ」

「なんで？　悪いのはあの人じゃない」

「そうだけど、そうじゃないのがこの街だから！　とりあえずここはこらえて、お願い！」

　いつにないほど冷酷な殺意を漲みなぎらせた彼女に、俺は思わず腰が引けてしまう。

　これがそこいらの敵だったら軽く受け流せてしまうのだが、知人の、それも天てん真しん爛らん漫まんな彼女の殺意となると、どうにも勝手が違う。

　そして、俺がクラウドのそばからミシェルちゃんのそばに移動したことに気付いた門番が、怪け訝げんな表情でこちらを窺うかがう。

「どうした、なにかあったのか？」

「いえ、なんでも！」

「なら大人しくしておけ。まったく、女だてらに冒険者などする奴やつは、落ち着きが足りん」

　さすがにこの言い草には俺もカチンときたが、ここで暴れては元も子もない。

　俺もグッとこらえて引ひき攣つった愛想笑いを浮かべるが、抑え込むミシェルちゃんの抵抗がさらに一段と強くなっていた。
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　このままでは彼女が暴発するのは間違いない。

　しかも俺たちの悶着で検問が滞り、後ろに並ぶ連中の気配が段々とささくれ立ってきているのが感じ取れた。

　時間的に閉門も近いため、気が焦っているというのも、あるのだろう。

「ねえ、チェックはまだ終わらないの？　私もう待ちつかれたんだけど」

　そこへ空気を読まない言葉が投げ込まれた。

　意外なことに、これはコルティナから発せられたものだった。

　彼女は紫の縁取りをされた冒険者証を、これ見よがしにヒラヒラと振ってみせる。

　紫の縁取りは最高位の冒険者の証あかし。第七階位の証拠だ。英雄クラスを証明するこのカードを持つ者は、現在五人しか存在しない。いうまでもなく、俺の仲間たちだけだ。

　門番も、その色に気付いたらしく、顔面を蒼そう白はくにしていた。

「そのカード、まさか……」

「そう。それにこの耳で私が誰かわかるわよね？　ねぇ、それを知った上でまだ言いがかりをつけてくるのかしら？」

「いえ、それはその……一応仕事ですので……」

「そうね。だからチェックしてくれと、こうして手に取って待っているのよ。早くしてくれない？」

「は、はい！」

　コルティナの言葉に硬直した門番は、彼女からカードを受け取り、ぎくしゃくとした仕草でそれを確認する。

「ハ、確かに確認しました。コルティナ様のお仲間でしたら問題はありません。ようこそ、ベリトへ」

「そう、ありがと」

　どうやらコルティナが身を明かすことで、事は収まったようだ。こういう時は彼女の身分というのはありがたい。

　そこでコルティナは一歩門番に近付き、ささやくように語りかけた。

「そうそう。マリアもそうだけど、ここの教皇も半魔人には寛容な性質なのよね？」

「はい、そう伺っております！」

「なのにあなたは違うのね」

「いえ、そ、そんなことは……」

「ふふ、冗談よ。でも冗談で済ませられる範囲だけにしてよね。でないと、色々と失うことになるわよ？　仕事とか、命とか」

「は、はいぃ！」

　しっかりと釘くぎを刺すことも忘れない。しかしその声は周囲には全く届いてなかった。

　そばにいた俺にかろうじて聞こえた程度だ。場を荒らすことなく、それでいて警告も忘れない。

　だからこそ彼女はいい女だと、俺は再確認したのだ。




　ともあれ、ひと悶着あったがようやく俺たちはベリトに入ることができた。

　すでに日は沈みかけており、早々に宿をとらねばなるまい。

　そこで依頼主であるテムルが、声を上げる。

「お疲れさまでした。私はそこの門前宿に泊まる予定です。逗とう留りゆう期間は五日間。それからストラールに戻ることになります。皆さんは五日後に再びここに集合してください」

「わかりました。その間の行動の制限などはありますか？」

「行動の制限とは？」

「つまり、短期の依頼を受けることができるかということですが」

　五日も滞在するのなら、何か仕事を受けることもあるかもしれない。

　なのでそれだけは確認しておく。

「そうですね。そこまで行動を縛る気はありませんので、期限に遅れない範囲でご自由になさってくださって結構です」

「はい、ありがとうございます」

　一応往復が俺たちの護衛期間なので、合間にこういう期間ができるのは、ありがたかった。

　そこでテムルは一礼して、門前宿の方に向かっていった。

　マークたちも俺たちに手を上げた後、テムルの後についていった。

　これは彼らがあまり資金に余裕が無いので、安い門前宿に泊まるために同じ方向に向かっているに過ぎない。

「さて、わたしたちはどうしよっか？」

　俺は努めて明るい声を上げて、仲間たちを振り返る。

　そこには口を尖とがらせたまま不機嫌を隠そうとしないミシェルちゃんと、珍しくこめかみに青筋を浮かべたフィニアがいた。

　フィニアも特に口を挟むようなことはしなかったが、あの門番がかなり不快だったようだ。

　そして拳を固く握ったまま身を震わせているクラウドの姿もあった。

　ラウムでは冒険者として認められていた。

　ストラールでも、彼はそれほど疎外されてはいなかった。

　だがここでは違う。いや、ラウムやストラールが異常だっただけだ。

　この世界は、半魔人に厳しい。

「はぁ。もう、しかたないなぁ」

　言葉もなくその場に立ち尽くすクラウドの腕を、身体からだ全体で取って通りへ誘いざなう。

　俺たちの宿泊場所は、少し高めの宿にする予定だ。

　これはクラウドが半魔人のため、安宿では余計なトラブルに巻き込まれる可能性が高いからである。

「ちょ、なんだよ！　くっつくな、当たってるって！」

　身体全体で腕を取る、いうなれば腕に抱き着いている状況である。

　もちろん俺の胸部などは、クラウドの肘辺りに当たっている状態である。今回ばかりは、これは意図してやったことだ。

「たまにはいいよ、サービスしてやる」

「よくねーよ！」

「よく我慢したね」

　俺に腕を引っ張られ、頭を下げたクラウドを、俺は優しく撫なでてやる。

　あの場面、俺はクラウドが暴れ出し、取り押さえる場面まで想定していた。

　だがこいつは最後まで耐えきった。それは称賛されてもいいはずだ。

　クラウドはそこで暴れるのを止やめ、何も言わず震えていた。

「泣いてもいいとは言わないけどね」

「…………おぅ」

　ただ黙って身体を震わせるクラウドに、ミシェルちゃんも抱き着いてきた。

「もう、ニコルちゃんだけずるーい」

「わたしはむしろ、ミシェルちゃんがあれほど怒るとは思わなかったよ」

「だって、ひどいんだもん、あの人！」

　ぷぅっと頬ほおを膨らませるミシェルちゃんだが、彼女があれほど怒ったところを、俺は初めて見た。

　その冷たい殺意は俺ですら背筋が寒くなったほどだ。今後は彼女にも忠告が必要になるだろう。

　それよりも、背が伸びたクラウドの腕を挟み込むミシェルちゃんの谷間に、俺は胸囲の格差を感じていた。

　また増えてないだろうな？　そうなったらまた師匠を呼び出してサイズ合わせしてもらう必要がある。

　彼女の胸甲は魔竜ファーブニルの皮を使用した特別製のため、調整をそこらの鍛冶屋に出せなくなってしまっている。

　それはまあ、彼女の安全のためなので、目を瞑つぶるしかない。

　両腕を俺とミシェルちゃんに抱き着かれたクラウドは、言葉もなく硬直していた。

　その純情さは子供の頃を思い出し、少し可愛かわいらしく見える。

　美少女二人を両手に侍はべらせた半魔人の少年に、通りを行き交う街の人が物珍し気な視線を飛ばしていた。

　俺もミシェルちゃんも人目を引く風貌な上、クラウドが半魔人なので余計に目立つ。

　ここらでご褒美を切り上げようと思ったところで、ぽたりと何かが地面に落ちた。

「ん、もう……泣くなって言ったの──あれ？」

　最初、俺はクラウドがこらえきれず涙を流して、それが地面に落ちたのかと思っていた。

　しかし、地面に落ちた水滴は赤かった。しかも水滴は鼻から流れ出ていた。

「うわ、クラウド、鼻血!?」

「し、しかちゃないひゃろぅ！」

「顔を振るな、鼻血が飛び散る！」

　バッとクラウドから手を放し、距離を取る。反対側を見るとミシェルちゃんはすでに飛とび退のき、フィニアの背後に隠れていた。

　おのれ、素早い。

「ニコル、なおひてくれよ」

「やだ。なにが悲しくて野郎の鼻血を癒いやさねばならんのだ」

　自分が切っ掛けとはいえ、興奮した男の鼻血を治すために使われる治癒魔法とか、かつてないほど情けない使い方である。

　キャイキャイとフィニアを軸にクルクル逃げ回って騒いでいると、フィニアもくすくすと笑いだしていた。

　どうやらクラウドは、根っからのお笑い体質らしい。

「ほら、早く行かないと宿が閉まってしまいますよ。逗留先は決めているんですか？」

「うん、コルティナとテムルさんに聞いておいた。そこだと半魔人でも差別せずに泊めてくれるって」

「なんか悪いな。俺のせいで」

「むしろこういう経験をするために来たんだから、気にしない」

「ニコルちゃんはよく我慢できたよね。わたしは知っていても我慢できなかったもん」

「むしろわたしは、ミシェルちゃんがそこまで怒るのを初めて見たよ。すっごい怖かった。今度から怒らせないようにしないと」

「えー、ひどいよぉ！」

　まだまだ仕草に子供っぽさの残るミシェルちゃん。それを俺がからかうことで、空気は変わっていた。

　それを見て、コルティナがパンと手を打ち、行動を切り替えさせる。

「ほらほら、早く行くわよ。部屋だけじゃなくてご飯も無くなるかもしれない」

「えっ、それはやだ！」

　コルティナの言葉にミシェルちゃんは血相を変えた。

　彼女はやはり、怒っているよりこうしてご飯一つにコロコロ表情を変える姿の方がいい。

　つくづく、そう思ったのである。




　俺たちはテムルと別れた後、前もって聞いておいた宿に向かった。

　この街では半魔人差別が激しいため、そこいらの宿ではクラウドの安全が確保できない可能性がある。

　例えば宿の人間がクラウドの荷物を盗み、それを役人に届け出ても相手にされないという事態だって考えられた。

　奪われるのが荷物だけならともかく、命までと考える輩やからもいるかもしれない。

　そのため、多少値が張っても信用できる宿を選ぶ必要があった。

「あの……なんか、悪いな。俺のために」

「なに言ってるんだい、おとっつぁん」

「ごめん、ミシェルが何言ってるのかわからない」

「まあ、ミシェルちゃんの冗談は置いとくとして」

「ニコルちゃん、ひどーい」

「置いとくとして！　わたしたちの身の安全もあるから、気にすることはないよ」

　プッと頬を膨らませるミシェルちゃんをスルーしつつ、俺は肩を竦すくめてみせた。

　何のことだ？　という顔のクラウドに、顎で周囲の視線に注目するように示す。

　そこでクラウドは、ようやく気付いたかのように素早く目を走らせた。

　待ちゆく人々の視線が、俺たち……いや、俺に集中していた。

　長い銀髪とメリハリのある体型。色違いの赤あか碧あおの瞳。

　何よりその容貌は、この国で聖女と崇あがめられていたマリアそっくり。

　しかも動きやすいように身体にぴったりとフィットした服に鎧よろい。短いスカートと素足を包むニーソックス。

　コルティナの手前、手甲ガントレツトはつけていないが、無骨なブーツを履いている。

　それが華きや奢しやな身体とミスマッチした妖しい雰囲気を醸し出し、独特の魅力を発揮している……と俺は思っている。

　そして、その考えは間違いではないと、周囲の視線が証明していた。

「ニコルちゃんはマリアそっくりに育ったから、この街の住民なら注目して当然よね」

「まさか、ここまでそっくりに育つとは思わなかったわねぇ」

　コルティナとトリシア女医も俺たちについてきていた。

　だが今回の冒険は、俺たちが主役という意識があるのか、あまり口出しはしてこない。

　敵の索敵や伏兵に関して、助言をするくらいである。

　ストークドッグの一件は、まあ……緊急事態というところだろう。

「ラウムやストラールでは街の人も慣れてたけど、この街はそうじゃない。それに……言っちゃなんだけど、わたしたちはみんな、人買いに売ったらすごい額が付きそうだしね」

　俺やフィニアならその外見で、ミシェルちゃんはその能力も相まって。

　この街でも奴隷は禁止されてはいるが、街の外で売買している連中は多い。そういった輩に捕まったら、大金を積んででも欲しがる連中がいるだろう。

「そりゃ間違いないや。おかげで俺がどれだけ苦労してるか」

「わたしだけじゃなく、ミシェルちゃんやフィニアまで囲ってるんだから、さもありなん」

「囲ってるとか人聞きの悪いことを言うな!?」

　クラウドが無駄に大きな声で反論した影響か、こちらに注視していた人たちの気配がざわりと動く。

　子供がこっちを指さしてる気もしないでもない。

　その不穏な気配を察して、クラウドは足早に先を急ぎだした。

「ほ、ほら、余計なことを言ってないで先急ごうぜ」

「クラウドくんも言うようになったわねぇ。自分で言い出しておいて、いまさら」

「放っておいてください！」

　コルティナの茶々に、頭を抱えて悶もだえるクラウド。そんな与太話を続けているうちに、目的の宿が見えてきた。




　大通りに面した宿で、価格が高めなだけに外装は小こ綺ぎ麗れいに整えられていた。

　この三年、保護者の元を離れて冒険を続けているので、こういう宿のチェックインも慣れたものである。

　カウンターに向かい、丁寧に挨拶してくる受付に五日間の逗とう留りゆうを要求した。

　この期間は確定なので前金で代金を支払い、金払いの良さをアピールしておいた。

　受付もクラウドと美少女揃ぞろいの俺たちを見て、高めの宿に泊まる理由を察したのか、にこやかに応対してくれた。

　いつものように、俺とクラウドが一人部屋、ミシェルちゃんとフィニアは相部屋で取る。

　コルティナとトリシア女医は同室になってもらった。彼女たちは今回同行者ということで、俺たちとは少し距離を取っている。

　これは俺たちの冒険という意識があるからだろう。

　女性陣の中で俺だけが個室なのは、男女比の問題や、俺の秘密の多さの影響だから仕方ない。

　食事も一番広い二人部屋のミシェルちゃんたちの部屋に運んでもらい、そこで皆で食べることにする。

　これはいくら客層を選んだ宿とはいえ、一般に開放されている食堂ではトラブルに巻き込まれる可能性があるからだ。

　半魔人差別の激しいこの地域では、クラウドはあまり表立って動かない方がいいだろう。

　これは前世でも経験した事実である。

「で、これから五日後に出発予定だけど、それまでどうする？」

　クラウドに外の世界における半魔人のきつい視線を経験させるという、第一目標はすでに達成している。

　正直、彼にこれ以上ハードな思いを経験させて、心が折れてしまうのも困るから、あまり出歩くのも気が進まないところである。

　およそ一か月に及ぶ長旅も経験したため、ここで五日間ゆっくりと引き籠るのも、別に悪くないと思う。

「せっかくだから観光はしてみたいかな？」

「あ、わたしもー」

「そういえば、コルティナ様はどうなさるのでしょう？」

「今夜はトリシア先生と一緒に呑のみに行ってる。今回はあくまでアドバイザーの立場を貫くみたい？」

　何しについてきたんだと思わなくもないが、彼女のおかげで、クラウドが街に入る時のトラブルが収まったのは事実だ。

　ストークドッグに追われた時も、なんだかんだで彼女が指揮を執り、事なきを得ている。

　やはり彼女はとても頼りになる仲間なのだ。

「門番にあれだけ叩たたかれたのに、まだ出歩くつもり？　意外と打たれ強いんだね」

「まあ、前もって知らされていたからな。むしろミシェルの方がキレそうになってて怖かった」

「ぐぬぅ、わたしだって怒る時は怒るんだよ？」

　あの時のことを思い出したのか、ミシェルちゃんの右手が背負った白銀の大弓サードアイのケースを撫なでている。

　俺たちの装備はすべて風神ハスタールの手が入っているため、あまり人目につきたくはない。

　クラウドの盾も、フィニアの手甲も、ミシェルちゃんの胸甲も、そこらで手に入るものではない。

　外を出歩いて、質たちの悪い輩に目を付けられても困る。かといって無装備で出歩くのはさらに怖い。

「ふむ……じゃあ、外出する時は常に誰かと一緒にいること。特にクラウドとミシェルちゃん」

「おう」

「えー、なんでわたし？」

「ミシェルちゃんが意外と短気だってわかったから」

「納得できなぁい！」

　両手を振り上げて抗議するミシェルちゃんだが、彼女は子供っぽさを多分に残すがゆえに、血気盛んでもある。

　コルティナやトリシア女医もいることだし、誰かと一緒に出歩くのに不自由はあるまい。

「それから暗がりや人気のない場所は避けること。勝手に迷宮に入らないこと」

　この街のシンボルである世界樹の内部には、巨大な迷宮が存在している。

　俺たちは冒険者の格好をしているだけに、誰かに誘われるということはあるかもしれない。

　そういう時はできるだけ相談してほしい。勝手に誰かと組んで、迷宮に入るなんて事態は避けたいので、こう注意しておいた。

　その後も細々と皆に注意を与え、その日は解散となった。




　深夜。コルティナもミシェルちゃんたちも寝静まった後、俺はこっそりと宿を抜け出していた。

　別に、何か用があって出たわけではない。ただ、この新しい街で自分が寝泊まりする周辺を調べたいと思っただけだ。

　それも、冒険者ニコルとしての視点ではなく、暗殺者レイドとしての視点で。

　隠おん密みつのギフトを使用して宿の屋根の上に登る。

　すでに街中の明かりはほとんどが落ちており、ベリトの街は闇に沈んで──

「ん？」

　真っ暗な街中で一か所だけ、明かりのついている家があった。

　宿からそれほど離れていない路地裏。上から見た限りでは、それほど目立った造りはしていない、地味な家。

　しかし、窓から漏れ出る明かりから何かの看板が出ていることは見て取れた。

「こんな時間に開いてる店だと──？」

　夜はすでに深まっている。日付も変わってしばらくたっており、この時間に開いてる店は皆無といっていい。

　だというのに、その店だけは、まだ明かりが漏れていた。

　こんな時間に営業しているということに、俺は不審な何かを覚えていた。

「何より、宿のそばってのが少し怖いか」

　このベリトの街において、半魔人はそこらの野良犬と同列に並べられるほどに、権利がない。

　宿の中にいるうちは安全だろうが、宿を出た途端、不審な連中に絡まれるのは避けたい。

　ましてやこんな時間に開いている不審な店の存在は見過ごせない。

「少し、様子を見に行ってみるか」

　クラウドのことで、俺も少し過敏になっているのかもしれない。

　だからと言って、見過ごすのも怠慢かもしれないので、下調べはしておこう。

　糸を使って屋根から飛び降り、人のいない街路を風のように駆け抜けた。

　大通りを外れ、路地裏に飛び込み、記憶にある店へ向かう。

　いくつかの街路を曲がり、大通りからの死角になる位置にその店は存在した。

　窓明かりに照らされた看板には、道具屋を示す意匠が刻まれている。ただしその構造が異常だった。

　屋根は世界樹の根が覆いかぶさっており、まるで地面と根の隙間に押し込まれたような形で存在していた。

「こんな場所でこんな時間に……道具屋？」

　窓は民家でよく使われている落とし窓ではなく、ガラスを嵌はめ込んだ高級なものだ。

　こんな裏通りに構える店としては、実にふさわしくない。

　だが今の俺にとってはありがたい限りだ。街路から中を覗のぞくのに、これほど便利な窓はない。

　そっと中を覗き込むと、中は明かりに照らされた普通の道具屋の光景が広がっていた。

　いや、普通というのはふさわしくない。

　商品棚に並ぶ品々は、俺が見たこともないような道具ばかりだったのだ。

　もちろん普通の一般的な道具屋に置いてある商品だってある。

　それに売り物だけではない。店内を照らす明かりも通常の石に光明ライトの魔法をかけた照明ではなく、白い、ガラス製の何かだった。

「なんだ、あれ」

　見たところ、店内に店員の姿はない。不用心なこと、この上ない。

　しかし、その店内を見て、俺は一息吐つく思いだった。

「とりあえず、怪しい店ではなさそうだな。いや充分怪しい店ではあるが……」

　とにかく、見たことない道具というのは、好奇心をくすぐられる。

　ましてやこんな時間に営業しているという点でも、興味は湧く。

　俺は恐る恐るという風情で静かにドアを開け、首だけで店内を窺うかがった。

　そこに甲高い、子供と勘違いしそうなほど幼さの残る声が掛けられた。

「いらっしゃーい、お客さんですか？　いやもう、三週間振りですよ。歓迎してやろう、盛大にな！」

　店の奥から俺に似た銀の髪をした少女が姿を現す。

　その口調といい、声といい、姿といい、俺には覚えのあるモノばかりだった。

「お、おまえ──!?」

「おや？」

　パタパタと奥から現れた、エプロンを付けた少女は──破戒神ユーリその人だった。

「なぜこんなところにいる！」

「いや、だって……ここ、わたしの店ですもん？」

　俺の詰問に首を傾かしげる白いの。その言葉に俺は目の前が真っ白になった。

　神が……店？

「ほら、今あなたのお仲間が使っている振動短剣。あれってこの店で売った品が流れに流れて、あなたの元に辿り着いたものですよ？」

「そういやそんな感じのことを言ってたっけ？」

　確か温泉旅行に行った時だったか。あの時アイテムショップを営んでいることや、短剣を含む道具が俺の元に向かったという話を、この神から聞いた記憶がある。

　しかしなぜ、こんな時間に営業しているのか……そこが謎である。

「なんでこんな時間にやってんだ？」

　俺は頭に思い浮かんだ疑問を、そのままぶつけてみる。

　しかし破戒神はその言葉を受け、不満そうに唇を尖とがらせた。

「質問に答えるのはやぶさかではないですが、その口調はいけませんねぇ」

「中身が男だからいいんだよ」

「いい加減諦めて堕おちちゃいません？」

「堕ちるってなんだよ！」

　不穏なことを口にする破戒神に、ひとまずツッコミを入れておいて、答えを待つ。

　俺の苛いら立だちを感じ取ったのか、破戒神もおとなしく返事をしてきた。

「わたしは昼間は出歩いてますからね。店番は夜行性なので、この時間でも開いてるんです。むしろこの時間しか開いてません」

「人雇ってるのか。ひょっとして師匠……じゃなくてハスタールか？」

「まさか。旦那は引退して趣味の世界に没頭してるので、邪魔はしませんよ」

　まあ、確かにハスタール神は趣味の魔道具製造を満喫してるみたいだが、それはそれで寂しい話だ。

　しかし、違うとなると別の人を雇っているということになるのだが……この神に付き合えるとなると、かなりの大物と言わざるを得ない。

「その店番はどこにいるんだ？」

「今ですか？　一応食事休憩ということにしてますよ。休憩を入れずに働かせるほど、わたしは鬼畜じゃありませんので」

「世界樹ごと吹っ飛ばすのも、充分鬼畜だと思うんだけどね」

　新たな声は俺の背後から聞こえてきた。

　店内に入って数歩。その俺の背後には扉があったはずだ。

　扉にはドアベルが掛けられていたから、開けばベルの音が聞こえたはず。その音もなく店内に侵入してきた存在に、俺は戦慄を隠せなかった。

「あ、おかえりなさい、バーさん」

「その呼び名、やめない？」

「めんどくさいので、ヤです」

　俺は相手を刺激しないように、ゆっくりと一歩踏み出しつつ振り返る。

　一歩踏み出したのは、少しでも相手から距離を取りたかったからだ。それくらい、背後に現れた存在に脅威を感じていた。

　振り返った先にいたのは、十歳をいくつか過ぎたくらいの育ちの良さそうな少年だった。

　脅威を感じさせるような点はかけらもない。だが対面しただけでわかる。こいつはバケモノだ。

「いつのまに──」

「ああ、気にしないで。僕も破戒神の知り合いって言えば、大体わかるでしょ？」

「普通の人じゃないってわけだ……」

　その質問には答えず、意味深な笑いを浮かべるばかりの少年。俺の問いに答えるつもりはないようだ。

　だがここで破戒神に会えたのは、僥ぎよう倖こうとも言える。彼女がこの街に根を張っているならば、例のニードルビートルについても何か知っているかもしれない。

　後の情報では、あれがクファルの仕業であることが判明していたが、あれも一応魔神の一種。しかもこの世界樹の迷宮に生息しているモンスターである。

　もしクファルが何らかの方法でこの迷宮内からモンスターを引き抜いているのなら、それは妨害しておいた方がいいはずだ。

「そうだ、北部の森でニードルビートルが出現したんだが、心当たりはないか？」

「……北部の森で、ですか？」

「ああ。あれってこの迷宮の特産品だろ。おかしいと思ってな」

　魔神とはこの世界の外から召喚された存在。

　そしてこの世界樹の中に存在するモンスターの一部も、外の世界から世界樹によって召喚された存在だ。

　つまりこの世界樹の中には、魔神と呼ばれる範はん疇ちゆうに入るモンスターも、多数存在しているということになる。

「特産品ってイヤな言い方ですね。確かに角と皮は装備になりますけど……バーさん、どうです？」

「なんでそいつに聞くんだ？」

「彼はここで迷宮の番人も兼ねてるんですよ。ナイショですけどね」

　口元に指をあてて、内緒という仕草をして見せる破戒神。見かけが美少女だけに、その仕草はかなり絵になる。

　だが俺も、バーさんと呼ばれる少年も、それに惑わされるほど甘くはなかった。

「もちろん、仕事はしっかりしてるよ。僕が知る限り、迷宮からモンスターを持ち出そうとした輩やからはいない。それは保証するよ」

「だ、そうです」

「そうか……じゃあ、完全に別物の事件ってことか」

「そっちに関してはわたしも調べておきます。魔神絡みは、放置できませんので」

「わかった」

　白いのは少しばかり頼りないが、こっちの少年の方は大丈夫だろう。

　わかる者が見れば一目でわかる、強者の気配。六英雄以外にもこんな奴やつがうろついているなんて、世界は本当に広い。

　こんなのが見張っているのなら、実力ある者なら、無理にモンスターを連れ出そうとはしないはずだ。

　俺が懸念しているのは、魔神を使役するクファルが、世界樹から魔神を連れ出すという行為だ。彼がそれを見逃すとは思えない。

「連中、前はラウムで活動していたくせに、今度は北部でなにかしてやがる。はっきり言って活動範囲がべらぼうに広い。この街でも何かやるかもしれないから、一応気を付けておいてくれ」

「がってんしょーち、です」

「了解。君も無む茶ちやはしないようにね？」

　軽い返事を返す破戒神とは違い、真剣な答えを返す少年。初対面なのに、本当に頼りになる。

「じゃ、夜も遅いから、俺はこれで」

「ってか、君も女の子なんだから、夜に出歩くんじゃないよ」

「ほっとけ」

　余計な忠告を飛ばしてくるところを除いて、だが。




　翌日になって、俺たちはそれぞれ別行動することになった。長旅明けということで、この日は休息日に充てたからだ。

　もっとも、単独行動は禁じているので、俺はフィニアと、ミシェルちゃんはクラウドと行動することになっている。

　コルティナ？　奴はトリシア女医と呑のみに行って酒が過ぎたらしく、今日は二日酔いで唸うなっている。何しに来たんだ、本当に……

「なんだか、わたしがいなくなってコルティナがだらしなくなった気がする？」

「ニコル様がいる間は、なんだかんだで気を張っていたみたいでしたから」

　俺の愚痴にフィニアも愛想笑いで応える。

　コルティナはトリシア女医と同室だし、宿の者も気をかけてくれるそうなので、おそらく問題は起きないだろう。

　俺としても、惚ほれた女が二日酔いで悶もだえる姿は、できれば見たくない。嘔おう吐とするシーンとか見たら、それこそトラウマになってしまう。

　男には、見ていい場面と、いけない場面があるのだ。

「それでフィニアはどこか行ってみたい場所とかあるの？」

　今日は俺は街を見てみたいという漠然とした目的しかなかったため、行先はフィニアに任せることにした。

　そして何より、彼女にあの破戒神と接触してほしくないので、それを見張る目的もある。

　実のところ、フィニアには結構きわどい情報を知られているため、あの白いのが余計なことを吹き込みはしないか心配だった。

　それを避けるためには、フィニアをあの破戒神の店に近付けないことが重要だ。

「そうですね、この街では槍やりが使えませんので、代わりの武器を用意したいです」

「あ、そっか」

　言われて俺は気付く。フィニアの武器は破戒神から提供された伸縮する柄と短剣を合わせた特別性である。

　その特殊さは一目でわかる物なので、人目につく場所では使用しづらい。

　今のフィニアは一見すると短剣と軽装の革かわ鎧よろいを身に着けただけの、駆け出し冒険者に見える。

　一緒にいる俺も、軽装にカタナ一本という姿に見られるため、揃そろって武装の、特に防具の弱さが際立っている。

　その上、二人ともかなりの美少女なので──

「よう、姉ちゃんたち。暇だったら俺たちと遊ばねぇ？」

「暇じゃないので出直して。どうぞ」

　自然と、こういう輩に絡まれやすくなる。

　俺は素そつ気け無ない態度でお断りの言葉を投げ返したのだが、声をかけてきた者は全く引く気配を見せなかった。

　俺たちに声をかけてきたのは、三人の若者たち。揃って腰に剣を下げているが、胸元には冒険者を示す冒険者証が吊つるされていない。

　つまり彼らは冒険者ですらないのに、武装している不穏な存在ということになる。

「そんな、つんけんした態度取るなよ。面おも白しれぇ場所知ってるんだぜ？」

「そうそう。それに俺たちってこの辺じゃ結構な顔だしよ。仲良くしておいても損はないぜぇ」

「こう見えても剣の腕はそこらの冒険者よりも上だしな。俺らが本気出したら七階位も夢じゃねーって」

　お決まりのナンパ野郎だった。しかしそれでも聞き逃せない自慢が一つ混じっている。

　七階位も夢じゃない？　現在たった五人しか許されていない英雄の証あかしを、お前らごときが？

　生前は俺も持っていたが、それを得るためにどれほどの死地をくぐってきたと思っている。

「それはすごいね。だけどさすがに七階位は大きく出過ぎじゃない？」

「マジマジ！　俺たちなら余裕で行けるって！　な？」

「おう、邪竜とか余裕で倒せるって。六英雄とかいっても、あんなのに六人がかりとかヘタレすぎんだろ」

「俺らなら三人で充分だよな」

　勢い込んでそんなことを捲まくし立てる三人。それを聞いて俺は頭の奥で何かがプチリと弾はじけるのを自覚した。

　俺だけならともかく、ライエルやガドルスを甘く見るのは許せない。

　あいつらの力は紛まごうかた無き超一流。冒険者証すら持っていないゴロツキ風情に、こき下ろされるほど甘くない。

「そこまで言うんだったら、実力を見せてもらえるかな？　そこに腕試しにちょうどいい迷宮もあることだし？」

「ちょ、ニコル様!?」

　唐突に迷宮に行こうと言いだした俺に、フィニアは驚きの声を上げた。

　それも当然の話で、前日に勝手に迷宮に入るなと注意したのは、俺本人である。

　朝令暮改にもほどがある──が許せない境界という物は存在する。

「わかってる。一人で迷宮に入るなってことでしょ？　でも転移テレポートの魔法があるし、行って帰るだけなら、すぐだから」

「ですが……」

「この人たちも一緒だし、一人ってわけじゃないよね」

「それは言い訳です！」

「じゃあ、僕が一緒に行ってあげるよ」

　そこに唐突に割り込んできた声がある。この声は昨夜、聞いた覚えがあった。

　振り返ると、やはりいつの間にか背後に立つ少年が一人。

　ジワリと毛穴が開くような戦慄は、相変わらずだ。俺だけでなく、フィニアもそれを察知したのか、その顔に警戒の色を浮かべている。

「おはよう。仕事はいいの？」

「朝はやってないんだよ。それに店主が起きてこないのに、使用人の僕だけで店を開くわけにはいかないだろう？」

「ニコル様、お知り合いですか？」

「知り合いというか、知り合いの知り合いっていうのかな？　それって知り合いでいいのかな？」

「あんだぁ、こいつ？」

　首を傾かしげる俺にくすくすと含み笑いを浮かべる少年。その態度が気に入らなかったのか、いきなり割り込んできた少年にいきり立つ若者たち。

　だが少年はまったく怯ひるまず、どこ吹く風で自己紹介を始めた。

「やあ。僕の名前はバ……バ……えーっと、不本意だけどバーさんと呼んでくれるかな」

「ああ？　ふざけてんのか、てめぇ！」

　あからさまに偽名とわかる名乗りをされ、青筋を立てて怒り狂う若者たち。

　だがまったくひるむことなく少年──バーさんは指を鳴らす。

　その一瞬で、周囲の風景が一変した。

　じめっと絡みつくような湿った空気。光一つ射ささない闇の中。固く、それでいて弾力も感じさせる足元の床。

　これはかつて一度だけ経験したことがある。世界樹の迷宮の感触だ。

「迷宮の──中？」

「そう。転移魔法を使わせてもらったよ。あ、灯あかりがいるね」

　再び指を鳴らすと、周囲が光に照らし出された。呪文の詠唱も何もなかったけど、おそらくは光明ライトの魔法。

　それだけで、卓越した技量を感じさせる。

　周囲は三十メートル四方はあろうかという広い空間だった。そこに飄ひよう々ひようとしたバーさんの声が響く。

「ここは世界樹の迷宮六百層の守護者の間、守護者は地王アガレス。ワニみたいな巨獣だね。邪竜コルキスに比べれば、数段どころか十段くらい落ちるかな？」

「な、なななな、なんだってぇ！」

「迷宮の中ってマジかよ！　ギルドの許可がないと入れないんじゃ……」

「やべーって、マジやべーって!?」

　平然と解説を始めたバーさんと、狼ろう狽ばいする若者たち。そんな彼らを放置して目の前の空間が歪ゆがみだす。

　おそらくその、アガレスとやらが現れようとしているのだろう。

　巨大な、十メートルを超えるワニの姿が目前に現れる。この大空洞ですら狭く感じるほどの圧迫感。

　それを放置して、バーさんは気軽な声を上げた。

「さ、頑張ってね。僕たちは自慢の腕を見せてもらうから」

「ふ、ふざけん──」

　若者たちが、いわば当然の怒りの声を発するより先に、アガレスの咆ほう哮こうが広間を満たしたのだった。




　目の前に展開される光景を、俺は生温ぬるい気分で眺めていた。

　いや、冗談で済まない光景なのだが死傷者はまだ出ていないし、隣にいる飄々とした少年──バーさんが腹を抱えて大笑いしているから、緊迫感という物が湧いてこない。

　動かない俺と爆笑するバーさんに、フィニアはオロオロと手を彷徨さまよわせ、困った顔をしている。

「あ、あの……いいんですか？」

「あー、いいんじゃない。わたしは別に死んでも気にしないし？」

「僕も、この街の治安が良くなるから、いいと思うけどね！」

「お前、地味にえぐい性格してるよな……」

　顔面を、涙と鼻水と涎よだれとなんだかよくわからない体液でぐしゃぐしゃにしながら、逃げまどう若者たち。

　正直、俺たち六英雄をコケにしてくれたわけだから、ざまぁみろという感情がないわけでもない。

　だがそれ以上に、失禁とか脱だつ糞ぷんとかしながら逃げまどう姿は、あまりにも哀れを誘う。

　それに、アガレスと呼ばれる魔神が、あの程度の連中を仕留め損ねるとは思えない。

　それなのに連中は軽傷は負っても、動けなくなるほどの重傷は負っていなかった。

　つまり、何者かが連中の致命傷を避けるように、何らかの補助を行っているということになる。

　そんな真似まねをする奴やつはこの場には一人しかいない。俺の隣で、目の前の光景を堪能している、この少年だ。

「え、どういうことですか、ニコル様」

「こいつがギリギリんところで致命傷を避ける障壁を掛けてる、多分」

「そんな事が……詠唱とか魔法陣とか、展開してなかったですよね？」

「こいつの知り合いは無詠唱で魔法を使うし、魔法陣をごまかす手段も隠し持ってそうな奴だったから。きっとこいつも同類」

「ご名答。死んでも気にしないけど、やっぱ後味が悪くなるし？」

「なんだ、それは」

　矛盾した感想を述べるバーさん。

　だがあのままでは、いずれ直撃を受けて障壁では耐え切れなくなってしまうのも、時間の問題だ。

「でもあれ、結局どうすんの？　いたぶり回して結局殺す？」

「君も随分容赦ないね。いや、生かして帰すよ。ああいう目に遭わせれば今後、少しは自重を覚えるだろうし」

「あっそ……」

　もう、どうでもいいや、という気分で投げやりに返す。

　そこでバーさんは俺の方を振り返り、悪戯いたずらっぽい顔をしてみせた。

「君、よかったらアレ倒してみない？」

「は、お……わたしが？」

「もちろん、そっちの君が手伝ってもいいよ？」

「ひぇ、わ、私もですか!?」

　俺は元よりフィニアまで巻き込もうという提案をしてくる。

　しかし、俺はともかく、フィニアまで巻き込むような提案に乗るわけにはいかない。

「無理。そもそも武装を持ってきてない」

「その短剣、うちの店で売れたやつだよね？　それに君の主武装は転送機能がついてるって聞いたけど？」

「あの白いの、ぺらぺらと……」

　ハスタール神お手製の手甲ガントレツトの能力が、なぜバーさんにまでと一瞬考えたが、考えてみればハスタールの嫁はあの白いのだった。

　そこから情報が流れていても、おかしくない。

「どっちにしろ、余計な危険に首を突っ込む気はないよ」

　ましてやあれほどの強敵、飛び込みで仕掛ける気には、とてもなれない。

　強敵と力試しすること自体は嫌いじゃないが、今回はフィニアの目もある。全力を出せない状態で無駄に危険を冒すのは、本意ではなかった。

　バーさんは俺が断りを入れると、意外という顔をして見せたが、それでも強制はしなかった。

「そう？　じゃあ僕が仕留めてくるかな。連中もいい勉強になっただろうし」

　まるで買い物にでも行くかのような、緊張感のない声。

　一歩踏み出し腕を一振りすると、逃げまどう三人の姿が、霞かすみのように揺らぎ、そして掻かき消えた。

　アガレスは目の前から唐突に標的が消えたため、戸惑うかのように首を振っていた。

　それは消えた敵を探す動きだったのだろう。しかし周囲にあの三人組の姿はない。代わりに、俺たち三人の姿が目に入ったようだ。

　新たな標的を認め、こちらに迫ってくるアガレス。

　そのワニ特有の巨大な口が大きく広げられ、突出していたバーさんに迫る。

　だが彼は、まるで踊るように軽く横ステップして、その攻撃を躱かわしていた。

　彼の残像を食いちぎるように閉じられた口。俺はそこへ、即座に鋼糸を飛ばしていた。

　ワニの口というのは閉じる力はとんでもなく強いが、開く力は限りなく弱いと聞く。

　鼻の上に人が乗ったら開かなくなるほどだ、とも。

　だから俺は、閉じられた瞬間を狙って糸を飛ばし、その鼻先を縛り上げた。

　これでアガレスの最大の攻撃である咬かみつきは、使えなくなったはずだ。

　もちろん、実際のワニと魔神のワニが違う可能性は否定できないが。

「おおっと。援護感謝するよ」

「まるで必要なさそうだけど、一応ね」

　先ほどのサイドステップ。それだけでも、奴の技量はうかがい知れた。

　敵の攻撃を完璧に見切る回避は大したものだ。おそらく俺たち六英雄に匹敵する実力者と見た。

　一方アガレスも、咬みつきの攻撃を防いだといっても、安心はできない。

　その巨体から繰り出す踏み付けや、尻尾の薙なぎ払いなど、重さや大きさはそれだけで武器になる。

　それらの攻撃をあっさりと躱して懐に潜り込み、拳を叩たたき込むバーさん。

　鋼よりも硬いとすら思わせる鱗うろこを、あっさりとぶち抜いていく。

　アガレスも油断できない強敵のはずなのだが、明らかに役者が違っていた。

　ほどなくバーさんに撲殺されたアガレスが、地に崩れ落ちることとなったのだった。




　地響きを立てて崩れ落ちるアガレスを、フィニアは目を見開いて見つめていた。

　強さでいうと、双剣の魔神には及ばない。それでも充分に強者だと理解できたはず。

　その敵をあっさりと、一方的に、余よ裕ゆう綽しやく々しやくで蹂じゆう躙りんした少年に、驚きよう愕がくを隠せなかったのだろう。

「ウソ、あの敵をたった一人で……」

　実際は俺がちょくちょく手を貸していたんだが、そんなのは奴の実力からすれば誤差の範囲かもしれない。

　しかし、昨夜から奴と顔を合わしている俺は、その圧力の強さは把握していたので、驚くようなことではなかった。

「相手の実力を見抜けないとは、フィニアもまだまだ甘いね」

「う、未熟は理解してるつもりですけど、こう目の当たりにしてしまうと、腰が引けてしまいますね」

　冷や汗を流すフィニアの背中を軽く叩き、俺は視線を倒れたアガレスに向ける。

　本当は肩を叩きたいところだったのだが、まだ俺よりフィニアの方が少し背が高かったのだ。

　視線の先では、バーさんが喜々として牙と爪、鱗を剥はぎ取っていた。

「ん、こんなものかな？　それじゃ帰ろうか」

「なんかもう、やりたい放題だな、お前」

「ここは庭みたいなものだからね」

「そういや、あいつらはどうしたんだ？」

「一足先に街に戻しておいたよ。命に別状はないから安心して」

　そう言うと指をパチンと鳴らす。その一瞬で俺たちは街の広場に転移していた。

　周りを見ると、フィニアの姿もちゃんとあったので、一安心する。

　しかし、そこにバーさんの姿はなかった。転移を仕掛けた本人だけ、移動に失敗するとは思えないので、自分だけ先に帰ったのだろう。

「ここは街……ですね」

「うん、どうやら転移を使ってくれたみたい」

「なんとも、とんでもない人ですね。そういえば本人は？」

「先に帰ったんじゃないかな？　あ、アガレスのお肉とか、ミシェルちゃんのお土産にもらっておけばよかったかも」

「それは喜ばれるのか、怒られるのか、微妙なところですね」

　肉を持って帰ったことを喜ばれるか、それとも勝手に迷宮に入ったことを怒られるか、そうフィニアは言っているのだろう。

　俺は微妙な気持ちで肩を竦めるだけにとどめておいた。

　そんな俺たちの目の前に、結構な数の人だかりができていた。

　転移してきた俺たちを不審に思って……ではなく、全員が背中を見せて集まっているところを見ると、その向こうに何かあるらしい。

「なんだろ？」

「さあ？」

　二人で人込みをかき分け、事の原因を目にしようとする。

　俺もフィニアも、平均より少しばかり背が低いため、一番前に出ないと何があるのか理解できない。

　そうやって苦労しつつ、人の壁を抜けると、そこには三人の若者が地面にへたり込んでいた。

　いうまでもなく、それは俺たちをナンパしようとしたあいつらだ。

　ぐしゃぐしゃに汚れた顔に糞ふん尿にようで濡ぬれた下半身。全身浅い傷で血まみれで、呆ほうけた顔のまま身じろぎ一つしていない。

　その心は完全に崩壊しており、自分たちがどんな状況でどれほど注目されているか、理解しているようには見えなかった。

「そういえば、命に別状はないとは言っていたけど、他には何の保証もしていなかったな」

「これは……ある意味死んだも同然ですよ？」

　死の恐怖を何度も味わわされ、この醜態を衆目に晒さらされてしまっては、社会的にも精神的にも死んだも同然である。

　フィニアが戦慄したのも、無理はない。

「ま、もうわたしたちには関係のない人たちだから、気にしないようにしよう」

「それでいいんでしょうか？」

「いいのいいの。六英雄を馬鹿にした人たちだよ？」

「そうですね、いい気味です」

　俺の言葉にポンと手を打ち、ニヤリと珍しく黒い笑みを浮かべるフィニア。

　日頃朗らかな彼女しか見ていないだけに、自分で振っておいて俺は少し引いてしまった。今後、彼女は怒らせないようにしよう。

「それより、フィニアは武器を買いに行くんだったでしょ？　余計な茶々が入っちゃったけど、お昼になる前に早く買って来よう」

「そうですね」

　プイっと振り返ってきた道を戻り出す。

　その切り替えの良さは、かつての彼女には見られなかったモノだ。少々コルティナやマリアに影響を受けすぎているのかもしれない。

　どこか影のある雰囲気だった彼女から脱却しつつあるのは、歓迎すべきことだろう。

「ちなみにフィニアはどれくらいの長さが使いやすいの？　いつもは二メートルくらいの長なが槍やりにして使ってるみたいだけど」

「やはりそれくらいが、後ろから攻撃するには使いやすいんです。でもあの装備だから使える長さで、実際の長槍だと、少し重いかもしれません」

「あー、あの槍、柄が伸びても重さ変わらないからね」

　破戒神より授かった変形フオームシフトの込められた柄は、どれだけ伸ばしても重さが変わらない。

　おかげで非力な頃から非常に使い勝手がよく、愛用させてもらっていた。

　エルフのフィニアにとってもやはり重さというのはネックになってくる。元々非力な種族だけに、重い装備が持てないという難点を抱えていた。

　この槍はそれを補うのに非常に都合がいい存在だった。

「そっか。かといって軽い長槍となると、耐久性に問題が出るかもね」

「そうなんですよ。だから直接目にして、手に持ってみないと」

「相性っていうのもあるからね」

　これは同じ素材の同じ武器でも、手になじむ感覚が微妙に違ったりする。それを確認するため、実際に店で手にして振ってみる戦士は多い。

　そんな他た愛あいのない話をしながら武器屋を目指して街角を曲がったとき、俺の目に不穏な光景が飛び込んできた。

　いや、一見してそれは不穏な光景ではない。

　二人の少年が街角で話をしているだけの、ありふれた光景。しかしその相手が問題だ。

「──あれは！」

「クラウドくん？」

　そう、街角に立って話をしていたのはクラウドだった。そしてその相手は……俺にとって、いや、フィニアにとっても因縁の相手であるクファルだったのだ。




　表通りから外れた場所で、クラウドとクファルが立ち話をしていた。

　一緒にいるはずのミシェルちゃんの姿は見当たらない。一瞬俺は、クファルがミシェルちゃんを人質にとったのかと疑い、姿を現すのをためらった。

　もしそうなら、下手に動くと彼女の命が危ない。

　一緒にいるフィニアに静かにするように合図を出し、二人の会話に耳をそばだてる。

「君もこの街に来て苦労しただろ？」

「そりゃ、まあなぁ」

「僕はそんな半魔人たちのサポートを行っているんだ。仲間もいるし、一度顔を出してみないか？」

「そうはいっても、どうせ俺はすぐに街を出るし」

「それは残念だ。せっかくこの街で同胞に出会えたと思ったのに」

　馴なれ馴れしい態度で話しかけ、断られて肩を竦めているクファル。

　その頭は今日は表に晒されている。つまり半魔人である証あかしの小さな角を衆目に晒していた。もっとも奴やつの場合は擬態なので、その角も作りものだ。

　もちろん、そんな真似まねをすれば、この街ではトラブルになることは請け合いだ。

　しかし人目のないこの通りでは、クラウドの信頼を得るのに一役買っているらしい。

「もし僕を警戒しているのなら、誰か仲間を連れてきてもいいんだけどね？」

「いや、本当にすぐに出立するんだ。だからそういう誘いは断らせてもらう。君たちの主張もわかるけどね」

「そうか、わかってくれるかい！　実は近々ちょっとした集会があって──」

　嬉しそうに無邪気な笑みを浮かべるクファル。

　どうやらクラウドを仲間にしようとスカウトしている場面だったようだ。だとすれば、ミシェルちゃんに害が及んでいるということはあるまい。

　本当なら、このままクファルにとどめを刺しに行ってもいい場面だが、俺にとってもフィニアやクラウドの視線がある。

　もしクファルと戦闘になり、俺の正体を悟ってそれを口走られたりしたら、非常に困ったことになってしまう。

　ここは非常に無念だが、奴を追い払うにとどめた方がいい。運がいいのか悪いのか、この姿でも奴と顔見知りだ。

「クラウド、そいつとお知り合い？」

「あ、ニコル、フィニアさん。いや、初対面だよ」

「君は!?」

　俺を見て、驚愕するクファル。だが正体を知る今では、その顔が作り物であることがわかる。

　口の端などに、不自然なしわの寄り方が見て取れる。

「クファルも知り合いなのか？　ああ、こちらはニコルとフィニアさん。ニコルは俺の戦闘の師匠でもあるんだぜ」

「へ、へぇ……見かけは可か憐れんなのに、すごいね。そうだよ、前にちょっとね」

　あの時は変装してコルティナに近付こうとして、俺に妨害されていた。奴もそのことは覚えている。俺もあからさまに『さっさと消えねば斬る』という態度を見せており、腰のカタナの柄つかに手を置いていた。

　互いに牽けん制せいし合い、クファルも勧誘はここまでと判断して、わずかながら距離を取る。

　そんな俺たちを、クラウドは奇妙な視線で眺めていた。しかし、ことさら近づくような真似もしていない。

　クファルは俺を渋い表情で見つめており、その眼めの奥にあからさまに『邪魔しやがって』という意思を感じ取れた。

　とりあえずはこれでクラウドは安心だろう。俺と一緒にいるということは、これ以上付きまとえば、六英雄が出てくるという、奴にとって最悪の事態を導き出す結果になると察したはず。そして俺は、もう一つ確認しなければならないことがあった。

「クラウド、ミシェルちゃんは？」

「ああ、いま小便に行ってる」

「クラウドくん……」

　デリカシーの欠片かけらもないクラウドの発言に、フィニアは物言いたげな目を向けた。

　確かにミシェルちゃんも年頃だから、そういう直截的ダイレクトな物言いには気を付ける必要がある。

　しかし俺としては彼女の無事が確認できただけで、胸を撫で下ろす思いだった。いや、むしろ別動隊を疑った方がいいか？

「どこかわかるかな？」

「なんだ、ニコルも小便か？」

「クラウド、コロス？」

「な、なんだよ!?　そこの店で借りてるけど……」

「そ、ありがとね。フィニアとクラウドは、宿に戻っててくれるとありがたいな」

　俺がそう諭すと、クラウドは反論しようとしていた。だがそれよりも先に、クファルの方が口を開いた。

「そうか、君は彼女の関係者だったのか。残念だ、勧誘は諦めることにするよ」

「それが賢明だ」

「じゃ、僕はこれで。追ってこないでね？」

「そっちこそ」

　クファルがゆっくりと後ろ歩きで距離を取り、それから振り返って街角へ消える。

　それを見届けてから、俺はミシェルちゃんの無事を確認するため、教えられた店に駆け込んでいった。

　クラウドのことも心配だったが、フィニアを置いてきたのでクファルも無む茶ちやな真似はしないだろう。

　ああ見えてクラウドもフィニアも、冒険者としては一流と呼べる力量を持っている。二人をまとめて相手にするのは、奴だって難しいはずだ。

「なんだ、やっぱり小便じゃないか。あんなに急いで行くってことはかなり限界だったんだな」

「クラウドくん……」

　背後から聞こえてきたクラウドの声に、俺はあとで奴をシバくことを決意したのだった。

　フィニアにすらあそこまで哀れな声を掛けられるって、とんでもなく重症だぞ？




　クラウドが示した店は、冒険に使うアイテムをちょっとしたアクセサリーにして売っている、魔法道具屋だった。

　この街は、冒険者が多く集まるため、そういった道具屋も数が多い。そういう意味では、あの白い神の店も同じようなものだ。

「いらっしゃいませ」

「すみません、ちょっとトイレ貸してください」

「え、あの……」

　店を利用するわけではないのにトイレを貸せという俺に、店員は渋い顔を見せる。

　だが俺が無言で銀貨を三枚カウンターに載せると、朗らかな顔で『あちらです』と案内してくれた。大した金額ではないが、ちょっとした労働程度の報酬にはなる額である。

　態度を翻した店員は現金といえないこともないが、俺としてはミシェルちゃんの安否を確認する方が重要だ。

　トイレに向かうとちょうどミシェルちゃんが出てきたところだった。

「あれ、ニコルちゃん、どうしたの？」

「え、うん。ちょっとね」

　まさかトイレが遅いから気になったとか言えない。クファルについて話すこともできないので、濁した反応を返しておく。

　どうやら別動隊に襲われていた、ということもなさそうで、安心した。

「そうだ、これ見てこれ」

「え、なに？」

「なんでも監視サベイランスの魔法がこもったネックレスなんだって。クラウドくんが買ってくれたんだ」

「へぇ、よかったね」

　女の子にアクセサリーを贈るとはクラウドにしては上出来ではないか。込めた魔法が少々無粋ではあるが。

　嬉しそうに首にかけるミシェルちゃんを、俺は眩まぶしそうに見ていた。

「そうだ、早くクラウドのところに戻らないと、あいつってば変なキャッチセールスに引っかかってたよ？」

「えー、こんな短時間にぃ？　もう、仕方ないんだから！」

　あきれた声を上げつつ店を出ていくミシェルちゃんを見送って、俺は大きく息を吐きだしたのだった。




　俺がクラウドのところに戻ると、ミシェルちゃんがクラウドに説教しているところだった。

　クファルが戻ってくるということもなかったようで、とりあえず安全は確保できたと思っていいか？

　奴も怪しい組織を運営してるだけあって、あまり怪しまれるような真似はしたくないのだろう。

「あ、お帰りなさい、ニコル様。早かったですね」

「うん、さっきの人は？」

「え、ニコル様が追い払ったじゃないですか？」

「いや、戻ってこなかったかと思ってね」

「そうですね、少しお待ちください」

　フィニアはそう言うと懐から小さな雀すずめの形をした使い魔フアミリアを取り出し、放つ。

　街路の上に舞い上がり、先ほどクファルが消えた方角に飛ばす。

「いました、あちらの方角に歩いてますね。南の地区に向かっているのでしょうか」

　通りの反対側を指さすフィニア。クファルもさすがに人目の多い表通りは避けたようだ。

　しかし俺も奴を野放しにするつもりはない。

「ありがと、ちょっと行ってくる。フィニアはクラウドたちと宿に戻ってて」

「え、ちょ……」

「使い魔も戻して、はやく！」

　珍しく俺に怒鳴られ、フィニアは目を白黒させながら使い魔を呼び戻す。これが監視していては、俺も全力を出せなくなってしまう。

　奴を見つけ出し、殺害する。それだけなら大した時間はかからない。

　スライムというのは物理的な攻撃に強い耐性を持つが、核となる球体を体内に抱えていて、そこを攻撃すればすぐに倒すことができる。

　マクスウェルの話では、奴は希少種だそうだが、その弱点は他のスライム類と変わらないはず。

　俺を呼び止めようとするフィニアを振り切り、小道の角を曲がっていく。

　滅めつ多たにない俺の怒りの声を聴いたせいか、三人とも俺を追ってくるような真似はしなかった。

　しかし角を曲がっても、奴の姿を捉えることはできなかった。奴は元々、隠おん密みつ性に優れたスライムやブロブの性質も持っている。

　一度目を離してしまうと、再度追跡するのは難しい。

「……チッ」

　短く舌打ちし、諦めてクラウドの元に戻ろうと振り返った。

　そこへクファルの声が降りかかってきた。

「僕に何か用かな？」

「──っ!?」

　とっさに声のした方に振り向きつつ腰を落とし、腰のカタナに手を添える。

　そんな俺を見て、クファルは怪け訝げんな声を上げた。

「おおっと。今は危害を加える気はないよ？　むしろ、どうしてそんなに警戒しているのか、聞いていいかな。僕と君は初対面のはずなんだけど？」

「……白々しい。さっき『前にちょっとね』なんて言ってたくせに」

「ああ、確かにそうだね。そう言った。確かに僕は不審な男だ。なるほど」

　ニコルとしてかつて出会ったのは、レイドの姿をしたクファル。そしてクファルの姿はレイドの時に確認している。

　クファルからすれば、姿を知られていないはずの相手に異常に警戒されていると思えるだろう。

　だから俺は、クファルのミスに付け込んでおいた。この場で始末する相手なのだから、正体を知られても別に構わないが、それを知られたら相手だって警戒する。不意を突けるなら、その方が楽だ。

　俺の答えに納得したのか、うんうんと頷うなずくクファル。周囲には人の目はない。

　フィニアたちも追ってこなかったため、この路地裏は完全に二人だけしかいない。

「ちなみに何の話をしてたか教えてくれるかな？　お互いの誤解を解くために」

　このまま奴やつを斬り刻み、核を潰してやってもいいのだが、その前にクラウドに何を吹き込もうとしていたのか知りたい。奴は集会とか口にしていた。もし何かの悪巧みなら、放置はできない。

　奴を殺して済まない類の話だったら、何らかの対処が必要になる。

　例えば、奴と同じような思想を植え付けようとしていないか、などだ。

「いや、大きな声じゃ言えないけど、彼も半魔人の同胞だからね。僕の仲間たちと引き合わせたいと思ってさ」

「他に仲間がいるんだ？」

　もちろん奴が組織だって動いていることは、俺も知っている。

　だがそいつらが、どれほどの数がいて、どこにいるのかまでは、俺も知らない。

　その内情を知ることができれば、北部の治安の安定に繋つながる。

「まぁね。でも君には教えることはできないかなぁ。英雄ライエルの娘のニコルさん」

「知って……いや、調べないはずがないか」

　かつてニコルの姿の時、俺に変装したクファルを見ている。その時はコルティナを狙って俺に近付いたが、その時に俺のことを調べないはずはない。

　奴はどうやら俺の周辺の人物を狙う定めにあるようだ。だとすれば、もはや放置するわけにはいかない。

「青銀の髪に赤あか碧あおの瞳を持つ絶世の美少女。そんな取り合わせの人間は他にいない。噂うわさ通りの美しさ、見事に育ったものだ」

「お褒めに与あずかり、光栄だね」

　言いつつ俺はジリッと間合いを詰める。

　足の指を使って移動する、特殊な武術の移動法。相手から目を離さず、足を動かさず、滑るようにいつの間にか相手を間合いに入れる歩法だ。

　このカタナという武器を生み出した地方特有の動きだとか。

　俺ほど武術に興味があるわけではなさそうなクファルは、その移動に気付いた様子もなかった。

　しかし、奴の雰囲気はそれを境に一変する。

「でも、そうだね……ライエルには少しばかり邪魔されているからさ。君に意趣返しするのも、やぶさかではないよね？」

　ニタリと、人間で可能な表情の変化を超えた歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

　そこに明確な殺意を感じ取り、俺は一息にカタナを抜き放った。

　以前も使った、抜き打ちの技。それは間違いなく奴の首筋を捉えたが、やはり手応えはない。

　だが今回は驚きよう愕がくしたりしない。奴がスライムの希少種であることは、知っているからだ。

「くふ……無駄だって、まだ気付かないのかい？」

「そうかな！」

　ダメージがないとはいえ、斬撃の圧力は厳然として存在している。

　俺に迫ろうとしたクファルはその足を止め、棒立ちになってしまっていた。

　無論、その隙を逃す俺ではない。

　二の矢、三の矢を放つかのように、矢継ぎ早に攻撃を仕掛ける。カタナだけど。

　そのたびに奴の衣服が斬り裂かれては、路上に散っていく。そして同じように奴の体液も飛び散っていった。

　ジュウと、音を立てて石畳を溶かす体液。それは奴のスライムとしての一部でもある。

　触れるだけで病魔に蝕むしばまれる、猛毒の塊だ。

「おのれ、今度は容赦ないな──！」

　反撃の隙を掴つかめず、いったん後退するべく飛とび退のこうとするクファル。その腕に向かって俺はカタナの刃を横にして叩たたきつけた。

　本来ならば斬り裂くことこそ、至上の攻撃力を発揮する武器。しかし粘液の塊である奴の身体からだに、この武器では効果は薄い。

　だからこそ剣の腹を使って叩き潰す攻撃に出た。

　俺の狙い通り、斬るのではなく叩かれた腕は潰れてひしゃげ、肘から下が路上に転がり落ちる。

「ええい、鬱陶しい！」

　前回はあしらえた相手。その相手に一方的に攻め込まれ、焦燥の声を漏らすクファル。

　俺は続いて左足を叩き潰し、奴を地面に這はわせた。

「たった三年でこれほど……いや、この技量にその武器、まさか貴様──！」

　以前クファルと出会った際に、俺レイドはカタナを使っている。

　そして今、いや前回から引き続き、俺ニコルもカタナを使っている。

　追い詰められ、現在の醜態に理由を求めたクファルは、その共通点に気付いたようだ。

「貴様、まさか……レイドか!?」

「そんなことは関係ない。お前は今、ここで死ね」

　憎悪にまみれた声を上げるクファル。俺はそれを一言の元に切って捨て、奴の背を縦に斬り裂く。

　本来ならば致命傷の傷だがスライムの奴には効果がない。しかし斬り裂かれた奴の体内に、赤紫の何かを見つけた。

　瞬時にそれが奴のコアだと悟る。

「終わりだ！」

「まだだ！」

　俺の声とクファルの声、それが続けざまに路地裏に響く。

　奴は地面に転がりうつぶせの状態。対して俺はカタナを逆手に持ち、突き落とすだけの状態。

　勝利はほぼ確定。しかし油断していたわけではない。獲物を仕留めきるまで気を抜かないことは、常識の範囲だ。

　気を抜いていなかったというのに、何の気配もなくそれは俺の視界に飛び込んできた。

　反射的に剣を振って、それを薙なぎ払おうとするが、刃はそれをすり抜けてしまう。

　それでも背を反らして避よけようとしたのは、俺の反応速度だからこその芸当だろう。

　そのなにかは俺の顔面を掠かすめるように通り過ぎ、壁に当たってびちゃりと崩れ落ちた。

　それが何か、飛来した一瞬だけその姿を捉えることができた。

　それは奴の斬り落とした腕だった。核から離れていたというのに、なぜ──という疑問は途中で掻かき消える。

　猛烈な熱さが俺の両目の辺りを覆いつくしたからだ。

「ぐ、ああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　子供の時に比べ、かなり我慢の利くようになった今の身体。それでも絶叫を耐えられないくらいの激痛が目を……眼球を襲う。

　肉を裂かれた痛みではない。身体が変異するときの痛みとも違う。

　神経を直接焼かれ、引ひき摺ずり出されるような、熱そのものといってもいい激痛。

　それでも俺は目を固く閉じ、カタナを振ってクファルにとどめを刺そうとしたが、手応えはない。

「くふ、ふふふ……どうなることかと思ったけど、今回は僕の方が一枚上手だったというわけだ？　まあ僕も日々成長してるからさ、悪く思わないでね？」

　近くに湿った足音。奴が手足を再生させ、俺のそばまで来たのだろうか。

　闇に包まれた視界では、それを視認することは叶かなわない。

　直後、腹部に重い衝撃が走る。一瞬斬られたのかと思ったが、どうやら蹴りを入れられただけのようだ。

　幸い、服が奴との直接接触を妨げてくれたようで、肉を焼かれるまでには至らない。

「ついでにその顔も焼かせてもらったよ。大丈夫、すぐとどめを刺してあげ──ん？」

　勝ち誇るクファルの声が、途中で止まる。だが俺はそれどころではない。

　眼球を襲う激痛はもはや耐えられるものではなく、地面に転がって背を丸め、正気を保つために必死に自分を繋ぎ止める。

　びくびくと痙けい攣れんする身体を抑えられず、顔を覆った指は肉に食い込む。

　そこに囁ささやくようなクファルの声が届いた。

「さっきの声が聞こえちゃったか。まあいい、その傷は治らないから、いずれ死ぬだろうさ。癒えない苦痛に狂い死ぬといいよ」

　闇に閉ざされた視界で、クファルの声だけが響く。

　俺が意識を保っていられたのは、そこまでが限界だった。
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　ジワリと熱を帯びた鈍痛に、俺はようやく意識を取り戻した。

　その耳に、厳しい𠮟責の声が届く。

「コルティナ、フィニア！　お前たちがついていながら──！」

「ご、ごめんなさい。私……」

「すみません、申し訳ありません！　この責任は──」

　珍しく荒々しい……いや、刺とげ々とげしいライエルの声。いつも温和な奴にしては、珍しく殺気すらまとわせている。

　しかしその相手がコルティナやフィニアというのは、俺としても看過できない。

「父さん、そのくらいでやめてあげて」

「ニコル、気が付いたのか!?」

　俺の声に反応して、𠮟責の声が止まる。

　しかし目を開けたはずなのに、俺の視界は闇に包まれたままだった。

　その上、身体が火照るほど熱いと理解しているのに、震えるほどの寒さも同時に感じていた。

「慌てないで。落ち着いて聞いてね？　ニコル、あなたの目は潰されているの」

　俺のそばからマリアの声が聞こえてきた。

　そういえば俺はフォルネリウス聖樹国の首都ベリトにいたはず。

　ライエル一人ではここまで来ることはできないので、連れてきた誰かがいる。そしてそれは大抵マリアである。ならば彼女がここにいるのも道理だ。

　俺がどれくらい意識を失っていたかわからないが、痛みの具合から、それほど時間は経過していないと思える。

　この速さでベリトまでやってくるということは、コルティナがマリアに連絡を取ってくれたのだろう。

　まだ無名のフィニアでは、緊急連絡網の個人使用という対応に冒険者ギルドが応じてくれるとは思えない。階位は高くとも、やはり新米という壁は存在する。

　冒険に出ている現状では、それを使用するほどの大金も持ち合わせてはいないはずだ。

「目が……？」

「大丈夫よ。私が絶対に治してあげるから」

「うん」

　俺はしおらしく頷うなずいてみたが、同時に、そう簡単にいかないことを理解していた。

　マリアならば、これほどの重傷ならすぐ対処しているはずだ。軽い怪け我がなら自然治癒に任せる傾向にあるが、目が潰れるほどの重傷を放置する彼女ではない。

　それにクファルの奴やつも、『癒えない傷』と口にしていた。何らかの理由で、治癒魔法を無効化させているのかもしれない。

「熱があるみたい」

「そうね。怪我のせいか、結構熱があるみたい。とりあえず準備があるから、あなたは少し眠りなさい。できる？」

　マリアの優しい声に、俺は首を縦に振って肯定の意を返す。

　熱のせいか、体力が自覚できるほどの勢いで減少しているのがわかる。

　このままでは眠るより先に失神する方が早い気もするが、とにかく体力を戻さないと話にならない。

「まずは休んでおいて。その間になにか対策を立てておくから」

「うん」

　そのマリアの言葉に俺は目を閉じ、再び眠りに落ちていったのだった。
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「それで、どんな状況なんだ？」

　ニコルが眠りに落ちた後、ライエルたちは廊下を挟んだ別の部屋へと移動していた。

　そこにはミシェルとクラウドも待機していた。

「以前ラウムを襲った病魔に侵されているわ。それだけならいいんだけど……」

「私が見たところ、眼球内に異物が残っているわね。それが再生リジエネレーシヨンの魔法を妨げている」

　マリアの言葉を継いだのは、トリシア女医。彼女も医療系魔法を修めているだけに、ニコルの容体については把握していた。

　フィニアたちによって運び込まれたニコルを、最初に診たのが彼女である。

「ええ、それは私も確認したわ。おそらくはスライムの欠片かけらよ。それもディジーズスライムの」

「以前ラウムを襲った奴か」

「ええ。核もないのにまだ生きているなんて……以前はそんなことなかったのに」

　ラウムを襲った時、スライムの一部は何の意識もない、ただの毒の塊になり果てていた。

　しかし今は、核を持っていないというのにスライムとしての本能は残している。

　今はおとなしく休眠状態にあるが、再生リジエネレーシヨンの魔法などで押し出されそうになると、周囲の再生した肉を食らい始めるようだ。

　だからマリアは再生リジエネレーシヨンを掛けられずにいた。

　再生した肉を食らい、眼球内のスライムの欠片が成長してしまうからである。

「なら取り出せば──」

「刺激を受けて活動しだすのよ。それに眼球の向こうはすぐ脳がある。下手に活性化させたら、そっちに逃げ込みかねないわ」

「じゃあ、どうすればいいんだ」

「眼球ごと摘出し、それから再生リジエネレーシヨンで再生させれば……でも、神経に大きな負担をかけてしまうわ」

「下手に手を出すと眼球は元に戻っても神経に異常をきたして、治っても見えない、なんてこともありうるわね」

「少なくとも下手に治癒魔法をかけていたら、命はなかったわ。あなたがいてくれて助かった」

　マリアはトリシア女医に感謝を伝えている。

　彼女がもし未熟な治癒術者で、不用意に治癒魔法をかけ続けていたら、体内に残されたスライムの欠片が暴れ出し、増殖し、脳を損壊していた可能性もあった。

　そうなればニコルの命は、まず助からなかっただろう。

「摘出すれば目が見えなくなる。しなければ命が危ない、そういうことか？」

「ええ。正直言って、現状では手を出しかねているわ」

「じゃあ、ニコルちゃんの目は……！」

　悲痛な声を上げるミシェルに、マリアは何も答えない。

　フィニアは耐えられなくなったように席を立ち、ニコルの元へ向かう。

「私、ニコル様の様子を見てきます」

　彼女に何ができるというわけでもないが、状況はどう変化するかわからない。

　眠っている間も容体を見てくれる者は必要だ。

「ああ、頼む。それと……さっきは悪かった」

　フィニアとすれ違いざま、ライエルが謝罪を口にする。

　先ほど取り乱して、彼女を𠮟責したことへの謝罪だった。

「いえ、私が目を離したのは事実ですから」

「ニコルも一人前の冒険者だ。だから怪我も自分の責任のはずなのに……それを認めたくなくて、君に……俺は卑劣だ」

「そんなことはないです。ライエル様はご立派ですよ」

　儚はかなげな笑みを残して、彼女は部屋を出ていった。

　それを見送ってから、ライエルは拳をテーブルに叩たたき付け、悔しさをぶちまけたのだった。
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　再び俺が目を覚ました時、室内には誰もいなかった……らしい。見えないので詳細はわからない。

　おそらくマリアたちは、別室で対策を話し合っているのだろう。

　視界はいまだ闇に閉ざされたまま。治療は施されていない。

「さすがのマリアも、手を出しかねる状況ってことか」

　かすれた声で、俺は状況を確認する。

　体力は極限まで削られ、またいつ気絶するかわかったものではない。今も熱で身体からだが震えているありさまだ。

　眼球の痛みも依然として存在している。マリアは『目が潰れた』と言っていたので、眼球ごと破壊されている可能性もある。

「見えないってのは不安になるものだな」

　身を起こして周囲に視線を向けるが、見えるはずもない。

「だれか、いる？」

　俺は室内に誰かいないか、確認の声を飛ばす。

　返ってくる答えがないので、俺一人で間違いはないらしい。

「眼球が破壊されているなら、治す……というのは無理か。俺に治癒魔法の才はないから」

　しかしそれならそれで、打つ手はある。

　目を癒すことができないなら、見える身体に変身してしまえばいいだけだ。

　これも変化ポリモルフの応用である。前回の変身からちょうど一か月ほど経過しているため、今なら使用することができる。

　手探りで室内を徘はい徊かいした結果、どうやら俺の部屋をそのまま病室にしているようだ。

　さいわい荷物の位置もそのままだったので、中から予備の変化ポリモルフの巻物スクロールを取り出すことができた。

「これが他人の荷物から物を取り出すんだったら、一苦労だったな」

　予想以上に手間取ったが、巻物スクロールを一本、荷物から取り出せた。

　封をしてある封ふう蝋ろうの形から、おそらくこれが変化ポリモルフの巻物スクロールで間違いないだろう。

　たとえこれが間違っていたとしても、魔法の起動言語が間違っていた場合は起動しないので、暴発のような危険性はない。

　とりあえず術を発動させる前に、自身の姿を想像する。

　しかしそこで俺は、一つの壁にぶち当たった。

　日々成長を続けた自分の身体を、正確に想像することができなかったのだ。

　一応、毎日鏡とにらめっこしながら身み嗜だしなみは整えていたのだが……胸のサイズとか、今どれくらいだったっけ？

「うーん……とりあえず時間さえ稼げればいいから、レイドの姿にしておくか。後は例によってマクスウェルに協力してもらえばいいし」

　ここはベリトだが、俺も転移魔法を使えるようになったので、ラウムまで跳ぶことができる。

　そこで事情を伝えて協力してもらえば、ベリトまで戻ってくることは可能だ。

　今はとにかく、この虚脱感と苦痛から逃れることが先決。

「よし、やるぞ」

　俺は方針を固めてから服を脱ぐ。レイドもあまり背の高い方ではなかったが、ニコルはさらに小柄だ。

　少女用の寝間着を着たままでは、変態に見られてしまう。いや、見る者はいないが破れてしまう可能性が高い。

　手探りで封蝋を解いて、魔法を発動させた。

　直後襲ってくるいつもの激痛。しかし現在は目の痛みの方が激しいため、それほどとは感じない。

　しかしそれも束つかの間ま、一転してそれまで以上の苦痛が眼球を襲ってきた。

「ぐ、うあああぁぁぁぁぁ!?」

　肉体がみしみしと軋きしみを上げて変形し、レイドの姿へと変わっていく。

　しかし、目の中に異物が存在してそこだけが変わることができない。いや、変形する端から、『何か』が変化した肉を食らっている？

　しかも目の中にある『何か』がうごめくような気配も感じ取れた。

「ニコル様!?」

　そこへタイミング悪く、フィニアが部屋に踏み込んできた。

　いやこれは、俺の悲鳴を聞きつけ、駆けつけてきたのかもしれない。

　どっちにしろ、俺にとっては最悪のタイミングだ。

「フィ……ニ、ア……」

　息も絶え絶えの状況で、かろうじて一言絞り出す。だがその声はいつもの俺の声ではなく、太い男の声だった。

　声の質から、すでに身体がレイドに戻っていることを悟る。

「レイド様？　なぜ……いえ、それよりニコル様は!?」

　困惑の声を上げるフィニアだが、今はそれどころではない。

　俺は悲鳴を必死に飲み込み、床の上でびくびくと痙けい攣れんする。ここで声を上げては、フィニア以外の人間も駆けつけてしまうからだ。

　当のフィニアも、俺の脇にある畳まれた寝間着を見て事情を察したのか、俺のそばに駆け寄ってきた。

「もしや、ニコル様ですか？　なぜレイド様に……いえ、レイド様はニコル様だったのですか？　ううん、違う！　今はそうじゃなく──」

　とにかく俺をベッドに戻そうと、どうにか肩に担ぎあげようとするフィニア。

　しかし小柄で非力なエルフでは、成人男性を持ち上げることは一苦労だ。

「ニコル様、術を解除してください。おそらく変化ポリモルフの魔法が、眼球の再生を妨げて苦痛を増大させているんです」

「……わか、た」

　なんにせよ、フィニアに説明はせねばならない。それにこの状況では言い訳すらできない。

　俺が起動中の術式を破棄すると、肉体がスルスルと元の状態に戻っていった。

　その時の痛みは、いつもの変化ポリモルフのものと変わらない。

「ハァ、ハァ……」

「大丈夫ですか？　ニコル様の目の中には、スライムの欠片が残っているらしいんです。だから変化ポリモルフで肉体を再構成しようとすると、そこを食べようと動き出すらしいんです」

　そんなことになっていたのか。体内にスライムが残っているのなら、そりゃ治るはずがない。

　しかもこのままでは、クファルのディジーズスライムの熱病の効果を受け続け、奴やつを見つけ襲い掛かろうとしたら体内から食い破られることになる。

「めん、どうなこと、を」

「とにかくベッドへ──」

　俺を担ぎあげようとした直後、廊下の向かいの部屋の扉が開かれた。

　飛び出してきたのはマリアだ。俺の容体が急変したのかと、心配して出てきたのだろう。

「どうかしたの、フィニア！」

　その声がこちらに届く前に、フィニアは足で俺の寝間着を蹴り飛ばす気配がした。

「ニコル様が苦痛でうなされ、ベッドから落ちたようです。その拍子に夜着が引っかかって破れてしまいましたので、着替えさせます」

「そう、ニコルは大丈夫なの？」

　俺の服が破れたと聞いて、マリアは部屋の扉を閉じたようだ。服を纏まとっていない俺と、足元に散らばる寝間着を目に入れたからだろう。

　言い訳としては少し苦しいかもしれないが、その姿を他者に見せるわけにもいかない。

　マリアの後ろには、ライエルやクラウドも控えているからだ。

「はい、ただ少し時間をください。身体も拭いておきたいので」

「わかったわ、お願いね。でも異常があったらすぐ私を呼んで」

「承知いたしました」

　どうやらごまかせたようで、俺とフィニアは揃そろって安あん堵どの息を漏らしていた。

　とりあえずマリアに踏み込まれる危険は去ったのだが、今度はフィニアに事情を説明しないといけない。

　そのことに思い至り、俺は頭を抱えたい気分になった。




　俺をベッドに寝かせた後、フィニアは一度部屋を出ていった。

　これは心配したマリアが乱入してこないように、釘くぎを刺しに行ったのだろう。もっとも俺はすでに元の身体に戻っているので問題はないのだが、ここからの話題がデリケートだ。できるなら落ち着いた状態で話がしたい。

　数分して戻ってきた彼女はベッドの脇に椅子を置き、そこに腰掛ける。俺は音と気配で、その動きを察していた。

　そして何を言うでもなく押し黙る。何か言いたそうな気配はしていたが、今の俺にその表情を見ることは叶かなわない。

「えっと……」

　俺も居心地悪そうに身じろぎしたが、今はあいにくその場を立つこともできない。

　身体を蝕む熱病は、すでに自力で起き上がることすら妨げていた。先の騒動が余計に体力を削ったようだ。

　フィニアも俺の言葉に反応せず、黙って次の言葉を待っていた。

　その気持ちは俺もわかる。彼女にとって待ち焦がれていた最愛の人が、仕えていた少女だと知ってしまったのだから、内心は荒れ狂っているはずだ。

　怒り、戸惑い、ひょっとしたら屈辱もあるかもしれない。

　それでも俺の釈明を聞くまで、激情を漏らさないところは、素晴らしい自制心と言えた。

「その、実は……」

　この期に及んで、もはや隠し通すことは不可能だろう。

　それにフィニアに対して、これ以上ごまかすのはあまりにも無様だ。いや無礼とすら言える。

　最初からだましていた。その事実は変わらない以上、バレてしまったのなら潔く説明すべきだ。

　覚悟を決め、俺は彼女に経験した一部始終を、語って聞かせた。

　白い神によって転生したこと。女として、娘として生まれてしまったがために、正体を話せなくなってしまったこと。それから起きた様々な事件を解決してきたこと。

　それがマクスウェルやガドルスにもバレており、正体を隠すために協力してもらったことまで。




　すべて語り終えたとき、フィニアの嗚お咽えつの声が聞こえてきた。

　なぜ泣くのか、その感情は俺にはわからない。いや、彼女にだってわからないのかもしれない。

　だがこれで、フィニアは本当の意味で『俺』と再会できたのだろう。

「そういうわけで、黙っててゴメン。今更名乗り出ることもできなくて、そのままズルズル来てしまった」

「そう……だったんですか。レイド様……」

　おそらくはヒドイと口にしようとしたのだろう。俺がしてきたことは、そう罵られたとしてもおかしくない。その覚悟はできている。場合によっては張り手の二、三発もあると思っていた。

　彼女は大きく息を吸い込み、思い切った口調で俺に批判の言葉を向ける。

「お気持ちはわからないでもないですけど、それでも私には言って欲しかったです。本当ならもっと泣いて、喚わめいて、私の想おもいを伝えたかった。そうしてくれなかった貴方あなたに、暴力を振るって感情をぶつけていたかもしれません。でも、今のレイド様……いえ、ニコル様はそんなことをしたら死んでしまいかねないですから」

「うん、ごめん」

　これに関しては、返す言葉もない。

　そしてフィニアは、さらに俺の急所を抉えぐってきた。

「それで、コルティナ様には？」

「言えるはずない！」

　彼女の言葉に、俺は思わず激しい口調で返した。

　コルティナには悪いと思っているが、ここまで騙だましてきてのうのうと『実は俺でした』なんて、口にできようはずがない。

　フィニアにはバレてしまったが、この嘘うそは自分から明かすつもりはない。生涯に渡って。

「それじゃ、コルティナ様がかわいそうです！」

「それもわかっている。でも、わかっているからこそ、余計に話せない。フィニアにだって、話すつもりはなかった」

「……レイド様は、残酷です」

　悲しくそう声を上げ、腕を上げる気配が伝わってきた。

　殴られる。そう気付いたが、俺は避けようとは思わなかった。これは彼女の正当な権利だ。

　しかしフィニアは、甘んじて罰を受けようとした俺の頬ほおを優しく撫でるように叩たたくに止とどめていた。

　痛みなどあろうはずもない、微かすかに触れる程度の接触。

「今は弱ってますから、これで許してさしあげます。でも……」

「うん。言いたいことはたくさんあると思う。殴られてもしかたないと思うし、場合によっては刺されてもおかしくない。でも、やっぱり言えなかったんだ」

　触れた手を下ろさず、そのまま俺の頬を優しく撫でる。

　火照った身体にその手の冷たい感触が心地よく、俺は思わずその手に自分の頬を押し付けるように動く。

　だがフィニアはそのまま俺の頬に手を添え、固定する。

　そして口元に柔らかな感触が掠かすめていった。一瞬遅れて、花のような彼女の香り。

「……え」

「今までだましてくれた仕返しです。といっても今更ですけど」

　そう言われて、ようやく彼女にキスされたことを悟る。

　もちろん、俺も今まで何度も彼女と唇を交わしてきたことがある。だが今思い返すと、彼女からしてくれたのは初めてかもしれない。

「今はとにかくお休みください。元気になったら、もう一度話をしてもらいますから」

「報復の本番は、その時にってこと？」

「ええ、覚悟してください」

　悪戯いたずらっぽく、クスリと含み笑いを漏らす気配がした。

　完全に許してもらえたわけではないだろうが、彼女に嫌われたわけではないと知って、俺はホッと胸を撫なで下ろした。

　こんな状況で、長年騙されてきたにもかかわらず、自分の感情を置いて俺の身を案じてくれている。

「ほんと、俺にはもったいないくらいだ」

「あら、ニコル様。『俺』だなんて、はしたないですよ」

「いいの、中身はレイドなんだから！」

　フィニアの指摘に不ふ貞て腐くされ、頬を膨らませて反論する。

　その仕草を見て、彼女はついに声を漏らして笑っていた。

「その仕草でレイド様だなんて、本当に信じられませんよ」

「おのれぇ、いつかカッコいいところを見せてやるんだからな」

「それも元気になってからですね」

　そういうと俺の身体からだに掛けた毛布を整え直し、フィニアは席を立った。

「マリア様が心配そうにしてましたから、容体を伝えてきます。ニコル様も安静にしてくださいね」

「うん。どのみちこの状態じゃ、まともに動けない」

　フィニアとの会話で少し気が紛れていたが、目の痛みは依然として続いている。

　身体の熱もいまだ収まらず、体調としては最悪だ。

　変化ポリモルフが封じられた状態でこれでは、まともに動くことは不可能だろう。

　ましてや、ライエルやコルティナの目を盗んで逃げだすなど、もっての外だ。

　とりあえずフィニアについては、ひと段落付いたとまではいわないが、猶予はもらったとみていい。

　あとはこの身体を治すだけなのだが、それはマリアに任せるとしよう。
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　フィニアはマリアの元に戻ると、ニコルの容体を告げ、彼女を安心させようとしていた。

「ニコル様はおやすみになられました。服も着替えさせ、汗も拭きましたので、しばらくは大丈夫かと」

「そう……手間をかけたわね。ありがとう、フィニア」

「いえ、元は私の不手際ですから」

　不審者を追うニコルを、一人で行かせたこと。それが今も彼女に罪の意識を覚えさせている。

　同時に、クファルと名乗った少年に対し、これまでにないほどの憎悪を感じていた。

　それはフィニアが三十年生きてきて、初めて意識したといってもいい衝動だった。

　そして同じように、クファルに対して激しい憎悪を抱く者が他にもいた。

「あの野郎、今度会ったらタダじゃおかねぇ」

「うん、今度会ったら有無を言わさずサードアイの刑なんだから！」

「それ、明確に『コロス』ってことよね？」

　怒りを隠さないミシェルとクラウドに、トリシア女医が戦慄を隠せない。

　問答無用で殺害宣言する二人と違って、彼女は命の危険が遠い場所にある一般人だ。

　無邪気な口調だが殺意を漲みなぎらせる二人に、同意する者もいた。

「気持ちはわかるが、殺すのは俺が先だ。それよりニコルの目を治す方法を探さないと」

　ライエルが頭を掻かき乱みだしながら、提案する。

　現状ではマリアの治癒魔法でニコルの目を癒すことはできない。

「今のニコルは、言うなれば怪け我がを負い続けている状態に近いわ。すでに負った傷を治すのとは意味が違う」

「眼球内に寄生したスライムの欠片かけらを、どうにか排除しないと無理ってことか」

「問題はスライムの欠片というところね。普通なら核を破壊すれば、ただの粘液に変わるはずなのに、核すら持たない欠片が生き続けている」

　コルティナの言葉に、マリアは顎先をつまむようにして考え込む。

「普通のスライムとは違うということね。寄生してる欠片も、核がないから仕留めることが難しいわ。摘出できないなら目を治せない」

「マクスウェルの魔法ならどうにかできないか？」

「難しいわね。あの爺じいさん、細かい調整とか苦手だったもの」

　核のないスライムを根こそぎ吹き飛ばすことは、魔術を極めた彼なら可能だろう。

　しかし敵は眼球内に巣食う小さな欠片である。

　ほんのわずかな欠片を周囲に被害を与えることなく精密に撃ち抜くとなれば、それは人の限界を超えた領域といえるかもしれない。

「あの爺さんにできないとなると……」

　その意味を悟り、別室は沈黙に包まれる。絶望の気配が漂い始めたころ、部屋の扉が勢いよく叩き開けられた。

「そんなあなたに！　Ｔｈｅ　神・頼・み！」

　扉を開けて入ってきたのは、白い少女だった。その後ろには、背の高い壮年の男もいる。

　やたらハイテンションな少女の後頭部に手刀を叩き込んでから、男が落ち着いた声で語りかけてきた。

「そんな説明で理解できるか。いや、話を聞いてやってきた。力になれるかと思ってな」

　ライエルはその男の顔に見覚えがあった。

　三年前、ニコルの装備を担当してくれていた魔道具師の男だった。

　確かマクスウェルの知己と聞いている。

「あんたは確か……アストといったか」

「ああ、まあ、そんな感じだ」

「そんな感じ……？　いや、それより、どうにかできるのか!?」

　がっしりした手でアスト──ハスタールの肩を掴つかむライエル。

　まるでそのまま、胸倉に手をかけ、引き寄せかねないほどの勢いだった。

「それは私の専門分野ではないな。こいつの役目だ」

　ポンと目の前の少女の頭に手を乗せる。

　白い少女は腰に手を当て、鼻息荒く胸を反らしてみせた。

「おまかせください。たかがスライムもどきに我が眷けん属ぞくが害されたとあっては、神の沽こ券けんにかかわりますので！」

　そう言うとニコルの眠る部屋にズカズカと踏み込んでいく。

　マリアとトリシア女医は、そのあとを慌てて追った。

　騒動にもかかわらず、ニコルが目を覚ます気配はない。どうやらフィニアが退出した後に、また気絶してたようだった。

　早くもベッドの脇に陣取った白い少女は、後ろを振り返りもせず、容体を尋ねてくる。

「状況は？」

「あ？　えっと、眼球内に核のないスライムが寄生していて、回復魔法が掛けられないのよ。治す端から食べられちゃうから」

「しかも食べた分だけ成長しちゃうから、手の出しようがないの」

　尋ねられたトリシア女医がしどろもどろに状況を知らせ、そのあとをマリアが継いだ。

　それを聞いて白い少女は興味深そうにニコルの顔を覗のぞき込んだ。

　目に巻かれた包帯を外し、焼やけ爛ただれた傷跡を剥むき出しにする。

「ほうほう。これがあれかぁ」

　そう小さくつぶやき、パチンと小さく指を鳴らす。指先から小さく光が舞ったところを見ると、何かの魔法を使ったのかもしれない。

　そしてクルリと振り返ると、マリアたちを部屋から押し出しにかかった。

「ほらほら、ここから先は秘密の治療の邪魔になるので、出てってください！」

「え、ちょ、ちょっと！　私は治癒魔法のスペシャリストで──」

「そんなの関係ありませーん」

　全員を押し出そうとするが、小柄な彼女ではそれは叶かなわない。代わりにハスタールが全員を室外へと移動させた。

　そして破戒神は自らの指の先を噛かみ切り、血を一滴、傷跡に垂らす。

　いまだ意識を取り戻さぬ彼女の目に落ちた血液が、傷跡に染み込んでいく。

「先ほどの崩デイスイン壊テグレートの魔法で、スライムの欠片は消滅させましたけど、念には念をってやつです」

　破戒神とニコルは血統的にも魂的にも繋つながっている。

　だからこそ彼女の血を受け、再生させることで、破戒神の持つ不死性を利用して眼球を再構成させたのだ。

　これが他の血脈を持つ者だったら、拒否反応を起こしていただろう。

「しかし、大丈夫なのか？」

　唯一室内に残っていたハスタールが、不安げに尋ねる。

　それに破戒神は自信満々で答えを返した。

「もちろんです。ですがひょっとしたら、わたしの魅了の力とか受け継いじゃうかもしれませんけど？」

「それはむしろ呪いだろう。仕方ない奴やつだな」

「でもほんの少しですよ。理性の戒めを破壊するほど強くは伝わらないはずです」

「ならこっちも念には念を、だ」

　そう言うとハスタールは懐から眼帯を取り出し、そこに魔法を刻み込んだ。

「こいつならその力を抑えるくらいはできるだろう」

「ですが、なぜ眼帯？　わたしみたいに眼鏡でいいじゃないですか。それになぜ眼帯を持ち歩いてるんです？」

「……趣味だ」

　風神ハスタール。

　彼もまた、若者たちと接することによって、十四歳くらいの病をぶり返していたのだった。
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　悪夢のような寝苦しさから、いつの間にか解放されていた。

　まるで意識を失っていたかのように拡散していた意識が、再び収束していく。

　瞼まぶたの裏に透ける光が、覚醒の時が近いことを知らせていた。

「ん、うぅ……」

　ゆっくりと目を開けると、眩まぶしい朝特有の透き通るような光が目に飛び込んでくる。

　ベッドの脇には、隣の椅子に座ったフィニアが前のめりに崩れ落ちるようにして寝入っていた。

　おそらくは朝まで俺の看病をして、疲れ切ってしまったのだろう。

　そこで俺は、ようやく異常に気が付いた。

「目が……見える!?」

　思わず絶叫して驚きよう愕がくを表した俺の声に、フィニアがビクリと震え、目を覚ました。

「ふぁ、うぁ……おはようございます、ニコル様」

「フィニア、目が！　目が治ってる!?」

「あ、はい。昨日破戒神を名乗る女の子が治してくださいました」

「え、マリアじゃないのか？」

　俺の目を治したのがマリアではないと聞き、即座に背筋に寒気が襲ってきた。

　特にあの白いのがやることだ。どこかでヘマしている可能性も否定できない。

　俺は不安げにフィニアを覗き見ると、その視線が少し潤んでいた。しかもなんだか顔が赤い。

「えと、フィニア……なんだか顔が赤いけど？」

「そうですね、レイド様。私も少し胸がドキドキしてしまって……やっぱりレイド様って知ったからでしょうか？」

「説明しよう──へぶっ!?」

　そこで俺の返事を待たずに部屋の扉が勢いよく開かれた。

　バンと叩たたき付けるように開けられた扉は壁まで開いて跳ね返り、再び閉じられて入ってきた者の顔面──すなわち破戒神ユーリの顔を強したたかに強打する。

　しばらくして今度はゆっくりと扉が開かれる。

　その後、ややへっぴり腰で扉を開ける破戒神の姿が、どうにも情けなかった。

「なにしに来たんだ？」

　鼻から下が赤く染まっているところをみると、先の一撃で鼻血を出したらしい。

　しかし多彩な魔法を操れる破戒神なら、その程度の傷は一瞬で治せるだろう。

　俺は欠片も心配せず、呆あきれた声を彼女に飛ばす。

「いや、だから説明です。それとアフターケア」

「アフターケア？」

「まずは説明からしますね」

　白いのはそう言うと、部屋に入ってきて予備の椅子を持ち出し、フィニアの隣に陣取った。

　ちょこんと椅子に座ると足が浮いている。

「まず、その目はわたしが治しました。手順としては崩デイスイン壊テグレートの魔法で寄生したスライムを分子レベルで分解。そのあとで眼球の再生ですね」

「待て、眼球内に寄生した微小スライムをピンポイントで攻撃したのか？」

「それくらいはできますとも。ただ、治癒魔法は少し苦手なのでわたしの血液を触媒にして、再生リジエネレーシヨンの魔法で癒したんです」

　再生リジエネレーシヨンの魔法は失われた部位すら再生させる、高位の治癒魔法だ。

　確かにそれなら、破壊された目も元通りになるだろう。

「ニコルさんは肉体的にも魂的にも、わたしの子孫にあたりますので、血液も問題なく馴な染じむことができました。ただ一つ問題が……」

「いやな予感しかしねぇな」

「はい、馴染みすぎたのでわたしの力を一部引き継いじゃいました。てへ」

「は？」

　可愛かわいらしく舌を出してみせる破戒神に、俺は全身が震えた。

　誰だって俺と同じ想おもいをするだろう。自分の身体からだが、他者の影響で何かに変わってしまったかもしれないのだ。

　これが怖くないはずがない。

「え、影響は……？」

「えーと、それほど危険はないですよ？　わたしの目の能力は相手を魅了する力ですから」

「つまり、目を合わせると、相手が魅了される？」

「そうですね。もちろん、本家であるわたし以上の力はありませんので、そこはご安心を」

「ちなみにお前の力はどれくらい？」

　俺の質問にフイッと視線を逸そらせる破戒神。

　その顔をひっつかんで無理やりこっちを向かせる。

「どれくらい、なんだ！」

「いだだだ。言います、言いますから放して!?」

　涙目になって主張するので、俺は顔を解放してやった。

　両りよう頬ほおを押さえながら、破戒神は俺に恨みがましい視線を返す。

「今までは想像でしたが、こうして拝見した結果、人の好意を惹ひきつける程度の影響しかありません。ただ好意的な方に関しては暴走する危険があるので、その点はご注意を」

「ひょっとしてフィニアの顔が赤いのは……」

「間違いなく影響がありますね。そこでアフターケアです。この眼帯をどうぞ」

　そういうとローブの袖元から、眼帯を一つ取り出してみせた。

　それは黒をベースにした革製で、まるで海賊が着けている例のアレみたいなデザインになっている。

「なぜ、眼帯……？」

「うちの旦那の趣味らしいです」

「眼鏡でもよくないか？　ほら、お前のみたいに」

「ダメです。これは愛いとしい旦那のプレゼントなので」

「同じのを作ってくれよ！」

「ぜぇったいイヤです！」

　眼鏡を必死に押さえて、俺の要求を拒否する。まあ、旦那のプレゼントなのだから、拒否するのも当たり前か。

　それに他所よその女とお揃そろいというのも、微妙な気分になるだろう。

「まあいい。それで、これは片目しか隠さないんだが、両目とも効果はあるのか？」

「はい。それは問題なく。ついでにあなたの祝福ギフトにも、魅了（弱）というのが追加されているはずですので、伝えておきます」

「ああ、わかった」

　神に与えられた能力という点では、これも間違いなくギフトなのだろう。

　それにしても、微弱とはいえ魅了の効果か。これはこれで面倒な能力だと、俺は溜ため息いきを吐ついたのだった。




　右目に眼帯を着けて身支度を整え、俺は両親の元へ向かうことにした。

　俺の怪け我がの報を受け、遥はる々ばる北部の村からやってきてくれたのだから、感謝の言葉もない。

　せめて元気な姿を見せて、安心させねばなるまい。

「おはよう、母さん、父さん」

　両親が取った向かいの部屋に入り、とりあえず挨拶をする。

　室内では、そわそわとうろつきまわる二人と、それをなだめるハスタールの姿があった。

　マリアとライエルは、入ってきた俺の姿を見て一瞬固まり、それから猛烈な勢いで抱き着いてきた。

　俺はマリアの抱擁を受け入れ、ライエルの顔面を腕で押さえて突き放しておく。

「ニコル、元気になったのね！」

「うん。心配かけたね、母さん」

「待てニコル、この仕打ちは納得できん！　俺にも抱擁を！　父と娘の感動の抱擁を要求する！」

　俺に顔面を押さえられ、それ以上近付くことができずにいるライエルが悲痛な声を上げる。

　しかしそれはそれ、これはこれである。病み上がりとはいえ、男に抱きすくめられるのは勘弁願いたい。ライエルには悪いと思うが。

「そんなことより、その眼帯は？　片目の視力は戻らなかったの？」

「ううん。余計な能力が付いちゃったらしくて、それを抑えるための物なんだって」

「そう、ならよかった」

「よくない！　マリアもそんなこととはなんだ、俺だってニコルをハグしたい！　全力で！」

「死ぬからやめてあげなさい」

　ライエルの主張を一言で切って捨てるマリア。やはり彼女の方が一枚上手と見るべきか、奴が尻に敷かれていると見るべきか。

　とはいえ、さすがにかわいそうなので、マリアの抱擁を解いてからライエルの頭を下げさせ、軽く抱きしめてやる。

　マリアの豊満な肢体に包まれるのは気持ちよかったが、さすがにいつまでもその感触に溺れるわけにはいかない。

「父さんも。心配かけたね」

「ああ、ニコル……もう大丈夫なんだな？」

「うん。そこの白いのは魔術に関してなら、マクスウェルに勝るとも劣らない達人だから」

「そうか、よかった……本当によかった！」

　俺の背にたくましい腕を回し、しっかりと抱き返してくる。

　胸元に湿った感触がしたので、おそらくは涙を流しているのだろう。震える言葉がそれを如実に証明している。

「あー、感動の抱擁の最中に悪いが、その眼帯の調子はどうだ？」

「ああ、うん。意外と悪くない。しっかりとフィットしてるから激しく動いてもずれなそう。視界が制限されるのが難点だけど」

「視界の制限は修行の一環だとでも思え。頭痛や眩暈めまいはないな？　視神経に負担を感じているなどはあるか？」

「いや、問題ない。普通に眼帯着けてるのと変わらない」

「そうか。だが祝福ギフトを封じているわけだから、負担があるかもしれない。何か感じたら即連絡をよこせ。マクスウェルなら俺の家まですぐ跳んでこられるだろう」

「お……っと、今ではわたしも転移魔法を使えるんだよ」

　うっかり『俺』と言ってしまいそうになったが、ここにはマリアもライエルもいる。その言葉遣いはさすがにまずい。

「眩暈や頭痛で飛べない場合もある。無理はするなと言っている」

「そっか、わかった」

「ライエル様、マリア様。朝食をお持ちしました」

　俺が一つ頷うなずいたとき、フィニアが朝食のトレイを持って部屋に入ってきた。

　持ってきたといっても、彼女が作ったわけではない。

　ここは宿なので、彼女が許可なく厨ちゆう房ぼうを使うことはできないからだ。

　おそらく宿の者に伝えて、用意してもらった食事を持ってきてくれたのだ。

　ついでにライエルとマリアの名前を呼んではいるが、朝食は全員分用意している。その辺はフィニアに抜かりはない。

「ありがとう、フィニア。相変わらず気が利くわね」

「いえ、そんな」

　少し恥じらいながらも、てきぱきと室内のテーブルに食事を配膳していく。

　フィニアにとってみれば、ライエルたちに会うのも久しぶりのことだ。そこで褒められて、照れ臭く感じているのだろう。

「それより話してくれる？　誰が、どうやって、どうして、あなたがこんな怪我を負わねばならなかったのか」

　マリアの主張ももっともだ。

　それにクファルに関しては、俺も話しておかねばならないと思っている。

　ことは俺だけではなく、コルティナにも及んでいるからだ。

　奴やつは三年前、明確にコルティナを狙って動いていた。コルティナより前に俺と出会っていたから難を逃れたものの、そうでなかったらと思うと背筋が凍る。

　それに今はミシェルちゃんやフィニアだっている。

　彼女たちを狙われると、さすがに俺一人では守り切れない。

　それに核から離れても行動できる分体の存在。あれで不意を打たれれば、ライエルだって危ないだろう。

　こいつは俺と違って、回避はあまり得意ではない。その打たれ強さを活いかした前線維持が、奴の真骨頂なのだから。




　皆に聞かせる必要性があるため、俺はミシェルちゃんたちが起き出してから話すと前置きし、彼女たちを起こしに回った。

　そして起き出してきた皆の前で、俺は何があったのかを語った。

　奴がディジーズスライムであること。核を離れた分体を操れること。かつてコルティナを狙い、そして今度はクラウドに接触してきたことなど。

　俺の情報は省き、話せる限りの情報を提供した。

「そいつがニコルにあんな怪我を……」

　ギリリと音がするほど歯を食いしばるライエル。

　マリアはいつもの柔らかな笑みを浮かべているが、目が笑っていない。

　だが、それよりも──

「ライエル、そいつの始末は私が先に付けるわ。これだけは譲れない」

　コルティナが珍しく殺気を漲みなぎらせて、そう主張する。しかしライエルはこれに反論した。

「俺の娘だ、譲れんよ」

「なら早い者勝ちね」

「その勝負、受けてやろう」

　殺意を漲らせる三人に、驚くべきことにクラウドが口をはさんだ。

「ライエル師匠、悪いけど──誰よりも先に俺が倒すよ」

「なに？」

「あいつは俺を狙って、そして俺の仲間を傷つけた。これは許されることじゃない」

　本気の殺意を抑えきれないクラウドに、ライエルはしばし瞠どう目もくする。

　それはすでに、彼の弟子だったころの顔ではない。

「いいだろう。ならお前も、俺の競争相手だ」

「負けないからな！」

　突き出したライエルの拳に、自分の拳をぶつけるクラウド。

　こうしてクファルは、敵に回してはいけない連中を、軒並み敵に回したのだった。




「コルティナ、わたしが一緒に行こうか？」

「ニコルちゃんは怪我が治ったばかりなんだから、無む茶ちやはさせられないわ。今回はお留守番してて」

　コルティナはライエルやクラウドとも協力関係を取らなかったため、戦闘に関して不安がある。

　だから俺が一緒に行動しようとしたのだが、彼女に丁重に断られてしまった。

　立ち上がって俺に近付き、俺の頭を優しく撫なでてくる。

「大丈夫、私は自分の力を弁わきまえているわ。ニコルちゃんみたいに無茶はしないから、心配しないで」

「ぐぬ、そこでわたしを引き合いに出すのは、ずるい」

「でも今回は、それくらい心配かけたんだから反省してもらわないと。そうね、まずは冒険者ギルドで人材集めかしら。マークくんにも手伝ってもらおう」

「マークたちかぁ……」

　コルティナは指折り戦力を考えているが、正直マークではクファルの相手は心こころ許もとない。

　分体操作なんて能力を持っているんだ。他にも厄介な能力を持っている可能性がある。

「あと、ミシェルちゃんも借りるかもしれないから」

「うん、いいよ！　わたしも全力で協力するから！」

　勢い込んで安請け合いするミシェルちゃんだが、確かに彼女ならば、クファルの相手は最適かもしれない。

　核さえ剥むき出しにすれば、安全圏から的確にそこを射抜いてくれるのだから。

　問題は奴が真の意味で神出鬼没であることだ。

　ミシェルちゃんも狩人かりゆうどとしてはかなり鋭敏な感覚を持っているが、奴が相手となると、それでも物足りない。

「ま、待ってくれよ。ミシェルは俺と一緒に行動してもらおうと思ってたんだ！」

「なに、クラウドくん。復ふく讐しゆうを女の子に委ねる気？」

「それはそれ、これはこれだから！」

　コルティナの話を聞いていきり立ったのは、六英雄に勝負を挑んだクラウドである。

　クラウドの戦闘スタイルは守りに偏ったものだ。つまり、コルティナと同じく、攻め手に欠ける。

　仲間でも随一の攻撃力を誇るミシェルちゃんの腕は、是が非でも欲しいところだろう。

　ライエル相手に啖たん呵かを切った姿を見て少し見直したのだが、前言を翻さねばなるまい。

「そんなこと言われても、私も彼女の腕は欲しいのよ？」

「俺だって当てにしてたんだから！」

「なんだ、コルティナ、クラウド。もうトラブルか？　リタイヤしてもいいんだぞ」

「誰が！」

　そんな二人をニヤニヤとイヤらしい視線で眺めるライエル。

　人類最強クラスの攻撃力を持つ奴は、実に余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。しかもマリアまでついてくるのだから、万全の体制といっていい。

　そこで俺は、ふと思い出した。

「そういえばフィーナは？」

「置いてきたわ。留守は通いの家政婦さんが見てくれているから、安心して」

「それに村の警備隊を監視に付けている。下手な手出しはできないさ」

「ニコルが大おお怪け我がするような危険な場所に連れて来られるわけないじゃない」

　マリアの主張も、もっともだ。俺が怪我するほどの敵がいる場所に、フィーナという弱点を抱えてやってくるはずがない。

　それに村の警備隊も、結構実戦を重ねているのでツワモノ揃ぞろいだ。彼らが守ってくれるなら、安心できるだろう。

「とにかく、クラウドくん？　ここは男らしくレディに譲りなさい！」

「何がレディだよ、こればっかりは引けないからな！」

「やめて、わたしのために争わないでー」

　真剣な表情で言いあう二人を差し置いて、ミシェルちゃんはなんだか楽しそうだ。

　彼女からしてみれば、どっちについても俺の復讐は果たせるし、必要とされていると実感できてうれしいのだろう。

「いや、そもそも『わたしのために』ってセリフは、わたしが言うことじゃないかなぁ？」

「ニコルちゃん、固いこと言いっこなしよ」

　その言い回しも、どこで覚えてきたんだか。

　結局、熾し烈れつなジャンケンの結果クラウドが勝利し、コルティナを大層悔しがらせたのだった。

「では、話も終わったようだし、わたしたちはこれで」

「その前に、これを受け取っておけ」

　そう言って席を立ったのは、今まで黙っていた白いのだ。

　同時にアスト──ハスタール神が俺に一枚の布を差し出してくる。

　鈍い光沢をもつ黒い布で、初めて見る材質である。いや、俺の手甲ガントレツトに少し似ているか？

「これは？」

「ミスリル糸で織ったマントだ。もっともそれだと重くなるので、多少工夫はしてあるがな」

「工夫？」

「ああ。本来は防水の役に立てばと思ったのだが、性質上、スライムの侵しん蝕しよくにも耐えられるはずだ」

　自信満々にそう告げるハスタール。

　そういえば、かつてこいつの住すみ処かに行ったとき、例のヒュージクロウラーの糸を粘液状に変える実験をしていたっけ？

　その技術を使ってマントを作ったということか。

「ありがたい。今度は後れを取らないから」

「そうしてもらいたいものだな」

　不愛想にそう告げ、神々は部屋を出ていった。

「じゃあ俺たちも行くとするか」

「ニコルも無理しちゃだめよ」

「うん」

　続いてライエルとマリアも席を立つ。フィニアは食器を片付け、厨房へ運んでいった。

　今回は彼女の戦力は話題に上がらなかったが、それは彼女が弱いというわけではない。

　スライム相手の戦闘では、彼女は相性が悪いと判断されたからだ。

　フィニアは防具は最小限で、振動する槍やりを使って戦う。そのスタイルでは攻撃を受ける可能性が高い。

　そのため彼女が傷つくことを恐れて、誰もが彼女を戦場に出すまいと判断したのだ。

　クラウドも自分の部屋に戻っていく。ミシェルちゃんも。

　こうしてクファル討伐隊はそれぞれ活動し始めたのだった。




　俺はコルティナとマークたちと一緒に、ベリトの冒険者ギルドへ向かっていた。

　本来ならば俺にはベッドで休んでいてもらいたかったらしいのだが、ライエルやマリア、ミシェルちゃんたちまでいない宿の中と、こうしてコルティナと一緒にいることを天てん秤びんにかけた結果、こちらの方が安全だと納得してもらった。

　そして何より、コルティナは街中での活動に慣れていない。彼女の活躍してきた場所は主に戦場か、野外での戦闘に限る。

　街中で敵を炙あぶり出し、追い詰め、仕留める経験はあまりない。誰かがサポートしてやらねば、俺が不安なのだ。

　ただしフィニアには連絡の要として宿に残ってもらっている。彼女の汎用性の高い魔法は、こういう時に役に立ってくれる……という言い訳での時間稼ぎだ。正直今は少し気マズイ。

　そうしてコルティナには俺とマークたちがサポートにつき、ギルドで情報を収集することになった。




　その途中、大通りの先に設置された広場で、六英雄の銅像を見つけてしまった。

　このベリトという街は世界樹の麓にある街だ。

　その立地上、街そのものはドーナツ状の形をしており、しかも四方に延びた世界樹の根によって、街の各所は寸断されている。

　むろん根を乗り越えたり潜ったりして各所の往来は確保しているが、普通の街よりは遥はるかに入り組んでいる。

　そのためいろんな場所で広場が設置され、馬車などの転回がしやすいよう、工夫されていた。

　そんな場所をただ放置するだけではもったいないというわけで、広場の中央に噴水や銅像などが多数設置されている。

　この広場も、そんな場所の一つだった。

「おお、これが噂うわさの六英雄っすね。コルティナ様やマリア様もいますね！」

「当然でしょ、六英雄の銅像なんだから」

「でもストラールで見るやつとはポーズが違うっすね？」

　一応世界を救った英雄なので、六英雄の像というのは本人の知らないところでポコポコ作られていたりする。

　ストラールの街でもその像は存在し、六人の中央にはライエルとコルティナが立っていた。

　しかしこの街の像はマリアとライエルが中央に立っている。

　これはストラールがコルティナに救われたため、ドノバンがコルティナを重視するデザインにしただけの話である。

　同様にこのベリトの街出身のマリアを重視したため、この街の像は彼女が中央に立っている。

　そしてライエルは大抵、中央付近に陣取っている。小憎らしい限りだ。

「でも一人だけ、顔がよくわかんねーっすよ？」

　雄々しく立つ六英雄たちの銅像の中、一体だけ膝をついてフードとマフラーで顔を隠している存在がある。

　いうまでもなく……前世の俺だ。

「あれはレイドよ。暗殺者なんだから、顔を知られるわけにはいかないってね」

「あー、そうっすね。あちこちに恨み買ってそう」

「そんな甘いもんじゃないわよ。あいつってば、悪と断じた敵には容赦しなかったから、貴族とか権力者に喧けん嘩か売りまくってたもの」

「うへぇ、俺じゃ即死しそうっすね」

「それでも生き延びていたんだから、その力量は推して知るべしね」

「すげぇ人だったんですね」

「そうよ。彼にはライエルだって敵かないはしない」

　感心したように俺の像を見つめるマークと、コルティナ。

　特にコルティナの頬ほおは少し赤く染まって見える。

　しかし……しかしだ。コルティナよ、俺を過大評価するのはやめてくれ。いくら俺でも、あの脳筋には敵わないから。

　俺がライエルに勝てるとすれば、状況を極限まで限定させて、奴やつの実力を半分以下まで削った場合くらいだろう。

　だが自慢げに胸を張るコルティナに、俺は違うとは言えなかった。

　そもそも、何を根拠に主張できるのか。フィニアにはバレてしまったが、コルティナにはまだナイショなのだ。

　コルティナの言うことを真に受け、根拠のないレイド最強論を信じ込んでしまうマークたち。

　正直言って穴があったら入りたい心境だが、今の俺が一人になることは難しい。

　その場を離れようとしても、襟首をひっつかまれて連れ戻されるだろう。




　針の筵むしろに座らされるような心地で、俺は冒険者ギルドまでやってきた。どんな羞恥プレイだと主張したい。

　しかしそんな不平も、ギルドの扉を開けた途端に吹っ飛んだ。

　ギルドの中は喧けん騒そうを通り越して狂騒といっていい騒動に陥っていたからだ。

「なんだか騒がしいわね」

　いつもならば職員が声をかけてくるはずなのだが、それすらない。

　忙しそうに左右に駆け回り、依頼票をひっきりなしに張り出し、それを受けた冒険者たちを承認していく。

　まるで戦場のような雰囲気だ。

　コルティナは駆け回る職員を一人ひっつかんで、話を聞きだそうとした。

　足を止められた職員は、一瞬迷惑そうに眉をひそめたが、彼女が取り出してみせた冒険者証を目にして、直立不動の姿勢になった。

「こ、これはコルティナ様!?　このような場所に……」

「お決まりのセリフはいいから。何があったのか教えてくれる？」

「は、はい。七区の貧民街で暴動が起きまして。民間人にも被害が出ており、鎮圧の人員を募集している次第です」

「七区……って、街の南南西の区画だったわね。ここの二つ隣の」

「そうです。なので被災者がこちらに流れ込んできており、軍を派遣することもままならず、難儀しております」

　街が世界樹の根で区切られているため、大規模に軍隊を送ろうと思うと特定の経路を通らねばならない。

　だがそれは、被災者が逃げ込んでくる道でもあった。

　逃げてくる民と、送り込まれる軍がぶち当たり、身動きが取れなくなっているのだろう。

「そのため、足の速い冒険者を募集して一刻も早い事態の解決を、と中央政府からお達しがありまして」

「それでこの有様なのね。でも教皇はどうしたの？」

　この街の最大権力者である教皇なら、民衆の動きを制御でき、軍を速やかに暴動地域に送り込むことができるはずだ。

　しかし職員は力なく頭を振り、コルティナの質問に否定の意を返した。

「それが、猊げい下かは行方がおわかりにならないらしく……」

「なんですって！　それって重大事じゃない」

「はい。お忍びという話で街に降りていたそうなのですが、折おり悪あしくこの騒ぎが起きてしまい、見失ってしまったそうです」

「それで捜索の状況は？」

「捜索のための冒険者の募集を今張り出しているところです」

「遅い！　何のための神殿騎士団よ！」

「騎士団は暴動鎮圧に駆り出されてしまい……もう少し情報が早ければ、捜索に回せたのですが」

　職員の話を聞き、コルティナは少し考えこむ仕草をした。

　そして再び職員を問い詰める。

「ギルドの連絡網はどう？　どこか寸断されている場所はない？」

「この混乱ですから、詳しくは。調べてみます」

「急いで。ひょっとしたら、騎士団や教皇の動きを含めて、黒幕に読み切られている可能性があるわ」

「まさか！」

「そのまさかよ。都合が悪過ぎると思わない？　こちらの打つ手が最悪のタイミングで遅れていく。何か意図を感じるわ」

　そうつぶやくコルティナの言葉に、俺はクファルの顔を思い出した。

　昨日、クラウドにちょっかいをかけていたが、これも奴の仕業ではないか、と。

　そもそも俺に手を出せば、ライエルたちが首を突っ込んでくることは必然だ。

　ならば、悪巧みを前倒しにした可能性は、充分に考えられる。

「どうやら、尻尾を掴つかんだみたいね」

　そんな中、コルティナだけがニヤリと笑みを浮かべていたのだった。




　俺たちはコルティナに連れられ、南南西区画の七区に向かっていた。危険な場所ではあるが、俺から目を離すことが怖いというコルティナの意見によるものだ。

　実際、クファルの暗躍が疑われる以上、この判断もやむなしだろう。

　もっとも俺としては、敗北の汚名を雪そそぐ機会と捉えることもできるのだが。

　空を見ると数名の冒険者が飛翔フライトの魔法を使って、区画を分けている根を飛び越えていく。

　個別に動く冒険者ならこれができるのだが、集団で動く騎士団では術者が足りない。フットワークが軽い冒険者ならでは、という手段だ。

「図ずう体たいがでかい組織ならではの弱点よね。小回りが利かない」

　俺と同じく空を見たコルティナが、舌打ちしつつ足を止める。

　再び地上に戻した視線の先には、騎士団が区画を通り抜ける門で足踏みしている姿が見えた。

　数名の市民が逃げるように離れていくのは、どうにか区画を区切る門をくぐることができた者たちだろう。

「まずいね」

「ええ、そうね」

「え、なにがっすか？」

　この状況の危険さを察知した俺たちと、理解できないマークたち。

　コルティナが言う通り、この状況はあまり芳かんばしいものではない。

　半魔人たちが暴動を起こし、それを鎮圧するために騎士団が送られている。だがその先には逃げ出してきた市民がいて、騎士団は身動きが取れなくなっていた。

　つまり、市民と騎士団が対立している構図になっている。

　任務遂行のため、市民を実力で排するようになるのは、時間の問題に見えた。

　そうなればさらに、際限なく、暴動は広がっていく。結果的に、数多くの被害者が生まれることになるだろう。

「ニコルちゃん、飛翔フライトの魔法は……使えないわよね？」

「うん、操魔系だからわたしは相性が悪い。フィニアなら使えるよ」

　飛翔フライトの魔法は、操魔系魔法の中位と上位の間くらいに属している。

　一芸特化の俺には使えないが、オールラウンダーのフィニアなら、ギリギリ使える難易度の魔法だ。

　しかしその彼女は、この場にいない。そしてコルティナも、そのレベルの魔法は修めていなかった。

「一度宿に……いえ、それも難しいわね」

　すでに混乱はこの西方区画である九区にも広がりつつある。

　ここで一度戻るのも、下手をしたらパニックに巻き込まれる危険性があった。

「マリアがいたら、あの混乱を収めることができるのに。いいわ、私がやってみる。あなたたちは宿に戻ってフィニアちゃんかマリアを連れてきて」

「了解っす！」

　このベリトの街では、マリアのカリスマは絶対といっていい。

　彼女がここにいれば、行方の知れない教皇に代わって、市民の統制を取れたことだろう。

　少数とはいえ戦力を送り込める飛翔フライトを使えるフィニアも、いてくれればありがたい。

「あ、待って！」

　コルティナは駆け出そうとしたマークたちを制し、ポーチから折りたたんだ紙と、ペン壷つぼを取り出した。

　そのまま紙に何か書き殴り、再び四つ折りにしてマークたちに渡す。

「もし宿にライエルとクラウドくんがいたら、そのメモを渡して。いなかったら、廃棄してね。絶対よ？」

「え？　はい、わかりました」

　その意図を読み取れず首を傾かしげはしたが、コルティナの言うこととなれば、マークたちは拒否できない。

　彼の返事を聞いたコルティナは、騎士団の指揮官に代わって指揮を執ろうと、混乱の渦中に飛び込んでいった。

　彼女もマリアほどではないが、それなりに知名度のある存在だ。しかし、宗教国家でもあるこの街では、他の街ほどその威名は効果を発揮しないだろう。

　おそらくはかなり手こずるはず。それを見越しての指示なのかもしれなかった。

「それじゃ、マーク、ジョン、トニー。宿に戻るよ！」

「ウッス！」

　コルティナが飛び込んだことで、軍人である騎士たちは少なくとも統制を取り戻すだろう。

　影響力の少ないこの街でも、六英雄の彼女ならそれくらいの権力はあるはずだ。

　しかし流れ込む市民に関しては、その影響力は及ばない。そして市民が止まらない限り、騎士団は暴動地域に近寄れない。

　彼女の行為は、暴動の拡散を抑える程度の役にしかたたない。

　止めるには教皇か、同等以上のカリスマを持つマリアの存在が必要だ。

「マリアが宿にいるかどうかわからないけど……ん？」

　そこで俺は足を止めた。

　一刻も早く、マリアを連れてくる必要があるのはわかる。それでも止めざるを得ない光景が、目に入ってきたからだ。

　細い路地を入ったところで、少数の人だかりができていた。

　その足元の隙間から、小さな女の子の姿が一瞬垣かい間ま見みえた。そしてその足は、盛んに彼女に向かって振り下ろされていた。

「きゃ──かはっ！」

　悲鳴が途中で途切れたのは、腹に蹴りが入ったからなのか。どちらにせよ、見てしまったからには見過ごすわけにはいかない。

　ここで俺が無駄な時間を使うことで死ぬ人間が増えてしまうとしても、目前の少女を見捨てるわけにはいかなかった。昔から、そういう性分だった。

「三人とも、悪いけど先に行ってマリアを呼んできて」

「え、ニコルは？」

「わたしは彼女を助けてくる！」

　三人の返事を待たず、俺は駆け出していた。

　この短絡的な思考のおかげで、さんざん窮地に陥ったり、悪名を馳はせたりしてしまったことは、充分に理解している。

　それでも、これを見過ごすと、俺が俺ではいられないと感じてしまう。

「待て、お前たち！」

「なんだぁ？」

　突然割り込んできた俺の声に、少女を囲んでいた男たちが振り返る。そのおかげで俺は、彼女の姿を目に収めることができた。

　ボロボロの服を着た、十歳程度の少女。その額には小さな角。間違いなく、半魔人。

　取り囲んでいた男たちの服装は、それほど乱れたものではない。おそらくいつもは、勤勉に仕事に励んでいるのだろう。

　今回の暴動が半魔人の仕業と聞いた連中が、近くにいた無実な半魔人へとその怒りを向けてしまったのか？　こういった混乱の最さ中なかでは、悲しいかな、よくある出来事だ。

「その子に何をしている？　見たところ、まだ幼い子供じゃない」

「だが半魔人だ！　あの南の騒動だって半魔人が起こしてる。こいつが仲間じゃないって保証はないだろう」

「仲間だって保証もないでしょう」

　俺は左足を一歩前に踏み出しておく。

　そうすることで、腰に差したカタナが彼らの目に入るはずだ。

　一般市民である彼らは、武装しているわけではない。いや、まったくしていないわけではなく、麺棒やモップなどという日用品を手に持ってはいた。

　しかしそれは、殺傷のために鍛え上げられたカタナとは、威圧感が違う。

　ちらりと彼らの視線が俺の腰に集中したタイミングで鞘さやに手をやり、親指で鯉こい口ぐちを切る。

　気け圧おされて一歩退く姿に、わずかな隙間から覗のぞいた刀身が彼らの視界に入ったのが理解できた。

「し、しかしよぅ……」

「しかし、なに？」

「いや……」

　今度は右腕を軽く柄つかに乗せ、ゆっくりと握り込む。それでいつでも抜ける体勢が整った。

　それは俺に気圧されている男たちにも伝わったはずだ。もっとも左足が前のため、抜き打ちをするには不向きではある。

　もちろん俺もそんなことは承知しているが、一般市民相手にカタナを抜くなんて真似まねは、考えていない。

「くっ、この西区で暴動が起きたら、お前のせいだからな！」

「おい、待ってくれよ!?」

　緊迫感に耐え切れず、一人の男がそう吐き捨ててその場から立ち去ろうとした。

　それを見て他の男も、一斉にその場から逃げ出していった。

　俺は彼らが立ち去るのを確認してから緊張を解き、少女に駆け寄っていった。

　さいわいというか、少女の怪け我がはそれほど大きなものではなかった。

　しかし幼い身体からだを大の大人に殴打されたのだ、どんな後遺症が残るかわからない。

　俺は彼女に近付き、治癒魔法を施す。

「赤あか丹にの一、群青の一、山吹の一、傷付きし勇者に休息を──治癒眠コンフオート」

　この魔法は干渉系魔法の中では最高位に位置する回復魔法だ。

　回復ヒールを超える回復力を発揮するのだが、同時に睡眠状態に陥ってしまうという難点がある。

　戦闘では、あまり使い勝手がいい魔法とは言えない。

　しかしこういう非戦闘時では、かなり役に立つ魔法でもある。

　少女は俺が魔法を使用したと知り、最初は身体を硬直させていたが、すぐに眠りに落ちていった。

　目立った傷もすべて消えたため、心配することはないだろう。

　だからといって、この場に放置するなんて真似はできない。そんなことをすれば、また別の一般人に虐待されてしまう可能性がある。

「さて、誰かに預けたいところだが……」

　それも群衆に囲まれても、護まもり切れる存在に。

　だがそんな都合のいい存在は……

「あ、いたな。そういえば」

　ここは西区だ。宿まではしばらくかかってしまうが、別の場所ならそれほど遠くない。

　例えば、あの白い神の道具屋とか。

「白いのか、もしくはバーさんと名乗ったあの少年なら大丈夫だろう」

　それどころか、俺を七区まで運んでくれるかもしれない。

　それに、彼女がこの有様ということは、クラウドだって危険が迫っているかもしれなかった。

　もっとも、クラウド自身はもはや一流といっていい技量があるし、ミシェルちゃんもついている。

　よほどのことがない限り、危険なことはないはずだ。

「とにかく、この子を護らないとな」

　俺はそう呟つぶやくと少女を担ぎ上げ、そのまま路地裏を風のように駆け抜けていった。




　しばらく走ると、木の根に押し潰されたような特徴的なシルエットが目に入ってくる。

　休業中という札がかかっていたが、俺は委細構わずドアに蹴りを入れた。

「いったぁ!?」

　しかし足に返ってきた衝撃は、俺の予想をはるかに超えた頑丈さだった。

　まるで鉄にでも蹴りを入れたような衝撃に、思わずしゃがみ込んでしまう。

　そのままへたり込みたかったが、少女を抱えたままあまり長居はできない。殺意を漲みなぎらせた一般人に目を付けられると、さらなる面倒が巻き起こるからだ。

　足を抱えながらも解錠道具を取り出し、鍵を外そうとした。

　今世でも一応斥候職を務めているので、こういった道具は持ち歩いている。

　だが、鍵を外すよりも先に、内からドアが開かれた。

「いらっしゃい。でもまだ開いてないよ？」

　飄ひよう々ひようとそう口にしたのは、バーさんと名乗った少年だった。

　俺は周囲に人の目がないのを確認してから、少女の角が彼に見える形で抱き直した。

「半魔人、かな」

「暴動の話は聞いているか？」

「ああ、誰にも聞いてないけど、『知ってる』よ」

　話を聞いていないのに知っているとは……と思ったが、あの白い神の知り合いなら、何でもありだろう。

　自分を、そう無む理り矢や理り納得させて、事情を話そうとした。

「この子は……」

「半魔人だから余計なトラブルに巻き込まれたってところかな？　ずっと預かるわけにはいかないけど、騒動が収まるくらいまでなら、店の中に匿かくまってもいいよ」

「……話が早くて助かるよ」

　しかしバーさんは俺が話すより先にそれを悟り、先回りして了解の意を返してくる。

　こっちとしても話が早いのは助かるのだが、それはそれで得体が知れず、気持ちが悪い。

　だが今は一刻を争う状態だ。ここで意味のない口論はすべきではない。

　俺はついでに七区への転移もできないか聞いてみる。迷宮内に転移できたくらいなのだから、実力的には可能なはずだ。

　バーさんは、それをこともなげに了解してみせた。

「まあ、かまわないかな、それくらいなら」

「本当に助かる。この礼はいつか返すよ。前のも含めてね」

「女の子のお礼とか、ちょっとワクワクしてくるね」

「変な意味じゃないからな！」

「『なんでもするから！』とか言ってくれないの？」

「言うか!?」

　俺の叫びを無視して、軽快に指を鳴らすバーさん。その直後、少女の姿が掻かき消えた。

「お、おい……」

「大丈夫。この店の地下室に転移させただけさ。鍵もかかっている部屋だから、外からも中からも出られない」

「おいおい？」

　俺の不安の声も無理はない。中からも出られないなんて監禁も同意だ。そんな場所に子供一人押し込めて、大丈夫かと思ってしまう。

「地下は個室になっていてね。さすがに風呂はないけど、蛇口とかトイレもついてるから、困ることはないはずだよ」

「食事はどうなんだよ？」

「この家は世界樹に半ば埋もれる形で立っているからね。蛇口は直接世界樹の根から取っている。そこから出てくるのは世界樹の樹液。空腹程度ならいくらでもごまかせるさ」

　さらっとトンデモナイことを口走りやがったが、今は流しておく。

　とにかくまずはクラウドたちの安否を確認しておきたい。

「白いのはいるのか？」

「旦那と今は別の場所に向かったよ。南方の地脈の封印を固めに行くんだとか」

「南方……アス、いやハスタールの住すみ処かだった場所か」

「そんな感じだったかな？　魔法はユーリの方が得意だから」

　破戒神ユーリは魔道具の中興の祖でもあると同時に、魔法でも名を馳せている。

　西のデンの住処を封じたところを見ると、同じく地脈のハスタールの住処にも、なにか細工が必要になったのかもしれない。

「ならクラウドの元に飛ばしてもらえないか？」

「ふむ……クラウドくんだっけ？　悪いけどその子の顔を僕は知らないんだ。だから君を送ることはできない」

「くっ、まあそこはしかたないか」

　さすがに、何でもかんでも可能というわけではないか。

　まあ、奴やつの腕なら万が一ということもないだろう。ならば別の方面から安全を確保した方がいい。

「じゃあ七区に飛ばしてもらえるか？」

「七区に？　ひょっとして暴動を止めるつもり？」

「悪いか？」

「うーん、できないとは言わないけど……君一人じゃ、荷が重くないかい？」

「それでも、暴動を止めないと罪もない人たちが傷ついてしまう。それを見過ごすなんてできないし、何よりコルティナが向かっている。心配するなという方が無理だろう」

　暴動によって被害を受けている一般人はもちろん、そして暴動に乗せられているだけの半魔人もいるはずだ。

　クファルがクラウドに声をかけていたのは、そのための戦力集めだったのだろう。

　成り行きで俺を傷つけたことで、ライエルたちがこの街に来る可能性に思い至り、少数で強行しているのかもしれない。

　そうなると、口車に乗せられただけの半魔人たちまでもが、一般人や騎士団によって皆殺しになってしまう。

　そんな事態は、できれば避けたい。

　俺の想おもいを察したのか、バーさんは小さく頷うなずいた。

「ま、いいでしょ。少しだけ手を貸してあげるよ」

　彼はそう言うと再び指を鳴らす。

　それだけで俺の視界は突然明るくなり、屋外に転移したことを悟った。

　転移場所は民家の屋根の上。

　そして眼下には、半魔人たちが一般人と争っていた。

「くそ、出遅れたか！」

　眼下で広がりつつある騒乱に、俺はやり場のない怒りを覚える。

　いや、この事態を計画したクファルに対しては、もちろんあった。

　バーさんによって跳ばされた先は、よくある民家の屋根の上。

　その前が広い通りになっていて、そこで半魔人たちの集団と、気の強そうな男たちが揉もみ合いになっていた。

　彼らの表情には、すでに余裕がなく、いつ怪我人が出てもおかしくない状況だった。

「どうする？　言っておくけど、僕はもう手伝わないよ？」

「なんでだよ？」

「元々、人間には興味がないからね。同種であるユーリとその眷けん属ぞくの君がいたから、少し手を貸しただけ」

　それまでの飄々としながらも愛あい嬌きようのある笑みが消え、代わりにニタリとした心底から凍えるような笑みが浮かぶ。

　それは笑いの形をした仮面のようだった。

　まるで爬は虫ちゆう類るいのモンスターと対たい峙じしているかのような感覚。忘れていたが、こいつもまたあの破戒神の同類。人ならざるモノだ。

「くっ、まあいいさ」

　実際のところあまり良くはないのだが、当てにしていたと心情を暴露するのは悔しい。

　いや、今の一瞬までならバレても問題なかったのだが、先の笑みで完全に印象が変わってしまった。

　こいつは本当に、人なんてどうでもいいと思っている。自分の身の回りだけ平穏なら、それ以外はなにも気にしないタイプだ。

　だからあの白い神が、わざわざ店番に据えているのか。人付き合いのリハビリのつもりなのだろうか？

　俺は眼下に再び視界を戻す。

　すでに殴り合いに発展しており、中には木の棒のような凶器を持ち出している者もいた。

　人目を憚はばからずに得物を振り回すのは、それだけ理性を失っている証拠だ。

　もちろん、これはクファルの意図するところなのだろう。それに乗せられた民衆や半魔人たちにも、非は当然ある。

　だからといって、彼らが悪かと問われれば、答えは否だ。

　彼らはクファルの意図によって、本来争う必要のない争いを繰り広げている。

「そんなの、許されないよな」

　こんな争いで怪け我が人にんや死人を出すのは、馬鹿らしいとしかいいようがない。

　できるならば、穏便に事を収めたかった。

　そのためにはまず、話を聞いてもらえる状況を作る必要がある。この混乱では、小娘の俺の言葉に耳を貸すはずもない。

「まずは注目してもらわないとな」

「それだけでいいの？　なら僕が本来の姿を見せようか？」

「お前の本来の姿とやらが何か知らないけど、それはやめといてくれ。どうせ碌ろくなことにならない」

　あの白いのの眷属だ。こっちの想像の斜め上をカッ飛んでいくような姿に違いない。

　今は争っている民衆だが、パニックになってしまうとさらに状況が悪化してしまう。

「まずは争いを止めないと……な！」

　鋭く息を吐ついて、手袋の転移術式を起動。即座に両腕に装着された手甲から、ミスリル糸を飛ばす。

　糸は狙い過たず、もみ合いになっていた半魔人の一人を引っ張り上げた。

　そのまま民家のバルコニーに放り込み、別の糸を飛ばして縛り上げる。

　争いを止めるだけなら一般人の方を縛っても良かったのだが、それだとその男の身が危ない。

　かといって半魔人の男も路上に放置していては、命が危なかった。

　そこで引っ張り上げて、人気のない場所で動きを封じる手段に出たのだった。

　騒乱の最中にある民衆たちは、一人二人が引っ張り上げられても、その動きを止めようとはしなかった。

　そこで俺は、こちらに注目するまで、引っ張り上げては縛るという行動を繰り返す。

　その人数が五人を超えたところで、ようやく多数の人間がこちらを指さし、視線を向けるようになっていた。

「おい、あいつ！」

「半魔人ばかりを引き上げているぞ。連中の仲間か？」

「だったらなぜ殺さないんだ？　首を吊つるせば俺たちの命はないぞ」

　異変に気付いたのは、半魔人たちの方が早かった。

　しかし、彼らの視線がこちらに向くことで、一般人の視線もこちらに誘導された。

　これで話を聞いてもらう状況は整った。後はどう説得するかだが……

　そこで俺は、破戒神の言葉を思い出していた。再生された俺の瞳。そこに宿った新しい力。

　それを思い出し、効果を発揮するために右目の眼帯を取り払う。

「聞いてください、この騒動は仕組まれたものなんです！」

　朗々と響き渡る、俺の高い声。

　屋根の上に立ち、青銀の髪をなびかせて懇願する俺の姿は、一枚の絵画のように見えただろう。

　そして何より、破戒神が持っていた理性の戒めすら破壊する魅了の瞳。

　さすがにそこまでの力は宿らなかったようだが、それでも視線を惹ひきつけ、離さないくらいの力はある。

「思い出してください、この騒動を仕組んだのは誰です？　一人の少年ではないですか？　そして彼は、クファルと名乗っていたのではないですか？」

　俺は視線を意識しながら、やや芝居がかった仕草で、そう主張する。

　もちろん、クファルはスライムなので、自在に姿を変えることができる。

　だが、この北部から遠く離れた街で、わざわざ姿を変えるなどという面倒な真似まねをするとは思わなかった。

　それに暴動を起こした半魔人たちは、おそらく容赦なく殺害されて終わっていたはずだ。

　つまり彼の正体を知る者は、一人も残らない予定だったはず。ならば、姿を変える意味は全くと言っていいほどに、ない。

　現に、クラウドをスカウトしていた時は、姿を変えていなかった。

「無軌道な暴走をした結果、どうなるかはあなた方だって理解しているでしょう？」

「だがこのままでは、俺たちはいつか使い潰されてしまう！　知っているか？　俺たちは荷物持ちとして迷宮に連れていかれ、肉壁として使い捨てられているんだ」

「だからといって、これでは無関係の人々や、無力な子供たちまで巻き込まれてしまう。現にわたしも一人、そんな子供を保護しました」

「多少の犠牲は──」

「必要だ、とクファルから言われたのでしょう？」

　反論してきた男の言葉を、俺が受け継いだ。

　これもよくある詭き弁べんだ。それが必要な時は確かにある。だが今の状況では多くの無駄な死者を出すだけに終わってしまう。

　奴にとって、そういった絶望的な死こそが必要なのだろう。魔神はそういう感情を好むと聞いたことがある。

「だがあんたの言葉はしょせん綺き麗れいごとだ。俺たちの仲間は明日にも……いや、今この瞬間にも使い潰されている奴がいるかもしれないんだ」

「なら、私がその行為を止めて見せましょう」

　一人の女性の声が割り込んできたのは、そんな時だった。

　割り込んできたのは一般人の群衆のさらに後ろにいる小さな少女だった。

　見た目は俺と同じか、さらに年下。十代前半に見えるだろう。

　俺のように武術を学んでいる様子もなく、その細い手足は俺よりもずっと華きや奢しやだ。

　まるで過去の自分を見ているかのような印象を持つ少女は、しかし誰よりも通る声で周囲の感情を一瞬にして掌握していた。

「もう一度言いますよ？　私がそのような愚かな行為を止めて見せます」

「あ、あんたになにができるって──」

「できますとも。私が一声かけることで。こういった権力を笠かさに着るやり方は好みませんが」

「お前一体……いや、その顔、見たことが……」

　一般人の男は少女の顔に見覚えがあるようだった。まじまじとその顔を眺め、それから一歩、気け圧おされたかのように後あと退ずさる。

「ま、まさか……教皇猊げい下か!?」

　俺のいる場所からは距離が遠く、細かな造作までは確認できない。

　しかし輝くような金髪と、世界樹の葉を映したような若草色の瞳は、これほど離れているというのに確認できた。

　ただの金髪翠すい眼がんというのではない。その色に特別な圧力すら感じる存在感が、少女にはあった。

「教皇……？」

「そういえば南の方で行方不明っていってたっけ」

　この七区はベリトの街の南南西に位置する。つまり『南の方』に分類される地区だ。

　ならばここに彼女がいても、おかしくはない……はずだ。それでも、俺は強烈な違和感を覚えていた。

　そう──

「──都合、よすぎる！」

　そう叫ぶと俺は屋根から飛び降りた。

　彼女が真に教皇ならば、半魔人差別を撤廃しようとしている慈悲深い人物のはずだ。

　その彼女がお忍びで街に降りたタイミングで暴動が起こり、しかもその場に駆けつけることができるほど近くにいる。

　もし俺が彼女の暗殺を目もく論ろむのなら、このタイミングを逃しはしない。

　それは俺以外の、この状況を仕組んだ連中も同じだったようだ。

　俺が屋根を飛び降りる時、同時に動き出す人影が目に入った。

　そいつは群衆の後ろの方で控えていて、彼女に向かって人込みを縫う様に近付いていた。

　熱心な信者である可能性はある。しかし俺は、その可能性を即座に排除した。

　なぜならそいつは、左手に短剣を隠し持っていたのだから。

　袖口に隠していても、同業だった俺にはわかる。

　柄を逆手に持つときの、独特な手首の形。右手と左手で違う腕の振り方。

　その動きに俺は、身に覚えがあった。

　距離は圧倒的に俺の方が遠い。それでも糸を身体からだに絡めて強化し、全速力で彼女に駆け寄っていく。

　疾風のような俺の動きを怪しみ、群衆が止めようとしたが止められるはずもない。

　それでも俺の全速力を阻害するくらいの役には立っていた。

　取り押さえようとする腕を潜くぐり抜け、立ちはだかる足の間を滑り抜け、必死に教皇に向かうが、それでも足りない。

　怪しい男はついに群衆を抜け出し、教皇に迫る。ようやくその事実に気付き、教皇は驚き、そして直後に余裕の笑みを浮かべていた。

　その意味が俺には理解できない。彼女には、身を護る技術はなさそうだ。今も、その凶刃に身を晒さらしたままである。

　俺は間に合わない、それを確認するために一瞬こちらに視線を向けた。

「やめろ！」

　彼女が死ねば、この暴動は止まらなくなる。

　その一心で、全身全霊の想おもいを込めて男に向かって叫んだ。

　勝ち誇り、短剣を左の袖口から抜き出した男は──

「──…………」

　俺の言葉を受け、ピタリと動きを止めた。

　何が起きたかはわからない。しかし男が動きを止めたのは千載一遇のチャンスだ。

　俺はそのまま男に飛びつき、タックルの要領で男を地面に押し倒した。

　男が手に持っていた短剣は、よく見るとしっとりと濡ぬれている。

　水や油を浸して持ってきた、なんて可愛かわいい理由ではあるまい。おそらくは無味無臭の毒を塗っている。

　そんな相手を取り押さえるなんて、危険極まりない。

　下手に抵抗されて、俺が毒を受ける可能性もある。飛び散った毒が教皇にかかり、致命的な症状を引き起こす可能性もある。

　意識がある限り、そういった危険は捨てられない。

　だから俺は拳を固め、全力で男の顔面に叩たたき付けた。

　空振りをして地面を強打し、拳を痛めてしまう可能性も、もちろんある。

　それでも、一撃でこいつの意識を刈り取らないと、危険は一向に去ってくれない。

　さいわい、男は俺の拳を避けることができず顔面を痛打され、あっさりと意識を手放し、気絶した。

　これは顔面に叩き込んだ衝撃で後頭部を石畳に強打したからだ。

　馬乗りになった俺の下で、男の身体が完全に脱力する。

　鼻を砕かれたのか、鼻血を流しながら白目を剥むいている男。

　左手からは毒付きの短剣が零こぼれ落ち、石畳に跳ねて澄んだ音を響かせていた。

「ふぅ、これで一安心か？」

「おみごとでした。マリアの娘」

「え……？」

　唐突にマリアの名を出され、俺は困惑した。

　いや、考えてみれば知っていて当然か。

　マリアはこの街で聖女と呼ばれ、敬愛されていた。そんな街の教皇が、彼女を知らないはずがない。

「驚いた？　でもあなたは、若いころのマリアにそっくりだもの。気付いて当然だわ」

「待って、母さんがこの街を出たのは、二十五年も前だよ」

「もうそんなに経たつのね。私も歳としを取るはずだわ」

「いや……」

　どう見ても十を過ぎたばかりという少女が使う言葉ではない。

　ということは、彼女は白いのと同じく、見かけ通りの年齢ではないのか？

　俺はそんな疑問を持ちながら、彼女に視線を向けていた。

　微笑ほほえみかける教皇、その見かけは普通の少女にしか……いや、わずかに耳が尖とがっている印象がある。

「……ハーフ、エルフ？」

「ええ、よくご存じですね」

　エルフは稀まれにだが、人と混血を生なすことがある。その出生率は同族同士のそれと比べると、比較にならないほど低いが、皆無ではない。

　そしてハーフエルフは、エルフの血が混じっているだけあって、人間よりも長命だ。

　だとすれば彼女も、見かけ通りの歳というわけではないのだろう。

[image: ]

「……聖女、だ」

「へ？」

　その時、俺の耳にかすれた声が届いた。

　俺が馬乗りになった男からではない。その声は群衆の中から聞こえ、まるでさざ波のように広がっていっていた。

「教皇様を身を挺ていして護ったぞ！」

「あの青銀の髪、もしやマリア様のご息女か？」

「なんと美しい瞳だ、まるで吸い込まれるような神秘的な光を放っている……」

　称賛の声が止まるところを知らず広がっていき、やがて歓声へと変わっていった。

　俺の名までは知られていなかったようだが、代わりにマリアの名が讃たたえられている。

「マリア様の再来だ！」

「猊下の守護聖人だ！」

「新たな英雄が現れたぞ！」

　無駄に目立ってしまい、悄しよう然ぜんと首こうべを垂れる俺。そんな俺を見て、教皇は口元に手をやって笑っていた。

「勘弁してくれ」

「無理もありませんわ。この衆人環視の中でこれほどの大立ち回りですもの。それにその瞳」

「え？」

　教皇に指摘されて、先の異常を思い出した。俺の言葉に素直に従った、この男の行動だ。

　瞬時に感情を抜き取られ、まるで人形のように変化していた。

「魔力とは質の違う力を感じますわ。詳しくはわかりませんけど」

「あー、これは、その……」

　まさか世界樹教の教皇の目の前で、天敵である『破戒神からもらいました』なんて言えようはずもない。

　あの白い神は世界樹をへし折った悪行を働いている。もしこの目の出自を知られたら、俺を見る群衆の目は、称賛から敵視に変化するだろう。

　いや、敵視で済めば御の字だ。下手をすれば俺の立場すら忘れて、暴行死なんてこともあり得る。

「そうですね、ここで立ち話を続けるのも危険かもしれませんし、場所を変えませんか？　近くに教会があります」

「それはありがたいけど、そもそも人前に出てくるなと言いたい」

「それもそうでしたね。申し訳ありません」

　俺の愚痴を笑って受け流す教皇。

　この余裕ある態度は、どこかマリアに通じている。

「その教会は貧困層向けの炊き出しをやっていまして、私もその手伝いをしてたんです」

「教皇自ら？　料理できたんだ」

「あら、私だって嫁入り修業の一環で勉強したんですから」

「教皇猊げい下かが嫁入り……？」

「それはそれで失礼じゃありません？　そういう口の悪いところはマリアそっくり」

　今度は少し不満そうな顔をして見せる。その顔はどう見ても成人前の子供のそれだ。

　正体を知らずにこんな顔を見せられたら、間違いなく子供と勘違いしてしまう。つくづく女は怖いと思い知らされる。

「どうやら騎士団も駆けつけてきたようですし、皆さんも解散した方がよいですよ？」

「ハ、猊下の御み心こころのままに！」

　教皇の言葉に俺は視線を隣接する八区の方面に向ける。

　そちらから騎馬の集団が勢いよく駆け寄ってくるところが見えた。

　コルティナの姿は見えないが、彼女がうまく騎士団を誘導してきたのだろう。

「さ、行きましょうか、マリアの娘。私も騒動に首を突っ込んだと知られては、枢すう機き卿きようからお説教を食らってしまいますもの」

「自覚あるのに出てきたのか」

「だって、放っておいたら大変なことになっていたでしょう？　それにあなたも、いい加減殿方の上から降りなさい。そういうのはまだ早いです」

　そう言うと俺の腕を引っ張り、男の上から無む理り矢や理り降ろす。

　この男を放置するのは危険だが、すでに意識を失っているし、群衆も正気を取り戻していた。

　この期に及んで、この男の扇動に乗せられるとは思えない。それに騎士団もやってきたため、身柄はすぐに確保されるだろう。

　俺は近くにいた半魔人の男に、手早く警告を飛ばした。

「半魔人の人たちはすぐにここから立ち去って」

「え、いや、しかし……」

「このままこの場に居残ったら、こいつと同罪で牢ろうにぶち込まれても文句は言えないよ？　下手をしたらそれ以上の拷問もあるかもしれない」

「わ、わかった」

　代表、というわけではないのだろうが、一人の男がそう答えて立ち去っていくと、他の半魔人たちもばつが悪そうに顔を見合わせ、三々五々に立ち去って行った。

　これでこの場は、もう暴動が起きることはないだろう。

「あなた方も、もう解散しなさい。それと、ここで暴動なんてなかった。いいわね？」

「猊下、それはしかし──！」

「私が『なかった』とこの場で言っているのよ？」

「くっ」

　教皇が騒動の場に現れ、何もないと宣言する。それは問題にするなと宗教の最高地位にいる者が宣言するに等しい。

　群衆のこの男が誰かはわからないが、それでも教皇の言葉に意見を返せる立場とは思えない。

　もともと先頭に立って反論していただけあって、半魔人に強い忌避感を持っているようだが、それでも教皇の言葉を押し切って反対するほどではなかったようだ。

　下手をしたら破門なんてこともあるかもしれない。その危険を冒して半魔人を排除することはできなかった。

「わかりました。ですがせめて、御身の護まもりを私に──」

「結構。マリアの娘以上の適任がいるとも思えません。あなたは騎士団に事情を説明してください──私が言ったように」

「は、御心のままに」

　教皇に釘くぎを刺され、男はその場に跪ひざまずく。それに続くように群衆のすべてがその場に跪いた。

　いや、本来なら教皇がこの場に現れた直後に、この姿勢を取らねばならなかったのだろう。しかしそれに考えが及ばないほどに、状況は混乱していた。

　そして教皇も、それを𠮟責するほど狭量ではなかった。

　群衆の跪き拝はいににこりと笑み一つを残して、教皇はその場を後にした。

　もちろん、俺の腕をしっかりと確保したままで。




　教皇に連れられてきた教会は、七区の表通りに近い場所にあった。

　ただし、表通りに直接面してはいないため、周辺の道は少し汚れた感じがしている。

　教会の前は広い庭のような広場になっていて、そこで炊き出しなどを行っているらしい。

「炊き出しには半魔人の方もよく来るんですよ」

「へぇ、そうなんだ。でも教皇様自らそれを作るのは、やっぱり変」

「同じことを私もマリアによく言っていたわ。今になってあの時のマリアの気分が味わえるなんて、変な感じね」

　朗らかに笑って答える教皇。彼女がこっそり本神殿を抜け出してきたのは、ここで炊き出しを手伝うためだったらしい。

「そういうマリア本人も、当時は次期教皇なんて噂うわさされていたのに、こういう仕事を率先してやっていたのよ」

「村でも孤児院の子供たちに差し入れとかしてますよ」

「変わってないみたいで安心したわ。えっと、あなたの名前、まだ聞いてなかったのだけど？」

「あ、ニコルです」

「そう、私はアシェラっていうの。よろしくね」

　笑みを絶やさず、右手を差し出してくる。

　その手は意外に傷が多く、労働の痕跡が見て取れた。どうやら頻繁にこのようなことをしているらしい。

　握手を交わしてそのまま手を引っ張られ、教会の一室に案内される。

　そこは説法を行う際の控室らしく、小さなイスとテーブル、それに水差しなども用意されていた。

「お茶菓子はないけど我慢してね」

　そう言いつつ水差しからカップに水を注ぎ、俺の前にずいと差し出してくる。

　まるで今すぐ飲めと言わんばかりの勢いだ。この押しの強さも、どこかマリアに似ていた。

「そうそう、あなたの瞳のことを話さないといけないんだったわね」

「ええ、この目のこと、何か知っているんですか？」

「詳しいことはわからないわ。でも強い魅了の力が宿っていることは確かね」

　アシェラの言葉に、俺は少し疑問を覚えた。

　破戒神は確か、弱い魅了と言っていたはずだ。彼女の言うこととは、少し違う。

「強い、ですか。そんなに？」

「ええ、私が襲われたとき、あなたは『やめろ』と叫びましたね。その時に男が動きを止めたでしょう？　それは、あなたの力に取り込まれ、行動を制限されてしまったからです」

「制限するつもりなんて──」

「あなたになくても、あなたの望みを叶えようと勝手に動いてしまう。そうさせてしまうほどの力を、弱いとはとても言えません」

　だとすると、間違っているのは破戒神の方か。まあ、あの神様ならうっかりとかポカとかいろいろとやらかしてもおかしくないだろう。変なところで人間臭さを残している。

　それより、俺の目にそんな力が宿っていたとは……ハスタール神が力を封じる眼帯をよこすはずだ。

「あ、そういえば、あなたにはお礼を言ってませんでしたね」

「お礼、ですか？」

「そうよ！　私の命を守ってくれたことと、半魔人たちの暴走を止めてくれたこと。彼らもれっきとした人間ですから」

「半魔人を認めてくれるんですね？」

　この世界樹教において、半魔人は世界の異物である。その世界樹教の最高権力者が、このスタンスというのも奇妙な感じだ。

　だが彼女は、俺の言葉にきょとんと首を傾かしげた。

「当たり前じゃない。世界を救った六英雄にすら半魔人はいたわ。差別する謂いわれなんてないもの」

「マリ……母さんは昔はそういう考えではなかったんでしょうか？」

　俺と出会ったとき、マリアは冷酷、とは言わないが、かなり冷淡な視線を俺に向けていた。

　俺としては、そんな視線は慣れっこだったので、最初は無視していたのだが……その対応が功を奏したのか、マリアは次第に態度を軟化させていった。

　そんな経緯があるため、世界樹教イコール半魔人排外主義者という認識が俺にはできていた。

　しかし、あの頃のマリアにこんな知人がいたというのが、意外だった。

　これではまるで、マリアが差別的な人間だったように見えてしまう。

「そうね、そういった気質がなかったとは言えないわ。でもそれは、彼女の周囲の教育に流された結果だもの。私のように長く生きていない彼女が、周囲の思惑に流されてしまったとしても仕方ない。恥ずかしながら、枢機卿にはそういう思想を持つ人が多くて……」

「ふぅん」

「今も彼らの方が力が強くてね。上手うまく行かないものだわ。それよりむしろ、あなたの方が驚きよ？　あのマリアの娘が、率先して半魔人を護ろうと身を挺ていして立ちふさがるなんて」

「それは……えっと……六英雄の中に半魔人もいましたから」

「ええ、そうよね！」

　彼女の言葉をそのまま返した俺に、我が意を得たりとばかりにパンと手を打ち喜色満面の笑みを浮かべる。

　どうやら前世の俺は教皇アシェラすら虜とりこにしていたようだ。微妙に鼻が高い。

「マリアから話を聞いていたわ。すっごいヘタレな子がいるって」

「……おぃ」

「仲間の子が好きなのに、自分でもそれに気付かないくらい鈍感で、それでいてカッコつけたがりで、世話ばっかり焼かせるドジっ子がいるって言ってたわ」

「マリアの野郎……」

「かなりモテていたのに気付いてないから、『きっと一生独身よ』なんてことも言っていたかしら？」

「あとで絶対泣かしちゃる」

　部外者になんて情報漏らしやがるのか。いや、否定できかねるところがないわけでもないが、それでも仲間を悪く言うなんて許せないぞ。

　そもそもお前だって、その腹黒さはなんだ。聖女なんて程遠いじゃないか。

「でも手のかかる弟ができたみたいだって喜んでいたわ。私もマリアがあんなに楽しそうな顔したのは、初めて見たもの」

「そ、そうかな」

「そうよ。だから彼が生きているうちに一度会ってみたかったわ」

　それからしんみりと、視線を落とすアシェラ。彼女としては妹分だったマリアが気にかけた存在というのは、どこか特別なものがあったのだろう。

　そこまで考え、ふとマリアの現在が脳裏に浮かんだ。

　確か助けを求めるためにコルティナがメモを書いていた。もし、それを受け取っていたのなら、俺がいないことを心配するはずだ。

「そうだ。その、あまりここに長居していたら、心配かけちゃうから……」

「あ、確かにそうね。マリアってば心配症だから」

「ごめんなさい。できればまたお話を聞かせてください」

「もちろんよ。あなたならいつだって大歓迎」

「あ、でも三日後にはこの街を出るので……」

「じゃ、それは却下で」

「無む茶ちや苦茶だ！」

　冗談とわかっていても、それができる権力を持っているだけに背筋が凍る。

　だが彼女と知り合えただけで、今回の騒動は価値があった。

　彼女ならいつかきっと、半魔人の差別を覆す……とまでは行かないだろうが、緩和させてくれる。

　そう確信できたからだ。
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　その日のクファルの機嫌は、いつになく良かった。

　この街に来る前の失敗から、ピリピリと張りつめた気配が撒まき散ちらされていただけに、同行していた側近の三人──イーガン、ウーノ、スクードの三人は安あん堵どの息を漏らしていた。

　宿の食堂、その隅に集まった四人は、例によって人に聞かれては困る会話を、堂々としていた。

「クファル、今日は機嫌がいいのか？」

「ん？　なぜだい？」

　沈黙を好むクファルは、日頃余計な口を挟まれることを嫌う。

　それでもスクードは聞かずにはいられなかった。それほどに上機嫌を表していたからだ。

　彼が実質リーダーであるクファルを呼び捨てにしているのは、ここにいる四人は表向きは同格ということになっているからである。

「いつもと違い、鼻歌を歌っていたからな」

「ああ、そうか。うん……そうだね、今日は機嫌がいい。長年苦汁を飲まされた相手に、一泡吹かせることができたからね」

「ほう？」

「それより、そっちの進捗はどうなんだい。連中、うまく踊ってくれそうかな？」

　この街に来て、日々の生活に不満を持つ半魔人たち。彼らにとっては同胞ともいえる者たちだが、無能な者は必要ない。

　召喚術に適性がなさそうな者たちは扇動に回し、市民を不安に陥れる役に立ってもらうことにしていた。

　適性のあった数名はすでにスカウトを済ませ、偽の身分証を確保したのち、街を離れさせている。

「問題ない。すでに数名を雇い、そいつらを頭に百名単位の不満分子を掻かき集めている。二日もあれば、武器も行き渡るはずだ」

「二日か……暴動が本格化したら、明日にでも行動を起こしてほしいところだけど」

「それはかなり厳しいぞ。武装できないままだと瞬く間に鎮圧されかねない」

「それはわかっているさ。でも、こっちも少しヤバい相手に手を出してしまってね」

　レイド──いや、ニコルに致命的な傷を負わすことに成功した。

　自身の身体からだの欠片かけらを埋め込むことに成功したため、おそらく数日、いや、三日と持たず命を落とすだろう。

　単なるスライムの欠片ならば、浄化ピユーリフアイや解毒アンチドートの魔法で浄化されて終わる。しかし埋め込んだ欠片はクファルと繋つながりを残している。繋がりが残っている以上、欠片は生命体として認識されるため、それらの魔法は効果を発揮しない。

　言うなれば、生きたスライムを埋め込まれたことと変わらない状況だった。

　ニコルを殺そうと思えばすぐにでも殺せるのだが、恨み骨髄の相手をあっさり殺すのも物足りない。

　あの傷は癒すことができないのだから、せいぜいのたうち回って死ねばいい。そう思って彼はあえて余計な指示を出さずに放置していた。

「ニコル……っていえばわかるかい？」

「確か、ライエルとマリアの娘だったか？」

「ああ、その娘の顔を焼いてやった。ちょっと小細工もしておいたから、治癒の魔法も効かない。数日のうちに死ぬだろう」

「な──んだと!?」

　彼らにとって、ライエルといえば散々計画を邪魔してくれた怨敵である。

　その娘に手をかけることに成功したとなれば、これは喝采すべき大戦果といえた。少なくとも、彼らにとっては。

「君たちが喜ぶのもわかるよ。でも喜んでばかりではいられない」

「なぜだ？」

「本体が出てくるからさ」

　ニコルが襲われたとなれば、ライエルだけでなく、母のマリアも出張ってくるだろう。

　そして場合によってはコルティナやマクスウェル、ガドルスも出てくる。

　単独で一軍に匹敵する連中と、一軍を率いらせれば世界で最も厄介な相手。

　そんな連中が犯人、すなわち自分たちを狩りにやってくる。それもすぐに。

「今考えれば、少し短慮だったかもしれない。だが今はニコルの治療に手いっぱいのはずだ。その隙に事を起こし、ついでにその混乱を突いて僕たちも街から出る」

「出る……少し物足りなくないか？」

「そうでもないさ。同志の補充はできたし、街に不安をばらまくこともできる。そして僕たちを取り逃がしたことで、連中の面目は丸潰れだ」

　ニコルの負傷を知れば、マクスウェルが仲間を連れてこの地にやってくるはずだ。

　そしてマリアが娘の死を為なす術すべもなく見守ることしかできなかった。仮にも聖女と名乗る彼女にとって、これほどの屈辱はない。

　そして、娘を溺愛するライエルも、失意の底に沈むだろう。

　それだけでも、彼らにとっては充分な成果だ。

「無論、世間にその事実が知られれば、六英雄の名も地に堕おちる。実質僕たちの大勝利ってわけさ」

「なるほどな。ではこちらの行動を少し前倒しにしよう。おそらく扇動された連中は騎士団に皆殺しにされるだろうが……なに、役に立たない連中なら懐も痛まん」

「そうしてくれ。で、逃走経路だが、ウーノは西、イーガンは東。スクードは現場の指揮を。教皇は狙えるなら狙う程度でいい」

「しかし、本当に出てくるのかね？」

　明日から二日間、南の七区で炊き出しが行われる。

　これに教皇がお忍びでやってくるという情報を、彼らは得ていた。

　この日に合わせて暴動を起こし、そこに顔を出してきた教皇を狙う。そんな計画を立てている。

「出てくるさ。現教皇は半魔人擁護派だ。その半魔人が群れを成して暴れ出したとなれば、出てこないはずがない。スクードはその機会を狙ってもらう」

「まかせてくれ。今度は俺が世界樹教の連中に一泡吹かせてやる」

「南西の古着屋の裏に、世界樹の根が枯れた空洞がある。そこは街の外まで続いているから、そこを使って脱出するといい」

「わかった。よく見つけることができたな」

「本当に運がよかったよ」

　いつかこの街を標的にする。そのために前世から調べていた情報だ。この機会に使わずして、いつ使うというのか。

　やや得意げに胸を張るクファルに、仲間たちは誇らしげな視線を向けた。

「北の騎士団は最も動きが遅い。僕がそっちを使って抜けるから、君たちは東西から脱出するんだ」

「なるほどな。南で暴動が起きれば、真っ先に動くのは東西に駐留している騎士団というわけか」

「南の騎士団はどうしたんだ？」

「少し離れたところにある村に出征してもらってるよ。なんでも疫病がでたらしい」

　ニタリと笑うクファル。いうまでもなく、彼の仕業だ。

「準備は万端、事を起こせば勝ちは確定。今こそ僕たちの力を世に知らしめる時だ」

　酒杯を掲げ、乾杯する四人。

　だが彼らの企たくらみはすでに破綻していることを、知る由もなかった。
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　暴動が起きた直後、ウーノは西門に向かって足を速めていた。

　今頃スクードがすでに不穏分子を扇動し、迂う闊かつにも顔を出してきた教皇を害している頃だ。

　街の中心人物が害されたとなれば、その捜査は街全域……いや、国全体に及ぶだろう。

　それまでに少なくとも、このベリトから出ておかねばならない。

　半魔人であることがばれないよう、深くフードをかぶり、周囲に視線を飛ばしながら門へと向かう。

　裏道を渡り歩き、西門までできるだけ人目につかないルートを選んでいた。

　その彼の前に立ち塞がる人影があった。

「あー、済まないけど、ちょっと話を聞かせてくれないかな？」

　ウーノの前に立つ塞がったのは、年の頃十七、八歳という少年だった。

　歳としのわりに背は高く、肩幅もがっちりとしている。だというのに筋肉質マツチヨな印象は薄く、すらりとしたイメージすら抱かせる。

「悪いが急いでいる。またの機会にしてくれ」

「うん、それはわかる。そういう相手を探していたんでね」

「なに？」

　疑問の声を上げたウーノに、少年は得意げな表情を浮かべる。

「人目につかない路地で、頭を隠して、やたらキョロキョロしている、単独もしくは二名の不審人物」

「……なんのことだ？」

「ニコルを……師匠を怪け我がさせたクソ野郎のことさ」

　少年──クラウドは指に嵌はめた指輪に軽く触れて、その効果を解除する。

　すると、彼の額に半魔人の証あかしである角が現れていた。

　ニコルがいつも使っていた幻覚を纏まとう魔道具。それを特別に借りてきていた。

　クラウドは半魔人で、その角を隠す必要がある。

　そのために便利だろうと、彼女はそれを貸していた。それを先ほどまで使用していたらしい。

「な、何のことか、俺にはわからんな」

「コルティナ様が教えてくれたんだ。南で暴動が起きたのなら、首謀者がそれに付き合うはずがない。タイミングを合わせて街から逃げようとするはずだ。それなら東西の門が近くて、そこに来る確率が高い。俺たちで待ち伏せてくれって」

「いいがかりだ。なぜ、それが俺だと？」

「言ったろ。さっき言った条件に合うのはあんただけだ。後はその下に半魔人の証の角があればビンゴだな。もしくは、スライムか」

「なんだと──」

　ウーノがスライムという言葉に疑問を覚えた瞬間、クラウドは一息に間合いを詰めた。

　腰に差した剣を抜き放ちざまに斬り上げる。

　その斬撃は一般人ならば、躱かわしようもないほど鋭かった。

　しかしウーノとて、それなりに修羅場を潜くぐり抜けてきている。不意打ちとはいえ、真正面に立っている相手の攻撃を躱せないほど、油断はしていなかった。

　斬り上げた攻撃を間一髪バックステップで躱すが、目深にかぶったローブが斬り払われてしまった。

　宙に舞うフードの破片。その下からは、半魔人特有の小さな角が現れる。

「どうやら当たりのようだな。なら──覚悟してもらうぞ！」

「無む茶ちや苦茶だ！　俺だって確証はないだろう!?」

「だったら大人しくついてきて、しばらく拘束されればいいだけの話だ。コルティナ様も、怪しい奴やつは根こそぎ捕らえろって言ってたからな。怒るのも無理はないが……本当に手段を選んでいられない」

　相手を逃がさないよう、道の真ん中に陣取り、どっしりと腰を落とした姿勢で盾を構えるクラウド。

　無論、道幅はあるため横をすり抜けることは可能だろうが、それを許さぬプレッシャーをウーノは感じていた。

「まったくさ……最悪な相手を怒らせたな！」

　一声叫び、盾を構えたままウーノに突き進むクラウド。ウーノはその突進を横に飛んで躱し、懐から短剣を取り出して投げつける。

　横合いからの攻撃を、クラウドは剣を振って打ち払った。

「くそ、軍師の犬が！　半魔人なら我らの仲間になれば良いモノを」

「ニコルを傷つけたお前らの仲間になるわけないだろう！」

　向きを変え、大上段から斬り下ろすクラウド。その剣をウーノは、二本の短剣を取り出して受け止めた。

　距離を取ろうと突き放す蹴りを繰り出すが、それは盾で受け止められてしまう。

　まるで岩を蹴りつけたような感触に、わずかに蹴り足が痺しびれる。

　ウーノは腰を落とし、動きを止めてクラウドの攻撃に備えた。それに応じるようにクラウドは攻撃を──仕掛けはしなかった。

　むしろ逆に、一歩距離を取って間合いを開く。

　ウーノはその行為の意味を察することができず、一瞬だけ棒立ちになってしまう。

　その直後──彼の両脚に矢が突き立っていた。

　両脚に一本ずつ。それもほぼ同時に。

「ぐぅおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

「悪いね。まぁ、俺も一人なんて言ってないし、騙だましたわけでもないけどさ」

　的確に膝を撃ち抜かれ、立つこともできず路地裏に転がるウーノ。クラウドは即座にウーノの持つ短剣を蹴り飛ばし、武装解除した。

　ウーノは不意に受けた攻撃に、罵声を上げてクラウドを非難する。

「卑ひ怯きよう者ものが！　てめぇ、な、仲間がいやがったのかっ!?」

「凄すご腕うでが一人、な。彼女もメチャクチャ怒ってる。殺さずに済むよう説得するの、大変だったんだぜ」

　路地の陰から、幽鬼のようにスッと姿を現したのは、ミシェルだった。

　その顔にいつもの天てん真しん爛らん漫まんさはなく、恐怖を感じるほどの無表情。それが逆に、彼女の怒りの深さを表していた。

「ねえ、やっぱり殺しちゃお？」

「ダメだ。ほかに仲間がいるかもしれないし、アジトやらなにやら、聞き出したいことも多い」

「そ。運がよかったね」

　何気ない会話のように聞こえたが、その直後には彼の左肩に矢が突き刺さっていた。

　彼女がいつ矢を番つがえたのか、ウーノには理解できない早業だった。

「ぎゃあああああああああああああ！」

　地面に転がり回り、苦痛から逃れようとするが、それは矢をより深く押し込むだけにとどまる。

　そんなウーノを、虫でも見るかのような目で見つめるミシェル。

「後二、三本くらい、いけるかな？」

「そのへんにしとけ。俺の分も残してもらわないと困る」

「なら、しかたないね」

　二人のやり取りを聞き、ウーノは絶望した。

　このままでは逃げ切れない。世界樹教の拷問は他に類を見ないとも聞く。それに晒さらされ、正気を保っている自信も、彼にはない。

　何より、何とか生き延びれたとしても、仲間の居場所を吐いた自分を、あのクファルが許すはずがない。

　この先にあるのは苦痛にまみれ、情報を搾り出された自分か、それとも──

「楽に、今死ぬか、か──」

　ウーノは残った右手で腰に下げていた小さな袋を取り出す。

　それを見てクラウドは攻撃を警戒し、ミシェルの前に移動し、盾を構えた。

　しかしウーノはその中身を自らの口に流し込む。

　口元からどろりとした液体が流れ落ちる。それはクラウドも見覚えのあるものだった。

「ディジーズスライムの!?」

　ウーノが口にしたのは、クファルの身体からだの一部。

　クファルがスライムであることを知らないウーノは、それが彼の用意した毒だと信じて疑わなかった。

　クラウドが触れただけで昏こん倒とうしたほど強力な毒を……ニコルに埋め込まれた欠片かけらよりも遥はるかに多くの量を、一息に呷あおる。

「ごぶっ……」

　流し込まれる粘液と、勢いよく吐き出した血液が混じり合い、流れ落ち、まだらな模様を地面に描く。

　しかし、それを目にすることすらできず、彼は意識を失った。
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　イーガンは東門に向かって急ぎ足で歩いていた。

　目立ってはいけない。フードの角を人に見られてしまえば、半魔人が暴動を起こしている今、タダで済むとは思えない。

　目深にかぶったフードを左手で押さえ、右手は旅道具を詰めた荷物を抱えている。

　両手が塞がっていたからか、イーガンは唐突に現れた男の手を避けることができなかった。横合いから伸びてきたその腕は、万力のような握力でイーガンの首を掴つかみそのまま持ち上げて街路の壁へと叩たたきつける。

「ガハッ!?」

　壁に叩きつけられながらも、イーガンは相手の顔を確認する。

　そして、絶望のために身体を硬直させた。

　そこにいたのは、聖剣の勇者ライエルその人だったからだ。

「ら、ライエル……」

　それだけではない。彼の後ろには底冷えするような目で笑みを浮かべるマリアの姿もあった。

　ライエルの手は容赦なくフードにかけられ、剥はぎ取る。露あらわになった小さな角を目にして、ライエルは低い声で唸うなった。

「当たり、だな」

「まだちゃんと確認してないわよ。あなた、クファルって名前を知っているかしら？」

「な、なぜ、ここに……？」

「それを聞いてくるってことは、間違いなさそうだ」

　唐突に現れたライエルに思わず漏れたひと言。反射的に出た言葉だからこそ、自身の立場を明確に表していた。

「い、いいや、こんな場所に六英雄がいるなんて思わなかったから、つい」

「こんなところ？　確かに滅めつ多たに足は向けないが、ここはマリアの故郷だ。まったく来ないわけじゃないぞ」

「そうね。フィーナが生まれた時も報告に来たことはあるし」

　フィーナが生まれた時、マリアはこの街に顔を出している。

　親代わりでもあり、友でもあった教皇に、最低限の筋を通す意味合いもあったからだ。

　教皇であるアシェラと、マリアの仲は悪くない。その友情は、彼女がベリトを離れた後も続いている。

　だからこそ教皇は、ニコルが生まれた時、顔を出さなかったマリアを今も責めていた。

「そ、それは……そうだ、暴動が起きて、このままじゃ俺の身が危ないと思って……」

「そのわりには旅支度が素早いわね？　保存食までしっかりと用意しているようだし」

　旅支度で最もかさばるものは、食料と水だ。こればかりは、削るわけにもいかない。

　街中であるベリトでは保存食を用意するという風習はほとんどない。迷宮に入る冒険者なら、それなりに備蓄はあるだろうが、それでも長期間旅をするほどの保存食は持ち歩かない。

　大陸の中央、そして宗教の中心であるこの街には、あらゆる物資が流れ込んでくる。

　街中にいるだけで大抵の物は手に入るのだから、旅支度をする者は基本、商人か冒険者くらいである。

「それに暴動が起きて、まだそれほど時間が経たってない。いくら何でも、動き出すのが早過ぎたな」

　この街では半魔人の存在は疎まれている。街の出入りですら悶もん着ちやくを起こすほどに。

　それゆえに、この街に住む半魔人は街から出ようとは、あまり考えられないでいた。

　門を通ろうとしたら門番に身み包ぐるみを剥がれる可能性もあるからだ。身包みを剥がれ、街から放り出されれば、さすがに生きてはいけない。

「くそっ！」

　ライエルの態度に、たとえ間違っていたとしても自分を逃がす意思がないと、イーガンは悟る。

　奴は門を通る半魔人を、片っ端から捕らえ、尋問する気なのだ、と。

　もっとも、このタイミングで顔を隠した半魔人が、急ぎ足で、単独で、旅支度を万全に整えたうえで街を出ようとする、という条件に当てはまるのは極小数であることは間違いない。

　いうまでもなく、この東門ではイーガン一人だ。

　ベリト周辺は治安が保たれているとはいえ、モンスターが出ない地域ではない。単独で街を出るなど、危険極まりない行為である。

　だとしても、無茶な言い分であることは変わりない。それを押し通すほどに、ライエルは怒っていた。

　それを悟り、イーガンはその場から逃げ出そうと身み悶もだえした。

　しかしがっしりと首を押さえられ、抜け出すことができない。

「無駄な足あ掻がきをするな……そうだな、クファルの居場所を吐けば、楽に死なせてやるぞ？」

　勇者と呼ばれる者として、ふさわしくないほど邪悪な笑みを浮かべるライエル。

　心胆寒からしめるその笑顔に、力で抜け出すことは不可能だと察し、腰元に手をやった。

　そこには二重にした水袋が下げられており、中にはクファルから渡された毒が詰められていた。

　それをライエルの顔面に投げつけ、拘束から逃れる。

「くっ……」

　毒に汚染されたのか手を放し、一瞬ふらつくライエル。

　しかし直後にはマリアの魔法が飛び、毒を打ち消す。

　その一瞬で、イーガンが拘束を抜け出すには充分だった。

　イーガンは背後を見もせず、即座に逃げ出す。だがライエルも伊達だてに修羅場を潜くぐり抜けてはいない。

　瞬時に体勢を立て直し、後を追って剣を一いつ閃せんする。

　イーガンとライエルでは、その瞬発力に雲泥の差があった。瞬く間に距離を詰められ、横よこ薙なぎに脚を斬り飛ばされ、地面へと転がる。

「あ、あああぁぁぁっぁぁぁあああぁっ!?　俺、俺の脚が！　ない、脚があぁぁぁぁ!?」

　地面に転がり一拍置いてから襲ってきた激痛に、イーガンは必死に自身の膝を抱え込もうとする。

　しかし膝上で綺き麗れいに斬り飛ばされた脚を抱え込むことができず、両腕を血に濡ぬらすだけに終わった。

「あらあら大変。あなた、死なせてはダメでしょ。これは放置したら致命傷よ？」

　その傷跡はマリアによって一瞬で癒いやされた。しかし脚を再生させるような魔法ではない。依然として、イーガンの脚は失われたままである。

「逃げられたら困るから、この程度で許してね。あ、そうそう。あなた、変な真似まねができないように、腕もお願いね」

「承知」

　黒い笑みを浮かべたまま、とんでもないことを言うマリアに、無表情で答えるライエル。

　その意味を理解し、絶望を浮かべた直後には、両腕が斬り飛ばされていた。

「あ、はは、ははははは、ひゃあはははっははははっはははははははは！」

　もはや自分に逃げ道はない。いや、生き延びる術すべすらない。

　この先にあるのは死を上回る苦痛と、情報を搾り取られた残り滓かすの自分。

　それを悟って、イーガンは正気を手放したのだった。
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　クファルは一人北門へ向かって歩いていた。

　彼は他の二人と違いフードなどで頭を隠してはいなかった。元がスライムである彼は、擬態の力で人に変身している。

　その力を利用すれば『角のない少年』に化けることなど、容易たやすかった。

　半魔人でない以上、姿を隠す必要もないので、表通りを堂々と進んでいく。

　今頃、ウーノとイーガンは騎士団が移動した後、東西の門に向かって、急いで移動しているだろう。

　その脱出がすんなりいくとはクファルも思っていなかった。

　ほぼ同時にスクードが教皇を害しているはずだ。となれば、その犯人を捕らえるために、すべての街門を閉鎖するはず。

　それまでに彼らが脱出できたとしても、教皇を害されたこの街の者たちが半魔人を見逃すとは思えない。

　このタイミングで半魔人が単独で街を出る。これが怪しまれないはずがない。とはいえ、正規のルートから手に入れた商人ギルドの身分証がある以上、出入りを妨げられることはないだろう。

　多少の荷物を要求される可能性はあるが、門番が他国の商人の身包みを剥ぐのは、さすがにできないはず。

　街の出入りは入念にチェックされ、記録も残されるため、おそらくはあの二人には追手がかかる。それを振り切れるかどうかは、彼らの才覚次第だ。

　対して自分は、彼らが追われている間に、最も離れたこの北門から人間として街を出て、悠々と北部に戻ることができる。

　つまりクファルは、残る二人を囮おとりにして、自身の安全を確保しようとしたのだった。

「スクードも無事に戻れるとは限らないし、側近連中は全滅も覚悟しないとな。そうなると後釜に据えるのは……」

　側近がいなくなるのは、クファルにとっても痛い状況だった。しかしそれ以上に、このベリトで半魔人による暴動が起きたことが大きい。

　その結果、教皇を害することができるのならば、なお良い。

　古くから世界樹教によって迫害されてきたそのお膝元で、半魔人が教皇を害する。

　それだけで世界に不安の種がばらまかれることになる。

　これからは半魔人は、恐怖の対象として見られることになるだろう。

　その畏怖が、彼らを余計に孤立させてしまうかもしれない。しかしその結果、半魔人たちは仲間と寄り添うようになるはずだ。

　結果として、クファルの組織は加入希望者が増えることになる。そうなれば、人材不足も解消できるはず……だった。

「なるほど、顔を変えない辺り、余よ裕ゆう綽しやく々しやくってわけね。ニコルちゃんの言った特徴通り」

　クファルの前に猫耳の少女が立ちはだかった。

　いや、纏まとう威厳は少女の物ではありえない。その貫かん禄ろくはある程度歳としを経た女性の物だった。

「軍師……コルティナ？」

「あら、知っていてくれたのね。いえ、私を狙ったこともあったんだっけ？」

「なぜ、ここに？　ニコルのそばについていなくていいのかい」

「大丈夫よ。治ったもの」

「バカな、たとえマリアでも治せないはずだ」

　ニコル──レイドはいたぶり殺すために、内部に送り込んだ分体には特に指示を与えてはいなかった。

　それでもその毒素が身体を蝕むしばみ、衰弱させ続け、二、三日もすれば死に至る。そのはずだ。

　そして自身と繋つながっているがゆえに異物を排除する浄化ピユーリフアイや解毒アンチドートでは除去できないはずだった。

「ハッタリを言うものじゃないよ。体内を食われ続け、毒素に汚染され続ける状態でどうやって？」

「分体だから浄化できないなんて、えげつない仕打ちをしてくれたものね。しかも逃亡時に顔も変えないなんて、少し私たちを舐なめ過すぎじゃないかしら？」

「……しかし、ここにいるのが君だけとは、そっちこそ舐め過ぎじゃないかな？」

「そんなわけないじゃない」

　コルティナの発言をハッタリと斬って捨て、油断なく彼女を見据えるクファル。

　彼の言葉に、パチンと指を鳴らすコルティナ。

　その合図に呼応して、十名を超える騎士たちが街路から姿を現した。

　彼らはクファルから距離を取った状態で包囲し、逃げ場を封じていく。

「自分の実力くらいは弁わきまえているわ。騎士団の一部を借り受けてきたの。ついでに今頃、南の暴動も鎮圧されているはずよ」

「これは怖いね。しかしどうして？　どうやって？」

「疑問ばかりね。答える義務があるのかしら？　まあいいけど。南の騎士団を前もって動かし、空にしておいてから暴動を起こし、東西の騎士団を移動させる。その穴を埋めるために北の騎士団は最後に動くはず。手薄になった東西から仲間を逃がす振りをしつつ、あなた本人は最後に動いたこの北から脱出しようとする。私はそう読んだだけよ」

　急いでこの場に急行したせいだろうか。やけに軽装の騎士たちがじりじりと包囲の輪を狭めていく。

　攻撃を受ければそれだけで病毒を受けてしまうため、回避主体の装備にしたのかもしれない。

「なるほどね。しかし……いささか勉強不足と言わざるを得ないかな！」

　クファルは手に持った荷物を遠くへ投げ捨て、コルティナへと襲い掛かった。

　騎士たちは自分から距離を取っているため、襲撃から守るのに間に合わないと判断してのことである。

　しかしコルティナも、動揺すらせず腰のポーチから巻物スクロールを取り出し、発動させた。

「氷嵐アイスストーム」

　起動言語キーワードに従い、効果を発揮する魔法。彼女とクファルの間に氷点下の嵐が吹き荒れた。

「ちっ、小細工を──」

「悪いけど、そっちが本職なのよ」

　この魔法の存在に、クファルは突進を止やめざるを得なかった。スライムである彼は、何に擬態していたとしても、その身体からだが液体であることに変わりがない。

　氷の嵐が身体の各所を凍らせ、動きを鈍らせていく。その効果は通常の人間にかけた時よりも激しかった。

　その攻防を合図に、騎士たちも行動を開始した。

　いや、彼らは騎士といっても普通の騎士ではなかった。

　金属を使わない装束を纏った彼らは、魔法陣を目の前に描き出す。動きを制限されない服装をしているので、その行動に淀よどみはない。

「魔導兵だと!?」

「その通り。普通の騎士を連れてきても、あなたには効果は薄いでしょ。だから、ね？」

　騎士団といっても、皆が皆、剣を振るばかりではない。中には魔術を得意とする騎士たちも存在する。

　コルティナはそういう能力を持つ者を率先して集めてきていた。

「あなた専用に、水属性の魔法が得意なものを厳選しておいたわ。私たちの怒り、たっぷり味わいなさい！」

「く、レイ……騙だま……小娘……」

　レイドに騙された小娘が──そう言いたかったのだが、クファルの顎はすでに凍り付き、まともな発音を行うことができなかった。

　その後、魔法は氷針アイスニードルという攻撃系の魔法へと変化し、凍り付いた身体の各所を破砕していく。

「が、は……おの、れ……」

　足に擬態した部分はすでに砕けた。

　地に倒れた身体の部分も、容赦なく撃ち込まれる氷の魔法で地面に貼り付けられ、身動きが取れない。

　コルティナまでの距離は絶望的に遠く、見上げる自分はあまりにも無力。

「まだ──僕はぁ！」

　最後の悪足掻きか、クファルは身体の半分を強引に引き剥はがし、コルティナへ迫ろうとした。

　しかしそれも、再度撃ち付けられる氷の魔法によって封じられる。

　やがて剥むき出しになる、赤紫の球体。

　小石程度の大きさではあるが、粘液の身体の中に在って明らかに固形を主張する物体が剥き出しになっていく。

　同時に近付いてくる軽い足音。コルティナがそばまで歩み寄ってきたらしい。

　しかしもはや、クファルには彼女を攻撃する手段は残されていなかった。

　コルティナは冷たい視線で球体を見据え、手に持った長杖を振り上げ、そこに叩たたき付けた。

　カシャン、と意外と透き通った音を立てて砕け散る球体。

　同時にクファルの身体は、粉々に崩れさったのだった。
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　そこは世界樹の麓にある小さな教会だった。

　本神殿がそばにあるというのに、妙に寂れて人の足も遠ざかった小さな廃教会。

　だがこの日は、その教会に少数ながら人の気配が存在した。

　もっともその気配とて、人目に付くような場所に身を晒さらしているわけではない。

「ここなら、どれだけ騒いでも外に声が漏れることはないわ」

「済まないわね、アシェラ。こんなことに手を煩わせてしまって」

「なに言ってるのよ。マリアのお願いなら断るわけないでしょ。それに私にも無関係というわけじゃないし」

　教会の地下にある、隠し部屋。

　その場にはコルティナとライエル、マリア、それにアシェラというメンツと、捕虜が存在していた。

　一人は手足を失って正気を失い、もう一人は折れた鼻が横を向いている。

　両者とも酷ひどい状態だが、まだ鼻の折れた男……スクードの方がマシな有様だった。

　ライエルはスクードを引き立て、てきぱきとした仕草で彼を拘束台に固定する。

「あら、あなた意外と手て馴なれているのね」

「こう見えても戦場は経験豊富でな。捕虜のこういう扱いも、何度か経験がある」

「そう、そういう趣味じゃなくてよかったわ」

「おいィ!?」

　二人のそんなやり取りを、アシェラは微笑ほほえましそうに眺めている。

　彼女にとって親友のマリアの仲なか睦むつまじい姿は、心が癒いやされる光景でもある。

　しかし実際のところ、この場はそれがふさわしい場所ではなかった。

　暗闇の中から、たいまつで浮かび上がった光景は異様という一言に尽きる。

　十メートル四方の石造りの地下室。その部屋全体に巨大な魔法陣が描かれており、中央には拘束台が配置されている。

　その魔法陣も、一目で転移用の物とは格が違うという緻密さで描かれており、術式の難易度の高さが窺うかがい知れた。

「な、何をするつもりだ……」

　ほのぼのとする二人は差し置いて、拘束台に乗せられたスクードはそれどころではない。

　六英雄と呼ばれる存在と、この世界を統べる宗教の最高指導者。そんな連中が人目を忍んで、暗殺を企たくらんだ彼らを隔離してなにをするのか。

　そんなものは聞くまでもない……尋問、いや、拷問だ。

　わかっていても聞き返さずにはいられない。そこに彼の恐怖心が見て取れた。

「そんなこと、言われなくてもわかっているでしょう？」

「そうね、明確に拷問……いえ、そんなものでは済まされない地獄を見せてあげる。それが嫌なら、あなたの本拠地を吐きなさい」

「本拠地？　クファルの居場所ではなく、か？」

　スクードはニコルに気絶させられ、ここに運ばれてきたため、彼がすでにコルティナによって撃破されたことを知らなかった。

　コルティナはここでようやく、その事実を彼に伝えた。

「クファルなら、私が倒しておいたわ。スライムだって知っているなら、対処法はいくらでもあるもの」

「は、スライム？」

　だがその正体までは、スクードは知らされていなかった。

　コルティナからその事実を知らされ、驚きよう愕がくに目を剥く。

「あら、知らなかったの？　嘘うそじゃないわよ。あなたにそんな嘘をついても、私に利益はないもの」

「う、嘘だ……それじゃ、俺たちの理想は……」

「悪いけど、操作されたモノとしか言いようがないわね」

「嘘だ、嘘だ！　俺たちは、半魔人の地位向上のために──」

「何度も言うけど、悪いわね。あんたの主張に付き合う気はないの。本拠地を吐きなさい」

「言えるか！　言ってやるものか！　嘘だ、嘘に違いない！　お前らは俺を騙して情報を聞き出そうとしているんだ！」

　もはやまともな理論すら投げ捨て、スクードは喚わめき散らしていた。

　彼の脳裏に走る、急激に失敗が増えた召喚の儀式。そのために消えた仲間たちの姿。

　それらすべての儀式にクファルが同行していた事実に思い至り、真実に辿たどり着く。だがそれを受け入れることは、到底できなかった。

「信じなくてもいいわ。信じるようになるまで繰り返すだけだから」

「ちなみにここに描かれた魔法陣だけど、これ『ご禁制』なのよ？」

「なんだと!?」

　狂気に堕おちかけていたスクードの意識が、『ご禁制』という一言に反応する。

　世界樹教において最大の禁忌は魂の輪りん廻ね転生を妨げることだ。これは世のすべては世界樹より生まれ落ち、世界樹に帰り、転生を繰り返すという教義に由来する。

　ならばこの地に描かれた魔法陣は──

「まさか……蘇生リザレクシヨン!?」

「正解。そして教皇の私はその術式を理解しているし、使用もできるわ。マリアの子に手を出した報い、受けてもらわないとね」

「そんな、馬鹿な──」

「事実よ。だって本物を知らないと真偽と断定することができないでしょう？　私たち世界樹教は、蘇生リザレクシヨンを取り締まるために、真実の魔法陣を知っていなければならない。そしてそれを活用できなくてはならない」

「私も知らなかったのだけど？」

「当然。これは教皇と一部の枢すう機き卿きようのみに伝えられている事実だもの」

　マリアの抗議を、アシェラはどこ吹く風と受け流す。

　二人とも淡い笑みを浮かべていたが、その視線は冷たいままだ。

　死よりもつらい苦痛、という物は確かに存在する。だがそれは、死ねば終わる話。

　しかしこの場においては、その理屈は通用しない。実際に死んだとしても、この教皇は容赦なく蘇生させる。そう言っていた。

「ああ、狂ったとしても、ちゃんと沈静サニテイで正気に戻してあげるからね？」

「ひぃ!?」

　にこりと聖女にふさわしい笑みを浮かべるマリア。その横でライエルは無言で剣を引き抜いた。

　拘束台に固定されているスクードに、この剣を避よける術すべはない。

　彼はもう、自身の知る情報を垂れ流すしか、道が残されていなかったのだ。
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　北門近くの街路。

　昼間の戦闘で撒まき散ちらされた氷が解け、街路は水浸しになっていた。

　その街路の隅に、微かすかにうごめく影が存在していた。

　それは転がっていた袋から這はい出すと、にゅるりとした動きで人の形を取ろうとする。

　しかしそれは質量が足りず、叶かなわなかった。

「やれやれ。これじゃどこかで『補充』しないと、どうしようもないな」

　這い出してきたのは、粘液状のモンスター。俗にいうスライムだ。いうまでもなく、クファルである。

　彼は身を震わせながら、不明瞭な言葉を紡ぎ出す。

　昼間にコルティナに破壊されたのは彼の分体……というには量が多すぎるが、核から切り離された身体からだである。

　ニコルに手を出した段階で、クファルはライエルたちの追撃を想定していた。

　そして念には念を入れて、自身の核を荷物の中に隠し、ダミーの核を分体に仕込んで外部から動かしていたのだ。

　これは核から切り離されても自身の身体だった部位を動かせる、クファル独自の能力を活用した結果だ。

　もっとも彼の操作能力はそう離れた場所まで効果を及ぼすことができない。

　効果範囲を出た分体は、最初に与えられた命令を愚直に遂行するゴーレムのようなものになり果ててしまう。

　せいぜい荷物に潜み、街路内で操るのが限界といったところだ。

　とりあえず、周辺の水みず溜たまりを取り込み質量を補ほ填てんしていく。

　元が粘液生命体なので、水そのものを取り込むことで速やかに質量を補うことができた。

　しかしそのままでは、単に薄まってしまうだけなので、自身に馴な染じませる時間が必要になる。

「さいわい、あの雌猫はうまく騙せたみたいだから、しばらくは安全だろうけど……すぐに街を出るのは難しいな」

　夜間とはいえ、こうして彼が街路にスライムの姿を晒していられるのも、昼間に起こった半魔人の暴動の結果である。

　いや、どうやら速やかに鎮圧……というか、和解が成立したようで、思ったほどの被害は起きていない。

　だがその混乱に怯おびえ、警戒した市民たちは外出を控えていた。それが彼を視線から守っている。

　肉体を構成していた粘液のほとんどをコルティナに凍らされ、破砕され、水に流されてしまった。

　そのため、ほとんど核だけに近い状態で荷物の水袋の中に隠れていたクファルは、小さなネズミ程度の大きさしか持っていなかった。

　しかし周囲の水溜まりを吸い込んだことにより、どうにか子供程度の大きさまで戻ることができていた。

「しかし、あの雌猫……いやコルティナか。少し考えを改めた方がいいかもな」

　軍師コルティナ。六英雄の中でずば抜けて実力の劣る英雄。

　それ故に何度も、誰もが、彼女を最初に狙おうと考えてきた。

　事実、彼女は狙ってきた者すべてに、苦戦を強いられている。

　しかしそのたびに、彼女は敵を罠わなに嵌はめ、味方の前まで引ひき摺ずり出し、逆転を演出していた。

「しぶとい、というべきか。それとも周到と見るべきか？」

　今回も、結局クファルは彼女によって逃亡を阻止されている。

　ライエルたちを伴ともっていなかったところをみると、他のメンバーの脱出も、おそらくは阻まれたと推測すべきだった。

「単純な戦力として測れない部分か。厄介だな……」

　敵の実力を発揮させること無く生き延びてチャンスを窺い、こちらに致命的なタイミングで戦力を投入してくる。

　口にするほど、それは容易たやすいことではない。それを平然と、何度も行ってくるのだから、性た質ちが悪い。

　かといって、別の誰かを狙うにしても、そちらはそちらで一芸に秀でた連中ばかりで、手の出しようがない。

「僕と相性がいいのはライエルだが、マリアが常に張り付いている。コルティナはこの際置いておくとして、残るはガドルスとマクスウェルか」

　ガドルスの耐久力だと、クファルの毒素すら通用しない可能性もある。

　マクスウェルの場合、対たい峙じする機会を得ること自体が難しい。顔を合わせた瞬間、蒸発させられかねない。

「となると、やはりレイドか。どうやって生き延びたことやら……」

　だが、クファルにとってレイドは個人的な恨みはあれど、積極的に狙う旨うまみのない相手である。

　現在のレイド──ニコルは六英雄ほどの名声はなく、また半魔人を仲間にしている点でも、一般的半魔人たちの評判は悪くない。

　これはラウムでコルティナの周囲を調べた時に得た情報なので、今ではやや古いかもしれないが、それでもあまり変わっていないはずだ。

　そのような相手を倒したとしても、半魔人からの反感を買うだけに終わってしまう可能性もある。

　クファルは考えながらも、周囲の水だけでなく砂や石ころといったゴミまで捕食していく。

　彼としては体積を増やすためだけで力にならないこの食事は、非常に不本意極まりない。

「ふん、やはり食らうのは何か力を持った奴やつがいいな」

　分体を操る能力も、スライム離れした力や敏びん捷しよう性せいも、魔神やその召喚者を食らうことで得た力である。

　やはり力を持つものを食らうことが、より自身の力になりやすい。この水や砂利を食らうだけの行為は、自身がスライムであるという事実を容赦なく突き付けてくる。

　それでもやらねば、自分の身体を維持することすら敵かなわない。核はわずかなりとも粘液を纏まとっていなければ、すぐ砂のように崩れて壊れてしまうからだ。

　水袋に潜んでいた時ならともかく、今は水分を補給しないと危険に備えられない。

「いっそ、戻ってもう一度教皇暗殺を目もく論ろんでみるか？」

「それはできそうにないな」

　クファルしかいない街路に、高く澄んだ声が響く。

　とっさに周囲を見回すクファル。実際その行為は彼には全く必要ないのだが、これは彼が頑かたくなに捨てようとしない、人間の時の癖である。

　だがその視線の向きではない場所で、その発生源を見つけ出した。スライムでなければ、もう少し時間がかかっていただろう。

　街路に面した民家の上。そこに青銀の髪をなびかせたニコルの姿があった。

　唯一自分の記憶と違うのは、右目を眼帯で覆っているところだ。完全に治ったというわけではないのかと、疑問が浮かぶ。

　隣には見たことがない少年の姿もある。

「ニコル……治ったというのは本当だったんだな」

「運よくな。素直に口に出すのは恥ずかしいけど、白いのには感謝してもし足りない」

「白いの？　いや、まあいい。で、どうするのかな？　この場で僕を殺すかい？」

「それをしない理由があるか？」

　トン、と屋根から飛び降りるニコル。

　そのまま地面に着地する寸前、屋根に引っ掛けた糸を引っ張り減速する。

　クファルは、まるで舞い降りるかのように降り立った彼女と対峙した。現状ではまともに戦うことすら難しい。

　正面から戦えない以上、何らかの手を講じる必要がある。

「なら……しかたないか！」

　ニコルの言葉にそう答えると、クファルは全力で襲い掛かっていった。
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　時は少し巻き戻る。

　夜も更けてから、マリアとライエル、それにコルティナが戻ってきた。

　それぞれ張り詰めた空気がなかったので、おそらくは尋問はすんなりと済んだと見える。

　俺もクラウド経由で連中の一味を捕縛したという情報があるから、そう察せられただけで、それがなければ上機嫌で戻ってきたという事実以外何もわからなかっただろう。

　マリアは情報を聞き出せたとだけ伝え、俺には早く寝るように言ってきた。

「ニコルも今日は早く眠りなさい。怪け我がが治ったばかりで街に出たんだから、疲れたでしょ？」

「でも教皇を助けることができたよ」

「この街で彼女に害を加えても無意味なのにね」

「え？」

　彼女の身に何かあっても心配しない風なマリアの言葉に、俺は首を傾かしげた。

　それを見て、悪戯いたずらっぽくマリアは微笑ほほえんだ。

「世界樹教が蘇生リザレクシヨンを禁呪としているのは知っているわね？」

「うん」

「ならそれが本当に蘇生が可能な魔法なのか、実際に発動するものを知らないと真しん贋がんを見極めることができないでしょう？　つまり、世界樹教は蘇そ生せい魔法を知っている。そして工夫さえすれば、それは使用できる」

　マリアの話によると、四種の魔法を同時起動することで蘇生魔法は発動する。

　魂を呼び戻す術式、肉体を再生させる術式、呼び戻した魂を肉体に固定する術式、そして生命活動を再起動する術式。

　四つの術式の並列起動。それは一人でやるならば超絶の技能を必要とする。

　しかし四人が集まって同時に発動させるのならば、難易度はそこまで高くはない。もちろん一流の技能が必要だし、四人のタイミングを合わせなければいけないので、最高難易度なことに変わりはないが、アシェラの実力ならば起動は可能だ。

　そしてこの街では、四人で起動することができる術者も存在する……らしい。

「それって、死んでも蘇生させることができるってこと？　世界樹教の教皇が？」

「何ごとにもご都合主義ってものがあるのよね。レイドの時は絶対に協力してくれなかったのに」

　ふくれっ面をしてみせるマリアだが、それはもちろん無理な理由があったからだ。

　北部の村とベリトでは距離が離れすぎている。この街まで輸送する間に、俺の魂は完全に世界樹に取り込まれていただろう。

　遺体を保存すればそれをぎりぎり防ぐことはできたかもしれないが、次に問題になるのがレイドの種族と職業だった。

　半魔人であるレイド。暗殺者であり、各所の要人にすら恐れられていたレイド。

　そんな危険人物を好んで蘇生させようとする者は少なかったはず。

　無論アシェラなら協力してくれただろうが、彼女の周辺の権力者は、半魔人であり暗殺者でもあったレイドを蘇生させようとは思わない。

　そのような事情があったからこそ、マリアはこの街とは完全に決別していた。

「それにクファルは私が倒しておいたから、もう安心していいわよ？」

「え、コルティナが？」

「そうなの、この子ってば、私に内緒で自分だけ美味おいしいところを持って行っちゃうんだから！」

　マリアの話では、コルティナはクファルの動きを読み切り、ライエルやクラウドには取り巻きの逃走経路だけを教えていたそうだ。

　そして彼女本人は騎士団の魔導兵を借り受け、クファルを待ち伏せし撃退したらしい。

　奴がスライムであること、核から離れた部分をも操ることができるなど、前情報さえあれば、対処する方法はいくらでもあるらしい。

「奴は俺が倒す気でいたのに……完全に不完全燃焼だ」

「父さん、なんか変な言い回し」

「それくらいモヤッとしたってことだよ」

「それより、今日は早く休みなさい。あの人が治してくれたとはいえ、疲れは残ってるはずよ？」

「うん、わかった」

　俺は表向きは素直にそう頷うなずいておき、自室へと戻っていった。

　もっとも彼女の言うことをそのまま聞くわけにはいかない。今回は破戒神とその一行に大きな借りを作ってしまった。

　少なくとも一言くらいは、礼を言っておかねばならないはずだ。




　俺は部屋を抜け出す決意をして扉に手をかける。

　しかしそこで俺の動きが止まった。部屋の中に、誰かの気配を感じたからだ。

　敵意は感じない。こちらにも気付いているだろうに、反応する気配もない。

　だが警戒を解くこともできず、腰のカタナの鯉こい口ぐちを切っておく。

　いつでも反応できるように警戒しながら、扉をゆっくりと開いていく。

　果たして部屋の中には──

「なんだ、バーさんじゃないか」

「その呼び名はすごく不本意なんだけど」

「自分で名乗ったじゃないか？」

「いや、それは仕方なくで──っと、そうじゃなくて。今日は少し情報を持ってきたんだ」

「情報？」

　聞き出すべき情報はマリアたちが引っ張り出したはずだ。悪いが、正気を保っていたあのスクードという男には同情せざるを得まい。

　いざというときのマリアは、それはもう誰よりも冷酷になれるのだから。

　いや、それはともかく。そのマリアですら聞き出せなかった情報があるということだろうか？

「そうそう。クファルだけどね……まだ生きてるよ」

「なんだって!?」

　コルティナは戦闘力で劣るが、その分、戦況を見るに聡さとい。その彼女が敵を見逃すとは、思えなかった。

　いや、ひょっとするとクファルには他に何か手を残していたのかもしれない。

「どうやら、自分の核だけを荷物に隠して、窮地を逃れたようだね。いや、なかなかに賢いスライムだ」

「核だけ？　そうか、奴は核が無事なら他の部分は離れていても操れるから……」

「そう。ダミーの核を用意し、それを分体に取り込ませ、操っていたらしい」

「まさかコルティナが騙だまされるとはな」

「初めて出会うタイプの敵なんでしょ。ならそれも仕方ないところだと思うけどね。で、どうする？」

「なに？」

「奴はまだ生きていて、この街にいる。でも放置すれば逃げ出すだろうね」

　つまり、追ってとどめを刺すか、見逃すか選べというのか？

　そうと聞かされて、俺に見逃すという選択肢があろうはずはない。

　いや、ライエルたちに伝え、彼らに任せるという選択肢ももちろんあるのだが……

「……それはそれで、おもしろくないよな」

　俺はクファルに一杯食わされた。コルティナもまた、奴に騙された。

　これほどまでにコケにされたのは、生まれて初めてだ。

　その借りを、おとなしく他人に預けるなどと、できようはずがない。

「だが、マリアは今回、かなり俺を気にしている。抜け出したら様子を見に来るかもしれない」

「そこはそれ、任せたまえ」

　そう言うとバーさんが視線を横に逸そらす。

　その先には、白い少女の姿があった。

「破戒神……じゃないな」

「そう。僕の眷けん属ぞくであり、彼女の眷属でもある。君も会ったことがあるだろう？」

「会ったこと？」

　神の関係者なんて白いのとハスタール神、それと彼くらい……いや。

「ひょっとして、カッちゃん!?」

「違う、魔竜ファーブニル！　温泉村で会っているはずだ」

「ああ、あの黒い……でかいの？」

「大きさくらい変化ポリモルフの魔法でどうとでもなる。それは君も知っているだろう？　彼女は人型を取る時は飼い主の姿を真似まねることが多くてね」

「ってことは、正規の主は白いのなんだな」

「そう。彼女に君の身代わりをさせる。寝ている間なら、バレる可能性はないよ」

　俺の姿に変身し、毛布をかぶって寝たふりをする。如い何かなマリアといえど、それだけで見抜くことは確かに不可能だ。

「悪いが、任せていいか？」

　俺が少女にそう尋ねると、コクリと頷き、その姿が滲にじむ。そして一瞬後には、俺とそっくりの姿に変貌していた。

　そのまま何も言わず、寝台に潜り込み、軽く寝息を立てる……振りをする。

「それじゃ行こうか。あっちもあまり長くは放置できない」

「ああ。それに少し、準備も必要だ」

　一度やり込められた相手だ。ただ倒すだけじゃ物足りない。ここはしっかりと、仕返ししておかないとな。

　そう決意して、俺とバーさんは部屋から姿を消した。
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　俺との距離を詰めてくるクファル。

　近接戦闘での戦闘力は圧倒的に俺の方が上なのだが、奴やつの得意とする中間距離も俺の糸が威力を発揮する間合いだ。

　奴に有利な距離は存在しない。これは奴としても苦肉の策なのだろう。俺に触れることができれば、病毒に感染させることができる。それを狙っているのかもしれない。

　そしてそれは、俺にとっても警戒しなければならない攻撃だ。

　糸を飛ばし、奴の顔をめがけて攻撃を仕掛ける。むろんこれが命中したところで意味はない。

　しかし人の形にこだわる奴は、首を傾げてこれを避けた。

　ここまでは俺も予想したとおりだ。糸はクファルの横を通り過ぎ、民家の軒先に飾られた植木鉢に絡みついた。

　それを力ずくで引っ張った。奴の背後に伸びた糸はそのまま引き戻され、絡みついた植木鉢を奴の背後から叩たたき付ける結果になる。

　背後から飛来した植木鉢を避けられず、ガボンと奇妙な音を立てて命中する。

　奴の頭部は直撃を受け、人の形を維持できずに飛び散った。しかしそれが致命傷にならないことは、俺も承知していた。

　すぐさま元の形に再生するが、接近の足を止めることには成功した。

「小こ賢ざかしい真似を！」

「悪いがそれが俺の売りでね」

　間合いを詰めることに失敗したクファルは、苛いら立だたし気げに吐き捨て、腕を一振りする。

　もちろんただのポーズではなく、これは奴の体液を飛ばす攻撃である。

　夜闇に紛れて奴の猛毒を含んだ粘液がこちらの顔面に襲い掛かるが、わかっていれば躱かわすことは容易たやすい。

　細かな飛沫しぶきなども警戒して大きく横っ飛びに避けて、今度はもう一本の糸を引く。

　それは屋根の上に置いてあった窓枠を引きずり下ろし、奴の上に落下させた。

　俺が屋根の上から現れたのは、ただ格好をつけていたわけではない。

　バーさんの転移によって近くまでやってきた俺は、この罠わなを用意するために屋根の上にいたのだ。

　取り外された窓枠の内側には、縦横無尽に糸が張り巡らされている。

　それが液体の奴の身体からだの上に落ちればどうなるかは、言うまでもない。

　高さと重さで糸は奴の身体を切り刻む。

　一瞬にして細切れにされた奴は、その場でパズルのピースのごとく散らばって落ちた。

　しかし元が粘液体の奴の身体には、それは有効なダメージにはならない。俺の狙いは別にある。

「ぐ、あああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　クファルの悲鳴が夜の路地に響き渡る。

　窓枠に仕込んだ糸は奴の身体を寸断した。それだけではダメージになり得ないが、それが体内に隠した核を傷つけるとなれば話は別だ。

　元々スライムが擬態した姿だけに、どこに核があるかは一見してわからない。

　だから窓枠に糸を張り巡らせ、押し切る形で細かく切り刻み、身体全体にまとめてダメージを負わせようと考えたのだ。

　結果は致命傷にはならなかったが、核を掠かすめるかどうかしてダメージを負わせることには成功したようだ。

「くそ、小細工ばかりを……」

「お前がそれを言うか？」

「うるさい！」

　叫ぶと同時に、背後で微かすかな音。

　おそらくは先ほど躱した奴の粘液が、動いた音だ。

　視線を向けず背のマントを払うようにして頭部を護る。それは狙いを過たず、背後から不意を打とうとした分体を払い落とした。

　本来ならマントごと、奴の粘液で腐食するところだが、このマントはハスタール神が用意してくれた特別製。

　ミスリル糸になる前の液体を広げて均ならし、布状に加工したものだ。液体が染み込むような隙間も存在せず、腐食もしない。

　つまり奴の攻撃を完全に防ぎきってしまえる優れ物である。

「なぜ溶けない!?」

「何度も同じ手を食うかよ。前までの気の抜けた俺と一緒にしてもらっては困る」

　前回も、油断したつもりはなかった。

　しかし心のどこかに隙があったのは否めない。本来の俺は正面切って戦うような、そんな真っ当な戦士じゃなかったはずだ。

　そんな隙に付け込まれ、致命傷すれすれの傷を受けたのが前回の戦いだった。

　今回の復ふく讐しゆう戦に当たり、俺はそんな自分を強く戒めている。

　待ち伏せ、罠を仕掛け、網を張る。俺本来の──影羽根、いや、闇に潜む蜘く蛛もと呼ばれた俺の戦い方を心掛けていた。

「目指す戦い方ではないんだがな。お前にはこっちの方が相性がいいだろう？」

「黙れ、黙れ、黙れぇ！」

　喚わめきながらも身体を再構築する作業はやめないクファル。核にダメージを与えたのは確かなようだが、まだまだ活動に支障はないらしい。

　かろうじて人の身体を維持した状態で、四よつん這ばいになって俺へと迫ろうとする。

　そんなクファルに俺は容赦なく次の一手を打った。

　懐から拳程度の大きさの袋を取り出し、奴に投げつける。

　もちろん奴は、それを容赦なく薙なぎ払った。

　本来なら毒や目潰しなどを警戒して、躱すのが定石だ。しかし毒の塊であるスライムのクファルには、毒も目潰しも効果がない。

　自分の進路を妨げるだけの足止めとでも判断したのだろう。

　しかしそれは間違いだ。

　薙ぎ払われた衝撃で袋の中身が飛び散り、クファルの全身へと降りかかる。

　白い粉末状のそれは、別に毒でも何でもない……人間にとっては。

「ふ、ぐ……な、んだ、これは……」

　しかしクファルにとっては、猛毒である。

　シュウシュウとかすかな音を立てつつ、奴の身体は一回り小さくなっていく。

　同時に動きもぎこちなくなったようだ。

「塩だよ。塩には水分を吸い上げる効果があるからな」

　粘液の塊であるスライムは、いわばナメクジに近い性質を持っている。

　塩によって表面付近の水分を吸い上げられ、中心部との濃度に差が出たことにより、まともな動きを妨げる結果になったのだろう。

　今の奴は身動きすらままならない状態。後は遠距離から糸を叩きつけ、核が壊れるまで攻撃を続ければいい。

「終わりだ！」

「畜生、畜生……きさま、レイド……ただでは、済まさんぞぉぉぉ！」

　俺が腕を振り降ろすと同時に、クファルは怨えん嗟さの声を吐き出していた。

　叫びと同時に奴の背中がメキョリと開き、さらに別のスライムが這い出して来る。

　いや、奴は身体の表面部分を捨てて、塩に浸食されていない中心部だけで逃亡を図ったのだ。

　俺の糸は残された表面部分にずぶりとめり込み、動きを封じられていた。

　とっさに引き戻して再度攻撃を仕掛けようとしたときには、すでに相当の距離を取られていた。

　これも、奴のスライム離れした力の影響だろう。普通はここまで素早く逃げられない。

「逃がすか──！」

　だが今回こそ、決着をつけてやる。その決意をもって、俺はクファルの後を追いかけた。

　新たに獲得した身体を投げ捨てたことで、敏びん捷しよう性せいが増したのかもしれない。

　クファルは俺が目を瞠みはるほどの速さで、街中を駆け抜けていく。いや、足がないので這いずっていくと言った方が正しいか。

　それを見失わないように追いながら、俺は少し疑問を持っていた。

　奴が逃げる方向は世界樹の方向。つまり街の中心部に向けてだ。

　もっともこの街の中心には世界樹があるので、中心部という言い方は間違いかもしれない。

　とにかく、そっちは街の外とは正反対の方向で、逃げるにしても不適当と言わざるを得ない。

「まさか、迷宮に逃げ込む気か？」

　世界樹の中には、数百層にも及ぶ伝説の大迷宮が存在する。

　神話の中ではこの迷宮を踏破した者には不老不死が与えられるとあり、かつては後に竜神と呼ばれたバハムートや、魔王と呼ばれる存在がこれを目指して登頂したらしい。

　しかし破戒神が世界樹を半ばでへし折ったために、この神話の事実を確認できなくなってしまった。

　つまり、現状では迷宮を上るメリットは、迷宮内から得られるアイテムにしかない。

「いや、スライムであるあいつなら、何かを取り込むことで自身を強化できるのかもしれないな」

　分体を操作できるようになったように。この速度で動ける身体能力を得たように。

　俺に追い詰められた現在、その打開策として新たな能力に期待しているのかもしれない。

　ならば、このまま逃がすのは上手うまくない。

　糸を使って先回りするかと決断した直後、クファルはその足を止めた。

　かなりの距離を逃げられたため、すでに中心部に近くなっている。しかし迷宮の入り口には、まだかなり距離があった。

　近くには小さな教会があり、人目は全くと言っていいほど存在しない。いや、民家すら存在しない。

　世界樹の近くは落下物があるため、世界樹と街の間には多少距離が開いている。

　その街の内側の境界のさらに内側に、その教会は立っていた。

「もう鬼ごっこは終わりか？」

「ああ、もう終わりだ。レイド、お前もな」

「なに？」

　周囲には人目はない。教会の中に数人の気配は感じ取れるが、特に変わった動きは──

「いや、なんだ、これは!?」

　気配に動きはない。しかし魔力が異様な収束を見せている。

　前世の俺だったら気付かなかっただろう。魔法が使えるようになった今だからこそ気付ける、魔力の流れ。

　それが教会の地下に流れ込んでいる。

「生きて帰ることができたのなら、ライエルに警告してやるといい。自決用とはいえ、僕の分体を放置するなんて、自殺行為だとね」

「この距離から、操作したというのか！」

「ただ操作したわけじゃない。召喚陣を描くように動かした。そしてその中には絶望に染まった生いけ贄にえがいる。二人もな！」

　俺は宿でコルティナから聞いた話を思い出した。

　昼間、俺が捕まえた男と、ライエルたちが捕まえた男。二人の捕虜を小さな教会で『尋問』したと。

　彼らは死罪を免れないが、苦痛から逃れるために情報を吐き出したとも言っていた。

　つまり今、彼らに生き延びる道はない。それは紛まがうかた無き『絶望』ではないのか？　男の一人は、正気すら手放していると聞いている。

　そして魔神召喚において、生贄の絶望は大きな要素となり得る。

「まさか、お前……仲間を生贄に！」

「分体を動かして牢ろう獄ごく内ないに召喚陣を描かせた。生贄もある。魔力は……まあ、生贄本人から提出してもらおう。星の位置が少々悪いが、狂気がそれを補ってくれるだろうさ」

　くふふ、と邪悪な笑みを浮かべるクファル。

　同時に教会の地下から凄すさまじい瘴しよう気きが漏れ始める。

「なんだ、これは……」

「どうやら当たりを引いたようだね。なにが出たかな？」

「ふざけ──」

　俺の言葉は、そこで止められてしまった。教会の中から複数の悲鳴が聞こえてきたからだ。

　続いて建物を破壊する破砕音と足音。遅れて飛び出してくる兵士。彼らは俺たちには目もくれず、蜘蛛の子を散らすように逃げ出していく。

　響いてくる足音の大きさと間隔から、かなりの巨体と推測できる。暢のん気きに構えていていい相手じゃなさそうだった。

　やがて教会の門が内側から吹き飛ばされ、召喚された魔神が月明かりの下に姿を現した。

　三メートルを超える巨体。モンスターとしては小柄なのかもしれないが、秘められた膂りよ力りよくは巨人にすら匹敵する。

　そしてだらりと下げられた腕には、二本の大剣が握られていた。

「ま、さか……」

　しかもそれは一体ではなかった。

　もう一体、後ろから姿を現す。

「くふ、くふふ……まさかまさか、こんな巡り会わせってあるもんだねぇ！」

　半ば狂気に染まった喜びを隠そうともしない、クファルの声。

　地響きを立てて現れた魔神。それは前世の俺を死に追いやった、あの双剣の魔神だった。

「しかも二体！　どうするレイド？　君は今回も勝てるかなぁ？　ヒヒ、ヒハハハハハハハ！」

　耳障りな笑いを続けるクファルに、俺は糸を飛ばす。

　しかし奴やつも同じミスを二度もするはずがない。その攻撃を読んでいたのか、ひらりと身を躱かわして逃亡に移った。

　魔神の前にクファルを倒すべく、後を追おうとしたが、魔神の方がそれを許さなかった。

「グルルルルウルルルルァァァァァァァァァ！」

　二体揃そろって叫びをあげ、殺意を漲みなぎらせて俺に向かって迫ってきた。

　咆ほう哮こうを上げる二体の魔神。その振動すら伴ともなう雄お叫たけびに、足が竦すくむ。

　前世の最期が脳裏を過よぎり、絶望感が足元から這い上がってくる。

　その戦慄をねじ伏せ、当面の敵であるクファルを視界に捉えようとした。

　しかし、その行為は無駄に終わる。

　俺の見せた一瞬の隙。それを見逃すほど、奴も間抜けではなかったということだ。

　すでにクファルの姿は、俺の視界にない。いや、いるのかもしれないが、それを認識することができない。

　それこそがやつの今世の能力、擬態だ。

　今世の肉体を嫌悪しているくせに、その能力を最大限活用している。

　矛盾の塊のような男だった。

　それにこちらも、暢気に奴を探す暇はない。

　目の前には二体の魔神、それも最上級の敵が迫ってきている。

「これは強そうだ。君、勝てる？」

「お前──！」

　隣にはいつの間にか、バーさんと名乗る少年の姿があった。

　力を借りるのはやぶさかではないが、それならもっと早く協力してくれてもよかったのに、そう思わなくもない。

「おっと、勘違いしてくれるなよ？　奴の生存を知らせたのはあくまでサービス。手伝う義理は基本的にないんだからね」

「ああ、そうだったな！」

「それと、さっきのスライム。ここまで戻ったってことは、分体の操作範囲はそれほど広くないのかな？　範囲はせいぜい十数メートルってところかも」

「今はそんな考察、どうでもいい！」

　叫びとともに横っ飛びに跳躍する。

　その俺の残像を斬り裂くように、二メートルを超える大剣が振り下ろされた。

　石畳が砕かれ剣身が半ばまで埋まる。

　そして跳躍した俺を追うように、もう片方の剣が迫る。バーさんは滑るような動きで、魔神から距離を取っていた。ちゃっかりしてやがる。

「どっせえぇぇぇぇい！」

　女性としてはいささかはしたない掛け声とともに足を振り上げた。蹴り足は俺の後を追う剣身の腹を叩たたく。

　その程度で、この魔神の剣筋が乱れるはずがないことはわかりきっている。

　この場合、軌道がズレるのは俺の身体からだだ。

　反動で下方向に向きを変え、石畳の上を転がる。

　あえてその場にとどまらず、逆に床を蹴ることでより遠くへ跳躍した。

　そこへ二体目の魔神の攻撃が降りかかる。その場に踏みとどまろうとしていたり、転がるだけだったなら真っ二つに斬られていたことだろう。

「で、どうする？」

「お前から借りを作るのもここまでにしておく！」

　前世では相打ちに終わった敵。それが二体。俺の身体が本能的に怯ひるむのも、無理はない。

　しかしこいつは、クファルと同じく俺が乗り越えねばならない敵だ。いつかは越えなければ、今後こいつの前に立てなくなってしまう。

「来いよ……今度こそきっちり白黒つけてやる!!」

「グガアアアァァァァァァッァァァァァァァァァ！」

　挑発に乗るかのように、二体揃って絶叫を上げる。その声には聞く者の身を竦ませるような、威圧感が込められていた。

　俺の動きを鈍らせるためなのだろうが、今に関しては都合がいい。

　俺に威圧は効かないし、ここで騒音を聞きつけて一般人が踏み込んで来られても困る。

　音を聞きつけた一般人は威圧を受け、邪魔は入らないってことになる。

　俺を挟み込むように動く魔神たち。

　俺はその間を逆行するように走り、挟まれない位置取りを取ろうとする。

　もちろんただですれ違えるはずもなく、左右から斬撃が降りかかってくる。

　その合間を紙一重ですり抜け、地面を一回転してから振り返った。

　直後に目に入るのは、振り下ろされる剣と薙なぎ払われる剣。奴らの剣は二本ずつあるため、俺より先に攻撃行動に入れたのだろう。

　わずかに早く到達する横薙ぎの剣を飛び越え、その剣に糸を飛ばす。

　剣に絡んだ糸に引っ張られ、俺の身体は横にすっ飛んでいった。その動きで、今度は縦に斬り下ろす剣を躱す。

　ここは教会前の広場で、地形的に糸を絡めるような場所はない。

　逆に敵は上下左右自在に剣を振るえる。状況としては前世よりもさらに悪い。

　しかも二体。おそらく前世のままの俺だったならば、太刀打ちなどできなかったはずだ。

　しかし今は、鍛え上げた技術の他に、魔術という力もある。

　さらにハスタール神があつらえてくれた手甲ガントレツトは、激しい動きをフォローしてくれる構造をしていた。

　俺の負担は前世よりも格段に減っている。

　それに遮蔽物がないからといって、まったく糸を掛けられないわけじゃない。

　連中の巨体がそのまま糸を掛ける起点となる。

　さらに、手甲によって起動した強化付与エンチヤントの効果で、俺の機動力は魔神に劣らぬほど強化されていた。

　無論制限時間はあるが、二体を相手取っても見劣りするモノではないはず。

「かといって長引かせると、クファルの時みたいに隙を突かれることも有り得るからな！」

　こうして正面から戦うのは、俺のフィールドではない。

　罠わなを張り、不意を突き、奇襲で一撃のもとに勝負を決めるのが俺のスタイルだ。

　こんな戦いは、やはり本意ではない。

　俺の攻勢の気配を察したのか、魔神の攻勢が一瞬止まる。

　その隙を突いて、距離を取ろうと小さくバックステップ。それを見て魔神は大きな突きを繰り出してきた。

　仰のけ反ぞりながら突きを躱し、同時に剣に糸を絡めてから、魔神の首に糸を飛ばす。

　魔神の力で首を刈り取ろうという策だったが、これは見切られていた。

　首に巻き付く前に糸を払われ、逆に身体だけが糸の勢いで吹っ飛ばされる。

　遠くまで転がされてかなり距離が開いてしまう。

　体勢を立て直すべく、身を起こそうとしたとき、その場に割り込んできた声があった。

「魔神だと!?」

　その声に俺は聞き覚えがあった。

　生まれたときから聞きなれたそれは、間違いなくライエルの物だった。

「やっべ！」

　俺は思わずその場の危機を忘れ、身を竦ませた。

　魔神の咆哮にすら耐え抜いた俺が、ライエルの声に硬直してしまうとは皮肉な話だ。

　とっさに奴から身を隠し、クラウドから返してもらっていた幻覚の指輪を起動させる。

　使う姿は、一番記憶に残っているハウメアの姿。

　それはライエルの位置的に、俺の姿を見られたかもしれないからだ。

　マクスウェルと作り上げたハウメアの姿なら、他人の空似という言い訳は充分に立つ。

「くそ、このタイミングで魔神とはな！」

　広場に現れたライエルはそう叫ぶと、俺の代わりに魔神へと斬りかかっていった。

　暗い夜の広場のおかげで、俺の姿ははっきり見られていなかったらしい。

　ライエルは誰かが戦っていたのは把握しているようだが、それが俺であることまでは気付かなかったようだ。

　突然飛び込んできたライエルに、刹那の困惑を見せた魔神だが、それも瞬く間に掻かき消え、本能のままに襲い掛かる。

　ライエルとて、魔神に引けを取る戦士ではない。

　むしろ俺と違って生粋のバケモノである奴は、堂々と魔神と正面から斬り結んでいた。

　しかしそれも、相手が一体なら、の話だ。

　もう一体が背後に回り込もうと動く。いつもならそれをマリアの魔法が阻止するのだが、今はその姿がなかった。

　これを見逃しては、ライエルに危機が訪れる。

　俺は仕方なく、腰のカタナをその場の叢くさむらに隠し、魔神に糸を飛ばして牽けん制せいした。

　このカタナは、俺とニコルを繋つなぐ目印になってしまうからである。

「糸……まさか、レイドか!?」

「手助けする」

「その姿──ニコル!?　いや、目の色が……」

「マリアを参考にしたんだよ」

　限界まで押し殺した声で、ライエルの背後に駆けつけ、背中合わせに立ち塞がった。

　実際は手助けされたのは俺なのだが、ここは恩を押し売りしておこう。

　ハウメアの姿をさらすのは危険ではあるが、赤と碧あおの俺の瞳とは違い、この姿では両目とも碧眼だ。

　それに今は、特徴的な眼帯まで身に着けている。幻覚そのものを身に纏まとわねば、一目瞭然になってしまう。

　今のニコルとはわずかな違いではあるが、圧倒的とも言える違い。

　その微妙な差異は、色合い以上にニコルの姿との違和感を醸し出す。唐変木なこいつをごまかすにはちょうどいい。

「そうか、マリアを……いやそれより、戦っていたのはお前だったのか。助かる、まさかもう一度お前と一緒に戦えるとはな！」

　戦闘の最さ中なかだというのに、ライエルの声は喜色に満みち溢あふれていた。

　こいつは昔から、こういう衒てらいのない感情をぶつけてくる。それが照れ臭くもあり、うれしくもあった。

　それは俺の死から二十年以上も経過した今でも変わらない。

　ライエルは驚くべきことに、魔神と対等以上の膂りよ力りよくを見せつけ、逆に押し返すくらいの力を見せていた。

　俺は持ち前の身軽さでもう一体を引き付け、速度をもって翻弄する。

　問題は、俺の方は倒すには力不足だということだ。

「レイド、お前鈍なまってるんじゃないのか？」

「うる──さい」

　大声を上げかけたが、ここはグッと自重する。

　姿は幻影でごまかしているが、俺の声まで変わるわけじゃない。大声を上げたら、俺がニコルであることがバレてしまう。

　元々前世でも、俺よりもライエルの方が殺傷能力は高かった。

　ここは俺が倒すことを考えるより、ライエルの補助に回った方が事が早く済む。

　こうなった以上、俺が倒すことに固執するのは、あまりうまくない。

　振り回される剣を的に糸を絡め、そのまま身体へと巻き付けていく。

　それで奴やつの動きは大幅に制約されていく。

「相変わらず良い助けを出してくれる」

「ゴアアアアァァァァァァァァァ！」

　ライエルはそれを見逃すほど甘くない。

　動きの鈍った一瞬を見計らい、腕の片方に斬りつけた。

　邪竜の鱗うろこすら貫く聖剣は魔神の腕を易やす々やすと斬り落としていく。

「その隙を逃がさないのも、さすがだよ」

　ぼそりと、奴に聞こえないようにつぶやく。

　相方の腕を斬り落とされたのが気に入らないのか、俺が相手をしていた魔神が攻勢を強めてきた。

　しかし強化付与エンチヤントを掛けた俺の身体は、魔神の双剣を風のように受け流すだけの力がある。

　一方、片腕を斬り落とされた魔神も、しぶとく抵抗を続けていた。

　ライエルに劣るといっても、やはり大剣を片手で使うだけあって、卓越した技量を持っていた。

　今一つ攻めきれずにいるライエルを見て、長引く気配を感じ取った。

「しかた……ないか？」

　ライエルの助勢が入ったとはいえ、あまり長時間の戦闘は俺の身体が持たない。

　俺はライエルとは違い、短期決戦型なのだ。だからこそ、ここで決める決意をする。

「──フッ！」

　大きく息を吐つき、操糸の力を体内へと向ける。

　瞬間、時間が引き延ばされるような感覚を覚えた。それは体内の筋組織や神経組織が糸の力で強化された影響だろう。

　斬り下ろしの剣を躱かわし、突き出される刃を手甲で逸そらし、紙一重で魔神の懐に飛び込んでいく。

　懐に飛び込んだところで、俺の糸では致命傷を与えることはできない。そこで奴の膝元に糸を絡めておいた。

　それに指先を補強した手甲ならば、それ単体で武器になり得る。

「せぇい！」

　振り下ろした剣で一足、腕を踏んで二足。一息に懐に潜り込んだ俺は、腕をいっぱいまで伸ばす。

　その指先は的確に、魔神の片目を深々と抉えぐっていた。

「グウオオオオォォォォォ!?」

　激痛に仰け反る魔神だが、そのおかげで足元の注意が逸れる。

　そこで膝に絡めた糸を後ろに勢いよく引く。

　打ち込むだけでは有効打を与えられないが、巻き付けた糸を引くなら話は変わる。鋭いミスリル糸は、分厚い皮膚を斬り裂き、同時に膝裏の腱けんを斬り裂いた。

　片足の自由を奪われ、膝をつく魔神。その背に駆け上って、首に糸を巻き付け、今度は全力で締め上げた。

　本来の俺の力では、如い何かなミスリル糸を使用したところで、何のダメージにもならなかっただろう。

　しかし今の俺は強化付与エンチヤントと操糸の二重掛けの状態だ。

　しかも腕の手甲は、その力を受け止めるだけの強度を持っている。これでダメージを受けないはずがない。

「ガガガガガ、グガ、グゲゲゲ……」

　気道を締め上げられ、まともな声すら出せなくなり、暴れまくる魔神。

　しかし背にとりついた俺も、今は人間離れした怪力を発揮できている。振りほどくことなどできない。

　俺の優勢を知り、ライエルも一転攻勢を強めていた。

　それまでは防御を重視した戦いだったのか、やや攻撃が軽くなっていたらしい。

「ぬおおおぉぉぉぉぉぉおおおおお！」

　裂れつ帛ぱくの気合とともに撃ち込まれる聖剣。それを受け止める魔神の剣。

　突如防御を放り出したライエルの攻撃に、魔神は完全に虚を突かれていた。

　この攻撃で体勢を崩し、押し返されたのは魔神の方だった。片腕を失っていたのも、理由の一つではあっただろう。

　それでも人の範はん疇ちゆうすら超えた圧力を受け、完全に体勢を崩してしまっていた。

　傾かしぐ巨きよ躯くに追い打ちの体当たりを仕掛けるライエル。三メートルを超える巨体が、その体当たりに耐え切れず、土煙を上げて石畳に突き倒される。

　物理法則すら無視しているのではないかと思えるほど、非常識な光景。

　そして奴は間髪入れず馬乗りになり、剣を振り下ろす。

　全力を込めたであろう一撃は、まるで卵を砕くかのように、容赦なく魔神の頭部を粉砕していた。

　そしてライエルの戦闘が終わると同時に、俺の締め上げていた魔神も抵抗をやめていた。いや、できなくなったというべきだろう。

　俺のミスリル糸は完全に肉を斬り裂き、頚けい椎ついに巻き付いている状態で止まっていた。

　こうして双剣の魔神は、二体とも討伐されたのだった。




　俺は力の抜けた魔神の下から、どうにか這はい出そうとした。
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　首を半ばまで切断され、脱力した魔神の身体からだは俺を押し潰さんばかりに覆いかぶさってきていた。

　三メートルを超える巨体は、相応の質量を持っているので、非常に苦労する羽目になる。

「おう」

「ん」

　そんな俺に手を差し出してくるライエル。

　少々戸惑ってしまったが、今世の俺が女に生まれ変わったことも、この姿が仮初のモノであることも、ライエルには知られている。

　随分と幻影と実体の差はなくなってきたが、わずかなずれはやはり存在する。

　それを感じ取って、ライエルも微妙な表情を浮かべた。

「まだ俺たちに姿を見せてくれる気はないのか？」

「ああ」

「それにしてもニコルによく似ている……」

「そりゃ当たり前だ。マリア似のお前の娘と、マリアを模した俺の姿が似るのは自明だろ」

「そうかもしれんが、目の色が無ければ瓜うり二ふたつ……いや、ニコルの方が少し美人か？」

「フン！」

　少しばかりムカッ腹の立つことを言ってきたので、俺はライエルの股間を問答無用で蹴り上げた。

　予備動作のない、我ながら惚ほれ惚ぼれとする蹴りである。

　その一撃は見事命中して、ライエルは前のめりに崩れ落ちる。気絶しなかったところはさすがと言っておこう。

　一応俺も、現在は女だ。外見で優劣をつけられ、劣っていると言われれば気分がいいはずもない。

　対象が俺本体であっても、微妙な気分になる。

「なにしやがる！　使えなくなったらどうするんだ!?」

「娘を二人も作ったんだ。もう用済みだろう？」

「バッカ野郎、あと二、三人は欲しいんだよ！　息子を作ってお前の婿とか」

「死ね、今すぐ」

　倒れたライエルの背中を、俺は容赦なく踏みつける。

　それにあまり長くしゃべると、声からバレてしまうかもしれない。

　俺はライエルへの攻撃を一度中断し、身体についた土つち埃ぼこりを叩はたき落としてからライエルが倒した魔神に目をやる。

　頭蓋を一刀のもとに叩たたき切られた死骸を見て、俺との差を思い知らされる。

「さすが、だな」

「うん？」

「お前だ。俺は引き分けるのがやっとだった」

　ほぼ一対一で対たい峙じして、ほとんど怪け我がを負うことなく頭を叩き割る。そんな真似まねは俺にはできなかった。

「それはお前の補助があったからだ。それがなければ、もっと苦戦していた。片腕を早々に落とせたのは大きかったな」

「そうか？」

「そうだ。それにお前も、無傷で一体倒し切っているじゃないか。しかも俺はあれからも鍛錬を積んでいるんだぞ。あの頃のお前と比較するのは、なんか……ズルいだろう？」

　確かに、ライエルはあれから技術を向上させている。しかも破戒神の薬により、肉体も最盛期を維持していた。

　実力で言うなら、あの頃の比ではないだろう。そういう点ではライエルの主張は正しい。

　だがあの時の俺が同じだけ鍛錬を積んだとして、この強さを得られたかといえば、答えは否だ。

　その辺を強弁すると水掛け論になるので、早々に立ち去るべく、俺は背を向けようとした。その隙にライエルも立ち上がる。

　しかし無理を掛け過ぎた俺の身体は、その一歩に耐えられずにガクリと膝が折れる。

　それを柔らかく抱き留めたのは、やはりライエルだ。こういうところはこいつは紳士である。

「おっと」

「……悪い」

　笑う膝を必死に堪こらえ、ライエルの腕にしがみついて、どうにか身体を支える。ライエルもそんな俺を支えてくれた。

　束つかの間ま、まるで抱き合うような体勢になってしまう。

「やはりその姿は幻覚か。本当に女になってたんだな。しかも結構あるじゃないか」

　言われて俺は、自分の胸がライエルの肘に当たっていることに気付く。

　反射的に腕を突き放し、自分の胸をかばう。自分で触れさせる分にはいいが、やはり他人に触れられるのは気持ち悪い。

　以前レイドの姿でライエルと会った時は、変化ポリモルフの魔法を使用していたので、触れられても問題はなかった。

　しかし、今は幻覚をかぶっただけで、その下には俺の本来の身体が隠されている。

　想像で作ったハウメアの身体と、今の俺はやはり微妙に体格差があった。触れてしまえば、その差は一目瞭然だろう。

「ヤメロ、ニコル似の格好でその態度は、罪悪感がハンパない！」

「言ってくれるじゃないか。マリアに言いつけてやるからな？」

「やめてください、死んでしまいます」

　悪態をついたライエルだったが、マリアの名前を出した直後に平身低頭した。

　その態度に俺は溜りゆう飲いんを下げ、その場を立ち去ろうとした。

「じゃあな」

「おい、もう行くのか？　つれないじゃないか。酒の一杯でも付き合えよ」

「お前に付き合えるほど強くなくてな」

　俺たちの様子をニヤニヤ笑いながら見ているバーさんに近付いて、一つ頷うなずく。

「あいつは？」

「迷宮方面に逃げていったよ。中に入られたらさすがに見分けはつかないかな。一層にはスライムが出るから」

「そうか」

「あいつって？　それに彼は？」

　俺たちの会話に、ライエルが割り込んでくる。こいつはクファルとの戦闘については何も知らなかったので、これは仕方ない反応だろう。

「こいつは今回の協力者。それとあいつってのは、クファルってスライムだ。もっとも人間の悪知恵も残している分、性た質ちが悪い」

「あいつ、まだ生きていたのか!?」

「迷宮の中に逃げ込んだらしい。他のスライムと見分けがつかないから、追うのは不可能だろうな」

　とりあえず街の中にいないのなら、これ以上の暗躍はできまい。それに迷宮の中にいるのなら、出てくる時にバーさんの警戒網に引っかかる。

　あらゆる面で人外のこいつに見張られているのなら、抜け出すことはほぼ不可能に近いはず。

　仕留めきることができなかったのは、無念の極みだが、動きをほぼ永続的に封じられるなら、それは悪くない結果だ。

「それにしても、お前もベリトに来てたんだな」

「えっ!?」

　ギクリと、俺は足を止めた。

　俺は今、北部にいることになっている。それなのにこんな場所にいるというのは、さすがに疑われる原因になりかねない。

　何かいい言い訳がないかとバーさんに視線を飛ばすと、奴やつは腹を抱えて必死に笑いをこらえていた。

　ダメだ、こいつは。この一件に関しては、面白がって協力してくれそうにない。

「えっと、あの……そうだ、フィニアだ。彼女のことはコルティナに頼まれていたから」

「ああ、そういえばコルティナがそんなことを言っていた気がするな」

「そう、大変なんだよ、俺も。うん」

「お前にも世話を掛けるな。うちの娘も、ちょっと酷ひどい目に遭ってな。さいわい無事に済んだが」

「そ、そうか。お前も大変だったな」

　言いつつ、俺は視線を逸そらす。その当事者だったのだから、白々しいこと、この上ない。

　自分がとんでもない猿芝居をやっているような気分になってしまう。

「じゃ、俺はこれで」

「ああ、俺もマリアの様子を見てこないとな」

「マリアはなにを？」

「魔神の咆ほう哮こうに当てられた人の世話をしている。混乱して暴れ出した人もいるからな」

「そうだったのか。わかった、そっちは任せる」

　魔神の咆哮は威圧効果を伴ともなって、かなり広範囲に広がっていた。

　それを聞きつけてライエルが駆けつけてくれたわけだが、威圧効果を解除できるマリアは、それどころではなかったらしい。

　とにかく、これ以上居続けるのは、少々マズイ。

　俺はバーさんに視線を飛ばし、ライエルに片手を上げて会釈をする。

　それと同時に、俺は宿の近くまで転移していたのだった。




　一瞬の後、俺は宿の近くまで戻ってきていた。

　そばにはバーさんを自称する少年の姿もある。周囲に彼以外の人影がいないことを確認してから、俺は幻覚を解除して、元の姿に戻った。

「今夜は世話になったな」

「君は彼女のお気に入りだからね。まあこれくらいは」

　そういう意味では、あの白い神に感謝しないといけないな。

「そっか。二日後には発たつから直接礼を言えないけど、よろしく伝えておいてくれ」

「了解したよ」

　今の俺に、彼女に返せるものは言葉しかない。それが少々心苦しくはある。

　しかし早く宿に戻らないと、抜け出したことがバレて、マリアやライエルに詰問されてしまう。替え玉を用意していたとはいえ、あまり長くはごまかせないだろう。

　俺が抜け出していることがバレたら、正体に辿たどり着くのは容易たやすいはずだ。

「悪いけど、早く戻らないといけないから」

「それは理解してるよ。彼女もこれで気を悪くするような性格じゃないから、安心するといい。もっとも面倒な感じに拗すねるかもしれないけど」

「そっちの方がなんだか怖そうだよ」

　俺は一つ手を振って、宿の二階に糸を飛ばそうとして、気付いた。

　致命的で、重大なミスを犯していた。

「あ、カタナ回収してねぇ……」

　さいわい場所ははっきりと覚えている。しかし走って取りに戻る時間はない。

　戻ってきたライエルが、俺の部屋を確認しに来る可能性もあるからだ。

　俺はなんだか悲しい思いで転移テレポートの魔法を発動し、広場まで取りに帰ったのだった。




　無駄に魔力を消耗してしまったが、騒ぎになる前に証拠品のカタナを回収できた。

　後は部屋に戻ってファーブニルと入れ替わり、寝た振りをしておけば、事は収まる。

　ライエルは俺を信じていたようだが、それでも疑念は残るはず。しかし部屋でずっと寝ていたという証拠があれば、疑念も霧散するだろう。

　窓に糸を飛ばし、こっそりと部屋に入ると、目の前に少し怒った表情のフィニアが立っていた。

　俺は思わず仰のけ反ぞって、窓枠から足を滑らせそうになる。

　その横には正座している俺……ではなく、俺の姿を真似た魔竜ファーブニルの姿。

「うぉっ!?」

「どこ行っていたんです、レイド様」

「い、いや……」

　窓枠にしがみついて落下を防いだ俺に、ずいと近づいて眉を吊つり上げる。

　なんとか室内に入り込んで、後ろ手に窓を閉めてから、フィニアを手で制する。

「待って待って、これはどうしても外せない用事というか男のプライドというか、そんな感じの──」

「今レイド様は女です」

「そうだけど、そうじゃなくてぇ」

　なんとなく俺はフィニアの前で座り込んで説教を聞くことになった。

　いや、彼女が座らせたわけではないのに、自然と。怒られた時はこういう姿勢を取ると、マリアに散々仕込まれていたのだ。

「抜け出したのを発見したのが私だったからよかったものの、マリア様かライエル様が見つけていたら大騒ぎになるところだったんですよ」

「そのために身代わりを置いていたし」

「私に見抜かれる程度の変化ポリモルフなんて、すぐ見抜かれるに決まっているじゃないですか」

「なぜバレたの？」

「尻尾が出てましたし」

「ハ？」

　フィニアに言われて横のファーブニルに視線を向けると、一段と頭を下げて縮こまる。

「その、うっかり本気で寝入って尻尾が出ちゃいまして」

「飼い主に似てポンコツか!?　でも魔法が勝手に切れたってわけじゃないだろう？」

「その、私らの変化は魔法とはちょっと違うアレなんで」

　わたわたと手を振って言い訳する姿は、白いのと瓜うり二ふたつだ。

　そもそも古代竜が本性なのだから、巨体も相応。魔法が解除されたら、宿が吹っ飛ぶ。

　とはいえ、これを強く糾弾する資格は、俺にないだろう。

　抜け出したことも、身代わりを頼んだことも、すべて俺の個人的な都合だ。

　それに白いのには、大量の借りができている。この程度で目くじら立てるのは、お門違いというものだ。

「いや、いい。元は俺が原因なんだから、責任は俺にある。だから謝る必要なんてないんだ」

「え、いいの？」

「ああ。だからもう帰っていいよ。今日はありがとうな」

「そっか。うん、じゃあ、またね」

　ファーブニルはそう言うと、窓際で翼を広げて飛び出していった。

　これはこの場にとどまっていたら、フィニアの説教が続くと判断したからだろう。

　その逃げ足の速さは、白いの譲りといえるほど素早かった。

「で、レイド様？」

「いやゴメン。でもほら、クファルの奴が生き延びてるって聞いたからさ」

「えっ!?」

「それは大丈夫、迷宮の中に閉じ込めてきたから。監視者もいるし、もう二度と出て来られないよ」

「そ、それならいいんですけど……」

　フィニアはクファルが無力化されたと聞いて、胸を撫なで下ろしたようだった。

　それよりも俺には、彼女に言っておかねばならないことがあった。

「ところでフィニア。わたしが抜け出したこと、ライエルにはバレてないんだよね？」

「はい。レイド様が抜け出してしばらくしてから、威圧を伴う咆哮が響きましたので、そちらの調査に。ただマリア様がニコル様の様子を見に来ましたけど」

　フィニアの報告を聞いて、俺はギクッと首を竦すくませた。

　マリアはフィニアとは比べ物にならないくらい鋭い。場合によってはコルティナ以上に敏感だ。

　そのマリアに替え玉を目撃されたとなれば、看破された可能性も充分にある。

「その、バレてなかった？」

「はい。その頃はまだ寝入ってなかったようですので。それで、あの子は誰なんです？　尻尾とか翼が出ていましたけど」

「あはは、まあ白いのの知り合いかな？」

　ここで古代竜の一種ですとか言ったら、フィニアが腰を抜かしかねない。

　ここは笑ってごまかすに留とどめておく。

「それより、咆哮はクファルが呼び出した魔神の仕業なんだ。そっちは俺とライエルで始末付けたから」

「え、ライエル様と？」

「運よく変装が間に合ったから、俺の正体はバレてないけどね。俺がここにいたとマリアが証言してくれれば、疑われることもないだろう」

「そうですか、よかった」

「まさかあの双剣の魔神が出てくるとは思わなかったけどね」

「ええっ!?」

　さすがに驚きよう愕がくするフィニア。あの魔神は彼女にとっても因縁の相手だ。

「で、でもライエル様と二人なら、きっと余裕でしたよね？」

「それが相手も二体いてね。まあわたしとライエルで一体ずつ仕留めたんだけど」

「二体も!?」

「わたしもライエルも、あの頃からかなり腕を上げているからね。苦労はしたけど」

　あの魔神と戦って、俺はそれほどダメージを受けていない。

　剣の攻撃も余裕をもって見切れていた。問題はそのあと。強化付与エンチヤントと操糸による肉体強化。

　これを同時に使用することで、あの魔神を圧倒する運動能力を得ることができた。

　もちろん、その代償は大きい。

　俺の身体からだは今も軋きしみを上げるほどの痛みを感じている。強化された運動能力に、耐久力が付いてこないのだ。

　下手をすれば走り出した衝撃で骨や関節が砕けかねない。

「ま、切り札にはなるか」

「切り札？」

「うん。ちょっとね」

　身体を壊しかねない切り札があると知れば、フィニアは絶対に使用を禁止する。

　今後、追い詰められたら使う機会もあるはずだ。ならこれは内緒にしておいた方がいい。

「まあ、そういうわけで、口裏を合わせてほしいんだ。フィニアはずっとこの部屋にいて、わたしの様子を見ていたって。マリアの証言もあるし、そう言ってくれれば、疑われる可能性もないだろうし」

「そういうことでしたら、かまいませんけど……」

　だがフィニアはなにか引っかかるような表情を浮かべていた。

「気になることがある？」

「いえ！　その、クファル師……いえ、クファルは私の育ての親でもありましたし、レイド様の仇かたきでもあるということで、少し微妙な気分に。いまさらですけど」

「そっか。救いようのない男かと思ったけど、フィニアを育ててくれたことは感謝しなくちゃね」

「ええ、微妙ですけど」

「ほんと、微妙だけど」

　俺とフィニアは、そう言って視線を交わし、小さく笑い合ったのだった。
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　とりあえずその日は、勝手に抜け出した罰としてフィニアに抱き枕の刑に処された。

　一晩中彼女に抱きしめられて夜を明かしたのだから、むしろご褒美といっていい。

　ただし眼帯を外すことができなかったので、その点だけは少々煩わしかった。

　しかしこれを外すと、フィニアが『自制できなくなりそうなので』と視線を逸そらしていたので、結果がどうなるか少しばかり恐ろしい。




「ん、ふあぁぁぁ……」

　そして翌日。もう明日にはベリトを出発する日になっている。

　なんだかクファルのせいで、ほとんど観光もできなかった。

　しかし、教皇アシェラという、知己を得られたことは大きい。彼女からは『面会を望む時のために』と、世界樹を模した聖印をもらっていた。

　彼女の知人であることを示す特別なデザインらしいので、これを大教会の門番に示せば、ダイレクトで彼女の元に連絡が行き、面会してもらえるようになるらしい。

「ん……おはようござい、ます、ニコル様？」

「うん、おはよう、フィニア」

　フィニアの腕の中から抜け出し、ベッドの脇で大きく伸びをする。

　そこでベッドに視線を向け、何か理不尽なものを目にした。

　つまり、俺がネグリジェタイプのパジャマなのに、フィニアは大きな筒袖のモノを着ているということだ。

「普通、逆じゃない？」

「自分が着たら、見て楽しめないじゃないですか？」

　眩まぶしそうな視線を俺に向けてくる。しかしそれは俺も同じである。

　どうせならこういうキワドイ寝間着は、彼女に着て貰もらって楽しみたい。

「どうせならフィニアも着れば──」

「それより今日は明日の出発に備えて買い物しないといけないですね」

「──うん、そうだね」

　こちらの言葉をぶった切って、彼女がスケジュールを確認する。なんかもう、正体を知られてからは、会話の主導権を握られっ放しだ。

　しかし、彼女の言うことももっともな話で、明日の朝にはこの街を離れるのは事実だ。

　結局フィニアの槍やりを新調することはできなかったが、その他にも食料や水の用意はしておかねばならない。

　ラウムまで、途中に宿場町などが設置されているとはいえ、最低限の食料は確保しておく必要がある。

「ミシェルちゃんとクラウドを起こして、用意しに行かないとね」

「はい。それにライエル様とマリア様も、今日の昼過ぎには北部に戻るらしいので」

「そっか。向こうもフィーナを任せっぱなしだから」

　猛者揃ぞろいの北部の衛兵に任せているとはいえ、やはり長く目を離しておくのは、俺も心配だ。

　ライエルとマリアがそばにいてくれるからこそ、俺も冒険者を続けられている。

　俺が回復し、バーさんによってクファルが世界樹に封じ込められた現在、奴やつの別動隊が悪さをしてこないかの方を心配するのは当然である。

　俺は寝間着を脱ぎ捨て、身支度を整えていく。それを見てフィニアはまた意味深に口元に手を当てた。

「ニコル様、また少し大きくなりました？」

「ん？　身長はあまり変わってないと思うけど」

「はい、身長じゃなくて胸」

「……む？」

　言われてみると、胸を支えるための下着が少しキツイ。

　本当に日々順調に育ってるようで……微妙な気分だ。

「あのレイド様が、こんなに美しく……」

「やめて、お願いだから」

　少し子供っぽいパジャマ姿のまま、胸の前で手を組んで目を輝かせるフィニア。

　その無邪気な視線が、今の俺には心に刺さる。

　話を早々に切り上げるため、さっさと着替えて部屋から出ていったのだ。




　俺たちは起きてきたミシェルちゃんとクラウドを連れて、馬車を宿の裏の井戸まで移動させていた。

　ライエルたちは昼過ぎには北部に戻るといっていたので、それまでに水の用意だけでも済ませておこうと思ったからだ。

　フィニアは水属性の魔法も使いこなせるし、浄化ピユーリフアイの込められた魔道具もあるので、水さえ用意しておけば、腐敗は気にせずに済む。

　この浄化ピユーリフアイという魔法は便利なもので、雨水だろうが泥水だろうが、容赦なく飲用可能な水に浄化してくれる。

　最悪、小便だろうが飲用可能にしてくれるのだから、砂漠や荒野などではありがたい限りだろう。

　もっとも、そういう水を進んで飲みたいとは、さすがに思わないので、新鮮な水はあった方がいい。

「クラウド、こっちの樽たるはもういっぱいだから荷台に載せといて」

「あぃよー」

　水用の樽は三つほど積み込むようにしている。

　ミシェルちゃんとフィニアが寄ってたかって水を汲くみ上げ、樽に流し込んでいく。

　俺はその樽に蓋を打ち付けてからクラウドに押し付けていた。

　水を扱うだけあって、俺もミシェルちゃんも、フィニアもびしょ濡ぬれになっての作業だ。

　わりと眼福である。あるがゆえにクラウドの視線を別方向に向ける必要があった。馬車への積み込みを任せたのは、このためである。

「面白そうなことしてるわね」

「うわ!?」

　そこに不意に飛び込んできた少女の声。いつもなら白い神を疑うところだが、今は南方に出張っているらしい。

　代わりに現れたのは、マリアの旧友でもある教皇アシェラだった。

「昨日の今日なのに、また抜け出してきたの？」

「じっとしているのは性に合わなくって。私のお婆ばあさんは冒険者だったらしいから、その影響かも」

「知らないし」

「マリアってば、私のことは全然話してくれなかったのね」

　プゥッと頬ほおを膨らませる仕草は、まるでそこらの少女と変わらない。少し仕立てのいい服を着た、裕福な家の娘にすら見える。

　一通り怒りを表明した後、教皇はおもむろにフィニアのそばに近寄り、桶おけを手に取った。

「これで樽に水を移せばいいのよね？」

「そうだけど……手伝うの？」

「最近暑くなってきたから、水遊びも悪くないわ」

「水遊びじゃないんだけど」

「よいではないか、よいではないか～」

　気楽な口調で水を汲み上げ始める教皇。こんな姿を見られたら、保守的らしい枢すう機き卿きようたちに何を言われるかわかったものじゃない。

　俺は周囲を気にしつつ、最後の樽を移動させ、二つ目の樽を受け取る。

　内心怯おびえまくっている俺を差し置き、教皇は存分に『水遊び』を堪能していたのだった。




　昼食を済まし、ライエルたちが戻る時間がやってきた。

　あまり人目に付かないように裏庭に集まり、見送りをする。そのメンツの中に教皇がいるのが、普通じゃない。いや、マリアの立場を考えれば普通なのか？

「それじゃニコル。もう無む茶ちやはするんじゃないぞ？」

「うん、油断しない」

「いや、そういう意味じゃなく……」

　ライエルにしつこいほど念を押されている俺とは別に、マリアは教皇と挨拶を交わしていた。

　マリアの立場が強くなりすぎたせいでベリトを離れることになったのだが、もともと二人の仲は悪くなかったらしい。

　アシェラ教皇も、マリアになら跡を継がせてもいいと考えていたらしいのだが、枢機卿を始めとした様々な思惑が絡み、その望みは絶たれたと話していた。

「マリアも身体からだには気を付けてね？」

「ええ、ありがとう。アシェラもお元気で」

「私はいい加減身体を壊さないと、元気過ぎて鬱陶しがられると思うわ」

「冗談でもそんなことは言わないで」

　本来ならばマリアの方が格下のため、敬称をつけて呼ばねばならないところらしいが、これはアシェラ本人が拒否しているらしい。

　娘のような姿の彼女だが、実年齢では遥はるかにマリアを上回る。そんな彼女の命令となれば、マリアとて無下にはできないようだった。

「転移魔法が使えるのなら、頻繁に顔を出せるわよね？」

「いや、それは……」

「出せるわよね？　フィーナの洗礼は私にさせてよね」

「……はい」

　あのマリアですら歯向かえないのだから、やはり年の功というべきなのだろうか。

　直接的な関係の薄い俺ですら、彼女の言動にはあまり歯向かえない。

　よく見るとフィニアとミシェルちゃんが、何か面白いものを見たような顔でこちらを見ていた。

「なぁに、二人とも？」

「いえ、その……」

「ニコルちゃんとマリア様がお説教されてるのを見てると、まるで姉妹みたいだなぁって！」

「あら、ミシェルちゃんは嬉うれしいことを言ってくれるのね」

　俺と姉妹のように見えると言われて、マリアは頬に手を当てて喜んで見せる。

「マリア、お世辞くらい理解しなさい」

「なに言ってるんですか、私まだ若いですよ？」

「それよね。あなたもう四十近いのに不思議なくらい」

「うっ!?」

「何か理由があるのかしら？　アンチエイジングな手法を入手したのだったら、私にも教えて欲しいのだけど？」

「アシェラにそんなの必要ないでしょ……」

　マリアもあの破戒神の薬を口にしているため、その身体は若返りといっても差し支えないくらい、活力に満ちている。

　それを知らない者から見れば、不自然に思えても仕方ない。

　だがそれを教皇に伝えるわけにはいかなかった。

　若返りの薬というだけでもかなり取り扱いがデリケートな話題なのに、それを与えたのがあの『破戒神』である。

　世界樹をへし折った神と、世界樹を崇あがめる教皇。まさに水と油の関係だ。

　知られた場合、どんな事態が巻き起こるか、俺でも想像できない。無意識とはいえ、マリアの弱点を突いてくるのは、さすがというべきか？

　俺としてもこれは追及されたくない話題なので、話を逸そらしておく。

　それに村で待っているであろうフィーナのことも心配だ。

「母さん、そろそろ出発しないと、フィーナのことが──」

「あ、そ、そうね！　早く帰らないと。その前に……コルティナ」

「な、なに？」

「今回の失態の罰、まだ受けていないわよね？」

「あ、あう」

　マリアがいつになく真剣な表情をしてみせた。

　確かに俺の保護者としての役目は果たせなかったといえなくもない。

　しかしそれは、俺が勝手な行動をしたから発生した事態であって、彼女にはその責任なんてないはずだ。

「母さん、さすがにそれは……」

「ニコルは黙ってて。いい？　あなたは知らないかもしれないけど、コルティナが本気出したら、こんなものじゃないんだから。それなのに今回は裏をかかれ過ぎている」

「そうね、確かに気の緩みがあったことは反省しないと」

「だから、コルティナに罰を与えます。しばらく、レイドとの接近禁止」

「ええ!?」

「それはヒドイ！」

　俺とコルティナの声が綺き麗れいに重なる。

　俺だってコルティナとの逢おう瀬せは楽しみにしているのに、それを止められるなんて。

「あなた、レイドの復活からこっち、少し緩み過ぎ。だから頭を冷やす時間が必要だと思うの」

「で、でもでも、それとレイドとは関係──」

「結果を思い出しなさい。今回は望外の幸運で事なきを得たけど、下手をしていたらニコルは死んでいたかもしれないのよ」

「そ、それは……うん」

「だから……コルティナ。あなたにも特訓を受けてもらうわ」

「特訓って……私には実際に戦う才能なんてないわよ？」

「それでも、鍛えればどうにかできた状況は多いはず。これから先、そういう事態にも備えないと。あなた自身のために」

「うぅ～」

　コルティナは抵抗の様子を見せていたが、陥落は目前というところか。

　俺としても、マリアの主張はよくわかる。肝心な時に力がない。その結果がどうなるか、俺もコルティナも、身をもって知っている。

　だからこそ、彼女も強固に反対できないでいた。

　実際、俺たちの中でコルティナが一番最初に狙われるという事態は、数えきれないほどあった。

　それを抑制する意味でも、マリアによる特訓はありがたい話かもしれない。

　結果としてコルティナはしぶしぶと同意し、マリアと一緒に北部へ向かうこととなった。その間は後でマクスウェルに連絡を入れ、休職扱いとしてもらうことになった。

「それじゃトリシア。この子たちのこと、お願いね？」

「任せておいて。っていっても、もうこの子たちの方が腕利きなんだけど」

「そうね。じゃあニコルちゃん、トリシアのことお願いね？　お酒飲み過ぎたらシバキ倒してもいいから」

「ひどい!?」

　俺とコルティナが別れの挨拶をしている間、マリアは転移魔法の準備を始めていた。

　いそいそと魔法陣を描き出す。その速度はかなり手て馴なれてきたとはいえ、やはりマクスウェルには見劣りする。

「それじゃ、マリア。フィーナの洗礼、楽しみにしているからね」

「あなたが楽しみにしてどうするのよ」

「いいでしょ、可愛かわいい親友の娘二号を楽しみにしても」

「はいはい。それじゃまた後でね」

　教皇は最後までマイペースだった。だがフィーナのためを考えたなら、これは悪い話ではない。

　後ろ盾として教皇がいるというのは、フィーナにとっても損はないはずだから。

　その隙にマリアは転移門ポータルゲートの魔法を発動させ、北の村に戻っていった。

　コルティナの、その時のひきつったような笑顔は、なかなか見られるものではない。珍しいものを見た気分だった。

「マリア様、帰っちゃったね」

「ええ。寂しくなりますね」

　そんな声が背後からかかる。見るとミシェルちゃんとフィニアが、しょんぼりとした顔をして手を振っていた。

　幼い時より世話になったマリアたちは、彼女たちにとっても特別な存在だ。

　そして俺のように頻繁に顔を合わせることができない彼女たちは、さらに特別な別れに思えているのだろう。

「大丈夫、すぐわたしが転移門ポータルゲートを覚えて、会いに行けるようにしてあげるから」

「ニコル様、実はそれって、かなり凄すごいことなんですよ？」

　干渉系魔法の中でも変化ポリモルフと並んで最高難易度の転移門ポータルゲート。それを使いこなすことができれば、様々な面で役に立つことができる。

　今回のように商人に雇われれば、一生食うに困らないだけの稼ぎを得ることもできるだろう。

　貿易だけではない。ギルドのメッセンジャーにでもなれば、かなりの報酬を期待できる。国に雇われるのも、有効だろう。

　それだけに難易度が高く、そこまで至ることが難しい魔法。それが転移門ポータルゲートだ。

　これをあっさり覚えたマリアが異常なだけで、本来なら老齢になるまで研けん鑽さんを続けないと習得が難しい魔法である。

　そしてそれを、弱冠十五歳にして習得を視野に入れることができる俺も、また異常だ。

「まあ、それはそうなんだけど……ん？」

　フィニアの言葉に答えを返したところで、奇妙な喧けん騒そうを聞きつけた。

　喧騒といっても、ケンカや暴動の続きという剣けん呑のんなものではなく、戸惑いや歓声といった類のものである。

「なんか、玄関の方が賑にぎやかだね」

「ええ、まるでマリア様たちが来た時みたいな？」

「その時はわたし気を失ってたし」

　マリアたちが来た時の様子はわからないが、それに近い雰囲気があるという。

　ならば、それに近い人材が来たということか？

　俺がそう考え、口にしようとしたところで、裏庭に背の高い男が乱入してきた。

　案の定、遅れて連絡を受け取ったマクスウェルである。

「ニコルが大おお怪け我がをしたじゃと!?」

「いや、それはすでに終わった話」

　裏庭に駆け込んでくるなりそう叫んだマクスウェルに、俺は冷静にツッコミを入れる。

　だがマクスウェルは俺の顔を見て、訝いぶかし気げな表情を浮かべた。

「その眼帯はなんじゃ？　まさか傷跡が残ったのか？」

「いや、これは──」

　後遺症と言えば後遺症と言えるだろう。無駄に強力な魅了の力を得てしまったのだから。

　どうやら目を見るだけなら、視線が釘くぎ付けになる程度のようだが、ここに俺が『願望を口にする』という要素が加わると、その魅了の力に指向性を与えることになるらしかった。

　つまり、眼帯を取ったら迂う闊かつなことは口にできない。

「まあ、あの神様の力で、ちょっとばかり強過ぎる『力』が残ったみたいで。これはそれを抑えるための魔道具」

「そ、そうじゃったのか。いや、目を離した隙に大怪我を負ったと聞いて心配したぞ」

「それは悪かったと思ってる。でも心配してくれたんだ？」

「当たり前じゃ。仲間……いやその、たった一人の内弟子じゃぞ」

　危うく『仲間だから』と言いかけて、マクスウェルは言葉を変えた。ここには俺たち以外にも人目がある。

　それにしてもライエルと入れ替わりにやってくるとは、この爺じいさんもタイミングが悪い。

　ましてや今は、教皇までいる。

　その当の教皇は、澄ました顔で深々と一礼し、華麗な挨拶を決めていた。

「初めまして、マクスウェル翁。私はアシェラと申します」

「これはご丁寧に。アシェラ？　世界樹教の？」

「ええ、教皇を務めさせていただいていますわ。もっとも枢すう機き卿きようたちの方が、声は大きいようですけど」

「それは難儀なことですな」

　ニヤリと悪巧みをするときの笑みを浮かべるマクスウェル。同じような表情をしている教皇。

　どうやらラウムとベリト、双方の権力者の顔合わせは、面倒なことになりそうだった。




　教皇と六英雄の一人の顔合わせとあっては、その場で立ち話とはいかない。

　マクスウェルとアシェラは前日までマリアたちが借りていた部屋に移動し、そこで歓談することとなった。

　本来ならば、部屋を掃除してから次の客に貸すところなのだが、ここはマクスウェルが構わないとごり押ししたので、そのまま継続して借りることになったらしい。

　やたら恐縮していた宿の受付のお姉さんには、悪いことをしてしまった。

「そうですか、教皇ともなればその言葉は重いと思っていたのですが、意外ですな」

「ええ、本当に。マクスウェル様も、王宮に顔が利くとお聞きしましたけど？」

「はっはっは、これは手厳しい。私も一度引退した身ですので、なかなか思い通りとは行きませんのぅ」

　茶を嗜たしなみながら、にこやかに歓談しているマクスウェルとアシェラ。しかしその目は、両者とも笑っていない。

　ラウム王家の血を引き、六英雄の身分を持つマクスウェルと、世界最大宗教の教主ながらも権力を枢機卿たちに握られているアシェラ。

　双方とも、互いの権力を欲していながらも、取り込まれまいと牽けん制せいしあっている状況だ。

　少しでも友好的に、しかし有利にと、腹の探り合いをしているのが、手に取るようにわかる。

　その気配を感じたのか、給仕をしているフィニアの顔が可哀かわい想そうなほどに引きつっていた。

「さ、わたしたちも明日の準備をしなきゃ」

「そうだね。忙しいものね」

「俺、保存食の買い出しに行かないと……」

「そんな、私を置いていかないでくださいよぉ!?」

　その場から逃げ出す口実を口にする俺たちに、フィニアは泣きそうな顔で抗議してくる。

　それもそのはずで、前世の俺だってこんな場所にいたくない。

　こういうのはマクスウェルやコルティナ、マリアの領分だ。

「ニ、ニコル様、後生ですから──」

「いや、でも……ほら、お話の邪魔しちゃ悪いし？」

「そんなこと言わないで、いつもの淑女モードでお願いしますよぉ」

「それは忘れろー！」

　俺たちがドアの前で揉もみ合いになっていると、そこへ控えめなノックの音が割り込んできた。

　ぴたりと動きを止め、ドアを振り返る。

　これはこのノックがこの状況から離脱するための口実になるかもしれないと、全員が意見の一致を見たからである。

「どうぞ？」

　俺は部屋の主あるじの意見も待たずに、ノックの相手を招き入れた。

　多少無防備だったかもしれないが、ここにはマクスウェルもミシェルちゃんもいる。何より蘇そ生せい魔法すら習得したアシェラがいる。

　たとえクファルが襲撃したとしても、どうにでもできるメンツだ。

　だが、扉の隙間から顔を出したのは、宿の受付のお姉さんだった。こんな修羅場にまで顔を出さねばならないとは、可哀想な限りである。

「ご歓談のところ申し訳ありません。こちらにニコル様はいらっしゃいますでしょうか？」

「あ、はい。わたしです」

「その、面会をお求めの方がいらしてまして。半魔人なのですが……」

　前日に暴動があったばかりなので、半魔人の面会をかなり警戒しているようだ。

　それに俺に面会を求めるような相手にも、心当たりがない。

「どんな人？」

「人間族の少年と、半魔人の少女です。その、人間族の方は付き添いという話でした」

「……人間と半魔人？」

　その組み合わせにも、やはり心当たりがない。いや……

「あ、ひょっとして、昨日の暴動の時に助けた子かも」

「暴動の？」

「マークから聞いていない？　一人女の子を助けたんだ」

「ああ、あの」

　クラウドも、俺がマークたちと行動を別にした理由は聞き及んでいた。

　その子が会いに来たというのなら、断る理由もない。むしろこのタイミングで来てくれたことを神に感謝したいくらいだ。

　少女は客というわけでもなく、またこの時期に半魔人ということもあって、宿の中には入れてもらえていなかった。

　まあ、寒い季節でもないので、外でも問題はなかっただろう。

「こんにちは、待たせたね」

「あ、おねーちゃん！」

「おねーちゃん、かぁ」

　悲しいかな、そう呼ばれることにも慣れてしまった。主にフィーナのおかげで。

　少女のそばにはバーさんが寄り添っており、彼女の護衛をしてくれていたようだった。

　そして少女は背後に花束を隠し持っている。どうやらお礼を言いに来たようだった。

　その花束は、身長差のおかげで丸見えだったのだが、ここは見えぬ振りをするのが粋という物だろう。前世の俺だったら何も考えずに指摘して、がっかりさせていたところだ。

「怪我はなかった？」

「うん、おにーちゃんが治してくれた」

「へぇ、いいところあるじゃん？」

「僕だって、無関係で無害な少女まで見捨てるような真似まねはしないさ」

　かなり派手に暴行を受けていただけに、その傷を治しておいてくれたのは感謝の言葉もない。

　俺の言葉に少しぶっきらぼうな態度で返すバーさんを置いて、少女は俺の顔に手を伸ばしてきた。

「なに？」

「おねーちゃんも、けがしちゃったの？」

「ああ、これ？　これは違うよ。わたしは右目の色が違うから、これで隠しているだけ」

　俺は右目の眼帯に手を触れ、事情を話す。

　もっとも魅了の力がどうとかいう必要はないので、目の色が違うので隠している程度にしておいた。

　そう言うと少しだけずらして、赤い瞳を彼女に見せる。

　少女は一瞬だけ、俺の目に見み惚とれていたようだが、すぐに元の様子に戻った。どうもこの魅了の力、白いのが口にしたほど弱くはないようだ。

「あ、あのね、おねーちゃん。これ、助けてくれたお礼」

「わっぷ、あ、ありがとう。でもよくこんなの手に入れられたね」

　ハッと我に戻った少女は、後ろ手に隠していた花束を俺に差し出してきた。

　勢いが余り過ぎて、花束が俺の顔を直撃したが、そこはご愛あい敬きよう。

　見たところ、少女の身なりは裕福とはいいがたい。だがこの花はそこらの道端に咲いているものではなく、きちんと店などで整えられたものだ。

　この子が手に入れるには、少しばかり難しいと思わざるを得ない。

「うん。ほかにもおねーちゃんに助けられた人がいて、その人たちが一緒にって。わたしのはこの花だよ」

　そう言って、花束の中にある、小さな白い花を取り出した。

　その花だけは、他の花と違って整えられた形跡がない。おそらくは彼女が頑張って探してきたのだろう。

「へぇ……」

　俺が昨日助けた人といったら、暴動に加担していた半魔人くらいしか思いつかない。

　おそらくその中の数人が、感謝してこれを送ってくれたのだろう。

「しかし、なぜ直接持ってこないのかね？」

「そりゃ、ニコル相手に花束を持って行ったら、変な噂うわさが立つかもって気を回したからじゃないか？」

「……クラウドにしては気の利く意見」

　一緒に来ていたクラウドが、そう教えてくれた。

　確かに、俺の外見は目立つ。そんな少女にどっかの男が花を贈りに来たら、プロポーズか何かと勘違いされた可能性もある。

「おじちゃんは『おかげで騎士団に殺されずに済んだ。本当に助かった。あんたは俺たちの英雄だ』って伝えてくれって」

「間接的とはいえ、命を救ったことを理解してくれたか」

　そう思うと、昨日の苦労もまんざらではない気がしてきた。ほとんど自己満足のような行動だったが、それでも感謝されるというのは、気持ちのいいものだった。




　お礼に来た少女と別れ、再びマクスウェルの部屋に戻ると、アシェラも一緒に俺たちを迎えてくれた。

　そこでマクスウェルは、俺の唯一変わった外観──つまり眼帯について聞いてきた。

「ところでニコル、本当に後遺症は残っておらんのじゃな？　あるなら街ごとクファルの奴やつを焼き払わねば、ワシらの気が済まん──」

「お願い、それはやめて」

　物騒なことを口にしたマクスウェルに、アシェラは冷や汗を流してそれを止める。

　この爺さんがその気になれば、街をなんだかよくわからない暴熱で包み込み、世界樹以外のすべてを焼き尽くすこともできるだろう。

　もちろんマクスウェルだって本気で言ったわけじゃない。

「違う違う。あの白いのに治してもらったんだけど、妙な力が宿っちゃって」

「妙な力？」

「惹ひきつけて魅了する力だって。この眼帯は白いのの旦那がくれた、その力を封じる魔道具」

「ほう!?」

　魔法オタクのマクスウェルは、それを聞いて身を乗り出してくる。

　その襟首をアシェラが引っ張って戻した。

「女の子に迫るなら、もう少し雰囲気を考えた方がいいですわよ」

「いやいや、これは申し訳ない。魔道具に目がないものでしてな。では、後遺症というわけではないのじゃな？」

「まあ後遺症と言えなくもないけど……うん、そこは安心して。それにクファルも片が付いたよ」

「なに？」

　俺はマクスウェルに、クファルが迷宮に逃げ込んだことを伝えた。

　迷宮内部には他にもスライムが存在し、奴を個別に識別することは不可能に近い。

　だが世界樹をバーさんが見張っているため、奴が迷宮から出てくることも不可能になった。バーさんは白いのの知人で、これも人外の一種であることも伝えておく。

　彼が監視している限り、奴は迷宮から出てくることもできない。いつか、迷宮のモンスターに襲われて消えるか、冒険者によって倒される可能性が高い。

　見張るバーさんと破戒神の寿命は永遠に近く、出てきた途端に彼らによって討伐されてしまうはずだ。

　これはもはや、封印に近い。

「つまり、おぬしが狙われる可能性は無くなったというわけじゃな？」

「少なくとも、こちらの寿命より先に出てくることは不可能じゃないかな」

「それを聞いて安心したぞ」

　クファルに関しては、もう一件落着と言っていいだろう。

　マクスウェルの怒りも落ち着いたようで安心した。この爺じいさんはコルティナのように手練手管を使うわけではないが、目的のために手段を選ばない部分がある。

　先のように街ごと焼き払うような真似はしないだろうが、それ以外のあらゆる手を使う可能性が高い。

　そうなると、この街は大混乱に陥るだろう。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの事態にならずに済んで、俺も安心している。

「まーいいや。でも本当に明日出発するから、その準備をしないと」

「ストラールまで商人の護衛じゃったか？」

「そう。テムルさんの依頼で」

「ふむ？」

　俺の話を聞いて、マクスウェルは顎あご髭ひげをしごく。

　数秒思案したのち、こちらをまるで品定めするかのような目で眺めた。

「な、なんだよ」

「おぬし、治してもらったとはいえ、かなりの怪け我がをしたんじゃろ？」

「うん、眼球が壊されるくらい」

　後、クファルの毒にも侵されていたな。

「なら無理はせん方がいいじゃろう。その依頼、断ることはできんのか？」

「それは冒険者としてどうだろう？」

　確かに俺は負担が大きくかかった状況にある。

　死の寸前といってもいいほどの大怪我。それが治った直後には、前世で因縁のある魔神との戦闘。

　戦闘直後には全力を出した反動で、身体からだの節々が痛みを発していた。

　一晩寝て多少は収まったが、そのダメージは確実に残っている。

「確かにダメージはあるけど、だからといって依頼を投げ出すのは、冒険者としての沽こ券けんにかかわる」

「それはそうなんじゃがなぁ」

　マクスウェルは心配そうな視線を俺に向けている。

　マリアでも手が出せないほどの重傷と聞いて、一時的に過保護になっているのだろう。

「ふむ、ではこうしよう。そのテムルという商人と話がしたい」

「……………………なにを企たくらんでる？」

「失敬な。要はその商人がストラールにつくまで護衛すればいいのじゃろう？　ならばワシの転移門ポータルゲートでまとめて送ってしまえばいいと思っただけじゃ」

「うわぁ」

　魔力量がハンパないこの爺さんなら、俺たち全員をストラールまで送っても、まだ余力があるだろう。

　それにクファルの脅威が消えた今、急な襲撃に備える必要性も、大きく減った。

　多少無む茶ちやな魔法の使い方をしても、問題はない。

　だからといって、これはどうなんだろうと首を傾かしげざるを得ない。

　確かに依頼には反していない。だが俺を早く解放するためだけに、高位魔法を容赦なく濫用するのは少々気が引ける。

　これが仲間内だけの移動だったのなら、むしろ大歓迎なのだが。

「そ、それはその……後でテムルさんに聞いてくる」

「むしろ今すぐ聞きに行きなさい。ワシも口添えしてやろう」

「それ、強制と何ら変わりないから!?」

「すまぬな、アシェラ殿。そういうわけで、中座することになってしまった。申し訳ない」

「いいえ、マリアの娘のためでしたら、致し方ありませんわ」

「二人とも話を聞いて！」

　にこやかに挨拶を交わす二人に、俺は背筋に冷たい汗が流れた。

　マクスウェルの過保護に加え、アシェラも相当に俺に甘いようだ。

　この申し出をたしなめるような真似はしない。

「この来訪で、あなたのような方と知己を得られたのは不幸中の幸いでした。今後もよい関係を築きたいものですな」

「ええ、こちらこそ。ニコルにも私と連絡が取れる聖印を渡しておきましたし、あなたとも知り合いになれた。ここ数日は本当に良い時間を過ごせました。だからニコル、いつでも遊びに来ていいのよ？」

「陰謀に巻き込まれそうだから、なんかヤダ」

「照れなくてもいいのよ」

「照れてないし!?」

　身を乗り出して拒否した俺は、マクスウェルに首根っこを持たれ、猫の子のようにして自分の席に座らされた。

　そんな俺を可笑おかしそうに笑ってから、アシェラが一礼して部屋を出ていく。

　これは、これ以上居残ったら、俺の仕事に差し障るという配慮だろう。

　そのあと俺たちは、マクスウェルの転移魔法で一息に門の近くの門前宿まで移動した。

　自前の店を持たない交易商人ならば、大抵門前宿を利用するから、ここへ来たのだろう。

　交渉はもちろん成功。むしろ無駄な移動時間を短縮できるとあって、諸もろ手てを挙げて歓迎されてしまった。

　最初は恐縮しきりだったテムルだが、マクスウェルの転移魔法を体験できるとあって、次第に興奮していった。

　事態の急展開についていけず、マクスウェルに引っ張り回されて部屋に戻った時、そこには同じく事態についていけなかったミシェルちゃんとフィニアの姿があったのだった。

　クラウドの奴は、さっさと自室に戻って出発の用意をしていた。

　その辺、英雄に訓練を受けているあいつは、神経が図太い。しかし話をまとめる上では戻ってきてもらわないといけない。

　作業を中断させ、クラウドを呼び戻してから、意見の統一を図る。

「フィニア、ミシェルちゃん、クラウド。そういうわけで、明日マクスウェルに送ってもらうことになったから」

「わかった。でもいいのか？」

「うん、ある意味この依頼は長期遠征の訓練と同時に、クラウドの半魔人差別への心構えを作ることが目的だったから」

「それはもう果たしたってことか」

「後はゆっくり帰るだけ。これなら往路でも経験してるから、省略してもいいかなって」

「そうだな、俺たちはともかく、マークたちは途中の食料代とか結構きつそうだったし。節約になるか」

　マークたちはこの遠征で結構な稼ぎを出しているはずなので、これは少し違うかもしれない。

　だがこれから装備を良い物に交換していくなら、少しでも節約した方がいいのは事実だ。

「ニコルもしっかりしたリーダーになってきたのぅ。まるで若い頃のライエルを見るようじゃ」

「え、ライエル様ってドジッ子だったの!?」

「ミシェルちゃん。すこーし、お話ししたいことができたよ？」

「え、えへへ……」

　愛想笑いする彼女だが、悪意あってのことではないのは理解している。

　西門での彼女の怒りは、クラウドが慄おののくほどだったとか。

　こうしてじゃれ合うことができるのも、破戒神が助けてくれたおかげと言える。

　その点だけは、心の底から感謝を捧ささげたのだった。




　翌日、いろいろあったがベリトを出発する日がやってきた。

　といっても、大仰な旅支度などはやっていない。マクスウェルが転送してくれるので、食料の用意などが完全に必要なくなったからだ。

　代わりに俺たちの馬車の空きスペースに、ベリトの名産品を積み込むことをテムルが提案してきた。

　空いたスペースに商品を積めば、交易の利益が大きく跳ね上がる。テムルだけが利益を得るのでは不公平なので、追加報酬を要求しておいた。

　これは彼としても利益のある話だったので、多少の額のやり取りはあったが、快く応じてくれた。

　コルティナはマリアに拉致されて一足先に戻っていた。代わりにマクスウェルが商隊に入っているので、人数的には変わりはない。

　しかし視覚的な潤いという点では、いささかむさ苦しくなってしまったのは否めない。

「うん、やっぱりコルティナの方がいい」

「やかましいわぃ。それにしても、ついにフィニア嬢にまでバレてしまったのか」

「ぐぬぬ……やむを得ぬ理由があったんだよ」

　街中で大きな転移門ポータルゲートを開くのは、無関係の人間を巻き込む危険もあるので、極力控えている。

　馬車三台を通す必要があるため、普通の三倍近い大きさの門を作る必要があるためだ。

　そのため転移を行うのは街を出てからになる。

　俺たちは街の外に出るべく、西門へと移動していた。その途中、フィニアに正体がバレてしまったことをマクスウェルに報告しておいた。

「あの時は激痛と衰弱で、まともな思考を維持できなかったんだ」

「トチ狂っておったんじゃな」

「うっせぇ！」

　今、馬車の御者台には、俺とマクスウェルが乗っている。

　フィニアとミシェルちゃんは荷台に移動しており、クラウドは馬に乗って離れた場所にいる。

　俺は周囲に聞かれない程度の小声でマクスウェルとやり取りしていた。

「もういっそ、コルティナやライエルにも知らせてはどうだ？」

「それだけはできない。特にライエルとマリアには知らせる気はない」

「なぜじゃ？」

「ガドルスにも言ったが、あいつらがどれだけ『ニコル』を愛しているか知っているからだよ」

　ライエルたちは『自分の娘』に無償の愛を注いでいる。その中身が俺と知られることは、彼らの愛情を裏切るような気分になってしまう。

　俺とニコルは同一の存在ではあるのだが、中身が俺のニコルと彼らの思っているニコルは、その存在にずれがある。

　それは彼らの想おもいに水を差すような気がして、どうにも切り出すことができないでいた。




　そんなやり取りをしているうちに、西門に到着した。

　テムルが先頭を切って商人ギルドの身分証を提示し、検問を受ける。

　街を出るのだからそれほど厳しいチェックを受けるわけではないのだが、稀まれに禁制品を持ち出そうとする者もいるらしい。

　この場合、禁制品とは麻薬などの危険物が主になる。フォルネリウス聖樹国ではあまり見かけないが、緑豊かなラウムでは結構多い案件だ。

　続いてマクスウェル、そして俺と続いていく。

　しかし、門番は俺の顔を見て、硬直したように固まっていた。

「あの、なにか？」

「ひ、ひょっとしてニコルさんですか？　あの教皇様の危機をお救いになられた？」

「いや、確かに殺し屋からは助けたけど……」

「やはり！　あの時、私も現場に駆けつけていたんですよ」

　あの場に衛兵の姿はなかった。ということは、彼はあの時駆け付けた騎士団に随行していたのだろう。

　その時俺は、殺し屋に馬乗りになって拳を叩たたきつけていた。その光景のどこに、感動する要因があったのだろう？

「それはどうも、みっともないところを」

「とんでもない！　身を挺ていして教皇様を護まもられた活躍、感動いたしました」

「そ、そこまで？」

　まあ、落ち着いて考えてみれば、世界最大の宗教の宗主を助けたのだから、この反応は当然かもしれない。

　そうなると、今後は少々動きにくくなるかもしれない。顔を隠しておけばよかったか？

　しかし、あの時は目の魅了の力を使わなければ、注目を集めることができなかった。

「ええ、ニコルさんはこの街の──いえ、世界樹教の英雄ですよ！」

「いや、そんな!?」

　ずい、と身を乗り出してくる門番に、俺は両手を振って謙遜して見せる。

　その態度すら彼には謙虚に見えたらしい。

　興奮で顔を赤らめて拳を握り締め、俺の功績を力説してくれる。しかし俺たちはともかく、早朝という時間もあり、後ろには行列ができつつあった。

　その視線が、少々痛い。

「あの、申し訳ありませんが、待っている人もいますので、手早く……」

「あ、これは申し訳ない！　感動のあまり手が止まってしまいました、お恥ずかしい」

　ようやく手続きを再開してくれたので、後続のミシェルちゃんやクラウドも身分証を提示する。

　クラウドの時に微妙な顔をしたが、俺の仲間ということで、また、マクスウェルの同行者ということもあり、無言で許可を出してくれた。

　直近で半魔人の暴動があったので、やはりいい印象は抱いていないらしい。

「はい、確かに確認しました。お気をつけて」

「ありがとうね」

　俺はそう言って愛想笑いを浮かべて手を振っておく。

　今後クラウドだけでここに来る機会もあるかもしれないので、点数を稼いでおこうと思ったのだ。

　門番は挨拶が返ってくると思っていなかったのか、硬直して人形のような動作で手を振り返してくれた。

　こうして俺たちは無事出国し、ストラールへの帰路へと就いたのである。




　帰路といったところで、そう大げさな旅ではない。

　むしろその日のうちにストラールに戻れるとあって、テムルを始め、全員が気楽な気分のままだった。

　その元凶であるマクスウェルが街道を外れ人目のなくなった場所で、声を上げる。

「ここいらで問題なかろ。そろそろ魔法を使うぞ」

「は、はい。どうかよしなに」

　テムルはやはり緊張気味だったが、それも無理はあるまい。

　本来なら雲上人のマクスウェル相手で、しかも余剰の荷物を積み込んで商売の片棒を担がせようとしているのだから、緊張するなという方が無理だ。

　転移門ポータルゲートは門の大きさや維持する時間によって、消費する魔力が大幅に増える。

　今回は馬車三台と騎馬一騎を運ぶ必要があるため、マクスウェルの負担はかなり増えている。

　もっとも、この爺じいさんの魔力量なら、誤差の範囲ではあるだろう。

　念のため、速やかに門をくぐるため、多少無理してマークたちにも馬車に乗り込んでもらい、一列に並んで待機しておく。

　もっともテムルの馬車はすでに満杯なので、俺たちの馬車に乗り込んでもらったのだが、こちらの馬車もテムルの荷物を積み込んでいる。結果……

「ちょっと、マークさん狭いー」

「いや、そんなこと言ったって」

「キャッ、誰ですか、私のおし……いえ、その……」

「おう、今フィニアに触った奴やつは覚悟しとけ？」

「うげっ、ニコルさん、ちょっと濡ぬれ衣ぎぬだから!?」

　トニーが返事を返してきたので、フィニアのお尻に触れたのは奴のようだ。

　悪いが彼女に触れた罰は受けてもらわねばなるまい。久しぶりに焼きキノコの刑に処すとしよう。

　とにかく、押し合いへし合いしながらもどうにか乗り込み、開門に備えようとしていた。

　もっともマクスウェルはそんな俺たちを無視して、すでに門を開いていた。

「ほれ、さっさとくぐれ。この大きさはさすがにちっとばかり堪こたえるわい」

「いや、全然問題ないだろ」

　一人馬車から降りていたマクスウェルは、魔法を発動させて馬車を誘導する。

　今回は大人数の移動のため、門の顕現時間を延長して発動している。その解除を行うために最後に転移する必要があった。

　門を放置して目を離すと、それで迷い込む者も出るかもしれないからだ。

　俺たちが乗った馬車が最初に門をくぐると、その先はすでにストラールのすぐ外だった。

　街の中に転移しなかったのは、馬車が唐突に街中に現れると事故の危険があると判断したからだろう。

　続いてテムルの馬車が門をくぐって俺たちの馬車の後ろに現れる。

　そのあとにクラウドの騎馬、最後にマクスウェルが現れ、門は閉じた。

「ほ、本当にストラールだ」

「当たり前じゃろう、失礼な」

「いえ、疑っていたわけではなく！　聞いたものと実際に体験するのでは、やはり差があると申しますか」

　生まれて初めての転移魔法に混乱して、しどろもどろな対応をしているテムル。

　マクスウェルも悪意があってのことではないと理解しているので、それ以上の追及はしなかった。

　それからそれぞれの配置に戻り、ストラールへ向かった。




　俺たちの顔はすでに門番にも知られているので、身柄のチェックは簡単に済んだ。

　マクスウェルにいたっては、顔が知れ渡っていたので、身分証にすら目を通さず済んだ。

　門をくぐったところにある門前広場に馬車を停とめ、テムルは俺たちに向かって宣言した。

「これにて護衛任務は終了とします。皆さんお疲れさまでした！」

「うーっす！」

「おつかれさまー」

　マークたちとミシェルちゃんがテムルの声に応える。

　長期間の遠征が終わるとあって、その声には達成感が満ちていた。

「報酬は現金でということでしたので、冒険者ギルドの方で手配しておきますね」

「あざーっす！」

　これはマークたちが現金での報酬を欲していたからだ。

　登録証を使って預金でのやり取りをする方が手軽でいいのだが、それに対応していない店も多い。

　特に今回はマークたちは装備を新調していた。装備などを整える際は、鍛冶ギルドと冒険者ギルドという組織の違いもあり、登録証を使った資金のやり取りができない場合がある。

　そういった場合に備え、現金を用意しておく必要があったのだ。

「ニコルさんたちには追加報酬もありますので、それもまとめて支払っておきます」

「お願いします」

　追加の報酬とは、テムルの運ぶ交易品を俺たちの馬車に載せて運んだ分だ。

　マークたちには悪いが、馬車の所有権は俺たちにあるので、追加報酬は俺たちだけに支払われることになった。

　その件に関しては、マークたちも納得してくれている。

「よし、それじゃ金も入ってくることだし、前祝いと行こうか！」

「マーク、あんたそんなだから貯たまらないんだよ？」

「俺もいつも言ってるんだけどね」

「わーい、奢おごり？　奢り？」

「おう、いいぜ！」

「なら先生にも奢ってくれないかなぁ？」

「おういいぜ。どんどん来い！」

　トニーは相変わらず苦労人な性格らしく、あきらめた表情。マークの尻馬に乗ったミシェルちゃんとトリシア女医が、ちゃっかりとご相伴に与あずかろうと、暗躍している。

　言っておくがマーク。ミシェルちゃんにその申し出は、報酬の半分は食われると思っておけよ？

「まあ、いつまでもここにいちゃ悪目立ちするから、俺も移動するのは賛成」

「それもそっか。じゃあわたしたちはガドルスに挨拶してくる。クラウドはミシェルちゃんの手綱を握っといて」

「それ、自信ないなぁ」

「目を離してお持ち帰りされても知らないよ」

「うっす、監視しておきます」

　ミシェルちゃんはどこか子供っぽい面が残っているため、無防備なところが多い。

　宴会となれば酒が入ることもあるだろうし、ここはお目付け役が必須だろう。




　その間に俺は、マクスウェルとガドルスを交え、話をしておく必要があった。特にフィニアにバレたことなどは、当人を交えて話しておかねばならないはずだ。

　それとクファルが封印されたことも、ガドルスに知らせなければならない。

「ま、フィニアに知られて良かったことと言えば、この街で気を使う必要がある相手がいなくなったことかな？」

「またそうやって気を抜くから、端からポロポロ正体がバレていくんだ」

「まあ、最初は驚きましたけど、私にとってもレイド様は縁の深い方ですから。喜びこそすれ、嫌ったりとかはできませんよ」

「うっ、それはそれで心が痛む……しかしこの街で気を付けないといけないのは、もうミシェルちゃんとクラウドしかいないじゃないか。ちょっとくらい気を抜いてもいいんじゃないか？」

「ドノバンの小僧がおるだろう？　本当にお主ときたら……」

　マークたちとはあまり顔を合わせないし、仕事もガドルス経由でしか受けていない。

　おかげで顔見知り程度の知り合いはいても、友人レベルとなるとミシェルちゃんとクラウドしかいない状況だった。

　顔見知り程度なら多少ボロを出したとしても、中身がレイドと知られる恐れは存在しない。

　その可能性があるのはミシェルちゃんとクラウドのみだったが、そういえば領主になったドノバンも、俺に辿たどり着く可能性はあるか。

「ま、ドノバンはあまりこっちに顔を出せるわけじゃないし、いいじゃないか。それより俺たちも久しぶりに一杯やろうぜ」

「ニコル様、いくらなんでもその言葉遣いは……それに、ニコル様はお酒弱いでしょ？」

　完全に油断しきった俺に、フィニアの冷たい警告が飛ぶ。

　幼女時代のように一口でダウンとまではいかないが、蒸留酒なら一杯で意識を失える程度には弱い。

　エールやワインなら、何とか一杯飲み切れる程度だろうか。

「ま、今回は心配させた罰として、ワシらの酒もレイドに奢ってもらうとしようかの」

「そ、それはひどい!?」

　ドワーフのガドルスと酒豪のマクスウェルの酒代なんて持ったら、一瞬にして儲もうけがなくなるじゃないか。

　そんな泣きそうな顔をする俺がおかしかったのか、フィニアは口元に手をやって笑いを堪えている。

　爆笑しないところが、従者としての節度だろうか。

　なんにせよ、マークたちに続いて、俺の懐もピンチを迎えたようだった。




　ストラールに戻って数日。

　ベリトでは散々な目にはあったが、ありがたい副産物も発見した。

　俺の右目の眼帯。魅了の力を封じるこの魔道具は、俺への興味を逸そらす力もあるのか、この街を一時的に離れる原因となった告白ラッシュが一時的に収まっていた。

　ミシェルちゃんやフィニアは以前と変わらないペースで告白されているようだが、最も多かった俺へのものは大きく数を減らし、彼女たちと同じ程度に減少していた。

　おかげで煩わしくはあったが活動に支障が出るほどではなくなり、多少マシな生活を送れるようになっていた。

　しかしそれはそれとして、俺たちにはもう一つ、別の問題が存在していた。

　それはやはり、俺の魅了の力である。

　眼帯を外せば周囲の視線を惹ひきつけ、声に出せば他者の意思に干渉することすらできてしまう。

　しかも、もとより好意を持つ者が影響を受ければ、その好意を暴走させる可能性もある。

　つまり同じパーティに存在し、俺に好意的なフィニアやミシェルちゃんが危険になる可能性があった。

　戦闘中にうっかり眼帯が外れ、その力に囚とらわれたら非常に危険だ。

　その対策は打っておかねばならない。

「というわけで、これを用意してみた」

　俺はガドルスの宿の食堂に四人を集め、テーブルの上に四つの銀の指輪を並べて見せた。

　昼をかなり回った時間なので、すでに食堂に人の姿は少ない。

　装飾品だけあって、フィニアとミシェルちゃんの目は釘くぎ付けになっている。

　やはり女性に指輪は反応がいいようだ。

「これって魔道具だよな？　抗あらがいの指輪か？」

「そうだよ」

　唯一その外見に心を乱されなかったクラウドが、そのアイテム名を言い当てる。

　この銀の指輪は、精神的な抵抗力を向上させる魔法が込められている。

　ある程度精神的な攻撃を受け続けると破損してしまうが、非常に有用な魔道具で知られていた。

　冒険者は様々なトラブルに首を突っ込み、様々な敵と剣を交える。

　中には物理的な攻撃ではなく、精神に攻撃を仕掛けてくるモンスターも存在した。一部の不死者アンデツドなどは威圧や魅了などを仕掛けてくることがある。

　そういう時にこの指輪を着けていると、多少は耐えられるようになるのだ。

　他にもドラゴンなどの高位モンスターだと、特殊能力ではなく、その存在自体が威圧を放つ場合もある。双剣の魔神なども、その力を持っていた。

　腕前が上がれば上がるほど、需要が増していく魔道具。それがこの抗いの指輪だ。

　一部の冒険者は、この指輪を装備できるほど稼げて一人前、という噂うわさすらある。

「結構高いんじゃなかったっけ？　俺たちなら買えないわけじゃないけど、馬車買ったから少し厳しいんじゃない？」

「まあ、追加報酬があったからね。そこから出して買い揃そろえたんだよ」

「ああ、荷物を多めに運んだから」

「わたしの目のことも有るし、こういうのを身に着けてもいい頃合いじゃない？」

「確かにこの街での知名度もかなり高くなってるしな」

「というわけでわたしの奢りだ。受け取れー」

「やったぁ！」

　俺の言葉に真っ先にミシェルちゃんが反応する。

　あの食欲が存在の九割を占めていた彼女が、色気付いたものだ。

　フィニアもいそいそと手を伸ばしている。曇りのない銀の指輪を手に取り、迷うことなく左手の薬指に──

「待ったぁ!?」

「キャッ、なんですかレイ──ニコル様！」

　俺は飛びつくようにフィニアの右腕にしがみつき、その行為を止める。

　唐突に身体からだ全体を使って止めに来た俺に、フィニアは驚きよう愕がくの声を上げる。

「なぜその指に嵌はめようとした？」

「え、当然じゃないですか？」

「その理屈がわからない！」

　俺は全力でフィニアの腕を左手から引き剥はがそうとするが、彼女にしては珍しく、これに抵抗してきた。しかも全力で。

　強化しないと非力な俺と、種族的に非力なフィニアの筋力が拮きつ抗こうしている。

「て、手を放してください、ニコル様……」

「ぐぬぬぬ……断固として断る！」

「こればっかりは譲れません！」

「さすがにコルティナに悪いと思わない!?」

「それはそれ、これはこれですぅ！」

　俺とフィニアがすったもんだしているのを、クラウドは呆あきれたような視線を向けながら、自分の右手人差し指に指輪を着けていた。

　この指輪は魔道具だけあって、多少のサイズなら自動で補正してくれる機能がある。

　男のクラウドの指にもちゃんと嵌はまり、最適な大きさに納まる。

　そしてここで沈黙していたミシェルちゃんも左手に指輪を着けていた。もちろん薬指。

「ああっ、いつの間に!?」

「えへへ、ニコルちゃんのプレゼントだからここに着けるのは当然だよね」

「その理屈はおかしいよ！」

「待ってください、ミシェルさん。私を差し置いてそれは許せません。さすがに！　絶対に！」

「えー、いいじゃない」

「でも、フィニアも同じところに着けるんでしょ？　ならミシェルちゃんの相手と思われちゃうかもね」

「な、なんですって──!?」

　フィニアは絶望したかのような表情を浮かべる。

　彼女は別にミシェルちゃんが嫌いなわけではない。俺レイドと違う人物に対する勘違いを許容できないだけだ。

　ミシェルちゃんはそれが気に入らないのか、プゥっと頬ほおを膨らませる。

　いろいろあったが、俺の仲なか違たがいを誘発させる発言による離間の計は、どうやら成功したようだ。

　フィニアは微妙な表情をした後、おとなしく左手人差し指に指輪を着ける。

「ミシェルちゃんに他意はありませんが、私はニコル様以外の方と勘違いされたくないので」

「まあ、それはわかってるけどぉ」

「計画通り」

　ニヤリと笑う俺に、クラウドは溜ため息いきを吐つく。多少ムカつきはしたが、料理を運んできたガドルスも同じように呆れたような溜息を吐いていたので、さすがにクラウドだけを非難するわけにはいかなかったのである。
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　ストラールに戻って、さらに一週間が過ぎた。

　その間は休暇としておいたので、長期遠征の疲労は完全に抜けた頃合いだった。

　一人、俺を除いて。




　その日の俺は体調が優れず、食堂のテーブルに突っ伏すようにして力尽きていた。

　ミシェルちゃんとフィニア、クラウドの三人は、馬の世話のために街の外へと遠乗りに出ていた。

　いつまでも馬房に閉じ込められたままでは、ストレスが溜たまってしまうし、筋力も落ちてしまう。

　そういう事情もあって、馬たちは頻繁に遠乗りに出してやる必要があった。

　フィニアは俺の世話をしたがっていたようだが、三頭の馬を走らせるには三人の騎手が必要になる。

　俺たちは四人しかいないため、ここはフィニアには涙を飲んでもらうことになった。

「なんだ、生理か」

「うっせぇ！」

　突っ伏す俺に水を運びながら、ガドルスが明け透けに真実を口にした。

　その言葉に一斉に反応する食堂内の男性客たち。正直ドン引きだからやめてくれ。

「こんな体調じゃ、遠乗りには参加できないから」

「まあ、馬も嫌だろうな。自分の背で呻うめかれては」

「その辺を考えて、あの三人に任せたんだよ」

「しかしその調子では、新しい仕事は無理そうだ」

「仕事、探してくれたのか」

　この一週間は休暇にしていたが、そろそろ冒険に戻りたい頃でもある。

　俺も体調不良がなければ、そういう欲求は感じていた。

　金云うん々ぬんではなく、仲間四人で何かを成すということが、楽しくて仕方ないのだ。

「ちなみにどんな仕事？」

「火か燐りん石せきの採取。採取自体は初心者向けなんだがな」

「ああ、あれか」

　火燐石。赤い砂粒が固まったような石なのだが、見た目通りかなり脆もろい。

　そしてちょっとした熱で引火する性質を持っていた。

　つまり、衝撃を受けると石が砕け、砕けた石が擦こすれ合って摩擦熱を起こし、その熱で引火してしまう。

　湿らせておけばいいかと思われるかもしれないが、この石、水に触れると凄すさまじい勢いで溶け、水の性質まで変化させてしまう。

　大量の水ならば問題ないのだが、水みず樽だる一つくらいならば、拳一つくらいのサイズで燃やせる水へと変化させてしまうのだから、性た質ちが悪い。

　この火燐石は魔法の触媒として使え、需要はそれなりにある。採取の難易度自体は高くないのだが、運搬の難易度がべらぼうに高い。

　心得が浅い初心者などにこれを依頼すると、ほぼ確実に引火させ、爆発で命を落としてしまう。

「フィニアに消エクステイ火ンクシヨンの魔法をかけてもらえば、なんとかなるかな？」

「水に溶けても引火する性質は残るんだから、厄介な代物だよ。お前たちなら大丈夫だろう？」

「まあ俺たちにはフィニアがいるし、馬車もあるからな」

　消エクステイ火ンクシヨンの魔法は水属性の魔法かと思われがちだが、実は火属性の魔法だ。フィニアよりもレティーナの方が相性はいいのだが、一応フィニアでも使える。

　その分、彼女の負担が気になるところではある。

「失敗した時のリスクは大きいけど……」

「お前がそんなミスするとは思えんけどな」

「一応俺もベテランだからな」

「では受けてくれるか？」

「ずいぶん推してくるな。急ぎなのか？」

「というか、断れない筋というところか。依頼料も弾んでもらっているし、信頼できる者に任せたい」

　この仕事、難易度自体は問題はない。運搬が困難という難点があるが、これも注意しておけば問題はない。

　今後こういう依頼を受ける機会もあるかもしれないし、ミシェルちゃんやクラウドに経験させておくのも悪くないか。

「いいだろう。フィニアたちが帰ってきたら準備させる。で、採取地は近いのか？」

「そうだな、ここから馬で三日というところか。少し国境を越えてしまうが、北部のタルカシール伯爵領に火山があってな」

「タルカシール……また懐かしい名前だ」

　三か国連合王国の王、エリオットの暗殺を企たくらんだ伯爵。

　当の本人はすでに捕らえられ処刑されている。一族も処断され、表舞台にはもはや存在していない。

　今あの領地は別の貴族が入ってきて、その下で運営されているはずだ。

「お前としても因縁の名前ではあるが、今は無関係な貴族が領主だ。あまり暴れてくれるなよ？」

「後任の評判はどうなんだ？」

「良くもなく、悪くもなく、だな。むしろ前任者がアレ過ぎたおかげで評判自体は良い方だ。関税も下がったらしいぞ」

「そりゃいい。通行税も下がったのか？」

「下がったな、三割ほど。それだけ前の領主が搾取してたってことだ」

　一応各領内の入り口には関所という物が設けられている。

　そこを通過するには通行税を支払う必要があった。特に交易の盛んな街ではこれが主な収入源となるため、高くなる傾向がある。

　タルカシール伯爵領もラウムとの交易があるため、やや高めの設定だった記憶があった。

　それが安くなるのなら、俺たち根無し草の冒険者にはありがたい話である。

「一応受けるということだから、先にこれを渡しておく。公式の通行証だ。これがあれば通行税は免除されることになっている」

「準備がいいな」

「他に受けてくれそうな冒険者がいなくてな」

　俺たちは第四階位に到達しており、一流といっていい力量になっている。

　このストラールでも、トップを争う実力者であり、馬車を持っている数少ない冒険者だ。

　こういう大量の荷物を輸送する仕事を受けられる者は、確かに数が少ないだろう。信頼できるメンツとなれば、なおさらだ。

「ま、いいさ。往路は馬車に乗って寝ていられるんだから、ちょうどいい」

　俺はいまだ体調がよろしくない。

　俺が斥候につかないため、安全に不安はできるが、ミシェルちゃんとクラウドの成長も著しい。

　彼女たちが馬車を護まもってくれるなら、よっぽどの事がない限りは俺の出番などない。

　ならば、ゆっくり物見遊山気分で往路を楽しんでも悪くないだろう。

「たっだいまー！　ねぇねぇ、聞いて。クラウドくんってばね──」

　ガドルスの話をまとめたところで、ミシェルちゃんたちが騒々しく帰ってきた。

　どうやら遠乗りで奴やつがまた何かやらかしたらしい。

　出発前に、またクラウドにオシオキしておかねばならないのかもしれなかった。




　ガドルスから受けた火燐石採取の依頼のため、翌日には仲間たちを引き連れ、馬車でタルカシール伯爵領へと出発した。

　例によって、クラウドのみは単騎で、俺たちは馬車での行程となる。

　フィニアとミシェルちゃんは馬車が扱えるが、俺はできないので一人御者台の横で話し相手となっていた。

「タルカシール伯爵って、ドノバン先輩のお知り合いだっけ？」

　無邪気な声でミシェルちゃんは答えにくい質問をしてきた。

　冒険者支援学園出身の彼女にとっては正確には先輩ではないのだが、俺たちと同じように先輩と呼んでいた。

　確かに前タルカシール伯爵は前サルワ辺境伯と知己ではあったが、今のサルワ辺境伯であるドノバンとは関係がない。

　だが父親と交流があっただけに顔くらいは合わせたこともあるだろう。問題はそれが、国家反逆罪に問われた男という点である。

　それだけでドノバンの外聞は激しく悪くなる。そのため、ストラ領ではタルカシール伯爵の話題はタブーとされていた。

「まあ、顔くらいは知ってるんじゃないかな？」

「そうなんだ、さすがお貴族様だから顔が広いんだね」

「そうだね。良くも悪くも」

　ドノバンの交流関係を皮肉り、話題を逸そらす。

　そして本格的に逸らすため、仕事の話題へと持って行った。

「それより火燐石の扱いに関しては、きちんと勉強してきた？　クラウドも」

「もっちろん。揺らしちゃダメ、水に浸つけちゃダメ」

「お、おう。まかせろ。たぶん大丈夫だ」

　ミシェルちゃんは大おお雑ざつ把ぱだが、まあ及第点。クラウドは明らかに勉強不足をごまかすセリフ。落第だ、バカ野郎。

「クラウド、運ぶ物によっては命に関わるんだから、甘く見るのはだめだよ？」

「すまん」

　俺は人差し指を立てて、クラウドに説教兼解説を開始した。

　クラウドも自分のミスは把握していたので、いつものように反論してくる様子もない。

　その隣でミシェルちゃんは鼻歌を歌いながら手綱を取り、後ろの荷台ではそんな様子を見てフィニアが笑いを堪こらえている。

　事情を知っている彼女からすれば、俺が新人の指導をしている様子は、何ともいえない面白さを感じるのだろう。

　これが世話好きなライエルやガドルスならば、別段おかしなところはないのだろうが、六英雄の中で、俺は最も弟子という存在から縁遠い。

「む、そこで笑っているフィニアは魔力ポーションとか魔晶石は用意してきたの？」

「もちろんです。今回の命綱ですから」

　フィニアの消エクステイ火ンクシヨンの魔法が切れた瞬間、俺たちは爆発の危険にさらされる。

　彼女の魔力を切らさないことが、今回の最優先事項だ。

「気を落とさないでね、クラウドくん。ニコル様は女の子の日ですのでイラついているんですよ」

「関係ないし！　それにバラすな!?」

「ちなみにこの情報を欲しがっている人は、ギルドに一定以上存在します」

「よし、そいつらの名前を教えろ。ブチ殺す」

「ご安心を。私がすでに折せつ檻かんしております。ご褒美と開き直る方はどうしようもないですけど」

「じゃあ、そっちはわたしに任せて」

「ミシェルちゃんは手加減しませんからダメです」

　やんわりと微笑ほほえむフィニアだが、語っている内容はいささか黒い。

　この辺はマリアに似てきたのかもしれなかった。いや、コルティナに似たのか？

　ともあれ、タルカシール伯爵領はそれなりに冒険者も多く周辺も整備されている。

　そしてそれは、ストラール周辺も同じだ。

　隣接するこのエリアはモンスターも丁寧に掃討されており、交易も盛ん。つまり往来する旅人にとって、かなり安全な旅路となる。

　俺たちもその恩恵を受け、ほとんど戦闘も起こらず、国境付近までやってきた。




　この頃になると俺の体調もかなり回復していて、比例して機嫌も良くなっていた。

　手綱を握るミシェルちゃんと並んで、鼻歌の共演を披露したりしていた。

　ちなみにフィニアは復路が本番なので、往路はできる限り休むように伝えていた。

　そして目前には大きな川が流れ、その川の上には巨大な橋が架けられていた。

　その中ほどに木でできた柵が立てられ、タルカシール伯爵領への関所が設けられている。

　それだけではなく、巨大な橋の前後に小さな建物が並んでいた。

　この関所では、出入りに一日かかることも珍しくなく、そのため橋の袂たもとに宿場町のような木賃宿まで存在していたのだった。

　川を自力で渡ってしまえば、関所で通行料を支払う必要はないのだが、水の中にもモンスターは存在する。

　そして水の中というのは、冒険者にとっては苦手分野だ。

　水の中では魔法の詠唱もままならず、弓矢も効果を発揮しづらい。水の流れに体勢も崩され、戦闘は難しかった。

　なので川の中だけは、冒険者による治安維持も及ばない。

　そんな危険を冒すくらいなら、小銭を支払った方が安全と周知されていたので、誰もが関所を使用していた。

「もちろん、わたしたちも使用するわけだけど……」

「すっごい行列ー」

「これは長引きそうですね」

　北部三か国連合とラウムの境界。ここを通るのはラウムに越してきた八年前の一度きりだ。

　その時も混んでいた記憶があるが、今日の有様はその時以上だった。

　いや、ガドルスも言っていた。関所の通行税が安くなっていると。

　その影響で往来が活発になり、人が増えたのかもしれない。

「なんかこう、ニコルの権力で一気に近道とかできないのかな？」

「うわー、クラウドくん、さいってー」

「さすがに特別扱いを要求するのは、ニコル様の立場でも如何いかがなものかと」

「クラウド、減点一」

　横着なことを抜かして、女性陣（俺を含む）から集中砲火を浴びるバカが一人。

　目の前の行列を見ると、そういうズルをしたくなる気持ちもわからないでもないが、それはいささか格好が悪い。

「減点ってなんだよ、減ったら何かあるのか!?」

「漏れなく焼かれます」

「焼くな！　っていうか漏らせよ！」

「女の子に漏らせとか……」

「クラウドくん、へんたーい」

　わめくクラウドと、容赦のない大声で会話する俺たち。

　もちろんその会話は、周囲の列待ちの人たちにも聞かれることになる。

　クラウドはしばらく、周囲からの冷たい視線にさらされることになってしまうのだが、これは自業自得と言えよう。




　行列に並んだが、その日のうちに三か国連合領に入ることはできず、その日は整理番号を書いた受付票だけを受け取って一夜を過ごすことになった。

　木賃宿の周辺には、宿に泊まる金を節約するために、冒険者たちが野宿をしている。

　懐に余裕のある商人や、俺たちのような高位の冒険者は一室を借りて、宿泊する。

　そのため部屋の数はぎりぎりだったが、何とか滑り込むことができた。

「とはいえ借りられたのは一部屋だけだから、四人で雑魚寝なんだけどね」

「クラウドくんは変なことをしないよーに」

「しねーよ!?」

「おお、ミシェルちゃんが男を警戒する発言をするなんて……成長したんだね！」

「ニコルちゃんの持ち物が欲しいって人は結構いて、わたしに聞いてくる人多いんだもん。そりゃ警戒するよ？」

「そいつらの名前を教えろ。今すぐ暗殺してくる」

「ちなみにリストはこちらです」

　ミシェルちゃんの爆弾発言から、フィニアの流れるようなサポート。

　差し出されたメモを見ると、見慣れた名前がいくつかあった。

「あ、マークの名前。それにトニーも」

「常連ですからね。ニコル様もあまり無防備に近づかないようにしてください」

「お、おう……ン、ライエル？」

「最近その手のネットワークの存在を知ったようでして、入手したら優先的に知らせるようにと」

　おそらく娘を守るために、潜入捜査的に登録したに違いない。そうに違いない、きっと。

　さもなくば、マリアの折檻魔法が炸さく裂れつするはずだ。もっともあの腹黒聖女は抜けているところも多いので、うっかり見落としてしまっている可能性も否定できないが。

　そもそもライエルを暗殺するとか、俺でも難しい。奴の無限の体力は本当に厄介なのだ。

　そこへ俺たちの歓談に割り込むように、ノックの音が響いた。

　勢いのない、やや控えめな音が何やら不穏な雰囲気を醸し出す。

「あの、お客さん……宿の者ですが……」

　俺はちらりと仲間に視線を飛ばし、扉に近寄った。

　こういう場合、宿の者を騙かたった強盗なんて話もよく聞く。すでに時間は遅く夕食時であり、宿を出て食堂に向かっている者も多い。

　つまり、宿泊部屋しかないこの宿は、一時的に人が減っている状態でもあった。

　俺の警戒を受け、クラウドが盾を持って俺のそばに寄ってくる。これは襲撃に備えてのものだ。ミシェルちゃんやフィニアも、得物を手に警戒を強めていた。

　女性が多い俺たちは、それだけ狙われやすいという自覚を持っている。

　わずかに扉を開け、隙間から顔を出して外を覗のぞく。万が一強盗だった場合、俺が扉ごと撥はね飛ばされてもクラウドがフォローしてくれる。そして一瞬でも足止めすれば、ミシェルちゃんとフィニアの容赦ない攻撃が飛んだことだろう。

　しかし扉の外には、年配の女性が一人とエルフの男女。宿の女将おかみと見知った顔の冒険者がそこにいた。

「申し訳ありませんが、相部屋をお願いできませんか？　こちらの方、見ての通りエルフということですので、その縁というか……」

「…………ええ、別にいいですよ」

「あ、えーと、前に会ったエルフの人だ！」

　ミシェルちゃんが歓声を上げた通り、宿の人が連れてきた二人組は、確かに見覚えがある。というか、俺にとって、非常に世話になった人ともいえた。

　ハウメアとコール。その二人が目の前に立っていた。

「お久しぶりですね、ハウメアさん」

「あら、ニコルちゃんにミシェルちゃん？　大きくなったのね！　でもミシェルちゃんは名前は覚えてないのね……」

「えへへ、ごめんなさい」

　チロッと舌を出して頭を掻かくミシェルちゃん。確かに関係はあまりない二人だが、彼女の名前には非常に世話になっている。

　しかも北部三か国連合のエリオット王の一件でも、迷惑をかけていた。変装した俺と間違われていた、あの時の疑惑が晴れていればいいのだが。

「ギルドの訓練場以来になるかしら」

「あれまあ、お客さんたちお知り合いかい？」

「ああ、以前少し」

「コールってば、それじゃ言葉が足りないわよ。ラウムの冒険者ギルドで何度か顔を合わせたことがあるのよ」

「じゃあ、相部屋の方は？」

「いいですよ。彼女たちなら、信頼できますし」

　実際には、彼女と会ったのは二度に過ぎない。しかし通りすがりの子供を助けるために、わざわざ馬車を停とめたくらいお人ひと好よしなのだから、疑うのもおかしく思える。

　それにここで彼女と会えたのは、ある意味では天てん祐ゆうかもしれなかった。

「どうぞ。さすがに六人だと、少し狭いかもしれませんけど」

「全然問題ないわ。野宿に比べたら、ずっと楽だもの」

「感謝する」

　招き入れた俺たちに、頭を下げて礼を言う二人。部屋の広さなら六人でも問題はない。あとは寝台の数だな。

「じゃ、クラウドは床で」

「なんでだ!?」

「そんな、悪いわよ。私たちの方が後から来たのに」

「でもクラウド。女性を床で寝かせる気なの？」

「うっ、それは……」

「ニコルちゃん、本当に、本当に私は床でいいから」

　とまあ、ひとしきりクラウドをからかったところで、肩を竦すくめて冗談を表明した。

　この室内という状況ならば、寝台の有無は関係ない。ロープや毛布を使ってハンモックでも作ればいいだけである。

「なんてね。簡易寝台作るから、みんなも手伝って」

「簡易寝台？」

「そ。壁のそこからそこにロープをかけて、何かの棒で間を広げて、その間に寝袋でも載せれば出来上がり」

　部屋の四方にはランプを吊つるすための金具が設置されている。さすがにそのまま寝床にしたら金具が壊れるか傷んでしまうので、これは干渉系魔法の頑強タフネスで強化しておく。

　魔力を多量に流し込んで、効果時間を延ばせば、朝までもつだろう。

「もちろん、寝るのは体重の軽い……あれ、わたし？」

　六人の中で一番軽そうなのは、どう見ても俺だ。次点でフィニアか。

　ミシェルちゃんはどう考えても胸部がネックである。

　自分で提案して自分が寝床を追い出されるとは、思いもよらなかった。

「ま、いっか。わたしとフィニアが軽そうだから、ハンモックはわたしたちね」

「はい」

「それより、お二人にちょっとお話があるんだけど……」

　ここで彼女たちと出会えた好機を無駄にするわけにはいかない。

　以前より俺には考えていたことがあった。それを実行に移すとしよう。




　当面の寝床を整えた後、俺はハウメアに提案をした。

　相部屋を受け入れた手前、断り辛づらい立場を利用したようで心苦しくはあるが、このチャンスは逃したくない。

「ハウメアさん。前に会った時のことだけど」

「あ、模擬戦の話？　再戦してくれるのかしら？」

「いや、そうではなく。あれからエルフには独特な弓術があるという話を聞きまして、ミシェルちゃんにそれを指南してもらえたらなと」

「彼女に？　噂うわさの通りの腕前なら、私より腕が立つと思うのだけど？」

「ミシェルちゃんは弓の腕は凄すごいんだけど、接近戦がからっきしなんです。弓を使った近接戦闘術がエルフにはあるって聞いたんですけど……」

「へぇ……それ、結構マイナーな情報だと思ってたんだけど、どこで聞きつけたの？」

「いや、いろいろと……」

　その辺の知識は前世で得たものだ。あまり追及されるとボロが出てしまう。

　俺はやや視線を泳がせながら、話題を逸らしにかかる。

「それと、クラウドに魔法を教えてくれませんか？　わたしは干渉系魔法しか使えないから、魔法を教えるのは不向きなんです」

「うーん、確かに半魔人は魔法の適性を持つ者が多いと聞くけど、無い人は徹底的に無いから」

「その場合は諦めますんで」

　半魔人というのは、魔法的にも身体的にも優れた能力を持つ者が多い。

　しかし、前世の俺のように魔法の能力まで敏びん捷しよう性せいに注つぎ込んだような、極端な肉体派だって存在する。

　そのわりに、耐久力が低いのだから、仲間たちも俺の評価に苦しんだことだろう。

　今では過去を美化しまくって、とんでもない評価になっている気もするけど、そこは考えないでおく。

「もちろん、時間的な制限もありますし、できる範囲で構いません。お礼もします」

「そうね、私たちも三か国連合に向かう途中だし」

「わたしたちも、タルカシール伯爵領に向かう途中なんですよ。だからその間だけでも！」

　目的地までゆっくり進めばおよそ二日。その間だけでも基礎的なものを学べば、戦闘での動きは段違いに良くなる。

　それに指導を補助するような指摘くらいなら、俺でもなんとかなるだろう。

　弓術は専門外だが、近接戦の立ち回りはプロフェッショナルだ。ミシェルちゃんが弓を持った近接戦の基礎さえ学べれば、後は俺がその動きを補整してあげられる。

「ああ、俺は魔法はいいよ」

「なんで？」

　そこへクラウドが突然辞退を申し出てきた。

　こいつは意外と向上心が高いため、今までいろんなことに挑戦してきている。

　それなのに魔法に関しては辞退するというのは、俺としても少し意外だった。

「だって俺、剣と盾持つだろ？　両手が塞がっていたら、魔法は使えない。魔法陣なんて描く余裕はないから。それよりはミシェルと一緒に変わった戦い方っていうのを学びたい」

「む、それもそうだけどさぁ。覚えておけば便利なこともあるじゃない？」

「それに二日程度じゃ、魔力の感知すらままならないよ。それくらいなら、今覚えられるものを覚えた方がいい」

「うぬぬ……クラウドのくせに生意気な」

「なんでそうなんの？」

　とはいえ、このクラウドの反応は、俺にとっても好印象だ。

　彼は自分の戦闘スタイルを自分で考え、得るべき技術の取捨選択を始めている。

　以前は俺に教えられるままに学んでいた少年だったのに、成長したものだと、内心では感心していた。

　ならば、これを無下にするわけにはいくまい。彼の主張を取り入れつつ、協力するのが師としての役目だろう。

「まあいいや。クラウドがそこまで言うんなら、意見を尊重してあげないこともないし？」

「ニコルちゃん、ツンデレ？」

「どこでその単語覚えてきたのかな、ミシェルちゃん」

　最近、純粋なミシェルちゃんが微妙に汚染されている気がする。汚染源を大至急浄化する必要がある。

　そうなると真っ先にクラウドが対象になる気がしないでもない。

「あの、私たちを放置して話を進めないでくれるかしら？」

「あ、ごめんなさい」

「でも、そうね……タルカシール伯爵領なら、のんびり行ってあと二日くらいかしら。その間同行してもいいのなら、教えてあげるのも吝やぶさかではないわね。コールも異論ないでしょ？」

「ああ、問題ない」

　コールさんも相変わらず無愛想な口調だが、不快には感じてなさそうで安心した。

　どうやら話がまとまりそうだ、と思ったところで、ハウメアが指を立ててウィンクしてきた。

「その代わりといっては何だけど、表の馬車、あなたたちのよね？」

「え、ええ」

「乗せてってくれたら、教えてあげるわ」

「それくらいなら、いくらでも」

　エルフはあまりラウムを出てこない。まったく交流がないわけではないのだが、独自の技術というのはやはり流出してこないものだ。

　だからこそ、これを学べる機会というのは有効に活用したい。

　ミシェルちゃんが近接戦の心得を得ることは、こちらとしても悪い話ではないし、馬車に便乗させるくらいならむしろ安い。

　即答で答えた俺の声に、フィニアの言葉が重なってきた。

「あの、私もご指導していただけませんか？」

「あなたも？　でも槍やり装備なのよね？」

　フィニアは来客を警戒した時、短剣を槍へと変化させている。

　その時の槍は今も解除する機会を得られず、そのままになっていた。なので彼女が槍を使うことは一目で理解できる。

「ええ。ですけど魔法と接近戦の組み合わせというのは、興味がありますので」

　確かに魔法も使えるフィニアにしてみれば、魔法や弓を多彩に使いこなすエルフ独特の戦闘術は、興味があるはずだ。

　彼女もエルフなのだが、孤児ゆえにそういう技術を学ぶ機会を持たなかったというのもあるだろう。

「かまわん。この際、一人教えるのも二人教えるのも同じだ」

「ですって。問題ない、ですよ？」

　茶ちや目めっ気けたっぷりにハウメアがそう言ってくれる。

　こうして短期間ではあるが、弓と魔法を彼女たちから学ぶことになった。




　火燐石の採取できる火山まで、ハウメアたちと同行することになった。

　その前にタルカシール領に入るために関所を通る必要がある。

　いつもならマリア似の容貌のおかげで、無駄に注目を浴びてしまうのだが、眼帯の魅了封じのおかげか、目立つことなく通過することができた。

「これ、魅了と隠おん密みつのギフトを併用したら、どうなるんだろう？」

　御者台の助手席でぼそりと漏らす。本来なら危険な行為なのだが、隣にいるのはフィニアなので聞かれても問題はない。

「それは少し興味ありますね。でもお客さんも乗せてるわけですし、もう少し慎重になった方が……」

「うん、まあそれは気を付けてるよ。フィニアは心配症だ」

「レイ──ニコル様はここぞというところで詰めが甘いですから」

　フフン、とドヤ顔で語ってみせるフィニアは、それはそれで可愛かわいいのだが、内容があんまりである。

　まるで俺がドジっ子か何かのようではないか。

「うぬぅ……」

　不平不満を表明するかのように、頬ほおを膨らませて腕組みをする。

　視線も合わせない俺に、フィニアは慌てたように弁明を始めた。

「あ、別にニコル様がドジとかそういう話じゃないですよ！　ここぞという時には頼りになりますし、その……前の人生ではすごくカッコよかったですから」

　パタパタと手を振って言い訳するフィニア。もちろん俺が本気で怒っているなんてことはない。

　この程度で怒っていたら、コルティナなんて何度俺と絶縁していたかわからない。

　今のような仲になる前の彼女の毒舌は、まだまだ鋭かった。

　少しの間、フィニアをからかうつもりで不機嫌な振りをしていると、荷台との境の布が開かれ、中からハウメアが顔を出してきた。

「この橋を渡り切ったら朝食にしましょ。それから空いた時間で少しレクチャーしてあげるわ」

「あ、ありがとうございます。でもミシェルちゃんは……？」

「まだ寝てる。こういう時馬車って便利ね。寝てても移動できるんだもの」

「その代わり、誰かが操縦していないといけないんですけどね」

　整理券の番号の都合上、俺たちは朝一番に木賃宿を出ていた。

　なので朝食も取っていないし、睡眠も不足気味だ。

　特に健康優良児で成長著しいミシェルちゃんは、俺よりも長い睡眠を必要としている。いや、子供ならそれくらい普通かもしれない。

　いい加減彼女も、子供という年齢でもないのだが……




　フィニアがしばらく馬車を操り、橋を渡り終えたところで使えそうな水場を探していた。

　水自体は川があるのでどうとでもなるのだが、食事の支度ができそうな場所はやはりごった返している。

　しかし戦闘訓練を行うとなれば、近くに人がいない方が望ましい。

　内容を人に知られては困るのではなく、武器を振り回す傍そばに一般人が寄ってきたら危険だからだ。

　特に冒険者の訓練ともなれば、好奇心旺盛な子供が寄ってきやすい。

　さらに邪竜討伐後は六英雄の話もあって、冒険者というのは羨望の的になりやすかった。

　どうにか人目の少ない場所を見つけ、ようやく朝食の準備に取り掛かることになった。

　俺たちは馬車を利用しているので、食料自体は結構多く運べる。

　豊富な食材を利用できる俺たちは、他の冒険者よりも遥はるかに充実したメニューを用意できていた。

「パンにチーズはもちろん、野菜まで？　あ、こっちはお肉じゃない」

「フィニアが冷凍フリーズの魔法を使用できるので、肉や魚も結構長期間運べるんですよ」

「一流の弓師に英雄の教えを受けた前衛と、英才教育を受けた英雄の娘、それに複数の属性を使用できる魔術師。羨ましいほど個性タレントが揃そろってるわね」

「それを言うならハウメアさんだって。弓、かなりの腕でしょ？」

「あら、わかる？」

「もちろん」

　彼女の右手は、矢を番つがえる時に擦れる場所にタコができている。それに短杖ワンドも持っているので、きっと魔法も使用できる。

　コールさんも同じように剣ダコをこさえており、短杖を装備していた。

　この二人はそれぞれ魔法が使え、そして弓と剣を使いこなせるということである。しかも二人旅で安全を確保できるのだから、相応に腕も立つはず。

「旅先の限られた時間では、大したものは作れませんけどね」

「それでも充分よ。いつもはパンとチーズとドライフルーツだもの」

　鍋に水を流し込み、点火テインダーの魔法で薪まきに火をつける。

　沸騰してきたところに野菜を入れ、調味料で味を調えた後、最後に魚を入れようとしたところで、何かに気付いたように顔を上げる。

　その様子を興味深そうに見ていたハウメアに、フィニアは慌てたように尋ねた。

「あ、なんとなくいつもの手順で作ってましたけど、食べられないものとかあります？」

「ええ、大丈夫よ。私もコールも、好き嫌いはないわ」

「よかった。お魚は好き嫌いがありますから」

　それを聞いて安心したように再び手元に視線を落とし、解凍デフロストの魔法で解凍した魚を捌さばき始めた。

　冷凍フリーズの魔法は維持に魔力を必要としないため、長期間の保存に向く。その代わりに自然解凍できないので、この魔法が必要になる。

　大抵は合わせて習得する魔法だ。

　フィニアが即席の魚介スープを作っている間に、俺はミシェルちゃんを起こしに向かった。

　クラウドに任せる手もあるが、奴やつのことだ。起こすついでに微妙な箇所に触れたりしそうで任せられない。

　コールさんは訓練のための準備か、武器の点検に忙しそうだ。

　そんなわけで馬車に乗り込み、毛布をかぶって芋虫と化しているミシェルちゃんの肩付近を掴つかんで揺する。

「むむ」

　しかし返ってきた手触りは、明らかに肩ではない。これは乳だ。

　どうやらまた大きくなっていやがるようだ。

「ほら、ミシェルちゃん起きてー」

「んー、やだぁ」

「あと何分とかじゃなく明確な拒否と来たか。ほら、ご飯だよ」

「取っといてぇ」

「却下です」

「じゃー、ニコルちゃんも寝よー」

「いや」

　長年の付き合いなので、彼女を起こすのもお手の物……とはいかないが、まあトラブルなく叩たたき起こすことができた。

　そのまま食事を済ませ、ここで初めてのミシェルちゃんの接近戦訓練となったのである。

　フィニアの簡単なわりに美味な朝食を食べ終わり、ハウメアによる弓の近接戦闘術の講義を受けることになった。

　受講者はミシェルちゃんとクラウド。

　フィニアは後片付けを終えた後、コールから魔法と接近戦の併用に関して講義を受けることになっている。

「といっても、弓師は結局弓が本職だから、接近されただけで負けも同然なのよね。この戦闘術は、その最悪の状態から生き延びるためのものと思ってちょうだい」

「はぁい！」

「はい」

　ハウメアの開幕早々に身も蓋もないぶっちゃけ話に、ミシェルちゃんは大きく手を挙げて返事をする。

　だが両手を挙げて返事をするのはやめて欲しい。初等部の生徒じゃないんだから。

「私たちは盾とか持てないんだから、攻撃は避よけるか受けるしかない。特に受ける際は弓を使うしかない。これはわかるわね？」

「わかりまぁす！」

「うん」

　だから両手を振り回してアピールするのは……あ、たゆんたゆんしてるから許す。

　ただしクラウド、こっそり横目で覗のぞくのはイカンぞ。堂々と見るのも許さんが。

「弓が壊れちゃったら、私たちの存在意義も消えちゃうから、壊さないように受ける必要がある。そのためには持ち手に近い硬い部分を利用するしかない。逆にいえば、他の部分をどう利用するかによって、敵の不意を突けるかどうか変わってくるわけ」

「ふむ？」

「他の部分……しなるところを？　あ、鞭むちみたいに使うとか？」

「クラウドくんは察しがいいわね」

　ハウメアは弓をぶんぶんと振り回す。その都度先端部がしなる様子を見せるので、確かに鞭のように使うこともできるだろう。

　しかしそんなことをすれば、弓の調子が狂ってしまうのではなかろうか？

　俺の疑問はスペシャリストのミシェルちゃんも当然感じていたようで、同じような疑問を彼女に返していた。

「でも、そんなことしたら、狙いが甘くなっちゃうよ？」

「そうね、だから反撃も最後の手段になっちゃう。結局、私たち弓師は接近されちゃダメなのよ。でも常に距離を取れるとは限らない。そういうときのための体捌きを教えるのが、今回の目的」

「なるほどぉ」

「俺はそれを前もって知っておき、不意を突かれないようにするのが目的ってわけだな」

「そうそう。知っていれば、対処のしようはあるからね」

　そう言うとハウメアはクラウドを攻撃役に任命する。まずは軽く流すだけなので直接あたる心配はない。そこでコールさんの用意した模擬剣ではなく、実剣を使ってみることになった。

　万が一怪け我がをしても、ハウメアもフィニアも俺も、基礎的な回復魔法を使えるので、問題はない。

　クラウドの斬り込みに対し、ハウメアは軸足を起点にクルリと身体からだを回転させる、独特の動きだ。

　俺も紙一重で避ける時は似たような動きをするが、常に敵と正対するように動くため、コマのように回るこの動きとは少し違う。

　ときおり持った弓と手首をフック代わりに使いクラウドの身体に引っ掛け、相手の動きを制限したりしている。

　この辺りの動きは老ろう獪かいさを感じさせる。

「くっ、やりにくい！」

「クラウドくん、がんばれー。あ、お手本だからがんばっちゃダメなのか。負けちゃえー」

「それはそれで心が折れそう！」

　ミシェルちゃんの容赦のない声援（？）を受けつつも、クラウドは基礎的な攻撃を仕掛ける。

　振り下ろしや横よこ薙なぎ、切り上げなどの攻撃をハウメアは華麗な動きで避け、受け止め、出足を封じる。

　その動きは俺ともラウムの冒険者とも違うため、クラウドは非常にやりにくそうにしていた。

「でぇい！」

「うん、こう来た時は、こうやって……」

「うわ──っと、まだまだ！」

「で、こうして」

「あぃったぁ!?」

　突きを放ったクラウドの攻撃を、右足だけ後ろに下げて、身体を四分の一だけ回転させて躱かわす。

　そのまますれ違いになるクラウドの目元に、弓の先端を鞭のように打ち込み、動きを封じていた。

「こんな感じかな？　それじゃミシェルちゃんもやってみて。まずは基本の動きからね」

「はいっ！」

　元気のいい返事をしたミシェルちゃんは、いつもの狩猟弓ではなく、白銀の大弓サードアイを取り出していた。

　それを見て慌てたのはクラウドだ。

「待て待て待て！　それはズルい。その弓、普通に剣がへし折れるくらい頑丈じゃん！」

「ズルくないよ、弓だもん」

「俺の剣の方が折れちまうよ！」

　確かにクラウドの装備は、盾に偏重している。

　彼の盾はハスタール神の技術も入っていることもあり、かなり高価な代物だ。だが代わりに剣は普通の店売り品で、取り立てて良い品ではない。

　いや、ガドルスの見立てでは頑丈な品ではあるが、それも一般的な範囲に納まる程度だ。

「いいからかかってきなよ？　返り討ちにしちゃうから」

「剣が折れるのは大問題！」

　接近戦になるといつもクラウド有利になるため、珍しく有利に立てたミシェルちゃんはかなりいい気になっている。

　いつになくドヤ顔で弓を構える彼女に、クラウドの方が尻込みしていた。

　このままでは訓練にならないので、俺が代わりに斬りかかることにする。

　ミシェルちゃんはハウメアの真似まねをして避けようとするが、やはり付け焼刃ではうまくいかない。

　慌てて弓で受け止める羽目になっていた。

「あぅ、はわわわ──」

「ほら、そこは受け流さないと」

「そんな急に言われてもぉ……きゃっ!?」

　受け止めた弓を鍔つばを使って跳ね上げ、がら空きになった横腹に模擬剣を打ち込み、寸前で止める。

「やっぱり付け焼刃じゃ、まだまだだよね」

「そりゃそうよ。すぐに会得されたら、私の立場がなくなっちゃう」

　ハウメアが肩を竦め、それからしばらくは身体を動かす基礎を教え込んでいた。

　訓練の後は旅を再開し、再び馬車での行軍となった。




　再び出発した俺たちだが、その後の旅は問題なく進んでいった。

　朝夕にハウメアたちから訓練を受けていたせいで、進行がやや遅めになってしまったが、それでも三日もあれば目的地に到着できるだろう。

　問題があるとすれば、ミシェルちゃんである。

「こう……？　こうかな？　えい！」

「わっ、ミシェルちゃん、危ないから馬車の中で弓を振り回さないで！」

　現在、フィニアが手綱を握り、ハウメアが助手席に座っている。

　俺は夜間の警戒に備え、荷台で一休みというところだったのだが、ミシェルちゃんが接近戦での弓の扱いを練習していたのだ。

　おかげで荷台の中は危険地帯と化していた。

「コールさんも何とか言ってあげて！」

「ん？　そうだな……もう少し左の脇を締めた方がいい」

「いや、そうではなく」

　この男、寡黙な渋エルフかと思ったが、実は天然ボケ野郎だったのか？

　ミシェルちゃんに見当違いの指摘を飛ばし、それを受けたミシェルちゃんが再び弓を振り始めた。

「えい！　てぇい！」

「うひゃ!?　ミシェルちゃん、わざとこっち狙ってない？」

「え、そんなことないよ？　さっきの仕返しとか、そんなことは全然」

「すっごい殺やる気じゃない！」

　接近戦ができると思った矢先に、俺に機先を制されたことで、少し恨まれていたようだった。

　まあ、そうはいっても可愛かわいげがある報復なので、怒ったりはしないが……はなはだ迷惑である。

　バタバタと荷台を駆け回り、結局大して身体を休めることはできなかった。

　こういう子犬のような見境のない元気さは、ミシェルちゃんの魅力でもあり、欠点でもある。

　とはいえ、俺も数日の徹夜なんて前世から経験済みなので苦にはならないが、落ち着いたら説教くらいはしておこう。




　ハウメアと合流した二日後。目的地の手前といったところで、俺たちは足止めを食らってしまった。

　激しい雨が降り出し、街道がぬかるみ、馬車を動かせなくなってしまったのだ。

　バシバシと、まるで木の枝で叩たたくかのような激しい音が幌ほろから響き渡る。

　夏場は蒸し暑い幌付きの馬車だが、こういう時はありがたく感じる。

「これはしばらく動けそうにないわね」

　ハウメアが溜ため息いき交じりに外を眺めた。

　現在馬車の車輪には車輪止めをかませており、勝手に動き出す心配はない。

　クラウドも今は馬を降りて荷台に退避してきている。馬はかわいそうだが張り出した木の枝の下に繋つないでいた。

　だが、あそこならかなり雨も凌しのげるはずだ。雷が落ちたら……その時は諦めよう。

　馬がいなくなるとかなり困るが、万が一死亡したとしても代わりの馬を街から連れてくればいい。

　俺の転移テレポートの魔法も、馬一頭くらいなら連れていける程度には熟達していた。

「中が蒸し暑いのも、フィニアの微風ブリーズの魔法で換気できるから、暑くなったら言ってね」

「それくらいなら自分でできるから、気を使わなくても大丈夫よ。それに便乗させてくれと言ったのは私たちなんだから、雨に濡れずに済んだだけでも御の字」

　旅の足が止まってしまったことを、俺は申し訳なく思い、彼女にそう提案していた。

　しかし彼女はそれを気にしていないので、こちらとしてもありがたい。

「そういえば、ハウメアさんはなぜ北部三か国連合に？　たしか温泉村とラウムを往復するのがメインだったんじゃ？」

　もう何年も前の話だが、彼女はそう言っていたと俺は記憶している。

　確かラウムと温泉村を回る巡回商人の護衛が主だと。

　それがタルカシール伯爵領に向かうとなれば、本来の守備範囲を離れるにしても、離れ過ぎている。

「ああ、それがねぇ……なんでか知らないけど、三か国連合のエリオット陛下の結婚式に呼ばれちゃって」

「はぃ？」

「なんでも幼おさな馴な染じみの護衛の女の子と結ばれたとか？　それはいい話なんだけど、それがなぜか私のところに伝えられて、これも何かの縁だから、参加してくれないかって」

　そこまで聞いて、俺は頭を抱えそうになった。

　おそらくエリオットの相手は、あのへっぽこ護衛のプリシラ・ラグランだ。

　一応家柄としても伯爵家なので、それほど問題にはならないだろう。

　問題はそれがハウメアさんの元に届いたということ。これは俺が、エリオットを騙だました際に、彼女の名前を使ったことが原因と思われる。

　三か国連合の情報力なら、彼女に辿たどり着くのは容易たやすかったはずだ。

　そして人違いと気付くのも、当然の成り行き。

　しかし彼女の名を使ったことで、俺とハウメアさんが繋がりを持つことも、エリオットは気付いただろう。

　そこで、彼女に招待状を送ることで、もう一度俺に……というのは穿うがち過ぎか。これから結婚する身なのだから、俺と再会する必要もなくなっているはずだ。

「まあ、新婚早々、過去の女にってことはあり得ないか。偶然かな？」

「そういえばニコルちゃんって、エリオット様に求婚されていたんだっけ？」

「口約束にもなってない、周囲の暴走だよ、それ」

　そもそもライエルだって了承していない。俺も拒否していた。

　エリオット側が勝手に盛り上がり、勝手に終息した問題である。

　だが、この知らせは悪いばかりではない。むしろ俺としても嬉うれしい知らせだ。

　エリオットは前世でも世話を焼いた相手であり、それが結婚するとなるのだから良い知らせなのは間違いない。

　そしてあの一いち途ずな護衛の想おもいが報われたのだから、なお一層祝福したくなる。

「うん、エリオットの女を見る目は曇ってないってことかな？」

「えー、ニコルちゃんを選ばなかったことだけでも曇りまくりだよ！」

「それは大きなお世話だから！」

「お友達がお姫様になるって思ってたのに」

「結婚したらお姫様じゃなくて王妃様になるんだよ」

「あ、そっかぁ」

「ぶふっ」

　ミシェルちゃんの言葉を聞き、クラウドが噴き出していた。

　どうやら俺が王妃になるというところで、耐えられなくなったのだろう。

「ま、わたしも自分が王族とか、似合うとは思ってなかったけどね。でも女の子に対して噴き出すのは失礼」

　俺は一言口にしてから、保存食の干しイチゴを投げつけておいた。

　なんにせよ、エリオットとプリシラのことは、俺にとってはすでに過去の話。もはや縁のない話である。

　すでに俺はライエルの庇ひ護ごを離れ、冒険者として独り立ちしている……仲間はいるけど。

　ということは、俺の身は権力者とは縁がない。生まれは基本的に平民なのだから。

　それにそういう筋の依頼はガドルスが入念にカットしていた。

　エリオットの方も、ハウメア（偽）という幻想を追うのを諦めたわけだから、こちらも現実的な相手を選んだといえる。

　これで世継ぎができれば、腹心たちも一安心というところだろう。

　ともあれ、やはり隣国……いや、故郷の国王の結婚となると、話題性は大きい。

　ミシェルちゃんとフィニアはその話題で持ちきりになっていた。

「それにしても、あのプリシラとねぇ？」

「なにかおかしい？」

　御者台にはフィニアが座っているため、俺の横にはミシェルちゃんがいる。

　彼女はプリシラとは直接的な接触はないので、生真面目な彼女についての知識はない。

「うん、すっごく任務にまじめな人だったから、ちょっと意外かも」

「そーなんだ」

　正直、互いに好意は持っていたようだが、それが実を結ぶまで、もうしばらく時間がかかると思っていた。

　それがこの電撃結婚。いや、ひょっとして……

「いや、デキたから結婚したのかも？」

「え、王様は結婚式はまだだから、できてないよ？」

「そういう意味ではなく」

　ミシェルちゃんはまだ、ヤればデキるという現象には思い至らなかったらしい。

　最近クラウド汚染が著しい彼女だが、まだ純粋な部分は残ってると知って安心した。

「それよりあそこの山、あなたたちの目的地よね。ということは相乗りもここまでかしら？　ずいぶん楽させてもらったわ」

「いえ、こちらこそ。ご指導ありがとうございました」

　ハウメアの言葉に、俺は深々と一礼する。

　たった三日の講義だったが、それでもミシェルちゃんの動きは格段に良くなった。

　特に軸足を起点に身体を回す、独特の体捌さばきは、非常に無駄がない。

　成長期の彼女にとって、この三日の講義はかけがえのないものになったはずだ。

　クラウドも、弓で殴りかかってくる相手の対処を学び、より慎重な動きができるようになっている。

　油断せず仕留めきるというのは、戦闘においては重要事項だ。俺も、先のベリトでひどい目に遭っている。

　しかしこれは、言葉だけでは実感しにくいことだ。自戒していても、どこかにそういう緩みは出てしまう。

　これは痛みをもって思い知らないことには、矯正できない。

　クラウドはこの間、ハウメアさんとコールさんに、その痛みを存分に叩たたき込まれていた。

「ありがとぉございましたぁ！」

「あっしたー！」

「お手数をおかけしました。ご指導、深く心に刻んでおきます」

　フィニアも魔法の短縮発動を彼女たちから学んでいた。

　短縮といっても、手順が省けるわけではない。照準、魔法陣、魔力放出、発声。それらの工程は必要不可欠。

　それを攻撃や防御と並行して行い、しかも最小限の動作で発動させる。または柔軟に運用するという技術を教え込まれていた。

　今までのフィニアは、バリエーション豊富な魔法を使えるとはいえ、動きながら使用できなかったし、魔法陣も正面にしか描けなかった。

　だが今の彼女は、コルティナのように背後や側面に魔法陣を描くことができる。

　それも大きなものではなく、小さく描いたものだ。

　これは魔法陣をより緻密に、素早く、どの方向にでも描けるということで、実戦の場では使い道は多い。

　マクスウェルのもとで魔法の手札の数を増やし、ハウメアたちからその手札の使い方を学んだことになる。

　俺やクラウドを壁にしないと使えなかった魔法が、乱戦になっても使えるようになったというのは大きい。

　ミシェルちゃんは勢いよく、フィニアは御者台から振り返って礼儀正しく頭を下げ、クラウドは軽く手を挙げただけ。

　それぞれの方法で感謝を示す三人に、ニコリと笑みを返して、二人は馬車を飛び降りた。

　まだ動いている馬車から飛び降りたので、フィニアが慌てて馬車を止める。

　そんな俺たちを振り返りもせず、片手だけ挙げて挨拶を返し、北へと歩いて行った。

　その道は、北部三か国連合の首都、トライアッドに続いている。

「なんか、カッコいいおねーさんだったね」

　その背を見送りながら、ミシェルちゃんは小さくつぶやいた。

　どこか寂しそうに聞こえるのは、彼女の人懐っこさを考えれば当然の話か。

「あれは飄ひよう々ひようとしているというか、マイペースなだけなんじゃ？」

「エルフでも高齢の方になるとそういう人が増えますね。マクスウェル様とか」

「アレは特別。あんなのばかりになったら、エルフの風評被害が激しくなる」

　あの爺じいさんの悪戯いたずら好きは、俺も困らされた。だからこそ当たりが強くなる側面もある。

　それは俺が、仲間だったから口にできる気安さでもあるが、それを知らないクラウドは戦慄した表情を浮かべていた。

「いや、ニコル。前から言おうと思ってたけど、マクスウェル様とかライエル様に対してキツ過ぎじゃねぇ？」

「む、そうかなぁ？」

　ちなみに俺がレイドであることを知っているフィニアは、平然としている。

　身分に関してやや無頓着なミシェルちゃんも同様だ。

　しかしクラウドはそうではなかった。訓練の時は必死なので、そういった意識はなりを潜めているが、やはり六英雄と被差別種族の違いというのは、ベリトでも思い知らされている。

「ま、本人が気にしないんならいいんじゃない？」

「そりゃそうだけどさ……一応外聞という物もあるし」

「クラウドがそういうところを気にするなんて珍しい」

「フィニアさん、俺ってそんなに非常識？」

「え、いえ、そんなことは……」

「フィニアに泣きつくなんて、卑ひ怯きよう」

　泣きそうな顔でフィニアに話を振るクラウドに、俺は苦情を申し立てておいた。

　その間にも、ハウメアさんたちの姿は見えなくなっている。

　山の近くであるこの場所は、結構木々が茂っており、少しだけラウムを思い出させた。

　目の前には煙がたなびいている火山。

　ここに火燐石が存在する。危険な作業なので、今から気を引き締める必要があるだろう。




　火燐石は水に溶ける性質を持つため、植物が繁茂する環境には存在しない。

　火燐石の溶け込んだ水は、植物を枯らしてしまうからだ。

　よって植生の薄くなる場所まで、かなり上まで山を登らねばならない。だが火燐石のような危険な鉱物がある場所に、山道など存在するはずもなかった。

「むぅ……結局徒歩で登る必要があるか」

「俺の馬なら登れないこともないけど、馬って結構揺れるからなぁ」

「火燐石の運搬には、少しばかり不向きだね。それに馬が火燐石を踏み付けて爆発する危険性もあるし」

　馬の蹄てい鉄てつには金属が使われている。万が一そこから火花が散れば、一巻の終わりとなってしまう。

「厄介な石ころだなぁ」

「だからこうして仕事になるんだよ。ほら、さっさと歩く」

　馬と馬車を麓に繋つなぎ、徒歩での登山の準備を整える。

　火山だから浄化ピユーリフアイの込められた魔道具は必須だ。先日雨が降ったということは、火燐石が水に溶け、可燃性のガスが山頂付近に充満している可能性がある。

　行動にはなおさら、慎重さを要求されるはずだ。

　それに馬も、草や水が確保できる場所に繋いでやらないと、餓うえや渇きで体調を崩してしまう。

　この麓はまだ緑豊富な場所なので、その点に関しては問題はなかった。

　最大の問題は、馬を狙って現れるモンスターの存在である。

「さっさと登って、さっさと戻ってこないと、馬が襲われちゃうぞ」

「うわ、それは勘弁！」

「レイドとコルティナが死んじゃうのはやだー」

「だからミシェルちゃん、馬にその名前はよそう？」

「じゃあ、ニコルちゃんが決めて」

「え、うーん……」

　今まで馬とだけ呼んでいて、名前までは決めていなかった。

　本来冒険者というのは、徒歩での移動が多い。それに今回のように馬の入れない場所に踏み入る事も多いので、愛着を持たないように名前を付けない者もいる。

　前世では、俺も馬を使い捨てにしたことが何度もある。

　だから、名前を付けろと言われても、少しばかり戸惑ってしまう。

　どちらも栗くり毛げの、綺き麗れいな馬だ。旅先で繁殖しないように、両方とも牝ひん馬ばである。

「そうだ、クラウドの馬は何て名前？」

「こいつ？　エリザベスだけど」

「なんか偉そうな名前!?」

　だが、さすがに男の名前を付けるミシェルちゃんよりは、マシだ。

　俺は馬の顔を撫なでてやりながら、その模様を眺める。

　額に白いひし形の模様が入っているのが特徴的だ。

　二頭とも、その模様が入っていたので、血の繋がりがあるのかもしれない。

「そうだな……星みたいな模様が入ってるし、ステラとスピカなんてどうだろう」

「あら、素敵な名前ですね」

「ステラとスピカ、かぁ。うん、可愛かわいくていいんじゃないかな！　じゃあ、こっちがステラ、でこっちがスピカ」

「いいんじゃない？」

　ミシェルちゃんは右前足に白い模様が入っている方をステラ、左前脚に白が入っているのをスピカと呼んでいた。

　どっちをどう呼ぶかまでは決めていなかったので、これはむしろ助かる。

「それじゃ行ってくるね。ステラ、スピカはおとなしくお留守番しててね！」

　ブンブンと手を振って駆け出していくミシェルちゃん。待て、この先は危険な石がごろごろしてるんだぞ。

　まだ麓とはいえ、駆け出すのは危ない。

「あ、待って。走ったら危ないから！」

「そーだった！」

　慌てて足を止め、凍り付いたように動かなくなるミシェルちゃん。

　そりゃ、足元に爆発物があると知ればそうなるだろうけど……まあ、見てて可愛いからいいか。




　山道をクラウドが先導して歩く。そのクラウドの腰にはロープが結ばれており、その先は大きめの板に繋がっていた。そしてその板には、女性陣三人が乗っている。

「らくちんだね！」

「まさか浮遊フロートの魔法にこんな使い道があったなんて」

「前に荷物を運んだことがあったからね。わたしたちも運べるかなぁって思って」

　女性陣は浮遊フロートの魔法で宙に浮いた板に乗っていた。

　それをクラウドが引っ張ることで、すいすいと移動できる。かつて意識を失った子供たちを板に乗せ、同じように移動したことを思い出したのだ。

　山道すらない山を登るとなると、どうしても体力の温存という問題が出てくる。

　特に俺は持久力に劣り、すぐ疲労してしまう欠点を持っている。

　それにフィニアは今回の依頼の鍵となる技能を持っている。できる限り疲れないように配慮してやらねばならない。

　そして最後に、俺たち二人が楽に移動しているのに、ミシェルちゃん一人を歩かせるのは心苦しい。

　以上のことから、こんな珍妙な移動が実行に移される運びとなったのである。

「でも、いつまでも乗ってるわけにはいかないか」

「え、もういいのか？」

「うん、こっからはわたしの仕事」

　周囲の木々はすでにかなり疎まばらになってきている。そろそろ火燐石の採取できる場所が近づいているはずだ。

　そこへ粗そ忽こつなクラウド一人つっこませたら、確実に踏み付け爆発をさせてしまう。

　そうなる前に、俺が先導して安全なルートを確保せねばならない。

　俺は足元を確認しつつ板から降り、代わりにクラウドを板に乗せた。

「それじゃ今度はわたしが引くから、板から降りちゃダメだよ？　あぶないから」

「了解了解。楽できるんだから、言うこと聞くって」

「クラウドだけ放り出してやろうか……」

「冗談だから！」

　板に乗っている限り、浮いているのだから火燐石を踏みつける危険性はない。

　とはいえ、風に吹かれて転がるだけでも爆発しかねない危険物が相手だ。

　板の上でも万全と言い切れるものではなかった。

「もし至近で爆発したら、クラウドが庇かばうんだよ？」

「まかせとけって。そのための大盾だからな！」

　身体の成長に伴い、クラウドの盾も、相応に大きな物に変わっている。

　そのたびにハスタール神の手を煩わせたのだから、感謝もひとしおだ。




　俺は足元に注意しながら、慎重に歩を進めていく。

　火燐石は特徴的な赤い色をしている。

　とはいえ、ここは火山。赤っぽい石なんて、そこら中にある。それを見分けて進んでいくことが重要になる。

　要求されている火燐石の量は結構多い。

　途中にある火燐石を少量拾って回るより、どこか鉱脈を見つけた方が危険度も低い。

　俺は数時間もかけて山道を登り、ようやくお眼鏡にかなう鉱脈を発見することができた。

「よし、それじゃフィニア。この近辺で採取するから、集めた火燐石に消エクステイ火ンクシヨンの魔法をかけてね」

「承知しました」

　俺の合図を待ってから、ミシェルちゃんとクラウドが採取を開始する。

　魔法の防壁を掛けてもらっているとはいえ、至近で爆発されたら大おお怪け我がをする。

　それを理解しているので、動きも慎重を極めていた。

　俺はその間、周囲を警戒しておく。

　この近辺は地を這はうモンスターはほとんどいない。火燐石の過敏ともいえる特性のおかげで、生物が生存できる環境ではないからだ。

　しかし空を行くモンスターは話が違う。ヴァルチャーを始めとした鳥型のモンスターにとって、この近辺は見通しのいい狩場になる。

　動きの鈍っている今の俺たちは、さぞおいしそうな獲物に見えることだろう。

　そんな俺の視界の隅に、何か光るものが見えたのは、その時だった。




　ちらりと視界の端に赤い光が閃ひらめく。

　一瞬俺は敵かと思って警戒を強めたが、こちらに何かが迫るということはなかった。

　代わりに麓の森林部分に、また一つ赤い光が灯ともり……即座に消えた。

「なんだ、魔法？」

　ちらちらと覗のぞく光は、明らかに自然の物ではなかった。

　魔法、それも火系の攻撃魔法による物だ。一拍遅れて届く爆音が、その証明である。

　どうやら誰かが何かに追われながら戦闘しているようで、その爆発は少しずつ移動していた。

「また、面倒なことにならなきゃいいんだけど」

　その魔法の光は、こちらに近付いてくるルートを取っていた。

　このままでは麓に降りたあたりでかち合いそうだ。

「ミシェルちゃん、クラウド。どうも厄介ごとの予感がするから、積み込み、急いで」

「オッケー、でもこっちはほとんど終わってるよ？」

「フィニア姉ちゃんの魔法のおかげで、かなり楽に積み込みできたよ」

「なんだか、久しぶりに役に立てた気分ですね」

　フィニアはミシェルちゃんやクラウドほど目立った活躍はしていなかったので、すごく充実した顔をしていた。

　しかしフィニアが役立たずというわけではないことは、ここに断言しておく。

　彼女は尖とがったオンリーワンではなく、あらゆる局面をサポートできるオールラウンダーだ。

　俺たちは皆、揃そろって尖った能力を持つから目立たないだけで、彼女も充分に一流の実力を持っている。

「んー……よし。それじゃ少し少ないかもしれないけど、この辺で撤退しよう」

「はぁい」

「オッケー」

「フィニアはつらいだろうけど、魔法の維持、がんばってね」

「お任せください」

　そう言うと、板の上に乗り込み、火燐石を詰めた袋と一緒に運ばれる態勢を取った。

　彼女が消エクステイ火ンクシヨンの魔法を維持している限り、火燐石はただの石ころと変わらない。

　この魔法、本来長時間維持する魔法ではないため、そういった効果を付与する術式は組み込まれていない。

　それを強引に維持するため、フィニアは常時魔力を消費し続ける状態になってしまう。

　このままではすぐに魔力が枯渇してしまうため、魔力を回復しやすい姿勢を取り続ける必要があった。

　休息による魔力の回復と、魔法の維持による消費。これらのバランスを調整し、長時間の効果の発現を実現させるのだ。

　そのため、移動や戦闘という行為はほとんど行えない。

「それじゃミシェルちゃんとクラウドは、帰りは徒歩ね。わたしの後をついてきて」

「りょうかーい！」

「こんな怖い場所で脇に逸それたりしないって」

「それをするのがクラウドだから、心配してるんじゃない」

「お、おう……？」

　なぜか顔を赤くしたクラウドと、その脇腹をつねり上げてるミシェルちゃん。

　まあ、そんな二人の様子に何も感じないほど俺も鈍感じゃない。不ふ埒らちな真似まねをしない限りは、大目に見てやるとするさ。仲間だからな。

「あっ!?」

「ん？」

　その時、ミシェルちゃんが唐突に大きな声を上げた。

　この場所では大声で驚き、一歩踏み外しただけで大爆発なんて事態もあり得るため、大声は極力自粛していた。

　それなのに、彼女はそれを抑えることができなかった。

　俺はそれを疑問に思い、彼女に振り返る。

「ミシェルちゃん、どうかした？」

「ニコルちゃん、あれ！　あれ！」

　珍しく、切羽詰まった形相で、俺の背後を指さす。

　この周辺に敵がいないことは俺も理解しているので、何が危険なのかとのんびり視線を移すと……そこにはこちらに飛来する火の弾が存在した。

　おそらくは麓の戦闘の流れ弾なのだろう。この距離まで飛ばせるとは、術者の卓越した技術が見て取れる。

　しかし今はそれどころではない。先日雨が降ったせいで、火燐石が水に溶け出し、それが蒸発した可燃ガスが周辺に滞留している可能性もあるのだ。

「た、たいきゃーく!!」

「きゃあ!?」

　俺はミシェルちゃんも顔負けの必死の形相で、駆け出した。

　俺の腰には板に繋つながれたロープが結ばれていたため、フィニアと火燐石も一緒に運ばれていく。

　こちらは浮遊フロートの魔法が維持されているため、ちょっとした力で運ぶことができる。

　急発進した衝撃に、フィニアは甲高い悲鳴を上げた。

「きゃあ!?」

「ま、待ってよぉ！」

「こんな場所に置いてくなぁ！」

　そんな俺たちを追って、ミシェルちゃんとクラウドも駆け下りてきた。

　数秒して、俺たちのいた辺りに火弾フアイアボルトと思おぼしき魔法が着弾する。

　本来なら着弾点を焼いておしまいの魔法。しかし、ここではそれすら命取りだ。

　ジュッという、まるで水に火のついた薪まきを落としたような音。そして──

「ぬわあああぁぁぁぁぁぁ!?」

「きゃあああぁぁぁぁぁぁぁ！」

「うげえぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　三者三様の悲鳴。直後に起きた大爆発。

　それは着弾点だけにとどまらず、連鎖的に周囲の火燐石を巻き込みながら、延焼していく。

　もちろん、逃げる俺たちの背後にも、その爆発的燃焼は迫っていた。

　ちなみに悲鳴を上げなかったのはフィニアだけ。彼女は今、火燐石が板から落ちないよう、目をつぶって必死に押さえているため、背後の惨状を理解していなかったらしい。

　俺としては羨ましい限りである。




　どこをどう走ったのか、俺も記憶していない。

　とにかく背後の爆炎に巻き込まれないよう、そして足元の火燐石を踏みつけないよう、がむしゃらに逃亡ルートを検索し、駆け抜けていった。

　その結果、フィニアもミシェルちゃんたちも、怪我一つすることなく、麓にまでたどり着いていた。もちろん積み込んだ火燐石も無事だ。

　しかし、この状況になったことにミシェルちゃんは非常に立腹していた。

「もう！　誰よこんな場所で火の魔法なんて使ったの！　ぜぇったい許さないんだから！」

　プンスカ怒りながら白銀の大弓サードアイを振り回している。しかしその様子はどこか微笑ほほえましい。

　彼女は怒ってもあまり怖くない。その旨を前にクラウドに話したら『それはない、絶対に』と力強く否定されたことがある。

　それはつまり、あいつはミシェルちゃんを本気で怒らせたことがあるという証拠だ。

　温厚な彼女を本気で怒らせるなんて、本当にどうしようもない野郎である。

「顔を出したら脳天射抜いてやるんだから！」

「まあ、それくらいで。それより早く街に戻らないと、フィニアの負担が大きくなっちゃうよ」

「あ、そうだった！　フィニアお姉ちゃん、ゴメンね？」

「これくらいなら、全然問題ないわよ。でもトラブルが近くにあるなら、早く立ち去った方がいいかも」

「そうだな。エリザベスたちも心配してるだろうし、早く戻って安心させてあげなきゃ」

「そうだね。ステラとスピカも、さっきの爆発できっと驚いてるよ」

　確かに馬は非常に臆病な動物だ。繋いでいるとはいえ、先の爆発で恐慌をきたし、暴れて怪我している可能性も、皆無ではなかった。

　様子を見に行ってやりたいのはやまやまではあるが、その前に……俺は腰のカタナに手を添えた。

　誰かがこちらに近付いてきている。

　まだ足音は微かすかだが、軽く、しかし不規則なリズムが俺の耳に届いていた。

　音が軽いのは体重が軽いからだろう。おそらくは子供か女性。それもほぼ非武装。

　そして不規則なリズムは、かなり疲労している状態を俺に予測させた。

　そんな俺の警戒を、ミシェルちゃんたちも察する。

　クラウドはフィニアの乗った板を、俺の視線の反対側……すなわち後方へと移動させてから、俺の前に出る。

　ミシェルちゃんはその板の近くに移動し、いつもの狩猟弓に持ち替えていた。

　しばらくすると、女の声とガサガサと藪やぶをかき分ける音が聞こえてきた。

「まったく、しつこいったらありませんわ！　知っていまして？　しつこい男は嫌われますのよ！」

「お嬢様、お待ちを！　せめて話だけでも──」

「しつこいって言いましたわ！　火弾フアイアボルト！」

　愚痴りながらも追手の声の合間に魔法を詠唱し、流れるように発動させる手際は見事だ。

　そして何より、この声には聞き覚えがあった。

「……この声？」

「まさか……レティーナちゃん？」

「でも、なんでこんなところに？」

「わかんない。でも追われているみたいだから、助けないと！」

「ま、待って、ミシェルちゃん！　さっきの会話聞いてた？」

「え、なに？」

「ほら、お嬢様って呼んでたでしょ。多分追っかけてるのは使用人の人だよ」

「なるほど。じゃあ殺しちゃダメなんだね」

「そういうこと！」

　俺の返事を待たず、ミシェルちゃんはすでに駆け出していた。

　繁しげみのそばまで駆け寄り、一息にその近くにあった木によじ登る。その動きは子供の頃のドン臭さが嘘うそのように敏びん捷しようだった。

　クラウドも、相手が繁みから飛び出してくるのを警戒し、大盾を構えている。

　しばらくすると、藪をかき分け背の高い女性が一人、飛び出してきた。

「きゃ！　え、あなた──」

「レ、ティーナ？　うそだぁ」

　前世の俺とそう変わらないほど長身の女性は、確かにレティーナの面影を残していた。

　特徴あるドリルヘアも健在である。だが身長が明らかに違う。三十センチは確実に伸びている。

　その変貌ぶりに、思わず俺は間の抜けた声を漏らしてしまった。

「ニコルさん、ですの？　その目──？」

　突然の再会に、レティーナも呆ほうけたような声を漏らす。言葉の後半は、おそらく俺の着けた眼帯に向けた物だろう。

　しかし追手はすぐそこまで迫っていた。のんびりと会話を楽しんでいる余裕はない。

　追手の位置を知ることができたのは、最も高い位置に陣取ったミシェルちゃんだ。

　矢を番つがえ、いつものノホホンとした目ではなく、鷹たかのように鋭い視線を飛ばし、敵を狙う。

　そして容赦なく解き放たれた矢は、決して狙いを外さない。

「ぎゃっ!?」

「なんだ？　敵か！」

「伏兵がいるぞ、身を隠せ！」

　ミシェルちゃんが放った矢は、先頭を行く男の足を掠かすめるように傷つけていた。

　決して外したわけではない。彼らがレティーナの使用人だと知っているから、掠り傷で済ませるように撃ったに過ぎない。

　しかしそれでも、動き続ける人の足の皮一枚を狙い撃つなんて、俺だってできやしない。

「いや、もう……ミシェルちゃん、バケモノじゃね？」

「最近は外しているところ見たことないしなぁ」

「それは結構前からだよ」

　俺がクラウドと呆あきれ声で無駄話に興じている間も、ミシェルちゃんは二度、三度と矢を放っていた。

　それはもう一人の足を斬り裂き、もう一本は木に音高く突き刺さった。その木の陰には最後の追手の男が隠れている。

　この一発が牽けん制せいになって、男は木の陰から出て来られなくなってしまった。

「とぅ」

　三人の追跡を無力化したと見るや、ミシェルちゃんは木の枝から勢いよく飛び降りた。

　高さも二メートル程度だったので、飛び降りても支障はない。

「く……ブランドン、マシューズ！　無事か？」

「あ、ああ。足を切っただけだ。運が良かった！」

「こっちもだ。相手が下手で助かった！」

　ミシェルちゃんを挑発する目的なのか、男たちはそんなことを言っている。

　おそらく彼らはミシェルちゃんの姿を捉えることができなかったのだろう。だからこうして攻撃を誘発させ、その出所を探ろうとしている。

　もちろんこれは命懸けの行為だ。それを厭いとわないくらい、彼らはレティーナの奪還に全てを懸けていた。

「俺たちは動けない。ロレンス、お前は追えるか？」

「ああ、しかしこうも狙い撃たれては身動きが取れん」

　彼らの中で動けるのは一人。ならばその一人は是ぜが非でもレティーナを追わねばならない。

　しかし、飛び出したらミシェルちゃんに狙撃される……と思い込んでいた。

　見事に身動きを封じられた状態である。

「むぅ、わたしが下手とかちょっと許せないかも。当ててくる」

「いや、当てちゃダメだから！　今のうちに逃げるよ。レティーナも、とりあえずついてきて」

「わ、わかりましたわ。それにしても、ミシェルの腕前、また一段と上がりましたわね」

「そりゃもう。わたしのミシェルちゃんだもん」

　ミシェルちゃんの頭を抱き寄せ、ちらりとクラウドに牽制を入れておく。

　最近二人の仲が接近気味なので、こういう牽制はこまめにしておかねばなるまい。

「あ、そっちの板は危ないから揺らさないでね。火燐石を積んでるから」

「ぴゃ!?」

　俺の言葉に飛とび退のくレティーナ。この仕草も、幼い時の面影が残っている。

　こうして俺は、懐かしい友を連れて、馬車に戻ることになった。

　なにはともあれ、危険物の処理が最優先である。

　レティーナとの再会は俺も嬉うれしい誤算だったが、この爆発物がそばにあっては、落ち着いて話もできない。

　麓の馬車まで戻り、荷物を載せ換えてようやく一息つくことができた。

　幸いステラやスピカ、エリザベスもおとなしくその場に待機していた。

　とりあえず馬車を動かしレティーナに事情を尋ねる。

「それで、なんでレティーナがお屋敷の人に追われてたわけ？」

「それは、その……それよりニコルさんのその目はいったい？」

「ああ、これ？　ちょっと面倒な事態になっててね。魅了とか？」

　あの白いのから受け継いでしまった魅了の瞳。下手をすれば他人の意思すら捻ねじ曲まげてしまいかねない力を持っている。

　とりあえず仲間内は抗あらがいの指輪という、魔道具で対応しているが……そういえば、レティーナには渡していなかったな。確か予備があったはず。

「そうだ、レティーナ。これ、受け取っておいて」

　俺は懐から予備の指輪を取り出し、レティーナに渡す。

　抗いの指輪は、性能を超えた精神攻撃を受けると、耐えきれず破損してしまう性質がある。資産に余裕がある冒険者なら、予備も用意しているのが普通だった。

「ありがとうございますわ」

「ちなみに左手の薬指は不可ね」

「そんな真似まねしません！　って、した人いるんですの？」

　レティーナの言葉に一斉に視線を逸そらすフィニアとミシェルちゃん。いや、ミシェルちゃんは前を向いててね。危ないから。

「それより、話を元に戻すけど、なんで追われていたの？」

「うっ……さすがにいつまでもごまかせませんわね。いいですわ。それは、わたくしが家出したからです」

「家出って!?　仮にも侯爵令嬢が迂う闊かつに口にしていい単語じゃないと思うんだけど……」

　そもそもヨーウィ侯爵は俺も面識がある。

　その性格は、放任主義というより懐が深い人物という印象が強い。

　娘が俺たちと一緒に冒険者として狩りを行っても、広い心で見守っていてくれたし、ゴブリンの大繁殖が起きた時も、平民の保護に庭を開放してくれたり、避難用の馬車を用立てたりしてくれた。

　そんな彼が、溺愛する一人娘に無体な要求をしたとは思えない。

「なんか、イメージが湧かないんだけど。詳しく話して……いや、やっぱいい。貴族様のゴタゴタに巻き込まれたくないし」

「ニコルちゃん、冷たーい。レティーナちゃんのおウチの問題なんだよ？　わたしたちも無関係じゃないし」

「ぐぬ……それはまあ、そうなんだけどぉ」

　御者台のミシェルちゃんが、荷台の会話に参加してくる。

　俺が馬車を扱えないため、今馬車を扱えるのはミシェルちゃんだけになる。

　フィニアも扱えるが、現在は消エクステイ火ンクシヨンの魔法の維持のため、手が離せない。帰路がきつくなるのはこういった理由もあった。

　そのためミシェルちゃんは御者台から離れることができない。

　だがレティーナと話ができるように、荷台の境の幌ほろを開いていたので、会話はできる。

「さすがミシェル、話がわかりますわね」

「親友じゃない。とーぜん！」

「いやわたしも友達とは思っているんだよ？」

「ならお話、聞かないと」

「うぅ、後が怖そう……」

　貴族の問題というのはいろいろと後を引く。できるなら関わりたくない問題だ。

　しかしミシェルちゃんの言うことも一理ある。レティーナは俺の親友であり、今でも仲間だ。そんな彼女を放置するのも後味が悪い。

「ハァ、わかった。理由、話してくれる？」

「それでこそニコルさんですわ！　事は一か月ほど前に遡さかのぼりますの」

「ふむ？」

　一か月前というと、丁度俺たちがベリトに向かう途中でラウムに到着したころだ。

　レティーナが顔を出しに来なかったのは、トラブルが起きていたからなのか。

「わたくしはお父様に呼び出されて、ある提案……というか、命令を受けたのです」

「命令？　あの温厚な侯爵が？」

「ええ……婚約の」

「婚約ぅぅぅ!?」

　いや、レティーナの性格を知るからこそ驚きはしたが、彼女ももう十五歳を超えている。そういった話が来てもおかしくはない年頃だ。

　侯爵という立場を考えれば、もっと早く来てもおかしくはないだろう。

「でもでも、レティーナちゃんはまだ十五だよね？」

「侯爵令嬢……という立場ですから、そういう話が来るのはわかりますわ。わたくしもその時は話を受けようかと思っていたのですが……」

　レティーナの話によると、相手は格上の公爵家の子息。

　歳としも十八歳とそれほどおかしな組み合わせではなかったらしい。しかし、その公爵領では黒い噂うわさも絶えず、世間での評判は決して良いとは言えなかった。

　そこで二組の冒険者を雇い、調査に赴かせたところ、そのすべてが消息を絶ってしまったらしい。

　レティーナも、これは怪しいと思い父親に直訴し、考え直してもらおうとしたところ、先方からの強い要望により、断ることが難しいと却下されてしまったとか。

　そこで彼女は、家出という強硬手段を取り、詳細に調べる時間を作ろうと画策していたところで、俺たちと遭遇したというわけだ。

「うわぁい、すっごいドロドロしてるぅ」

「でもなんで、その公爵様はレティーナちゃんをそこまでお嫁さんに欲しがっているのかな？」

「エルフの女性というのは、人間にとってはいろいろと便利らしいですわよ。なにせずっと若いままのお嫁さんなんですもの」

「ふぅん？」

「女性を装飾品のように扱う貴族も多いですもの。エルフの貴族も多いこのラウムでも、そういった傾向は否めませんわ。ほんと殿方はどうしようもない」

「うっ……」

　男性に関していろいろと思うところのあるらしいレティーナだが、その批判は元男の俺にも結構響く。

　確かにラウムは人口におけるエルフの比率が高く、貴族たちの中にもエルフは多い。

　そんな中、容色の衰えないエルフの妻というのは、一種のステータスともいえる扱いを受けていた。

　レティーナがこれまでそういった話を受けなかったのは、侯爵が頑張ってシャットアウトしていた結果だろう。

　しかしそれも格上、王に連なる血筋を持つ公爵家が相手ともなれば、さすがに断り切れなかったらしい。

　こればかりは、侯爵の苦労が偲しのばれる。

　レティーナの気持ちもわかるが、これをぶち壊せば、父である侯爵の立場が悪くなる。

　下手をすれば、ヨーウィ侯爵家の存続にかかわる問題にも、発展しかねない。

「これ、正直言ってただ壊せばいいって縁談話じゃないよねぇ？」

「それはわたくしも理解していますわ。だからこそ、公爵領に広がる黒い噂とやらを調査しようとしたんですわ」

「なるほどね。このタイミングで醜聞が飛び出せば、侯爵にとっても縁談を断る口実になる、と？」

「そういうことです」

　なるほどなっとく、と言いたいところだが、まだ甘い。

　貴族、それも王家に連なるほどの高位貴族ともなれば、多少の醜聞は簡単に揉もみ消せる。

　たとえレティーナ個人が何か真実らしきモノを掴つかんだとしても、あっさりとねじ伏せられてしまうだろう。

　こうなると、そういったことができない相手に話を持ち込むのが、一番手っ取り早い。

「でもレティーナだけで証拠を握っても、潰されて終わりだよ」

　ガドルスとマクスウェル。彼らの力を借りれば、如い何かなラウムの公爵といえど、下手な手出しはできまい。

　かといって、唐突に割り込んで縁談を破談させては、公爵のメンツも潰れてしまう。

　穏便にヨーウィ侯爵にとって有利な状況に持ち込み、そこへマクスウェルかガドルスの援護を頼めば、後腐れなく断ることができるはずだ。

「とにかく、その黒い噂というのが真実か、調べるのが先決だね」

「ええ、手伝ってくれます？」

「もちろん」

　レティーナは今も、大事な親友だ。それが黒い噂のある公爵に、むりやり輿こし入いれさせられるなんて、俺には見過ごせるはずもない。

　もちろん、そのままでは彼女に追手が付いたままになってしまうので、屋敷の人にも事情を話しておく。

　彼らも長年ヨーウィ家に勤めていた人たちだったので、俺の顔はすでに知っていた。

　つまり、ミシェルちゃんに足を射られた人たちは、射られ損というわけだ。俺の顔を見せれば、戦闘は起きなかったはずなのだから。

「というわけなので、今後はガドルスやマクスウェルと話をして、何とか落としどころを探ってみることになったから。それまではレティーナの身柄を、わたしたちで預からせてもらえないかな？」

「それは……マクスウェル様に手を打っていただけるとなれば、私共としても、否やはありません。しかしながら、その判断は御お屋や形かた様が行うものかと存じますゆえ……」

「うん。だから彼女はとりあえずガドルスの宿に預けておく。その許可を取ってくるまでの安全は、六英雄の名に懸けて保証してくれると思うよ、多分。だから安心してラウムに戻るといい」

「承知いたしました。ニコル様のご厚情、感謝の念に堪えません。御屋形様にもその旨、ご報告させていただきます」

　どうやら彼らも、今回の話には乗り気ではなかったのか、多少強引な俺の説得にも、ほとんど異論を唱えることなく同意してくれた。

　これでしばらくは、レティーナの安全は確保された。

　その後、俺は怪け我がをした使用人の人の傷を癒いやして回った。回復魔法ならフィニアの方が上なのだが、彼女は手が離せないので仕方ない。

「ゴメンね。わたしはあまり、回復魔法は得意じゃなくて。フィニアの方が得意なんだけど、今は手が離せないから」

「いえ、事情は承知しております。むしろ放置されてもおかしくない中、わざわざ癒していただき、ありがとうございます」

「そう言ってもらえると、こっちも気が楽だよ」

「はい、ニコル様に癒してもらえるとは、他の使用人に自慢ができますよ！」

「はぃ？」

　その使用人は気を良くしたのか、ペラペラと今の屋敷の状況を話してくれた。

　どうやらレティーナと俺、そしてミシェルちゃんの三人は、学院に通っていた頃から使用人たちのアイドルにされていたらしい。

　ましてや三人ともが見る見る美しく成長するとあっては、その人気に拍車がかかるのも道理だろう。

　そんな中で、俺に手ずから治癒魔法をかけてもらったとあって、他の使用人に羨ましがられることは間違いないとか？

「ま、まあ、それはどうでもいいとして。そんなわけだからレティーナのことはもう少しそっとしておいてあげてくれると嬉うれしいな？」

　そう言うと、俺は使用人の手をそっと包み込むように手に取り、上目遣いに懇願した。

　エリオットをも一撃で落とした俺のお願いである。効かないわけがない。

　ちなみにライエルの場合は、上目遣いだけで充分効果ありだ。

「承知いたしました！　この身に代えましても御屋形様を説得してみせます！」

「いや、そこまで命かけなくてもいいから」




　こうして俺たちは、仲良くストラールに戻ることになった。

　レティーナは冒険者ギルドの登録証があるし、彼らもヨーウィ家の身分証があったので、街中には問題なく入ることができた。

　それどころか、本来ならミシェルちゃんに御者を任せっきりになるところを、彼らが交互にその任を引き受けてくれたので、かなりの強行軍で帰還できたのは、こちらとしても利になることだった。

　本来なら帰路は三日を想定していたが、なんと一日半で踏破できたのだから、その恩恵は言うまでもないだろう。

　この強行軍に付き合わされた馬たちは、あとで労ねぎらってやらねばなるまい。

「やー、まさか二日かからずに戻ってこられるとは」

「さすが人海戦術はパワーだよね」

「ニコルさん、あなたまだ馬車の扱いできませんの？」

「他に覚えることが多くって」

　ぞろぞろとストラールの門をくぐりながら、そんな無駄話に興じている。

　しかしここからはきちんと仕事モードに戻らねばならない。

「それじゃ、わたしたちは依頼品を収めてくるから、レティーナはガドルスの宿に向かっておいて。場所は前に教えた通りだから」

「わかりましたわ」

「使用人の人たちは、後でラウムまで送ってあげるから、それまではレティーナの護衛をしっかりね？」

「お任せください」

　ベリトの一件を乗り越え、俺の魔力はさらに上がったらしく、今では自分に加えて二人まで同時に転移させることができる。

　つまり自分がその場に残るなら三人まで転移できるということだ。

　転移テレポートは別に自分が対象ではなくてもいいので、彼らをまとめてラウムに戻してやることは、ギリギリ可能である。

　歩いて帰るよりよほど早く帰還できるのだから、問題はあるまい。




　俺たちはその後、火燐石の納品に街を縦断し、南門のそばへとやってきた。

　ここに今回の依頼人がいるはずなのだが……

「いやっふぅ！」

「お前かよ」

「なんとつれないお言葉。ベリトでは世話してあげたじゃないですか？」

「いや、それに関しては本当に心から感謝しているんだけどね。なんというか、もうありがたみも何もないな、と」

　そこにやってきたのは、白い髪の少女。破戒神ユーリだった。

「お前なら余裕で採掘できただろうに、なんで俺たちに依頼したんだ？」

「いや、時系列を考えていただきたい。その依頼を出したのはあなたたちがここに戻る前なんですよ？」

「じゃあ偶然って言うのか？」

「はい。わたしはその間、南の方でちょっとお仕事があったので」

　そういえば、俺が治る頃には彼女たちは南へと旅立っていたっけ。

「で、火燐石を何に使うつもりなんだ？」

「そりゃもちろん、いろいろと？　詳しい内容は秘密ですけど、銃とか内燃機関とか？」

　なんだかよくわからない単語が飛び出してきたが、理解できなかった。

　まあ相手は様々な魔法や魔道具を世に出した破戒神である。専門外の単語が俺に理解できないのも、道理だろう。

　要は犯罪なんかに使われなければいいだけのことであり、その辺はこの神も把握しているはずなので信頼ができる。

「それじゃ、今回の報酬ですけど──」

「ああ、それなら三人分にしてくれ。俺は前回、あんたたちに世話になってるから」

「いいですよ。そんなはした金じゃ、到底足りませんので」

「ぐっ、それはそうだが、心意気というかなんというか……」

「それであなたが極貧生活に陥ったら、わたしがあの両親から恨まれるじゃないですか。ライエルさんはともかく、マリアさんには正直嫌われたくありません。怖いので」

「わかる」

　俺は思わず同意の声を漏らした。

　だがまあ、今は報酬の話である。

　確かに俺が受けた恩は報酬程度で賄えるものではない。ならば別の何かを用意する必要があるだろう。

「そっか。じゃあ今回はおとなしくいただいとく。お礼はまた別の機会に」

「ふふ、期待してお待ちしていますよ」

　そう言って軽く手を振ると、火燐石があっさりと姿を消した。

　転移魔法か、それとも異空間収納か、どっちにしろ俺には何をしたのかわからない。

「ではまた。近いうちに」

「ああ、また」

　そして俺たちに背を向けると、雑踏の中に紛れ、瞬く間に見えなくなってしまった。

　あの神出鬼没の破戒神は、きっと言葉通り、また姿を現すだろう。

　そう思うと、別れの寂しさも半減である。そういった台無し感が、実に彼女らしいと思えたのだった。
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　ガラガラと、騒々しい音を立てて馬車が走る。やがてその馬車は巨大な門の前で動きを止めた。

　そこは、ラウム森王国北部にあるレメク公爵が治めるメトセラ領の街で、ラウムでも数少ない魔術学院高等部が存在した。

　その学院の前で馬車は停車し、中から一人の少女と、付き従う少年が姿を現す。

　何事かと馬車を注視していた生徒たちからは、まるで絵画のように美しい二人を目にして、うっとりとした吐息が漏れていた。

　青銀の髪を持つ少女は色違いの赤と碧あおの瞳を持ち、まるで女神のように輝いて見えた。

　その少女の後ろに従う少年は、明るい金の髪をなびかせ、中性的な笑みを浮かべている。

　こちらも稀まれに見る美少年で、彼の微笑ほほえみに女子生徒たちは歓声を上げてその所作を見守っていた。

　少年にエスコートされて門をくぐった少女は、可か憐れんで儚はかなげな、過剰とも見える愛想笑いを浮かべたまま、こう言った。

「どうして、こうなった……？」

　鈍い痛みを訴える頭を抱えるのをかろうじて我慢しながら、ニコルたちは校長の待つ執務室へ向かったのだった。
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　レティーナの婚約。それ自体は祝福すべきものなのだが、トバル・メトセラ＝レメク公爵にはかなり後ろ暗い噂うわさがあった。

　領内で違法薬物を作り、それを国外に売り捌さばいているという噂だ。

　もともとメトセラ領は多彩な植物が繁殖し、採取される豊富な種類の果実や薬草が主な収入源となっていた。

　その中には中毒性を持つ植物もあり、これだけを狙って枯らせるという真似まねができない以上、採取する人間を取り締まるしかできない。

　その取り締まる責任者ともいうべき存在が、このメトセラ領を統治するレメク公爵家である。




　問題はレメク公爵がかなり金に汚い性格をしているというところだ。

　彼は玉座に興味を持たないため、公爵家の中ではかなり王に忠実な派閥と目されていた。

　そのため多少の汚職は見逃してもらっていたが、違法薬物の売買となれば話は変わる。

　しかし王家に連なる血を持つ公爵家である以上、大っぴらに捜査もできない。

　そういう状況なため、これまで公的な捜査機関は事なかれ主義に身を任せ、見逃されていたと言われている。

　だがヨーウィ侯爵との縁談が持ち上がったことで、少し状況が変わってしまった。

　黒い噂は領主のトバル・メトセラ＝レメク公爵だけでなく、その息子のカイン・メトセラ＝レメクにまで及んでいたからだ。

　レティーナはこの話を調査しようとした。そして差し向けた冒険者二組は、誰一人として戻ってはこなかった。

　これに身の危険を感じたレティーナは、父であるヨーウィ侯爵に直訴したのだが、さすがに格上の公爵家の求婚ともなれば、格下の侯爵から待ったはかけられない。

　レティーナとしても父の苦境を知るだけに、我わが儘ままを通すわけにもいかず、かといって大人しく輿こし入いれするわけにもいかず、たまりかねて自ら調査に乗り出すという暴挙に出たのだった。

　無論、これを黙って見ているわけにはいかないヨーウィ侯爵は使用人たちに連れ戻すように命じ、そこへ俺たちが行き合うこととなってしまった、ということらしい。

「なんとも、偶然とは恐ろしい」

　思わず俺が呟つぶやくのも無理はなかろう。

　レティーナは逃げ惑いながら国境を越え、北部三か国連合にまで踏み込んでしまった。しかもそこに、偶然採取依頼を受けた俺たちがいた。

　神の悪戯いたずらともいえるレベルの偶然である。いや、実際神の依頼だったわけだけど。




　ガドルスの宿の食堂で、俺たちは話し合いを行っていた。

　もっとも俺たち四人にレティーナと使用人の三人、さらにはガドルスまで参加しているので、テーブルは二つに分けている。

　そして難しい話に参加する気のない使用人三人とミシェルちゃんとクラウドは、俺とは別のテーブルで先に食事していた。

　なんだか使用人たちと楽しそうに談笑しているのが、妙に腹立たしい。

「それにしても伸びたね、レティーナ。また身長越されちゃった」

「わたくしは成長期に一気に伸びるタイプだったみたいですわね。おかげで毎日、身体からだが痛くて痛くて」

「なんて贅ぜい沢たくな悩み」

　俺はゆっくりと伸び続け、コルティナと同じくらいでぴったりと成長が止まっていた。

　ちなみにコルティナは、小柄な猫人族である。それと同じくらいというのが、どれほど悲しいことかおわかりになるだろうか？

　せめてあと十センチは欲しかった。

「ま、でも胸は圧勝みたいだから、別にいいけど」

「クッ、これはエルフの種族的特性だから、しかたありませんわ！」

「フィニアより堅そうだよね、胸板」

「胸板って言うな！」

　お嬢様の演技を投げ捨て、両手を上げて抗議するレティーナ。うん、彼女はこうじゃなきゃいけない。

　一瞬、学院時代を思い出して、ほろりと来てしまった。

「それはそうと、どうやって調査するつもりだったの？」

「直接カインの在籍しているレメク領の魔術学院に乗り込もうかと」

「脳筋すぎ！　ライエル父さんだってそこまでじゃないよ……いや、やるかも？」

「ライエル様並みと言われたら、喜ばないわけにはいきませんわね」

「喜んじゃうんだ、そこ」

「むろん」

　彼女の六英雄マニアもここに極まれりというところか。

　そこにガドルスが頭を抱えて、割り込んできた。

「正直、俺はその手の話は苦手なんで、持ち掛けられても困るんだが」

「権謀術数は苦手そうだもんね」

「そういうのはコルティナかマクスウェルの役目だ。ここに来られても困る。なぜ大人しくラウムで相談せんかった？」

「さすがにお家のごたごたを皆様に持ち込むのはためらわれまして」

「それでこれなら逆効果としか言えん。まあ、事は貴族の話になるからマクスウェルに伝えてはおくがな。俺には期待するなよ？」

「申し訳ありませんわ」

　しおらしく頭を下げるレティーナ。

　しかし聞いた話では、それほど時間も残ってなさそうだった。しかも相手は学院高等部。マクスウェルがこっそりと調査をするというのは、さすがに難しいだろう。

「となると、やっぱり誰かが潜入することになるんだけど……」

　年の頃で言えば、俺たちは目立たず侵入できるだろう。しかし……

　俺は別テーブルで食事するミシェルちゃんたちを見て、再び頭を抱えた。

　そこには使用人の三人と早食い勝負を繰り広げるクラウドとミシェルちゃんの姿があった。

　口いっぱいに肉を詰め込んだ彼女の姿は、元気いっぱいで実に彼女らしくはあるが、貴族の駆け引きが要求される学院高等部に向いているかというと、明確にノーだ。

「アレは……ダメだ」

「そうですわね」

「そうなると、わたしとレティーナなんだけど」

「待て、おぬしら、ひょっとして自分で潜入する気なのか？」

「そりゃ、マクスウェルやコルティナが、こっそり調査なんてできるはずもないし？　時間がないなら潜入してさっさとカタをつけなきゃならないし？」

「確かにレイ──ゴホン、ニコルならその辺は上手うまくやれるかもしれんが、レティーナ嬢まで一緒というのは、さすがに危険だ。ライエルやマリアのことも考えてやれ」

「ム、そう言われるとさすがに……でも、レティーナのためだし」

「他に人材はいないのか？」

　ガドルスに問われ、俺は近い年頃の仲間を思い出す。

　二十歳くらいのマークたちなら、何とか潜り込めなくもないだろうが……

「マークが魔術学院の高等部に？　ぜったい無理だ」

「うぬぅ……」

　そもそも彼らは魔術が使えない。『魔術』学院に侵入するのはさすがに無理がある。

　同じ理由で、ラウムの冒険者たちも難しいだろう。特に十四歳くらいの病気をこじらせ続けているケイルでは不可能だ。

「まかせる、しかないのか……いや、しかし……」

「無む茶ちやはしないよ。それに貴族のボンボン相手に、わたしが後れを取るとでも？」

「そうやって慢心して、痛い目を見たばっかりだろう」

「それはまた痛いところを。でも、慎重にやるし、調査だけで済ませて後はマクスウェルに任せるから。相手は貴族の公爵様だからね」

「正確にはその息子だけどな。まあ、それくらいしか手はないか？」

「いえ、もう一つ問題がありますわ」

「というと？」

　どうにかガドルスを説得したところで、レティーナから指摘が飛んできた。

「メトセラ領の魔術学院高等部は全寮制ですのよ？　そして入学者の大半は貴族」

「ふむふむ？」

「普通は身の回りの世話をする者が、数名ついていますわ」

「それならフィニアがいるじゃない」

「あら、フィニアさんはわたくしの付き人になってもらう予定でしてよ？」

「はぁ!?　ちょっと待って、レティーナも一緒に来るつもり？」

「言ったでしょう。舞台は貴族たちしかいないような学院ですのよ？　ニコルさん、そこで貴族の作法とか、ちゃんとこなせます？」

「うっ……一応、マクスウェルから淑女教育は受けてる……」

「ぶげほっ!?」

「んぐっ、こほっ、けほっ！」

　俺が淑女教育を受けていると言ったところで、ガドルスとフィニアが飲み物を噴き出していた。

　俺がレイドだと知っているだけに、そのミスマッチに咽むせてしまったのだろう。

　こっちを見るな。俺だって記憶から消したいんだ。

「何年前の話ですか。それに付け焼刃ではあっさり見抜かれましてよ。そんな時のフォローにわたくしの手は必要不可欠ではありませんこと？　それに、わたくしの顔は相手にも伝わっています。こんな時期に転入生なんて目立たないはずはないのですし、わたくしが一足先に転入すれば、カインの注意はわたくしに向きますわ。少しでも注意を逸そらしませんと」

　立て板に水のごとく、俺を説得しにかかるレティーナ。悔しいかな、どれも正論と言えなくもないので、反論できない。

「それは確かにありがたいんだけど……でも、なんでフィニア？」

「私もできるならば、ニコル様に付きたいのですけど」

「うちの使用人の質は、見ての通りですもの。ましてや従者となると、荒事にはとことん向いてませんの。その点、フィニアさんなら戦えて、しかも従者としての素養は満点ですし。それに囮おとりとして動くなら、護衛には信頼できて、腕の立つ方が欲しいですもの」

「確かにフィニアなら適任だけど、ならわたしはどうするの？」

「どなたか、心当たりはありませんの？」

「うーむ？」

　貴族の作法をきちんとこなし、しかも従者としての能力が高い知り合いなんて、俺にはいない。

　しいていえば、マリアがそうかもしれないのだが、マリアを引き連れて行ったりすれば、死ぬほど目立ってしまう。

　大人しい外見といえばマチスちゃんもそうだが……そういえば彼女も今は何をしているのか。

「とんと心当たりがな──」

　ない、と言いかけて一人、思い当たった。

　しかしいいのか、アレ？

「──くもない？」

「あら、従者の心当たりがあるとは思いませんでしたわ」

「いや、フィニアを横から掻かっ攫さらっておいて、何その言い草」

「ニコルさんなら、最悪従者なしでも大丈夫かな、と」

「それだと目立っちゃうでしょ」

「そうですわね。だからうちの使用人を派遣しようかと。荒事はできませんけど、ニコルさんなら自衛できますから」

「それはそうだけどね。心当たりの人物なら、少なくとも荒事には対応できそう」

「それはなによりでしたわ」

　問題は人じゃないってところなんだけどな。

　まあ、それはなんとかなるだろう。そうと決まればさっそく交渉に向かうと……

「あの、ニコル様。我々はいつラウムに送っていただけるのでしょう？」

「あ、忘れてた」

　早食い勝負はミシェルちゃんの圧勝で幕を閉じたようだ。

　クラウドと使用人が二人ほど、腹を抱えて悶もん絶ぜつしているが、この結果も想定内である。

　ミシェルちゃんの胃袋は、俺にとっても未知の領域なのだ。ポッコリお腹なかが実に可愛かわいい。

「どのみち動けなさそうだから、もう少し食休みしておきなよ。その間に、こっちは人を集めてくるから」

「わかりました。ですが御お屋や形かた様に早くお知らせしたいので、早めにお願いします」

「りょーかい、りょーかい。待っててね」

　軽くウィンク一つ返して、俺は転移テレポートの魔法を発動させる。

　行先はアレクマール剣王国のマレバ山。師匠こと、風神ハスタールが隠いん遁とんする山である。
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　そんな理由があって、メトセラ領魔術学院高等部へとやってきたわけである。

　エスコートする金髪の少年──デンの案内で俺は魔術学院高等部メトセラ校の理事長室にやってきた。

　元々オーガのデンだが、今ではかなり背も低くなり、角も目立たないほどの大きさになっている。

　濃い色の肌も白くなり、髪も生え、サラサラの金髪も相まって白はく皙せきの美少年といってもいい外見をしていた。

　師匠ことハスタール神の教育で、執事としての能力も高い。今回の任務には最適といえる存在だ。

　そんな彼に、一見たおやかな俺がエスコートされているのだから、当然目立つ。

　途中の廊下でも、注目度は異様に高かった。極力印象を良くするために眼帯を外してきたが、ここまでの目立ちようは計算外……いや、デンがここまで美少年化を進めていたということ自体が計算外である。

　理事長室の前までやってきて、デンは俺の代わりに扉を四度叩たたき、中からの返事を待つ。

「誰かね？」

「本日より本校に転入いたします、ニコルと申します。理事長に挨拶に参りました」

「ああ、話は聞いているよ。入りたまえ」

　なるべくしおらしく、丁寧に挨拶をした俺に対し、どこか横柄な印象を与える声が返ってきた。

　もっともこの学院内で有数の権力を握っている理事長なのだから、それも当然かもしれない。

　ちなみにおそらく最高の権力を握っているのは、カイン・メトセラ＝レメクである。

　一生徒ではあるが、公爵家の長子という立場と、黒い噂うわさが事実だった場合の金の力を考えれば、理事長を軽く上回るだろう。

「失礼します」

　デンが許可を待ってから扉を開け、そのエスコートに従って俺は中に進み入る。

　執務室の内装はマクスウェルの部屋のそれと違って、あちこちに華美な装飾が施されていた。

　有名画家の描いたと思おぼしき絵画や、入り口脇に飾られた豪ごう奢しやな全身甲かつ冑ちゆうなど、どこか権威に寄った印象を受ける。

　正直言って、悪趣味の一言だ。

　そんな感想をおくびにも出さず、窓際の執務机のそばまで歩み寄り、軽く膝を折って一礼する。いわゆるカーテシーという淑女の礼の一つだ。

　マクスウェルの教育で得た知識であり、レティーナのスパルタ教育で完成させられた、完璧な一礼。

「お初にお目にかかります。ライエルとマリアの娘、ニコルと申します。貴族号は受けておりませんゆえ、姓はございません。こちらは従者のデンと申します」

「ああ、私はこの学院の理事長を務めるジャック・オルソンだ。君のことは聞いているよ。ベリトで名を上げたそうだな」

「暴動の件ですか？　いえ、必死に止めようとしただけですので」

　視線を伏せ、できるだけ目を合わせないようにして俺はそう謙遜してみせた。

　これはデンが『最初に好印象を与えるためには、魔眼の力を利用した方がいい』と主張したためである。

　確かに潜入捜査するならば、周囲から好感を持たれていた方が都合がいい。しかし俺の目はその効果が強すぎる。

　軽く望みを口にしただけでも、その者の思考を捻ねじ曲まげて、行動を強制しかねない。

　俺のそんな態度に不審なものを感じたのか、オルソン校長が眉を顰ひそめるような気配が伝わってきた。

　さすがにやり過ぎたかと、顔を上げようとしたとき、デンが会話に割り込んできた。

「失礼します。理事長様、会話に割り込む無礼をお許しください」

「ん、なんだ？」

「ニコルお嬢様は見ての通り、右目が弱く色素が薄くございます。そのため日の光は毒になりますので、こちらの眼帯を着ける許可を戴いただきたいのです」

「なんだ、そんなことか。しかしなぜ、最初から着けて来ない？」

「傷があるわけでもなし、初対面の、しかも格上の方に顔を隠すというのも無礼……というお嬢様の意向によるものです」

「フム、そういう考え方もあるか」

　正確には第一印象を良くするためだけの小細工である。

　しかしそれを素直に告げてやる必要もない。ここはデンの機転に任せるとしよう。

　するとデンは立て板に水のごとく、俺の長所を理事長に話し始めた。

　いかに慈悲深いか、美しいか、その心根が素直か。正直言って聞いている方が恥ずかしくなる。

「デ、デン、もうそのくらいに……」

　俺は顔を赤くして制止した。もじもじと肘に手を掛けたりしたものだから、その姿は育ちのいい令嬢そのものに見えただろう。

　現にオルソン理事長もやや顔を赤らめているように見える。

「失礼いたしました。ではニコル様、これを」

　そう言うとデンは俺の顔を少し上に向け、眼帯を着けてくれた。

　元オーガのデンは小柄になったとはいえ、俺よりは少し背が高い。今は百六十センチ程度はあるだろうか。

　そのため彼に顔を触ってもらうときは少し上を向く必要があった。

　武骨だった指はすっかりと繊細になり、眼帯を着けた後は俺の顔を撫なでるようにして髪を整える。

　その感触がくすぐったく、思わず俺は吐息のような声を漏らす。

「んっ……」

「君たち、そういうことは学内では遠慮してもらいたい」

「はぃ？」

「戯れは寮の部屋でやりたまえと言っているんだ。まったく、英雄の娘といえど、ふしだらなものだ」

「ししし失敬な!?　デンは従者で、そういう関係ではありませんし！」

「そうかね？　そうとしか見えなかったのだが」

「理事長様。失礼ですが、私とニコルお嬢様ではいささか釣り合いが取れません。ニコルお嬢様の名誉にもかかわる問題ですので、そのような誤解は口外なさらない方がよろしいかと」

「ふむ……確かにライエル殿やマリア殿の不興を買うのも、面倒だな」

「はい、そのように理解していただけると幸いです」

　その後、理事長から必要事項を伝達され、俺たちはようやく寮へと向かうことになった。

　本来なら教室に向かうところなのだが、まずは部屋の整理からである。

　短期の潜入捜査とはいえ、数日以上は過ごすことになる場所だ。多少は整えておく必要があるだろう。




　俺とデンはそのまま、自室の用意されている寮に向かっていた。

　荷物は先に送ってあるので、今は手ぶらである。

　貴族が多い魔術学院高等部ということで、用意されている学生寮も相応に巨大だった。

　正直言って、ラウムの魔術学院の校舎よりでかいかもしれない。こういうところにも、貴族の見み栄えが見え隠れしている気がする。

　まるで宮殿のような玄関で待ち構えていた寮母に挨拶をし、教えられた部屋に向かった。

　俺たちの部屋は三階に用意されていて、階段をかなり登る必要があった。これは新入生が、風呂や食堂から遠い、高い位置に追いやられた結果である。

　例外的に四階の少数の部屋は高位貴族の私室となっており、ここは各部屋に風呂などの設備が設しつらえられていた。

　やはり高位貴族となると、他の生徒より下に住むという環境に思うところがあるのだろう。

「ニコルさん、待っていましたわよ！」

「レティーナ、授業はどうしたの？」

　階段を登ろうとしたところで、上の階からレティーナの元気な声が掛けられた。

　前もって転入し、注目を集める役目だった彼女が授業をサボってこんなところで俺に声をかけては、逆に俺が目立ってしまうではないか。

　俺のそんな思考が顔に出たのか、レティーナは慌てた様子で言い訳する。

「わ、わたくしとニコルさんが知り合いなのはすでに周知の事実ですし、それなら最初っから包み隠さず親交を温めておく方が不自然ではないと思いましたの！」

「そう？」

「レティーナ様は、ニコル様の到着を、それはもう心待ちにしてましたのですよ？」

「フィニアさん!?」

　レティーナの後ろからフィニアが顔を出す。

　いつもは私服をアレンジした作業服を身に着けている彼女だが、ここでは完全に黒を基調としたメイド服を身に纏まとっていた。

　そのカッチリとした服装が、華きや奢しやな彼女の身体からだと柔らかな表情のミスマッチを誘い、不思議な魅力を醸し出している。

「うん、フィニア可愛い。悪戯いたずらしたい」

「ええ、ぜひ。お待ちしてます」

「え、そこ認めちゃうの？」

「フィニアさんってば大胆ですわ！」

　俺の冗談に、珍しくフィニアが乗ってきた。

　それを真に受けたレティーナがあわあわと手を振っている。これを見て、フィニアは屈託のない笑みを浮かべていた。

「申し訳ありません。レティーナ様の反応が面白くて、つい。ミシェルちゃんとは別方向に、素直な方ですね」

「レティーナは箱入り娘だからね。悪い冗談で染めないように」

「心得ました」

　俺とフィニアにからかわれただけと知り、レティーナは顔を真っ赤にしていた。

　拳を胸の前で固め、きつく目を閉じて怒り出す。

　この仕草は、子供の頃から変わらない。その光景に、俺は郷愁にも似た懐かしさを感じていた。

「もう、二人して酷ひどいですわ！　わたくし、本気で悩んでしまったじゃありませんの！」

「悩むところかなぁ？」

「祝うべきか、怒るべきか、真剣に考えましたのよ？」

「そこで祝うのって何か違うと思うんだ」

「ニコル様、そろそろお部屋の方へ」

　俺とレティーナの歓談に、デンが割り込んでくる。

　確かにここは、寮の階段ホールで、授業中とはいえ、人目が皆無ではない。

　病欠した者や寮母を始めとした使用人など、今の寮にも人はいる。

「っと、そうだね。迷惑にならないうちに部屋に行こう」

「それならわたくしが案内しますわ。こっちですわ」

「いや、階段登るのはわかってるから」

　てってけ階段を駆け下りてきて、俺の手を取るや否いなや、強引に上へと引っ張っていく。

　すでにレティーナの方が体格が良くなっているため、俺はつんのめるように階段を登って行った。

　この構図もなんだか懐かしい。彼女と初めて出会った時も、俺はこうして彼女に引きずられていった。

　その感傷を悟られるのも恥ずかしかったため、俺は俯うつむいたまま階段を駆け上がる。

　レティーナが変わっていないことが、何よりうれしかったのだ。




　自室で荷物の整理をするとあって、さすがにレティーナには退場してもらった。

　悪いが俺の荷物には、レイドに繋つながるいろいろなアイテムが存在する。

　手甲ガントレットだけなら隠せたかもしれないが、予備のミスリル糸に男物の衣装は、さすがに見つかると問題になりそうだ。

　特に黒ずくめの衣服は、レティーナの気性からすると、あらぬ疑いを掛けられるかもしれない。

　それがマリアかライエルに伝わった日には、目も当てられない事態になるだろう。

「ニコル様、こちらの荷物は？」

「それは下着類だから、そっちのキャビネットに。そっちのは制服が入ってるからクローゼットにかけておいて」

「承知いたしました」

　荷物の整理といっても、運び込まれた衣服や荷物を部屋の収納にしまい込むだけだ。

　基本的な家具は揃そろっているので、細々とした私物だけを運べばよかった。

　問題になるのは教材と、魔法道具の類だ。

　こちらは魔法の実験や授業に使うことも有るので、厳重に管理しなければならない。

　この管理も、教育の一環として生徒の差配に任されていた。

「あ、一応自室に金庫とかあるんだ？」

「そのようです。魔法道具は高価なものも多いので、この配慮はありがたいですね」

「デンに管理してもらわなくていいもんね。でもこの程度の施錠じゃあ、ちょっと心配だな」

　部屋に据え付けられていた小型の金庫は、貴重品や危険な道具を収めるための物らしい。

　しかし俺から見れば、このダイヤル式の鍵なんて簡単に破ることができてしまう。せめてシリンダー錠も併用する造りなら、信頼も置けたのだが。

　俺の言葉が理解できないデンを無視して、金庫の前に座り込む。

　右手をダイヤルのそばに置き、左手で慎重に回していく。右、左、右……何度か回したところで右手の感触から必要な数値を割り出すことができた。

「右に三、もう一度右に二、左に六、右に四っと」

　俺がクルクルとダイヤルを回すと、あっさりと解錠されて扉は開く。

　それを見てデンは目を丸くして驚いていた。

「ニコル様、確か番号はまだ知らされてなかったのでは？」

「この手の鍵なら、二、三分で解除できるよ。こう見えても六英雄では斥候を担当していたからね」

　もっとも斥候に解錠の技術はあまり必要ない。どちらかというと、これは暗殺業を営む関係で覚えた技だ。

　敵をただ殺すだけでなく、その罪を明らかにしておく。

　そのためには金庫の一つや二つ、破る必要があった。だから覚えたに過ぎない。

「素晴らしい、さすがわが主あるじ。この程度の金庫など、障害にもならないということですね」

「まあ、俺以外の生徒が開けられるとは思えないし、貴重品はそこに放り込んでおいて」

「承知いたしました……ニコル様、どちらへ？」

　デンに指示を出した俺は、そのまま部屋を出ようと歩きだしていた。

　こればかりはデンでもついてこられては困る。

「トイレ！　その辺は少し気を使ってほしいなぁ」

「も、申し訳ありません！」

「ついでに寮の造りも調べてくるから、デンはそのまま荷物の整理を続けておいて」

「はい、ごゆっくりどうぞ」

「いや、それは忘れよう？」

　生真面目なデンに警告だけしておいて、俺は部屋を出たのだった。

　少なくとも、今のうちにカインの部屋の場所くらいは把握しておきたかった。




　俺は部屋の整理をデンに任せて、部屋を出た。

　まずはこの寮の構造を知ることが優先だ。標的の位置を知るのも、自分の身を護まもるのも、すべてはここから始まるといっていい。

　この学院にいる期間として、コルティナの特訓が終わる三か月後を目途にしている。

　それ以上になると、高等学院に入学したと聞きつけたライエルやマリアが押しかけて来かねないからだ。

　連中が押しかけると、もはや捜査どころではなくなってしまう。

　それまでに、ひとまずの解決を目指したい。

「まずは一階からかな？」

　寮母とは先ほども顔を合わせているが、正式に挨拶したわけではない。

　この寮のしきたりや規則なども含め、詳しく話を聞いておく必要もある。

　そして、世間話から構造や要注意の生徒の情報なども聞き出すとしよう。




　寮母の私室の扉をノックし、中からの返事を待つ。

「どなた？」

「先ほどお世話になりました、ニコルです。改めてご挨拶に参りました」

「あら、ちょうどいいわね。今お茶を淹いれたところだからお入りなさい」

　平民の俺に対し、比較的好意的に対応してくれるのはありがたい。

　ドアを開けて中に入ると、小ざっぱりした部屋が視界に入る。

　愛想よく一礼してから素早く視線を室内に走らせるが、怪しいものは見当たらない。もちろんあったとしても、簡単に目に付くところには置かないだろう。

　しかし一見したところでは地味ながらもセンスの良い家具が配置されており、実直な性格が表れている。

　神妙な顔で室内を観察する俺を見て、寮母は小さく笑った。

「あら、ベリトの英雄と呼ばれたあなたでも緊張するのですね」

「その話は勘弁してください。あの時は必死だったので」

　半魔人たちの暴動を止めた一件は、結構大きな話題になってしまっていた。

　しかもそれが、『あの』ライエルとマリアの娘というところが、特に興味の的となった一因でもある。

　俺自身にその意識がなかったこともあり、その話題を出されるたびに、どこの目立ちたがりだと叫びたくなる。

　その衝動を抑えるために、スカートの裾を弄いじって気を紛らわせていた。

「そんなに恥ずかしがらなくてもいいでしょう。こちらに来てお茶でも飲みなさい」

「はい、でも恥ずかしがっていたわけではないんで」

「あなたは見かけによらず、気が強い性た質ちのようですね」

　そうして小一時間ほど、彼女と世間話に興じていた。

　こういう情報収集のための話題の豊富さも、暗殺者としては必要な能力だ。

　そういえば前世でも、こういう時は普通に女と話せていたのに、私生活となるとさっぱりだったな。

　特に邪竜退治のために北部に入ってからは、その傾向が激しくなっていた気がする。

　ついでに寮内の噂うわさなどを聞き出してみたが、不審な行動をとる生徒には気付かなかったらしい。

　しかし考えてみれば、こういう人物の目につくような行動をとるはずもないと思い直す。

「いろいろとありがとうございました。このまま少し寮内を見て回ってもいいですか？」

「ええ、かまいませんよ。しかし四階は位の高い貴族の方もいらっしゃいますので、振る舞いには気を付けるように」

「承知しました。ご忠告ありがとうございます」

　礼を述べてから退出し、一階から順番に見て回ることにした。

　一階は最高学年の三年が住んでいて、食堂や浴場なども存在し、かなり広い。

「こりゃ、見て回るだけでも一苦労だな」

　俺は独ひとり言ごちてから、足早に各部屋の配置を見て回った。さすがに室内まで調べる時間はない。

　一階は最上級生の部屋といっても、本命の最上階にいない連中なのだから、それほど警戒することもないだろう。

　それでも手足になって使われている奴やつがいるかもしれない。

　部屋の表札を見ながら、ここはあそこの伯爵、ここは向こうの子爵と、評判のよくない貴族の子弟の目星だけ付けて二階へと移る。

　同様に、二階、三階と見ていく。もっとも三階になると、入学しても間もないため、黒幕と思おぼしきレメク家の影響を受けている可能性は少ない。

　ここまで見たところ、一階に数名の要注意人物がいるくらいで、それほど危険な感じはしない。

　悪評があるといっても、実家に多少の横流しや横領の噂がある程度で、それくらいならどの国にでも存在する。

　レティーナの送り込んだ冒険者を消すような、危険な人物はいなさそうだった。

「やはり本命は最上階か」

　俺は気を引き締めて階段を登っていく。

　その先に、金色に輝くドリルが待ち受けていた。いや、レティーナが待ち受けていた。

「まったく！　わたくしを追い出したと思ったら、すぐさま寮内を徘はい徊かいするんですから！」

「いや、レティーナ。普通なら君は学舎の方にいる時間だから」

「転入生の世話をすると、担任に届けていますから問題ありません！」

「……すさまじくメンドクサイ」

　これだけ張り付かれては、何のために時期をずらして転入したのかわからないではないか。

　まあ懐いてくれるというのは悪い気はしないが、時と場合を考えて欲しい。

「まあ、今は人目がないけど、ある時はちゃんと考えてね？」

「そこまで節操が無いわけじゃありませんわ。お任せくださいまし」

「だといいけど……」

　大きく息を吐きながらも、俺は階段を登り、すれ違いざまにレティーナの肩を叩たたく。

　それを受けてレティーナは満面の笑みで、背後から俺を胸に抱えこんできた。

「レティーナ、胸板が痛い」

「きぃぃぃ！　自分がちょっと膨らんだからといって!?」

　まあ、騒々しい奴だが、こういう態度もどこか懐かしいと思って、安心するのだった。




「こちらはアンソン侯爵の私室ですわ。そしてこちらがベンボー辺境伯。どちらも気位が高い方ですから、近付かない方が賢明かと」

「そうなんだ。レティーナでも？」

「侯爵や辺境伯となれば、わたくしとほぼ同格ですもの。変なライバル心を持たれて面倒ですの」

「うわ、近寄らないでおこ」

　レティーナに最上階の居住者を説明してもらいながら、俺は警戒を緩めない。

　こうして歩きながらも、歩数から最上階の間取りなどを計測している。

　これは前世からの習い性なのだが、確かに別の階の部屋よりも一部屋の面積が大きい。

「で、こちらの一番奥がレメク公爵の居室になりますわ」

「ここを調べさせようと冒険者を送って、帰ってこなかった……と？」

「まあ、そういうことになりますわね。受けていただいた方には、悪いことをしましたわ」

「ミスして命を落とすのは、冒険者としてはよくあることだよ」

　意図せず第三者を危険度の高い場所に送り込んでしまったと、レティーナは落ち込んでいた。

　だとしても、それは冒険者としては常に覚悟しておかねばならない事態なので、彼女には非はない。

　それはもちろんレティーナも理解しているが、それでも割り切れないところが、彼女の悪いところでもあり、良いところでもある。

　良くも悪くも、責任感が強いのが彼女の個性だった。

「それにしても、穏やかじゃないな。寮母のおばさんはいい人……とは言えないかもしれないけど、悪人って感じじゃなかったのに」

「それは魔術学院ですもの。いろんな素材を使いますし、しっかりと自分を制することができる方でないと、任せられませんわ」

[image: ]

「それもそっか。それじゃ他の場所も行ってみよう」

　高額な魔術素材も存在するこの寮内で、マスターキーを預かる存在である。

　金銭の誘惑に抗しきれる人間でないと、寮母など務まらないだろう。

「他の場所って……一階から三階まで全部見たのでしょう？」

「新入りが入りにくい場所ってのもあってね。特に薬関係だと必須なのに、入りづらい場所があるんだ」

　そう言うと俺はレティーナの手を引き、伏魔殿のような四階から退散した。

　今は授業中のため人目は少ないが、それでも一緒にいることで何が起こるかわからない。

　できるなら、こんな場所に彼女を置いておきたくないので、この場から逃げ出したのもある。




　俺がレティーナを連れてきたのは、一階の厨ちゆう房ぼうだ。

　魔術学院では薬学の基礎も学ぶ。そして薬と水や塩は切っても切れない関係である。

　レメク家の疑惑は違法薬物なので、調合の際に必ず大量の水や塩を調達しているはずだ。

　物資の調達量が制限される学院内では、ここが最有力の調達場所である。

「こんにちはー」

「おう、レティーナの嬢ちゃんかい！」

「レティーナ、お知り合い？」

「ええ、料理長とは初日に挨拶しましたもの。フィニアさんの都合で」

「そういえば、フィニアも料理好きだったもんね」

　それだけではない。

　薬物関係の疑いがある相手だ。どこかで薬を盛られる可能性も、否定できない。

　フィニアにはその対策として、できうる限り彼女の手料理をレティーナに振る舞うよう警告しておいた。

　そのためにここの設備を借りる時も有るので、先に挨拶していたのだろう。

「おう、あの嬢ちゃんは筋がいいな！　ぜひここに勤めてもらいてぇもんだが」

「残念ながら、彼女はわたくしの従者ですの。その希望は捨ててくださいまし」

「侯爵の娘さんのお手付きとなれば、しかたねぇか」

「て、手は付けていませんし！」

「レティーナ、からかわれてる。ところで料理長、わたしの従者もここを使ってもよいですか？」

「そっちの嬢ちゃんは？」

　レティーナの愛想の良さに乗せられて、いきなり漫談を始めた料理長だが、ここで俺が新顔であることに気付いたようだ。

　デンも基礎的な料理はできるようになっているらしいので、ここに潜り込ませておくのも悪くない。

　もっともその腕はフィニアには程遠く、前世の俺と同じ程度の雑な料理しかできない。

「失礼しました。わたしは本日からこちらでお世話になります、ニコルと申します」

　そのためにはまずは第一印象。

　一番楽なのは眼帯を外すことだが、やはり自分でも理解できない力を野放しにするのは怖い。

　その眼帯も本来の海賊風のデザインだと怪しまれるので、表面に黒い布をかぶせてごまかしていた。

　ちなみにハスタール神に普通のデザインに変更してくれと注文を出したところ、『カッコ悪いからイヤだ』と返されてしまった。あの神様も地味に白いのと同じくらいメンドクサイ奴である。

　とにかく、礼を失しなければ通る願いなのだから、ここは丁重に対処することにする。

　軽くスカートの裾をつまみ、膝を曲げる。残念ながら、高等部のスカートもそれほど長くないので、あまり持ち上げられない。

　丈の長いスカートで広げると見み栄ばえがするのだが……いや、それは今どうでもいい。

「おう、俺みたいな料理人にそんな挨拶はいらねぇよ。しかし……まあ、料理は俺の仕事なんだが、レティーナ嬢ちゃんの知り合いなら、いいか」

「レティーナ、すごく気に入られてるけど、何したの？」

「え、初日の夕食でお替わりした程度ですわ」

「普通はしないよね？」

「引っ越しでお腹なかがすいてましたの。それにわたくし、元冒険者ですし」

「好き嫌いもなく勢いよく食ってくれてなぁ。いや、久しぶりに飯の出し甲が斐いのある生徒だったぜ」

「それならミシェルも連れてくればよかったですわね。あの子はわたくしの倍は食べますもの」

「レティーナ、今はそれよりさらにすごいから」

「え、ほんとに？」

　ミシェルちゃんの食欲は止とどまるところを知らない。そのくせ肉は胸と尻にばかり付き、腹回りには余計な肉がないのだから信じられない。

　アレはきっと、何か怪しい神と契約しているに違いない。少なくとも白いのではないだろう。奴は平たいから。

「そりゃ楽しみだ。一度連れてきてくれよ！」

「いや、多分貴族のいる場所って聞いたら、飛んで逃げると思う。実際そうだったし」

「そりゃ、鼻持ちならねぇのが多いのは確かだけどな。しかし残念だ」

「うちの従者が調味料とか結構使うと思うのですけど、その辺は大丈夫ですか？」

「ん？　妙なこと気にするんだな。別に生徒一人分の食材や調味料でどうなるもんじゃないぞ、ここは」

　確かに百人を超える生徒の胃袋を賄うのだから、この厨房の広さも、かなりのものだ。

　おそらく厨房の奥に見える冷蔵室や倉庫にも、大量の食材が収められているのだろう。

　しかしこの問答だけでは、俺の欲しい答えには至らない。

「そうですか。いえ、ここは魔術学院ですので、大量の塩とか使ったりしないのかと。薬学の授業もありますし」

「そりゃ融通してくれって通達が来ることはあるけどな。それでも目立って減るようなことはないさ」

「それはよかった」

　つまり、ここから大量の水や塩が運び出されたことはないということか。

　塩水は溶媒に使われることが多い。それが使われた形跡が無いということは、別ルートのなにかがあるのかもしれない。

　もしくは水や塩を使わない薬とか……？

「うーん、まだ情報が足りないな」

「あん？　なんか言ったか」

「いえ、少し喉が渇いたな、と」

「そうかい。実はここに新作の果実水があってな！」

「うぇ!?」

　こうして俺は、意図せず料理長の実験台になってしまった。

　ちなみに新作果実水とやらは非常に酸っぱく、盛大に顔をしかめてしまった。

　それを見たレティーナが腹を抱えて爆笑したので、ドリル伸ばしの刑に処してやったのだった。




　厨房にデンの出入りを許可してもらった後、俺は寮中を歩き回り、怪しいところを調べてみた。

　レティーナにはデンへの伝言を頼み、場を外してもらっている。この散歩も調査の一環なので、一緒に居られると不味まずい事態になる可能性もあったからだ。

　しかし、見つかったものといえば、合法薬物（いわゆる煙草たばこ）の痕跡や裏庭に隠すように埋められた酒瓶程度で、めぼしいものは発見できなかった。

　もっとも、そんなに簡単に発見できるものだったら、先の冒険者とやらが見つけていたことだろう。

　発見できなかったからこそ捜査が長引き、怪しまれ、排除されてしまった。

「思ったよりも凶暴な連中かもしれない、か」

　下手な手出しをすればレティーナはもちろん、フィニアやデンにまで危害が及びかねない。

　いや、それだけならばまだ対処する力がある。問題は事件とは無関係と思われる寮母や料理長まで巻き込まれることだ。それは俺としても後味が悪すぎる。

　だがそこで、俺は近付いてくる気配を一つ、察知していた。

「こんな時間に散歩でもしているのかな？」

　少しばかり気取ったような、軽薄な口調。

　俺の背後から、視線を避けるように近付いてきたそいつは、しかし姿を隠そうともせずそんな声をかけてきた。

「隠れたいのか、そうじゃないのか、どっち？」

「驚かそうと思ったのだけどね。それにしても気が強い」

「その口調だと、わたしが誰かも知っているんじゃない？」

「レティーナ・ウィネ＝ヨーウィ侯爵令嬢のご親友、だろう」

「ご明察。では、そんなあなたはどちら様で？」

　俺がレティーナの友と知って図ずう々ずうしく声をかけてくるような存在となると、数は少ない。

　大抵は自意識過剰な高位貴族の子息である。おそらくこいつも、そんな連中の一人と思われた。

　典型的な金髪碧へき眼がん。鍛えてはいるようだが、肉の付き過ぎない体型。手入れの行き届いた髪は、そこいらの女性よりも艶つややかだ。

　一見した印象はバランスよく鍛え上げた優男、という感じだろう。しかしその足取りはしっかりとしていて、鍛えただけの弱者ではないと感じさせた。

　こいつはそれなりに『使える』やつだ。

「僕かい？　僕はカイン。カイン・メトセラ＝レメク」

「ああ、あなたがあの……」

　もちろん、知らないはずもない。今回のターゲット。それが俺の目の前にわざわざ顔を出してくれたというわけだ。

　そこで俺は思案する。いっそここでこいつを始末してしまった方が手っ取り早いのではないか？

　要はカインがいなくなれば、レティーナの結婚相手がいなくなるし、この学院で怪しいことをしている黒幕がいなくなる……すべて上手うまく行くのではないかと、考えてしまった。

　しかし俺は、小さく頭を振ってその考えを否定する。

　かつて依頼主の言うことを真に受けて暗殺を行った結果、相手が替え玉で、殺した相手はただの手柄を横取りしたいだけの貴族だったという一件があった。

　あの一件以来、俺は暗殺を行う際はきちんと裏付けを取ることを学んでいた。

　今回もレティーナの言葉だけを鵜う呑のみにして事に当たっては、間違いが起きかねない。

　それにレメク公爵の子は彼だけではない。確か嫡子は四男くらいまでいたはずなので、こいつをここで始末しても、レティーナの婚姻騒動は消えないだろう。

「僕をご存ぞん知じでしたか、レディ？」

「ニコルでいいですよ。どうせ名前も知っているのでしょう？」

「それでもご本人から聞くまでは、知らぬと通すのが紳士というものですよ」

　芝居がかった仕草で一礼して見せるカイン。しかしその目は、俺から少しも外れることはなかった。

　まるで値踏みするような視線。それは、俺の勘違いではない。奴やつは間違いなく、俺の価値を見極めようとしていた。

　英雄の娘として、ベリトの英雄として、利用できるかどうかを。

　その蛇のような視線に、俺は背筋に氷を投げ込まれたかのような感覚を覚える。

　俺も、女として成長してからは、爬は虫ちゆう類るいじみた欲情混じりの視線はよく受ける。だがやつの視線は、それよりも遥はるかに粘着質だった。

「……そうですか。それでは、今後ともよろしくお願いいたしますわ。カイン先輩」

「こちらこそ。栄えあるライエル様とマリア様のご息女と同じ学まなび舎やで学べるのですから、光栄の限りです」

　前情報によると、カインはこの学院の最上級生の十八歳。高等部には難しい入学試験があるので、三十代の新入生なども存在する。しかし入学資格は十二歳からなので、三年の遅れは、かなり早く入学できた方と見るべきだろう。

　噂うわさによると、初等部を卒業した後は領の騎士団で鍛え直してから、高等部に入学したのだとか。

　そしてその情報は、このメトセラ領の人間ならだれもが知っていることだ。

　この程度なら口に出しても、怪しまれまい。

　それにしても、レティーナが派手に動くことで注目を集め、俺がその隙に調査をする手はずだったのに、先にこいつに目をつけられてしまうとはな。

　運がいいのか、悪いのか、判断に困るところだ。

「それでは失礼ですが、先に部屋に下がらせてもらいますね。あまり身体が丈夫な方ではないので。今日は引っ越しの支度で疲れました」

「それはそれは。お引き止めして申し訳ありませんでした。レディの体調に配慮できないとは、僕もまだまだ修行が足りませんね」

「とんでもない。初めての土地で心細い限りでしたの。今後もよくしてくださるとうれしいです」

「ハハハ、それは光栄だな。ではお言葉に甘えて、気軽に声を掛けさせてもらうとするよ。今度食事でもどうかな？」

「申し訳ありません。虚弱なもので、食事も使用人に管理してもらっているんです。なので外食は控えるようにしていまして」

「なるほど、それでは使用人も心配してしまいますね。あなたは部下に慕われているようだ」

　ばさりと前髪を掻かき上げ、そう宣言してくる。

　こいつの言動、一つ一つがうさん臭く感じる。こんな奴と食事するくらいなら、エリオットかクラウドと食事した方が遥かにマシだ。

　少なくともエリオットはもうすぐ妻を持つ身だし、クラウドに下心は……まあ、あるけど……少なくともこいつほど裏表が激しいわけではない。むしろ顔に出過ぎて困る。

　俺はカインに愛想笑い一つ返しておいて、逃げるようにその場を立ち去ったのだった。




　予期せぬ遭遇から退散し、俺は速攻で自室へと戻っていた。

　俺の部屋にはデンと、そして居座っているレティーナが待ち受けていた。

　どうやら片づけを手伝ってくれているようだが、それは侯爵令嬢のすることだろうか？

「ま、レティーナらしくていいけど」

「帰ってくるなり、なんだか失礼なことを言われた気がしますわ」

「気さくでいいねってこと」

「ならばよし！　ですわ」

「ニコル様、お飲み物をどうぞ。今日は暑いですからね」

「ありがとう、デン」

　三年のブランクがあるとは思えないほど滑らかなレティーナとの受け答えに、カインとの会話で張りつめていた気分が解ほぐれていく。

　そこへデンがよく冷えた飲み物を持ってきてくれたのだから、俺の顔が緩んだとしても仕方あるまい。

「そのしぐさ、この三年でとんでもない誑たらし能力を身に付けましたわね」

「何その能力、記憶にないんですけど？」

「そうですわね。思えば以前から高かったですものね」

「すっごく失礼！」

　ちょっとガラスカップが手に余るので、両手で持って飲んだだけじゃないか。

　取っ手付きのカップを使わなかったデンの失態である。決して俺のせいじゃない。

「それよりニコル様、厨ちゆう房ぼうの利用、お話を通してくださり、ありがとうございました」

「ああ、それは今後も必要になるだろうと思ってね」

「夕食ですが、さっそく何か作りますか？」

　デンの言葉に、俺も顎に手を当て考え込む。いや、何か考えがあったわけではなく、何を食べたいのか考えていただけだ。

　そもそもデンは、茶を淹いれる技術は高いが、料理の技術はそれほど高くない。

　これは教えた側に料理の技能が無かっただけなので、デンのせいではない。

　まあ、雑な腕でも、サンドイッチくらいは作れるだろうけど。

　しかしその思考は、唐突に部屋に飛び込んできた存在によって中断させられた。

「ちょーっと待ってください！　ニコル様の食事は、昔から私のお仕事ですので！」

「フィニア、ドアはノックしてね」

「あ、失礼しました」

「後、今あなたはレティーナの従者だから」

「人には譲れないものがあるのですよ」

　いけしゃあしゃあと言ってのけるフィニアの手には、トレイが器用に載せられており、その上には軽くつまめるオードブルやサンドイッチ、サラダの類が用意されていた。

　ただ野菜を刻んだものではなく、鶏とり肉にくのささ身などを添えている辺り、男のデンも満足できるボリューム感にしているようだ。

「軽めですけど、夕食にも充分なボリュームがあると思いますよ」

「では私はお茶を用意してきましょう。何かリクエストはございますか？」

「ではわたくしはコーヒーを」

「わたしは香茶ね。お砂糖多めで」

「かしこまりました」

　デンは注文を受けると、そそくさと室内に据え付けられた台所へと向かった。

　俺の部屋も一応貴族向けということもあり、簡単な調理ができる設備が用意されていた。

　もちろん一階の厨房ほど本格的なものではないため、コース料理を作るような真似まねはできない。

　その背中を見送った後、ちらりと視線を隣に移す。

「へぇ……コーヒー、ねぇ？」

「な、なんですの？」

「あの『にがいの』が苦手だったレティーナが、コーヒーをねぇ。無理してない？」

「してませんわ！　失礼な。わたくしもコーヒーを嗜たしなむ程度の味覚は鍛えましたのよ」

「無理してない？」

「しつこいですわね。していません」

「……ほんとうに？」

「……ちょっとだけ」

「後で香茶と交換してあげるね」

「うぬぅ」

　俺に成長したところを見せたかったのか、コーヒーを頼んでみたモノの、やはり好みではなかったらしい。

　言いくるめられて唇を尖とがらせる姿を見ると、子供の頃のままの気性のようだ。

　しかしそれよりも今は確認しておかねばならないことがあった。

「レティーナ、さっき裏庭でカインに会ったんだけど」

「カイン様と？　どうでした、イヤな目をしていらっしゃるでしょう」

「うん、蛇みたいだったね」

　それからレティーナの知る容姿と照らし合わせ、本人であることを確認した。

　一応、公的な場所に絵姿などが飾られていたりするが、ああいうのは画家が配慮して、あえて『似ていない絵』を描く場合がある。

　姿を知る者に確認しておくのは、非常に重要だった。

「結構鍛えているみたいだったけど、腕前は？」

「街中の噂では、オーガを単独で倒せるほどの強者らしいですわね。あの細腕では疑わしいところですけど」

「細いっていっても、かなり鍛え込んだ細さみたいだったけどね」

　前世の俺が、まさにその体現者だった。

　鍛え込んだ筋肉をぎゅっと圧縮したような腕はしなやかで、それでいて力強い。

　さすがにライエルのような剛腕は発揮できないが、それでも一般人を片手で捻ひねるくらいは容易たやすい筋力を持っていた。

　そして、カインにもその気配を感じた。奴は甘く見ない方がよさそうだ。

「実際に戦っているところは見たことないの？　高等部にも実践授業はあるでしょ？」

「そうはいっても学年も違いますし。一応秋には実践祭という祭典があって、そこで魔術や武術の腕を競う大会などはあるそうですけど。そういえばもうすぐでしたわね」

「新入生のレティーナは見たことがない、か。それにわたしもあまり目立ちたくないし」

「あまり長く時間をかけますと、ライエル様が押しかけて来かねませんものね」

　今はコルティナの特訓で忙しいライエルたちだが、俺もときおり様子を見に行く程度のことはしていた。

　しかしこの仕事にとりかかっている間は、うかつに学院を離れることができない。

　ここは敵地の真っただ中で、目を離した隙にレティーナやフィニアに危険が及ぶ可能性もあるからだ。

　それに転移テレポートの魔法を使えるとはいえ、その消費は俺にはかなりきつい。

　深夜にいざという事件が起これば、対応できなくなる可能性もあった。

　そういうわけで、仕事でしばらくは戻れないことはライエルたちにも伝えてある。

　それでも時間をかけ過ぎれば、心配されることには変わりがない。コルティナの特訓を終えれば、即座に様子を見にやってくることだろう。

「そういえば、デンの実力ってどれくらいなのかな？」

「私ですか？」

「うん。自衛ができるくらいの腕があると、助かる」

「いちおうハスタ……いえ、アスト様から訓練を受けておりますので、それなりには戦えると思いますが」

「そうなんだ？」

「実戦経験があまりありませんので、明言はできません」

「そう、なんだ？」

　一瞬戦力として期待できるかと思ったが、その期待は瞬く間に弾はじけ飛んだ。

　実戦経験がない腕自慢ほど、早死にする存在はない。

　もっともデンは腕自慢というほど自惚うぬぼれてはいないようだが、それでも不安は残る。

「明日からわたしも授業に出ないといけない。その間、デンはできるだけフィニアと一緒に居てくれる？」

「承知いたしました」

「私と、ですか？」

「フィニアの実力を疑うわけじゃないよ。でも一人より二人の方が、何かにつけ対応しやすい。ここは不穏分子の本拠地なんだから、できるだけ警戒しないと」

「わかりました。ニコル様に心配かけないよう、デンさんと一緒に居ますね」

「そうしてくれると助かる。こっちも学院ではレティーナと一緒に居るようにするから」

「はい、それでしたら安心ですね」

　にっこりと微笑ほほえむフィニア。その顔がありありと『無む茶ちやすんじゃねぇぞ』と俺に圧力をかけてきていた。

　いや、フィニアがそんな言葉遣いをするはずないと知っているのだが、そう聞こえるくらいの圧迫感があったのだ。




　翌日になって、本格的に高等部に登校する日がやってきた。

　今回は錬金術の単位もある。これはレティーナの強力な薦めによって取得することにしたものだ。

　レティーナが目立つ行動をし、俺がその隙に調査するという体制を想定している以上、同じクラスにいるというのは悪くない状況といえた。

　そしてなにより、錬金術の単位を取っておくと、薬品管理の関係者に話を聞きやすいということもあった。

　登校してまず職員室に顔を出し、担任教師に挨拶をする。

　男性のその教師は一瞬俺に見み惚とれたような気がしたが、その後は転校に関する注意点などを告げ、教室に向かうことになった。

　今回は眼帯を着けたままなので、魅了の効果はないはずなのに。

　まずは教師が先に教室に入り、朝礼が始まり、しばらく廊下で待たされた後、中から声がかかる。

　その声に答え、俺はできるだけお淑しとやかな足取りで教室に入った。

　マクスウェルに仕込まれた淑女モードのスイッチを入れ、やや緊張した面持ちで教卓の横に立つ。

「彼女が今日から一緒に学ぶことになった、ニコル君だ。皆も知っていると思うが、六英雄のライエル様とマリア様のご息女であり、本人もベリトの英雄でもある。彼女から学べることも多いだろうから、仲良くしてあげてくれ」

「せ、先生、その辺で……」

　俺が言うべきことではないが、こうして聞かされると気恥ずかしさがとんでもない。

　俺はアワアワと手を振って、教師の言葉を遮った。正直見世物になった気分で落ち着かない。

　しかし、クラスの反応は良好だったようで、そこかしこから、『すごい』とか、『かわいい』とか、『大きい』という声が聞こえてきた。

　最後の奴やつ、どこを見て大きいと思ったのか正直に答えろ。

　あとレティーナは、なぜドヤ顔をしているのか？

「え、えっと……ニコルです。今日からよろしくお願いします」

　さっさとこの苦行を終わらせるべく、ぺこりと勢い良く頭を下げる。

　俺の行為に教師も意図を察知したのか、紹介を早々に切り上げてくれた。

「ではニコルさんの席は……ヨーウィさんの隣の席で。彼女とは幼おさな馴な染じみなんだって？」

「はい、そうしていただけるとありがたいです」

　教師も俺とレティーナが顔見知りなのは知っているようだった。

　元々王都ラウム出身の生徒はあまり多くない。ラウムにも魔術学院の高等部があるため、ここまで出張ってくる必要が無いからだ。

　しかしレティーナはカインの調査のため、ここまで留学に来ている。それは非常に目立つ行為だった。

　だからこそ、彼女は自分が囮おとりとして動くことを提案してきたのだ。

「よろしく、ニコルさん」

「うん。よろしく、レティーナ」

　久しぶりの再会を他の生徒へアピールするために、俺たちは白々しい握手をしてみせる。

　そして教師が伝達事項を告知したのち、教室から退室する。

　それを待っていたかのように、俺の周りには他の生徒が群がってきた。

「ニコルさん、ベリトのお話を聞かせてください！」

「すごい綺き麗れいな髪ね。いったいどんな手入れを？」

「その眼帯、目が悪いのかしら？　綺麗な瞳なのにもったいないわ」

「おっぱい大きいね、揉もんでいい？」

　男子生徒だけでなく、女子生徒まで集まってくる。

　魅了を抑制する眼帯を着けているが、前日の入寮の際に裸眼を晒さらしていたことと、先ほどの教師の紹介で否いや応おうなく注目を浴びてしまった。これでは魔道具の抑制効果も意味がない。

　それと最後の男子生徒、貴様は近寄るな。

「はいはい、ニコルさんが混乱してるでしょ。授業もあることだし、自分の席に戻ってくださいまし」

「えと髪は特に手入れとか……目は光に弱くて」

「それとサリヴァン君はあとで校舎裏折檻コースですわ」

「ありがとうございます！」

　なんとなくラウムの冒険者と似たノリのバカがいるが、こいつは放置しておこう。レティーナが後でしかるべき処置をしてくれるはずだ。

　それより、これから授業が始まる。それはつまり、カインの部屋を調査するにはもってこいの時間とも言える。

　どうにかして授業を抜けたいところだが、転入初日から授業を抜け出すのは、なかなかに難しい。

　それをレティーナに相談することも、この状況では不可能だ。

「うーん、どうしたモノか……」

「ほら、ニコルさんが困惑しているじゃないですか。彼女は昔から身体が弱くて目を離すとすぐ気絶するんですから」

「へー、そうなんだぁ」

「深窓の令嬢っぽい。見かけ通りなんだね」

「でもベリトでは、教皇様を襲おうとした暴漢を取り押さえたんでしょ？」

「俺も取り押さえられたい」

「誰かサリヴァン君をつまみ出してくださいまし」

　レティーナが収めようとしても、年頃の子供というのは騒々しいモノだ。一向に解散する素振りを見せないまま、最初の授業の鐘が鳴ってしまった。

「あなたたち、なにしてるの！　高等学院の生徒たる者が嘆かわしい」

　ガラリと教室のドアを引き開け、最初の授業の教師が入室してくる。

　細長い眼鏡を着けた、四十絡みの神経質そうな女教師だった。

　コルティナも眼鏡を着けることがあったので、どことなく懐かしい。もっとも彼女はそれほど繊細ではなかったが。

「今日は新入生が来ているのでしたわね。教科書は届いているかしら？」

「えっと、まだ届いてません」

「そう？　では隣のヨーウィさんに見せてもらいなさい」

「はい」

　俺が教師の質問を受けている間、他の生徒たちはこそこそと自分の席に戻っていった。

　もちろん教師もその動きに気付いているが、自分の席に戻るのなら𠮟る必要もないので、見逃していた。

　俺はレティーナの席に自分の席を寄せ、教科書を見せてもらうことにした。

　こうして俺の転入行事は終わったのだ。




　教室が落ち着きを取り戻した段階で授業が開始された。

　最初の授業は、件くだんの錬金薬学。ポーションなどを作るための授業だ。

「では、この前の続きから始めます。まず外傷用ポーションに使う植物と調合の手順は……マクシミリアーノ君、答えなさい」

「は、えっと……殺菌のためにキハダの樹液とミルドの葉の粉末を混ぜて完成？」

「ミルドの粉末は消炎作用のためです。肝心の切り傷に効く薬が抜けているじゃないですか。次、ヨーウィさん、答えて」

　サリヴァンと呼ばれていた少年が、どうやらマクシミリアーノだったらしい。彼が立ち上がり、しどろもどろに答えていたが、どうやら不完全な答えだったようだ。

　その補足をレティーナに求める女教師。

　レティーナは音もなく椅子を引き、颯さつ爽そうと立ち上がる。こうやって見ると彼女も美少女に育ったものだ。ミシェルちゃんやフィニアとはまた違う系統の美少女である。

　もっとも胸はさほど育っていないようだが。

「ガマの花粉の薬効成分を補助液に浸して取り出し、それを先ほどの二種と混ぜて活性化させて、即効性を上げれば完成になります」

「はい、正解。マクシミリアーノ君はもう少し復習をきちんとしておくように」

「はーい」

「他にも鎮痛と強壮の効果のあるナツメを混ぜるのもいいですね。ですがそれらを混ぜるのは加減が難しいので、最初は教科書通りに作るといいでしょう」

　それからも女教師は一般的な傷薬や毒消しの処方を生徒たちに教授していく。

　俺はそれをノートに書き写しながら、レティーナに囁ささやきかけた。

「授業の時間にカインの部屋を調べたいから、何とか抜け出す方法はないかな？」

「え、難しいですわね。生徒に勉強させるのが教師の役目ですから、どうしても監視の目はきつくなりますもの」

「そこをなんとか。フィニアやミシェルちゃんじゃ、隠おん密みつ行動は難しいし」

「ウッカリ者のミシェルさんやクラウドくんでは調査は難しいですもの。フィニアさんではダメですの？」

「フィニアも元はメイドだからね。鍵のかかった部屋に潜り込むのは難しいと思う」

「開錠アンロツクの魔法があるじゃないの」

「それは干渉系の魔法だよ。フィニアには使えない」

　精霊の力を借りる四属性を得意とするフィニアだが、俺とは逆に干渉系魔法は使えない。

　彼女の魔法は汎用性は確かに高いが、さすがに魔法だけで侵入調査を行うのは無理だ。

　そういった技能は俺の専売特許である。フィニアだけで室内を調べるとなると、さすがに不安があるので、俺が行かねばならないだろう。

「確かにニコルさんなら侵入も調査も簡単にできるでしょうけど……そうね」

　そこまで言うとレティーナは考え込んでしまった。

　生徒である以上、授業には出なければならない。それは上級生でも同じで、カインも今頃は授業を受けているはずだった。

　そして教師の目が届かない課外時間も、カインと同じ時間帯になる。つまり奴のいない時間は、俺も拘束されてしまう状況だった。

「ニコルさんお得意の気絶でもすれば、保健室に行く口実で抜け出せるんですけど」

「気絶っていうのは、自由自在にできるモノじゃ無いんだけど？」

「それは理解してますけど、それに近い頻度でできるのがニコルさんじゃありませんか」

「その認識は大きく違う」

　学生時代は確かに頻繁に気絶していた。しかし体質が改善され、修行に明け暮れた結果、今の俺はそう簡単に気絶したりしなくなった。

　レティーナの認識は昔のままで止まっているんだろう。

「わたしもあれから三年、冒険者として鍛えているんだから、そんなことないし」

「そうかしら？　本質なんて変わらないものでは？」

　そんな話をしているうちに、最初の授業は終わってしまった。

　そして次の授業前の休憩時間。おそらく普通なら転入生の俺の周りにまた人だかりができるのだろうが、次の授業は実際に調合する調薬の授業だった。

　調薬の授業は特別な教室に移動する必要がある。

　換気を制御できる場所じゃないと、空気中に蒸発した薬効成分で中毒になってしまうこともあるからだ。




　俺もレティーナに案内されて、調薬室へと移動する。

　そして先ほど授業で教わった傷用のポーションを作る授業に備えていた。

　ポーションでは魔力を使って薬効を圧縮し抽出する必要がある。

　そのために使う魔晶石などを用意する必要もあった。

　他の生徒も、さすがに俺にかかずらっている場合じゃなかった。

　それぞれが席に着き、授業に備えて乾燥させた薬草や魔晶石を用意している。

　俺やレティーナもまた、同じように準備していた。

　そして次の授業の鐘が鳴る。ほぼ同時に教師も入室してくる。

　教卓の前に立ち、全員が着席していることをチェックした教師は、さっそく調薬の授業を始めた。

「前回はミルドの粉末を作りましたので、今日はガマの花粉から薬効成分を取り出し、補助液に浸透させる作業を学びましょう」

　この授業の教師は気の弱そうな男性教諭。事務的に調合手順を説明し、作業に入った。

　先ほどの座学の授業との連携で、こちらは実践という形になる。

「キハダの樹液は薬品倉庫にあります。ガマの薬効成分を抽出した人から傷用のポーションの調合に入りましょう。ニコルさんは前回いませんでしたので、ミルドの粉末はヨーウィさんから分けてもらってください」

「わかりました。レティーナ、余分ある？」

「多めに作っておいてよかったですわ。三本分くらいはあります」

　俺はレティーナから予備の粉末を貰もらい受け、ガマの薬効成分の抽出を開始した。

　まるで棒状のお菓子のような形状のガマの穂から、表面の花粉を小皿に削そぎ落としていく。

　粉末が空気中を漂い、それに反応して換気のための魔道具が粉ふん塵じんを吸い出していく。

　ちなみに換気してはいけない作業の場合は、魔道具は起動させないことになっていた。

「ケホッ、意外と舞い上がっちゃうね」

「制服にまで臭いが付いちゃいそうですわ」

　ヘラを使って削ぎ落とした花粉を、補助液に浸して魔力を通す。

　こうすることで薬効成分が補助液に染み出し、ポーションの基礎薬になる。

　しかし魔力を通している最中、俺は軽いめまいを覚えていた。

「な、んだ……？」

　俺の魔力量は人より遥はるかに多い。この程度の魔力消費では、ビクともしないはず。

　なのに視界が歪ゆがみ、足元がふらつきだす。

　そこで俺は気付いた。

　俺は花粉を集め、そのまま補助液に流し込んだ。その時に舞い散った花粉が、俺の放った魔力に反応している。

　それを大量に吸い込んでいたということに。

　魔力に反応して薬効を大量に放出し始めた花粉を吸い込み、中毒を起こしていた。

　だからといって、呼吸を止めるわけにはいかない。口元を押さえる手も覚おぼ束つかない。

「ニコルさん？」

　そんな俺に気付き、身体を支えようとするレティーナ。

　しかし成長した俺は彼女の腕力で支えられるような体重ではなかった。

　もつれ合うようにして倒れ込む俺たち。

　こうして俺たちは、めでたく授業を抜け出すことに成功したのだった。

　俺の意識はなかったけど……




「んぉっ!?」

　俺は跳ね起きるように身体を起こし、即座に周囲を観察した。

　俺が寝ていたのは清潔なカーテンが吊つるされた寝台の上で、周囲も同様に丁寧に手入れの行き届いた一室だった。

　部屋の隅には薬品棚が置いてあり、隣接するように置かれた机には書類が出しっぱなしになっている。

　まあ、一言で言ってしまえば、初等部時代に散々目にしてきた、医務室の光景だ。

「やぁっと起きましたのね。ニコルさん」

　跳ね起きた俺の寝台の横には小さな丸椅子が置いてあって、そこにレティーナが腰かけていた。

　薄い胸の上で腕を組み──俺の場合、最近腕に胸が乗るのだ──不機嫌そうに頬ほおを膨らませている。

　いささか子供っぽい態度ではあるが、俺にとっては見慣れた光景で、逆に安心できた。

「ここ、医務室？」

「そのとおりですわ。ニコルさんの状況は……説明するまでもないですわね」

「うん、どうやら薬品中毒になったみたい？」

「『依存性のある薬ではないので、寝かせていれば勝手に目を覚ます』と保健医は言っていましたわね」

「その保健医はどこ？」

「一足先に昼食を取りに出ましたわ」

　患者がいるのに感心しないとは思ったが、俺の気絶癖はレティーナに聞いているだろうし、看護が必要なほど重篤でもないなら、そういうこともあるかもしれない。

　昼休みは意外と患者の生徒がやって来るので、人の少ない時間を見計らって昼食に行くことは、トリシア女医を見ていれば理解できた。

　もっともあの女医のことだから、あまり参考にはならないだろうが。

「今、何時かな？」

「二限目の錬金実技が終わって、三限目の応用魔法理論の授業が始まってますわ。わたくしはニコルさんの付き添い」

「へぇ、よく先生が許してくれたね？」

　レティーナは健康なのだから、あとは保健医に任せて授業に出ろと言われてもおかしくなかっただろうに。

　だが俺の疑問にレティーナは腕を組んだまま胸を反らし、自慢げに宣言した。

「ここ程度の応用魔法理論なら、授業に出るまでもありませんもの。わたくしの実力は転入初日に見せつけましたし」

「いったい何したんだか」

「ちょっと先生と模擬戦をして、三本連取したくらいですわ」

「うわぁ……」

　レティーナはギフトこそないものの、火属性魔法と相性が良く、その才能を俺たちと共に伸ばし続けてきた。

　実戦に裏打ちされた技量は、お山の大将を気取るそこいらの教員では太刀打ちできないだろう。

　生徒の前で生徒にコテンパンに打ちのめされたのなら、心が折れてもおかしくない。

　よく授業を続けていられるものだと、レティーナに呆あきれると同時に教員に感心してしまった。

「その先生は翌日にやめてしまいましたけど。さすがのわたくしも、少し反省してます」

「少し？　どう見ても外道の所業……いや、それは別にいいとして」

　実際あまり良くはないのだが、今回の目的とは関係がない。

　それより、これは千載一遇のチャンスかもしれない。この時間ならば、カインも授業に出ているはずなので、奴やつの部屋を調べることができる。

　そしてこの寮は、生徒の部屋だけでなく使用人の部屋まで用意されていた。

　つまり、使用人は清掃などの業務以外ではカインの部屋にいないということだ。

　プライドの高い貴族なら、室内にはほとんど使用人を入れない。

　許可したとき以外入らないのだから、室内は無人になっている可能性が高い。

　俺やレティーナのように、ホイホイ呼び入れたり、入っても怒らないということの方が稀まれだ。

「今、何時？」

「ちょうど三限が始まって十分といったところかしら。ひょっとして？」

「うん。この時間を利用しない手はないよね」

「ならわたくしも……」

「レティーナはここでわたしの身代わり」

「えぇ～」

　つまらなさそうな反応を返すレティーナだが、彼女は秀でた魔術の使い手ではあっても、密偵の心得があるわけではない。

　カインの室内には誰もいないかもしれないが、寮の最上階は無人ではない。

　心得のない彼女が付いてくることは、危険なだけである。

「──それに、保健医がいつ戻ってくるかわからないでしょ。身代わりは必要」

「それは無理がありますわよ。わたくしとニコルさんでは、見かけも身長も全然違いますもの」

「胸の大きさもね」

「ぐぬぬ……」

　俺の背が低いことを揶や揄ゆしたレティーナに、胸の大きさでやり返しておく。

　しかしこれはこれで、俺自身にダメージがあるな。だが今はそれどころじゃない。

「レティーナには、これ」

「これは、指輪？」

「そう。これは幻影を纏まとうことのできる魔道具。それでわたしに変装すれば、保健医は騙だませるはず」

「こんな高価な物、どこで手に入れたんですの？」

「うっ……わたしたちはレティーナと別れてからも冒険を続けてたからね。その時に」

「へー」

　この指輪の存在を初めて知り、しげしげと眺めていたレティーナだが、すぐにためらいなく指に嵌はめ、魔力を流して俺の姿を取った。

「どうです？　ニコルさんに見えます？」

「んー、もう少し背が高くない？」

「いいえ。間違いなくこの高さですわ」

「そっかなぁ？」

　俺はもう少し高いと思うんだが、ここで揉もめている時間も惜しい。

　それに先ほどが初見の保健医ならば、多少の誤差くらい、ごまかすことが可能なはずだ。

「ま、いっか。それじゃわたしは行ってくるから」

「いつものようにドジ踏まないでくださいましね」

「『いつものように』は余計！」

　俺はしかめっ面でレティーナに舌を出して見せ、そのまま窓から飛び出していった。

　扉から出なかったのは、他の生徒に見られる危険を避けたからである。いくら授業中とはいえ、俺のように気を失って訪れる生徒もいるかもしれない。

　だが窓の外は裏庭に面しており、この時間にそちらを訪れる生徒はいない。

　どちらも万が一の可能性はあるが、裏庭の方が安全と判断したのだ。




　レティーナを医務室に残してきた俺は、そのまま全速力で寮へと向かった。

　高等部では午前と午後に三つずつ授業がある。そして寮は学舎に併設されていた。

　授業が終わって昼休みに入れば、カインが自室の様子を見に戻るかもしれない。

　制服姿でスカートの裾を蹴立てて疾走する俺は、見る者が見れば奇異な行動と取られてもおかしくなかっただろう。

　しかし隠おん密みつのギフトを使っているので、こちらに注目する者はいない。そもそも人目に付くルートは避けている。

　さらに身体に糸を這はわせた身体強化を行っているので、今の俺の動きを見切れる者はほとんどいないだろう。

　途中で手甲ガントレットを呼び出し、両手に装備する。これは魔術学院の敷地内では、特殊な教室や実技場以外での魔法の発動を妨害する設備が敷かれているからだ。

　制服姿に手甲というのは、色々アンバランスな気がしないでもないが、人に見られるわけでもないので、別に構わないはずだ。

　こうして迅速に寮に戻った俺は、玄関を避け、裏庭へと回り込む。

　さすがに堂々と玄関から戻れば、隠密のギフトがあっても目に付いてしまうと判断した。

「さて、やつの部屋は南側の角部屋だったな」

　日当たりがいい部屋ではある。しかし貴族の中でもトップに位置する公爵家の子息が住むには妙な位置に思えなくもない。

　それも中を調べれば、すぐにわかるだろう。俺からすれば、覚えやすくていい。

　そのまま手甲から窓枠に糸を飛ばして絡め、壁を這い上って窓に手を掛けた。

「む……？」

　しかし窓は開かなかった。どうやら内側から鍵がかけられているらしい。

　カインの部屋は四階。高さにして十メートル少々の位置にある。正直俺のような存在を警戒しない限り、鍵をかける必要はない気がするのだが……いや、魔術師の多いこの学院では、この高さも警戒の範囲内ということか。

「ま、俺にとっては無いも同然なんだがな」

　こういう状況こそ俺のギフトの真骨頂を発揮できる場だ。

　窓の隙間から糸を滑り込ませ、小さなかんぬき鍵の取っ手に絡み付け、解除する。

　靴を脱いでから制服のリボンで包み、スカートのベルトに巻き付けておく。これは足跡を残さないための小細工である。

　窓枠に糸を引っ掛けて身体を支えているので、非常にバランスが取りづらかった。この寮の外壁は、足場になりそうな場所がほとんどないせいだ。




　どうにか潜入して室内を調べる。最上階の部屋は俺たち一般生徒の部屋と違って、天井が高く、装飾が豪華だ。

　特に照明など、小振りのシャンデリアが設置されているほどだ。

　さぞかし夜は明るく室内を照らしてくれることだろう。

「それは別にいいけどな。さて、お宝はどこかなっと」

　まずは机周りをざっと調べ、問題の違法薬物に関する情報がないか確認する。

　裏社会とはいえ流通させているのなら、在庫の管理などの書類があるかもしれないと思ったのだが、そういったモノは置いていないようだった。

「考えてみれば、そんな決定的な証拠を自室に放置するはずもないか」

　もしくは自室に置いておくにしても、隠し金庫にしまうなどの工夫はするはずだ。

　ということは、やはり金庫が怪しくなるな。

「さいわいというか、この寮には基本的に金庫が付いているしな」

　錬金術を学ぶため、触媒などを保管するための金庫が各部屋に設置されている。

　俺の部屋にもあったそれは、この部屋にも当然のごとく存在した。

　俺のギフト、操糸はかんぬきや回転錠といった鍵とは相性がいいが、こういうダイヤルタイプの鍵とは相性が悪い。

　だからといって開けられないわけではない。

　前世から悪党を暗殺し、その悪事の証拠を警吏の目に晒さらすために金庫を破り続けてきた俺にとっては、量産品のダイヤル錠なら数分もあれば解除できる。

　金庫の壁に耳をつけ、慎重にダイヤルを回すこと数回、カチリと音が鳴って鍵が外れた……らしい。

　金庫の取っ手を引っ張ると、すんなりと開いた。

「どれどれ？　って、本当に触媒しか入ってないな」

　金庫の中には薬品や魔力を込めた石などの触媒しか入っていなかった。

　念のため、金庫の奥や床板を調べてみたが、隠し棚のようなものは存在していなかった。

「瓶の中身も、ラベル通りって感じだし、ここはハズレなのか」

　手早く中身を元の状態に戻して金庫の扉を閉める。

　続いてクローゼットの中やベッドの下、天井裏に至るまで調べてみたが、怪しい物は見つからなかった。

「なんだ、本当にあいつ何もしてないのか？　いや、あの態度でそれはないと思うんだが……」

　あの横柄かつ高慢な態度。無駄に根拠のない自信。

　それらは悪党独特の言動だ。ストラールの領主であるドノバンも、出会った当初はあんな感じだったりはしたが、まあそれはそれということで。

　ああいう奴が、こんな権力振るい放題の場所で、何もしていないとは思えないのだが。

「少なくとも、カンニングとか、その辺りの悪事くらいはやってそうなんだけど……ん？」

　微かすかに、カツンカツンという足音が聞こえてきた。廊下が石畳だからこそ響いてきた音だろう。

　何者かがこの部屋に近付いてきている。それを悟って俺は慌てた。

　この部屋には隠れる場所はあまり多くない。

　しいて言えばクローゼットの中なのだろうが、だからこそ一番先に目をつけられる。

　窓から飛び出してもいいが、その場合窓の鍵を閉める余裕はない。開いたままの窓は逆に疑問を持たせる結果になるはず。

　何より、足場になりそうな場所が外壁にはなかったし、窓から下を覗のぞき込まれれば、身を隠す場所もない。

「どうする？」

　そう自問する間にも、足音は扉の前まで到達してしまった。

　すぐにも扉が開く。そのタイミングで俺は決断する。

　窓に向けて駆け出し、外に向かって身を躍らせたのだった。
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　カインが自室に戻った時、彼は何とも言えない違和感を覚えていた。

　無論、この部屋に出入りしているのは彼だけではない。信頼できる秘書や料理人など、彼の許可を得て出入りする人間はいる。

　しかしこの時覚えた違和感は、彼らによる物とは違っていた。

「……なんだ？」

　その違和感の元凶を見定めるべく、周囲に視線を飛ばす。しかし室内は暗く、細部を見通すことはできなかった。

　そこで天井に視線を向け、照明に仕込まれた光明ライトの魔法を起動させた。

　学院の敷地内には、魔法の起動を阻害する設備が完備されているが、寮にはそれがない。

　まるで太陽の下のように照らし出された室内を見渡すが、その元凶を見つけることはできなかった。

「気のせい……いや、違うな。室温が高い。それに花の香りがわずかに……？」

　人のいなくなった室内は、意外なほど冷え込む。

　この日は室内の掃除も命じていなかったため、誰もここに踏み込んではいないはずだ。

　だというのに、室内は先ほどまで誰かがいたかのように、ほんのりと暖かかった。

　そして微かな花の香りが、室内に漂っていた。

「この秋に入ろうかという時期に、この室温はあり得んな。誰かいたのか？」

　真っ先に思い浮かぶのは窃盗。

　次に思い出したのは、レティーナ・ウィネ＝ヨーウィの顔。

　自分の素行に疑問を持ち、ニコルという英雄の娘まで引っ張り出してきた邪魔者にして、未来の妻。

「あの女が何か仕掛けてきたのか？」

　ひょっとすると暗殺を企たくらむかも。それを危惧したカインは室内に再び視線を飛ばす。

　しかし、荒らされた痕跡はまったくと言っていいほど見つからない。

「ん……窓が開いて？」

　そこで彼は、窓がわずかに開いていることに気付いた。

　もちろん後ろ暗い心当たりがある彼が、戸締りという基本的な自衛を怠るはずがない。

　この日も、登校する前にきちんと施錠した記憶はある。

　侵入者の存在を確信し、その姿を確認すべく窓を開く。

　広い室内に温ぬくもりが残っているほどなのだから、それほど前の話ではないはず。

　大急ぎで窓を押し開け、裏庭を睥へい睨げいする。

　もちろん侵入者が危険な人物だった場合、顔を出した瞬間襲撃される危険はあるが、この寮の外壁は取っ掛かりがなく頑丈なため、外壁で待ち構えるということは不可能に近い。

　唯一狙撃という可能性はあったが、多少の遠距離攻撃なら捌さばける自信が、彼にはあった。

「……いない、か。それとも飛んで逃げたか？」

　飛行の魔法や落下速度を軽減する魔法がある以上、よほどの防備を敷いていない限りは逃げ切られる。

　しかしここは、仮にも魔術学院高等部。その程度の魔法の存在は警備する側も想定している。

　だからカインは、自分がいかに荒唐無稽なことを口にしたのかを自覚した。

　目の前の寮の敷地に人影はないし、眼前に広がる空に飛んでいる不審者もいない。

「いかんな、被害妄想が過ぎるか。それにしても、花の香りが残る室内とはな」

　そう言うと今度はしっかりと窓を閉め、施錠した。

　警備員の目が光る寮の敷地内で十メートルを超える高所の部屋。これだけでも充分なセキュリティになる。

　もう一度室内を見回して異常がないことを確認すると、シャンデリアの明かりを消し、退室したのだった。
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「やっべぇ……」

　窓の直上。その壁に張り付いたまま俺は汗を拭おうとして、思いとどまった。

　カインが部屋に戻る直前、窓から飛び出した俺は、そのまま窓の真上の壁に飛びつき、手甲の鉤かぎを利用して壁に張り付いていた。

　真上というのは意外と人体の死角に当たる場所で、意外と見落としやすい。

　俺は、この鉤爪を追加してくれたハスタール神に、心の中で感謝の言葉を送っていた。

　実際に窓からカインが顔を出した時は、『殺やるしかないか？』と思ったものだが、幸いこちらに気付くことはなかった。

　ダラダラと顔を冷や汗が流れていくが、両手を使って壁に張り付いているため、汗を拭うことすらできない。

　やがてバタンと、扉が閉まる音が聞こえ、続いて施錠する物音が聞こえてくる。

　それを聞いて、カインが退室したことを確認するため、壁を這はうようにして窓からこっそりと室内を覗き込んだ。

　明かりの消えた室内に、人の姿はない。それに窓も施錠されている。

　もちろん糸を使って解除することは簡単なのだが……

「あいつの言動を見る限り、ここに重要なものは置いてないか」

　カインは室内に入って侵入者の存在を察知した。

　後ろ暗いところがある人間ならば、まず真っ先にその在あり処かに向かうはずだ。

　しかしカインは室内を一瞥しただけで、これといった場所に触れてはいなかった。

「ということは、自室に何らかの証拠は置いていないということか。そりゃヤバいものを自分の部屋に隠すなんて下策だしな」

　しかし侵入者を過剰なほど警戒していたことは、奴やつの悪行が存在することの証左にもなり得る。

　一般人とて、侵入者があれば警戒はするが、室温の違いなどでそれを察知するとは、あまりにも過敏だ。

「ともあれ、あんな若造に侵入を気付かれるとは……俺も鈍なまったもんだな」

　ミシェルちゃんたちと真っ当な冒険者稼業に励み続けたおかげで、こういった行為は本当に久しぶりになる。

　その影響か、どうにも手際の悪さが目立つ侵入だった。

　そもそも体臭を消し忘れるなど、どこの無能かと言わずにはいられない。女として生まれ変わって、何の疑問も持たずに匂い袋ポプリなどを持ち歩いていたが、これは今後は気を付けないといけないだろう。




　俺はカインの部屋の調査を切り上げ、レティーナの待つ医務室へと戻った。

　そこには俺に化けたレティーナが寝台で高イビキを上げて、昼寝に興じていた。

「この、お気楽お嬢め」

　自分が命を狙われかねない立場にいるということを、いい加減自覚しろと説教したい。それはもう、懇々と。

　しかし今はその時間はない。

　俺は優しくレティーナを起こすべく、人差し指をその頬ほおに添え……いきおいよくズビシと突き立てた。

「あいったー！」

「起きた？」

「起きますわよ!?」

　頬を勢いよく突かれた痛みで、レティーナはバネ仕掛けのように跳ね起きた。

　暢のん気きに俺の言葉にツッコミを入れる程度には、覚醒したようだ。

「ほら、調べてきたから教室に戻るよ」

「いや、それよりさっきの起こし方について……まあいいですわ。それはこの場で報告してくださいませんの？」

「こんな誰が聞いているかわからないような場所じゃ、ダメ」

　全面石造りの校舎は、音を高く響かせる。

　しかしそれは、校舎内に限った話で、ここは校庭に面した医務室だ。しかも視線を遮るカーテン付きである。

　窓の外の地面が土と芝生では、足音を頼りに人の接近を察知するのは難しい。

　長々と危険な話をするには向いていない。

「誰が聞いてるかわからないし、今昼休みなんでしょ？　クラスの子が様子を見に来るかもしれない」

「もうそんな時間ですの？　すっかり寝入ってしまいましたわ」

「こんな状況で見張りもなしに寝入るなんて、相当図太い神経してるね」

「昨夜はフィニアさんと少し話し込んでしまいましたの」

「フィニアと？」

　レティーナはフィニアとはもちろん面識はある。が、彼女と入れ替わりにフィニアがパーティに参加したため、実のところあまり会話はなかったはずだ。

　そんな二人が寝不足になるまで話をするというのは、あまり想像できない光景である。

「ここ三年のニコルさんの『活躍』を話していただきましたの」

「なんか不穏な内容の気がするから、今すぐ忘れろ？」

　フィニアは、俺の裏も表も知り尽くしているといっていい。そんな彼女だが、他人に秘密を漏らすとは思えないので、そこは信頼している。

　しかし俺は、悲しいかな、人に話せるお笑いエピソードもてんこ盛りの人間だ。もちろんフィニアはそれも知っている。

　この三年の間の、そういった逸話を仲間のレティーナに話しても、おかしくはなかった。

　げんなりとした顔で忠告する俺に、レティーナは口元に手を当てて笑みを返す。

「なに、その何か言いたげな顔は？」

「いーえー、なんにも？」

「だいたい──」

　さらに言い募ろうとする俺の言葉を遮るように、医務室のドアがノックされた。

　返事を待たずにドアが少しだけ引き開けられ、廊下からクラスメイトの女子が数名、顔をのぞかせた。

「ニコルさん、大丈夫です？」

「ああ、サリカさん。大丈夫ですわ、ニコルさんは昔から気絶慣れしていますの」

「してないし」

　俺に対して、あらぬ噂うわさを振りまくレティーナを制し、俺は視線で一礼を返す。

　入室してきたのはクラスメイトの一人の男爵家の令嬢だ。名前までは憶おぼえていなかったが、先に転入してきたレティーナは覚えていたようだ。




　俺を心配して押しかけたクラスメイトを受け流し、その日の午後の授業も問題なく終わらせた。

　その後は寮に戻って入浴と夕食。この時間はクラブ活動を行う者もいるので、かなり長めに取られている。

　俺たちはかなり早めの入浴をすることにし、フィニアも交えて大浴場にいた。

　デンが一緒に来られないのはしかたないが、ここなら周囲の人の接近は察知できるし、流れる水の音が会話をかき消してくれる。

　人自体も、これほど早い時間ならほとんどいないと予測された。現に大浴場には俺たち以外の人間は存在していなかった。

　そんな中、俺は昼間の調査結果について、フィニアとレティーナに報告していた。

「というわけで、昼にカインが戻ってきたせいで捜索は中断したんだけど、おそらくあの部屋には何もないね」

「そうとも限らないのではないかしら？　何もなければ昼にわざわざ戻る必要もないですし」

「私もレティーナ様の意見に賛成です。きっと何かあるから戻ったのかと」

　レティーナは俺の判断に異を唱え、フィニアもそれに追従する。

　しかしこればかりは俺も確信があって口にしていた。

「もちろんその可能性がゼロとは限らない。だけど、貴族の自室っていうのは意外と人目が多い。レティーナも自分の部屋を自分で掃除するなんて、滅めつ多たにないでしょ？」

「そういえば、大抵は使用人が掃除しますわね。もちろん机周りの書類とかは自分でやりますけど」

「そう。カインの奴も例に漏れず室内の清掃は行き届いていた。つまり使用人があの部屋には出入りしているってことだと思う。そんな部屋に悪事の証拠になりそうなものを置いておくかな？」

「むぅ……あり得ませんわね」

「おそらくは別の場所。人目のない場所にそういったものを隠しているはず」

「でも、寮にはそんな場所なかったのでしょう？」

「すべてを詳しく調べたわけじゃないから、見落としている可能性もある。むしろその可能性の方が高い」

　俺がやったことと言えば、寮の廊下を歩き回り、周辺を散策した程度である。

　どこかに隠し通路や隠し部屋があれば、見落としている可能性はもちろんある。

　それに寮内でそういった、後ろ暗い行為をしているとも限らない。

「もしくは寮の外……街の中で行っているという可能性も捨てきれない」

「そうなると、ここに来たのは悪手だったということになりますの？」

「どのみちレティーナには護衛が必要だし、無駄だったとは思えないよ。でも、そうだね。街でも調査した方がいいかもしれない」

「なら、街で待機しているミシェルさんとクラウドくんの出番ですわね」

「そう……なんだけど、あの二人で大丈夫かなぁ？」

　良くも悪くも純粋で単純で素朴な二人だ。できるなら悪人の調査とかさせたくない。

「ミシェルちゃんが騙だまされて薬打たれて、ウヘヘでゲヘヘな展開とかになっちゃわないかな？」

「く、クラウドくんもいることだし大丈夫かと……大丈夫……やめた方がいいですかね？」

「フィニア、そこで弱気にならないでよ」

「だってミシェルちゃんですよ！　お菓子であっさり釣られちゃうのに！」

　パーティの食事を一手に引き受けているフィニアの言葉は、実に重い。

　ミシェルちゃんを調査に関わらせるのは、やめた方がよさそうだった。

「とにかく、一度外の二人と連絡を取った方がよさそうだね」

「まだ時間もありますし、買い出しと称して一度外に出ましょうか？」

「外出届とか、必要ないかな？」

「この寮は貴族が多く出入りしている寮ですわよ？　ワガママなあの連中が外出届なんて出していると思いまして？」

「まったく思わない」

　そういうことで、俺たちもその悪習に乗ることにした。

　さいわい俺たちは引っ越してきたばかりだ。必要なものが揃そろっていないと言えば、まず断られることはないだろう。

「ところでニコル様。匂い袋ポプリ、まだ着けてくれてたんですね」

「そりゃ、フィニアとお揃いだし？　捨てがたいのはあるよ」

　匂い袋というのは一か月もすれば匂いが消えてしまう。そこで俺も、折を見ては草花を集め追加していた。

　これは別に、女性としてという一面だけではない。

　今の俺はクファル対策に、エリクサーの破片を身に着けている。これがまた、結構きつい青臭いにおいを放つのだ。

　お守りに入れているのでにおいが漏れたりはしないが、万が一のことを考えて、ごまかすための香水代わりに身に着けていたのが裏目に出た形である。

　その辺りの事情をレティーナに内緒でこっそりフィニアに話すと、彼女は目に見えて紅潮した。

　そういえば、俺以外の六英雄が身に着けているエリクサーを入れているケースを編んだのは彼女だった。俺もレイドになった時は、同じ物を利用している。

　自分が作った物を誉ほめられて、照れているのだろう。

「これのおかげで助かってるよ」

「は、はい。お役に立ててなによりです」

　肩をすぼませ、もじもじとするフィニア。

　同じ女性とはいえ、風呂場で全裸のままその仕草をするのは、非常にズルいと思う。

　思わず悪戯いたずらしたくなるのを我慢して、俺は視線を逸そらしたのだった。




　俺たちは寮母に許可を貰もらい、ミシェルちゃんたちが待機している街へと戻った。

　大半が貴族たちの暮らす高等部の寮で、かなり自由に出入りができるのが通例だったが、それでも寮である以上は彼女の許可は必要になる。

　勝手に頻繁に外出する貴族も多いため、俺たちの外出はあっさりと許可された。

　もっとも俺が転入直後で、生活物資が必要だという主張に、一理あったということも有るだろう。

「夕方だけあってさすがに人が多いね。レティーナははぐれないように気を付けて？」

「わたくしだって冒険者をしていたのですから、この程度の人混みは何でもありませんわ」

「この時間に出歩くのは、昔だってあまりしてなかったじゃない」

　冒険者といっても、当時は未成年の子供だった。

　それに彼女は侯爵令嬢。あまり遅くならないようにと、俺たちもそれなりに気を使っていた。

　もちろん彼女もそこは理解しているところではあるが、やはり強がりな性格はなかなか直らないというところか。

　それに余計なトラブルに巻き込まれないよう、俺とレティーナは顔を隠すように深くフードをかぶっていた。

　俺もレティーナも、稀まれに見る美少女であるが故の処置と言えよう。フィニアとデンが顔を晒さらしているのは、さすがに全員顔を隠すと怪しまれると判断したからだ。

　俺がレティーナの手を引き、反対側をフィニアが護衛する。そして最後尾をデンが警戒していた。

　俺の転入はすでにカインに知られており、今日の侵入も気付かれていた節がある。

　これを一つに繋つなげ、早々にアプローチを掛けてきてもおかしくはない。

「警戒のし過ぎということはないかな？」

「なんですの？」

「少しばかり鈍ってるかなぁって思ってね」

　前世の俺なら、自然と背中に注意を向けることができていた。

　これは単独行動が多かったので当たり前なのだが、転生してからは常に誰かと行動している。

　背中を護まもってもらえるというありがたみを感じつつもそれに甘え、自分の感覚が鈍っては本末転倒である。

「ニコルさんで鈍るとか言っていたら、世の大半の冒険者は鈍りまくっていますわね」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいけどね、ついこの間大ポカしたばっかりだし」

「その右目ですの？」

「まぁね」

　夕刻の街中は乱雑と言っていい喧けん騒そうに包まれている。中には性た質ちの悪い酔い方をして、女性に絡んでいる男の姿も目に付いた。

　そういった騒動からは少し離れたルートを取って、待ち合わせの宿に向かう。

　途中、裏路地に繋がる小道では、道端に座り込んだ怪しい男も散見することができた。予想以上に物騒な街のようだった。

「その時のこと、話してくれませんの？」

「まあ、自分の失敗談なんて、あまり話したいものじゃないし」

　それにクファルの一件に関しては、彼女に話せない部分も多い。

　ここは少しばかり不愉快な雰囲気を出して、彼女に自重してもらうことにした。

　その点において、レティーナは非常に空気を読む能力にたけている。これは貴族として鍛えられた能力なのかもしれない。

「待って」

　俺は唐突に足を止め、レティーナの手を引っ張る。

　もう少しで宿屋というところで、俺たちの前に立ち塞がる男たちがいたからだ。

　揃って酒瓶を片手に持った、紅潮した顔。ふらついた足取りの三人組。どう見ても性質の悪い酔っ払いだった。

「これはこれは、可愛かわいらしいお嬢さんじゃないか。どうだ、一緒に一杯やっていかないか？」

「すみません、連れがいますので」

　俺たちは顔を隠しているが、フィニアは顔を晒している。そして彼女も、美しい少女であることは間違いがない。

　全員が顔を隠す不自然さをごまかすために彼女とデンには晒してもらっていたが、それが裏目に出た形というべきか。

　フィニアは即座に断りの言葉を発していたが、その顔にはらしくもない嫌悪感が浮かんでいた。

　やはり自制心を失うほど酔った相手は苦手なのだろう。

「まぁまぁ、そう言うなよ。俺たちは男ばかりで寂しくてさぁ」

「お、こっちの子も女じゃん？」

　ヘラヘラとした調子で一人がレティーナのフードを払う。

　その下から現れた豪ごう奢しやな美貌に、男たちは口笛を吹き鳴らして歓喜した。

「こっちの子も女か。なら人数はちょうどいいよな」

　俺に向かって伸びた手は、一歩下がって躱かわす。

　前衛をこなす俺が、その程度の動きで捕らえられるはずもない。

　男は手を躱されたことに不快気な表情を浮かべたが、それ以上に不快な顔をしていたのがデンだった。

　伸びた手を問答無用で掴つかみ取り、男の動きを封じる。

「おい、邪魔すんなよ」

「男はお呼びじゃ……いたたたた!?」

　男たちの非難の言葉が終わるより先に、その手に力を込めるデン。

　その容赦ない握撃に、メシリと骨の軋きしむ音が俺の耳にまで届いた。

「この、はなせ、こら！」

「お嬢様に対する無礼は、見過ごすわけにはいきませんので」

「くそ、このガキ……！」

　今のデンは白はく皙せきの美少年ともいうべき外見をしている。しかし中身がオーガであることには変わりない。

　むしろさらに進化している分、見かけと違い筋力や耐久力は普通のオーガよりも上回る。

　男がどれだけ足あ掻がこうが、その腕はびくともしなかった。

「放せっつってんだろ！」

　しびれを切らせて、公衆の面前にもかかわらず殴りかかってくる男。

　しかしそれを気にするような観客はこの街にはいなかった。通行人はまったく無関心を装っている。

　それはそれで、こちらとしてもありがたい限りではあったが。

「そこまでです！」

　男の拳がデンに命中する寸前、フィニアが間に割って入り、短剣を男の喉元に突き付けていた。

　酔っていた男もようやく自分の状況を悟って、動きを止める。

「いささか悪酔いが過ぎるのではありませんか？　痛い目を見る前に酔い覚ましに行くことを提案します」

「このアマ……」

「彼女の言うことももっともだね。これ以上はわたしも見ていられないんだけど？」

　俺はレティーナをかばうように前に出て、腰のカタナの柄つかに手を置いた。

　そこでようやく、男たちは俺たちの服や武装に気が付いたようだった。

　魔術学院高等部の制服。それは充分な資産と権力を持つ家の子女である証あかしだ。

　そこらの酔っ払いには、いささか荷が勝ち過ぎる相手と言えよう。

「おい、行くぞ」

「あ、ああ……」

　尻尾を巻いて、あたふたと立ち去る男たち。

　結構派手に立ち回ってしまったようだが、しかし周囲の住人は一切関心を持っていないようだった。

　それだけ、この街の住人は周囲に対し無関心を貫いていることがわかる。

「……面倒な街だな」

　互いが無関心ならば、それだけ情報が少なくなってしまう。

　ここから先の調査は難航しそうな気配を、俺は感じていた。




「ということがありましてね。本当に治安の悪い街ですわ！」

　宿に着き、ミシェルちゃんと合流するなりレティーナは憤ふん慨がいの声を上げていた。

　もちろん部屋で会合するのも悪くないが、あいにく彼女たちが取っている部屋はそれほど広くない。

　それぞれ身体からだも大きくなった六人が話し合うには、さすがに狭すぎた。

　そこで俺たちは宿の食堂へ行き、そこでついたてで仕切られた席を借りることで、話し合うことにした。

　もちろん声は筒抜けではあるが、視線を遮ることはできる。それに聞き耳を立てている者がいれば、俺が気付くことができるので、とりあえずは問題ないはずだ。

「と言っても、ここまで大きな声は問題なので、レティーナはもう少し声を下げて」

「うっ、それは申し訳ありませんでしたわ」

「まあ、レティーナの怒りも理解できるけどね。問題は街の人の無関心の方」

　運ばれてきた料理をつつきながら、俺は溜ため息いき混じりに頬ほお杖づえを突いた。

　ハラリとテーブルの上に流れる髪が鬱陶しく感じる。

「あまりにも周囲に無関心すぎる。あれじゃ何かおかしなことがあっても気付かない」

「街の情報収集が難しくなるって事？」

「多分直接的な利害が発生しない限りは、面倒を避けて口をつぐむんじゃないかな？」

「俺、そういう連中と話するのは苦手なんだよなぁ」

　クラウドは事情を聴いてぐったりとテーブルに顔を伏せた。

　彼のコミュニケーション能力は決して低い方ではない。むしろ半魔人というハンデを勘案すれば、例外的に高い方と言える。

　それでもこの街に溶け込むのは難しいと、俺は感じていた。

「うん。下手に動いて注目を集める方が怖い。クラウドとミシェルちゃんも、出歩かない方がいいかも」

　当初は彼女たちに街の情報を集めてもらおうかと思っていた。しかし街がこの調子では、変なトラブルを起こしかねない。

「でも何もしないってわけにもいかないよ？　わたしもレティーナちゃんの力になりたいし」

「ミシェルちゃんはいい子だねぇ」

　頬杖を突いたまま、俺は腕を伸ばしてミシェルちゃんの頭を撫なでる。

　それほど大きなテーブルでもないため、斜め前に座る彼女の頭くらいには手が届く。

「それにご飯もあんまりおいしくないし」

「それが本音か」

「えへへ」

　だが、ミシェルちゃんの主張もわからないではない。運ばれてきた料理は油が大量に使われていて、しかも香辛料も使い過ぎだった。

　それは場所によっては贅ぜい沢たくな料理の象徴だったかもしれないが、この店の場合は技術の稚拙さをごまかすためとしか思えない。

　不ふ揃ぞろいな大きさの野菜を、おおざっぱに炒いためた料理とかが平気で出てくる。正直、俺の野営料理の方がまだマシな出来だ。

「でも、冒険しない冒険者が延々と泊まり続けているというのも、変な注目を集めるかもしれないね。この街なら大丈夫だとは思うけど」

「このまま部屋に隠れてるなんて気が滅め入いるだけだから、何かやることがあるなら喜んでやるぞ」

「珍しくクラウドがやる気に満みち溢あふれていることだし、とりあえずギルドでお話聞いてきてくれるかな」

「待て、俺はいつでもやる気に満ちてるし？」

「それはどうでもいいけど」

「いいんかい!?」

「ギルドも抱き込まれている可能性があるから、話を聞くときは気を付けてね」

「マジかよ……」

　よくある……とは言えないが、こういった地元の権力が頭抜けて強い場合、そういう事態に陥っていることが、往々にしてある。

　それを聞いてクラウドはショックを受けたようだった。

「ラウムでも、マクスウェルやコルティナの発言は無視できなかったでしょ」

「そりゃ、あの人たちの言葉はどこだって無視できないよ」

「規模が小さいだけで、こっちでも似たようなものだよ。英雄としての権威か、金の力かの違いだけで」

「大人って汚いぃ」

「それを知っただけでも、一つ大人になれたね」

　そこでまじめな話に戻すべく、俺はレティーナに顔を向けた。

「レティーナ。今回の相手、やってることは違法薬物の栽培だったっけ？」

「ええ、その噂うわさがありますわね」

「どんな薬かわかる？」

「確かキノコを使った、向精神薬みたいなモノだったはず。種類はわかりませんけど」

「キノコか……」

　錬金術を学ぶ過程で、避けては通れない相手と言える。

　もちろん高等部でも取り扱うのだが、違法な品の扱い方を授業で教えるわけにもいかない。

　レティーナが知らないのも、無理はない話だった。

「通常なら水か蒸留酒で薬効成分を抽出するとか、乾燥させて粉末にしてから吸引するんだけど、それって他の素材でも同じようなものだし」

「でも、街中に流通させるほど取り扱っているのなら、大量の水や塩を使用しているはずですわ！　それを調べれば──」

「すでに料理長さんに聞いた。おかしい人はいないって」

「むむぅ」

　レティーナは自分の提案を即座に却下され、がっくりとうなだれた。しかし出発点としては悪くない。俺だって真っ先に調べた場所だったのだから。

「単にわたしの方が先に調査を始めただけだから気にしないで。それよりも、ミシェルちゃんとクラウドはマスクの売れ行きを調べといて」

「マスク？　浄化ピユーリフアイを付与したやつ？」

「それだけじゃなく、普通の防ぼう塵じんマスクでもいいよ。魔道具は高価だから、人海戦術には向いてない」

「なんで人海戦術ってわかるんだ？」

「そりゃ、より儲けを出すには数で挑むのが一番簡単だから。で、数で挑むならマスクなんかも大量にいるでしょ。キノコは特に胞子が飛び散るから」

「あ、なるほどな」

　薬効成分を抽出し、それを濃縮した物の方がもちろん効果は高い。

　しかし微量でも大量に吸い込み続けた場合、まず間違いなく中毒に陥るはずだ。

　それを防ぐためには、やはりマスクといったアイテムが必要になってくる。

　ましてや違法薬物。作業場で中毒になって前後不覚に陥り、暴れたりして官憲の手が入ってしまえば、商売が台無しになってしまう。

「わかった、調べとくよ。ついでにカモフラージュとして、なんかの薬草採取の依頼でも受けておくか。そしたらマスクを調べてもおかしくないし」

「ニコルちゃん、クラウドくんがなんか変！　ちゃんと頭使ってるよ！」

「ひでぇ！」

　ミシェルちゃんが珍しくクラウドをからかっている。それくらい、気安くなったということか。

　大人しい性格の彼女が人をからかうとは珍しい。

　それはレティーナにとっては初めて見る光景だったかもしれない。驚いて目を丸くしている彼女の顔は、中々に見ものだった。




　とりあえずミシェルちゃんとクラウドに、防塵マスクの出荷状況を確認させることにして、俺たちは寮へ戻った。

　時間はそれほど経たっていないので、まだまだ街路には人の姿がある。

　俺たちは揃そろって美少女な上、今はデンも目立つ外見をしているので、人買いからすれば実に狙い目な集団になっている。

　なので犯罪に巻き込まれにくい、こういう人目のある状況は実にありがたかった。

「それにしても、防塵マスクから違法薬物への流通経路を探るのですか。わたくしもその考えはなかったですわ」

「レティーナはこれから領主の仕事も覚えないといけないんだから、妙な数字に目を留める癖は付けておいた方がいいかもね」

「そうですの？」

「そうだよ。例えば小麦が大量に買われていたとするでしょ？　そしたら、近隣に不作だった土地があるとか、戦争の準備をしているとか、小麦を使った新商品が出るとか、そういう原因がどこかにあるはずなんだ」

「ふむふむ？」

「もし不作の土地があったのなら、そこへは多少高値で売りつけても買ってもらえるし、戦争の準備だったのなら、先んじて防備を固める時間ができる。新商品だって、うまくすればおこぼれに与あずかれるかもしれないでしょ」

「なるほどぉ？」

　理解しているのかいないのか、納得の言葉を漏らしながらも、カクンと首を傾かしげるレティーナ。

　もっとも、俺だってこの辺りのセリフは、コルティナから聞いた言葉の受け売りだ。

　知識として理解はしていても、経験として理解しているとはいいがたい。

　それでも『知っている』ということは、大きな武器になる。

　今回だって、そういった間接的な物資の流れから相手に迫るという発想は、この知識が無ければ思いつかなかった。

「ま、わたしも実際に経験したわけじゃないけどね。その辺の詳しいところはヨーウィ侯爵が教えてくれるんじゃないかな？」

「お父様が？　なんだかその辺は大らかな感じなのですけど」

「大丈夫なのか、ラウムの高位貴族？」

　などと横道に逸それた会話をしながら帰路に就いた。

　さすがに人目がある場所では、性質の悪い酔っ払いの数も少ないため、帰りも絡まれるという事態にはならずに済んだ。

　おかげで寮の門限には余裕をもって帰り着くことができた。

　やはり、入寮翌日に門限破りというのはバツが悪い。

「それじゃ、フィニア、レティーナ。また明日」

　三階の自室の前まで来て、俺はレティーナと別れの挨拶を交わす。

　彼女の部屋は俺の部屋から少し離れた場所にあり、使用人の部屋はその向かいにある。

　デンの部屋も、俺の部屋から廊下を隔てた向かい側にあるので、呼べばすぐにやってこられる位置だ。

　生徒と使用人の部屋が向かい合わせになっているのは、この寮の基本的な構造でもある。

「はい、おやすみなさいませ、ニコルさん」

「私は今日、レティーナ様と同室で休むことになっていますので、ご用の際はそちらにご連絡ください」

「同室？」

　部屋があるのにわざわざ？　と俺は少し疑問に思う。

　それを察してフィニアは説明を返してきた。

「はい。今日はカインの部屋に侵入なさったのでしょう？　ですから向こうが何らかのアクションを起こしても対応できるように、と」

「ああ、こちらに疑惑をもって早速刺客を送ってくると思ったんだ？」

「心配し過ぎかもしれませんが」

「いや、その警戒心は忘れないで。警戒のし過ぎってことはないから」

　特に今回は、敵に悪意があり過ぎる。

　レティーナの送り込んだ冒険者たちは誰一人帰ってきていないのだ。それは相手が容赦しない性質を持っていることを意味する。

　ましてや、レティーナもフィニアも女性である。命はあっても他のすべてを奪われるという事態だって存在する。

　警戒はしておいた方がいい。

「なるほど。でしたら私もニコル様の部屋で待機していた方がよろしいでしょうか？」

「ちょ、デンさん!?」

「それは反対です！」

　フィニアの言葉を受けて出したデンの提案に、レティーナとフィニアが驚きよう愕がくする。

　だがその驚愕も当然と言える。さすがに妙齢の女性となった俺と同室はまずいだろう？

「デン、それはちょっと困る」

「困りますか？」

「変な噂が立っちゃうのは、さすがに。それにそんな話を聞きつけたら、父さんが暴走しちゃう」

「それは死ねますね。やめておきましょう」

　デンとライエルに直接の面識はなかったが、噂くらいは聞いたことがあるようだ。

　それにハスタール神からも、奴やつの実力については聞かされているはずだ。

　いかにデンがオーガからさらに上位の存在に進化したといっても、ライエルと聖剣の前では太刀打ちできようはずもない。

　しかし主あるじの危機と自分の命を天てん秤びんにかけて、あっさりと自分を選ぶ辺り、こいつもいい性格に成長してやがる。

　俺が憮ぶ然ぜんとした視線を向けると、ニコリと邪気のない微笑ほほえみを浮かべて華麗に一礼し、自室へと戻っていった。

　どうやら、からかわれていたのは俺の方だったらしい。

「それでは私も失礼しますね。行きましょう、レティーナ様」

「ええ、それではニコルさん、おやすみなさいまし」

　フィニアに促され、レティーナも自室へと向かう。

　さすがに寮内の同じ階で、万が一もないだろう。
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　翌日、俺はノックの音で目を覚ました。窓からは眩まぶしい朝日が差し込んでいる。

　昨夜はあまり動き回り過ぎるのも警戒されると思い、調査は自重していた。

「ニコル様、お目覚めですか？」

「おはよう、デン。昨夜はなにもなかった？」

「はい、特別なことはなにも」

　俺はベッドから這はい出し、デンを迎え入れるべく扉の鍵を外しに向かう。

　ガチャリとドアを開けると、その向こうにビシッと執事服を着こなしたデンが立っていた。

　無防備にドアを開けた俺を見て、デンは密ひそやかに溜ため息いきを吐つく。

「ニコル様。その格好は、いささかはしたのうございますよ」

「いいじゃない、デンしか見てないんだし」

「そういう問題ではありません。どうやらレティーナ様のスパルタ教育では足りなかったようですね」

　やれやれ、と言わんばかりに首を振って見せる。

　しかしその手に持ったトレイはピクリとも動かない。トレイの上には今日の朝食が載っていた。

「それ、朝食？　一緒に食べよ」

「その前に着替えてください。私はここで待ってますので」

「中……はさすがに問題があるか。ちょっと待ってて」

　デンはオーガなので、別に見られても気にはならないが、外聞には影響する。

　男を部屋に連れ込んで着替えて出てきたところを見られると、さすがに噂うわさのタネにされてしまう。

　俺は手早く制服に着替え、乱れた髪を手て櫛ぐしで整える。本当ならきちんとブラシを掛けないといけないが、時間をかけると外で待たせているデンが可哀かわい想そうだ。

「おまたせ」

「髪が乱れてますね」

「デンって意外と細かいな」

「今は私がニコル様の執事ですので」

　俺が室内に据え付けられた小さめのテーブルに着くと、即座にデンが朝食を並べてくれた。

「髪は私が整えますので、ニコル様は食事を済ませてください」

「まるでフィニアみたいなことを……」

「時間の節約としてなら、悪くないですね。マナーとしては少々悪いですが」

「言いたいことを言うようになったな」

　俺は目の前のトーストにバターを塗りたくり、モクモクと口に運ぶ。

　合間にポットから香茶を注ぎ、喉の奥へと流し込んだ。

「むぐ、この朝食はデンが作ったの？」

「いえ、フィニア様が。私は料理の方はあまり得意ではないので。ハスタール様も雑な料理しか作れなかったので、教えていただけませんでした」

「あー、料理とかは雑そうだもんね、あのオッサン」

「決して下手なわけではなかったのですが、なんといいますか、野外料理のようなモノばかりで」

　シャキシャキとした歯応えのサラダを口に運び、飲み下す。

　みずみずしい野菜の感触と、爽やかな香気が鼻を抜けていく。これは新鮮な野菜を使っていないと、出てこない食感だった。

　さすが貴族様御ご用よう達たしの学院。朝食にも新鮮な食材を用意しているようだ。

「うん、さすが貴族が多い高等部。いい食材使ってる」

「フィニア様も楽しそうに調理しておりましたよ」

「でしょうね」

　フィニアの料理は、一種の趣味でもある。

　彼女にとってもいいストレス発散になったことだろう。

　そんなことを考えながら朝食を終え、食後にもう一杯香茶を楽しんでいたところで、デンも俺の髪を整え終わっていた。

　席を立ち、姿見に自分の姿を映して身み嗜だしなみをチェックする。

「うん、大丈夫」

「ニコル様、授業の用意はこちらに」

「ありがとう」

　俺が鞄かばんを受け取ったところで、またしてもドアがノックされた。

　こちらの返事を待たず、騒々しい声が聞こえてくる。

「ニコルさん、学校に行きますわよ！」

「……レティーナ、朝は静かに」

　どうやら彼女は朝から絶好調のようだ。俺はデンと含み笑いを交わしながら、ドアを開けた。




　デンとフィニアに寮内の調査を任せ、俺とレティーナは登校することにした。

　今は眼帯を着けているので魅了の力を発揮していないが、それでも目立つ青銀の髪は太陽の光を反射して輝きを放っている。

　その光が否応なく行きかう人の視線を惹ひきつけていた。

「視線が痛い」

「そんなの昔からだったでしょ」

「慣れるまでしばらくはこのままかぁ」

　校舎に入り、校内用の靴に履き替えようとロッカーの扉を開く。

　すると中から手紙がドサドサと雪崩を打って流れ落ちてきた。

「……またか」

「初等部でもありましたわね、この光景」

「なんでレティーナには手紙来てないの？」

　俺はもちろんだが、レティーナも負けず劣らず美少女だ。少々胸は足りないが。

　しかも同じく転入生。条件なら俺とそう変わらないはず。

　だというのに彼女のロッカーには、一通の手紙も入っていなかった。

「わたくしは転入初日に『今日からあなたたちのクラスメイトになってあげてもよくってよ、オーホッホッホ』と高笑いを上げたので、敬遠されてますの」

「目立つのが役目でしょうに？」

「これ以上ないくらい目立ちましたわよ！」

「そっち系!?」

　確かにその言動なら、最高に目立つだろう。しかし人が寄り付かなくなっては調査どころではない。

　ドン引きされては、会話もろくに成立しない。

　俺は膝をついて手紙をかき集め、まとめて廊下の脇に置いてあったゴミ箱に投げ込んだ。

「あら、お返事は書きませんの？」

「なんて書くの？　この数だとそれだけでも一苦労なんだけど」

「当たりのお相手がいたかもしれませんのに」

「レティーナ、面白がってるでしょ」

「実はかなり」

　生真面目に返事を返したレティーナの頬ほおを、俺は両手でつねり上げた。

「いひゃい、いひゃい！」

「友達をからかった罰だよ。もうしない？」

「ひゃが、ふぉふぉわりゅ」

「『だが断る』？　言ってくれるじゃない」

　対抗するように、レティーナも俺の頬に腕を伸ばしてくる。

　それを仰のけ反ぞるようにして躱かわし、制裁を続ける俺に、別の生徒が話しかけてきた。

「あの、おはよう、ニコルさん」

「あ、おはよう」

「レティーナさんもおはよう」

「おひゃようごじゃいましゅわ」

「……プッ」

　頬を引っ張られたままの顔で返事をしたレティーナに、その女子は小さく噴き出した。

「にゃんですの？」

「いえ、すみません。レティーナさんはもっと取っ付きにくい人かと思っていました」

　さすがに会話の最中に頬を引っ張り続けるのは可哀想だと思い、俺は手を放す。

　レティーナは真っ赤になった頬を両手で押さえ、フニフニと揉もんでいた。

「もう、酷ひどいですわ、ニコルさん」

「知らないし」

「ニコルさんも、もっと近寄りがたい人かと」

「わたしは貴族じゃなくて平民だから」

「でもあの六英雄の血筋ですもの。そこいらの貴族より、よっぽど……あ、ごめんなさい」

「別にいいよ」

　それは幼い頃から常に言われてきたことだ。今さらこの程度で堪こたえたりしない。

　むしろそこを気にしてくれるだけ、彼女は気遣いができると言えるだろう。
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　カインは侵入のあった翌日から、室内の警備を強化していた。

　微かすかな花の香りが残されていなければ気付かないほど、鮮やかな侵入をしてきた相手。

　それは以前乗り込んできた冒険者とは違い、一線を画した実力の持ち主の姿を思わせた。

　時間の取れる昼休みなどにも頻繁に自室に戻り、さらに侵入の痕跡や、正体に繋つながる遺留品がないか調べてはいるが、芳かんばしい結果は出ていない。

「今回はさすがに、その道のプロを送り込んできたということか？」

　カインは苛いら立だたしげに髪をかき上げ、吐き捨てる。その足はそそくさと寮の自室へと向かっていた。

　昼休み恒例の、自室近辺の確認をするためである。

　室内に目立つ証拠は置いていない。しかしそれらを隠している場所に繋がる通路がそばにある。

　それを見つけられてはいないか、確認するのが彼の日課だった。

　以前の冒険者二組は、捕らえ、拷問した結果、ラウムの首都に所属する冒険者とだけ判明していた。

　彼らも直接の依頼人が誰か、把握していなかったようだ。相手の黒幕はどうやら最低限の慎重さは持ち合わせているらしい。

「怪しいのは、やはり……ヨーウィか」

　最近になって転入してきた婚約者。彼女が自分との婚儀に反対していることは、カインも知っている。

　しかし、彼女は以前よりさらに奇矯な性格になっていることが知られており、ここに乗り込んできたとしてもおかしくはない。

　幼い頃は冒険者の真似まね事ごとをしていたと聞くし、それは転入初日の挨拶でも表れていた。

　自分が狙われているというのに、相手が見えてこない。そのプレッシャーは、予想以上にカインにストレスを与えていた。

　数日で我慢比べの様相を成し、『クスリ』の出荷も控えている。

　万が一、在庫を隠している場所が見つかっては、自分の身の破滅に直結する。

　公爵家の跡取りは、自分だけではない。弟たちが存在する以上、大きなミスをすれば、父は自分の首を切るくらいはするだろう。

「まったく、面倒な。しかしあの女の人気は捨てがたい」

　奇矯ではあるが気さくな性格のレティーナは、ラウムの市民に人気があった。

　彼女と彼女の連れてきたニコルという少女。それと平民のもう一人。冒険者の真似事をしていた三人は、ラウム市民から妹や娘のように可愛かわいがられていた。

　首都に進出するなら、彼女の築いてきた人気はぜひ欲しいと、カインも理解している。

　それに彼女の連れている使用人。フィニアという少女も捨てがたい。

　美しい容姿、長い寿命、そして見かけによらぬ身のこなし。立ち居振る舞いからも彼女がそれなりに戦闘をこなせる人材だと、カインは見抜いていた。

　さらに使用人としても、教育が行き届いており、手に入れればどれほど自分が楽しめるか、夢想してしまう。

　平民でなければ、ぜひ側室にと考えていたことだろう。もっとも、平民だからこそ気軽に捨てられるという物でもあるのだが。

「そこらの雑魚だったら処分して終わりなんだが……」

　もし彼女たちが侵入者に繋がっていた場合、何らかの手を打たねばならない。

　もっとも、その手法は彼には心当たりがある。

「いざとなれば、薬漬けにするか。あまりやり過ぎるとモンスター化してしまう危険もあるが」

　ニタリと笑みを浮かべるカイン。そこで彼は、寮の廊下の向こうから、一人の女性がやってくるのが目に入った。

　長い金髪をなびかせた、美しい──というか愛らしいといってもいい少女の姿。

　今はヨーウィ侯爵令嬢レティーナに仕えているフィニアである。

　慌ててニヤけた顔を引き締め、いつもの怜れい悧りな……と彼が思っている表情に引き戻す。

　フィニアもカインの存在に気付いたようで、やや強こわ張ばった顔つきで廊下の端に寄り、深々と礼して彼が通り過ぎるのを待っていた。

　双方が何ごとも無かったかのようにすれ違う一瞬──カインは、嗅ぎ慣れない芳香に気付いた。

　それは自室で嗅ぎ付けた花の香りと同じ物。正確には違うかもしれないが、同等の素朴な花の香りだった。

「お前、その花の香りは──」

「ひゃ、はぃ!?」

「ああ、驚かせて済まない。君、その花の香りは何かな？」

　思わず素の横柄な口調が漏れてしまうが、落ち着いて表面を取り繕う。

　平民にゴマをするようで、内心は苛立たしい気分だったが、レティーナに悪評を伝えられては困ると考えていた。

「あ、こ、これですか？　自分で作った匂い袋ポプリなんですけど……ご不興を買いましたのでしたら、すぐに外します」

「いや、不快というわけではないんだ。嗅ぎ慣れない香りだったものでね。すまなかった。仕事の邪魔をしたね」

「いえ、そんな」

　自分の纏まとう香りが問題にならなかったという安あん堵どからか、フィニアは笑みを浮かべる。

　その笑顔にカインは再び嗜し虐ぎやく心しんを刺激されるが、それを強引に押おし留とどめた。

　ここで引き留とめては、相手に不審を覚えられると思いなおし、カインは足早にその場を立ち去った。

　せっかく掴つかんだ相手の尻尾だ。ここで悟られて逃がすような真似はしたくない。




　その日のうちにカインは、いくつかの『クスリ』を手に街へと繰り出した。

　もちろん数日止めていた『業務』の都合もあったのだが、昼に出会ったフィニアの件についても、やることがあった。

　わざと小汚い服装を纏い、髪や顔を汚して変装をする。

　いくつかの街路を曲がった先にある、人目の少ない薄暗い路地で立ち尽くすこと十数分。しばらくして酔っぱらったような足取りの男たちが彼の周囲を取り囲んでいた。

「よう、すまないね、ダンナ。ご足労願っちまってよ」

「出す物を出して貰もらえるなら構わないさ。こっちだって商売だからな」

　いつもなら彼が直接取り引きに顔を出すことなどない。しかし今回は緊急で『クスリ』が必要ということで、様子を見に出てきていた。

　それに、頼みたいこともある。

「へへ……本当に悪いな。ちょっとばかり『クスリ』の力に頼らないといけなくなってな」

「それは構わんが、分を弁わきまえておけよ。使い過ぎると毒になる。俺の知ったことではないがな」

「心配してくれるんで？　俺たちも相応の得意様になったってわけだ」

「のぼせ上がるな。ほら、『クスリ』だ。出す物出せ」

　カインの取り扱う薬物は、過剰摂取するとモンスター化してしまう性質があった。

　これは素材の性質によるものだが、街中でモンスターの出現騒ぎを起こされては、彼も困る。

　その辺を注意していたのだが、この客はその意図を取り違えているようだった。

　だがカインとしても、売り上げが上がるならこれ以上苦情を差し挟むつもりはなかった。

　万が一モンスター化しても、この街ならばある程度なら揉もみ消けせるという自信があったからだ。

　何より、今回の薬は特別製である。いつもより濃度が高いため、まず確実に人間をやめてしまうだろう。

　しかし、今回はそれによって起きる騒動が目当てである。

「それより、お前たちに少し頼みたいことがあってな」

「あん？」

　取り引きが落ち着いたところで、カインは男たちに話を持ち掛けた。

　声を潜め、さらに人目のない暗がりへと移動していく。

　カインが持ち出した話、それは男たちにとっても無関係ではなかったのだった。
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　元々暗殺者として大成した俺にとって、錬金術を始めとした魔術儀式というのは、実は少々苦手な面がある。

　自分で言うのもなんだが、細かなところに気が及ばず、また事をシンプルに纏めてしまおうという性格であるため、細心の注意を必要とする調薬作業は、俺にとって天敵ともいえた。

　勢いよく薬品を瓶にぶちまけ、謎の煙を大量発生させてしまったり、薬効を台無しにしてしまったりということが何度かあり、この高等部でも意外とドジというイメージが定着しつつある気がする。

　だが魔術理論に関しては、マクスウェル直伝のため、抜群の成績を残していた。

「ほら、ニコルさん！　早く着替えませんと」

「え、次の授業って魔法の実技実習だよね？」

　一限の授業を終え、レティーナから着替えが必要と聞かされて、俺は首を傾かしげる。

　魔法の実技実習。つまり魔法を放つという行為だけなら、着替える必要などあまりない。

　初等部の頃も体力練成や水練以外では、着替える必要などあまりなかった。

「今日の実技は、パーティを組んでのモンスター討伐ですわよ？」

「なにそれ、聞いてない」

「高等部はより実践的な魔法の使用法を教えてますのよ？　実戦が無いはずがありませんわ」

「そりゃそうだ」

　さいわいにして、指定の体操着は用意してあった。俺はこういった一般的な生活では頻繁にドジを踏むため、着替えは必須なのだ。

「うん、日頃の備えは大事」

「そっちの備えは普通必要ないはずですけど？」

「うるさい。ほら、更衣室へ行くよ！」

　レティーナのツッコミをごまかすように、俺は彼女の手を引いて教室から飛び出した。

　さすがにこの年齢になると、教室内で男女が着替えるというわけにはいかない。奔放な性質のあるエルフのレティーナなら、気にしないかもしれないが。

　そう考えると、貞淑なフィニアは奇跡のような存在なのかもしれない。




　俺たちは更衣室に飛び込み、指定の体操着に着替える。すでに更衣室には何人も女子が集まっており、実に姦かしましい状態になっていた。

　十年ほど前の俺なら、この状況に歓喜していたところだろうが、今の俺にとって意識するような状況でもなくなっている。

　確かに年頃の少女の着替えを目にするというのは、中々あるモノではないが、いかんせん俺の方が女性らしい体つきをしているので、見慣れてしまったのだ。

「うう、なんだか負けた気がする……」

「なにを仰おつしやっているのやら。あなた、このクラスでも圧勝しているでしょうに」

「そういう意味じゃなくて」

「どういう意味ですの？」

「いや、いい」

　出るところは出ていて、それでいて手足やウェストは細く華きや奢しやな体型。

　輝く銀髪に整った容貌。そして眼帯やオッドアイというアクセント。

　レティーナが言うように、俺はこのクラスでも……というか学年全体においても飛び抜けた容姿をしていた。

　しかしそれは俺が欲しいモノじゃない。俺が望むのは、もっとこう……勇ましい類のモノだ。

　とにかく、激しい運動をするのなら、下着から付け替える必要がある。

　運動用にデザインされたそれを身に着け……ああ、これも手て馴なれてしまったものだ……半袖にスパッツという運動着に着替える。

　これに野や暮ぼったい上着を羽織って集合場所の運動場に移動した。

　ほどなくして授業開始の鐘が鳴り、実習担当の教員がやってくる。

「全員揃そろっているな。欠席者は返事しろ」

「欠席してたら無理でーす」

　教員はやや寒いお約束の冗談で場を和ませ、生徒を整列させてから、出欠を取る。

　それから今日の授業内容を口にしつつ、十名ほどの冒険者を運動場に呼び寄せた。その中にはミシェルちゃんやクラウドの姿もあった。

「あ、あれ？」

　こちらが姿を見つけたことに気付いたのか、二人は小さく手を振って返してきた。

　その顔には悪戯いたずらが成功した子供のような笑みを浮かべている。

「今日は予定通り、森に入って実際に魔法を使った戦闘を行ってもらう。もちろん君たちはそういったことには不慣れだろうから、護衛の冒険者も一緒だ」

　教員の言葉に十名程度の冒険者がそれぞれ軽く会釈を返す。

　彼らは緊張した面持ちで一列に並んでいた。

「森の中に関しては彼らが先輩だ。諸君がたとえ貴族位を持っていたとしても、彼らの言うことには必ず従うように。さもないと命の保障はできないからな」

　教員の忠告に、ゴクリと唾を飲む音が、そこかしこから聞こえてきた。

　やはり貴族の子息といえど、実戦を前にして緊張を隠すことはできないらしい。

　もっとも経験豊富な俺とレティーナは、慣れたものだったが。

「それでは各自、四、五人の班を作ってくれ。そこに彼ら冒険者を入れて行動してもらう。今日は二限と三限を実習に取っているから、昼までたっぷりと森で楽しんでもらうぞ」

　教師の言葉を受け、生徒たちは思い思いの集団を作り始める。

　しかし俺もレティーナと組むことにしたが、他の生徒が寄り付かなかった。

「なんで？」

「そりゃ、命を預けることになる実習で、しょっちゅう気絶するニコルさんは敬遠されて当たり前じゃありませんこと？」

「うっ、しかし経験は一番豊富なはず」

「それを知っている生徒はわたくししかいませんわね」

「ぐぬぅ」

　如い何かに俺が美貌の持ち主といえど、命にかかわるとあっては実力を重視するしかなかったようだ。

　しかし、捨てる神あれば拾う神ありというべきか、二人組の女子生徒が俺に声をかけてきた。

「ニコルさん。よかったら、私たちと一緒に行きませんか？」

　それは朝にロッカーで声をかけてきた女子生徒だった。

　少し大人しそうな生徒ではあるが、高慢な性格の者が多いこの高等部において、人柄はずば抜けて優しそうだった。

「えと、いいのかな？」

「もちろん。レティーナさんも成績優秀だし、できるならこちらからお願いしたいくらい」

「なら大歓迎」

　万が一彼女たちがかなり鈍かったとしても、俺とレティーナ、それにミシェルちゃんたちが一緒なら、問題はあるまい。

　ミシェルちゃんたちも、そのつもりでこの仕事を受けたのだろうから。

「えっと……」

「あ、私の名前はサリカです。サリカ・ヘリオン。彼女はザナスティア・アマミヤ」

「ドワーフ……？」

　紹介されたもう一人の少女は、高等部の生徒にしては小柄な体格だった。だがアマミヤという姓はマタラ合がつ従しよう国こくの一部地域にある独特の姓だ。

　あちらも、ガドルスのような平民は姓を持たないが、それがあるということは、結構育ちのいい留学生なのかもしれない。

「ザナスティアです。ザナスと呼んでください。よろしく」

　ぺこりと、勢いよく頭を振り下ろしてお辞儀をする。その仕草は初等部の生徒と言われても違和感がない。

　とにかくこれで俺たちの班は人数を満たしたことになる。

「俺も交ぜて！」

　そこにさらに声をかけてきたのは、サリヴァンだった。

　細身で中背。ヘラリとした振る舞いが無ければ、どこか生まれ変わる前の俺に似た雰囲気を持っている。

　しかしこのメンツに声をかけてくるとは、中々に勇気がある。

　女子ばかりの中に男子一人で突撃するのは、いろいろと気恥ずかしいものがあるはずなのに。

　俺はレティーナに視線を向けると、彼女も軽く肩を竦すくめて同意を返す。

「ま、いいんじゃないかな？」

「やったぜ！」

　人数が集まったことで、授業に参加することができるようになった。

　一時はどうなることかと思ったが、無事に森に入ることができそうだ。




　素知らぬ顔で挨拶してくるミシェルちゃんとクラウドに、俺とレティーナは死んだ魚のような視線を送る。

　ここにこうしている以上、俺たちを驚かそうとしてやってきたことは明白である。

「こんにちは。わたしはミシェルっていうの。よろしくね！」

「俺はクラウド。前線の防御を担当する。今日はよろしく頼むよ」

「なにを白々しい」

　俺の言葉に視線を逸そらすクラウドと、「えへへぇ」と後頭部を掻かいて誤ご魔ま化かすミシェルちゃん。

　そのやり取りにサリカとザナスティアは目を丸くする。

　ちなみにサリヴァンは目をハートにしていた。ミシェルちゃんに手を出したらコロス。

「お二方とは知り合いなんですか？」

「ええ、まあ……というか、元仲間です」

「ニコルちゃん、ヒドイ！　今も仲間だよぅ」

「わたし、今は生徒なので」

　悪戯の仕返しに、ツンとした態度を取って反撃する。

　そんな俺の仕草に、慌てたようにミシェルちゃんが弁明した。

「ニコルちゃん、怒らないで？　あのね、クラウドくんがね、どうせ話しないといけないんだったら、こっちから出向こうって言うから」

「あ、こら、ミシェル！　俺のせいにするなよ!?」

「別に怒ったわけじゃないけどね。でも迂う闊かつに顔を出すのはどうかと思うよ」

　ここは敵地でもある。俺やレティーナと彼女たちが知り合いだと知られたら、何らかの行動を起こされる危険があった。

　できるならば、彼女たちは距離を取ってもらいたかった。

　だがそれをここで諭すのは危険かもしれない。なにせ今は教員の目が光っている。

「とにかく、今は初対面の振りをしておいて」

「え……うん、わかった」

　俺の神妙な顔に、ミシェルちゃんは反論をせずに受け入れた。

　彼女は俺を信頼してくれているので、説明が不足している状況でも素直に俺の言葉を聞き入れてくれる。

　その反応を、俺はありがたいと感じていた。

「よし、冒険者との顔合わせは終わったな？　それでは今から森に行く。昼までにモンスターとの戦闘を三度は経験しておくこと」

　教員の言葉に周囲を見ると、すでに七組の集団ができていた。

　三十人近い生徒が、俺たち以外はそれぞれ四人ずつ班を作った計算だ。それに冒険者が一名から二名ついていくことになる。

　移動の時間を考えると、昼休みまで二時間強。その間に三度の戦闘となると、結構厳しいノルマを課されたことになる。

　探索能力の高い俺たちの班はともかく、他の班は敵を探し出すだけで一苦労だろう。

　先頭を行く教員についていきながら、俺はそんなことを考えていた。

「じゃあ、二人は初等部の頃から冒険を？」

「うん、ニコルちゃんがいてくれて本当に助かったんだよ？」

「一応俺の師匠でもあるからな。そこいらのガキとは違ったよ」

「確かにニコルちゃんは綺き麗れいだもんな。そりゃ注目されるって」

　移動の間、ミシェルちゃんとクラウドはサリカたちと談笑していた。あと何かと女子生徒にゴマをするサリヴァンに、クラウドは微妙な顔で対応していた。

　彼はこういう典型的なタラシ男とは、あまり相性が良くないのかもしれない。

　しかし二人とも、俺の過去について過大に誇張して話すのは、遠慮して欲しいところだ。

「サリカちゃんってベリトの出身だったんだ？　じゃあ世界樹とか、見たことある？」

「そりゃ、地元だもん。だからニコルさんのことが気になって」

「あ、教皇様を助けたんだっけ。ひょっとしてニコルちゃんって地元の英雄？」

「銅像を建てるかどうか、まじめに議論されたほど」

「うわぁ」

「勘弁して……」

　サリカがフォルネリウス聖樹国の首都ベリト出身とは知らなかった。

　しかしそこで起こっている事態を知って、俺は頭を抱えそうになった。

「ちなみに主導しているのはアシェラ様本人」

「止めなきゃ！」

　今度会ったら絶対釘くぎを刺しておかないと。そう決意して、俺は拳を握る。

「そういえばあの一件以降、世界樹が鳴きだしたとか噂うわさがあるんだよ？」

「世界樹が──鳴く？」

「うん。夜中にキシッ、キシッって」

　俺は一瞬、世界樹の内部に逃げ込んだクファルが何かしたのかと、疑いを持った。

　しかしいくら変異種のスライムとはいえ、世界樹に干渉するとなるととんでもない力が必要になるはずだ。

　それこそ世界樹をへし折った破戒神クラスの力が必要になるはず。

　クファルにその力があるとは思えないので、これはおそらく別件なのだろう。




　俺たちはその後も世間話を交えながら、パーティの役割を話し合っておく。

　こういう前準備が団体行動では必要だと、ライエルたちと組んで学んでいた。

　街を出ればすぐに森というこの国特有の地形なので、この街も門を出たところはすでに深い緑に囲まれていた。

「よし、それでは開始しよう。くれぐれも冒険者の言うことには従うように」

　教員の言葉で、それぞれの班が動き出す。

　ここまでの移動でそれぞれが話し合い、最初は緊張していた生徒たちも打ち解け始めていた。

　だがそれは、気位の高い貴族の子息という本性が漏れ始めたことでもある。

　そうなると平民出身どころか、出自すら明らかではない者が多い冒険者の言葉など、聞き入れない生徒も出てくる。

　だからこそ、教員は冒険者の指示に従うよう、念を押していた。

「やれやれ、この私が冒険者風情の言葉に従うとはな」

「かといってこの課題を達成できねば、単位を落としますからな。ツライところです」

　その証拠にあちこちから不平を漏らす声が聞こえてきた。

　もちろんその声は教師にも届いていたが、いつもの事なのか聞き流していた。

「さて、それじゃわたしたちも行こうか」

「うん、でもどこへ？」

「それは『冒険者さま』にお任せするしかないね」

「えー、ニコルちゃんが索敵してくれるんじゃないの？」

「それは課題にありませーん」

　俺の言葉にミシェルちゃんは途方に暮れた顔をした。

　彼女も感覚は鋭い方だが、俺に比べるとさすがに及ばない。だがまあ、いじわるするのはこれまでだ。

　俺も無駄に単位を落としたくはない。

「ほら、こっち」

　森の一角を指し、俺は先行することにした。

　ひときわ藪やぶが深く、獣道もない場所。大抵の班が進んでいった獣道とは違う。

「ニコルさん、そっちは道なんてないよ？」

「うん、うん」

　サリカが疑問を呈し、ザナスティアが首をコクコクと振る。

　彼女たちの疑問ももっともだが、今回の課題は戦闘を三回である。

　獣道を残すような大物を狙う必要はない。そこいらの野鳥でも戦闘の一つに数えられる。

「さっきチラッとラウムキジの姿が見えたよ」

「ほんと!?　あの鳥、美味おいしいんだよね」

　ラウムキジはこのラウムの森林地帯に生息する、大型のキジだ。

　羽を広げたら二メートルに及ぶ大きな身体からだを持っているが、基本的に草食で人は襲わない。

　しかし襲撃された場合は、その大きな身体を支える爪で掴つかみかかってくるため、素人には少しばかり荷が重い。

　それにしてもミシェルちゃん、最初に出た感想がそれなのか？

「ミシェルちゃんの言葉は無視するとして、あれも充分モンスターの範はん疇ちゆうに入るから、まずはあれから相手しようか？」

「う、うん」

　サリカが緊張した面持ちで頷うなずく。ザナスティアも同じ感じだ。

　しかしクラウドやレティーナはすでに慣れたもので、それぞれの得物に手をかけていた。

　そして、俺の言葉に意気揚々とミシェルちゃんは弓を抜いた。

　前線に立つのはクラウドと俺。カタナを抜いた俺と盾を構えたクラウドが横一列に並ぶ。

　広がって待ち受けるのは、敵が後ろに抜けないようにするためだ。

　サリカとザナスティアは魔法偏重型なので後ろへ。対してサリヴァンは中間距離を維持する遊撃に入りたいと主張していた。

「じゃ、ザナスティアさんとサリカさんは後方から攻撃、レティーナは──」

「ザナスって呼んで。ね？」

「う、うん。えと、レティーナは万が一に備えてサポートに。できる？」

「問題ありませんわ」

「ミシェルちゃんは……」

　俺の言葉に、ミシェルちゃんは目を輝かせて拳を握った。やる気に満ち満ちている。

　そんなにあの鳥が食いたいのか？　食いたいのだろうな。

「まっかせて！」

「一撃で仕留めちゃうから待機で」

「えー」

　彼女の腕はすでに超一流の域にある。

　彼女が参戦してしまっては、一瞬でカタが付いてしまうだろう。学院の課題である以上、さすがにそれはバツが悪い。

「そんな残念そうな声出さなくても、逃がしたりしないよ」

「でもニコルちゃん、どっか抜けてるとこあるし」

「ミシェルちゃん、最近容赦ないね……」

　初等部では深窓の令嬢が慣れない前衛を必死に頑張る、という認識をなぜか確立していた俺ではあるが、ラウムキジを狩るくらいのことでドジを踏んだりしない。

　あの鳥は捕まえるのに少々コツがあるが、それほど難しい事ではなかった。

「いい？　ラウムキジを狩るなら一撃で仕留めるか、それができないなら、対抗できると思わせられるくらい弱い攻撃を加えればいい。そうすれば相手からこっちに近付いてくれるから」

「じゃあ、わたくしが撃った方が早いじゃない？」

「だからそれだと課題にならないんだって。レティーナなら一撃で倒せるだろうけど、今回は控えておいて。相手が逃げそうになったら攻撃して」

「わかりましたわ」

　反論なく頷いたレティーナだが、それを聞いてサリカが緊張した声を上げる。

「待ってください！　それだと、攻撃役が私たち二人になってしまいます」

「うん、そうだね。はっきり言って、レティーナとかミシェルちゃんはあの程度の相手なら余裕で倒せちゃうから。それはわたしも同じなんだけど」

「そ、それならニコルさんたちで倒した方が……」

「それって、あなたたちのためにはならないよ？」

「あぅっ!?」

　彼女たちが『見てるだけ』で倒したとなっては、俺たちに寄生して課題をこなしたという声が上がりかねない。

　それぞれがある程度役割を持ち、それをこなしてこそ他の生徒からの中傷を避けられる。

「大丈夫だよ。クラウドがいるから怪け我がする心配もないし、逃げられそうになったらレティーナとミシェルちゃんが倒すから」

「そう、なんです？」

「まかせてくださいまし！」

「レティーナの腕前は……知ってるよね？」

　彼女がこの高等部に転入して、もうしばらく経たつ。その間に彼女の魔法の腕の優秀さは、クラス全員の知るところとなっていた。

　俺も知識面では優秀な成績を収めている。慣れない錬金術ではミスも多いが、そこはご愛あい敬きようだ。

「で、では思い切って……」

「その程度、思い切った内に入らないよ。サリカさんの腕なら大丈夫」

　かくいう彼女も、クラスではそれなりの成績だった。

　干渉系魔法しか使えない俺とは、比べ物にならないほど優秀だ。

　あいにく、ザナスティアの能力までは把握しきれていないが、ラウムキジはサリカ一人でも倒せる程度の敵だ。

「じゃ、いくよ！」

　緊張する二人を尻目に、俺は拳より少し小さい石をいくつか拾い上げつつ、ラウムキジとの距離を詰めた。

　そして相手に気付かれるより先に投とう擲てき。ラウムキジは最初こそ驚いて留とまっていた枝から飛びあがったが、こちらの攻撃がか弱い投石しかないと知ると威嚇の声を上げてきた。

　それでも俺は投石をやめない。これに苛いら立だったのか、ラウムキジは大きく羽を広げたのち、こちらに急降下してきた。

「呼び寄せ成功！」

　俺はそう声を上げると大きく後ろに飛とび退のいた。そこにはクラウドが控えていて、盾を構えた彼と位置を入れ替える。

　入れ替わった動きに対応できず、クラウドの盾の表面をガリガリと音を立てて削るラウムキジ。だがハスタール神によって整備された盾は、たとえ表面素材がただの鉄といえど、一段高い防御力を持っていた。

　盾に裏打ちされた邪竜の革まで貫くこともできず、諦めて飛び上がろうとするラウムキジ。しかしそうはさせじと、俺は大きく声を張り上げた。

「サリカさん、今！」

「は、はい！」

　声に応えて慌てて魔法陣を描き始めるサリカ。しかしその手付きは拙つたなく、このままでは飛び去られてしまいそうだった。

　そこで俺は大きく跳躍してラウムキジの翼の付け根に斬り付けた。

　この部位は鳥にとって羽ばたきの大きな起点になる場所で、ここを傷付けられてはまともに飛ひ翔しようすることができなくなってしまう。

　片膝をついて着地する俺。そしてその上に舞い落ちてきたラウムキジ。

「ぬわぁ!?」

　さすがに真上に落ちてくるのは想定外だったので、慌てて真横に転がって避よける。

　うっかり下敷きになった場合、その大きな爪で怪我をしてしまうかもしれないからだ。

　俺が距離を取ったところで、ようやくサリカたちの魔法が完成する。

　発動したのは、二人とも炎の弾丸を発射する炎弾フアイアボルト。それが地に落ちたラウムキジに続けざまに命中する。

　しかしそれだけでは仕留めきるには至らなかった。

　身体の各所に火傷やけどを負い、悲鳴のような鳴き声を上げ、苦痛にのたうちながらも再び飛び立とうとする。

　そこへクラウドが盾を使って地面に押し付けようとした。しかしこれは間に合いそうになかった。

　もちろんレティーナはこれに対応していた。魔法陣をすでに完成させ、あとは発動するだけという状況になっている。

　後は彼女がトドメを刺すだけ、と思ったところで予想外の事態が起きた。

　飛んで逃げようとするラウムキジの翼に、一本の鋼糸が絡みついたからだ。

　ミシェルちゃんとクラウドは一瞬俺に視線を向けるが、これは俺がやったことではない。

　視線を背後に向けると、サリヴァンが一本の糸を操っているのが見えた。

「へえ、糸使いか──」

「操糸のギフト持ちでね。一本しか使えないけど、まあ、こういう時は便利かな」

　彼にはいつものヘラッとした雰囲気はなく、珍しくまじめに返してきた。

　しかし絶妙なタイミングで干渉してくるところ、なかなかいい判断をしている。

　ラウムキジはすでに飛び立つ力もなく地面に転がっている。後はトドメを刺すだけなのだが、サリカたちの様子を見ると、もがき続けるラウムキジに怖おじ気け付づいたのか、追撃の魔法すら放てず硬直していた。

「ま、お嬢様ならこんなもんか」

　俺は小さく呟つぶやき、カタナを持ち替える。貴族の娘としては、平然とトドメを刺せるレティーナの方が異常なのだろう。

　足あ掻がくラウムキジに歩み寄り、逆手に持ったカタナを振りかざして首元に突き立てた。

　喉を傷付けられたラウムキジは、断末魔の叫びすら上げることができず、何度か痙けい攣れんを繰り返した後、動きを止める。

　こうして俺たちの班の最初の戦闘は、幕を閉じたのだった。




　それから一時間半ほど、俺たちは森の中を彷徨さまよい歩あるき、巨大な蛇であるヴァイパーとフォレストウルフという狼おおかみを一匹仕留めていた。

　課題の三度の戦闘を終えたので、少し早いが教員が待っている地点まで戻ることにした。

　まだ制限時間まで三十分ほどあるので、戻ってきたのは俺たちだけだ。

「お、戻ってきたか。妙に早かったな。リタイヤか？」

「いえ、課題が終わりましたので」

　教員の言葉に俺たちはモンスターの死骸の一部を提示した。

　ラウムキジとヴァイパーはその肉の一部。フォレストウルフは牙を持ち帰っていた。

　キジとヘビの肉はもちろん食用。狼の牙は武器や装飾品に利用できる。

「小物ばかりだな？」

「相手に特に制限はありませんでしたので」

　しれっと答える俺に、教員は興味深そうな視線を向けてくる。

　そしてしばらく俺を観察した後、ニヤリと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「よしよし、お前はなかなか見所があるな。休憩してよし」

「はーい」

　無事合格がもらえたようで、一安心である。

　神妙な顔をしていたサリカやザナスティアも、安あん堵どの息を漏らしていた。

「でも、本当によかったのかしら？」

「前も言ったけど、無理に大物を狙う必要もないし。気位の高い貴族なら、そういうの狙うかもしれないけど、まずは身の丈に合った相手から、ね？」

「ニコルの言ってることに従っとけば、間違いはないって。四階位まで行った俺らが保証するから」

「ニコルちゃんって案外セコいのな。俺はもっといいところを見せたかったよ」

「クラウドとサリヴァンは女性に接近禁止」

「なんでだよぉ！」

　まったくこいつは、ちょっと可愛かわいい子を見るとすぐ見み栄えを張りたがる。

　気持ちはわからないでもないが、お前が浮気するとミシェルちゃんが怒るから自重しろ。

　それとサリヴァン、お前も少し自重しろ。妙な言動を取り過ぎるせいで、レティーナが全然目立てないではないか。

　そんな俺たちを見て、サリカはくすくすと笑い声を上げる。

「仲、いいんですね」

「クラウドと？　そりゃ仲間だしね」

「そうじゃなくて、なんていうか……気持ちが近いっていうか？」

「そりゃ……いや、なんでもない」

　元男だし、と言いかけて慌てて口をつぐむ。

　確かに俺は男の気持ちがわかる分、そういった精神的垣根が低い傾向にある。

　根っから女性の彼女が、その辺りを勘違いするのも、無理はないかもしれない。

「だがクラウドとだけは、断固として断る。なおサリヴァンは論外」

「ひでぇ！」

「そこまで!?」

　明確な拒否に、クラウドたちが悲鳴のような声を上げた。俺は男と付き合うつもりはないので、こればかりは譲れない。

　そこへ、数人の人影が近づいてくるのに気付いた。どうやら別の班が戻ってきたようだ。

「ほら、急げ！　もう少しでキャンプ地だ！」

「いててて……もう少し静かに運んでくれ」

「贅ぜい沢たく言うな。お前がヘマしたせいで、課題を切り上げたんだぞ！」

　見たところ、冒険者の一人が肩に深めの傷を負い、それをもう一人が気遣いながら戻ってくるところだった。

　そして、彼らの担当していた生徒が口汚く罵っている場面が目に入った。

　教員もその様子に気付いたのか、慌てた様子で駆け寄っていく。

　俺も仲間たちに目め配くばせしてから、その冒険者たちの元へ行くことにした。

「大丈夫？」

「ああ、平気……とは言えないけど、命に別状はないよ」

「回復魔法は使えるか？　手持ちのポーションが尽きちまってな」

「自前の回復もままならんとは、まったくひどいハズレ冒険者を引かされたものだ」

　確かに回復をおろそかにするのは、身体が資本の冒険者として褒められたことではない。

　しかし守ってもらう側の生徒がそれを口にして良いという物でもない。

　彼らの怪我は、生徒たちを護まもるために負ったものなのだから。たとえそれが仕事とはいえ、罵るのは酷ひどすぎる。

　冒険者の怪我を見て、サリカが前に進み出る。こういう時、信仰の強いベリト出身者は積極的に動く傾向にあった。

「基礎級の回復ヒールなら使えます。待ってて」

「手伝います。わたしも治癒光キユアライトと治癒眠コンフオートなら使えますから」

「助かる」

　回復魔法は続けざまには効果を発揮しない。傷は一瞬で塞がるのだが、その効果が定着するまで、同じ魔法は効果を発揮しないのだ。

　ほんの一、二分程度とはいえ、戦闘中では致命傷になるタイムラグ。だから治癒魔法のバリエーションは多い方がいい。

　マリアはこの手札の数がずば抜けて多かった。

　サリカが回復ヒールをかけ、続いて俺が治癒光キユアライトを重ねていく。

　この二つは別の魔法なので、連続して効果を発揮できる。

「助かったよ。感謝する」

「違和感はあります？」

「いや、特に。いい腕だ」

「それほどでも」

　実際、干渉系の治癒魔法は、治癒力が高くはない。

　俺自身の魔力の成長とともに、その回復力は多少伸びてはいるが、サリカの回復ヒールの方が回復量は多いくらいだった。

　それでもこうして俺に声をかけてくるのは……まあ、今の俺が女だからだろうな。

　顔がかなり紅潮して見えるのだが、それは怪け我がで興奮したせいと思っておこう。それ以外の理由だと考えると、鳥肌が立ってしまう。

　そうこうしているうちに制限時間になったのか、次々と生徒たちが帰還してきていた。

　冒険者たちは皆疲弊した顔をしており、貴族の子息と一緒に行動することの気疲れを、余すところなく体験した様子だった。




　全員生還したところで、結果を教員が総括している。

　結局、課題をクリアできたのは俺たちともう一つの班だけだった。

　他の五つの班は時間が足らなかったり、冒険者が深手を負って続行不可能になった班ばかりだ。

「とりあえず全員揃そろっているな？　まあ、初回の遠征なんだから、課題を達成できないのも無理はない。だがひとつ言わせてもらうと、冒険者に負担をかけ過ぎだ。それだけお前たちの援護の出来が悪いという証あかしでもある」

　𠮟られ慣れていない貴族たちは、一様に渋い顔をしていたが、さすがに教員に噛かみつく愚か者はいなかった。

「それでは今から学院に戻る。昼休みの後は今日の反省点をまとめ、レポートにして提出すること」

　本日の午後は、そのための時間が取られていた。

　俺たちも課題は達成したとはいえ、いくつかの問題点も見つけている。それをまとめて提出すれば、問題はないだろう。

　課題を達成できなかった生徒も、それを守護していた冒険者も、皆一様に疲れた足取りで学院へと歩き始めた。

　だがこれも重要な経験である。




　冒険者の苦労を身をもって体験する。人を使うということは、彼らの今後の人生でも頻繁にあることだ。

　同時に冒険者も、身勝手な貴族という物を知ることができる。彼らの人生で、今後貴族と関わることもないとは言えないので、こちらもいい経験になっただろう。

　だからこそこの授業は、最も意味のある授業になると言えた。
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　フィニアはレティーナの部屋を清掃した後、デンと共にニコルの部屋も清掃する。

　デンももちろんその程度のことはできるのだが、女性の部屋だけに配慮が必要な部分がある。

　そこでフィニアにそれらの作業を頼むことにしていた。

「それに、ニコル様の正体に関しても、秘密にしないといけないのに」

　一人で部屋を掃除しながら、ポソリと呟つぶやく。彼女はデンの事情を知らないため、ニコルがレイドであるという事実を隠すために心を砕いていた。

　もちろん、デンの方は風神からニコル＝レイドの事情を聴いているので、その必要はなかったりする。

　そのデンは隣の簡易厨ちゆう房ぼうの周りを清掃しているので、声は届かない。

　しかし、ニコルから極力二人一緒に居るように命じられているので、この状況は都合が良いと言えた。

　自然な理由で一緒に居られるのだから、周囲から不審に思われることはない。

「フィニア様、少しよろしいでしょうか？」

「ひゃ、はい？」

　フィニアに対しても丁寧な口調を崩さないデンに話しかけられ、やや緊張した声音で返事をするフィニア。

　厨房から顔を出したデンは、空の瓶を手に持っていた。

「香茶の葉が切れていましたので、買い出しに行きたいのですが」

「あ、ニコル様は消費が激しいですからね。わかりました、私も一緒に行きます」

「お手数を掛けます」

　ニコルの好む茶葉まではデンにもわからない。これに関しては、長年世話をしてきたフィニアの方に軍配が上がる。

　そそくさとエプロンを外し、レティーナの部屋の向かいにある自室から財布と買い物籠を持ち出し、外出の準備を整えた。

　デンもその間に出かける準備を整えており、二人そろって主人と自分の部屋を厳重に施錠してから寮を出た。

　ちなみに部屋の主であるニコルやレティーナも鍵は持ち歩いているので、施錠しても大丈夫である。

　もっともニコルの場合、この程度の鍵はあっさり開けてしまえるのだが。

　街路を並んで歩いていると、周囲の視線がビシビシと突き刺さる感覚をフィニアは覚えていた。

　一見するとデンは美少年なだけに、フィニアと並ぶと一枚の絵画のように互いを引き立てあっている。

　前回街に出た時は、ニコルとレティーナが顔を隠すという怪しい格好をしていたので、その分相殺されていたのかもしれない。

　フィニアがちらちらと周囲を窺うかがっていると、やはり路地の奥などに不審な人影を見かけることがある。

　あからさまに不穏な者たちがそこかしこに潜んでいる。その状況に、フィニアは腰の後ろに差した短剣に思わず手を伸ばした。

　それをデンは目め敏ざとく見つける。

「何かおかしなことでも？」

「いえ。この街は怖いな、と」

「確かに、治安の悪いところもあるようですね。どうぞこちらに」

　デンはフィニアを道の内側に誘導する。

　人目の少ない路地裏から、少しでも遠ざけようという気配りだ。

　そうして目的の茶葉と、いくつかの日用品を買い込んだ二人は寮への帰路に就いた。

　しかし、その二人の前に三人組の男たちが立ち塞がった。

「おおっと。ちょっと待ちなよ、お嬢さん？」

「きゃっ!?」

　衝突しそうになって、小さく声を上げて足を止めるフィニア。その彼女の腕を引き、即座に背後に庇かばうデン。

　二人はその三人に見覚えがあった。前回絡んできた酔っ払いたちである。

　彼らは二人を取り囲むような形で立ち塞がり、そのまま路地裏へと押し込むように、圧力をかけてきた。

　フィニアとデンはそんな彼らの動きに逆らわないよう後あと退ずさり、結果的に路地裏へと押し込まれてしまっていた。

　もちろんそんな彼女たちを街の人間は見ていたのだが、誰が何を言うともなく通り過ぎていた。

「な、何か用ですか？」

　フィニアの少し怯おびえの入った声に、ニヤニヤとした笑みを浮かべる男たち。

　彼女の実力ならば、この程度のゴロツキは簡単に処理できるのだが、やはり荒事には向いていない大人しい性格のため、暴力沙汰になる前は尻込みしてしまう。

　それに今回は男たちもそれぞれ武装しており、腰に剣を差しているのがより不安を煽あおっていた。

「この間のお礼を少しなぁ」

「そうそう、赤っ恥かかされちまったしなぁ」

「謝礼は払ってもらわないとなぁ」

　粘つくような笑みを浮かべたまま、フィニアに向けて手を伸ばす男。

　しかし彼女も、怯えるばかりの町娘とは違い、反射的に防衛行動を取った。

　前に立つデンを無視して伸ばされたその腕を、フィニアはとっさに掴つかんでひねり上げる。

「ぐぁっ!?」

　ひねり上げられた男は悲鳴を上げ、引っ張られるままに身体を前に倒す。

　前まえ屈かがみの姿勢になったところで、フィニアはその首筋に向けて肘を叩たたき込んでいた。

「てぇい！」

「あぐっ」

　自分が一体どうやって倒されたのか、それすら理解できず地面に転がる男。

　それを見て仲間の男たちは、さらに頭に血を上らせた。

「このアマぁ！」

　腰の剣を抜き放ち、フィニアに斬りかかろうとするが、それにはまずデンが邪魔になる。

　そのデンに斬りかかった攻撃は、あっさりと半身になって躱された。

　それどころか、デンは半歩踏み込むことで間合いを詰め、逆に喉元に手刀を叩き込んでいた。

　喉を強打され、悲鳴すら上げることができず、もんどりうって倒れ込む男。命に別状はないが、喉へのダメージにより、呼吸すらままならない有様だった。

「まだ、やりますか？」

「くっ……」

　唐突に始まった戦闘に、やや息の上がった声を上げるフィニア。

　しかしその上ずった声に気付く余裕は、残された男にはなかった。

　仲間二人があっという間に返り討ちに遭い、残るは自分一人。少年と少女の二人組ということで、甘く見ていた事実をようやく悟ったのだ。

「くそ、こうなったら……」

　圧倒的不利な立場になった男は、懐から小瓶を取り出した。

　手慣れた動きでその栓を引き抜き、一息に中身を口に流し込んだ。

　その流れるような動きは、フィニアたちが割り込む隙も無く、ただ見ているだけしかできなかった。

「ぐ、ぅああああぁぁぁぁぁぁああアアアアアアア!!」

　絶叫と共に男の肉体がボコボコと膨らみ始める。それは筋肉が異常に膨張して発生した現象だった。

　眼球の毛細血管が裂け始め、白目の部分が赤く染まっていく。

「クヒ、クヒヒヒヒヒヒヒ……」

　ダラダラと涎よだれを垂れ流しながら、男は血走った眼めをフィニアたちに向ける。

　その顔には一片の理性も残されてはいなかった。

「三度、使える、『クスリ』、一気に、使った。これでお前、たち、縊くびる、簡単」

　濁りの混じった発音で、話しかけてきた。首周りの筋肉も異常に膨張しているため、まともな発音はすでにできていない。その様子から、当初はフィニアを弄ぼうと考えていた記憶など、欠片かけらも残されていないと思われた。

「殺す……殺す、殺すコロス壊す壊して潰して、終わらせてやるるるるぁぁぁぁぁぁ！」

　絶叫と共に振り下ろされる剣。

　同時にデンはフィニアを蹴り飛ばし、その反動で反対側に跳躍していた。

「失礼を」

「きゃっ!?」

　直後、二人のいた空間を剣撃が通り過ぎる。

　奇妙に伸びた腕から振り下ろされた一撃は、容易たやすく石畳を粉砕し、衝撃波を発生させていた。

　波紋のように石畳が波打ち、同時に転がっていた二人の男がバラバラになって吹き飛んでいく。

　安全圏に離脱したフィニアたちが見たのは、反動で腕が粉々になった男の姿だった。

「もはや人にあらず、というところですか。なら遠慮はいりませんね」

　小さく呟つぶやいたデンは、声とは反対に大きく踏み出し、強く、激しく地面を踏みつける。

　鼻先が触れるほど男に接近し、拳を縦にしたまま、独特の拳打を流れるように男に叩き込む。

　その震脚から生み出された破壊力は、男の剣撃と同格……いや、さらに激しく、しかも衝撃が一点に集約されていた。

　直後、まるで破は城じよう槌ついにでも貫かれたかのように、男の身体が爆はぜ、胴体に大穴が空いた。

「ぐぅ？」

　肺から横隔膜の辺りを吹き飛ばされた男は、言葉を発することができず、イビキのような唸うなりを上げて自分の身体を見下ろす。

　まるで、夢から覚めてようやく自分の状況に気付いたような顔。

「う、うそ、だ……」

　ようやくそれだけを言い残し、男は崩れ落ちた。

「ふぅ。どうやら事なきを得たようですね」

「って、デンさん、すっごい強いじゃないですか!?」

「え？　ああ、はい。一応ハスタール様から鍛えられましたので。それより、早くこの場を離れた方がいいかもしれませんよ」

　デンの指摘にフィニアは初めて周囲の状況に気付いた。

　騒動と呼ぶにはあまりにも大きな戦闘音と破壊痕。さすがにそれを恐れて、周囲の住人が様子を見ようと顔を覗のぞかせていた。

　このままでは衛兵に連行され、根掘り葉掘り聞かれることになってしまう。

　それはニコルたちにも悪影響があるかもしれなかった。

「い、いきましょう」

「それがいいですね」

　二人は男たちの死骸を放置したまま、その場を立ち去ったのだった。

　どのみち、視線を逸そらすようにして『見なかった振り』をしていた住人たちは、こちらの顔なんて覚えていないだろうと確信して。
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　俺が学院から帰宅した時、デンの姿が無かった。

　いつも番犬の如ごとく待機している姿が無いことに不審を抱き、イヤな想像が脳裏に浮かぶ。

　安否を確認すべく、即座にフィニアのもとに確認に走った。

　少し離れた場所にあるレティーナの部屋の前まで来た時、向かいのフィニアの部屋の扉が開き、中からレティーナが飛び出してきた。

「レティーナ、無事？」

「ニコルさん！　ええ、わたくしは無事です。ですがフィニアさんの姿が無くって。そちらにお邪魔していませんこと？」

「こっちもデンの姿が無いんだ。ひょっとして……」

　フィニアたちがいない。その事実が、イヤな想像をさらに掻かき立てた。

　カインが俺たちへの牽けん制せいとして、フィニアやデンに手を出し身柄を拘束したのでは、という疑惑だ。

　さすがにそんな直接的な行動に出るとは思えないが、万が一は常にあり得る。

「とにかく、寮内を探してみよう！」

「わかりましたわ！」

　俺たちは制服を着替えることもせず、そのまま廊下を足早に歩き出す。

　一応寮内は走ってはいけない決まりなので、できる限りの早歩きだ。もし寮母に見つかって足止めを食らっては、余計な時間を取られてしまう。

　それにしても、この状況は何かおかしい。

　レティーナにも確認を取ってみたが、室内に争った形跡はなく、書き置きなども残されていない。

　フィニアならそれくらい残していきそうなものだし、敵が牽制のために手を出したのだとしたら、部屋が荒れていたり、警告が残されていなければ意味がない。

「部屋はきちんと掃除されてた。その作業をしている間は無事だったってことだ」

「ええ、わたくしの部屋も綺き麗れいにされていましたわ」

「なら、いなくなったのはそんなに前じゃない。掃除道具も片付けられていたから、結構時間を使ってるはずだ。どんなに長くても三時間以上は前じゃない」

「三時間……微妙な範囲ですわね。特にフィニアさんにとっては」

　フィニアは女性だ。命が無事でも、他の部分で危険にさらされていることもあり得る。具体的にいうと貞操とか？

　特にあの粘着質な視線を持つカインが相手だと、その危険度は高まるだろう。

　焦燥に駆られながら俺たちが階段までやってくると、上の階から誰かが暢のん気きに降りてくる足音がした。

　視線を向けると、そこにはカインの姿があった。

「これはこれは。美しいレディがお二人そろって、どちらにお出かけかな？」

「あなた──！」

「……フィニアはどこ？」

　激げき昂こうして掴みかかろうとするレティーナを手で制し、俺は努めて冷静に、そう尋ねた。

　ここで事を荒立てては、フィニアは元よりレティーナの身も危なくなる。

「フィニア？　確かレティーナ嬢の使用人でしたか。いいえ、私は見かけていませんね」

「あなたは見かけてないかもしれないけど、『他の人』は見かけてるってこと？」

　感情を押し殺した声で、探りを入れる。

　ここで奴やつを怒らせた場合、フィニアもデンも命の保障がなくなる。

「同じ使用人同士ですからね。『下の者』が見かけた可能性は、否定できませんね」

「これは警告ってことでいいのかな？」

「はて、何のことだか？」

　しらばっくれて、大仰に肩を竦すくめるカイン。

　正直この時点で奴の首をへし折りたくなる衝動に駆られていた。

　しかしそれでは、レティーナの依頼も果たせないし、フィニアの安否も確認できない。

　ここは一旦、下した手てに出る必要がある場面だ。

「フム、どうやら使用人が見つからず、心配しているご様子。ですが案外、買い物にでも出かけているのではないですか？」

「だといいんだけどね」

「下々の者まで気に掛けるとは、実にお優しい。早く見つかることを私もお祈りしておきますよ」

「……ありがと」

　意味深な笑みを残して、カインは階段を降りて廊下を曲がっていった。

　その背中を見送りつつ、俺たちはフィニアたちの捜索を再開する。まずは彼女たちが出入りしそうな場所を当たる必要がある。

　真っ先に思い浮かんだのは厨ちゆう房ぼうなので、そこに足を向けることにした。

　急ぎ足で階段を降りて玄関ホールへ出る。そのまま厨房への廊下へ曲がろうとした時、玄関の扉が開いた。

「あ、ニコル様、レティーナ様。どちらへ行かれるんです？」

「フィニア!?」

「ひょっとしてお茶ですか？　申し訳ありません、茶葉を買ってきたのですぐ淹いれますね」

「か、買い物？」

「はい、そうです。あ、そうそう、少しお話ししておきたいことがあったんですよ！」

　無邪気にそんなことを言いながら、拳を握って怒りを表明するフィニア。

　その姿のどこにも、怪け我がらしいものを負った様子はない。

「ハァ、とりあえず無事で安心したよ。でも出かけるなら書き置きくらい残しておいて？」

「あ、申し訳ありません。本当はもう少し早く戻る予定だったのですが……」

「ニコル様、その辺りについて報告したいことがございまして。申し訳ありませんがここでは憚はばかられる内容も有りますので、お部屋の方へ」

　恐縮して見せるフィニアに割り込むように、デンがそう主張する。

　控えめな彼がこう主張するからには、他人に聞かれたくないようなことが起こったのだろう。

「わかった。とにかく無事でよかった。詳細は部屋に戻ってから、お願い」

「はい。レティーナ様もご一緒願えますか？」

「もちろんですわ！」

　こうして俺たちは、フィニアたちを引き連れて俺の部屋に戻ることになった。

　しかし……ということは、先ほどのカインは本当に濡ぬれ衣ぎぬだったことになる。

　正直気は進まないが、無礼な態度を取ったことを謝りに行かねばなるまい。




　部屋に戻った俺たちは、フィニアから買い物の途中で起こったことを聞いた。

　以前出会った酔っ払いに絡まれ、路地に連れ込まれた挙句、怪しげな薬で人外魔境な存在に変身され襲われたというのだ。

　もしこれが別の街で聞いた話なら『またまた、ご冗談を』と笑い飛ばしていたことだろう。

　しかし、この街では何が起きてもおかしくない。

「その薬が、レメク親子が取り扱っているやつなのかな？」

「それはどうかわかりませんが、あの力はもはや人の限界を超えたモノかと。単純な破壊力だけならライエル様にも匹敵するかもしれません」

「うへぇ」

　ライエルの剛腕は、仲間だった俺が最もよく知っている。

　奴は本能的に最適解を引き当てる戦闘術のギフトを持ってはいるが、攻撃力を底上げするような能力は持っていない。

　そこでタフネスのギフトを最大限活用し、普通の人間なら倒れてもおかしくない修練を積み上げて会得したのが、あの身体能力だ。

　その鍛え上げた肉体は、家宝の聖剣の威力も相まって、天下無双と言える殺傷力を奴に与えていた。

　それに匹敵するとなると、もはや人の域を超えている。俺もフル強化してようやく上回れるかというほどである。

「でもでも、それをデンさんがこう、ビシーッて一発でやっつけちゃったんですよ！　すっごく強かったです」

「へぇ、デンが、ねぇ？」

　少しばかり興奮気味なフィニアの態度に、俺はデンに対して嫉妬めいた感情を覚えていた。

　なんというか、今まで一いち途ずに俺を思ってくれていた彼女が、他所よその男に目を向けることが非常に気に入らない。

「そんなに強いなら、一度手合わせしてみる？」

「無理です。死にますからやめてください」

「なんで？　フィニアの話からすると、結構いい勝負になるんじゃない？」

「私の力はしょせん付け焼刃にすぎません。基礎の身体能力と、ハスタール様よりご教授いただいた身体強化魔法と格闘術が少々。それではとてもニコル様の相手などできません」

「そうかな？」

　デンはオーガから上位の個体へと進化している。その身体能力は、小柄になったとはいえ以前より劣るものではない。

　むしろ無駄な肉を削そぎ落とし、最大効率で力を発揮できる肉体になっている。

　この辺は武器の進化と同じで、最初は無駄の多い効率の悪い物を。続いて威力を求め大型化。やがて最大効率を発揮できる大きさへと小型化していくという流れがある。

　モンスターもこれに関しては同じで、オーガの時は無駄な大きさと、大きさに見合わぬ程度の強さしかもっていなかった。

　これがハイオーガ、オーガジェネラルなどに進化していくと、身体はどんどん大きく、腕力も強くなっていく。

　ところがオーガロードへと極まると、逆に身体は小さくなり、その身体で最大限の効率を発揮するようになるらしい。おそらくデンはこの域に達している。

　そこへきて、身体強化魔法だの、格闘術だのを会得しているのであれば、いい勝負ができそうなものだが。

「ニコル様の戦闘術は、長年鍛え上げ、研ぎ澄ませてきた物です。数年齧かじった程度の私では、とてもとても」

「そう？　まあ、気が進まないなら無理にとは言わないけど」

　それより今はフィニアの話だ。話が逸れてしまったが、その薬の出所を調べたいところだった。

　しかし、相手はすでに死亡しており、死体もすでに街の衛兵が回収していることだろう。

「できるなら、その小瓶を調べてみたかったな」

「人目が集まってきておりましたので、失念しておりました。申し訳ありません」

「いや、変に二人に注目が集まるよりはよかったよ。でもその三人組、ただの復ふく讐しゆうだといいんだけど」

「それにしてはタイミングよく薬を入手したものだという疑惑は残りますわ」

「効果も危険すぎます。完全に理性を失っていたようですし、あんな物が市街に広がっていたら、大混乱になるはずです」

　レティーナとフィニアが矢継ぎ早に疑問を提示する。

　確かに男たちに絡まれてから、しばらくの時間は経たっているが、それほど長いという時間でもない。

　その短期間に危険な薬を入手したというのは、レティーナの言う通りタイミングが良すぎる気がする。

　それに効果もだ。人として崩壊してしまうような薬が出回っては、最低限の街の治安すら維持できない。

　どんな薬かは知らないが、服用量を間違った時点でモンスター化してしまったら、街中にモンスターを飼うような状態になってしまう。

「そいつらだけが、特別効果のキツイ薬を持たされたって可能性もあるか？」

「流通者がわざわざ？」

「あの時はレティーナやわたしの顔も見られてるからね。狙うとしたら、そういう手もあるかもしれない」

「まあ、ニコルさんがそう言うなら、そうかもしれませんわね」

　レティーナはそう納得してくれたが、正直言って発言した俺ですら半信半疑ではある。

　そもそも、カインが積極的にこちらを狙うような敵対行動は、まだ取っていないはずだ。

　室内を調べはしたが、それが俺だと特定されるようなヘマはしていない。

　先ほどはフィニアとデンの二人の所在がわからず、焦って混乱したが、ことさら彼女たちが狙われるような理由はないはずなのだ。

「こちらが目をつけられる何かがあった、ということなのかな？」

「だとすれば、今後は警戒せねばなりませんわね」

「うん。フィニアとデンも気を付けて。あとミシェルちゃんたちにも警告しないと」

「では私が行ってまいりましょう」

　俺の言葉を受けて、デンが立ち上がる。

　しかしそれを手で制して、再び席に座らせた。

「落ち着いて。さっきも言ったように、警戒しなきゃいけないのにデン単独で動いてどうするの」

「それは……」

「むしろここは隠おん密みつ行動に適したわたしが行くべきでしょ」

　俺が隠密のギフトを使った場合、学生程度では捕捉することはできない。

　つまり部屋を抜け出したことすら悟られず、外に出ることができる。ましてや今の俺には幻覚を纏まとう指輪もある。

　別人に成りすましておけば、狙われる可能性も少ないだろう。

「しかしニコル様お一人では──」

「元々単独行動は得意だし。それはデンも知っているでしょ？」

　彼はハスタール神の元にいた。つまり白いの──破戒神も近くにいたわけで、俺の転生前の姿については、すでに聞き及んでいる。

　なのでレイドとしての能力は、デンも承知しているはずだった。

「はい、それはもう。ですがやはり」

「心配性だね。まあわからないでもないけど。じゃあ、みんなで行くことにしよう」

「それなら、安心ですね」

　すでに入寮してしばらくの時が経つ。生活必需品が足りなくて買い出しに行くという口実はもう使えない。

　だが、それならそれでやりようがある。

　椅子の足の一本でも折っておけば、修理の名目で外に出ることができる。もちろんその荷物を持ち出すための労働力として、使用人を連れ出すのも、不自然ではない。

　こうして俺たちは、再び街に繰り出すことになったのだった。
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　カインたちの干渉を警戒して、四人そろって街へと出ることにする。

　途中で、フィニアたちが襲われたという場所に行ってみたが、すでに街路は片付けられ、衛兵が数人往来していた。

　フィニアは緊張した面持ちで顔を隠そうとしていたが、デンは平然としたものである。

　この辺りの図太さは、彼女にはまだないらしい。

「フィニア、フードで隠してるから、そんなに引っ張らなくてもいいよ？」

　かぶったフードを必死で引っ張って顔を隠そうとしてる彼女の仕草は、なんだか子供が帽子を引っ張っているようで可愛かわいらしい。

　しかしその行動は、変に周囲の視線を集めるので止やめた方がいい。

　俺の注意を受けて、フードを引っ張るのはやめたが、今度はパタパタとマントを叩たたいて身み嗜だしなみを整え始めた。どうにも落ち着かないらしい。

「デン、例の小瓶とか、どこかに落ちてる？」

「いえ、どうやらすでに回収されたようですね」

　俺の言葉を受け、デンは封鎖された街路を一いち瞥べつして、そう答えた。

　やはり重要な証拠品として回収されたのだろうか？　ならば衛兵の詰め所に忍び込んでみるのも一つの手だが……

「ふむ、詰め所の金庫を破ってみるか」

「ニコル様、その発言はまるっきり犯罪者です」

「わたしを誰だと思っているんだか」

　元々暗殺者の俺は、紛まがうかたなき犯罪者である。いまさら詰め所に忍び込んで証拠品をガメてくることくらい、どうということはない。

　まあ、今世ではライエルやマリアに迷惑がかかるかもしれないので、慎重に事を運ぶ必要があるが。

　しかし重要な証拠になる小瓶がここにないのなら、長居する必要もない。

「行こう。あまり立ち止まっていると、怪しまれるかも」

「は、はい」

　上ずった声で返事をするフィニア。レティーナも今回は言葉少なく、小さく頷うなずいただけで後に続いた。

　そのまま表通りをしばらく進み、通りに面した宿屋の一つに入っていく。

　裏通りにも宿はあるが、そういった宿でははっきりいってしまうと、治安が怪しい。

　多少値が張るのは仕方ないと割り切り、表通りの宿を仮宿としていたのだ。

「こんにちは。ミシェルちゃんかクラウドはいますか？」

　宿のカウンターで帳簿仕事をしていたおばさんに、俺はできるだけ愛想よく尋ねてみた。

　以前から定期的に訪れているため、すでに彼女とは顔見知りになっている。

「あら、ニコルちゃん、いらっしゃい。ミシェルちゃんとクラウドくんなら、急ぎの仕事が入ったとか言って今朝がた飛び出していったよ」

「急ぎの仕事？」

「なんでも荷物運びらしいんだけど、人手が足りないとか言ってたね。二、三日で戻って来るとは言ってたけど」

「そう、なんだ？」

　俺もミシェルちゃんたちとは付き合いが長い。しかし、依頼中にこうして飛び出していくことなど、今までに経験が無い事だった。

　多少不安な面もあるが、受付にいる彼女がその場面を目撃していた以上、拉致されたとかではないらしいので、そこは安心しておく。

　荷運びということは、マスクの大量消費について調べてもらっていたので、その辺りに進展があったのかもしれない。

「そうそう、ニコルちゃんに書き置きがあったのよ。ミシェルちゃんから」

　おばさんがカウンターの下から封書を取り出し、俺に渡す。

　封には蝋ろうが落とされており、複雑な模様が蝋に押されていた。これは白銀の大弓サードアイに刻まれた装飾の一部だ。

　家紋を持たないミシェルちゃんが、その代わりに編み出した手法である。

　開封した形跡は、もちろんない。即座に開封し、中身を確認する。

「どれどれ？」

　手紙にはマスクを大量に納品した業者が確かに存在し、その業者が突然大量納入するため人手を欲しているという情報が入ったため、急きゆう遽きよ仕入れに同行することにしたと認したためられていた。

　その後には、仕入れの手伝いと護衛を兼任するために街を二、三日離れること、その話を俺に持っていけなかったことなどを謝罪する文が続いていた。ちなみに文末には、謝罪するミシェルちゃんとクラウドの挿絵入りである。彼女はなかなか絵が上手うまい。

　彼女たちの存在はカインに認識されていないし、今回の仕事もただの納品の手伝いらしいので、荒事にはならないだろう。

「そっか。会えないのは残念だけど、これなら危険はないから、安心かも？　おばさん、このテオドラ被服店ってところの評判は？」

「んー、大手の服飾店だね。羽振りはいいけど、うちらにはちょっとばかし馴染みが無い感じかな」

「高級服とか扱っているの？」

「そうだね。貴族の旦那方も出入りしているらしいし、変なタイミングでかち合わせたりしたら、面倒になりそうでね。それでちょっとね」

「そうなんだ……ミシェルちゃん、大丈夫かな？」

　ああ見えて、ミシェルちゃんも地味に美少女である。顔よりも胸に視線が向いてしまうので、俺やフィニアほど目立ってないだけだ。いや、逆に目立っていると言えるか？

　一部の趣味を持つ人間には俺たち以上に目立っているが、それが今回に関しては少し心配のタネである。

　色狂いの貴族の目に留まったりしないかと、気になって仕方ない。

「まあ、クラウドくんもついているし大丈夫さ。あの兄ちゃんは見かけも中身も、いい男だからね」

「クラウドがぁ？　いや、まあ……」

　最近いろいろと下ネタに走りやすいクラウドではあるが、それでも最低限の節度は守っている。

　そうでなければ、仲間から蹴り出しているくらいだ。そういう点では、彼に関しての評価は高い。

　とりあえず納品ならば危険はないと判断し、俺たちは宿から寮へ戻ることにした。

　このおばさんにも世話になっているので、そのうちなにかお礼をしないといけないな。




　深夜になって、俺はこっそり部屋を抜け出した。

　とはいえ、デンには事情を話しておかないと心配するだろうから、彼にだけは挨拶しておいた。

　闇に紛れるような、おなじみの濃紺の服とマント。

　顔を隠すように浄化ピユーリフアイの付与されたマフラーをターバンのように頭部全体に巻き付け、髪も隠している。

　元々治安のあまり良くない街なので、夜の人通りはラウムやストラールとは比べ物にならないくらい少ない。

　今夜の目的地は衛兵の詰め所である。いうまでもなく、目的は回収された小瓶。

　デンの話では中身を一息に飲みほしたということだが、それでも一滴残らずとまではいくまい。

　それに瓶の内側にこびりついて乾燥したものでもいい。連中の言う『クスリ』とやらの正体に迫りたい。




　門の近くにある詰め所までやって来て、窓から中を窺うかがう。

　詰め所というのは大抵門の近くにある。それはトラブルを起こすのは往々にして外からやってきた連中が多いからだ。

　もちろん広い街の場合、何か所かに分散して配置されているが、フィニアたちが絡まれた路地裏から一番近いのは、この詰め所である。

「それに早く回収しないと、変なところに回されたりするからな」

　あの『クスリ』の正体はわからないが、そういったものは中身を鑑定するため、専用の部署に回されたりする。

　その場合、そっちに忍び込まないといけなくなるので、侵入の手間が増えてしまう。

　それに下手をすれば、カインの手が回って処分される可能性もあった。

　できるなら、今のうちに回収しておきたい。その思いが今夜の行動に踏み切らせた原因だった。

　窓から覗のぞいたところ、詰め所には三人の衛兵がいた。

　夜間とはいえトラブルの絶えないこの街では、常に衛兵が詰め所に控え、問題に備えている。

　もっともその士気は低く、だらけた雰囲気が漂っているところが、ラウムなどとは大きく違う。

　しばらくすると二人が仮眠室に入り、一人は椅子に座ったまま、水で薄めた酒を呷あおっていた。

「さて、あいつをどうにかすればいいんだが、どうするか？」

　二人は仮眠室なので、当面は問題にならない。問題はさぼって酒を飲んでいる、あの衛兵だ。

　見たところ、金庫のようなものはないのだが、葛籠つづらのような箱はある。

　できれば気付かれずに無力化したいところではあるが……そこまで考えて、俺はある手段を思いついた。

　少しばかり悪い笑みを浮かべて、ベルトポーチからある道具を取り出す。

「これ、これ」

　取り出したのは、粉末状のモノ。

　これは外傷用のポーションを作った際に余った、ガマの花粉である。

　これに魔力を流し、薬効成分を補助液に溶かしこむことで、ポーションを作ることができた。

　しかしうっかり花粉を吸い込んでしまった俺は、その途中で魔力中毒を起こして気絶した経験があった。その時のことを思い出したのだ。

　眩暈めまいを起こすまでは無味無臭で、危険なことすら気付かなかった。その実験と同じことを室内に向けて行えば、奴やつも中毒を起こして意識を失うはずである。

　早速小さな包みに残っていたガマの花粉に魔力を多めに流し込み、その粉末を窓から室内に吹き込んでいく。

　俺の周辺にも花粉は舞い散るが、俺には浄化ピユーリフアイを付与したマフラーがあるため、顔の周辺に漂ってきた毒素は問答無用で浄化される。

　しばらくすると、衛兵の顔がカクリと落ち、頭を振って立て直すといった仕草が見えた。

「やべぇ、ちょっと悪酔いしちまったかな……気分が……」

　そんなことを言いながら、フラフラとしだした。あの仕草には見覚えがある。中毒の初期症状だ。

　無味無臭であるがゆえに、自覚症状がほとんど無い。

　この花粉、魔力に過剰反応させれば、非常に危険な薬になるのではなかろうか？

　そんなことを考えていると、衛兵は崩れ落ちるようにテーブルに突っ伏してしまった。

　そこから起きる気配がないので、俺は窓から室内に侵入する。

　もちろん靴の泥を落としておくことは忘れない。足跡からこちらを特定してくる可能性もある。

　男が目を覚まさないことを確認すると、俺はさっそく家探しを開始した。

　といっても、詰め所なのでそれほど調べるモノが多いわけではない。

　書類や小物を入れるためのチェストが一つに、書棚と小さな鍵付きの葛籠がある程度だ。

　小瓶をしまい込むとすれば、その葛籠だろうと判断し、さっそく鍵を外しにかかった。

　葛籠は蔓つるを編み込んで作った粗末なもので、貴重品をしまうようなものではない。

　もちろん小瓶は俺にとっては貴重なものだが、何も知らない衛兵にとっては、ゴミみたいなものだ。

　一応証拠品としてしまい込むだけなら、この程度の箱が適当と思われても仕方ない。

「ま、おかげでこっちも、仕事が楽でいいけどな」

　ポーチから取り出した針金や鉤かぎ棒を使って、鍵穴を弄いじること十数秒。瞬く間に鍵は外され、中の物を確認することができた。粗雑な鍵ならこんなものだろう。

　絡んできた男が着ていたと思おぼしき衣服や、折れた剣などがしまい込まれている。

　その葛籠の隅に、小さなガラスの小瓶を発見した。

「これかな？」

　念のため手袋をしてから小瓶を取り上げる。

　今まで散々衛兵たちが触れただろうから、あまり意味はないかもしれないが、念のためだ。

　俺はその小瓶の代わりに、ポーション用の小瓶を葛篭の中に放り込んでおいた。

　これは学院でポーションを作る際に使ったものだが、そこらで市販されている瓶でもあるので、これから足は付かないはずだ。

　家探しの痕跡を消し、葛籠に鍵をかけなおしてから、俺は後始末にかかった。

　窓を大きく開け放ち、換気を良くしてから、気絶した衛兵にマフラーを数秒かぶせる。

　これで男の周辺から毒素は消え去り、しばらくすれば目を覚ますはずだった。

　この危険な薬が危険と認識されないのは、中毒になっても命の危険が無く、簡単に回復できるから、というのもあるのだろう。

　仮眠室の二人が異常に気付いて、こちらに出てこられても困るので、俺はそそくさと窓から外に出る。

　堂々と正面から出たら、さすがに怪しすぎるからだ。今の俺は顔をマフラーで隠した不審者なのだから。

　窓の外の足跡を消し、窓を閉め──ようとして諦めた。ここを閉めたら、また中の衛兵が中毒になるかもしれないからである。

　まあ、内部に痕跡は残していないし、無くなったものも表向きはないのだから、窓が開いていたくらいで怪しまれることはないだろう。




　俺はさっそく寮の自室に戻り、小瓶を調べてみた。

　とは言え、詳しいことがこの部屋でわかるわけではない。せいぜい少量の飲み残しが小瓶の中にあることがわかるくらいだ。

　デンも帰宅した俺に気付き、そばに控えて万が一に備えている。

「外見はそこいらで売ってるポーション瓶と変わらないな。学院のと同じ物か？」

「一見すると違いはなさそうに見えますね」

「陶器製で、材質から遡るのも難しそうだね。中身は……数滴だけ残ってる」

「精査なさいますか？」

「ここじゃ大したことはわからないよ。といっても学院の施設を使うことはできないし、わたしに詳しい知識があるわけでもない」

「では、無駄足ということに？」

「それはないね」

　俺にわからないなら、わかる奴に聞けばいい。

　例えばレティーナ……は、俺とどっこいどっこいの知識しかないので却下。なら教員はどうだろうか？

　そこまで考えて、あまりのバカらしさに首を振った。誰が抱き込まれているかもわからない状況で、教員を頼るのは危険すぎる。

「レティーナもダメ、教員もダメとなると、やはりマクスウェルかな？」

「そうなりますね」

「さいわい今日は魔力も残っているし、ちょっとラウムまで跳んでくるよ」

「護衛は必要ですか？」

「それこそ逆に目立つから。悪いけど、またお留守番してて」

　ただでさえ俺の人目を引く風貌のせいで注目を浴びやすいのに、ここでデンまでついてきたら目立って仕方ない。

　逢あい引びきかと変に勘繰られると、呼び寄せてはいけない奴まで呼び寄せそうだ。

「隠おん密みつのギフトを使っていくから、デンがいると余計目立つ。悪いけど、お願いね」

「非才の身が恨めしいですね。承知いたしました」

「人には向き不向きがあるってことで」

「私はオーガですけどね」

　デンが軽く冗談を飛ばしながら、俺を見送ってくれた。




　俺はデンに留守番を申し付けると、またしても寮を抜け出すことになった。

　マクスウェルやマリアほど魔法に堪能ではないため、大掛かりな魔法は落ち着いた状況でないと発動できない。

　転移テレポートもその一つで、戦闘に使うにはいささか心こころ許もとない程度だった。

　光を放つ魔法陣を描き出し、術式を起動。直後、俺の視界がモザイク状に崩れ、再構築されていく。

　そこはすでにメトセラ領ではなく、首都ラウムにあるマクスウェルの屋敷の前だった。

「よし、つい──うひょあ!?」

　上手うまく発動したことを確認し、安あん堵どの息を漏らしかけた直後、俺は背後に鋭い殺気を感じ取り、横っ飛びに回避行動を取った。

　そして身体からだギリギリのところを通り過ぎていく剣。

「な、なんだ!?」

　ここはラウムの首都で、ましてやマクスウェルの屋敷の前。

　荒事とはもっとも縁遠い場所のはず。だというのに、周囲をよく見てみれば、黒衣の男たちが屋敷を包囲しており、それをマテウスが一人で押おし留とどめるという、まるで活劇のような光景が繰り広げられていた。

　そこに俺がヒョイと登場したわけなのだから、そりゃ襲撃者からすれば問答無用で斬りかかっても、仕方ないだろう。

「それはそれとして、一体どういう状況なんだよ!?」

「お、ニコルの嬢ちゃんじゃねぇか？」

　混乱の最さ中なかに上げた俺の声に、マクスウェル邸の居候マテウスが耳みみ聡ざとく反応する。

　俺に注意を向けながらも、襲撃者を一人切り捨てているところを見ると、腕に衰えはないらしい。

　相変わらず、俺には羨ましいほどの攻撃の重さをしていた。

「おい、説明しろ！　これはどうなっている!?」

「再会して第一声がそれとは、色気ねぇなぁ？」

「そういう問題じゃないだろ！」

　俺は斬りかかって来る襲撃者を躱かわし、足を払って地面に転がす。そのまま腰のカタナを引き抜き、男の首を薙なぎ払った。

　俺の力では、大人の首を刎はねることはできないが、それでも動脈を裂かれた男はのたうち回って息絶えた。

「どうやら爺じいさんの締め付けが強すぎたらしくてな。自称改革派カッコ笑いって連中が逆ギレして襲い掛かってきたのさ？」

「そうかよ。それでマクスウェルは？」

「今は大物ぶっ放す準備中」

「は？」

　マクスウェルの口にする大物とは、範囲殲せん滅めつ魔法だ。

　それも邪竜のトドメを刺したあの魔法レベルのモノである。

「やっべ！」

　俺は即座に踵きびすを返し、その場からの離脱を図った。

　最初からいたマテウスならともかく、今の俺は飛び込みの、いわば計算外の存在だ。

　マクスウェルが俺を攻撃対象から外してくれると期待するのは、いささか都合が良過ぎる。

　案の定、俺が離脱した直後、屋敷の方角から閃せん光こうが迸ほとばしり、男たちの悲鳴が轟とどろき渡わたった。

「まったく、無む茶ちやしやがる……」

　タイミングが悪ければ、俺も巻き込まれていただろう。そう考えれば運が良かったとも言える。

　とりあえず命拾いしたと安堵の息を漏らし、再び屋敷へと向かったのだった。




　とりあえず騒動が収まったので、改めて屋敷に招き入れられた。

　居間に案内された俺の目の前で、マクスウェルは素知らぬ顔をして茶に興じている。俺はそんな爺じいさんに恨みがましい視線を送っていた。

　あわや丸焦げという事態だったのだ、それくらいは許されるだろう。

「よくもやってくれたな？」

「おぬしが来ておるとか、ワシにわかるはずもなかろう？　それにおぬしなら、それくらいは避けて見せるじゃろうて」

「お前も俺を過大評価してんのな」

　茶を持ってきたのはマテウスで、彼は用事を申し付けられるのに備えて、室内で待機している。

　なのでマクスウェルも、俺がレイドであることは口にしない。

「マテウスや、ここはもういいからしばらく休むといい。今夜は疲れたじゃろう？」

「珍しく気遣ってくれるじゃねぇか。なんかやましい事でも相談するのか？」

「バカを言え、ワシがそんな真似まねをするはずが無かろう」

「白々しいってのは、こういう時に使う言葉だよな？　ま、疲れてんのは事実だし、風呂でも入って寝るわ」

「その風呂はワシの屋敷の設備なんじゃが……いや、そうするとええ」

　元が後ろ暗い暗殺者だったマテウスは、こちらの配慮を察したのか肩を一つ竦すくめただけで、追及はしてこなかった。

　マクスウェルもややこしくなるのを避けたのか、図ずう々ずうしいマテウスの発言を軽く流す。

　マテウスが、そのまま振り返りもせず居間を出ていく。

　それを見てマクスウェルは、扉が閉まるや否や探知魔法を使用して彼の居場所を確認していた。

「うむ、素直に風呂に向かったようじゃな。それにしても久しぶりに来たと思えば、何をそんなに慌てておる？」

「今、俺が受けている仕事は知っているか？」

「確かメトセラ領の違法薬物に関してじゃな。おぬしが片を付けてくれるのなら、こちらとしても大歓迎じゃ。もっとも、こんなことは大っぴらには口にできんが」

「そりゃ権力者が暗殺を奨励するとか、不謹慎極まりないからな。ならこれを見てくれ。件くだんの薬ってやつだ」

　俺は腰のポーチから、小瓶を取り出しマクスウェルへと差し出した。

　マクスウェルは気負うことなくそれを手に取り、軽く振って見せる。

「なんじゃ、空ではないか」

「中に数滴残ってるだろ。そこから鑑定してくれよ」

「なんとも無茶な注文を付けてくるもんじゃな」

「できないのか？」

　渋るマクスウェルに、俺は挑発的な笑みを浮かべて見せる。口の右端だけを吊つり上げるような、皮肉気な顔だ。

　無論向こうもその意図を察してはいるが、ここは敢あえて挑発に乗ってきた。

「できんとは言っておらんわい。しばらく待っておれ」

「そう来なくちゃ」

　俺の返事を待たず、マクスウェルはすでに魔法の準備に取り掛かっていた。

　いくつかのインク壷つぼと用紙を持ち出し、紙に魔法陣を描き込んで、その上に小瓶を載せる。

　マクスウェルが呪文を唱え、魔力を流すと、魔法陣が光を放ち、まるで湯気のように立ち上った後、消失する。

　代わりに紙には鑑定内容が記されていた。

「以前見た商人の鑑定とは、ずいぶん違うんだな」

　かつて温泉村で会った商人は、虫メガネのような魔道具を使っていた。

　対してマクスウェルは紙とインクだけ。実に簡単に見える。

「まあ本職には敵かなわんが、それでもワシならかなりの精度で鑑定できる。結果は信じてくれて問題はないぞ」

「正しけりゃ構わないさ」

　俺はマクスウェルにそう返し、結果の記された紙を取り上げる。

　そこにはいくつかの薬品と、奇妙な品が書き記されていた。

「ここは……土に釉ゆう薬やく？」

「小瓶の成分まで鑑定してしまったのじゃろ」

「で、ピリカの実に」

「魔素の浸透力を強化する成分があるんじゃ」

「ベゼルの葉は？」

「気分を高揚させる効果があるな。同時に理性が薄くなって痛覚にも鈍くなる。一般的には麻酔などに使われておるな」

「最後にファンガスの胞子……ファンガス!?」

　ファンガスとは、森の中に存在するモンスターの一種だ。

　胞子を飛ばし、動物や人間に寄生し、その内部を侵食する。寄生された生物は、やがて自らがすでに死んでいることすら気付かず、植物の意のままに操られるようになる。

　もちろん外見にも変化が生じ、外皮は植物のような繊維に覆われ、身体の各所からキノコが生え始めるので、一目瞭然だ。

　いうまでもなく危険生物として認定され、即座に討伐することがギルドからも国からも命じられている。

「そんな危険物質を体内に取り込んで大丈夫なのかよ？」

「無論危険じゃな。体内を侵食されるのだから、全身を激痛が走ってもおかしくない。いやしかし……だからベゼルの葉の成分を混ぜておるのか」

「痛覚を鈍くして侵食に気付かせないってことか」

「ファンガスの胞子も、少量ならば人体の免疫作用で排除される。適量ならおそらくはモンスター化することはあるまい」

「もし、過剰摂取すれば？」

「間違いなくファンガスに侵され、モンスターと化すじゃろうな。もっともこの量では、どの程度が適量か判断できんが」

　なるほど、それでデンたちが出会った男は、異常な怪力を発揮したのか。

　デンの一撃で死亡したのは身体の中央を破壊されたため、体内に侵入した菌糸が内臓と共に、外に撒まき散ちらされたからと考えられる。

「ってことは、これはもちろん？」

「違法……じゃな。ファンガスは国からも討伐命令が出ておる危険生物じゃ。それを薬に混ぜて街に持ち込むなど、言語道断」

「マスクを大量に仕入れていたのは、作業者が胞子を吸わないようにするためか」

　後は出所を調べれば、薬の方はどうにでもできる。問題はカインがどう関係しているか、証明することである。

「こっちはミシェルちゃんたちの動向次第ってことになりそうだな」

　彼女たちが同行しているマスクの大量搬入。それがどこで行われたかで、調査範囲が一気に狭まる。

　それに今の彼女たちは、単なる護衛として向かっているので、疑われることもあるまい。

　そう判断すると俺はマクスウェルに礼を述べ、メトセラ領へと戻ったのだった。
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　首都ラウムから戻ってきた俺は、デンにのみ調査結果を話し、そのまま就寝することにした。

　これはフィニアやレティーナがすでに就寝していたからである。

　フィニアには翌朝にデンから、レティーナには登校途中にでも俺が伝えておけば、問題ないだろう。

　一刻を争うような情報はなかったのだから。




　そして翌朝、登校中にそれを伝えられたレティーナは、案の定激げき昂こうしていた。

　正義感が強い彼女なら、当然の反応といえる。

「禁止薬物にモンスターの胞子ですって!?　人を何だと思っているのかしら！」

「落ち着いて、レティーナ。それは人前で口外していいことじゃないよ」

「それはわかっていますけど、やはり人を人とも思わぬ所業に、苛いら立だちを隠せませんわ」

「うん、見てればわかる」

　しかし、だからといって誰が聞いているかわからない状況で口外されては、彼女自身の身が危険である。

　それはレティーナも理解しており、俺に注意されてからは、詳細な内容については漏らさないようにしていた。

「それにしても、そんな『珍しい素材』をどこで手に入れてきたのでしょう？」

「元は討伐指定だし、普通に手に入る物じゃないよね。冒険者を雇って、特別に入手……いや、それじゃ足がつく可能性が高いか」

　専属の冒険者でもない限り、カインたち以外の仕事も受けるはずだ。

　その時に口を滑らせないとも限らない。なにより、信頼関係がない相手では、それを元に脅迫される可能性だってある。

　いかに貴族のボンボンといえど、そこに知恵が回らないはずがない。

「ああ、それで学院を利用しているのか」

「魔術学院を？」

「ほら、校外実習。あの時に『獲物』を仕入れているんじゃないかな？　元は森に住んでいるわけだし、胞子──っと、粉だけならどこにでも隠して持ち帰れる」

「でも、そんなに都合よく見つかるかしら？」

「そうだね。そこは……ん？」

　そういえば、ファンガスは動物にも人間にも寄生する。

　寄生されて五日ほどは潜伏期間になるが、それを越えると人の意識はなくなり、本能のままに襲い掛かるモンスターと化す。

　その感染の元になる胞子はすでに手にしているとしたら？

「まさか、自分で作って、自分で収穫している？」

「え？」

「どこか頑丈な檻おりにでも寄生主を閉じ込め、感染させておけば、数日後には……」

「そんな──!?」

　檻の中に閉じ込められ、身動きができないファンガスなら、仕留めるのも容易たやすい。

　そして仕留めた死体からは、いつでも労せずして胞子を入手することができる。

　しかも新たな寄生先さえ用意しておけば、何度でも感染させることができる。それは別に動物でなくても構わない。

　ファンガスは動物にも、人間にも感染するのだから。

「そして連中は、寄生先はすでにいくつか確保している可能性が高い」

「それは、わたくしが送り込んだ冒険者たち……ですわね」

「あくまで推測だけど、人をキノコの原木みたいに扱っていたとしたら、許せないね」

　確証はない。それを明かすためにも、連中の根城を早く突き止めたいという衝動に駆られた。

　先任の冒険者たちが餌食になっているのなら、早く解放してやりたいと思ったからだ。

「レティーナ。悪いけど、今日はわたしは病欠ってことにしておいて」

「わかりましたわ。担任にはそう伝えておきます」

　俺と同じ思いを抱いたのか、レティーナもあっさりとずる休みを承諾してくれる。

　そして俺は、隠おん密みつのギフトを利用して人目を避けるように寮へと戻ることにした。

　もう一度、カインの室内を調べるために、だ。




　ひとまず寮に戻った俺は、一目散にカインの私室へと向かった。もちろん、正面からではなく、裏庭の壁からだ。

　壁に張り付いたまま窓から中を覗のぞき込み、中に誰もいないことを確認すると、鍵を開けて前回同様、あっさりと忍び込むことに成功した。

　そして今度こそ念入りに調べて回るが、やはり怪しい物証は得られなかった。

「くそ、あいつは慎重な奴やつだから、何か証拠を隠し持っているはずなんだ」

　慎重だからこそ、他者に証拠を預け、処分や管理を任せたりしない。

　ああいう奴は、自分の弱点になる物は、必ず手元に置いて監視していたくなるタイプである。

「ここじゃない場所を確保しているのか？　だとしても、自分の目の届かない場所は不安になるはず。きっとどこかに……」

　意地でも見つけてやる、そんな決意が焦りを生み、余計に探索が雑になっていく。

　しかし今回はそれが功を奏したといえた。

　うっかりと壁際の外がい套とう掛けに背中をぶつけ、それがゴツンと壁に当たる。

　鈍く重い音。そこに混じる、太鼓のように反響を残した衝突音。

　それは、普通に壁を打った時の音とは微かすかに違っていた。

「なんだ、この向こう……？」

　奴の部屋は南の角部屋。つまりこの向こうは外のはず。だというのに反響が返ってくるということは？

「隠し部屋か！」

　南側の壁際に立ち、そこから窓までの歩数を測ってから、窓から顔を出す。

　外から見た時は気付かなかったが、確かに歩数と壁の厚さが合わない。

　この感じだと、南側の壁が二メートル以上あることになってしまう。

　無論俺だって最初に来た時も隠し部屋の事は考えていた。

　しかしその時は隠し部屋のスイッチなどがないかを重点的に見ていたため、この壁の厚さを見落としていたらしい。

「しかし、この部屋にはそんな出入り口はなかった。いや、部屋にないのかもしれないな」

　隠し部屋への入り口は別にこの部屋にある必要はない。寮の外の三方向も可能性があるが、そこでは誰が見つけるかわからない。

　誰でも自由に接することができる場所では、奴も安心はできまい。

　ならば別の場所。南の壁に面した三方以外の可能性となれば……

「廊下の突き当り、か？」

　カインの部屋は南の端。つまり廊下の突き当りに位置している。

　そして向かい側は他の生徒と同じく使用人の部屋だ。

　つまり、廊下を突き当りまでやって来るのは、カインか使用人しかいない。

「ついに尻尾を掴つかんだぞ、キザ野郎」

　俺は口の端を吊つり上げ、猟犬のような笑みを浮かべた。

　ここから迂う闊かつに部屋を出ると、さすがに使用人に見つかってしまう可能性がある。

　そこで俺は、幻覚の指輪を使って姿を隠すことにする。

　これと隠密のギフトを併用すれば、たとえ目の前にいても気付かれる心配はない。素人相手ならば、の注釈は付くが。

　まず鍵穴から廊下の様子を探り、カインの使用人の目が無いことを確認すると、小さくゆっくりと扉を開け、スルリと廊下へ滑り出た。

　そのまま指輪の力で壁の模様に擬態しておき、突き当りの壁を調べる。

　案の定、突き当りにある壁の床から高さ一メートルほどの部分が隠し扉になっており、そこから向こう側へと入ることができるようになっていた。

　しかもこの隠し扉、カインの部屋の扉と重なる場所に作られており、カインが部屋の扉を全開にしておくと、廊下の向こうからは見ることができない位置にある。

「まったく、小こ賢ざかしい真似まねを」

　小さく呟つぶやいてから隠し部屋に忍び込む。侵入に気付かれないよう、扉はしっかりと閉めておく。

　隠し部屋……というか、そこは隠し通路になっているようだった。

　幅一メートルほどの短い通路があり、その先は階段になっていて下へと向かっている。

　俺は足音を立てないように階段を下っていった。明かりはないが、どこからか光を取り込んでいて、それが通路のあちこちに仕掛けられた鏡に反射し内部を照らす構造になっていたので、俺が照明を使用する必要はなかった。

　狭苦しい階段を降り、何度か折り返し、優に五階分は下っただろうか？

　寮が三階建てであることを考えると、完全に地下に潜っていることになる。

　それだけ降りて、ようやく目の前に扉が現れた。

　この深さになると、取り込んでいた明かりもその効果を弱め、かなり薄暗い状況になっている。

　それでも闇に慣れた俺の目は、周囲をはっきりと見て取ることができた。

「鍵、は掛かってないのか？」

　静かにドアノブを回すと、かちりと小さな音を立てて扉が開く。

　その向こうは高さはないが、かなり広い部屋になっていた。そして壁際には薬品棚が置かれており、そこには何十本もの小瓶が収められていた。

　さらには小さな机と書類棚も完備されている。

「これ、フィニアを襲った連中の小瓶と同じものだな」

　といっても、学院で使っているものと区別がつかないので、これだけでは有罪とは言えない。

　しかし中身が例の薬と同じならば、確定である。

　薬品棚を漁あさり、小瓶を二本ほど失敬しておく。もちろんすぐ見破られないように奥の瓶を手前に移動させておくのも忘れない。

　それから部屋を調べたところ、薬の売り上げを記した帳簿が見つかった。

「自分の部屋じゃないから見つからないと、タカをくくっていたのかね？」

　取り引きの相手を見ると、父親であるトバル・メトセラ＝レメクの名前まであった。しかもその取り引きの最新記録は、『新薬』と記載されている。

　どうやら、さらに薬を改良したものを、トバルに流しているようだ。

　まったく、家族ぐるみでこの裏稼業を行っているとは恐れ入る。

　さらに部屋を調べていくと、もう一つ奥に部屋があることが判明した。

　俺が扉をゆっくりと開くと、その向こうには監獄のような牢ろう屋やが存在していた。

　牢獄の数は三つあり、そのうち二つの扉が閉じられていた。

　その中の一つには、身体からだ中じゆうからキノコを生やした、奇怪な姿の人間……いや、冒険者の死体に寄生したファンガスの姿があった。

「ぐっ!?」

　俺だって様々な経験を積んできている。アンデッドの姿を見たことだって、何度もあった。

　しかし目の前の存在の奇怪さには、到底及ばない。

　明らかに死んでいるのに、溶け崩れ、空洞になった眼がん窩かからキノコまで生やしているというのに、その冒険者は動いていた。

　一歩踏み出すごとに、足の裏のキノコが踏み潰され、胞子が周辺に撒まき散ちらされる。

「おおおぉぉぉぉぅぅぅぅぅぅぅぅ」

　俺に気付いたのか、ファンガスは言葉にもならない唸うなりを上げて、ゆっくりとこちらに迫ってくる。

　しかし、俺とファンガスの間には、頑丈な鉄格子が据え付けられており、それ以上こちらへは寄ってこられない。

　それでも俺を捕まえようと、ボロボロになった腕をこちらに伸ばす。無論その腕もキノコだらけだ。

「……哀れな」

　これまで多くの死を目にしてきたが、この有り様だけは無残だとわかる。

　だが、こいつを殺してしまえば、俺の存在を嗅ぎ付けられる。ここは何もせず、この部屋を出るのが正解だ。

　そう理解していても、この冒険者を放置しておくことができなかった。

　操糸のギフトを使い、首に糸を巻き付けて全力で引く。

　ファンガスはいわばアンデッドと植物のハイブリッドのような存在なので、首を絞めたところで効果は薄い。

　しかし俺が筋力強化までして引っ張ったミスリル糸は、ブチブチと首の繊維を引き裂き、やがてその首を床に落とした。

　それでも、ファンガスは動きを止めようとしない。そもそも植物でもあり、アンデッドでもあるこのモンスターに、首なんて存在は意味がない。

　俺は完全にファンガスが動きを止めるまで、何度も何度も、斬り刻んでいく。

　ファンガスはその後ももがき続け、手足を落とし、胴体を二つに割ったところでようやく動きを止めた。

　どろりとした血が床に流れ、周囲には胞子が舞い散り、霧がかかったようになっている。

　これは俺も完全に寄生されたと見るべきだろう。

　しかしファンガスの寄生は、その後きちんと処置しておけば、問題はない。

　寮内では魔法が使えないので、すぐにでも敷地を出て、マクスウェルあたりに浄化してもらった方がいい。

　さらに別の牢獄には、虚うつろな目をしたトロールが一匹、拘束されていた。

　トロールは身長が三メートルを超える巨人で、異常な再生力を持っているのが特徴だ。性格も激しく、人間を見れば即座に食らいにかかるという危険なモンスターだった。

　そんなトロールが、無気力に横たわっている。どうやら、何らかの薬物を投与され、無力化しているらしい。

　その腕や首筋には、無数の腫れがある。おそらく薬物を注入した痕跡だろう。注射針の跡はすぐに回復するので、残っていないようだ。

　これも容赦なく首を落としておく。無反応だったので、まるで人形の首を落とすように容易たやすく落とせたのだが、それが逆に薄ら寒い不気味さを感じさせ、鳥肌が立った。

　ファンガスとトロールを始末したのだから、カインもすぐに動き始めるだろう。

　しかし、こちらがそれ以上の速さで動けば、問題はない。証拠の帳簿も手に入れたし、薬の現物も、ファンガスやトロールの死体もある。

　すぐにマクスウェルを動かし、ここを押さえれば、レメク家は終わりだ。

　そう考え、証拠としてこの取り引きを記載した帳簿もめぼしい物を見繕って持ち帰ることにする。

　特にトバルとの取り引きが記載された物は重要だ。

　これで準備は整った。これだけの証拠があれば、レティーナの婚約を破棄することが可能なはずだ。

「これで、一件落着ってところだな」

　薬品棚のある部屋まで戻り、俺は大きく息を吐いた。

　あとはマクスウェルがうまく圧力をかけてくれれば、レティーナは晴れて自由の身になるというわけである。

　そう思うと、先ほどの哀れな冒険者も、報われたと考えるべきか？　身をもってカインの悪行を晒さらしてくれたのだから。




　俺は寮の隠し部屋から外に出ると、その痕跡を消した後、寮の外へ出る。

　そこから人目を避けて路地裏に潜り込み、ラウムへと跳んだ。

　街の間の距離を無視できるのが転移テレポートの魔法のいいところだ。

　今回は到着した瞬間襲撃されるようなこともなく、すんなりとマクスウェルの元に辿たどり着くことができた。

　例によって居間に案内され、マクスウェルは茶を淹いれるために席を立った。

　しばし待たされた後、憮ぶ然ぜんとした表情のまま、トレイにティーセットを載せて居間に入ってくるマクスウェル。

「こっちも襲撃の方は落ち着いたようだな？」

「来て早々言ってくれるのぅ。前回は特別じゃよ」

　俺にとっては見慣れた姿だが、そのティーセットを載せているのは、懐かしの魔力の鑑定板じゃなかったか？

「それ、雑に扱うと、またコルティナに怒られるぞ」

「なに、予備もあるから気にするな。それに作ろうと思えば、いつでも作れる」

「魔道具をホイホイ作れるってのが、すでに異常だがな」

「なにを今さら」

　風神ハスタールや破戒神ユーリから、散々魔道具を提供してもらっている俺が口にするのも、確かに今さらである。

　マクスウェルの言葉に、鼻を鳴らして不機嫌そうに返してから、隠し部屋から持ち出した小瓶をテーブルの上に載せる。

　一緒に帳簿から持ち出した数枚の書類も、並べておく。

「なんじゃ、ブランデーでも持ってきたか？」

「俺が酒は苦手なのは知ってるだろ。例の薬だ」

「ふむ？」

　今度はマクスウェルが鼻を鳴らし、しげしげと書類を眺め、取り上げる。

　続いて小瓶も手に取って、軽く振って中身を確かめる。

「それと、どうやらファンガスの胞子に寄生されたっぽいから、浄化してくれ」

「浄化ピユーリフアイの魔道具は？」

「持っていく時間が惜しかった。それに追いつかないほどの量を頭から浴びちまってな」

「わかった、待っておれ」

　マクスウェルは小瓶をテーブルに戻すと、浄化ピユーリフアイの魔法を発動させる。

　その動作がややまどろっこしく感じるのは、俺がマリアの瞬間発動する魔法に慣れてしまっているからだろう。

　それでも一般的な術者よりは遥はるかに早く、術を発動させている。

　空中に描き出された魔法陣が粉のように崩れ、それが俺の身体にまとわりつく。

　小部屋を出てから感じていた、体内に存在した微かすかな重さのようなものが消え、すっきりとした気分になる。

「どうやら消えたようだな」

「ファンガスに寄生されたということは、薬の大本は発見したのかの？」

「ああ、寮の隠し部屋に捕らえられていた。冒険者の死体はバラバラに刻んできたから、再利用される恐れはない」

「冒険者の死体を利用しておったのか。なんとも非道な」

　続いてマクスウェルは小瓶の鑑定に移る。

　これだけ量があるなら、前回はわからなかった中毒になる量も判明するはずだ。

　案の定、鑑定結果を見ると、小瓶一つで依存症が残ることが判明した。つまり三回分である。

「たった三回か」

「その上、この小瓶二つほど一気飲みすれば、急激にモンスター化するじゃろうな」

「デンに聞いた話では、一つでモンスター化したらしいんだが？」

「戦闘に使うと聞いて、成分を濃縮したのかもしれん。痛覚がマヒするから、狂戦士化待ったなしじゃ」

「それ、戦争に使われたらヤバいんじゃないか？」

　痛覚を感じない兵士が、小瓶一つで誕生する。

　材料もファンガスの胞子が入手しにくい程度だ。それも連中がしていたような『養殖』を行えば、簡単に手に入る。

　他の材料は、ありきたりなポーションに使われるものなので、かなり在庫がある。

　これを兵士に配り、戦場で服用させれば、戦場の様相が一変してしまうだろう。

「いや、それは難しいじゃろうな」

「なぜ？　痛みを感じず、死ぬまで戦う兵士なんて、領主にとっては喉から手が出るほど欲しい存在だろ？」

「無理じゃよ。兵士というのは、戦えるということ以上に、上官に従順であることが求められる。薬で興奮した兵士を指揮するなど、コルティナでもできんわい」

「そんなもんか」

　まあ、俺は戦場に出るという経験はあまりしていなかったので、その辺はあまりわかっていないかもしれない。

　マクスウェルが不可能だと言うのなら、無理なのだろう。

「もっとも、街中にモンスターを作り出すなら、簡単にできるじゃろうな」

「それはもう経験済みだよ」

　そう言うと俺は席を立ち、居間を後にしようとした。

「なんじゃ、もう行くのか？」

「ああ。カインが黒と判明した以上、レティーナとフィニアのことが心配だからな。ファンガスを始末したので、俺の侵入のこともバレてるだろうし」

「ならばしばし待て。こいつも持っていくがいい」

　マクスウェルは席を立ち、居間の隅に置かれていた戸棚から、別の小瓶を取り出してきた。

　それは俺も見覚えがある瓶だった。冒険や暗殺で散々世話になった、解毒用のポーションだ。しかも、かなり高位の毒すら浄化できる上級の解毒ポーション。

「これならファンガスの胞子を浄化することができるじゃろ。持っていけ」

「ああ、そういえばこの手もあったか。悪いな」

　これは俺も何本か持っていたが、それはデンが管理する隠れ家にある。今の俺は持っていない高級品だった。

「助かるよ。それじゃ、フィニアたちが心配だから、今日はこれで」

「うむ。コルティナばっかりじゃなく、もっと頻繁にこっちに顔を出してもいいんじゃよ？」

「媚こびるな、気持ち悪い」

「ははは。じゃが、顔を出して欲しいのは本当じゃぞ。もっとも近いうちにワシもそっちに行かねばならんが」

「ん？　ああ、そうか。ことが貴族の問題だもんな。だが別に、事を表沙汰にした後は俺が暗殺しても……」

「相手は公爵じゃからな。それに縁戚も多い。本人を殺したところで、別の貴族に狙われかねん。かといって放置するわけにもいかん。このレベルの問題はさすがに王家も見過ごせんじゃろうし」

「そうか？」

「それにワシも、少しばかり根回ししておかねばならんようじゃからな」

「ま、爺じいさんがこういう問題で抜かるとは思えんし、そっちはお任せするさ」

　貴族のいざこざに、自分から率先して首を突っ込む気は、俺にはない。

　マクスウェルが何をしようとしているのかわからないが、あまり深入りしない方がいいだろう。

　そう考え、俺はマクスウェルの屋敷を後にしたのだった。
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　ミシェルたちは、メトセラの街を出たあと、防ぼう塵じんマスクの仕入れの護衛についていた。

　冒険者を雇うのは、港町からメトセラまでの護衛のためである。

　今回は大口の注文で、かなりの量を運ぶ必要があるため、労働力兼護衛としての人材が必要との話だった。

「で、これが運び込まれた先が、ニコルの標的って可能性も高いんだ。だから油断するんじゃないぞ」

「もー、クラウドくんに言われるまでもなく、わかってるって」

　噛かんで含めるように、何度も何度も注意してくるクラウドに、ミシェルはさすがに辟へき易えきしている。

　もっともそれが、彼が心配してくれている証あかしだと知っているので、気を悪くしたりはしない。

　運ぶ荷物は馬車一台丸ごと必要なため、彼女たち二人と他に人足が三名同行していた。

　目的地の港町はメトセラの街から一日かかる場所にあるため、往復三日を想定した旅程だ。

　道中はラウム特有の森の中にある街道を抜けるため、見通しはあまり良くない。

「ラウムってこう見ると、行商には向いてないよなぁ」

「はっはっは、それでも商品を運ばないと、困る人がいるからな！」

　輸送を担当する商人は顔に斬り傷を残した大男で、その影響で人前に出ることができないと言っていた。

　確かに傷のせいで強こわ面もてになっており、客商売するには向いていない。

　しかし明朗快活な性格をしており、物もの怖おじしないミシェルなどは早速懐いている。今も干し肉などを貰もらって、満面の笑みで齧かじりついていた。

「嬢ちゃんはよく食うな。まあいいけど、ほどほどで頼むぜ。片道一日とはいえ保存食なんだから」

「ふぉい、ひひょうひまふ」

「はい、自重します、だって」

　ミシェルが食べながら話すのはいつものことである。その言語を散々聞いてきたクラウドは、それを翻訳して商人に伝えていた。

「んく。大丈夫だよ。ご飯が足りなくなったら現地調達すればいいし。わたし狩人かりゆうどだし」

「獲物を探すのはニコルの仕事だったじゃないか」

「わたしだってできるもん」

　そう言うと、腰の狩猟弓を収めたケースをパンと叩たたく。

　それを見て、商人は背中にも弓ケースを背負ったミシェルを奇異の目で見た。

「嬢ちゃん、背中に背負ってるのも弓だろう？　なんで二つも持ってるんだ」

　弓使いが近接戦用に軽めの剣を用意することはよくある。しかし彼女は弓を二つ用意していて、近接用の武器は持っていなかった。

　さらに矢筒も二種類用意しており、弓を主力とする一般の冒険者とは、一線を画する外見をしていた。

　しかも胸や腕を弦から保護する胸当てや手甲ガントレツトは、妙に質のいい物で揃そろえられていた。

　若手の冒険者にしては、高級品過ぎる。

「これは大物用の特別なやつなの。だからいつもはこっちね」

「剣とかは用意しないのか？」

「それは体術で何とか。何よりクラウドくんが守ってくれるし」

「へー、信頼されてるんだな、坊主」

「なんで俺が坊主でミシェルが嬢ちゃん……いや、いいけど」

　扱いの違いに憮然とした顔をするクラウドに、商人はガハハと大声をあげて笑う。

　クラウドの背を勢い良く叩き、愉快さを表現していた。

「悪いな。男には遠慮せん性た質ちなんだ。それよりあれを見な」

「ん？」

　商人が指さした先には、一羽のヴァルチャーが飛んでいた。

「さっそくで悪いが、口ほどの腕ならアイツを仕留めてくれんかな？」

「ヴァルチャーは高空から急降下で襲ってくるから危険なんだよな。俺じゃ守り切れないし、先手必勝が楽。ってことで、ミシェル、頼むよ」

「はぁい！」

　返事が終わるより早く、ケースから弓を取り出し、矢筒から矢を番つがえる。

　その流れるような動きは、商人が目を剥むくほど滑らかで熟達していた。

　照準をつけることすら一瞬で済まし、無造作とも言えるほど容易たやすく指を離す。

　一呼吸の間に放たれた矢は、一直線に空に向かい、獲物を探すヴァルチャーの頭部に狙い過たず突き刺さった。

　一撃のもとに絶命し、きりもみしながら地面に落ちていく。

　商人はさらにあんぐりと口を開き、その神業を見守るしかできなかった。

「な……え？　もう？」

「まあ、ミシェルだからね。これでも第四階位だから」

「ハァー！　こんなに若くて四階位って大丈夫かよって最初は思ってたが、こりゃすげぇ」

「周囲が化け物揃いで、俺も肩身が狭いよ。それより、回収しないのか？」

「ああ、そうだな。お前ら、ちょっと行って来てくれ」

　人足の男たちに、ヴァルチャーの回収を任せる商人。

　彼らもミシェルたちと同じく、護衛兼労働力として雇われているため、森の中を移動する程度のことはできる。

　商人の言葉に、なんで俺たちが？　という表情を浮かべていたが、雇い主の命令には背けない。

　一人を残し、二人が一組になって森の中に入っていく。

　ヴァルチャーの落下した場所はそれほど離れていないので、二人でも大丈夫と判断したのだろう。

「待ってくれ、俺も行くよ」

　しかし彼らの装備では大型のモンスターに襲われては危険と判断し、クラウドも同行を申し出た。

　男たちは一瞬だけ目め配くばせし、小さく頷うなずいて許可する。

「じゃあ、ミシェル。後は任せるね」

「うん、いってらっしゃい」

　超絶技量を見せつけたミシェルは、それを気にした風もなく小さく手を振って送り出す。

　クラウドは手を振り返した後、先に森に入っていった二人を追って、草を掻かき分わけていったのだった。




　護衛の道中は、その後も問題なく続いた。

　何度か野生動物の襲撃などはあったが、クラウドとミシェルの前では全く敵にならなかった。

　その都度、頬ほお傷の商人はミシェルの腕前に感嘆の声を上げていた。

　そして三日目の朝、ようやくメトセラの街に戻ってきた。

「いや、実に順調だった。これは次も頼むしかないな」

「こちらこそ、ご贔ひい屓きに頼んます」

　クラウドも道中で商人とは仲良くなっており、気安く言葉を交わす程度の仲にはなっていた。

　対してミシェルは、初めて訪れた町に興味津々で、視線はせわしなく街路の屋台を捕捉していたりもした。

　屋台に張り付くように動かないミシェルを引っ張るようにして、クラウドが移動させていたのも、ここまでということになる。

「それじゃ、後でギルドの方に金を振り込んでおくから、そっちで報酬を受け取ってくれ」

「うぃっす」

「おっと、積み荷を降ろすまでは依頼のうちだからな！」

「わかってますって」

　注文を受けた品は、東方のマタラ国で作られている、布の目が細かいマスクだ。

　元は炭鉱などで粉塵を防ぐために使われていた物で、その遮蔽率はラウムの品よりも遥はるかに高い。

　それがおよそ二千個。商人の経験からしても、結構な大口取り引きである。

「悪いな、本当なら休んでもらわないといけないんだが、特注品で個包装されていてな。その分嵩かさが増してるんだ」

「しょせん布なんで、軽いもんスよ。それに俺、こう見えても力自慢なんで」

「そう言ってくれると助かるよ」

　実際、クラウドはその細身の身体からは想像できないほど力が強い。

　これは幼い頃からの鍛錬と、潜くぐり抜けてきた実戦により育はぐくまれた力だ。

「荷降ろしが終わったら、詫わびに一杯奢おごらせてくれ。お前たちも一緒に飲もう」

「へい！」

　待機していた人足たちにもそう声をかける。彼らもタダ酒が飲めるとあって、表情を明るくしていた。

「それじゃ倉庫に行くぞ。南の三番倉庫だ」

「りょうかーい」

「え、お昼食べてからじゃないの？」

「ミシェル、あとで買ってやるから」

「ホント？　絶対だからね？」

　未練たらたらのミシェルを引っ張り、クラウドたちは倉庫へと向かう。

　さすがに仕事の最中に買い食いするほど、ミシェルも非常識ではないので、それに大人しく従っていた。

「ハハハ、なら仕事が終わったら俺が腹いっぱい食わせてやるよ！」

「やったぁ！」

「やめておけ！　マジで!?」

　ミシェルの食欲を良く知るクラウドは、商人の暴挙を必死になって止める。

　その意味を理解せず、きょとんとした表情を浮かべる商人。

　そんなにぎやかな雰囲気のまま、彼らは倉庫へと向かうのだった。




　夜になり、商人は約束通り、ミシェルたちに食事をおごっていた。

　彼女の全開の食欲を初めて目にした彼は、目を丸くしてその健けん啖たん振りに驚きよう愕がくしていた。

　クラウドはやや申し訳なさそうな顔で、酒杯を呷あおっている。

　すでにミシェルの暴走を止める気は、毛頭ない。

「いや、これは……よく食うな」

「ちっさい頃からそれが自慢だったし」

「この外見に騙だまされて、何人が泣いたことか」

「む、騙してなんてないもん」

　ミシェルの体格自体はほっそりとしている。肩も腕も健康的ではあるが、無駄な肉はない。胸以外は。

　それに騙されて下心満載の男が何人も食事に誘ったが、その財布をことごとく粉砕してきたのが、彼女の食欲である。

　今その犠牲者リストに、商人の名前も載ろうとしていた。

「悪いね、こっちばっかり食ってて」

「気にすんな。俺たちもタダ酒飲ませて貰ってるからな」

　クラウドは人足の男たちに、一応謝罪を入れる。

　男たちも同じテーブルについて、一緒に酒を飲んでいるが、卓上の料理はほとんどミシェルの胃に消えていっている。それを謝罪したのだ。

　彼らも気にするような素振りを見せていないため、クラウドは安心して食事に戻る。

　しかし視線は彼らの手元から外さなかった。

　これまでに、ミシェルを狙って一服盛ろうとする男たちを散々見てきたからだ。クラウドの視線に気付いているのか、男たちも微妙に緊張した様子を見せていた。

「なんだか視線を感じるんだが……？」

「ああ、悪い。つい癖でね。ほら、相方がアレだから」

「なるほどな。心配の種は尽きないってところか」

「気を悪くしたなら謝るよ」

「いや、気持ちはわかるさ」

　ミシェルはその体付きももちろんだが、容貌も愛あい嬌きようがあり素朴な印象を与える。

　ニコルが貴婦人的な美しさだとしたら、ミシェルは村娘の気安さを漂わせていた。

　どちらに声をかけやすいかと問われれば、圧倒的にミシェルに軍配が上がるだろう。

　だからこそ、行き過ぎたアプローチを掛けてくる男たちも、後を絶たない。

　そんなやり取りを交わしつつ夜も更けていき、やがて人足の一人が席を立った。

「悪い、ちょっとトイレ行ってくるわ」

「おう。手早くな」

　軽く手を上げ、何気ない仕草で店の奥へと消える。

　トイレは厨ちゆう房ぼうのそばに設置されていている。これは店員も頻繁に使用するからである。

　しばらくして新しい料理が運ばれ、揚げ物の一つに即座にミシェルが手を伸ばした。

　続いて商人も負けじとフォークを伸ばす。

　クラウドはその光景を眺めつつジョッキに口を運んでいたが、中身が空であることに気付いた。

　同席の男たちの分も残り少ないことを確認し、追加のオーダーを給仕に頼む。

　間をおいてトイレに立った男が戻ってきた。その手にはオーダーした酒を持っていた。

「ついでに持ってきたぞ」

「ああ、手間をかけたな」

　おそらくトイレから戻ってくるところで、給仕に配膳を任されたのだろう。

　仕事の手を抜く、あまり褒められた行為ではないが、ここはうるさく言うべきではないとクラウドも考えた。

　男からジョッキを受け取り、口に運ぶ。

　するとしばらくして、くらりと視界が揺れた。

　不自然な眩暈めまいに、慌ててミシェルに視線を送ると、彼女はすでに酔い潰れたかのように、テーブルに突っ伏していた。

「バカな。彼女は、酒は飲んで、ない、はず……」

　ミシェルはほとんど酒を口にしない。今日も料理ばかりで酒は飲んでいないはずだった。

　特に男と同席するときは、クラウドも注意を払っている。

　見れば、商人も同じように酔い潰れている。

「いや、これは……一服、盛った、な……」

　視界が暗転する寸前、クラウドは男たちがニヤニヤとした笑みを浮かべているのを、目にしていた。




「う……」

　クラウドは鈍痛を訴える頭を抱えようとして、腕が動かないことに気が付いた。

　いや、それどころか足も身体も、ろくに動かない。

　頭痛を堪こらえつつ目を開くと、そこは見たことのない建物の中だった。

「ここは……」

「ようやく目が覚めたか。薬には弱いんだな、ガキ」

　男の声に慌てて周囲に視線を飛ばす。

　周囲はかなり薄暗いが、見える範囲ではどうやらかなり広い建物の中。おそらくは倉庫とわかる。

　自分とミシェル、そして商人の男は縛り上げられて柱に括くくりつけられ、身動き一つ取れない状態。

　そして目の前には三人の人足の姿。

「お前ら、なんで──!?」

「わかんねぇのか？　お前らがボスの部屋を荒らしたりしなけりゃ、こうはならなかったのさ」

「ボスの部屋？」

「しらばっくれんなよ。フィニアとかいう女と、一緒に探りを入れてたんだろ？」

　そこまで言われ、どうやらニコルと間違われて拉致されたことを、クラウドは悟った。

　フィニアは使用人という立場上、ニコルよりも頻繁にメトセラの街に出てくる。

　その際、クラウドたちと連絡を取っていたため、敵に実行部隊として認識されたらしい。

「人違いだ。確かにフィニアさんとは顔見知りだが、あの人が他人の部屋を荒らしたりするはずないだろ！」

「しらばっくれんな！」

「がっ!?」

　反論するクラウドの顔を、男の一人が蹴りつける。

　無論、その程度の攻撃では打たれ強いクラウドがどうにかなるはずもなかったが、それは彼だけの話だ。

　もしこの暴力がミシェルや商人に向かったら、おそらく大おお怪け我がを負ってしまうだろう。

　それにミシェルは女だ。この状況で獣欲の矛先を向けられては、歯向かえるはずもない。

　そのような惨事だけは何としても避けねばならない。

「な、なあ、本当に人違いだって。話を聞いてくれよ」

「うるせぇ。ボスが来るまで大人しくしてろ」

「そもそもボスって誰なんだよ。俺たちは本当に流れの冒険者なんだって」

「知ったことか」

　返事は返って来るが、取り付く島もない。

　それを悟ってクラウドも少し状況を考えねばならなかった。このまま話を続けては、変に相手を刺激する可能性もある。

　同時に救援が来るまでの時間を計算する。

　ニコルには二、三日の依頼と言こと伝づててある。それを越えれば、さすがに疑いを持って様子を見に来るはずだ。

　すでにその期間は経過し、荷降ろしの作業も終えた。

　どれだけ意識を失っていたかわからないが、しばらくすればニコルも異変に気付くはずだ。

　それまでどうにか時間を稼げば、この程度の相手なら彼女は一蹴できるはず。

「なあ、こっちのガキでちょっと遊ばねぇか？」

　その時、クラウドが最も恐れている言葉を、男の一人が口にした。

　ミシェルは武装を外され、いつもの胸当てすらつけていない。

　その状況で縛られているものだから、胸がさらに強調され、扇情的な格好になっていた。

　それを見て、この男たちが我慢できるとは、クラウドには思えなかった。

「殺すなって言われてるだろ」

「そりゃ、知ってるけどよ。でも『殺さなきゃ』いいんだろ？」

「あ？　そりゃ、まぁ……そうか、そうだな」

「そうだな、じゃねえだろ!?」

　思わずクラウドはツッコミを入れる。ここで主張を曲げられてはミシェルの身が危ない。

　どうにかしてそれだけは避けねばならない。

　日頃から彼女を好ましく思っているクラウドとしては、これは至上命題である。

「待て待て待て！　確かに俺はレティーナと知り合いだ。ラウムでは一緒に冒険者をしてた。それは認めるよ」

「ふん、ようやくか」

「だけどそれだけじゃないぞ」

「なに？」

　話の一部を認め、自分の話題に乗ってこさせる。こうすることで、ようやく相手を会話のテーブルに着かせることができる。

　ここからクラウドの側に有利な話題を持ち出し、身の安全を図る必要がある。

「俺たちの仲間ってことは、ニコルの仲間ってことだ。わかるか？　六英雄ライエルとマリアの娘のニコルだ」

「それがどうしたよ？」

　敵もレティーナの過去についてはある程度調べているはずだ。

　ならばレティーナとニコルの関わりについても知っているはず。

　その推測は、どうやら間違いではないようだった。

「つまり、ミシェルもニコルの仲間ってことだよ。英雄の娘の親友。そんな相手に手を出せばどうなるか、考えればわかるだろう？」

「…………あぁ」

　実際、ミシェルに手を出せば、ニコルは烈火のごとく怒り狂うだろう。

　それこそ地の果てまで追い詰め、相手をなぶり殺しにするくらいはやりかねない。いや、きっとやる。

　事実だからこそ、クラウドの話には相応の説得力があった。

「ニコルだけじゃないぞ。俺は彼女が、どれだけライエル様やマリア様に可愛かわいがられていたか、知っている。そして二人が敵に回れば、仲間の方たちも動き出す。お前たちが敵に回すのは、六英雄全員ってことになる」

「そんなこと……」

「これは決して冗談じゃない。お前たちの『ボス』ってのがどれだけ怖いか、俺にはわからない。でも六英雄全員を敵に回すことを比較して、どっちがマシかよく考えるんだ」

「そんな脅しに──」

「脅しなんかじゃないことは、お前たちもよくわかっているだろう？　もちろん、ボスが怖いってことは俺もわかる。俺たちを解放しろって言いたいところだけど、それをすればお前たちは殺される。違うか？」

「あ、ああ」

　クラウドは捲まくし立てるように、交渉を進める。

　ここでやけになられたり、それがどうしたと開き直られたりしては、一巻の終わりだ。

　少しの疑問も挟まれないよう、一気に条件を提示した。

「だから裏切れとは言わない。俺たちを解放しなくてもいい。場合によっては、ミシェルに手を出したりしなけりゃ、ライエル様に口添えしても構わない。彼らは言うことを聞かざるを得なかったんだ、ってな」

「そんな真似まねができるはずないだろ！」

「お前たちだって、今がどれほど危険な状況かわかっているだろう？　だがお前のボスはそこまで考えが及んでいない。それはミシェルが平民の娘だからだ」

　貴族であるカインでは、平民の娘のミシェルをライエルたちがどれほど大事に思っているか、理解できない。

　クラウドはそう考えていた。そしてそれは、まぎれもなく正解である。

　取り繕ってはいたが、カインは平民を替えの利く道具にしか思っていなかったため、フィニアやミシェルの重要性に気付いていない。だからこそ、このような暴挙に出ている。

　それを目の前に突きつけられた男たちは、困惑を隠せないでいた。

　確かに彼らのボスであるカインは、状況を把握しきっていない。クラウドの言い分は間違いではない。

　だが裏切れば、間違いなく処断される。

　しかしクラウドはそこまでせずとも良い条件を提示してきた。それだけではなく、口添えまでしてくれるという。

　ここまでの好条件を飲まずに事態を切り抜ける方法は、彼らには思いつかなかった。

「口添え、してくれるんだな？」

「ああ、ミシェルに手を出さなければな。だが──」

「わかっている。その条件、飲んでやる」

「そりゃよかった。こっちも助かるよ」

　ミシェルを救えなかった場合、彼は自責の念に苛さいなまれるだろう。

　それはニコルたちも同じである。おそらく彼女は、自分を責めるはずだ。

　それを回避できただけでも、先ほどの交渉には意味がある。

　そう安あん堵どの息を漏らしつつ、彼は目を閉じ、救出を待つことにしたのだった。
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　ミシェルたちが依頼のために街を離れてから、三日が過ぎた。

　ニコルはミシェルに会うため、今日も街に出ていた。護衛として、デンも同行している。

　やはり女性一人で出かけるよりは、少年の外見とは言え男が一緒の方が、トラブルには巻き込まれにくい。不本意ではあるが、彼女としてもそこは認めざるを得ない。

　それを見送ってから、フィニアは厨ちゆう房ぼうへと訪れていた。

「今日の夕食、なににしようかな？」

　日はまだ落ちていないが、ニコルが戻ってくる頃には夕食時になる。それに備えて食事を用意しておかねばならない。

　この寮の料理長は信頼できる男だが、厨房の人間全てが信頼できるというわけではない。

　ニコルが口にする物に、何か混ぜられては一大事だ。

　もちろん現在の主人であるレティーナにも、安全な物を食べてもらわねばならない。

「フィニアさん、います？」

「あ、はい」

　そこへレティーナが顔を出してきた。

　彼女は結構頻繁に厨房へ訪れるので、この光景は珍しくない。

　貴族でありながら非常に親しみやすく健けん啖たんな彼女は、この厨房でも人気者だった。

「ニコルさんが見当たらないのだけれど？」

「今日はミシェルちゃんとクラウドくんの所に行ってますよ」

「ああ、そういえば今日でしたわね、帰ってくるの」

「ワクワクした足取りで出て行っちゃいました。本当に小さい頃から、ミシェルちゃんにべったりで」

「まあ、あの子を可愛がる気持ちはわかりますわ。子犬みたいですもの」

「カーバンクルさんが聞いたら、嫉妬しますよ」

　ニコルにとって、家族と仲間は自分以上に大事な存在だ。

　だからこそ、破戒神から預かったカーバンクルを妹のフィーナにつけ、護衛兼子守としている。

　しかしカーバンクルが彼女にとって、大事なマスコットであることは変わらない。

　子犬系少女のミシェルとモフケモのカーバンクルのマスコット対決があれば、どっちに軍配を上げるか苦く悶もんする程度には、大事な存在である。

　そこへ生徒の一人がやって来て、レティーナに声をかけた。

「レティーナさん、錬金科のマイヤー先生が呼んでいましたよ」

「え？　特に心当たりはないんですけど……」

「わたしも言こと伝づてを預かっただけなので、詳しくはわからないわ」

「そう？　わかりましたわ、急いで行きます。フィニアさん、あとはよろしく」

「はい。お話が終わるまでにはお食事を用意しておきますね」

「たまには食堂でも飯食ってってくれよ！」

　二人の会話に料理長が割り込んでくる。

　ニコルが来てからは特に、彼女たちは自室で食事をとる機会が増えている。

　ただでさえ利用者の少ない食堂を管理する料理長としては、寂しさを禁じ得なかった。

「そうですわね。今度ニコルさんと一緒に来ますわ」

「おう、待ってるぜ！」

　ニカッと笑って親指を上げてみせる料理長。その仕草は貴族の通う学院の職員とは思えないくらい、野性的だった。

　レティーナもそれに親指を上げて返す。

　レティーナを見送った後、料理長は自分の仕事へと戻っていった。

　それを愛想笑いで見送った後、フィニアは自分の作業へと戻る。

　料理の完成までもう少しというところまで仕上げ、前菜などを前もってレティーナとニコルの部屋へと運んでおく。

　彼女は四人分の食事を担当しているため、仕事量が通常の使用人よりも多い。

　ワゴンに料理を載せ、それを寮の外に取り付けられた螺ら旋せん回廊を使って三階へと運んでいく。

　これは料理を載せたワゴンでも移動できるように、階段ではなく坂道で作られた螺旋状の廊下で、主に使用人たちが使う通路だった。

　彼女は二部屋分を用意するので、ワゴンもかなり重く、ニコルの知らない隠れた重労働がここにあった。

　二階と三階の間に差し掛かった頃、彼女の前に一人の男が立ちはだかる。

「やあ、お嬢さん。また会ったね」

「……レメク様、でしたね。お久しゅうございます」

「それほど前ってわけでもないんだけどね」

　フィニアの前に立ちはだかったのは、カイン・メトセラ＝レメクだった。

　狭い通路の中央に立ち塞がっているため、横をすり抜けることができない。

　それは彼が、彼女を通す気が無いことを意味している。

「申し訳ありません。レティーナ様の食事を運んでいる途中ですので、通していただけないでしょうか？」

　好意を持つ相手ではないが、仮にも公爵の子息なので、フィニアは丁重に対応した。

　しかしカインにはその要請に応える気はさらさらなかった。それどころか、二階への入り口から、数名の生徒が飛び出してくる。

　彼らはそれぞれ武装しており、剣けん呑のんな雰囲気を漂わせていた。

　それを目にして、フィニアもエプロンの下に仕込んだ短剣へと手を伸ばす。

「少し君に話を聞きたいんだ」

「なんでしょう？　手早くお願いしたいのですが」

「君がやったのかな？」

「え……？」

　カインはフィニアに『ファンガスを始末したのはお前か』と尋ねていた。しかし、その事情はフィニアには理解できない。

　もちろんニコルがそういう対処をしたことは伝えられていたが、カインの一言で理解できるほど、察しは良くなかった。

「しらばっくれるか？　まあいい。レティーナ嬢も君を押さえられれば、今後は無駄な動きもやめるだろう」

　カインはそう言うと、頭の横まで腕を上げ、気取った態度で指を鳴らした。

　それに呼応して背後から襲い掛かってくる生徒たち。

　フィニアもその動きを察知し、ワゴンを後ろに蹴り飛ばして牽けん制せいを掛けた。

　ワゴンの中には出来立てのスープなども入っていたため、それらが飛び散って動きを封じる。

　同時にフィニアは前方へと飛び出し、カインへ肉薄した。

　目の前のカインの横をすり抜ければ、三階の扉へ飛び込める。寮内に入れば、このような無法は簡単には行えない。そう判断しての行動だった。

　後方に向かう手もあったが、狭い廊下を数名の生徒が塞いでいたため、乗り越えるのは難しい。

　そのため、あえてカインの横を通り抜けることを選んだのだ。

「破戒神を讃たたえよ！」

　短剣を槍やりに変形させ、振動能力を起動すべく、起動言語キーワードを唱えるフィニアだが、短剣に流す魔力が霧散してしまい、変化しなかった。

　そのため遥はるか遠くの間合いから斬りかかるという格好になってしまう。

　瞬時にその異変を察知し、再度擦れ違いを選択するフィニア。

「おおっと。意外とやんちゃだな、君は」

「くっ!?」

「何をしようとしたのかわからないけど、この一角だけは実は学舎の魔法妨害エリアが重なっていてね。魔法は使えないんだよ」

　フィニアの行く手を阻みつつ、自慢げな顔で説明してみせるカイン。

　その余裕を見て、接近した間合いならば短剣でも戦えると判断し、短剣を横薙ぎに振るうが、その手に返ってきたのはゴツリという、硬く鈍い感触だけ。

　短剣を突き立てた場所は、カインの脇腹。致命傷を与えては後が面倒なので、怪け我がを負わせて怯ひるませることを目的とした一撃だったが、この感触はフィニアの予想を超えていた。

　驚きよう愕がくに一瞬動きを止めた彼女の腕を、カインは余裕をもって掴つかみ取り、捩ねじり上げる。

「いたっ、は、放して！」

「そう言われて放したマヌケは見たことがないな」

　もがくフィニアだが、その腕は固定されたまま動かない。

　フィニアも冒険者をやっている以上、決して非力な方ではない。むしろ体捌さばきが鋭い分、普通の女性とは比べ物にならないくらいの力があるといっていい。

　しかしカインは、そんなフィニアの腕を易やす々やすと固定していた。見かけによらず、凄すさまじい剛力と言える。

　どうやっても引き剥がせない。カインの後ろには三階への扉が見えるだけに、フィニアは屈辱に歯は噛がみした。

「おい、こいつも連れていけ。レティーナとニコルは敵に回すわけにはいかんが、実行犯が捕らえられたとなると身動きは取れまい。しょせん平民の女だし、さほど気にはせんだろう」

「はい、ところで……」

「『クスリ』なら後で渡してやる」

「へ、へへ、約束ですよ？」

「いいからさっさと連れ──」

　──ていけ。そう言おうとした直後、カインの背後の扉が勢いよく開かれた。

「どっせぇい！」

　叫びと共に一つの人影が飛び出してきて、カインへの体当たりを敢行した。

　完全に不意を突かれたカインは体勢を崩し、フィニアの腕を放してしまう。

　その隙に人影はフィニアの手を取り、カインから引き剥がした。

「あ、あなたは!?」

「いいから、今はついてきて！」

「って言われましても……きゃあああ！」

　言うが早いか、人影──少年はフィニアを抱え上げ、廊下の手すりから身を躍らせる。

　もちろんその下は一階までなにもない。

　落下を止めようにもこの場所では、魔法が使えない。

　フィニアはとっさに魔法を詠唱しようとし、それを諦めた。

　しかし少年は飛び降りる際に手すりに鋼糸を引っ掛け、振り子の要領で下の回廊に飛び込んでいく。

　抱えられたフィニアはその鮮やかな体捌きに刮かつ目もくする。

「えと、もう一度お聞きしますが、あなたは……？」

「俺はサリヴァン。君のような美少女の味方さっ」

「あ、レティーナ様のご学友ですね」

「あ、覚えていてくれたんだ？　マジ、脈ありじゃん！」

　言いながらも二階の扉を押し開け、そこに飛び込む。

　フィニアの手はその間も放さない。むしろ撫なでまわすような指の動きをしていた。

「いや俺、レティーナ様の護衛をこっそり命じられていたんだけど、まさかそっちが狙われるとか思わなくってさぁ」

「レティーナ様の護衛って……誰から？」

「そりゃ、ヨーウィ侯爵に決まってるじゃない。自分の愛まな娘むすめが危険分子のいる場所に転校したんだから、心配するでしょ」

　フィニアの手を引いて廊下を走りながら、サリヴァンはそう説明する。

「そうだ、レティーナ様!?」

「大丈夫、そっちは先に手を打っておいたから。今頃は仲間が安全を確保しているさ」

　そこで先ほど、レティーナが教員に呼び出されていたのを思い出した。それが彼の仲間なのだろうと、フィニアは当たりをつける。

「仲間って、ひょっとして担任のマイヤー先生ですか？」

「正解。レティーナ様が動くより先に、侯爵様が動いていたってことだね。愛娘が輿こし入いれするんだから、下調べもするってもんだ」

「さ、さすがの親バカ……いえ、なんでもありません」

「ははは、聞かなかったことにしておくよ」

「お願いします」

　そうしている間にも背後からは足音が迫って来る。

　フィニアが背後を振り返ると、体勢を立て直した生徒たちが追いかけてきていた。

「追って来てます！　ここで迎え撃つのは？」

「ゴメン。俺、荒事は苦手なんだ」

「そ、それでも護衛ですか!?」

「襲われないように対象を動かすのが、最高の護衛なのさっ」

「物は言いようですね！」

　フィニアの詰問にヘラリとした笑顔を返しながら、サリヴァンは適当な部屋の扉を開き、飛び込んでいく。

　その部屋には着替え中の女子生徒がいたが、彼はそれをガン見しながら走り抜ける。

「おじゃましまーす」

「えっ！　あ、うぇ!?」

「えと、その……おじゃましました！」

　混乱して、言葉を出せない女子生徒に、気楽な挨拶をするサリヴァンと、とりあえずの挨拶だけして通過するフィニア。

　そんな女子生徒を置いて、二人は再び窓から身を躍らせる。

　今度は二階なので、それほどの高度はないため、そのまま飛び降りた。

　地面で一回転して衝撃を逃がし、二人連れだって寮の敷地から飛び出していく。

　螺旋回廊からそれを見ていたカインは、手すりを殴って悔しさを表していた。

　サリヴァンに窮地を助けられたフィニアは、彼の案内のまま街の宿に転がり込んでいた。

　そこは彼の顔見知りの宿で、裏切られる心配はないらしい。

「小汚いところで悪いね、お嬢さん」

「フィニアです」

「うん、知ってる」

　考えてみれば、レティーナの護衛というなら同じ目的のフィニアの存在については知っているはずだ。

　そもそも侯爵の関係者なら、レティーナと同じパーティだったニコルの事も知っているはずで、その関係者のフィニアの事も元から知っていておかしくない。

「悪いけど、しばらくここで身を隠しておいて」

「どうしてです？　ニコル様、それにレティーナ様も危険なのでは!?」

「そこは大丈夫。ニコルちゃんに手を出したら、その時点で奴やつは殺される。ライエル様にね。レティーナ様も、まあ同じでしょ」

「それは、そうでしょうけど……」

「カインの奴はそれ以外は目に入っていないから、フィニアちゃんに手を出してきたんだけどね」

「そうなんですか？」

「そうそう。奴にとっては、貴族以外は消耗品。だから他の貴族も同じだと考えている。だから君にも平気で手を出してきた」

　サリヴァンは吐き捨てるようにそう説明する。

　平民のフィニアを人として見ていないから、処分しようと行動に出た、と。

　レティーナも、使い捨ての道具が壊れた程度にしか思わないと考えている、と。

「六英雄の娘のニコルちゃんはともかく、君の安全は寮内で保証できない。事が済むまでここで隠れていて欲しいんだ」

「そんなの、いつになるかわからないじゃないですか！」

「そこは安心して。今日明日にでも始末がつくから」

「え……？」

「どうもここ最近で、動きが活発になっているんだ。おそらくニコルちゃんがちょっかい出したせいだと思うけど。おかげでこっちも動きやすくなった」

　ニコルがファンガスを始末したことで、カインは裏稼業が露見したことを知らされた。

　そしてそれをフィニアの仕業と勘違いし、行動に移した。それが今回の顛てん末まつだった。

　しかしそれも、長くは続かない。

　その情報はすでにマクスウェルの元に届いていて、彼を経由してヨーウィ侯爵にも伝わったのだから。

　後はどう始末がつくかを眺めているだけでいい。それまで関係者の安全を確保しておけば、彼の任務は完了だったのである。
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　デンを従えてミシェルちゃんの泊まる宿に到着した俺たちは、いつものように受付の女性に話しかけた。

　しかし返ってきた答えは、まだ戻ってきていないという話だった。

「遅くても三日って聞いていたんだけど？」

「私もそう聞いていたんだけどねぇ。なんだかトラブルにでも巻き込まれてるんじゃないかと心配で」

「ミシェルちゃんの腕なら、大抵のトラブルは回避できるはずなんだけどな」

「そんなに腕利きなのかい？　あ、そうそう」

　そこで何かを思い出したかのように、カウンターの下から折りたたまれたメモ用紙を取り出す。

　封すらされていないそれを見て、俺は怪しい気配を感じていた。

「これは？」

「なんだかニヤけた感じの男の子が持ってきたんだよ。銀髪眼帯の美少女に渡してくれって。あんたのことだろう？」

「それは、多分間違いないと思うけど」

　メモを受け取り、広げて中身を確認する。

　そこにはただ一言、『南三番倉庫』とだけ書かれていた。

「南、三番倉庫？」

「ああ、あの辺はあまり治安のよくない場所で、身元もよくわからない連中が出入りしてる。あんたみたいな可愛かわいい子は、あまり近付かない方がいいよ」

　俺の声を聞きつけて、受付の女性がそう警告してくる。

　だが俺にとって、多少の危険は排除できる問題だ。それよりもミシェルちゃんたちが戻ってこない状況で、このメモが届いたことの方が気にかかる。

　背後で控えるデンに視線を流し、とっさに芝居を打つ。

「うん、気を付けるよ。デン？」

「え……あ、はい。わかりました、様子を見てまいりましょう」

「それじゃ、わたしは寮に戻っておくから」

　あえて目の前の女性に聞こえるように、俺はそう演技して見せた。デンも何のことか理解していない様子だったが、とっさにこちらの意を汲くみ、演技に乗ってくれる。

　おそらく、このメモはカインの動きに何らかの関係があるはず。ならばこの場面を誰かが監視していても、おかしくない。そう判断しての行動だ。

　もちろん、俺は寮に戻る気なんて、欠片かけらもなかった。

「そっちの兄ちゃんが、かい？　それはそれで心配なんだけどねぇ」

「まあ、彼は見かけがこうですからね。でも結構強いんですよ？」

「ほほぅ……お嬢さんの『良い人』なのかい？」

「勘弁してください、マジで。大事なことなのでもう一回。マジ勘弁して」

　俺とデンが一緒に居ると、よくこういう誤解をして来る人がいるが、本当に勘弁してもらいたい。俺は男と結ばれる気なんて、全くないのだから。

　げんなりした気分のまま、俺たちは宿を出た。

　向かう先は言うまでもなく、南の倉庫である。




　俺はまず、街の古着屋で動きやすいジャージのような服に着替えることにした。

　これはなにが起こるかわからない場所に向かうのに、動きにくい、目立つ制服を着ていくことを避けるためだ。

　それから南の倉庫街へやってきた俺たちは、通りから見えない路地裏から、目的の倉庫の様子を窺うかがっていた。

　数名の男たちがその倉庫に出入りしている。

　見たところ、揃そろって白い服を着ており、マスクを着けていたので、どうやら例の薬の製造所の可能性が高い。

　そう判断したのは、出てきた男の服に、黄色い粉が付着していたからである。

　それはファンガスの胞子と同じ色だった。

「なるほど、ここが薬の工場ってわけかな」

「その可能性は高そうです。探ってみますか？」

「もちろん。だけどデンは忍び足とかでき……ないよね」

「申し訳ありません、斥候技術は学んでおりません」

　元々文明的なことができないオーガなのだから、こうして執事の真似まね事ごとができるだけでも、デンの存在は驚異的だ。

　斥候技術まで求めるのは酷こくかもしれない。

　あの神様はいったいどういう教育を施したのか、ぜひ聞いてみたい。

　ちなみに、デンにそのことを尋ねると、目を虚うつろにして『言うことを聞かないと拳で』とつぶやいた後は黙り込んでしまったので、詳細は謎である。

「わかった。じゃあ偵察は俺だけで行ってくる」

「承知しました。お気をつけて」

　デンも自分が隠おん密みつ行動できないことは理解している。そしてミシェルちゃんが戻ってこない現状、調査をする必要があることも。

　だからこそ、俺が先行するのを異論なく見送ってくれた。




　俺は即座に隠密のギフトを使用し、気配を消す。

　そのまま物陰に隠れるように、倉庫へと近付いていった。

　南三番倉庫は、正規の商人たちが使用するようなものではなく、ボロボロの物置のような建物だった。

　しかし二階建ての民家くらいの大きさはあり、結構大人数が入っても問題なさそうだ。

「しかし、倉庫なのに壁が木製ってなんだよ。ボロッボロじゃねぇか」

　木板を組み合わせた壁は腐食が進んでおり、ところどころ隙間ができている。

　薬の管理をするにはいささか適していない気がする。

　その隙間から中を覗のぞき込むと、木箱が積まれた薄暗い空間を、白い服を着た男たちが往来している様子が見て取れた。

「薬はここで作っているわけじゃないのか。ならどこで……ん？」

　そこで俺は天井が低いことに気が付いた。暗くて気付かなかったが、どうやら二階があるらしい。

　よく観察すると、倉庫の一角が吹き抜けになっており、そこに板を吊つるしたクレーンのようなものが設置されている。

　他に階段のようなものはないため、そのクレーンで二階へと行き来しているようだ。

「ふぅん……つまり二階で薬を作っているということか」

　糸を屋根の脇にある雨あま樋どいに引っ掛け、身体を引っ張り上げる。

　二階の壁にも隙間があると思ったのだが、よく見ると壁の隙間には粘土のようなものが詰められていて、しっかりと密閉されていた。

「チッ、さすがに隙間だらけの場所で調薬はしないか」

　しかし壁の向こうには、間違いなく人の気配がする。

　それどころか、木板を越えて、中の声が聞こえてきた。

「おい、まだ手を出してなかったのか？」

「あ、ボス。いやさすがにちょっと……」

　どこか粘りを感じさせる声は聞き間違いようがない。カインの奴だ。それにしても手を出すとはどういうことか？

　状況を知りたかったので、俺は壁に穴を開け、中の様子を探ることにした。

　影になっている場所を探し出し、穴を開けたことで日光が入ることを防ぐ。

　そうして覗き込んだ先には、縛り上げられたミシェルちゃんとクラウドの姿があったのだった。




　ミシェルちゃんたちは執しつ拗ようなくらいにきつく縛り上げられており、どうやら自力で抜け出すことは無理そうだった。

　彼女の周りには三人の男がおり、その三人に対面するようにカインが立ちはだかっている。

　対してクラウドは顔面に青あお痣あざが浮いており、暴行を受けたことが見て取れた。二人とも意識はないようで、ぐったりとしている。

「あの野郎……」

　仲間を傷付けられた。それだけで俺の頭に血が上るのを感じる。

　しかしここで殴り込むほど、俺も短絡的ではない。だがその俺の我慢を振り切るようなことを、カインは口にした。

「らしくもない。女と見ればすぐに手を出すお前らが珍しい」

「いやあ、さすがに六英雄に関わる人間には手を出せないっすよ」

「ふん、関係者といってもしょせんは平民。いくらでも湧いてくる雑草のような連中だ。ゴミも同然だろうに」

　その発言だけでも万死に値する。マクスウェルの手回しが終われば、奴は必ず俺の手で殺す。そう心に決めた。

　だがカインの発言はそこで止まらなかった。

「クスリは与えているんだろうな？」

「え、ええ。あ、いや……」

「はっきりしないな？」

「はい、与えました！」

　その言葉を聞いて、俺は危うく自重を忘れるところだった。

　まさかあの薬をクラウドとミシェルちゃんに与えたのか？　だとすれば一刻も早く解毒する必要がある。

「ならいい。クスリが効いている間は、逃げ出すことはできないからな。平民はしぶといから、油断はするな」

「はい、わかりました！」

「まったく、こっちは部下がドジを踏んだってのに、これ以上の面倒は御免だぞ」

「大丈夫です、逃がしたりしませんって」

　直立不動で返事をする三人。それを見届けた後、カインはその場から立ち去って行った。

　おそらくは一階の様子を見に向かったのだろう。

　それからしばらくして、三人は揃って大きく息を吐く。

「しかし、本当に大丈夫なんだろうな？」

「しかたないだろう。クスリを与えないと俺たちが裏切ったのがバレちまう。だからこのガキも大人しく飲んでくれたわけだし」

「そりゃ、そうなんだが……」

「いいか？　こいつがクスリを飲んだってことは、俺たちを信頼したってことだ。それを裏切ったら……」

「確実に六英雄が敵に回る、か。ボスは何で理解しねぇんだろうな」

「できねーんだろうよ。貴族だけの世界で生きてきて、平民や下級貴族はクスリ漬けにして、金を毟むしり取るような奴やつだぞ」

　男の一人が唾を吐き捨て、床を蹴る。

　どうやらミシェルちゃんを見張っている男たちは、すでに離反しているようだった。

「俺たちをゴミとしか見ないボスと、信頼してこんなクスリを飲んだこいつら。どっちにつくべきか、考えりゃわかるだろ」

「だけどよ、バレたら確実に始末されるぜ？」

「それなんだよなぁ……早くニコルってのが来ねぇかな？　早くこの街離れてぇぜ」

　どうやら連中は、俺がミシェルちゃんを救いに来るのを待っているようだ。

　だとすれば、ミシェルちゃんたちの当面の安全は確保されたとみていい。

　しかし薬を飲まされている以上、のんびりもしていられない。

　二階から、どうやって彼女を助け出すか。それが問題になる。

　それに、ここまであからさまに行動を起こしてきたということは、学院に残してきたフィニアとレティーナたちの安全も気にかかる。

　まず『部下がドジを踏んだ』という発言も問題だ。ひょっとするとレティーナに手を出して反撃でもされたのかもしれない。

「なんにせよ、連中が動き出しているのなら、これ以上待つのはまずいな」

　本当ならマクスウェルが手回しを終えてから行動を起こしたかったが、これ以上待つのは致命傷になりかねない。

　特に、薬を飲んだミシェルちゃんたちが心配だ。

「一度、デンと合流してから、動くとするか」

　デンなら俺がレイドであることも、ハスタール神から聞いている。

　それにミシェルちゃんたちの意識も無くなっている。

　ならば、多少の無む茶ちやをしても、正体がバレる相手はいない。遠慮はいらないだろう。




　一度デンと合流し、今後どうするべきかを検討することにした。

　行動の選択肢としては二つある。

　一つはこのまま突入し、ミシェルちゃんとクラウドを助けること。

　もう一つは一度寮に戻って、レティーナとフィニアの安否を確認することだ。

「というわけで、どっちがいいと思う？」

　先の会話から、カインがレティーナたちにちょっかいを出したのは、ほぼ確定だ。

　こちらの安全もできるだけ早く確保しておきたい。

　しかしミシェルちゃんたちも、一刻を争う状況だ。

　見張りが裏切っているとはいえ、カインに強く出られるような立場ではない。もしカインが面白半分にミシェルちゃんを嬲なぶれと命じたら、断るわけにはいかないはずだ。

　連中としても、命は惜しいし、ミシェルちゃんも類たぐい稀まれな美少女である。喜んでその命に従うはず。

　正直言うと、どっちも一刻を争う。自分の身体が二つ欲しいくらいだった。

「そうですね。ここはカインを優先して捕らえましょう」

「レティーナたちの方は大丈夫かな？」

「首しゆ魁かいがこちらにいる以上、少なくとも命は取らないかと。特にレティーナ様は、建前とは言えカインの婚約者ですので」

　それを聞いて、一旦は安心する。

　確かにカインの婚約者で命の保障はされている。それどころか、部下が勝手に手を出したら、奴が烈火のごとく怒り狂うのは目に見えている。だから貞操の危機もあるまい。

　だとすれば、残る問題はフィニアの方だ。

「フィニアはどうなる？」

「そこはレティーナ様の機転に期待するしかないかと。レティーナ様が実行犯を押さえてくれるなら、無体な真似はできますまい」

「こっちを優先する理由は？」

「まずミシェル様たちは一刻を争う状況。そしてその命運はカインの命令一つで決まります。そのカインが、今この場にいる。見張りを抱き込んだとはいえ、危機的状況は変わりません。ならこちらを優先し、カインを捕縛、もしくは始末するのが彼女たちの安全を確保するには一番かと」

「やっぱりそうか……」

　的確に状況を指摘するデンに、俺は呆あきれた。賢いだろう？　これ、オーガなんだぜ。という気分だ。

　幸いなことに、倉庫の出口は一つだけ。窓もないので逃げられる心配はない。抜け道がない限りは。

　そしてこんなボロ倉庫に抜け道を作る手間は、考えるだけでも無駄だ。

　そもそもこの領地において、レメクの姓は絶対的な力を持つ。

　たとえ官憲に踏み込まれたとしても、彼だけは無罪放免されるはずなのだから。

　だから逃げることは考えていないはず。

「よし、なら正面から押し込むとするか……デンが」

「私ですか？」

「俺はその騒動の間に、天井からミシェルちゃんを救出する。せいぜい目立ってくれ」

「なるほど、承知いたしました」

　もちろん天井には屋上に出る出入り口など存在しない。

　しかし木板と粘土で固めただけの壁は、やろうと思えば好きなように破れる。筋力を強化すれば、俺の力でも、その程度は容易たやすいはずだ。

　そこから救出すれば、問題はない。

　デンの方も、見かけと違い中身は高位のオーガである。

　そこいらの民間人に傷付けられるようなドジは踏むまい。

　こうして俺たちは、ミシェルちゃん救出のために動き出したのだった。




　デンと別れた俺は、再び糸を飛ばして屋上へと登る。

　屋根は斜めに組まれた木材の上に薄い金属板を張り付けたような構造で、頑丈ではあるが粗雑な作りだった。

　だが板一枚の構造と違い、金属の板が張り付けられているおかげで、俺の足音が倉庫の中に響く可能性は限りなく少ない。

　脚と木造の基礎部分の間にある金属が、クッションの役割を果たしてくれるからだ。

　屋根に金属板を張っているのは、雨などによる木材の腐ふ蝕しよくを防ぐためだろう。

「とはいえ、このままでは屋根に穴を開けることは難しいな。フィニアがいれば沈黙サイレンスの魔法で音を消してもらえたのに」

　屋根に穴を開けるには、まず金属の板をはがさねばならない。

　そんな派手な行動を取れば、もちろん盛大に音が鳴る。これはさすがに見張りにも気付かれるだろう。

「いや、気付かれてもいいのか？　中の連中に先に知らせておけば、むしろ協力してくれるかもしれない」

　デンは時間をおいて正面から突入してくる。

　その騒動に乗じて、ミシェルちゃんたちを救出しないといけない。そのためには、それまでに救出の段取りを整えておく必要がある。

　この状況で救出するには、中の見張りの協力を仰ぐのが最も簡単だ。

　俺は時間ぎりぎりまで壁の周囲を這はい回り、中の様子を確認して回った。

　倉庫の二階はいくつかの小部屋パーテイシヨンに区切られており、その一つで十人ほどの男が例の薬を作っていた。

　これを一階に降ろして保管しておき、その後人目を忍んで寮の隠し部屋に運び込んでいるのだろう。

　カインはすでに一階に降りている。行動するなら今のうちだろう。

「ならば、善は急げだ」

　先ほど開けた覗のぞき穴に糸を伸ばし、倉庫内に糸を侵入させる。

　俺も再び壁に張り付き、覗き穴から中を覗き込んだ。いかに糸を自在に操作できる能力があるとはいえ、内部の状況がわからないのでは操りようがない。

　ミシェルちゃんたちが囚とらわれている小部屋は、見張りの三人以外の人間がいない。

　三人全員が先ほど離反する風なことを口にしていたので、おおっぴらに交渉しても問題ないだろう。

　ミシェルちゃんとクラウドは床に転がされ、柱に繋つながれた状態のため、部屋にはベッドすらない。

　しかし見張りの男たちが座る椅子くらいは運び込まれており、三人はそれぞれの席に着いて、落ち着かない風に足を震わせている。

　床にはミシェルちゃんたちに使ったらしい、空の小瓶が転がっていた。

　俺はその小瓶に糸を巻き付け、口元の空気の振動を糸先に伝える。

　こうすることで俺の声は小瓶へと伝わり、小瓶が拡声器のような役割を果たして声を増幅してくれる。

「そこの連中、聞こえるか？」

「な、なんだ！　誰だ!?」

　薄暗い倉庫内では、俺の糸を見つけることは難しい。連中にとっては、暗がりから声だけが聞こえてくるように思えたはずだ。

　まるで幽霊から話しかけられたような心地をしていることだろう。

　だが今は、その恐怖心こそが役に立つ。

「話は聞かせてもらった。彼女たちを救出するのに協力すれば、お前たちに便宜を図ってやろう」

「誰だ、どこから話しかけている！」

「それは今、重要なことではない。選べ、今お前たちは生か死の境目に立っているぞ？」

　正体不明なのをかさに着て、俺は上から目線な交渉を持ち掛けた。

　こういう状況で下した手てに出れば、舐なめてかかられて話がこじれる可能性がある。

　一気に主導権を握り、話をまとめてしまった方がいい。

　現に男たちは、俺の言葉を聞いて、お互いに目め配くばせをしていた。

　どうするのか、判断に迷っているのだろう。俺の姿が見えないだけに、カインの仕込みの可能性に思い当たったのかもしれない。

　奴やつが彼らに不審を抱いていたら、そういうこともするかもしれない。

　どうすれば信じてもらえるか、わずかに逡しゆん巡じゆんしたのち、俺は自分の名を晒さらすことにした。

「ニコル、という名を聞いたことは？」

「あ、ある！　このガキ……いや、このクラウドって奴が『ニコルが助けに来る』って言ってたぜ」

「それがわたし。協力してくれるかな？　しないなら今すぐ始末するけど」

　女とわかると侮って来るかもしれないと思い、口調だけいつもの調子に戻し、姿は見せずに脅迫する。

　男たちは声だけ聞こえてくる正体不明の存在に恐怖を覚えたのか、揃そろって一筋の冷や汗を流して硬直している。

　ダメ押しに俺は一本の糸を男の一人の首に巻き付け、一瞬だけ締め上げ、解き放つ。

「うぉっ!?」

　首筋の感触に慌てて手をやった時には、すでに糸は離れている。

　これで俺が、いつでも男を絞め殺せることは知ったはずだ。

「どうする？」

　再度問いかける俺の声に、男たちは勢いよく二度、三度と首を縦に振る。

　その様子を見て、俺はようやく連中に計画を話し出したのだった。




　男たちに事情を説明した後、屋根の上から正面の様子を観察する。

　デンは悠々とした足取りで倉庫の入り口までやってきた。無論その姿は、見張りに立っていた連中に発見される。

「おい、そこのお前、なにしに来た！」

　デンは男の声にはまったく答えることなく、さらに扉へと近付いていく。

　見張りの男はそれを見み咎とがめ、実力行使で止めようとした。

「近づくなって言ってるだろ、聞こえないのか？」

　執事服を着たデンの胸倉をつかみ上げようと、伸ばされる腕。

　その腕を弾はじき飛ばし、逆に首を掴つかみ、男を軽々と持ち上げるデン。腐っても……というのは言葉が悪いが、元オーガの膂りよ力りよくを存分に発揮し、まるで丸めた紙切れでも投げるかのような無造作さで、男を扉に投げつけた。

　見張りの男は甲高い悲鳴を上げながらすさまじい勢いで扉に衝突し、ぶち破って倉庫の中へと消えていく。

　その騒音は、屋根から覗く俺の元にまで届いていた。

　つまり、倉庫中に響き渡ったと見て間違いない。

「聞こえたな？」

「あぁ」

　糸を使ってミシェルちゃんたちを見張る男に確認を取る。

　どうやら二階の奥にいる彼らの元にも、しっかりと騒音が届いていたらしい。

「どうやら調薬係の連中が対応に向かったようだ。二階は他に人はいない」

「そうか、なら派手に音を立てても大丈夫だな」

　俺は強化付与エンチヤントを全身にかけ、勢いよく屋根の金属部を引き剥がしにかかった。

　バリバリと派手な音を立てて引き剥がされる金属板。

　元々は雨が染み込むのを防ぐために張り付けられたモノなので、それほど厚いものではない。

　思ったより簡単に引き剥がされ、そのまま脇へと放り投げる。

　騒々しい音が響き渡るが、階下ではそれ以上に騒々しい戦闘音が響き渡っていた。

　何かが割れる音も混じっているところを見ると、どうやら出来上がったばかりの薬も巻き込んで暴れているらしい。

　これはデンに『いい仕事をした』と褒めてやらねばなるまい。

　鉄板の下からはボロボロになった木板の屋根が姿を現す。

　いくら鉄板で覆っていたとはいえ、長年雨ざらしにされた結果、かなり脆もろくなっていた。

　強化付与エンチヤントされた俺の一撃に耐えられるものではなく、あっさりと天井に穴が開く。

　俺は穴を急いで広げ、そのまま中に飛び込んでミシェルちゃんのそばに舞い降りた。

　舞い降りてきた俺の姿に、三人は驚きを隠せなかったようだ。クラウドが助けと頼む人物が、俺のような少女なのだから、それも当然だろう。

　しかし今はそれどころじゃない。縛られていたロープをカタナで斬り飛ばし、ミシェルちゃんとクラウド、それともう一人の頬ほお傷の男の身を自由にする。

　彼女は彼らの作った薬を飲まされたせいで意識がない。ぐったりとした彼女の口にマクスウェルからもらった解毒薬を含ませるが、飲み下そうとしなかった。

「それは？」

「解毒薬。このままだとミシェルちゃんがファンガス化しちゃうかもしれないから」

「ファンガスだって!?」

　男たちは材料については知らされていなかったようで、俺の告げた事実に驚きよう愕がくしていた。

「あまり量を摂取すると、ファンガス化が進んでモンスターになるんだよ。彼女たちに解毒薬を飲ませるのは、念のため」

「お、俺たちは……？」

「薬、飲んだ？」

「ときおり」

「なら、飲んだ方がいいね。上級の解毒薬になるけど」

「そんな金、ねぇよ!?」

「知らんし」

　彼らは敵ではないが、味方とも言い難い。そんな相手に貴重な上級解毒薬を分けるわけにはいかない。

　ミシェルちゃんだけではなく、クラウドの分も必要なのだから。

　それに今は、もう一人囚われていた男もいる。おそらく彼も被害者なのだろうから、早く解毒しておく必要があった。

「そう言わずに……」

「今も無事なら、まだ許容範囲内なんでしょ。もっとも、放置するとどうなるかわからないけど」

「だから──」

「そこまで面倒見る気はない。自業自得」

「ぐっ」

　俺の断言に、男たちも言葉を飲み込んだ。

　ミシェルちゃんに手を出した段階で、生かしておくだけでもありがたいと思ってほしい。

「わ、悪かった。だから、た、頼むよ……」

　どう言い訳するか数秒悩んだのち、男たちは素直に謝罪することを選んだようだ。

　絶望に歪ゆがんだ顔に、今にも泣きそうな表情を浮かべ、ただ懇願してくる。

　まあ、彼らがいたおかげでミシェルちゃんの貞操も無事だったわけだし、これ以上追い詰めるのは良くないかもしれない。

「一応、マクスウェルには口添えしておく。だが期待はするな。正規の倍の料金を吹っ掛けられるくらいは覚悟しておけ」

「本当か！　助かる」

　上級の解毒薬ともなると、ギルドや薬品店でもあまり置いていない。

　彼らのような人間が売ってくれと押しかけてきたところで、門前払いされるのがオチだ。

　それがマクスウェルという伝つ手てを得られるのだから、感謝して欲しいものだ。

「くそ、それにしても……飲まないな」

　ミシェルちゃんは意識を失っており、口に含ませた解毒薬を嚥えん下げできず、そのままこぼしていた。

　あまり無駄にするとクラウドの分が無くなってしまうため、これ以上の無駄遣いはできない。

「しかたない、ここは口移しで──」

　そこまで言ったところで、俺は背後から凄すさまじい殺気を感じ取り、ミシェルちゃんを抱えたまま横っ飛びになって、もつれ合うようにして回避行動を取った。

　その俺の足元を凄まじい勢いで棒が飛び過ぎていく。

　ただの木の棒のようだったが、あの勢いで背中に直撃されると、余裕で戦闘不能になっていただろう。

「妙に派手に殴りこんでくるバカがいると思ってこっちを警戒してみれば、案の定か」

「カインか。相も変わらず慎重な奴め」

　続いて飛んできたのは粘着質な声。聞き慣れたくもなかったが、ここ最近は否いや応おうなく耳にし続けてきたカインの声だった。

　奴は腰の鞘さやから剣を抜き放ち、こちらにゆっくりと歩いてくる。

「階段はないはずだったんだけど？」

　この二階への往来はクレーンを使うか、吹き抜けに設置された滑り棒を掴つかんで滑り落ちるしかない。

「ふん、そんなこともわからないか？　六英雄の娘といえど、しょせんは平民というところか。二階にいた部下たちはクレーンで降りていっただろう？　そのクレーンはまだ一階に降ろされたままだ」

「ああ、そういうことか」

　クレーンが降りたままなら、そのクレーンを吊つるすロープも一階まで降りたままだ。

　不安定なロープを登るのはかなり困難だが、動作する音は発生しない。それに学院の高等部で教育を受けている奴なら、楽に登れるだろう。

　正面を陽動と読み切った以上、俺という侵入者の存在を警戒し、音の鳴るクレーンの使用を避けたというところなのだろうか？

「案外察しはいい方か？　まあいい。功を焦ったな、ニコル。下に向かった連中にはクスリを持たせてある。痛みを麻ま痺ひさせ、筋力を向上させる効果を強化したものだ。連中の腕力は一般人を上回るぞ。しかも俺が自ら改良した新型だ、筋力の増幅率は今までの比じゃない」

「あいにく、うちのデンも普通じゃなくてね」

「甘いな。オーガとも対等に殴り合える連中を相手に、どこまで耐えられるものかな？」

　その例えを聞いて、俺は笑い出すのを我慢するのに精一杯になった。

　そのオーガのさらに進化した姿がデンである。せいぜいオーガレベルの連中ならば、心配する必要もあるまい。

　もっとも教えてやる理由もないので、これは黙っておく。となると、当面の問題は目の前のカインである。

「お前ら、後ろに下がれ。ミシェルちゃんとクラウドを護まもるんだ」

「え、でも──」

「こいつが半端な相手じゃないのは、お前らも知っているだろう？　言うことを聞いとけ」

　目の前に立つカインは、相変わらず気持ちの悪い雰囲気を纏まとっている。先ほど投げつけてきた棒きれの威力は、半端な物じゃなかった。

　それが正体不明の悪寒と化して、俺の危機感を煽あおっていた。

　敵意を剥むき出しにして対たい峙じしている今だからこそ、わかる。こいつは……

「人間をやめやがったな？」

「超えたと言ってもらいたいな。しかし、後ろの連中を下げたのは賢明だ。そいつらは後で念入りに『処理』しておく」

「させねーよ。俺がここにいるからな」

「俺？　そうか、そっちが地か。その方がむしろ好感が持てるな」

「ほっとけ。それに、お前はもう終わりだ。事の次第はすでにマクスウェルに伝えてある。大人しく立ち去るなら、少なくとも貴族らしく死ねるぞ？」

「それは困ったな。しかたない、お前を壊して、国外へ逃げるとするか」

　この野郎、もはや隠す気すらないじゃないか。

　だがその反応に、妙な違和感を覚える。国外に逃げても六英雄から逃げられるはずがないのに。

　ミシェルちゃんに手を出したことと言い、こいつの直近の行動は支離滅裂というか、後先を考えていない気がする。

　目先の事態の対応にだけ注力し、それだけを考えている。

　しかし、その疑問が氷解する前に、カインは俺に斬りかかってきた。

　一息に間合いを詰めてくるカイン。その速度は、学生レベルで収まるものではない。

　完全に達人級の速度。いや、その踏み出しすら、俺に認識できなかった。

「くっ!?」

　俺は大振りな一いつ閃せんを横っ飛びに躱かわして、再び間合いを取る。

　だが、一介の学生がこれほどの技量を持つなど、そんなことがあり得るのか？

　カインは優秀だとはいえ、実戦経験も浅い学生であることは間違いない。

　だというのに、前世からの経験を持ち越している俺すら凌りよう駕がする踏み込みなど、到底信じられない。

　これには何か、原因があるはず……そう思考する暇すら与えず、カインは再び斬り込んでくる。

「くっそ！」

「ひははははは！　死ね、しねぇえええぇぇぇぇぇ！」

　すでに正気を失ったかのごとき狂相。口元から涎よだれを撒まき散ちらしながら、力任せに剣を振り回してくる。

　俺はその攻撃を受け止め、流し、往いなしながら、耐え凌しのぐ。

　そうして数合打ち合ううちに、奇妙な違和感を覚えるようになっていた。

　カインの動きには、人としてあるべき『溜ため』が存在しない。

　踏み込む際に一度後ろに重心をかけ、反動をつけるように……斬り込む際に腕に力を入れ、結果としてわずかに剣を引くように。

　そういった行動を起こすための溜めがない。だから奴やつの行動を、察知することができなかった。

　ライエルなどがときおり見せる、タイミングを悟らせないためにやっている動きに似ていた。

　だがそれを、学生風情が行えるものだろうか。

　否いや、絶対にありえない。ライエルは日々の鍛錬と、生死を分かつ実戦を潜くぐり抜けることでようやく手に入れたと言っていた。

　カインがそれほどの実戦を潜り抜けてきたとは到底思えない。

　なら、これはなんだ？　まるで人とは思えない動きに、戸惑いを隠せないでいた。

「チョロチョロと、逃げ回るしか能がないのか！」

「うるせーよ」

　回避に専念する俺に業を煮やし、カインの振りがさらに大きくなる。

　その隙を突いて、俺は奴の右脇にカタナの一撃を見舞ってやった。

　──ゴツリ、とまるで岩を叩たたいたかのような手応えが返ってくる。

「な、に!?」

「効かないなぁ！　まったく、非力だよ、平民ってやつは！」

「平民とか関係ないだろ、なんだお前は！」

　今の手応えは明らかに人のものじゃない。かといって防具を着込んでいる様子もない。

　カインは、制服の上にボロ布を纏まとって変装した姿だ。その下に防具を着込んでいたなら、さすがにわかる。

「これが新しいクスリの効果さ！　痛みを感じず、高揚感に包まれ、疲労すら寄せ付けない。さらに筋力の向上と防御力の強化、傷も自動回復するように改良した！」

「ご丁寧にどうも！　くそ、面倒な──」

　防御力の強化と自動回復と聞いて、俺は地ち下か牢ろうに閉じ込められていたトロールの存在を思い出す。

　新しい薬に、トロールの能力も混ざるように調合しなおしたのか。フィニアたちを襲った中毒者が人以外の姿に変異したのは、実験中の薬を試したからだろう。

　だが、それならそれで、やりようはある。

　俺本来の戦い方に戻せばいいだけだ。この倉庫には糸を掛ける場所がいくらでもある。

　俺はカタナでカインを牽けん制せいしつつ間合いを保ち、糸を飛ばして天井を経由し、奴の首に巻き付ける。

　そして一足飛びに後ろへと跳ねることで、奴との間合いが広がり、同時に首を強く締め上げた。

　そのまま身体を反転させ、背中に背負うようにして糸を引っ張り、カインを吊つるし上げていく。

「が、がぐぐぐぅぐぁぁぁぁぁ!?」

　全身の体重が頚けい椎ついに集中し、呼吸もままならず、奴は息絶える……はずだった。

　しかし奴は足が浮いたことによって暴れはするものの、窒息する気配は見せなかった。

　背中越しの糸から、その様子が伝わってくる。

「な、お前……もう──!?」

　これほど強く締められ、吊るされても痛つう痒ようを感じない身体。それはもう、人間といっていいモノじゃない。

　おそらく、ファンガスの胞子とトロールの血液を薬に調合し、新薬を作ろうと実験を繰り返した結果出来上がった未完成の薬を、俺との戦いのために服用したのだ。

『奴』の言う『クスリ』は完成していた。それも半端に。

『奴』はファンガスとトロールの身体に、人の思考を併せ持った、ある意味ハイブリッドな存在になり果てたともいえる。

　先の剣撃で傷を負わなかったのは、表皮がすでにトロール化していたからか？

　ならばこれまでの行動も納得がいく。

『奴』はすでに半分モンスターと化し、整合性のある思考ができなくなっている。

　だから俺の仲間たちに手を出し、ミシェルちゃんを攫さらって、挙句の果てに俺を殺そうとしている。

　その後のことなど考えていない。ライエルやマリアを敵に回す恐ろしさも、理解できなくなっているのだろう。

　それならそれで、殺しても後腐れがなくなったとも言える……が、いかんせん、俺との相性はすこぶる悪くなった。

　トロールのように硬い表皮に、ファンガスの呼吸を必要としない身体。おそらく関節の意味もあまりないだろう。

『奴』を吊るし、締め上げることは無意味。斬撃も効果は薄い。奴を殺すにはファンガス同様、バラバラに刻むしかない。

　しかし先の一撃の感触から、俺にその破壊力が不足していると感じていた。

「強化付与エンチヤントを……いや、難しいか？」

　元々がか弱い俺の身体を強化付与エンチヤントしたところで、その上昇値はたかが知れている。

　糸を使った身体強化を合わせて、ようやく奴にダメージを与えられるかといったところだろう。

　厄介なのは、『奴』がハンパに人の記憶を残していることである。

　単純なモンスター相手なら、力押しでもどうにかなる。

　しかし、『奴』は曲がりなりにも高等部の成績優秀者。薬を調合する知識も有れば、剣を振る技量も残っている。

　先ほどは力任せだった剣撃が、回数を経るごとに洗練されていっていた。このままでは手に負えなくなる可能性も高い。

　その一瞬の迷いが表れたのか、俺の糸がわずかに緩む。

　吊るされ、暴れるだけだった『奴』は、その隙を見逃さず、糸を振り払おうとあがく。

　重力に従い、床に落下する『奴』。しかし、俺は糸を緩めてしまったとはいえ、手放すような真似まねはしていない。

　肩越しに振り返ると、『奴』は首を吊るされたまま、地に足をつけていた。

　いや違う。その首がずるりと伸びて人の形を逸脱していた。

　さらに四よつん這ばいに着地し、関節もそれに適合するように変化している。

「完全に……暴走してやがる」

　薬の効果が完全に制御不能に陥り、あるべき人の形を逸脱し始めていた。

　まるで首の長い蜘く蛛ものような異形となり果てている。

　四つん這いで着地した『奴』は、そのまま獲物に食らいつくかのように、俺にとびかかってきた。

　敵に背を向けていた俺が、その攻撃を躱すのは難しい。

　一瞬の隙を突かれ、背後からの急襲を許した以上、とっさに糸を手放し、前方へと跳躍するのが精いっぱいだった。

　かろうじて直撃は避けることができたが、強したたかに背中を痛打され、大きく吹き飛ばされることになる。

　二度ほど床をバウンドし、壁に叩き付けられてようやく停止する。

「かはっ!?」

　衝撃で肺が圧迫され、大きく息を吐きだして目の前が暗くなる。

　ガクリと首が落ち、即座に散らばりそうになる意識を強引にかき集めた。

　無理やりにでも意識を繋つながなければならない。戦闘中に気絶することはもちろん危険だが、元カインだった『奴』は、俺を吹き飛ばした後、意識を失って身動き取れないミシェルちゃんたちに視線を向けたからだ。

　護衛を任せた三人は腰の剣を抜いて構えてはいるが、いきなり変貌を遂げた『ボス』の姿に硬直し、棒立ちとなっている。

　あの有様では、襲い掛かられたら一瞬で首を刎はねられるだろう。

「そっちに、行くんじゃねぇ──！」

　注意を引き戻すべく、フラフラした足取りで立ち上がり、カタナを振ってアピールする。

　抵抗する術すべのないミシェルちゃんたちの元に向かわれては、それこそ一撃で命を落としてしまう。

　是が非でも、奴の注意を俺の元に引き付け続ける必要がある。

　だからといって、俺に決定打は存在しない。

　植物系のモンスターと融合し、呼吸すらしなくなった『奴』に、糸は相性が悪い。

　カタナも、トロールの硬い外皮に阻まれ、決定打にはならない。

　なにより、多少の傷は自動回復してしまう。

　それに『奴』は命の危険に直面して、さらに進化しているようで……いや、これは侵食が進んだというべきか？

　吊るされた首が伸び、手足は長く太く変化して足関節も逆向きになっていた。

　そのシルエットはすでに人間といっていい物ではない。

　それを直視した三人の見張りは、腰を抜かして床にへたり込んでいた。

　それどころか床に水みず溜たまりすら作っている。もはや完全に心が折れていた。

　もう護衛の役目を果たせるような状況ではない。

　ミシェルちゃんたちの方に向かわないよう、『奴』の注意をこちらに完全に張り付けるべく、無謀ともいえる突撃を敢行する。

　糸による身体強化と、体内への操糸の干渉も行い、持てる全力で『奴』の脚を斬り飛ばそうとする。

　しかしカタナは直撃したにもかかわらず、脚の半ばまで食い込んだところで止まってしまった。

　それは同時に、俺の動きが止まったことを意味している。

　薄暗い照明が、一瞬翳かげる。俺の頭上に『奴』の腕が振り上げられた証あかしだ。

　そして影は歪いびつな爪の形を俺の顔に落とす。爪も人を引き裂きやすいように、変化しているようだった。

「くっ──」

　直撃すれば、確実に頭部が砕かれる。それもザクロのように粉々に。

　それを察し、カタナから手を放して背後に飛とび退すさる。

　だが一瞬だけ間に合わず、爪先が俺の胸を斬り裂いた。バタバタと血が撒き散らされ、片膝をつく。

「っそう……無駄にでかくなけりゃ、避け切れたってのに」

　骨には達していない。重要血管も外している。が、出血量が多いため、このままだと危険だ。

　早々に処置しないと、気を失う危険もある。

「武器も失い、出血も多い、か。こりゃ本格的にまずくなってきたな」

「グルルルルルォォォォォォォォ……」

　元カインだった『奴やつ』は、もはや人の言葉すら喋しやべれなくなっていた。

　おそらく首が伸びたことにより、声帯が変化したせいだ。

　半端にモンスター化し、それに適応してしまったが故に、異常進化してしまっている。

　あれはもう人間でもなければ、ファンガスでもトロールでもない。

　肘や膝の関節からは角のようなものが飛び出し、すでに人の形を成していない。

　より攻撃的に、より凶悪に変化している。

　斬り付けた膝の傷も、すでに治っていた。盛り上がる肉に押され、カタナが床に落ちている。

「さて、どうするか」

『奴』がどんな薬をどう調合したのか、俺にはわからない。

　だが、戦力を求めていたからには、碌ろくな薬ではないだろう。元より平民をゴミのように考えていたやつだ。

　兵士を使い捨てるために、違法な薬をてんこ盛りに混ぜ込んだに違いない。

　その結果が、目の前にある。

　強化を全力で施した先の一撃は、ライエルすら超える威力を持っていたはずだ。

　それすら足の半ばまでしか斬り裂けなかった。

　外皮の硬さだけではない。内部まで『肉ではない何か』に変化している。現に、斬った後の出血はなかった。

　次に考えた手は、レイドの姿に戻って強化付与エンチヤントなどを施すこと。あの肉体ならば、ニコルのそれよりも遥はるかに強きよう靭じんだ。

　強化の度合いはさらに増すことは間違いない。さいわいコルティナと長く会っていないため、変化ポリモルフのクールタイムは過ぎている。

　巻物スクロールの予備も、腰のポーチに入っていた。

「それでも……勝てるとは思えねぇな」

　レイドの姿に戻ったのなら、確かに威力は増すだろう。

　しかし『奴』の身体も、斬撃を受けてさらに進化している。斬撃を受け止めるために、攻防一体の角まで関節に生やしたくらいだ。

「奴は、姿を変えてより進化した。なら俺もそれを打ち破れる強者を」

　そんなもの、考えるまでもない。

　俺の目指す英雄の姿を体現した男がいるのだから。

　しかしそれは──

「いや、かまうものか。俺が俺を超えるために……俺であることを、捨ててやる！」

　スクロールを取り出し、変化ポリモルフの魔法を起動する。

　ミシミシと軋きしむ痛みは、もはや慣れたものだ。

「お、おおお……うおおおおぉぉぉぉぉおおおおお!!」

　いつもよりも高い身長に変化する。

　いつもよりも肉厚な身体に変化する。

　皮膚の下にはみっしりと、しかし動きを妨げない程度の筋肉が詰まっている。しかも最上質の筋肉が。

　それを支える骨も頑丈にして強固。多少の衝撃では揺るぎもしない肉体。

　たとえギフトは変わらなくとも、明らかに戦士として格上の存在へと変化した。

　俺の目指した英雄──ライエルの姿だ。

　変化ポリモルフの魔法は、よく知る対象の姿に変化する。

　幸いといっていいのかどうか、俺はライエルの身体はよく見ている。

　前世では大衆浴場に一緒に入ったこともあるし、今世では不本意ながら風呂に入れられたこともある。赤ん坊の時に。

　だから奴の肉体については、変な意味ではなく、よく知っていた。

　それが今回、役に立ったというわけだ。

「待たせたな、化け物。変身できるのが自分だけだと思うなよ？」

　温和なライエルの顔に、凶悪な笑みを浮かべ、俺は『奴』に手招きして見せた。




　ライエルの姿を模した俺に、カインが迫ってくる。その姿はすでに人間のそれを逸脱していた。

　長く伸びた首に角の生えた手足。関節まで増えている。

　これはおそらく、戦場の過酷な環境に適応できるように、元から怪しいクスリにさらに手を加えた結果だろう。

　確かにこのような異形が群れを成して襲ってくれば、兵士の士気も崩壊してしまう。

　そもそも王家すら手を出せない戦力を得るためレメク家が生み出した薬だ。生半な効果ではない。

「ゴオオオオオオルルルルウルルゥゥゥゥゥァァァァァァァ!!」

　大きく振り上げた腕が俺に向かって降りかかる。その太さや、爪の鋭さは、一撃で人間を挽ひき肉にくに変えられる破壊力を秘めていた。

　俺は一歩踏み込んで、その爪を受け止める。変化ポリモルフの魔法はよく知る対象の姿を映し取るが、ギフトまでは受け継がない。

　俺の身体はライエルと同じものではあるが、タフネスのギフトを持たない状態だ。結果、ライエルよりもはるかに劣る耐久力でしかない。

　しかし愚直な鍛錬を何年も何十年も続けてきた肉体は、カインの一撃をあっさりと受け止めて見せた。

「おお、すげぇ……」

　思わず感嘆の声を上げたのは、誰であろう俺自身。もちろんできると確信していたからこそ、受け止める行動に出たのだが、予想したよりも遥はるかに負担が少ない。

　これなら進化したデンの拳も受け止められるだろう。

　しかし今はそれどころではない。目の前の、文字通り暴走した元カインをどうにかする方が先だ。

　受け止めた腕をそのまま捻ねじるようにして体勢を崩しつつ、足払いをかける。

　ライエルの剛力で掴つかまれ捻じり上げられたカインの身体は、地面と水平に回転し、頭から地面に叩きつけられた。

　そのまま関節を踏み砕くべく、踵かかとを『奴』の肘に叩たたきつけてへし折った。

　それだけでなく、床まで踏み砕かれて放射状のヒビが四方に走る。

　カインもそのままやられるばかりではなく、悲鳴を上げつつ身をよじって距離を取ろうとする。

　もちろんその肘は俺の足の下なので、その動きは封じられている。

　しかし痛覚を失い、理性を失い、人の形すら失ったカインは、その程度の些さ事じには頓着しなかった。

　地面を転がるようにして間合いを広げようとするが、もちろんその動きは踏みつぶされた腕が防いでいる。

　しかしその腕を引きちぎりながら、俺から飛び退った。しかもその腕がものすごい勢いで再生されている。

「その再生力……てめぇ、トロールの能力を完全に取り込みやがったな？」

　奴が薬に使っていたのはファンガスの粉末。ファンガスにはあれほどの再生力はない。

　奴は例のクスリの軍事利用も考えて、さらに環境適用力を上げるためにトロールの素材……血液などを混ぜ込んだと考えられる。

　その再生力はまるでトロールそのもの。ただし、相応のリスクがあったようだ。それがあの理性の喪失ということか。

　この再生力は確かに脅威になる。一般的な兵士がこの化け物を目にしたら、尻に帆をかけて逃げ出すこと受け合いだ。

　数に劣るレメクの軍が国に歯向えるようになるためには、これ以上ない戦力になってくれただろう。

　しかし今、カインの目の前に立つのは邪竜すら倒したこの俺、レイドだ。そしてその肉体はその邪竜の護まもりを貫いたライエルの物である。

　この敵を相手にしてもひるんだりしないし、絶望もしない。

　様々なダメージに対しても適応を見せるカインだが、ライエルの力ならその防御すら突破できるはずだった。

　ましてや今の中身は俺である。タフネスのギフトは持っていないが、逆に言えば最初から持っているギフトは継続して使える。

　つまり今の俺はライエルの肉体で、操糸のギフトが使えるという状態にある。

　非力な俺が工夫を凝らした戦い方を、この恵まれた体格で行えるのだ。

　ここから繰り出す攻撃がどれほどのものになるのか、俺ですら想像もつかない。

　それにカインの取った戦術も下策だ。

　転がって俺から距離を取って安全圏に離脱したつもりなのだろうが、その距離はむしろ俺の殺傷範囲キルゾーン。

　手甲の機能で強化付与エンチヤントを起動し、筋繊維に操糸の力を沿わせていく。

　ただでさえ強靭無比なライエルの身体がさらに強化されていくのを感じる。

　再生を終えたカインが再びこちらへ迫ろうと、体勢を低くする。

　その首を飛ばすべく、俺は糸を横よこ薙なぎに振り抜いた。

　ゴウッ、と何やら糸が上げてはいけないような風切り音が鳴り響く。

　同時に俺の身体も、その轟ごう音おんとともに巻き起こった暴風に吹き飛ばされそうになった。

　必死に足を踏ん張り、その場に踏みとどまる。だが、それほどの力をまともに受けるカインの方は、さらにただでは済まない状況だった。

　糸の直撃を受けた頭部はポンという音を立てて、風船のように弾はじけ飛ぶ。

　かすめた右肩も同様に弾け、根元からちぎれた右腕はクルクルと宙を舞った。

　頭部の喪失、それは生命としての死を意味する。つまり、トロールの再生力はこの一撃で失われたと思われる。

　ファンガスに寄生されただけなら死体を操られ、本能のままに襲い掛かってきたかもしれないが、別のなにかも一緒に混ぜ込まれたクスリは、逆に生命としての定義に縛られているはず。

　後はファンガスとしての生命を維持できなくする、つまり細切れになるまで解体すれば、戦いは終わりだろう。

　カインの死によって戦闘の終了を確認した俺だが、事はそれだけで収まらない。

　糸の衝撃波はカインの後ろまで届き、倉庫の壁を粉砕していた。その破片は大半が倉庫の外へと飛んで行ったが、一部は内側にも飛び散り、その一つがクラウドの頭に直撃したらしい。

「うぃ？」

　奇妙な声をあげて覚醒するクラウドだが、俺の方もそれだけでは済まない。

　それほどの破壊を撒まき散ちらした一撃の起点となった足場が、耐えられなかったからだ。

　そもそも俺の足元はカインの腕を踏み砕いた時に、放射状のヒビが入り、崩壊寸前の状態だった。

　そこに一撃を打ち出すための強い踏み込みが重なったおかげで、あっさりと俺の足元が崩落する。

「あ、ライエ──」

　こちらに目を向けたクラウドは一瞬そんな言葉を口にしたようだが、それを最後まで確認するまでもなく、俺は瓦が礫れきと共に階下へ落ちていった。

　足場を失い墜落する俺だったが、特に慌ててはいなかった。

　そもそもこのライエルの身体は、ギフトの恩恵がなかったとしても、強靭無比な耐久力を誇る。

　このまま墜落して床に激突したとしても、大したダメージを負わないだろうことは想像に難くない。

　いつもの俺ならば糸を飛ばして危機を忌避するところだが、ここは体勢を整えて着地する方法を選択した。

　クラウドが目を覚ました以上、ライエルの姿がここにあるという不自然さを晒さらすわけにはいかないからだ。

　ズンと、腹に響く衝撃と共に片膝をつき、衝撃を吸収する。

　よろめく身体を地についた手で支え──俺の上に瓦礫が降り注いできた。

「ぬおおおおおぉぉぉぉぉぉぉ!?」

　なすすべもなく崩落に巻き込まれ、瓦礫の下敷きになる俺。

　一瞬程度だが身動きが取れなくなった俺を、階下の手下たちが取り囲む。

　全員がすでに目が血走っており、例のクスリを服用していることが見て取れる。うち何名かは人の身体を逸脱し始めており、過剰摂取の兆候が散見できた。

　白衣もボロボロのものが大半で、デンとの激闘の様子がうかがえる。

　迎撃すべく、瓦礫を押しのけ立ち上がろうとする俺。しかしそれよりも一瞬早く、手下たちは真上に弾け飛んだ。

　その向こうには、これまた執事服をボロボロにしたデンが立っていた。

「ライエル様……いえ、ニコル様ですか？」

「そう、よくわかったね」

「このような場所にライエル様がいらっしゃるのは、さすがにおかしいので」

「それもそうか。そっちの首尾は？」

「御覧の通りかと」

　言われて俺は周囲に視線を飛ばす。そこは倉庫とは言えないほど荒れ果てた状態に変化していた。

　仕切りの壁は打ち壊され、積み上げられた木箱は一つ残らず破壊され、中身の液体がこぼれだしていた。

　これで新しい薬が市場に出回ることはないだろう。

　俺と話をしている間にも、手下たちはデンに殴りかかっていく。

　それを頭上にかざした片手で受け止め、同時に床にヒビが入る。どれほどの力で殴り掛かられたか、それだけでよくわかる。

　だが、それを平然と受け止めるデンも相当なものだ。

　それどころか無造作に腕を振って、殴りかかってきた手下の横っ面に裏拳をぶち込んでいく。

　木の葉のように宙に舞い、クルクルと螺ら旋せんを描いて吹っ飛んでいく。

　手下は人間ならば即死に近いはずのダメージを負いながらも、地面をのたうちまわっている。苦痛を遮断するだけでなく、その生命力もかなり強化されているらしい。

　それだけならば素晴らしいと言えないこともないが、人の力というのは上限がある。

　ここでそれだけの力を発揮しているということは、それだけどこかでしわ寄せがやってくるという証拠でもある。

　直後、三人同時に殴り掛かられ、デンは二人までは殴り飛ばして弾き返す。

　しかし残り一人に胸元を殴られ一歩後ろに後あと退ずさる。だがむしろ、逆に殴り掛かった方が手下の方がダメージを受けていた。

　殴った腕は肘の間でへし折れ、指も四方に曲がっている。

　それでも手下は苦痛の表情を浮かべない。まるで何かに取り憑つかれたかのように、攻撃をやめなかった。

「デン、ずっとこんな感じ？」

「はい。いささかやり辛づらいですね。殺してしまうのも哀れですので」

　確かにカインが言っていたようにオーガ並みの力を発揮しているようではある。しかしデンはそれすら物ともしないほど進化していた。

　しかし、ただ利用されていただけの手下や使用人を殺害することに、彼はためらいを持っているようである。

「なるほどね。じゃあ、まかせて」

　俺は十本の糸すべてを伸ばして、次々と手下たちを縛り上げていく。

　もちろん相手も激しく抵抗するが、糸は使用者の力に対応してその力を発揮していく。

　つまり今は、ニコルの力でもレイドの力でもなく、ライエルの力で縛り上げられることになる。これにはオーガ並みの力をもってしても、対抗できるものではなかった。

　数秒後には、一階にいた全ての手下はエビ反りに近い形で縛り上げられていた。

「なぜ、この体勢に……？」

　少々不格好な姿を晒す羽目になった手下たちに、同情混じりの視線を向けつつ俺に尋ねてくるデン。

「いや、だって、連中は手足がちぎれても襲いかかってくるだろ。だから力が入りにくい体勢で縛り上げたんだが」

　腕を鶏のように背の後ろに捻じり上げられ、脚も腰の後ろまで曲げられている。

　脚に結ばれた糸は背中に繋つながっており、脚を伸ばそうとすれば背中が反り返って体勢を維持してしまう縛り方だ。

　たった一つの難点は、見み栄ばえが限りなく悪いことである。

「ま、このままってわけにはいかないから、衛兵にでも連絡してこないと」

「わかりました、それは私が」

「その格好で？」

　デンの執事服は激闘の結果、見るも無残な状態になっている。

　見た目が美少年なだけに、見るものが見れば背徳的な妄想を抱きかねない格好だ。宿の受付にいた女性など、その筆頭である。

「しかたない。俺が通報してくるから、お前はここで手下を見張っていてくれ」

「その、大丈夫でしょうか？」

「大丈夫、今の俺はライエルの姿だからな。それよりお前も捕まらないように姿は隠しておけよ？　後、上にいるクラウドとミシェルちゃんたちに解毒薬を飲ませておいてくれ」

「承知いたしました」

「事情は……そうだな、上にいる三人の見張り役は、俺たちに寝返った連中だ。そいつらに適当に言い繕うように、口裏を合わせておいてくれると助かる」

「口裏、ですか？」

「ニコルの名前を出しちまったからな。それに変身するところも見られてる。マクスウェルの爺じいさんに対応してもらうから、それまでの間は余計なことを漏らさないように釘くぎを刺しておいてくれ」

「なるほど。いっそ口を封じるのは？」

　デンの提案は確かに効率的だ。口を封じてしまえば、ニコルが変化していることや、一連の事情なども漏れることはない。

　しかし、約束がある以上、それはそれで非情ではないかと考えていた。

「情状酌量の口添えを約束したからなぁ。さすがにそれは心が痛む」

「さすがはニコル様、非情なようでいてお優しい」

「それ皮肉？」

「まさか」

　俺はデンに解毒薬の小瓶を投げつつ、細かな指示を出しておいた。

　通報すれば、衛兵はここに押しかけてくるだろう。

　そこにボロボロの服を着た少年が一人佇たたずんでいたとしたら、そりゃ疑われる。

　俺もデンも後ろ暗い背景を持つので、衛兵とはできるだけかかわりを持ちたくない。

　俺が通報しに行っている間に、ミシェルちゃんたちに薬を飲ませ、三人に口止めをし、衛兵に見つからずに姿を消す。

　むしろデンの方がやることが多いのではなかろうか？

　ともあれ、通報せねば、やじ馬が押しかけてくる。衛兵に周辺を封鎖してもらわねば、無駄に薬を吸い込んでしまう者も出るだろう。

　さいわい、変身した姿は十二時間は持つ。

　今から詰め所に向かい、事情を説明して兵を送ってもらう程度は充分な時間だ。

　その途中で通行人などに顔を見られたら騒ぎになってしまうので、そこいらにあった布切れを顔に巻き付け、俺は倉庫を飛び出していった。




　詰め所に着くと、最初顔を隠していた俺を不審者扱いしていた衛兵だったが、顔を見せた瞬間、いっそ見事なまでの手のひら返しを披露してくれた。

　大おお雑ざつ把ぱな事情を話し、兵を送ってもらい後始末を任せておく。

　いろいろと聞きたいこともありそうだったが、そこはそれ、ライエルという顔の威力を発揮しておく。衛兵もライエルに詰問するわけにはいかないので、渋々といった風情で倉庫の処理に向かっていった。







[image: 終章　公爵家の終焉と始まり]




　カインの死の翌日。魔術学院高等部の理事長室に数名の貴族が集められていた。

　カインの父親のトバル・メトセラ＝レメク公爵にレティーナの父親のフランコ・ウィネ＝ヨーウィ侯爵、そして元王族のマクスウェル。

　それとレティーナと、偽ハウメアに変装した俺である。

　レティーナは偽ハウメアの姿を見るのは初めてだったので、俺に会うなり『ニコルさん、眼帯はどうしましたの？』と言って目潰しを敢行してきたくらいである。やることがいちいちダイナミックだ。

　なお父親のヨーウィ侯爵は、その暴挙を見て顔面蒼そう白はくになっていた。

　ちなみにじっくりと説明して、微妙に偽ハウメアの方が大人であることから、別人であることは納得してくれた。

　もっとも、俺が変装用の魔道具を持っていることを知っているから、いまだに疑惑の目を向けてきてはいたが。




　俺は昨日の騒動のあと、マクスウェルに面会し、事情を話しておいた。

　その際にレティーナを呼び寄せておくことと、当事者として俺が偽ハウメアの姿で同席することをマクスウェルから命じられていた。

　それを聞いてレティーナは、マクスウェルと直接会えると喜んで参加を表明してくれた。

「さて、この場に集まってもらった理由は言うまでもなかろう」

「無論。我が息子がライエル様を騙かたる何者かに殺害された事件についてであろう？」

「それとこの街ではびこる正体不明の薬のことであるな」

　マクスウェルが切り出した言葉に、レメク公爵とヨーウィ侯爵が牽けん制せいし合うように言葉を繋ぐ。

　先立ってフィニアから話を聞いていたが、どうやらヨーウィ侯爵も独自に密偵を送り込んで調査を行っていたようである。

　それに関して、どうやら有力な情報を得たらしい。俺にミシェルちゃんたちの監禁場所を知らせたのも、その筋からの情報らしい。

　一瞬、公爵と侯爵が互いに視線を交え、そして逸そらす。正直、はたで見ている分には実に面白い。

「そのどちらにも関連したことではあるな。それにレメク公。ご子息の遺体は確認いたしましたかな？」

「ひどい有様だったな。何者があのような薬を息子に盛ったのか、ぜひ知りたいところだ」

「その薬を誰が作っていたのかも、興味があるところですな」

「まったくだ。噂うわさによると、現場にはライエル様の偽物の他にも、怪しげな冒険者がいたとか？」

「それは被害者と聞いておりますぞ」

「いやいや、何者かはライエル様の姿に変装し息子を殺害したのですぞ。その者が怪しいですな。いや、その偽物、まさか本物ではありますまい？」

「それより学生寮にあった隠し部屋について議論したいですね」

　まるで狐きつねと狸たぬきの化かし合いだ。レメク公爵はあくまで息子は被害者で、捕まっていたミシェルちゃんとクラウドか、ライエルに変装した俺を犯人に仕立て上げたいらしい。

　対してヨーウィ侯爵は密偵が持ち帰った隠し部屋の情報を持ち出していた。

　どうやらマイヤー教員が俺に遅れて発見し、これを明確な証拠として結論を下した後、レティーナを保護することで安全を確保してくれていたらしい。

　それにしてもサリヴァンまで密偵だったとは……妙にレティーナより目立って彼女の注目度を奪っていたはずだ。

　奴やつが目立つことによってレティーナを目立たなくし、彼女の安全を確保しようとしていたのだとか。

　それぞれ、サリヴァンが操糸、マイヤーが隠おん密みつのギフトを持っていて、明らかに俺を意識した密偵を送り込んでいた。

「ヨーウィ侯はどうやら私に何やら含みがあるようですな？」

「ハハハ、まさか。私は調査の結果を述べているに過ぎませんとも」

「待たんか二人とも。まずは調査結果を述べさせてもらおう。ワシが個人的に送り込んだ冒険者が調べた結果、残念ながらレメク公のご子息は、あまり褒められた行為をしてはおらなんだようじゃの」

「それは穏やかではありませんな、マクスウェル様。私は息子を信じておりますぞ。もしやヨーウィ侯が縁談に乗り気ではなかったので、肩を持っておられるとか？」

　一転レメク公爵はヨーウィ侯爵に詰め寄った。爵位の高さを利用した圧力のかけ方だ。

　ヨーウィ侯爵もなかなかのタヌキ振りだが、いかんせん格下という弱みがある。

　多少理不尽な言いがかりでも、こうして圧力をかけられれば、ヨーウィ侯爵が引くしかない。たとえ娘の前でも、それは同じだ。

「お父様……」

「レメク公、密偵を送ったのはワシじゃよ。それともワシが捏ねつ造ぞうしたとでも言うつもりかね？」

「い、いえ、そんなことは……」

「ハウメア、当事者の前じゃ、ちょうどよかろう。報告をしてくれんか？」

「ええ。カイン・メトセラ＝レメクの私室内を調べた結果怪しい物はなかった。かわりに室外の廊下に隠し通路が。その奥には薬の在庫と取り引きの帳簿、それにファンガスとトロールが存在した」

　レティーナの前なので押し殺した俺の声が、淡々と調査結果を読み上げる。そんな俺に、レメク公爵は再び噛かみついてきた。

「そんな何者かもわからない、流れ者の報告を信じることはできませんよ！」

「ん？　彼女が何者か聞きたいのかね？」

「当然でしょう！　根無し草に誹ひ謗ぼう中傷される息子の身にもなってください。死人に口なしとはこのことだ！」

「根無し草というのは確かにそうじゃな」

「ほら見てください！　いくらマクスウェル様でも、さすがに──」

「では紹介しよう。彼女はハウメア。元の名前は……レイドじゃ」

「は？」

　俺の前世の名前は、もちろんレメク公爵も知っている。そして現在、ハウメアという存在がレイドであることは、ライエルたちやコルティナにも知られている。

　ここで正体を晒さらしたとしても、特に問題はあるまい。

　しかしレメク公爵は俺の名を聞いて、一瞬六英雄のレイドに意識が向かなかったようだ。

　それくらい、俺が二十五年前に死んだことは知れ渡っている。

「マリアが転リーインカー生ネーシヨンの魔法を使ってな。蘇そ生せいは禁忌とされておるが、こちらはそうではない。八年前ほどからワシの手足となって動いてもらっておるよ」

「な、ななな……なん、だって!?」

「レイドなら信頼できるじゃろう？」

「そ、そんな大おお法ぼ螺らを信じろと──」

「なら、これなら信じられるか？」

　俺は腰の後ろに隠して吊つるしていた愛用の手甲ガントレツトを、手慣れた手つきで装着する。

　そこから糸を飛ばしてテーブルの上のティーカップを絡め捕り、手足のように操作してお茶を注いでみせた。

「う、うそ……！」

　レティーナも口元を覆って、驚きを表現している。

　俺はそんな彼女を無視して、腰に下げた小物入れから帳簿を取り出した。父であるトバル・メトセラ＝レメクの取り引きも記されたものだ。

　それを誰よりも早くマクスウェルが取り上げる。

　もちろん前もって彼は目を通しているのだが、ここで初めて目にしたと言わんばかりの小芝居をしてみせる。

「ほうほう、これはなかなか興味深いのぅ」

「そ、それは──」

「いけませんな、レメク公。こういう物に自筆のサインを残してしまっては」

「なっ!?」

「これはさすがに庇かばいだてできんて。まず間違いなく陛下の裁可が必要になるじゃろうな。おっと余計なことはせん方が良いぞ？　ワシとレイドの二人を敵に回したいか？」

　一瞬逆上して腰を浮かせかけた公爵に、マクスウェルは先制してプレッシャーをかけていく。

　レメク公爵も、襲い掛かるわけにはいかないと思い直し、再びソファへ腰を下ろした。しかしその顔は絶望に染まりつつある。

「この理事長室は、重要施設と同じく魔法の発動を禁じる術式が敷かれておる。ワシもお主も魔法は使えん。いや、ワシは力ずくで使うことができるがね？　まぁ、そうなれば後は腕っぷし勝負。そこにレイドがいれば……どうなるかわかるな？」

「くっ……」

「モンスターを使った危険な薬の開発と流通。それを使って何をしようとしたのかまで、実はすでに陛下に報告済みじゃ。たとえ公爵家といえど、反逆者に厳しいのがこのラウム。お前たち親子の咎とがを一族にまで広げたくなければ、神妙にすることじゃな」

「ああっ、うぐあぁぁぁぁ……」

　マクスウェルに宣言され、頭を抱えたまま呻うめき声ごえをあげて崩れ落ちる。俺はすぐさま、変な心変わりを起こさないようにその腕を縛り上げた。

　魔法が封じられている以上、両腕を封じればほぼ戦闘は不可能になる。

　その間にマクスウェルは隣の控室をノックして合図を送る。この部屋は防音性も高いため、こうでもしないと合図すら送れない。

　隣室からドアを開けて入ってきたのは、俺……ニコルだった。これはガドルスに俺が変化ポリモルフの巻物スクロールの予備を与え、俺に変身させた姿だ。

　こうすることでレティーナは俺とハウメアの姿を同時に見ることになる。俺とハウメアは別人という印象を、強く植え付けられるはずだった。

　そしてレメク公爵の顔にも絶望が浮かぶ。カインが俺にちょっかいを出していたことは、レメク公爵の耳にも入っていたのだろう。その当事者が、ここに勢せい揃ぞろいしてしまった。

　たとえここで魔法が使えたとしても、六英雄のうち二人を敵に回すのは、さすがに無理がありすぎる。

　こうして領主トバル・メトセラ＝レメク公爵の失脚により、メトセラ領のトラブルは幕を閉じたのだった。




　公爵の失脚が決定したと言っても、レティーナの婚約問題まで解決したわけではない。

　レメク公爵家は当主を失ったが、他にも直系男子は存在する。

　今回の一件で婚約は解消されるだろうが、ほとぼりが冷めた頃に再び申し込みが殺到するかもしれない。

　もちろん、レメク公爵の血筋とレティーナの婚姻が今後成立することはないだろうが、ヨーウィ侯爵と同格、もしくは身分の高い貴族は他にもいる。

　今回の問題で六英雄を引っ張り出したレティーナのコネは、他の貴族には垂すい涎ぜんの的となるはずだ。

　マテウスが騎士団の人間を連れてきて、そのままレメク公爵を連行していった。

　今後、彼は詳しく詮議を受けて、処罰されることだろう。

　連行される彼を見て、ヨーウィ侯爵が大きく息を吐いた。

「ふう、どうにかひと山越えたが……これでまた申し込みが殺到しそうですよ」

「なんだか、申し訳ありませんわ、お父様」

「いや、私の未熟でお前に手間をかけてしまったのが、心苦しい限りだよ」

　今回はレティーナの暴走から俺を通じ、マクスウェルまで引っ張り出す事態に発展した。

　それは取りも直さず、彼女の六英雄への影響力の強さを証明した結果になっている。

「今回の一件は私も反省する点ばかりだよ。レティ、お前はもう子供じゃないのだな」

　結果だけ見れば、今回侯爵は後手後手に回って、ほとんど何もできていない。

　苦境を突破したのは、レティーナの築き上げた人脈の力だ。それにはもちろん、父であるヨーウィ侯爵の力もある。

　それらの力を的確に使用して格上の貴族を破滅まで追い込んだのだから、父親も認めないわけにはいくまい。

　そして、それを認めるのは父だけではない。

「それだけに、お前の人脈を求めて求婚者が増えるかもしれん。いや、まず間違いなくそうなるだろう。私も厳選するつもりではあるが、その覚悟は決めておいてくれ」

「それは……はい」

　侯爵の中でも今回の一件でヨーウィ侯爵の発言力は増した。だからこそ、誘ゆう蛾が灯とうに群がる羽虫の如ごとく、権力を求める者が群がってくるだろう。

　それはまだ十五歳のレティーナにとって、あまり目を向けたくはない、生臭い世界の話になる。

　特に今回は、俺たちと一緒に子供の頃のように活動したのだから、その思いはなおさら強くなったはずだ。

　それでも彼女は目を逸そらすわけにはいかない。それが侯爵令嬢として生まれた彼女の責務なのだから。

　しかし、ここでマクスウェルが親子の会話に口を挟んだ。

「それなんじゃがのぅ。一つ解決策が無いわけではないんじゃ」

「なんですって!?　いえ、何か策がありまして、マクスウェル様？」

　絶望的な気分で覚悟を決めていたレティーナが、マクスウェルの言葉にいきり立った。

　六英雄に関しては尊敬の念を忘れない彼女にしては珍しいくらい、興奮していた。

　それは、彼女にとって俺たちとの関係の方が六英雄への憧れを上回っている証拠でもある。正直言うと、目頭が熱くなるのを耐えられないほど嬉うれしかった。

「ぬぉっ！　落ち着け、ちょっと落ち着けぃ」

「こ、これ、レティ!?」

　身を乗り出して詰問するレティーナに、両手を上げて制止するマクスウェルと、腰に抱き着くようにして引き戻そうとする侯爵。

　こうやって見ると、レティーナ一人でマクスウェルとヨーウィ侯爵を引ひっ掻かき回しているのだから、彼女も大したものである。

「まったく、レティーナ嬢は少々落ち着きが足りんようじゃな」

「いや、お恥ずかしい限りで」

「そんなことより、解決策とやらを教えてくださいませ！」

「これ、レティーナ!?」

　全く反省のそぶりを見せない娘を、さすがに侯爵が𠮟責する。

　レティーナも自身の醜態を自覚したのか、ソファに座り直してから、咳せき払ばらいをしてごまかしている。

「ふむ、そうじゃな。要はレティーナ嬢に理解のない、権力目当ての男が寄ってくることが問題なのじゃろ？」

「それはまあ、そうですわね」

「例えば、レティーナ嬢に理解があり、六英雄とのコネを屁へとも思わん男なら、レティーナ嬢も結婚に否やはあるまい」

「それと家格に見合う相手でないと困りますな」

　ようやく落ち着きを取り戻したヨーウィ侯爵が、割り込んできた。

　確かに侯爵家に婿入りするのなら、相応の身分は必要になる。

「でも、そんな男性、いるとは思えません……あ、レイド様とか？」

「さすがにそれは無理じゃ。こ奴やつは今この通り女性だし、何よりコルティナを敵に回しとうない」

「それはわたくしも一緒ですわ！」

「まあ、ちょっとした事情さえ無視すれば、一人だけ適任者がおる」

「わたくしはまったく心当たりがないのですけど……」

　レティーナは本格的に首をひねり出した。俺だってマクスウェルの言う相手に心当たりはない。

　レティーナに理解がある相手というのだから、すでに知己の相手なのだろう。

　そうなると、第一候補に挙がってくるのはクラウドなのだが、奴は孤児だ。侯爵家の家格には見合わない。

　他の知り合いというと、ラウムの冒険者のケイルや、密偵のサリヴァンなどになるのだが、いくらなんでも理解があると言い難いし、家格も合わない。

　ハスタール神は嫁持ちで問題外。ライエルも同じ。ガドルスは独身だが出身がマタラな上に平民ということもあり、問題がありそう。そこまで考えて一人思い当たった。

　レティーナをよく知り、寛大で、権力に無頓着。そのくせ家格は侯爵と充分見合う。問題があるとすれば……年齢だ。

「レイドは思い当たったようじゃな。そう、ワシじゃよ」

「いやいやいや、確かに爺じいさんなら条件は見合うが、年齢が離れ過ぎだろう!?」

「え、マクスウェル様……？」

　確かにマクスウェルならレティーナの性格に理解もあり、冒険者をすることにも寛大で、六英雄とのコネも気にしない。というか本人が六英雄である。元王族なので、家格も合う。

　唯一の問題は、爺さんが爺さん過ぎることだけである。

「レイド、ワシは何度もお主に言っておるじゃろう？　ワシはまだまだ現役じゃ、とな」

「いや、そうだけど！　誰も本気とか思わねぇじゃん！」

　気が付けば、俺の方がレティーナよりもエキサイトしていた。

　それは取りも直さず、俺もレティーナのことを本気で考えていた証あかしである。

　当の本人の反応はどうかとこっそり視線を横に流すと、レティーナは顔を真っ赤にして硬直していた。考えてみれば、レティーナは幼い時より六英雄オタク。この申し出を嫌がるはずもない。

　そしてヨーウィ侯爵も、あまり驚いていない様子だった。先ほどさらっと会話に割り込んできたところを見ると、すでにマクスウェルとの間に密約があったのかもしれない。

　そういえば、この前マクスウェルの元を訪れた時、『根回しをする』と言っていた気がする。つまり、この話の根回しをしてくるということだったのか？

「爺さん、本気か？」

「本気じゃ。ワシもまだまだ現役だし、余生も下手な人間以上に残っておる。一番重要な世継ぎを作るくらいなら、何とかなるじゃろ」

「レティーナはそれでいいの？」

「え、レイド様？　えっと、その、光栄ですわ」

　顔を染めたまま、小さく頷うなずく。ダメだ、こいつは。

「侯爵様は？」

「私としては、実によい話かと思っておりますよ」

　全方位で、肯定的意見しか返ってこなかった。マクスウェルが根回ししたのなら、この返事はなんとなく予想できていたが。

　だが当事者の二人が乗り気で、父親が問題ないと言っているのなら、俺が口を出す問題じゃないのかもしれない。

　あとは母親の説得だが、あの人も六英雄に傾倒しているので、おそらくあっさりと言いくるめられるだろう。

　まあ、これでレティーナが幸せになれるのなら、俺も祝福してやらないといけないのかもな。







[image: 余話　二つの酒宴と狂騒と]




　その日、酒場に二人の女がいた。

　うち一人はまるでこの世の終わりでも来るかのように浴びるように酒を飲み、少々人に見せられない姿でクダを巻いている。

「なんでレティーナちゃんなのよぉ。そりゃあ、あの子は可愛かわいいけど、別に私だっていいじゃない？」

「比べ物になんないでしょ、アンタじゃ」

　飲んだくれるトリシア女医を突き放すように、コルティナはグラスを呷あおる。

　ここは北部辺境の村。疲労が限界に達したコルティナの様子を診せるため、マクスウェルが彼女を連れてきたのだった。

　診察の結果、健康状態に問題ないと診断されて、トリシアは彼女を連れて飲みにやって来ていた。

　実際、狙っていた獲物に逃げられたトリシアの憂さ晴らしが主なのかもしれない。

「あの子はまだ若いし、素直で努力家で、それに美人に育ったもの」

「私だってエルフから見たらまだまだ若いわよ！」

「エルフと比べんじゃないわよ!?」

「アンタよりも若いのよ！」

「私も人間より寿命が長いでしょ！」

　結構な量の酒を口にしたトリシア女医は、すでに脈絡のない言葉を口にし始めていた。

　彼女もすでに三十を超えて、そろそろあとがない。それだけに非常に切羽詰まった訴えであった。

　コルティナの方も連日の疲労に加え、酒も入っていたので、トリシア女医への扱いが非常に雑になっていた。

「もうこうなったらガドルス様にアタックするしか！」

「自棄ヤケになっているのか、前向きなのか、判断に困るわね」

「これで六英雄の半数が既婚者になるのよ。どうよ、残された身としては？」

「別に私は急いでいないし」

「そういや最近、目つきの悪い男と付き合ってるんだって？」

「べ、別に目つきが悪いってわけじゃ……ちょっと鋭いだけで」

　酔っ払い特有の唐突な話題転換に、コルティナは狼ろう狽ばいしたような態度を示す。

　そんな彼女に、トリシア女医は胡う乱ろんな視線を送る。

「まさか、私に内緒でゴールしようってんじゃないでしょうね？」

「え、ま、まっさかー。私たち友達じゃない？」

「ちょっと。こっちに目を向けて言いなさいよ」

　露骨に目を逸らすコルティナに、トリシア女医は確信を覚えた。彼女が結婚を考えている相手がいると。

　しかしそれを表に出さないということは、すぐにどうこうということはないのだろう。

　おそらく何らかの障害があると考えられる。

「ねぇ、コルティナ。私たち友達よね？」

「そうだけど……？」

「私を置いて結婚したりしないでね？」

「それは保証できないわ」

「人でなしぃ!?」

「猫ですもの。にゃあ」

　あざとく猫真似まねなんかをしてみせるコルティナに、トリシア女医はついにキレた。

　相手が六英雄だというのに、その頭を容赦なく叩はたく。もちろん、日頃からそれを気にしない彼女だからこそできる暴挙でもある。

　そしてコルティナも、一般人に叩かれるほど鈍くはなかった。

　ヒョイと頭を傾けて、それを躱かわす。

　このやり取りに端を発して、酒場で壮絶な女同士の戦いキヤツトフアイトが展開された。猫だけに。

　技量も身体能力もコルティナの方が圧倒しているのだが、本人のやる気と、なにより双方が深酒をしていたことが勝負をグダグダにしていく。

　結局この戦いは勝敗がつかないまま、店員につまみ出されるまで続いたのだった。




　別の日、ガドルスの酒場でも、四人の男（？）が酒を酌み交わしていた。

　参加者は独身の者、妻を持つ身の者、結婚を考える者、それぞれである。

「それにしても爺さん、レティーナを嫁に取るとは、思い切ったもんだな」

　四人の中で唯一の女であるニコルが、マクスウェルに問い詰める。彼女だけは体質的に酒に弱いため、オレンジジュースや蜂蜜入りのミルクなどを供されていた。

　問われたマクスウェルは、彼女とは逆にきつめの酒を入れたグラスを悠々と口に運ぶ。

「しかたあるまいよ。彼女を守る手段としては、これ以上の策は思いつかんかったしの」

「だがマクスウェル、お前も子供作る気満々じゃなかったか？」

「そりゃワシは現役だと常々言っておろうに。彼女が魅力的な女性になったのは認めんわけにはいかんし、好意も持ってくれておる。応えるのには吝やぶさかではないわい」

「このエロ爺じじィが」

「まったくだ」

「そう言うな。若い嫁というのも、距離感がわからんで苦労しておるんじゃぞ」

「黙れ、幼女趣味め」

　吐き捨てるニコルと、それに同意するガドルス。マクスウェルの味方はこの場にいないかと思われた。

　しかし彼の隣で黙々と酒を口にするもう一人が、肩を叩たたき親指を立てて賛同の意を示していた。

「そのポーズは何だよ」

「いや、俺も嫁には本当に苦労したからな」

「あー、そういやアンタの嫁はアレだったからな。ハスタール」

　なぜか男だけ（？）の酒盛りに自然に紛れ込んでいたハスタール神。

　彼の嫁は神話上では破戒神とされている。つまりあの白い神だ。

　破戒神の性格が破天荒なのは、ニコルたちもよく知るところである。そして外見的には、あまりにも年齢差があり過ぎるカップルでもあった。

「確かにあれは少々幼過ぎ……いや、なんでもない」

「そうじゃな。触れてはいかん領域もあるということじゃな。それよりガドルス、お主にはなんぞいい話はないのかな？」

「俺か？　残念ながら、出会いが少なくてな」

「宿をやっとるなら、それなりに出会いはあるじゃろうに」

　ましてやガドルスの宿屋は、世話になりたい冒険者が山のようにいる人気店だ。

　中には女性の冒険者だって、かなりいる。まったく出会いがないというのは、明らかに嘘うそだ。

　現に今も、皆からは微妙に視線を逸そらし、話題から逃げようとしている。

「それに、あの時の俺以上に美人というのも、そうそうおらんだろう」

「おいマテ。アレは俺ニコルの姿だ。変な趣味に目覚めたんじゃないだろうな」

「冗談だ」

「全然冗談に聞こえないから怖いんだよ!?」

「ふむ？　ならば性転換魔法というのも、視野に入れて研究してみるか？」

「アンタが言うと、本当に作りそうで怖いからやめてくれ!!」

　破戒神ほどではないが、ハスタール神もそれなりに魔法に貢献したと伝えられている神である。

　確か飛翔フライトの魔法などは、起源を遡ると彼に辿たどり着くと魔術学院の授業で習った覚えがあった。

　その彼が口にするのだから、本当に実現の可能性があるのかもしれない。

「それよりもレイド。お主の方こそ、コルティナをいつまで待たせるつもりだ？　俺は負い目があるから協力しておるが、このままではあまりにも不ふ憫びんだ」

「わかってるよ。俺の実力もかなり付いてきたし、そろそろ本格的に腰を据える時期かもな」

　ガドルスの言葉に、ニコルも思うところがあった。

　長年の修行で干渉系魔法の腕もかなり上がってきているし、そろそろ本腰を入れて学ぶのもいいかもしれないと、彼女はそう考えていた。




　メトセラ領の事件解決から数日経たって、ラウムでは奇妙な会合が開かれていた。

　その日は休息日を利用してコルティナがラウムに戻ってきていた。その彼女発案の会合である。

「そういうわけで、ドーンと開いてみました。冒険者限定お見合い大会ー」

「コルティナ様、その、これはちょっと困ります！」

　ホールに冒険者を集め、高らかに宣言したコルティナに、受付嬢が困ったような顔で口を挟む。

　これは先日、トリシア女医の悩みを聞いて発案したことだった。彼女の救済も兼ねての会合である。

　しかしコルティナは受付嬢の苦情を聞き、妙な顔をして見せた。ここで会合を開くことは事前に許可を取っていたのに難癖をつけられたからだ。

「なんで？　冒険者を集めてここでイベントを開くって、前もって言ってたじゃない？」

「それは聞いてましたけど！　でもお見合いイベントは困ります！」

「別にあなたに参加しろとか言わないけど？　っていうか、強制はしないわよ、私」

「そうじゃなくて！　冒険者が減るのが困るんです！」

「あ、そっち」

　お見合いをすれば結婚する者も、もちろん出てくる。

　そして結婚すれば引退する冒険者も、もちろん出る。

　それは結果的に、ラウムの冒険者のレベルを引き下げることに繋つながりかねなかった。

　森に覆われたラウムの国土は、モンスターが生息するのに非常に適している。

　冒険者の質の低下は、充分に死活問題になり得た。

「こういうイベントだって聞いてたら、許可しませんでした」

「なんだと、俺たちに彼女を作るなって言うのかー！」

「そうだそうだ、俺たちにも出会いを！」

「むしろあなたが俺と付き合ってください！」

「抜け駆けすんな、俺とに決まってるだろ！」

「じゃあ、俺はコルティナ様と！」

「身の程を知れ、バカ野郎！」

　受付嬢の言葉に、一斉に反対の声が沸き上がった。それもそのはず、ラウム近辺の冒険者はモンスター退治が主な仕事になるため、新たな出会いというモノは実は少ない。

　関係施設で女性と出会うことはあるのだが、総じてそういう職場で働く者は身持ちが堅かった。

　そして手を出しそびれているうちに、職場内結婚でいなくなってしまうのだ。

　結果、彼らは常時女日照りと化しており、新たな出会いというモノを渇望していた。

「まー、みんなもこう言ってるわけだし、ここは少し大目に見てあげて、ね？」

「そんな風に可愛かわいらしく拝んで見せてもダメです」

「そこをなんとかぁ！」

「ダメなものは──」

「邪竜の鱗うろこ、三枚納品するから」

「まあ、それくらいだったら目くじら立てることもありませんよね」

　邪竜の鱗と聞いて、手のひらをクルリと華麗に翻す受付嬢。邪竜の鱗はそれ一枚だけで彼女の年収分以上の価値がある。

　それを三枚も納品させるということは、ギルドにそれだけの恩恵を与えるということになる。

　それは彼女の査定が、大幅に跳ね上がることに直結していた。手のひらを返すのも、無理はない。

「そんなわけで、本日の参加者をご紹介します。まずは魔術学院の癒いやしの華、トリシアさんです！」

「よろしくー」

　コルティナが入り口の方を指し示すと、タイトな色気あるドレスで着飾ったトリシアが、しなを作りながら入ってきた。

　それを見て、冒険者たちは一斉に真顔になった。

「はい、解散～」

「おつかれっしたー」

「いやー、今日もいい汗かいたな。冷や汗だけど」

「ちょっと、何よその反応は!?」

　ぞろぞろとトリシアの脇を抜けて帰ろうとする冒険者。トリシアはそれに目くじら立てて苦情を申し立てた。

「いや、だって……」

「魔術学院のハエトリグサじゃん」

「え、食らいついたら放さないスッポンのトリシアって聞いたぞ」

「すっげナマケモノで、男を小間使いみたいにしか扱わないんだろ？」

「なんであなたたちが魔術学院の教員に詳しいのよ？」

「だってニコルちゃんが……」

「俺はミシェルちゃんから聞いたぞ」

「僕はレティーナちゃん」

　これを聞いて、コルティナは頭を抱えていた。確かにニコルは医務室の常連で、それに付き添うためにミシェルやレティーナも頻繁に出入りしていた。

　男子生徒を使いっ走りにすることも、多々あった。

　問題はその噂うわさを広めたのが、コルティナの被保護者であるニコルという点だった。

　これでは彼女が、トリシア女医の交際の邪魔をしている形になってしまう。

「待って待って、この子にもいいところとかあるから、ちょっとだけチャンスをあげて」

「そんなこと言われてもなぁ」

「外見は悪くないんだけど、萌もえがないよな」

「十歳以上は守備範囲じゃないんで」

　言いたい放題の冒険者に、コルティナは頭を抱えそうになった。そもそもラウムの冒険者は性格は穏やかな反面、自由な気質の者が多い。

　女を押し付けようとする行為に、本能的に身構えたところもあるのだろう。

　これはコルティナの読み違いとも言えた。

　しかしこのままでは、親友の将来に色々と関わってしまう。

　どうしたモノかと頭を悩ませていた時、ギルドに一人の少年が入ってきた。

「ケイル兄さん、いますか？」

「なんだ、キースじゃないか。こんなところにどうしたんだ？」

　ラウムにおいて最強を自負する第五階位冒険者ケイルが、少年の前に姿を現す。

　少年は足を引きずっており、そして幼さを存分に残した華きや奢しやな身体からだつきをした、ケイルにまったく似ていない美少年だった。年の頃はニコルよりも少し下というところだろうか。

　トリシア女医は、少年を見て電流に打たれたように、身を震わせていた。

「トリシア？」

「ナ……」

「なに、どうかしたの？」

「ナイス少年」

「………………………………」

　コルティナは今度こそ、頭を抱えてその場にうずくまった。少年なら毎日のように見ているトリシア女医ではあるが、彼のように可か憐れんな少年というのは初めて見たらしい。

　その反応に、コルティナはどう対応していいかわからなくなった。

「ゴホン。それよりその子、足が悪いの？」

「あ？　ああ、かなり前にモンスターに襲われてな」

「どうやら後処理が悪かったようね。少し診せなさい」

　ともあれ、ここは彼女もプロの医師。怪け我が人にんを前に真摯な態度で診察に取り掛かっていた。決して年若い少年の足に触れたかったわけではない。

　結局のところ、トリシア女医のお見合い会は失敗に終わった。

　しかしキース少年を熱心に診察した結果、彼の好意を獲得することには成功していた。

　この後の展開は、まさに当人たち次第という結末に落ち着いたのだった。
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　街道を埋め尽くす群衆。彼らは一様に満面の笑みを浮かべ、街道をゆく馬車に全力で手を振っていた。

　その馬車の上には、邪竜を討伐した英雄であるライエルと聖女マリア。そしてその補佐を務めたマクスウェルが群衆に手を振っていた。




　邪竜討伐。その朗報は冒険者組合の連絡網を利用し、瞬く間に全国へと広まった。

　そしてその討伐の報を依頼者である世界樹教に伝えるため、フォルネリウス聖樹国へ帰還していた。

　もちろん、時の権力者がこれを利用しないはずがない。

　枢すう機き卿きようを始めとした教団首脳陣は、彼らの帰還を知ると即座にパレードを企画し、英雄帰還の報を市民に通達した。

　ライエルはその歓迎ぶりに困惑しつつも、民衆の期待を裏切るわけにはいかぬと、首都ベリトでのパレードへの参加を受諾した。

　マリアも街の人々の期待に応えるため、ライエルと共に参加を決める。

　お祭り好きのマクスウェルも、これに便乗した。

　派手なことが苦手なガドルスや、敵の多いレイドとコルティナは、これに参加することなく、人目を避けるようにベリトへと帰還していた。

「まったく……調子の良い事だぜ」

「そう不ふ貞て腐くされるな」

　街道を通り過ぎていく馬車を横道から眺めながら、レイドは毒づく。

　そのレイドを窘たしなめるのは、同様にパレードから逃げ出したガドルスである。

「邪竜討伐は終わったが、復興はこれからだろ。気を抜くのは早過ぎる」

「それも事実だが、息抜きが必要なのは間違いないさ」

「アンタはいつも文句ばっかりね」

　嘲るような声を返してきたコルティナを、レイドは睨にらみ返し、しかし何も言い返しはしなかった。

　実際、最近の自分が不平ばかり漏らしていることを自覚していた。

「性に合わねぇんだよ。竜殺しの英雄様なんてな」

「だからってこんな路地に逃げ込まなくてもいいでしょうに。まるで犯罪者じゃない」

「まるでじゃなくて犯罪者なんだよ。俺はな」

「そう言えば暗殺者だったわね」

「忘れんなよ!?」

　コルティナの言葉に怒鳴り声を返すレイドだったが、コルティナも慣れた風に聞き流す。

　それどころか飄ひよう々ひようと笑みを浮かべるなど、一般人なら竦すくみかねないレイドの怒りを事も無げに受け流していた。

「まぁ、犯罪者ってのなら、私も似たようなものだしね」

　軍師として敵味方の多くを死地に追いやった彼女を恨む輩やからも多い。

「それでも、今回の功績で大手を振って襲ってくる連中は減るだろうさ」

「だといいんだけど」

　大して期待していない風に肩を竦めるコルティナ。そこへガドルスが厳しい声を向けた。

「その辺にしておけ。そろそろ周囲の視線が痛い」

「ん？」

　レイドがコルティナから視線を外すと、確かにこちらに注目している住民が数名いた。

　パレードの通りから外れた場所で、三人固まって声を荒らげていたりしたのだから、不審に思われたのかもしれない。

　人目を避ける職業であるレイドは容姿を隠しているし、コルティナもあまり一般人に顔を知られていない。

　派手なことを嫌うガドルスも、それは同様だ。

　つまり彼らに、路地裏で身を潜める三人が六英雄とは知られていないと思われた。

　もし知られていたら、とんでもない騒動になっていただろうことは想像に難くない。

「い、行くか」

「そうね。バレる前に逃げちゃいましょ。昔の戦略家も『危ない時は逃げるが上策』って言ってるし」

「バレたら、パレードから逃げ出した意味がなくなる」

　コルティナとガドルスの賛同を得て、レイドは身を翻して路地の奥に身を向ける。

　するとその先に小さな子供が一人、立ち塞がっていた。

「なんだ、お前？」

　数多あまたの死地を潜くぐり抜ぬけた感覚から、子供が危険な存在ではないと判断し、できるだけ怖がらせないように穏やかな声をかけようとした。

「あんたの声は険しいんだから、ここは私に任せなさいって」

　ペンと軽くレイドの後ろ頭を叩はたいてコルティナが前に出る。

　子供と視線を合わせるためにしゃがみこんで、優しい声をかけた。

「どうしたの、お嬢ちゃん？」

　それはレイドたちにかける声と打って変わって、優しい、警戒心をまるで湧かせない声だ。

「猫被かぶりやがって」

「猫人族だからな」

「うるさいわよ、あんたたち！」

　腐すレイドと茶ちや化かすガドルスに、ガーッと火を噴くような顔で振り返って怒鳴るコルティナ。

　そんなやり取りに緊張が解けたのか、目の前の子供は少し笑みを浮かべる。

「えっと、あのね……向こうで変な大人の人がいてね」

「うん、どんな？」

「なんだか、『子供が……』とか『消す』とか言ってた」

「なんですって……？」

　子供の口から飛び出した不穏な言葉に、コルティナの眉が顰ひそめられる。

　同時に背後のレイドから不穏な気配が漏れ出していた。

　もともと正義感の強い男だけに、この言葉を聞き流すことはできなかったらしい。

「その人たち、どこにいるの？」

「あっちの角を曲がった先」

　子供が指さすと、何も言わずにレイドが駆け出した。その後をガドルスも追っていく。

「あ、ちょっと、待ちなさいよ！」

　子供を一人置いていくわけにはいかず、コルティナ一人がその場に残される。

　誰か預ける者はいないかと周囲を見回し、誰もいないと判断して子供に視線を戻したとき、そこに子供はいなくなっていた。

「あ、あれ？　お嬢ちゃん、どこ行ったの？」

　周囲を見回しても少女の姿はなかった。

　そして通りの方に目を向けると人だかりが多過ぎて、捜すどころの騒ぎではない。

「ああもう！　みんな勝手な行動ばかりするんだから！」

　コルティナは通りがかった警備の兵士の襟首を引ひっ掴つかみ、子供が一人迷子になったことを伝える。

　しかしこの騒ぎで迷子は頻発しており、『対応しきれるかわからない』と返された。

　そもそも、先ほどの少女は顔見知りでもなんでもなかったため、これ以上はコルティナも何もできないと判断し、レイドの後を追うことにした。




　コルティナを置いて先行したレイドは、少女の指示した場所に三名の男が集まっているのを見つけていた。

　男たちはみなフードを目深にかぶり、顔を隠すようにしていたが、その服装の仕立ての良さは隠せていなかった。

「それにしても、マクスウェル卿きようとマリアはともかく、傭よう兵へい風情が肩を並べてパレードとはな」

「聞いた話によるとマリアとただならぬ仲らしいぞ？」

「次期教皇候補とまで呼ばれながら、なんとふしだらな。所詮あの教皇の手下だけはある」

　男たちはレイドの存在に気付くことなく、ライエルやマリアへの不平を漏らしていた。

　同時に、マリアの上司である現教皇への不平も口にしていた。

　この宗教色の強いベリトの街では、非常に危険な行為のはずなのに。

　そこへガドルスが追い付いてきた。

　隠おん密みつ能力のない彼だったが、密談をしている連中も察知能力が低いせいか、存在に気付かれた様子はない。

「どうだ？」

「怪しい連中はいる。が、危険かどうかというと、どうだろうな？」

　今のところ、彼らが口にしているのは不平不満だけで、少女から伝えられたような危険な単語は聞き取れていない。

　この程度の不平不満で手を出すほど、レイドは短絡的ではない。

　そこにコルティナまで追いついてきたところで、彼らは危険な言葉を口にした。

「しかし邪竜討伐の功績は無視できん。このままではあの教皇の意志を継ぐマリアが実権を握りかねん」

「あのライエルという野良犬も厄介だな。早めに始末するのはどうだ？」

「それはいかん。奴やつらは今、民衆の支持が厚い。変に手を出すとこちらの尻に火がつくぞ」

「かといって放置するわけにもいくまい？　どうにか力を削そがねばならん」

「ふむ……殺す必要はあるまい。要はベリト……いや、フォルネリウス聖樹国からいなくなってもらえば良いのだ」

「ほう？」

「これから復興が始まる。それは北の三か国も同じだろう？」

「なるほど、マリアを北の復興地に送り込むというわけか？」

　そこまで聞いて、レイドは舌打ちしそうになるのを必死に堪えていた。

　邪竜が倒されたばかりだというのに、早くも権力争いに興ずる権力者がいることに気分が悪くなる。

　しかしこちらに手を出さないというのなら、それは悪い話ではなかった。

「ガドルス、コルティナ。行くぞ」

「放置していいの？」

「いいさ。こっちに手を出さないと言ってんだから」

　レイドは眉を顰めたまま、その場から立ち去る。

　ガドルスも何も言わず、その後に続いていく。

　コルティナはこういう場面でのレイドの判断は信頼しているため、黙ってその場を立ち去ったのだった。




「ということがあったのよ。どう思う？」

　パレードを終え、コルティナたちと合流したマリアに、捲まくし立たてるように報告した。

　宿の一室に集まり、レイドが周囲を警戒しているため、聞き耳を立てられる心配はない。

　だからこそ、コルティナも遠慮なく声を荒らげている。

　それを聞いたマリアも、少し困った顔で片頬を押さえていた。

「まぁ、あの人たちは今も変わらないわね」

「知り合いなの？」

「教皇様にしょっちゅう意見していたわ。教皇様は取り合っていなかったけど」

「それよりどうする？　あんなのがいるんじゃ、これから先も落ち着いて暮らせないぞ」

　ライエルの言葉にマリアは更に深い溜ため息いきを漏らした。

「今日ですらこの騒ぎですものね。ひょっとしたら、渡りに船なのかもしれないわ」

「北に行くのか？」

「私はそのつもり。コルティナはどうするの？」

「私もついていくわ。どうせ故郷に戻っても、謀略と戦争しかないんだもの」

　邪竜が倒された以上、各国の諍いさかいに再び火が着くのは明らかだ。

　そうなればコルティナは、また戦場に出ることになる。

「みんなはどうする？」

「俺は……マリアについていこうと思う」

「ワシは故郷に戻ろうかと思っておるよ。ラウムもまだ混乱は続いておるじゃろうし」

「俺も北についていこう。新しく宿を始めるのが夢だったからな」

「じゃあ、レイドは？」

「今更アレクマールに戻って暗殺稼業を続けろってか？　俺も行くさ」

　その答えを聞いて、コルティナは表情を輝かせる。パンと手を打って満面の笑みを浮かべた。

「じゃあ、決定ね！　マクスウェルは寂しいけど」

「なに、転移テレポートの魔法もあるし、いつでも会いに行けるわい」

　権力者の謀略を切っ掛けに、マクスウェルを除いた面々は北の地に向かうことになった。

　しかも権力者が手を出す前に行動を起こして。

　自分たちが手を下す前にマリアたちがいなくなったことで、彼らは安あん堵どの息を漏らすことになったのだが、それは別の話だった。




　　　　[image: くぎり]




　世界樹教の教皇の座。そこに座る一見少女のような外見のハーフエルフ。

　教皇アシェラは昼間の様子を思い出して、ご機嫌な鼻歌を漏らす。

「あれがマリアのお友達ね。正義感が強くていい感じだわ」

　街の少女の振りをして、不穏分子の場所に誘導したのは、実は彼女の仕業だった。

　教皇の顔を知らないコルティナたちは、まんまと踊らされた格好になる。

「マリアと会えなくなるのは寂しいけど、あんな連中に絡まれるよりはマシなはずよね」

　自分に不満を持つ枢すう機き卿きようたちの顔を思い出し、アシェラは一転溜息を漏らす。

　それでも、マリアが北の地で幸せになるだろうことに、小さな達成感を覚えていたのだった。







あとがき




　皆様お久しぶりです。鏑かぶら木ぎです。

　電子専売になって早四冊目、九巻のお届けになります。相変わらず分厚いです。

　ニコルたちも成長を続け、ついに十五歳となりました。

　ここまでくるともう、普通の女の子と変わらないですね！

　成長した彼女たちを描く晃あき田た先生、言こと寺でら先生のイラストがとても可愛かわいらしいです。

　ｗｅｂ版をご覧の方はご存じでしょうが、局面は終盤に向かっております。

　この作品を書き始めた時に考えていたニコルのラストバトル。そのシーンに向かって、必要な強さを一つ一つ積み上げて、あと少しというところまでやってきました。

　ニコルの正体はバレるのか？　クファルのその後はどうなるのか？

　ここから急激に物語が展開していくので、今後を楽しみにお待ちください。




　終盤と言えば、この話の前日を描く『世界樹の下から始める半竜少女と僕の無双ライフ』も終盤に差し掛かっており、この作品同様に『白いの』が大暴れしておりますので、そちらも合わせてお楽しみください。




　また、宣伝が続いて申し訳ありませんが、この作品も終わりが見えてきたということで、新たな作品をスニーカー文庫から出していただけるという話を頂けました。

　タイトルは『異世界転生事件録』を予定しており、私としては初のサスペンスっぽい雰囲気に挑んでみようと思っています。

　そして私の作品の定番である、ＴＳ要素やロリバ……いえ、ご長寿なロリ要素も入っています。私自身にその自覚は無いのですが……

　もちろん、異世界を舞台としていますので、アクションシーンなども盛っていきたいと思っています。ぜひ手に取っていただけると幸いです。




　英雄の娘ももうひと踏ん張りのところまで来ていますので、皆様も最後までお付き合いいただければ幸いです。

　そして新たな作品でお会いできることを、楽しみにしております。

　それでは、次の作品でお会いしましょう。
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